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  狂いだした歯車１

  「決めるのはおまえだ」

  

  何を言ってるのだろう。

  

  最初から選択肢などないのに。

  

  命令すれば良いではないか。

  

  それでは自尊心に傷がつくのか？

  

  

  猫猫は窮地に立たされていた。

  

  今まで一番の理解者であった壬氏は

  

  変わってしまった。

  

  

  「俺の妻になり此処に止まれ」

  

  そんな事できるはずがない！

  

  

  「あなたは幼子と同じです。ただの駄々っ子です」

  

  自分より目上の人物に言う言葉ではない。

  

  それはよくわかっている。

  

  ただ今となっては誰も諫めるものが居ない。

  

  例え手打ちにされようと言うべき事は

  

  言わねばならない。

  

  

  

  「俺は必死に貴人としてふるまい帝の為、国の為に

  

  心を砕いて生きてきた。ただ一つの願いくらい

  

  叶えて何が悪いのだ」

  

  「ご自分の為すべきことも為さず、何を言われているのです！」

  

  「おまえこそ俺の心を知っていながら飄々と

  

  かわしているではないか！」

  

  ぐっと手首を掴んで自分の方に引き寄せる。

  

  「それは以前申し上げたはずです」

  

  「玉葉妃の敵にはなりたくないか」

  

  「さようです」

  

  「・・・・ならば前帝の后は全員解雇する。そうすればおまえが

  

  何も気に病むこともなくなる。簡単な事だ」

  

  「本気で言われているのですか？

  

  ご自分の言ってる事が分かっていますか？」

  

  「俺の願いが叶わぬのならばすべて壊れてしまえばいい

  

  この国も人も何もかも」

  

  「脅しですか？」

  

  「俺は本気だ」

  

  「壬氏様は思慮深くお優しい方です」

  

  「もう宦官の壬氏はおらぬ。俺は華瑞月だ」

  

  

  この方を狂わしたのはわたしなのか？

  

  もはや高順どのも何も申せぬ立場になられて

  

  しまわれた。

  

  猫猫は唇を噛んだ。

  

  「ならばわたしは妓女として緑青館に戻ります」

  

  そうだ！

  

  此処に居るから后などと言われるのだ。

  

  そこで交わりを持とうとも客と妓女の間で

  

  起こった事でしかない。

  

  避妊薬を使うか、堕胎薬で子の存在を最初から

  

  無くせばよい。

  

  

  「ダメだ！俺の元から離れる事は絶対に許さない！！」

  

  

  「壬氏様！！」

  

  

  「おまえはいつもそうだ。当事者でありながら

  

  部外者面できちんと向き合おうとしない！

  

  さっきも言ったはず。もう壬氏は何処にもいないと」

  

  「・・・・」

  

  「おまえがこの国のすべての者の命を握っている」

  

  「何を言って・・・」

  

  「おまえの大切な羅門どのも三姫も前帝の四夫人も

  

  中級妃も低級妃、下女、宦官もおまえ次第だ」

  

  拒めば亡き者にすると。

  

  

  

  「・・・・・・わかりました。あなたの・・・妻になります」

  

  猫猫は目を伏せたまま絞り出すように言った。

  

  

  自分を犠牲にして人生を壊す者は莫迦だ。

  

  

  でもこの方は本気だ。

  

  この方に暴挙をさせてはいけない。

  

  止められるのはわたししかいない。

  

  

  「ようやく俺の気持ちを受け入れる気になったのか」

  

  嬉しそうに抱きしめる。

  

  変わっていない

  

  そう思いたい。

  

  この方があんな酷い事を言うはずがない。

  

  わたしが初めて好きになった人。

  

  人を愛するという事を教えてくれた人なのに。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２

  あいつが心開いてくれるまで

  

  待つつもりだった。

  

  だが妃選びの際、ほかの女を薦めた。

  

  思い返せば今までも何度かそんな事はあった。

  

  飄々とかわされるのはいつもの事なのに

  

  その時許せないと思った。

  

  自分以外の女を娶ろうとどうでもいい。

  

  自分には関係ないと言われた気がした。

  

  何故、そんなに平然といられる？

  

  どうして俺の想いに応えてくれない？

  

  俺の中の何かが切れた。

  

  もはやどうでもいい！

  

  俺に逆らえるものは誰もいない。

  

  ならどんな手を使ってもあいつを手に入れる。

  

  

  数日後、帝と猫猫の婚礼が行われた。

  

  平民たちは若き美しい二人に大きな希望を膨らませ

  

  これからの安定を信じて疑わなかった。

  

  

  「父上、これで少しは肩の荷が下りたのでは？」

  

  馬閃は相手が猫猫である事に少し気に入らなかったが

  

  それでも后を持たれる事で落ち着かれる事を願っていた。

  

  「本当にそう思うのか？」

  

  高順は顔を曇らせて聞き返した。

  

  「帝がお決めになった事ではありませんか」

  

  「うむ、だが・・・」

  

  小猫の表情は暗い。

  

  このようなやり方でうまくいくわけがない。

  

  壬氏様は変わられた。

  

  あれほど大切にしていた娘を無理やり手折るような事を

  

  なさるなんて・・。

  

  それほどまでに愛しておられるのですか？

  

  自分を壊してまでも

  

  今まで積み上げてきたすべてを投げ捨ててまでも。

  

  

  

  その少し離れた場所から羅漢はにらむような顔で

  

  二人を見ていた。

  

  「義父上、人の目がございます」

  

  「許さぬ！わが娘を追い詰めて娶るなど。断じて許さぬ！！」

  

  「されど漢一族にとっては良い事ではございませんか」

  

  「ふざけた事を申すな！娘を犠牲にしてまで

  

  一族を存続させようなどと努々思わぬ」

  

  

  帝の行動が早すぎて対処する時間がなかった。

  

  してやられた。

  

  娘は取り返す！

  

  どれほど時をかけようと

  

  もう鳳仙だけで十分だ。

  

  

  

  緑青館にて

  

  「あのやせっぽちの小娘が帝の后とは

  

  こんなことなら身請け料をもっと吹っ掛ければ

  

  良かったよ」

  

  儲け損ねたと言わんばかりだ。

  

  「猫猫は幸せになれるのかしら」

  

  「それはそうでしょ。帝は超イケメンでお金持ちよ」

  

  「お金で幸せは買えないわよ。愛がなきゃ」

  

  三姫達の中でも二人の婚礼で持ちきりだった。

  

  

  帝の館

  

  「浮かぬ顔だな」

  

  隣に立っている猫猫に少し苛立ったように言った。

  

  「そういうわけでは・・・」

  

  「まあ、いい。今日は良き日なのだから」

  

  

  猫猫の肩を強く掴んだ。

  

  瞳が笑っていない。

  

  

  怖い・・・。

  

  一度も壬氏に対して感じたことのない感情だ。

  

  「婚儀もようやく済んだ。疲れただろう？俺が閨に運んでやろう」

  

  軽々と猫猫を抱き上げる。

  

  

  大けがを負ったあの時も舞の後、傷口が開いた時も

  

  こんな風に抱き上げて運んでくれた。

  

  それほど前でもないのに遠い昔のように感じる。

  

  あの時はこんな事になるなんて夢にも

  

  思っていなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３Ｒ　　

  そっと夜具に下ろす。

  

  むせぶような香の匂い。

  

  頭がぼやける。

  

  猫猫の足の間に壬氏の片足が割り込む.

  

  逃がさないと言わんばかりに。

  

  覆いかぶさるように体と顔が近づいてくる。

  

  なんて美しい顔だろう。

  

  普通の女なら見惚れて心を奪われるに違いない。

  

  それは理解できる。

  

  それを感じない自分はやはり欠けているのだ。

  

  

  壬氏の長い髪が猫猫の頬に触れる。

  　

  「どんな卑怯な手を使ってもおまえが欲しかった」

  

  長い指が猫猫の髪を絡まる。

  

  壬氏の唇は髪に触れ、額に小さく口づけをする。

  

  猫猫の頬に触れながら唇を合わせる。

  

  

  こうなる事を望まなかったわけじゃない。

  

  でももし交わりを持ってしまえば後宮から出る事が

  

  出来なくなる。

  

  その後、壬氏が正妃を迎えたとしても

  

  一生無関係ではいられない。

  

  まして御子授かったりすれば権力争いに

  

  巻き込まれる。

  

  嫌だ。

  

  それならまだ妓楼で生きる方がいい。

  

  

  

  「何を考えている？随分と余裕だな」

  

  顎をグッと持ち上げられ深い口づけに変わっていく。

  

  息がうまく出来ない。

  

  前とは違う。

  

  何処かで練習でもしたのか？

  

  こんな時でも冷めている自分に呆れる。

  

  この方ならどんな女も思いのままだろうに。

  

  こんなに傷だらけな女の何処が良いのだろう？

  

  

  目新しいおもちゃは最初は見てくれる。

  

  だけど飽きたら捨てられる。

  

  そんな男を見てきた。

  

  だからそのつもりでいた方が傷つかなくていい。

  

  あの女のように壊れなくて済む。

  

  

  正式に后などにする必要などなかった。

  

  後が面倒になるだけなのに。

  

  まあ、簡単な方法は不義か逃亡の疑いで処罰するのが

  

  一番いいだろう。

  

  その時はあの約束ぐらいは果たしてくれればそれでいい。

  

  

  壬氏の手が衣の紐を解く。

  

  大きな手が小ぶりの胸を掴む。

  

  

  猫猫の顔が少し赤みがさす。

  

  「あまり・・・じっと見ないでください」

  

  「いや、おまえのすべてを見たい」

  

  「・・・・」

  

  男女の交わりなんて小さい頃から飽きるほど

  

  見てきた。

  

  大したことじゃない。

  

  

  それなのに・・・・

  

  何故こんなにも体が熱くなるんだろう？

  

  

  「感じたか？」

  

  「わかりません」

  

  触れられた部分が小さい痙攣のように

  

  ビクッと動く。

  

  壬氏の顔が紅潮し、恍惚とした表情だ。

  

  壬氏の唇が首元から胸まで下りてくる。

  

  猫猫の体は強張る。

  

  そこから何処に移動するか

  

  安易に想像できる。

  

  

  「ちょっと、待って・・・」

  

  胸を見られてるだけでもかなり恥ずかしいのに

  

  「待てぬ」

  

  片手で乳房を揉み解す。

  

  なまじ大きくないので少し痛い。

  

  反対の乳房の突起部を吸いながら下で弄ぶ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３

  そっと夜具におろす。

  

  「俺の想いがどれ程ものか思い知るがいい」

  

  猫猫はその剣幕に押される。

  

  覆いかぶさるように顔をと体が近づいてくる。

  

  美しい顔は怒りオーラが帯びていた。

  

  後ずさりしようとするが逃げ場はなかった。

  

  

  

  

  

  数時間後

  

  一糸もまとわぬ猫猫が見動きが出来ないほど

  

  疲弊した様子で横たわっていた。

  

  体の至る所には赤い口づけの痕がついていた。

  

  壬氏の執着の痕だ。

  

  「少しは俺の気持ちが分かったか？」

  

  寝間着を羽織り見下す。

  

  「・・・・」

  

  「可愛げのない猫だ」

  

  強引に顎を持ち上げて唇を合わせる。

  

  抗う力も残っていない。

  

  

  

  「利口なおまえの事だから分かってると思うが忠告しておく。

  

  俺から逃げようなどと考えるなよ。絶対に逃がさない！！それに罪のない人間が

  

  死ぬ事になる」

  

  

  こんなものは愛でも何でもない！！

  

  所有したいという執着だけだ。

  

  猫猫は拳を握りしめた。

  

  

  「ともあれおまえが生娘であった事は実に

  

  喜ばしいことだ」

  

  可笑しそうに笑った。

  

  

  「！！」

  

  

  「いつもでそのような姿でいるつもりだ。風邪でも引いたら

  

  夜伽もできまい」

  

  猫猫はそばにあったシーツを巻き付けた。

  

  泣くものか

  

  絶対泣いたりしない！

  

  キッと壬氏を睨む。

  

  

  「それなら明日も大丈夫そうだな」

  

  笑いながら部屋から出て行った。

  

  

  壬氏様はこんな事は絶対しない！

  

  

  

  「痛っ！」

  

  体のあちこちが痛い。

  

  

  外に出た壬氏はうめき声を洩らさないよう口を

  

  押さえた。

  

  あんな風に扱いたかったわけではない。

  

  あいつを傷つけるくらいなら自分の胸を貫く方が

  

  ずっとましだ。

  

  

  きっとあの軽蔑した瞳を忘れる事は

  

  出来ないだろう。

  

  それでもこうするしかなかった。

  

  どれ程恨まれようと

  

  あいつを自分のものにしたかった。

  

  止められなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４Ｒ

  くすぐったい・・・。

  

  それを逃れようと体を捩るが壬氏の体の重みで

  

  押さえつけられて無駄だった。

  

  「我慢するな・・・」

  

  猫猫は嫌がるように首を振る。

  

  「感じてるおまえの声が聞きたい」

  

  粘着質！

  

  

  「愛してる」

  

  耳元で囁かれた言葉に

  

  猫猫は壬氏を見た。

  

  無理矢理妻に娶ったくせに

  

  そんな切なそうな顔で言わないで欲しい。

  

  「信じられません」

  

  ピロートークだ。

  

  

  「たとえおまえが同じでなくとも構わない。今の俺はおまえの気持ちを

  

  慮る余裕はない。感情は後からついてくればいい」

  

  壬氏の指が花芯にたどり着く。

  

  まだ潤っていないその場所に躊躇なく蹂躙してくる。

  

  

  「いやです！」

  

  拒まれる事を遮るように唇を合わせ舌絡める。

  

  抵抗しようとする両手は右手一本で押さえつけられる。

  

  何か所も唇を押し当てて強く吸い付く。

  

  甘い痛みが走る。

  

  自分のものだと印をつける。

  

  指はゆっくりと奥に移動して動かす。

  

  少し濡れてきた。

  

  呼び水のように指の数を増やして速く動かす。

  

  溢れてくる。

  

  「あ、いや・・・」

  

  艶のある声が聞こえる。

  

  自分も限界近い。

  

  だが初めてならまだ無理だろう。

  

  早く繋がりたい。

  

  猫猫の両足を広げた状態で自分の肩にかける。

  

  花芯に唇を当てる。

  

  猫猫の体が大きく動く。

  

  両足はがっしりと抑え込まれて上半身を捩る事しか出来ない。

  

  

  恥ずかしさのあまり顔を両手で覆う。

  

  どっと溢れてくる。

  

  舌はそのまま押し込まれて猫猫は体を反らせる。

  

  これが快感というものだろうか？

  

  体が痺れて少しの刺激でも意識が飛びそうになる。

  

  

  「や、や・・・めてください。変になりそう・・・」

  

  

  「俺ももう・・・無理だ」

  

  自分の欲望も塊を宛がう。

  

  まだ無理か。

  

  「痛っ！」

  

  「俺の体に傷つけてもいい。我慢してくれ」

  

  十分潤ってるはずなのに・・・。

  

  なんとか胎に入ったが猫猫がかなり痛がっている。

  

  酷い男だ。

  

  痛みには強いはずの猫猫が

  

  こんなにも辛そうにしているのに。

  

  

  動かすが自分も痛みがある。

  

  乾いた布が擦れ合っているような痛みだ。

  

  それでも欲望を放出したい。

  

  身勝手な生き物だ、男は。

  

  俺を猫猫に焼き付けたい。

  

  自分のものだと印をつけたいのだ。

  

  

  

  「すまない」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４

  一年ほど前

  

  「名持ちの一族の一つが欠けた事で

  

  均衡が揺らいでおります」

  

  高順が厳しい表情で壬氏に

  

  報告をしていた。

  

  「・・・・・」

  

  壬氏は手を組み考えていた。

  

  「それとこれは貴方様が知る必要がないかも

  

  知れませんが羅一族の特有の病癖と言いましょうか

  

  癖を知る者がおりまして・・・」

  

  口ごもってどうしたのだ。

  

  言いたくないのか

  

  知らせたくない内容なのか。

  

  「実は・・・」

  

  その内容に壬氏は言葉を失った。

  

  「それを薬屋は知っているのか？」

  

  高順は首を振った。

  

  分からないのだろう。

  

  それが本当だとしたら薬屋が危険だ。

  

  どうすれば守り切れる？

  

  ここに来て猫猫の羅一族の血が

  

  仇名すことに事になるとは。

  

  本人が認めようが認めまいが降りかかってくる。

  

  国は表向きは平穏を保ってるが

  

  未だ帝の恨みを持ってる一族も

  

  少なからず存在する。

  

  

  

  

  

  約二か月後

  

  

  「高順、俺は帝に即位する」

  

  帝の弟でなく息子である事が発覚してから

  

  冠を譲りたいと言われていた。

  

  猫猫の事があり断り続けていたが

  

  猫猫を守るには権力がいる。

  

  そのうえで猫猫を望む事は途轍もない混沌に

  

  巻き込むことになる。

  

  あいつがそれを嫌っているのは知っている。

  

  それとも軍師殿に託すか？

  

  いや、あいつが素直に応じるとは思えない。

  

  いっそまた緑青館に戻すか？

  

  嫌だ！俺以外の男にあいつを触れさせるなんて

  

  考えるだけで嫉妬でおかしくなりそうだ！！

  

  元はといえば俺が招いた事だ。

  

  

  壬氏は考えあぐねた。

  

  高順はそっと壬氏に寄り添っていた。

  

  

  あれほど拒んでいた帝の地位を受けて下さるのは

  

  本当にうれしい限りだが・・・・、それは国を思う気持ちでは

  

  ないだろう。

  

  小猫の為だろう。

  

  「小猫に詳細を告げるべきではありませんか？」

  

  壬氏は立てに首を振らなかった。

  

  ただでさえ嫌ってる羅漢との関係を他人に知られる事を

  

  あいつは良しとしないだろう。

  

  「・・・・ですがそれではあなたが憎まれてしまいます」

  

  「大したことではない」

  

  そんなはずがない。

  

  愛しい女に疎まれるのはどれ程辛いことか。

  

  「高順、決して猫猫に悟られるな！これ以上

  

  羅一族の血であいつを傷つけたくない」

  

  

  帝の館にて

  

  「真だな？真に帝に即位するのだな！？」

  

  いつも冷静な帝とは思えないほど興奮したように

  

  聞き返した。

  

  「二言はございません。謹んでお受けいたします」

  

  喉のつかえがとれたように帝は笑った。

  

  壬氏の本当の狙いに全く気付いている様子もなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車５

  半年前

  

  翡翠宮

  

  「壬氏様、いえ華瑞月様が今日即位されるのですね」

  

  紅娘は複雑そうな顔で玉葉妃に話しかけた。

  

  「帝の弟帝であると聞いていたのだけど

  

  まさか阿多妃の御子とは思いもよらなかったわ。

  

  四歳違いの義母なんて・・・」

  

  聡明な玉葉妃も考えも及ばない事だった。

  

  「猫猫はどうするんでしょう？」

  

  「あの子は後宮に入る事は望まないでしょうね。

  

  でも華瑞月様はそうではないと思います。

  

  あの方の気持ちが分かっていないのは猫猫ぐらいだから」

  

  「岡目八目という言葉がありますが

  

  あの鈍感さはもはや国宝級ですからね」

  

  頭を押さえる。

  

  「壬氏という仮面を外したのはあの子だというのに

  

  罪作りなものね」

  

  

  

  「・・・・紅娘、私たちは排斥されるかもしれないわ。

  

  いいえ、前帝の妃全員がその可能性を否めない」

  

  「それは・・・」

  

  二人は危惧が現実にならぬよう願うしかなかった。

  

  

  猫猫は玉葉妃と敵対する事は避けたいはず

  

  そうせざるおえない状況になる可能性がないとは言えない。

  

  

  阿多妃邸

  

  「お久しぶりでございます」

  

  四夫人から除籍されて何年たっただろう。

  

  お忍びで何度か帝は訪れた事はあったが

  

  男女というよりは戦友の交わりに

  

  近いものだった。

  

  「阿多、ようやくおまえとの約束を果たす事が

  

  出来そうだ」

  

  久しぶりに見る帝の笑顔に阿多妃も心が和む。

  

  「約束でございますか」

  

  「おまえを国母にしてやるという約束じゃ」

  

  「月はようやく折れたのですか？」

  

  「随分と避けておったがようやく自分から言ってきた」

  

  壬氏の仮面を被ってまで逃げようとしていた月に

  

  どのような変化があったのか。

  

  多分、帝も同じ事思っておられるはず。

  

  

  「何はともあれ我らの子が帝になるのじゃ。ともに

  

  喜ぼうではないか」

  

  卓に用意された杯を持ち上げて乾杯を促す。

  

  「そうですね」

  

  心配するのはよそう、今まで母らしい事など

  

  してきたわけではない。

  

  今までと同じ一傍観者で良い。

  

  

  漢羅漢邸

  

  「月の君が帝に即位するだと」

  

  羅半がいち早く伝えにくる。

  

  何故、このタイミングに。

  

  えらく急ではないか。

  

  子昌の件からまだ半年過ぎていない。

  

  まだ国も落ち着いたわけでもない。

  

  そんなに急ぐ理由はあるのか。

  

  何か引っかかる。

  

  帝が病と言ううわさも聞かない。

  

  玉葉妃の吾子が成人するまでに繋ぎか

  

  いや、華瑞月に御子が出来たら

  

  その子が継承するのが筋だ。

  

  まさかあの男、猫猫を。

  

  いや、猫猫が受け入れるはずがない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車６

  「嬢ちゃんはすごい伝手を持ってるな」

  

  「そうですか。それほどでもないと思いますけど」

  

  「緑青館の三姫に壬氏様、軍師殿」

  

  「最後のおっさんは伝手ではありませんので」

  

  

  よほどのことがあるのか軍師殿の事になると

  

  あからさまに不機嫌になる。

  

  だが変人な所は親子だなと思うと納得してしまう。

  

  

  普通、壬氏様でおっさんで三姫じゃないか？

  

  この人の優先順位がそうなんだろうが。

  

  まあ、空気が読めるだけましか。

  

  「華瑞月様が即位されるらしい」

  

  「そのようですね」

  

  わたしの中では壬氏様と華瑞月様は別人だ。

  

  壬氏様が消えてしまわれるのは残念だけど

  

  元々関わりの持てる方ではなかったのだ。

  

  もうわたしの役目は終わったのだ。

  

  お暇を頂こう。

  

  元々わたしも此処に居るべき人間ではないのだから。

  

  「李白様、色々とお世話になりました」

  

  深々と頭を下げる。

  

  「急になんだよ」

  

  「いえ、ずっと言いそびれていましたから」

  

  別れのような挨拶に驚いている。

  

  「もしかして・・・」

  

  此処を去ろうと考えているのか？

  

  とは言えなかった。

  

  性格的にそうですとは言わないだろうし

  

  あの方がそんな事をお認めにならないだろう。

  

  嬢ちゃんはあの方がどれほど大切に思っているか

  

  どれほど執心されているか知らぬはずは

  

  ないだろうに。

  

  李白は心配そうに猫猫を見送った。

  

  壬氏邸

  

  「水蓮様、次は何をすれば宜しいですか？」

  

  この方がまさか壬氏様の祖母とは夢にも

  

  思わなかった。

  

  そんな事はおくびにも出さず只管支えて来られたのだ。

  

  何の見返りも求めず只々尽くしてこられた。

  

  何にせよ、帝になられたら水蓮様だけでは

  

  回らないだろう。

  

  それが分かっていて此処を離れるのは

  

  心苦しいが、内情を知りすぎているわたしが

  

  居ては何事もやりにくいだろう。

  

  「猫猫、何かあったの？元気がないけれど」

  

  「いいえ、大丈夫です」

  

  顔に出てるのかな。

  

  まだまだだな、わたしも。

  

  

  即位の式典の準備や段取りの為か

  

  最近、前にもまして壬氏様の帰宅が遅い。

  

  なるべく早く話さなくてはいけないのに

  

  顔を合わせる機会がない。

  

  折角、顔を合わせても高順様か水蓮様がいて

  

  話す事が出来ない。

  

  即位されるまで数か月しかないのに。

  

  

  それにしてもどうしてこんなに急いで即位をされるのだろう？

  

  何か急がなければいけない理由があるのだろうか？

  

  

  いや、わたしには関係ない。

  

  知る必要もない。

  

  もう関わりがなくなるのだから。

  

  此処を出ておやじと一緒に細々と薬屋をやろう。

  

  それが一番だ。

  

  元に戻るだけだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車７

  う～！！

  

  邪魔者が一人増えた。

  

  壬氏様には必ずと言っていいほど

  

  高順が傍に居る。

  

  ここ数日はそれに加えて馬閃が傍から

  

  離れない。

  

  何か不穏な動きでもあるのだろうか？

  

  いやそれならもっと護衛をつけるはず。

  

  何か意図的なものを感じる。

  

  考えすぎか。

  

  それほど頻繁に会える相手でもないし

  

  タイミングの問題かもしれない。

  

  

  「小猫がここ数日何か言いたげな顔をしておりますが」

  

  高順は馬閃に聞こえないように耳打ちした。

  

  「今は時間がない」

  

  「・・・・」

  

  いつもならどんなに忙しくとも小猫の為なら

  

  時間を割くお方がわざとお避けになられている。

  

  小猫が何を言うか分かっていらっしゃるのだろう。

  

  

  猫猫は利口な女だ。

  

  自分の引き際を考えているのだろう。

  

  俺の元から消えるなど許さない！

  

  そんな事はさせない！

  

  絶対に逃がさない！！

  

  壬氏の瞳は怖いほどの青い炎が浮かんでいた。

  

  

  そんなすれ違いが続き、さすがの猫猫も

  

  故意に避けられていると気づいた。

  

  そうか。

  

  やはりわたしはもう必要ないと言うことか。

  

  ならはっきり言ってくだされば良いのに。

  

  二人の想いは完全に真逆だった。

  

  それはこの後大きな歪を生む事を

  

  誰もまだ知らなかった。

  

  

  戴冠式

  

  皇太后、前帝の后達、そのおつきの者たち、高官、宦官。

  

  なんて数だろう。

  

  それに加えて国外からの来賓。

  

  この国の偉大さを見せつける絶好の機会だ。

  

  

  先帝も美しい方だったと聞いた事ある。

  

  多分、壬氏様はその方によく似ておられるのだろう。

  

  皇太后様のまなざしを見ていれば分かる。

  

  懐かしそうに寂しそうにご覧になっている。

  

  しかしその方は大人の女には興味がない方だったと

  

  聞いた事ある。

  

  人は誰しも年を取る。

  

  どうしようもない事なのにそれで切り捨てられるのは

  

  理不尽この上ない。

  

  一見華やかに見えて花街と変わらない。

  

  

  結局、猫猫は暇が欲しいと伝えたのは即位後だった。

  

  

  「このような喜びの時に水を差すようで心苦しいのですが

  

  わたしの役を解いて頂きたいのです」

  

  「・・・・・・」

  

  不機嫌な顔。

  

  分かるが、延ばし延ばしだと

  

  益々言いにくくなる。

  

  「俺の前から消えると言う事か？」

  

  「はい。わたしのできる事はもう何もありません」

  

  「役は解いても良い」

  

  「ありがとうございます」

  

  俺と離れるのがそんなに嬉しいのか！？

  

  華瑞月は座していた椅子の脇息にの指を食い込ませる。

  

  「だが此処を離れる事は許さない！」

  

  「おっしゃる意味が分かりません」

  

  「おまえは俺の妻として此処に止まれ」

  

  「なっ！！」

  

  猫猫は言葉を失った。

  

  

  『狂いだした歯車１へ』

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車８

  「気まぐれ猫には慣れている」

  

  体を重ねて余韻を楽しむように

  

  猫猫の背中を抱いていた。

  

  痛む事もほとんどなくなってきた。

  

  痺れるような感覚と自分が自分でなくなるような感じ。

  

  受け入れる事は慣れてきた。

  

  ただ心がついていかない。

  

  

  嫌いではない。

  

  だが好きかと聞かれてもそうだと言えない。

  

  どれ程自分に問うても分からない。

  

  少なくとも信頼はしていた

  

  あの時までは。

  

  

  まあいい、この方が飽きるまで待とう。

  

  そう長くはないだろうから。

  

  

  妻になってから軟禁状態に近かった。

  

  家事をするわけでもなくただ夫が来るのを

  

  待つだけの日々。

  

  身支度をさせる女官が何人か

  

  いつも付きまとっていた。

  

  逃げるのを警戒してるのか？

  

  もしそんな事をしたらこの女たちも

  

  ただでは済まないのは分かってるだろう。

  

  それとこの部屋には花は飾られていない。

  

  毒をあおるを避けるためか？

  

  そんな事しても無駄なのに。

  

  どんなもので毒になりうる。

  

  「客人がお越しです」

  

  誰が会いに来るというのか。

  

  「高順様」

  

  また痩せられた。

  

  無理もない。

  

  動き回る事が好きな方がこんな所に

  

  閉じ込められ苦痛でしかない。

  

  

  「今は高順でよろしいかと存じます。

  

  ご無沙汰しております。皇后さま」

  

  皇后、似合わぬ言葉だ。

  

  「帝とご一緒ではないのですね？」

  

  「帝には馬閃をつかせております。

  

  皇后さまが退屈されてるだろうから

  

  話し相手にでも言われましたので」

  

  「小猫とはもう呼んで頂けないのですね」

  

  「恐れ多い事でございます」

  

  「・・・・・・」

  

  「失礼を承知で申し上げたい事がございます」

  

  礼を取る。

  

  「一夜限りの戯れで契りを交わす者も少なからずおります」

  

  本気だから許せと言うのか。

  

  「まだその方がよかった。そのまま捨て置かれた方が

  

  救われました」

  

  絞り出すように辛そうに言った。

  

  「皇后さま・・・」

  

  高順は辛そうな顔で猫猫を見る・

  

  「壬氏様は確かにわたしを妻として迎えて下さった。

  

  でもそれはわたしの心を無視したやり方で」

  

  「お怒りはごもっともです。不器用な方なのです。

  

  あの方は本当に大切な相手には

  

  どのように接してよいのか分からないのです」

  

  「あなたはわたしより長い時間あの方を見てきた。

  

  わたしの知らないあの方もご存じでしょう。

  

  でもわたしは分からない、あの方の事が」

  

  今まで見てきたものは間違っていたのだろうか？

  

  下を向いて考え込む。

  

  「皇后さま、あなたは人間の本質が見える方です。

  

  帝の外見に惑わされる事のない数少ない人物です。

  

  帝が本質を鑑みる様になったのはあなたのおかげです」

  

  

  「・・・・・」

  

  壬氏様の行動には理由があると

  

  伝えようとしているのか。

  

  だが、今のわたしには冷静考える事が出来ない。

  

  何か見えないものに囚われている。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車９

  「妻は悪さもせずおとなしくしていたか？」

  

  新帝は可笑しそうに言った。

  

  「とてもあの小猫とは思えないほどでした」

  

  「おまえは今の猫猫は気に入らんようだな」

  

  「元々痩せていた上にまた細くなって・・・」

  

  痛々しいと続けたかったが止めた。

  

  「俺のせいだとでもいいたげだな」

  

  「本当にご自分に何の責もないと思っていらっしゃるのですか？

  

  ご自分の思い通りにならぬから壊してしまわれるおつもりですか？

  

  そんなものは愛ではありません。ただのエゴです！」

  

  「・・・・・・」

  

  高順の激高に新帝は何も言えない。

  

  「私は弱き者には手を差し伸べろと教えたはずです！」

  

  「そのようにしているつもりだが」

  

  分かってる。

  

  守るという口実の元俺はあいつを手に入れたかった。

  

  「小猫がどれほど傷ついてるか分かっているのですか！？

  

  どれほど強く見えても男が女を守るものです。見える傷だけが

  

  傷ではありません」

  

  「心の傷をつけたというのだな？」

  

  「これ以上無体な事をなさるなら桃美を此処に

  

  呼びますぞ。同じことが言えますか？」

  

  「桃美か・・・」

  

  兄の暴力で片目を失明した。

  

  それ故、男が女に暴力を振るうなど侮蔑するだろう。

  

  そんな風に育てた覚えはないと言われるだろうな。

  

  

  「俺は多分、猫猫という消しようもない毒に

  

  やられたのだ。どれほど体を重ねようと満たされない。

  

  溢れる欲望に抗えない。

  

  何もか投げ捨ててしまいたくなる。

  

  この地位を捨てれば違ってくるかもしれない。

  

  しかし、それでは力が足りぬ。

  

  二つを折り合う案を考えるべきだった。

  

  羅一族の特性を知らなければもっと

  

  時間をかけてあいつが納得できる方法を

  

  選ぶこともできた」

  

  「それは言い訳でございます」

  

  「分かってる。だが失いたくないのだ。一度知ってしまった毒は

  

  もうこの体を巡ってどうすることも出来ぬ」

  

  

  「一度花街戻した時、あなた様の落胆を見て

  

  呼び戻した私の大きな過ちです」

  

  「いや、その前から俺はもう逃れられなくなっていたのだ。

  

  あの出会った瞬間から」

  

  『何か書くもの・・・』

  

  女の瞳には全く壬氏の姿は映っていなかった。

  

  今までのプライドは地に落ちた。

  

  認めたくなかった

  

  自分の色香に迷わない人間が居るなど。

  

  二人はそれっきり黙ってしまった。

  

  

  

  「年甲斐もなく感情的になり申し訳ございません」

  

  「いや、本音で語ってくれるのはおまえぐらいだ。

  

  猫猫ときちんとはなしをする。押し付けではなく

  

  お互い納得できるように」

  

  「それがよろしいかと思います」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１０

  帝邸

  

  「すまぬが、席を外してくれ」

  

  人払いをして新帝は猫猫と向かい合うように座した。

  

  高順の言うように一目で分かるほど

  

  痩せてやつれている。

  

  何を見ていたのだろう？

  

  自分を押し付ける事だけで

  

  労わる事もせず。

  

  「・・・・・・」

  

  何から話せばよいか悩んでいた。

  

  「何を言っても言い訳になってしまうが

  

  俺の話を聞いて欲しい」

  

  「はい」

  

  「一年ほど前、ある情報が俺の元に入ってきた。

  

  子の一族が滅び、均衡がくずれつつあり、他の一族は勢力を

  

  広げるために他の一族の特性を得る為に婚姻を

  

  繰り返してるようでその中でも『狂人と天才の一族』と

  

  言われる羅の一族が狙われていると。その能力は

  

  すべて受け継がれるわけではないがその確率は高いと

  

  言われている。一族の長は男女問わず能力の高いものと

  

  決められていてもしおまえがその立場になれば黙っていても

  

  羅の一族を掌握できる」

  

  「それはわたしが多くの者たちに狙われていると

  

  言う事ですか？」

  

  流石に察しがいい。

  

  少しずついつもの考察する瞳の輝きが戻ってきた。

  

  やはり当事者に話すべきだったか。

  

  「壬氏様、あなたはわたしが守ってもらわなければ

  

  いけないほど弱い女だとでもお思いですか？」

  

  「いや、それは俺の口実にすぎない」

  

  俺が惹かれていた猫猫だ。

  

  物おじせず誰に対しても自分の信じたものを

  

  きちんと伝える実に天晴な女。

  

  侮られるのが嫌いな女。

  

  守ってやろうなど思い上がりだ。

  

  「それだけではありませんね？」

  

  本当になんという女だろう。

  

  秘密が二つあれば一つを先に話せばそれで

  

  隠せると思っていた俺は愚かだ。

  

  「・・・・羅の一族は女が生まれる確率が低い。

  

  それ故、その能力は並外れている。それを引き継ぐために

  

  子を早く持たねばならぬ。そしてそれが叶わぬ場合・・・・

  

  夭折する運命だと」

  

  「・・・・知ってましたよ、自分の事ですからね」

  

  平然と言う猫猫に新帝は驚きを隠せない。

  

  「本当におまえは・・・」

  

  「おかしいと思ったんですよ。あの優しい壬氏様が

  

  わたしを傷つけるような事するはずがありませんから。

  

  高順様の様子もおかしかったですし」

  

  「おまえには敵わないな」

  

  「こうなった以上腹を括るしかありませんね」

  

  「？」

  

  「分からないんですか？鈍いですね」

  

  「鈍いとはなんだ！」

  

  「夭折しなくて済みそうです」

  

  「もしかして？」

  

  猫猫は自分の腹を摩る。

  

  「産んでくれるのか？」

  

  新帝は瞳を潤ませた。

  

  「あたりまえです。せっかく宿った命ですから」

  

  「ありがとう。本当にありがとう」

  

  「すべてを許したわけではありませんから」

  

  「分かってる。これから一生かけて償う」

  

  「本当にあなたの爸爸泣き虫ですね」

  

  愛しそうに話しかける。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１１

  「壬氏様、こういう事何処からか

  

  必ず漏れるものです。それならいっそ広めましょう」

  

  「そんな事をすればおまえが狙われる」

  

  「いいえ、それこそ此方に利になります。それより前に

  

  あまり気乗りはしませんがあの男を呼んで頂けないでしょうか？」

  

  「漢軍師殿を？」

  

  「はい。この際、利用できる物は利用しましょう」

  

  「どうするつもりだ？」

  

  「味方にすれば何より心強い」

  

  「出来るのか？」

  

  「勿論です。あの男の弱みはお分かりですね？」

  

  唯一の弱みは猫猫だ。

  

  

  その日のうちに羅漢はやってきた。

  

  

  新帝はこの場に居ない方が良いと判断し、

  

  奥の間に潜んでいた。

  

  娘を溺愛しているのは火を見るより

  

  明らかだ。

  

  聞いていて哀れみさえ感じるほど

  

  大事に思っているのが伝わって来る。

  

  

  

  「あの男に酷い目に遭わされたのだろう？

  

  こんなに痩せて」

  

  本当に心配しているのが分かった。

  

  「絶対に許さん！！」

  

  親としては当然の感情だ。

  

  「お願いがあります」

  

  「なんだい？報復ならきっと果たしてやるぞ」

  

  「わたしを守って頂きたいのです。この子も」

  

  腹に手を当て孕んだ事を示唆した。

  

  「それはもしや・・・」

  

  「はい。あなたの孫が此処にいます」

  

  ああ、言いたくないな。

  

  パッと嬉しそうな顔をする。

  

  「何なら君とその子を引き取っても構わないのが」

  

  「いいえ。今はまだ安定しておりませんので

  

  移動は難しいと思います」

  

  「そうか。本来ならあのような男の所などに

  

  置いておきたくは無いのだが」

  

  至極、残念そうに帰っていった。

  

  

  

  「壬氏様、もう出てきても大丈夫です」

  

  「あの軍師殿も娘には形無しだな」

  

  だが、あの男が味方になれば百人力だ。

  

  

  猫猫は大きく息を吐いた。

  

  一番頼りたくない相手だが子供の為だ、仕方ない。

  

  「おい、大丈夫か？横になった方が

  

  良いのではないか？」

  

  「そうですね。少し疲れました」

  

  「気にせず体を休めろ」

  

  

  横になると猫猫は眠りについた。

  

  ホッと胸を撫で下ろす。

  

  

  子の存在に気付いた時、猫猫は何を思ったのだろう？

  

  流す事も頭を過ったかもしれない。

  

  実際、それを出来たはずだ。

  

  花を隠そうと何をしようと猫猫なら。

  

  産む事決めるのにきっと多くの葛藤があったに違いない。

  

  それなのに産む事を決めてくれたのは嬉しい。

  

  子を産む事は女にとって大きなリスクを伴う。

  

  命を落とす可能性もある。

  

  

  絶対、おまえを幸せにしてみせる！

  

  おまえが俺に対して決断してくれた事に

  

  報いてやる。

  

  後悔させるような事はさせない。

  

  おまえとこの子に誓う！！

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１２

  「それは真でございますか！？」

  

  高順の声には喜びが表れていた。

  

  「ああ」

  

  「ようやくあなたのお子の顔が見れるのですね」

  

  「まだ月の道が止まってすぐらしい。

  

  だが早くも悪阻の症状が出ていて

  

  食事も喉が通らなかったようだ」

  

  「だからお痩せになっていたのですね」

  

  新帝は嬉しそうに笑った。

  

  

  

  「おい、そんなに動いて大丈夫なのか？」

  

  「平気です。逆に動かないと産は重くなるのです」

  

  じっとしていられない猫猫は新帝の心配を他所に

  

  一日中動き回っていた。

  

  元々痩せ型な為か猫猫の妊娠は思ったより

  

  他人に知られる事はなかった。

  

  東宮であるか公主であるか

  

  周囲の関心はその一点であったが二人は

  

  どちらでも無事に生まれる事が重要だった。

  

  臨月になる頃、ようやくが腹回りが少しふっくらした感じに

  

  見えるくらいで体重もそれ程増えなかった。

  

  もしや子供が小さいのではと心配したが

  

  なるようになるというあっさりした考えの猫猫は気にしなかった。

  

  やきもきしていたのは新帝だった。

  

  

  翡翠宮

  

  「あの猫猫ももう母なのね。壬氏様があの子に惹かれているのは

  

  あの子以外知っていたから当然かもしれないわね」

  

  「これは酷い裏切りです。あんなにも御恩うけながら」

  

  紅娘は納得できない様子だった。

  

  「そんな風に言わないで。私だって誰かの悲しみの上に

  

  今の立場にいるのだから。それがあの子だったというだけよ」

  

  「しかし・・・」

  

  「猫猫はずっと拒んでいたそうよ。私の敵になりたくないと

  

  言って。それを強引に壬氏様は・・・。むしろあの子は被害者だわ。

  

  だからと言って壬氏様を恨むのも筋違いだと思うわ」

  

  「玉葉妃様は人が良すぎます」

  

  

  羅漢邸

  

  「鳳仙、もうすぐ私達の孫が生まれるのだよ」

  

  打ちかけの碁盤に向かって羅漢は話しかけていた。

  

  「公主なら君と猫猫に似た可愛らしい娘になるだろうね」

  

  「東宮ならあの憎らしい男に似るかもしれないが

  

  何にしても愛しい娘の吾子にちがいない。君にも

  

  見せたかった」

  

  まだ涙が自然と流れてくる。

  

  鳳仙の代わりなどいない。

  

  娘にもその代わりは出来ない。

  

  それでも心の拠り所なのだ。

  

  利用されようとどう思われとも。

  

  

  「義父上はまた独り言を言っておられる」

  

  いや、多分はっきりと鳳仙様見えているのだろう。

  

  最初は同情の気持ちが大きかったが

  

  もしかしたら義父上は幸せかもしれないと

  

  思うようになった。

  

  見た事のない義父上の嬉しそうな顔が

  

  羨ましく思った。

  

  自分にもそんな相手が出来ればいいのだが。

  

  何でも数字に換算してしまう自分には

  

  無理かもしれない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１３

  いつまでこんな所へ閉じ込めておくつもりなのだろう。

  

  あの方の妻になってからずっと軟禁状態だ。

  

  あれだけ脅しておきながら逃げ出すのではと

  

  危惧しているのだろうか？

  

  

  それにしてもこれではまるで遊女だ。

  

  いつ来るとも分からない男をただ待ってる。

  

  まあ、今のところ皆勤だ。

  

  そのうち飽きてくるだろうが

  

  それにしても粘着質過ぎる！

  

  中々放してくれない。

  

  終わったんならさっさと離れろ！

  

  

  猫猫は暇を持て余していた。

  

  壬氏が変わってしまった理由を考えていた。

  

  無関係を貫いていた事で怒りが生じた？

  

  そんな事今に始まった事じゃない。

  

  子供っぽい所はあるがいつもわたしの事を優先して

  

  考えてくれていた。

  

  

  ・・・・・それにしても体がだるい。

  

  動かないから食べられないし

  

  そのせいで胃腸がやられたのか胸がむかむかする。

  

  外に出れたら薬が調合できるのに。

  

  

  此処の侍女達は人形のようだな。

  

  無表情で感情の起伏が見られない。

  

  わざと食器を落として音を立てても

  

  驚く様子もない。

  

  ただ毅然と作業をしているそんな感じだ。

  

  多分、わたしに何らかの感情（同情、興味）を

  

  一切持たぬように言われているのだろう。

  

  そして不穏な行動がないか見張っている。

  

  

  壬氏との何度目かの交わりの時に

  

  最初の時のような痛みを感じた。

  

  もう解されたはずなのに・・・。

  

  

  「！！」

  

  「どうかしたのか？」

  

  「いえ」

  

  もしかしたら・・・・・・。

  

  

  もしそうだとしたらこの人は

  

  どう思うのだろう？

  

  伽が出来なくなるから嫌がるだろうか？

  

  

  やる事やってれば子供が出来るくらい

  

  この人だって分かってるはずだ。

  

  結局その夜は伝えなかった。

  

  自分がどうしたいか決めてない以上

  

  口にはしなかった。

  

  

  翌日

  

  侍女達に気付かれないように

  

  振舞わないと。

  

  外見は反対に痩せたくらいだから

  

  バレる事はないだろうが

  

  この気持ちの悪さは抑えられないな。

  

  

  

  その夜

  

  今日はやけに遅い。

  

  体もだるいし寝たいのだが。

  

  そろそろ飽きだしたか？

  

  もし、下賜されたりしたら

  

  面倒な事になるな。

  

  等々、くだらない事を考えていたら

  

  真剣な面持ちで壬氏様は帰ってきた。

  

  中祀の日に見せた悲しそうな顔だ。

  

  

  「何を言っても言い訳になるが聞いて欲しい」

  

  ようやく壬氏様の行動の理由が分かった。

  

  その時、私の心も決まった。

  

  はっきり言ってやり過ぎだろうと思ったが

  

  この人の何分の一しか愛情、いや好きだと思う気持ちは

  

  ないが、この子の父親がこの人でよかったと思う。

  

  多分、私よりはこの子を慈しんでくれる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１４

  執務室

  

  これからどうするか新帝と高順は難しい顔で

  

  話し合っていた。

  

  「先日の戴冠式で各国にそれなりのけん制と力は

  

  見せつけられたとは思いますが」

  

  「いや、万全ではない」

  

  「しかしながら今、動くのは時期尚早かと。まだお子も産まれて

  

  おられないですし」

  

  「うむ。だが準備をしておく必要はある」

  

  猫猫を奪おうなどと莫迦げた事を

  

  考える事すら出来ないような決定打が欲しい。

  

  

  

  「軍師殿に動いて頂きましょうか」

  

  「そうだな。だが本人を遣わすわけにもいかん。

  

  内紛が起こるやもしれぬ。陸遜を遣わしては歯止めが利かなくなる。

  

  荷が重いかもしれぬが李白に任せるのはどうか？」

  

  「李白・・・ですか？」

  

  軍を任せるのは疑問符が浮かぶ。

  

  「子昌の件では中々の働きであったと思う。

  

  何より身請けの為の報奨金を求めている。

  

  そして油断させる人懐い所は使えるのではないか？」

  

  「難しい選択ですな」

  

  「あと、羅半も同行させる」

  

  「特定のものばかりを持ち上げると別の問題も

  

  起こりかねません」

  

  「羅の一族は前帝も一目置く存在であった。そこで軋轢が生まれるとは

  

  思わぬが・・・、暴走を食い止める為にも李白が必要だろう」

  

  「他の国に行かせるには口実が必要です。勝手にのりこんだと

  

  言いがかりをつけられ戦の理由にされても困ります」

  

  「もうすぐ子が生まれる。表面上祝いなどが届くだろう。

  

  それの返礼として遣わす。釘を差す程度でよい」

  

  「もう一つ、一番読めない国は巳の一族に謀略させましょう。

  

  内乱を起こさせて力を弱める」

  

  「雀を使って良いのか？」

  

  「始まりはどうであれいまではこの国になじんでおりますし

  

  腕は超一流でございます」

  

  「だが、子がいるのだろう？」

  

  「心配は無用でございます。子は桃美と麻美が

  

  世話をしております故」

  

  

  

  「失礼致します。帝、皇后さまが産気づかれました」

  

  突然、慌ただしく侍女が伝えに来る。

  

  「初産ゆえ遅れると思っていたが・・・」

  

  「瑞月様、すぐに皇后さまの元へ」

  

  「ああ、すまぬ。話はあとで」

  

  

  新帝は取るものとりあえず猫猫はの産室に向かった。

  

  

  玉のような汗を流しながら猫猫は陣痛に耐えていた。

  

  こんな小さい体で子供を産むなど無謀ではないか。

  

  しかしそれをさせてしまったのは自分なのだ。

  

  

  「皇后さま、もう少しのご辛抱です」

  

  猫猫は顔を歪めながら頷いた。

  

  新帝はただ手を握る事しか出来なかった。

  

  なんと男は不甲斐ない生き物だろう。

  

  痛みを分かつ事も出来ずただ見守るしか出来ない。

  

  痛みに強い猫猫がこれほど辛そうにしている。

  

  命を生み出すのは女しか出来ない。

  

  こうして命は繋がれていく。

  

  

  それなのに俺は自分が逃れたいために

  

  『さっさと東宮をこしらえてしまえ』などと

  

  思っていた。

  

  命を軽んじていた。

  

  

  握られていた手がぐっと力が入ったその時、

  

  元気な産声が聞こえた。

  

  

  「おめでとうございます！東宮がお生まれでございます」

  

  

  「ありがとう、猫猫」

  

  そう言うのが精いっぱいで涙が流れた。

  

  猫猫は元気なく笑うと安心したように

  

  そのまま目を閉じた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１５

  猫猫は東宮を産むと暫く眠っていた。

  

  その間、新帝はずっと手を握っていた。

  

  政の指示も出さねばならないがせめて目が覚めるまで

  

  こうしていたい。

  

  こんな風に寝顔を見た事はなかった。

  

  いつも猫猫は俺より先に起きて俺より後に寝ていたし

  

  夜を共に過ごした時もいたたまれなくて朝まで猫猫と

  

  一緒だった事はなかった。

  

  

  「壬氏様・・・」

  

  弱弱しい声に青白い顔。

  

  「体に障るからもう少し寝てた方が良い」

  

  猫猫は小さく頷く。

  

  「他の者に迷惑が掛かります。仕事に戻って下さい」

  

  「・・・・」

  

  出来れば此処に居たい。

  

  「壬氏様！」

  

  話す事も大変な状態で早く戻るように促す。

  

  此処に居ても出来る事ない。

  

  ならば自分の出来る事をしなければ。

  

  「・・・・分かった。ゆっくり体を休めろ」

  

  握っていた手の甲に口づけすると執務室に戻った。

  

  入れ替わりに侍女頭が入ってきた。

  

  「子供を連れてきて下さい」

  

  「皇后さま、お体に障ります」

  

  「わたしが母親です。乳母は必要ありません！」

  

  猫猫の圧に負けて急いで東宮を連れてきた。

  

  愛おしそうに抱くと授乳した。

  

  変な感覚だ。

  

  よかった。

  

  元気に飲んでくれてる。

  

  「帝にわたくしどもが叱られます」

  

  「あの方がそのような事するはずがありません」

  

  あんなに辛かったのに嘘みたいだ。

  

  こんなにも愛しいと思える存在があるなんて

  

  知らなかった。

  

  ただ生まれてきてくれたそれだけで嬉しい。

  

  わたしは母になれないと思っていた。

  

  そんな感情は持ち合わせていないと思っていた。

  

  

  その夜遅く新帝が戻ってきた。

  

  「起きていて大丈夫なのか？」

  

  「はい」

  

  「どちらに似てるんだろうな」

  

  東宮のの顔を見ながら笑う。

  

  「壬氏様、こんなにも愛おしい存在を与えて下さって

  

  ありがとうございます」

  

  「そんな風に言わないでくれ。俺はおまえの心を無視して

  

  強引に妻にした。非難されても感謝されるような事ではない」

  

  本当にどうかしていた。

  

  自分でも腹立たしくて嫌になる。

  

  「その事はもういいではありませんか。この子が

  

  相殺してくれたのですから」

  

  なんと幸せそうな顔だろう。

  

  此方まで心が満たされていく。

  

  今までこんな穏やかで嬉しそうな顔は見た事がない。

  

  いつも猫猫は妙に冷静で何に対しても

  

  一歩引いた考えを持っていた。

  

  きっと母になる事に葛藤があったに違いない。

  

  

  「わたしを母にして下さってありがとうございます」

  

  「何を言う。俺の方こそ父にしてくれて

  

  本当に感謝している」

  

  自然と涙が流れてくる。

  

  「あなたの爸爸は本当に泣き虫ですね」

  

  東宮に微笑みながら呆れたように言った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１６

  数日後

  

  「壬氏様、国が乱れぬ為にも素早い対応が

  

  必要かと思います」

  

  「そうだな。はっきりさせた方が良いな。だが猫猫はそれで良いのか？」

  

  「この子は東宮に向かないと思います」

  

  「玉葉妃の男子が東宮で良いか？継承第二位は梨花妃の男子、

  

  この子は第三位となるが」

  

  「この子が自分で考える事で出来るようになったら

  

  変わるかもしれませんが」

  

  「では明日にでも告示しょう。すまん、まだ体も万全ではないのに」

  

  吾子の世話で疲れているはずだ。

  

  乳母どころから侍女にすら任すことなく

  

  一日中つきっきりだ。

  

  傷つけられる事を危惧しているのだろう。

  

  「星はわたしが見ているから少し眠れ」

  

  「そんな事あなたにさせられません」

  

  「父親であれば当然であろう？」

  

  「・・・・それでは少しだけ」

  

  押し切られる形で横たわる。

  

  よほど疲れているのか瞬時に眠りについた。

  

  警戒しないでこんな風に横で眠ってくれる。

  

  こんな簡単な事が嬉しいとは。

  

  

  しかし、このままでは猫猫が参ってしまう。

  

  誰か信用できる人物を傍においてやらねば。

  

  

  「小蘭！」

  

  「ま、いえ、皇后さま、お久しぶりでございます」

  

  「手紙に住所が書かれてなくて返事が出来なかったよ」

  

  「申し訳ありません」

  

  「いや、元気であればそれで良いけど」

  

  立場が変わってしまって会話もぎこちない。

  

  「帝の命により本日から皇后様付き女官になりました。

  

  宜しくお願いします」

  

  猫猫はほっと息をついた。

  

  皇后という立場はこれ程神経をする減らすものだとは

  

  思わなかった。

  

  疑心暗鬼になる気持ちが分かる。

  

  

  星を預けて暫く横になる。

  

  しかし猫猫が良いのかすぐに愚図りだす。

  

  構い過ぎたか。

  

  これでは親離れできない子供になるのではないか？

  

  生まれたばかりだというのに色々考えてしまう。

  

  

  翡翠宮

  

  「玉葉后様、帝より書簡が届いております」

  

  侍女達は心配そうに見ていた。

  

  東宮誕生で自分たちは追放されるかも

  

  しれないそんな不安がよぎる。

  

  「・・・・・」

  

  「玉葉后様」

  

  玉葉后は書簡を何も言わずに紅娘に渡した。

  

  「これは・・・」

  

  桜花、貴園、愛藍もその内容に驚いている。

  

  「猫猫は私たちの事を忘れたわけではなかったのよ」

  

  「それなのに私は・・・」

  

  恩知らずで酷い裏切りだと思っていた。

  

  「ごめんなさい・・・」

  

  

  「ずっと壬氏様を拒んでいた理由は私の対する義理立て

  

  だったのでしょうね。あの子らしいわね」

  

  

  

  水晶宮

  

  梨花妃にも同じ書簡が届いていた。

  

  「あなたは自分を犠牲にしても礼を尽くすのですね」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１７

  「新帝、各国から祝いの品が送られてきております」

  

  祝いの品で部屋が一杯になっていた。

  

  しかし、これらすべてが善意であるわけでない。

  

  危険物が紛れていないか見分が必要になる。

  

  礼状も書かなければならない。

  

  文官に任せる帝も居たようだが新帝は礼を欠くと

  

  言ってすべて自分が書いていた。

  

  「じ、帝、わたしもやりましょうか？」

  

  「いや、大丈夫だ」

  

  華瑞月と分かってからも自分の中では

  

  壬氏とは別人であるという認識だ。

  

  しかし、部下たちの前ではそういうわけにも

  

  いかず、帝と呼んでいる。

  

  「相手も良く分かっているようだな」

  

  「？」

  

  「霊草、薬草が多い」

  

  つまり帝だ溺愛している皇后が望むものを

  

  贈る事が一番良いという判断だ。

  

  「せっかく頂いてもこのままではダメになってしまいます」

  

  残念そうに見ている。

  

  「心配はいらん。医官に選別させて保管をさせる」

  

  「ありがとうございます」

  

  出産、育児で多忙な為か左手の傷も増えていないし

  

  随分ましになっている。

  

  薬草以上に心を傾けるものが

  

  出来たという事だろう。

  

  子供以上のものはないという事か。

  

  嬉しい反面、自分はいつまで経っても二番目かと

  

  大人げないがそう思う。

  

  いや、二番目でもない。

  

  星で薬草で俺か？

  

  悪くいけばもっと後ろだろうな。

  

  「あなたの子以外は産みませんから」

  

  見透かしたように笑いながら言う。

  

  貞操を誓い、夫と認めてくれているのなら

  

  これ以上望むのは欲張りか？

  

  

  「おまえを愛してる」

  

  「急にどうされたのですか？」

  

  「おまえにきちんと伝えたかった」

  

  「・・・・・」

  

  猫猫は困ったような顔をする。

  

  やはり言ってくれないか。

  

  「ありがとうございます」

  

  敢えて言わない。

  

  無理強いはしたくない。

  

  

  

  「各国の制圧に李白と義兄上（羅半）、雀に頼もうと

  

  思っているのだが」

  

  「わたしの為にそこまでして頂くわけには」

  

  「おまえの為だけではない。この国と俺の心の安定の為だ」

  

  「私情はいりすぎでは？」

  

  「仕方あるまい。おまえに何かあれば俺が平静でいられない」

  

  「本当に仕方のない人ですね」

  

  こんな話をしていると本当に大切に思われてるのが分かる。

  

  

  あなたはまだわたしを分かっていない。

  

  失う事に慣れていない、諦めているフリをしてる事も

  

  ぬるま湯だった気持ちが熱湯になりそうな事も

  

  わたしはうまく誤魔化せてるだろうか？

  

  『愛してる』なんて言ってしまったらすべてが崩れてしまう。

  

  あなたが愛してるのはこんな弱い女ではないのだから。

  

  わたしはずっと強い女でいるしかない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１８

  民はこの鎮圧をどう受け取るだろう？

  

  女に溺れた男の愚行と取るか？

  

  何にせよ、壬氏様の権威を損なうわけにはいかない。

  

  

  その前にあの男と話さねば。

  

  「漢大尉殿を呼んで下さい」

  

  猫猫は侍女に言った。

  

  程なくして息を切らしながらやってきた。

  

  もう二度と会う事はないと思っていたが

  

  そういうわけにいかない。

  

  「皇后さまにはご機嫌麗しく・・・」

  

  「世辞などは結構です。小蘭」

  

  小蘭は慎重に星を抱きながら戻ってきた。

  

  「・・・・」

  

  羅漢はその吾子を何も言わずに感慨深げに

  

  じっと見ていた。

  

  「その様子では星の顔は判別できるようですね。わたしへの庇護は不要です。

  

  これからはこの子を守って下さい。けれど暴走はやめて下さい」

  

  相変わらず冷たい瞳と感情のない言葉。

  

  慣れているがやはり辛いものだ。

  

  猫猫は羅漢の方に歩み寄った。

  

  「この子のおかげであなたの気持ちを少しは

  

  理解できました。二度と言わないので心して

  

  聞いて下さい。・・・・爸爸」

  

  耳元でそう言うと羅漢は憚りことなく

  

  涙を流した。

  

  二十年以上待ってようやく報われた気がした。

  

  それと同時に娘の猫猫ははもう居なくなったのだと

  

  痛感した。

  

  

  「わたしに何か話があったのでは？」

  

  しばらくして冷静に戻った。

  

  「帝の鎮圧を周りはどう捉えると思いますか？」

  

  「まずは探りを入れるべきでしょうな。最初かけんか腰では

  

  無駄な争いを生みましょう」

  

  「まだ表立って動くのは早いと？」

  

  「帝は巳の一族を遣わすおつもりのようだが

  

  知られ過ぎております故、他の者を使う方が良いでしょうな」

  

  「お心当たりは？」

  

  「羅半はああ見えて顔が広いので知っているかも

  

  しれませんな」

  

  「では近いうちに羅半殿を此方に来るようお伝え下さい」

  

  「了解致しました。それでは、失礼致します」

  

  父娘の会話とはとても思えない。

  

  礼を取ると名残惜しそうに帰った。

  

  

  結局、あの男に頼るしかないのか。

  

  誤解を生まぬよう会えるのはあの男と羅半ぐらいだ。

  

  

  今では誰かを連れていかないと李白とも話せない。

  

  

  

  

  

  「今日、軍師殿が来たようだな」

  

  侍女が報告したのだろう。

  

  「はい」

  

  「星に会わせたのか？」

  

  「ええ」

  

  「愛しい娘の吾子なのだから喜んだだろう」

  

  「この子の顔も分かるようです」

  

  「これから認識できる人間が増えれば人生も

  

  変わっていくだろうな。ともあれ良かったな」

  

  「ありがとうございます」

  

  「おまえがそれだけで軍師殿に会ったわけではあるまい」

  

  「はい。大事にしない為にはどうすれば良いか

  

  相談いたしました。勝手な事をして申し訳ありません」

  

  「いや、それで何と言われた？」

  

  猫猫はあらましを説明した。

  

  「義兄上か。確かに交友関係は広そうだな。

  

  だが我が国の為に動いてくれる名を知られていない

  

  使える者など居るのだろうか？」

  

  「多分、大丈夫だと思います。申し訳ありませんが

  

  今しばらく出発はお待ちください」

  

  悔しいが、あの男が言うのだから間違いないだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車１９

  「羅半殿、わざわざお手数をおかけしました」

  

  「何を他人行儀な兄ぃで良いのに」

  

  「・・・・・」

  

  あからさまに不機嫌な表情に羅半は戸惑う。

  

  多分、不快指数最高値である事が見えたのだろう。

  

  

  「商いの経験のある三番（サンファン）が以前話した事が

  

  あります。何者にでもなれる役者がいると」

  

  「その者に探らせると？」

  

  「さよう。その者の素顔は誰も知らずまるでカメレオンのような者」

  

  「演じられても間諜は出来ないでしょう」

  

  「演じるのではなくなりきれるのです」

  

  猫猫は半信半疑の眼で見る。

  

  「そのような掴みどころのないその者を見つけられるのですか？

  

  そしてその者が望む物は何か分かっているのですか？」

  

  「その点は心配ご無用。いくら形を変えようと

  

  数字は嘘をつけない」

  

  壬氏様と東宮が同一人物である事を数字で気づいた。

  

  「そして望む物は本人から既に聞いております」

  

  「金子はあまり出せません」

  

  「大丈夫！その者はあなたに会われてくれたら

  

  引き受けると言っています」

  

  「わたしに？」

  

  壬氏様以外にも物好きがいるのか。

  

  「その者は男の方、それとも女の方？」

  

  「それがどちらか分からないんだ」

  

  いい加減な話だ。

  

  「調べなかったのですか？」

  

  「中性的で見た目はどちらにも見える」

  

  「ボディチェックは？」

  

  「いや、どうせ此処に入るのにするだろうし」

  

  

  男なら勝手に会うわけにもいかないだろう。

  

  女であっても何か仕掛けてくるかもしれないから

  

  警戒は必要だ。

  

  

  馬閃様に立ち会ってもらうか。

  

  いや、感情的になりやすいから高順様の方が

  

  良いかもしれない。

  

  何にせよ、壬氏様に許しを得なければいけないだろう。

  

  

  

  その夜

  

  「それでその者と会おうと思うのですが」

  

  「義兄上のお眼鏡に適うような人物であれば

  

  有能であるのは間違いあるまい。ただおまえに会いたいと言うのが

  

  気に入らないな」

  

  「そうですよね」

  

  「おまえを信用していないわけではない。ただその者が

  

  悪しき感情を持っていないか心配なのだ」

  

  「二人で会うわけではありません。高順様と羅半に

  

  立ち会ってもらうつもりです」

  

  「俺も立ち会いたいが・・・」

  

  「あなたを煩わせるような事ではありません」

  

  「・・・・」

  

  「李白様や雀様にはもっと重要な拠点で

  

  動いて頂きたいのです」

  

  「名は何という？」

  

  「ピンイン（変化）と言うそうです」

  

  「胡散臭いな」

  

  「お許しいただけませんか」

  

  縋るような眼で見られてはダメだとは言えない。

  

  「高順がいるのなら大丈夫だろう」

  

  結局、新帝が折れる形でが認められた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２０

  「あなたが変化（ピンイン）殿ですか？」

  

  「はい。皇后様、お目にかかれて光栄でございます」

  

  羅半の言った通り中性的な人物だ。

  

  声も低い。

  

  努めてわざと低くしている。

  

  だが拘束しないで此処に連れてきたという事は

  

  女性なのだろう。

  

  いくら皇后の命とは言え、宦官でない男を

  

  連れてくる事は出来ない。

  

  すらっとした男装の麗人。

  

  どことなく阿多妃に似てるような気がする。

  

  だがこれも素顔ではないのだろう。

  

  「何故、わたしに会いたかったのですか？」

  

  「世間が噂する新帝が溺愛する皇后さまを

  

  一目見たかったのです」

  

  声が高くなった。

  

  眼の大きさも変わった。

  

  話すアクセントが違う。

  

  眼の色も変化した。

  

  まあ、錯覚の一種だが。

  

  雰囲気が一変した。

  

  

  わたしが見定められるか試している。

  

  

  演じるというよりは嘘で固めて真実を隠してるような

  

  そんな感じがする。

  

  

  

  いや、これは解離性同一性障害、いわゆる多重人格だ。

  

  心が壊れるのを防ぐために辛い事悲しい事は

  

  自分ではない誰かに起こった事だと無理矢理納得させる

  

  心の病だ。

  

  今わたしと話してるのは主人格か？

  

  別の人格か、判断できない。

  

  ただこの手の人物には暴力的な人格も

  

  存在する場合がある。

  

  居ないのか、今は心の奥で眠っているのか

  

  分からない。

  

  

  「やはりお会いして良かった」

  

  この人は誰かに自分を見つけて欲しかったのだろう。

  

  個もたずいつも違う人物であり続け自分を見失ってる。

  

  「羅半様に見定められた時、皇后さまであれば

  

  私を見つけて下さると思っておりました」

  

  羅半はきっと気づいていた。

  

  

  「是非にわたしをお使い下さい。決して後悔させません」

  

  「命に関わる事態になるやもしれませんよ」

  

  「承知しております」

  

  人格統合に失敗すれば今以上に酷い状態になる。

  

  潜入には向いているがいつ暴走するか分からない

  

  危険すぎる。

  

  

  高順が猫猫の困惑を読み取り変化に茶を進める。

  

  「変化様、喉は乾いておられませんか？」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  さすが高順様だ。

  

  馬閃では気づかなかっただろう。

  

  

  「皇后さま、ご心配には及びません。わたしたちはそれぞれ

  

  認識した存在で暴走など致しません」

  

  それぞれ納得した形で存在しているという事か。

  

  

  「分かりました。ですが、帝と話し合わねばなりません。

  

  返事は少し待って下さい」

  

  変化は薄っすら笑みを浮かべ帰った。

  

  何という人物をつれてくるのだ、羅半は！

  

  「知っていて連れてきたのですか？」

  

  「最適任者でしょう。それにあなたも興味津々だろう？」

  

  猫猫はきっと睨んだ。

  

  質が悪い！

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２１

  「そうか」

  

  猫猫は変化（ピンイン）の印象を話した。

  

  羅半は何故そのような者を紹介したのか？

  

  誰が見ても関わらない方がいい人物だろうに。

  

  羅の一族は掴みどころがない。

  

  猫猫の妻になった事で味方にはなっているが

  

  本音を言えば一番読めない相手だ。

  

  

  

  

  

  「難しい話はこれくらいにしてそろそろ癒しをくれないか？」

  

  手首のあたりを掴み反対の手で腰のあたりに回し

  

  引き寄せる。

  

  「・・・・・・」

  

  「嫌なら無理強いはしないが」

  

  久しぶりに見るキラキラオーラ全開の頬を赤く染めた顔。

  

  普通の人間なら拒否など出来ないだろう。

  

  

  「嫌ではないです・・・」

  

  いちいち聞かないで欲しい。

  

  「承諾と取って良いのだな」

  

  天女の微笑みを浮かべる。

  

  この方ならどんな女でも手に入るだろうに

  

  特殊趣味なお方だ。

  

  

  広くて大きいからだ。

  

  温かい。

  

  白壇の香りが懐かしい。

  

  

  元々、人の感情を汲み取るのは苦手だった。

  

  高官と下女、それ以上でもそれ以下でもない。

  

  そう思っていた。

  

  

  はっきり口にしなかったのは命令のなるからだと

  

  気づいたのは何時だっただろう。

  

  それでも気づかないフリをしていた。

  

  面倒事に巻き込まれてくなかった。

  

  まだその時は壬氏様より自由が欲しかった。

  

  立ち向かう覚悟がなかった。

  

  今は出来る限りこの方に寄り添っていきたい。

  

  

  初めてでもないのに体が震えるのは何故だろう？

  

  暴走気味の心臓の音。

  

  壬氏様も同じみたいだ。

  

  

  「本当の意味での初夜だな」

  

  頬に触れられ軽い口づけをするだけで

  

  体が熱くなっていく。

  

  あの時とは全く違う。

  

  「壬氏様・・・」

  

  眼が潤ませ抱きつく。

  

  「猫猫・・・」

  

  求められる嬉しいさ。

  

  受け止めてくれる心地よさ。

  

  「俺の妻はおまえだけだ」

  

  「はい」

  

  自然と涙が溢れてくる。

  

  

  

  

  

  

  久しぶりに甘い夜を過ごした二人。

  

  「もう一人出来たらどうするつもりですか」

  

  「すまない。加減が出来なかった」

  

  「相変わらず粘着質なんですから」

  

  こんな他愛無い会話は何時ぶりだろう？

  

  自然と二人は笑った。

  

  こんな穏やかな時間がずっと続いてくれないだろうか。

  

  「子供なら何人いても良いだろう？」

  

  「わたしの体がもちませんよ」

  

  「自然に任せる事にするか」

  

  「それがいいと思います」

  

  「このまま夜が明けなければいいのにな」

  

  「また子供みたいな事を」

  

  「こんな風におまえをずっと抱いていたい」

  

  「・・・・・・」

  

  そんな言葉を口にできるなんて信じられない。

  

  猫猫は顔を真っ赤にして壬氏を見た。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２２

  翌日、猫猫はもう一度変化と会った。

  

  危険人物ではあるが同時に興味深い人間だ。

  

  自分が自覚しながら幾つもの人格と生きている。

  

  本来なら自我崩壊してるレベルだ。

  

  

  「誰かに生き方を押し付けるつもりはありません。

  

  これはひとりごとです。気にしなくていいですから。

  

  人は誰しも多かれ少なかれ痛みや苦しみを抱えています。

  

  わたしは以前、自分の命等価値がない、取るに足りないと

  

  思っていました。でも帝はわたしに教えてくれたのです。

  

  命の重みは同じであり優先されるべきものだと。

  

  わたしはわたしのせいで誰かが命を落とす事はどうしても

  

  嫌なのです」

  

  今は歪さそれほどない小指をちらりと見た。

  

  何故、自分の事を話してしまったのだろう？

  

  此処からまた秘密が漏れるかもしれないのに。

  

  

  「皇后さま、わたしは今まで男でもなく女でもなく

  

  ただ流されるように生きてきました。拒む事も受け入れるこ事もせず。

  

  誰かを大切に思った事もありません。だけどあなたがわたしが生きる意味を

  

  与えてくれたのです」

  

  「わたしは何もしていませんよ」

  

  「役者として演じ、人気を博しても誰もわたしに気付いて

  

  くれなかった。外見を見てくれても心までは見てくれなかった。

  

  帝があなたをお選びになったのは本質を見抜ける所に

  

  惹かれたのだと思います」

  

  この話し方、考え方、多分悪い生まれのものではない。

  

  聞いたところで答えないだろうが。

  

  「どうかわたしにその役目を与えて下さい」

  

  最高位の礼を取り猫猫の返答を待つ。

  

  「はぁ」

  

  大きなため息をついて羅半を見る。

  

  「羅半殿、変化殿と同行してください。無論、あなたと

  

  見破られぬよう三番に相談して下さい」

  

  「「ありがとうございます」」

  

  「くれぐれも無茶をしないで下さい。きっと無事に帰ってくると

  

  約束してください」

  

  「はい。必ずやお目にかかり報告に参ります故

  

  安心下さい」

  

  この時、初めて変化の実態を見たような気がした。

  

  妖艶な女でもなく、おどおどした少女でもなく

  

  荒くれの男でもなく、狡猾で残酷な男でもない。

  

  ただ普通のどこにでもいる女。

  

  いや、もしかしたら群衆に紛れる為の擬態かもしれない。

  

  何度か会って見極められるほど簡単なものでは

  

  ないかもしれない。

  

  それなのにわたしは惹かれているんだろう、人として。

  

  

  わたしはこの立場になった事は後悔していない。

  

  ただ此処はわたしには狭すぎる。

  

  知らない事が多すぎる。

  

  皇后となり、母となりそれは贅沢な事なのだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２３

  「他人に興味を持たないおまえにしては

  

  珍しい事だな」

  

  少し拗ねているような口ぶりに猫猫は笑った。

  

  「まさかと思いますが嫉妬・・・ですか？」

  

  変化は女なのだが・・・。

  

  「俺の事はそれほど興味がなかっただろう？」

  

  「何を子供っぽい事を」

  

  こういうところが本当に腹立たしい。

  

  いつまで経っても俺だけが追いかけてる感が否めない。

  

  「おまえは俺の妻だぞ」

  

  「子まで成しておいて何を言われるのですか」

  

  「子が出来ようが出来まいが関係ない！俺の女は

  

  おまえだけなのだから」

  

  ったく、この粘着質は。

  

  いやいや、此処はうまくあしらわないと。

  

  「早くしないと仕事に遅れますよ」

  

  少し離れた所で馬閃がイライラしながら

  

  立っていた。

  

  どいつもこいつも子供っぽい。

  

  「いってらっしゃいませ」

  

  壬氏の着物をぐっと掴んで無理に下を向かせると

  

  頬に唇を押し当てる。

  

  思わぬ出来事に頬を赤くして猫猫を抱きしめる。

  

  「行ってくる」

  

  いつまで経っても初な方。

  

  此方まで赤くなる。

  

  馬閃も顔を赤くして横を向く。

  

  見てはいけないものを見て困り顔だ。

  

  やれやれだ。

  

  わたしの方が年下なのに姉さん女房みたいだ。

  

  まあ、手の中でうまく転がせと言われたが。

  

  ああ、めんどくさい。

  

  「皇后さま」

  

  小蘭が星を抱いて連れてきた。

  

  「ありがとう」

  

  一瞬にして母の顔になる猫猫。

  

  「夜泣きもなくよく眠られておりました」

  

  「子供の成長は目まぐるしい。顔も少し変わってきた」

  

  「帝に似てきましたね」

  

  「小蘭、二人の時は前みたいに話してほしい」

  

  「そんな事出来ません」

  

  「お願い。わたしが息を抜ける場所が欲しい」

  

  「・・・・うん。分かった」

  

  「ありがとう」

  

  

  下女時代、そんなに昔じゃない。

  

  わたしは何も変わっていないのに周囲は変わってしまった。

  

  それはわたしが一番望まなかった事。

  

  事情が変わった、それだけの事。

  

  

  羅漢邸

  

  「羅半様、アレ（変化）と二人で行くつもりですか？」

  

  男装の三番（サンファン）は不機嫌そうに言った。

  

  

  「ああ、多人数だと人目につくだろう」

  

  面倒そうに答える。

  

  眼鏡を外してくせ毛をとかしている。

  

  それくらいではどうにもならない

  

  くせ毛にムッとする。

  

  このままだと羅漢の縁者とすぐばれてしまう。

  

  「この目は変えられないしな」

  

  「伊達眼鏡は外して思い切って髪を結わえては如何です？」

  

  「ああ、そうするしかないな」

  

  「わたしも付いていきます」

  

  「えっ！？」

  

  「わたしはあなたの補佐官ですよ。当然ではありませんか」

  

  三番（サンファン）からすれば女と二人など

  

  冗談ではない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２４

  「義兄上と義妹と変化（ピンイン）が出発するそうだな」

  

  「そのようです」

  

  「他人事だな」

  

  「それはそうでしょう。あの男は事あるごとに

  

  覚えきれないほど子を拾ってきて一番（イーファン）、二番（アーファン）、

  

  三番（サンファン）等と番号で呼んでいるのですよ。

  

  義理の兄弟が今では何人いるのやら」

  

  「義父上はああ見えて優しい方なのだな」

  

  「さあ、どうでしょう？多分、顔の認識は出来ないはずですから

  

  捨て猫でも拾う感覚では？」

  

  「娘は厳しいなあ」

  

  「壬氏様！」

  

  あっとこれは地雷だったな。

  

  「三番（サンファン）殿は女性でありながら義兄上の補佐を

  

  務めているのだろう」

  

  「ええ、わたしは面識はありませんがそのようですね」

  

  「義兄上は何方か良い方はおられないのか？」

  

  まだまだ先の事だが後継ぎの事も考えなければならないだろう。

  

  「数字にしか興味のない男ですから」

  

  「人の事は言えないだろう」

  

  「余計なお世話です！」

  

  図星だが面と向かって言われると面白くない。

  

  

  「申し訳ないが数か月は帰国できないな」

  

  「その間は陸遜様が抑えて下さると思いますよ」

  

  あの男の暴走を心配してるのか。

  

  「陸遜か・・・」

  

  あからさまに不機嫌な顔。

  

  猫猫の口からその名前が出る事が気に入らない。

  

  以前も馴れ馴れしく猫猫と呼んでいたし・・

  

  今思い出しても腹立たしい。

  

  「義兄上より陸遜に行かせるべきだったな」

  

  「・・・・・」

  

  本当に呆れるほどしつこい性格だ。

  

  この方のように特殊趣味の人など

  

  そうそういないのに買いかぶり過ぎだ。

  

  そもそも陸遜は面白がっているにすぎないのに。

  

  しかし、ここで何か言ってもなお機嫌が悪くなるだろうから

  

  これ以上何も言わずおこう。

  

  

  

  軍事部

  

  「軍師殿、羅半殿が暫く留守になるそうですが」

  

  「ああ、猫猫が命じたようだ」

  

  「皇后さまでございます」

  

  誰かに聞かれたらどうするのですかという顔である。

  

  「わたしは認めておらん。あんな男などに・・・」

  

  「納得されたのではなかったのですか？」

  

  帝に対してあんな男呼ばわりか。

  

  「そんなわけなかろう。猫猫が嫌になるのを待っているのだ。

  

  いつか目が覚めるのを」

  

  親とは特に父親とは厄介なものだ。

  

  そのような事は実現しない事くらいわかっているだろうに。

  

  「あなた様のお眼鏡に適う男などこの世にはいないでしょう」

  

  「莫迦を言うな。この世どころかあの世にもおらん」

  

  相当重症だな。

  

  陸遜は心の中で笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２５

  「帝、必ずや有益な情報を手に入れて

  

  帰国いたします故暫くお暇致しまする」

  

  羅半が三番（サンファン）と変化（ピンイン）を

  

  連れて出国の挨拶に訪れた。

  

  「義兄上、道中お気を付けて」

  

  「ありがとうございます」

  

  三人は礼をとると部屋を後にした。

  

  三番（サンファン）と変化（ピンイン）は帝の顔を

  

  見えるこ事を憚り下を向いたままだった。

  

  「両手に花だな」

  

  「さあ、どうですか。羅半はそういい事疎いですから」

  

  「本当によく似ているな」

  

  鈍感な所はそっくりだ。

  

  「似てません！」

  

  むきになるところが可愛い。

  

  

  

  

  「瑞月様、少しお話があります」

  

  猫猫がそう呼ぶのは初めてだった。

  

  きっと良くない話だろう。

  

  それは雰囲気でわかる。

  

  「お人払いを」

  

  壬氏は頷いた。

  

  

  「どうしても確認しておきたい事がございます」

  

  いつになく真剣な眼差しに息を呑む。

  

  

  「本来、あなたはしかるべき国より后を何人か迎え、

  

  国安定を計るべきお方でした。しかしながらごり押しで

  

  わたしを正妃に据え、今まで正常であった歯車の動きを

  

  狂わせました。あなたを責めているのではありません。

  

  結局受け入れたわたしも同罪です。わたしたちが勝手をした事で

  

  傷つけた人も少なくありません。此処から戻すには

  

  並大抵の事ではありません」

  

  「分かっている。おまえを含めて多くの人を巻き込んだ。

  

  そのそしりは甘んじて受けよう。元に戻すためなら

  

  どの様な試練にも耐えよう」

  

  「・・・・・・」

  

  このまま何もなかったように暮らすのは

  

  簡単だが、どうしても納得できない。

  

  「おまえは人一倍正義感が強く曲がった事は好まないのは

  

  良く知っている。東宮にはあのように年端もいかない子供に

  

  重い責任を背負わした事は真に申し訳ないと思っている。

  

  俺のように逃げ場も作れず可哀相なものだ」

  

  「そこまでわかって下さっているのであればもう何も

  

  言う事はありません。ただいつかその報いは受けねば

  

  ならないと思います」

  

  「何を無くそうとおまえさえ居ればそれでよい」

  

  「・・・・」

  

  照れ隠しなのか猫猫は何も言わなかった。

  

  「ずっと傍に居ると言ってくれないのか？」

  

  「・・・・居ますよ」

  

  （その時が来るまでは）

  

  「おまえがいなければ俺は何も出来なくなってしまう」

  

  愛しそうに抱きしめる。

  

  何故か、この時猫猫は眼を伏せた。

  

  壬氏はそれを見逃した。

  

  

  何か別の含みがある事に気づければ

  

  結果は変わっていたかもしれない。

  

  しかし、再び歯車は思わぬ方向に動き出した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２６（悲哀編）

  もう羅半たちは目的地に着いただろうか？

  

  暮れかけている外を見ながら猫猫は三人が

  

  無事でいる事を祈っていた。

  

  無駄な事をさせて申し訳ないな。

  

  出来るだけ時間を稼いでほしい。

  

  真実が明るみに出るのを遅らせる為にも。

  

  

  結局、国を乱す元凶は自分なのだ。

  

  羅の一族の「狂人と天才」の家系を

  

  受け継いだ自分が皇后などという地位に居るが為に

  

  余計、国に混乱を生むのだ。

  

  

  だから報いを受けるのはわたしだろう。

  

  無論、瑞月様の分も甘んじて受けるつもりでいる。

  

  

  瑞月様はまだ気づいていない

  

  羅の一族の特性の嘘を。

  

  猫猫は予め漏れた時の為に嘘を流していた。

  

  子を持たねば夭折は嘘だ。

  

  自分の代わりである女の子供を

  

  授かった場合、その役割を終える。

  

  それが本当の特性だ。

  

  

  多分、二人目を授かった。

  

  そしてなんとなくだが娘だろうと思う。

  

  

  わたしは・・・どれくらい瑞月様と子供たちと

  

  共にどれくらい一緒に居られるのだろう？

  

  

  こんなくだらない連鎖は止めた方がいい！

  

  だがこの子には罪はない。

  

  殺める事はわたしには出来ない。

  

  この子もまた羅の一族の影に怯えなければならないのか。

  

  

  何もかも被ってやりたい！！

  

  すべてを持ってなら喜んで消える事が出来る。

  

  このままでは遺恨を遺して去らねばならない。

  

  

  生まれてこれまで何かに祈った事はない。

  

  だけどもしこの命の代償に叶えられるなら

  

  連鎖を終わらせてほしい。

  

  

  莫迦だ・・・。

  

  今まで散々見てきたじゃないか。

  

  何かに祈ったり願ったりして

  

  救われた人間なんて一人もいなかった。

  

  自分だけは違うなど自惚れでしかない。

  

  

  妻の代わりにはならないが娘を遺す事で

  

  あの方は何とか正気でいてくれるはずだ。

  

  ただその原因が自分であると知られるわけにはいかない。

  

  きっと自分を責めるに決まっている。

  

  この嘘は絶対突き通さなければならない。

  

  

  

  結局、わたしもあの女と同じ事をしている。

  

  あの女とは無論、鳳仙である。

  

  

  羅半も多分、わたしの思惑に感づいていたようだ。

  

  知っていて一枚噛んでくれたのだ。

  

  決して口外してはいけない

  

  羅の一族の特性は羅半も知っていたはずだ。

  

  

  わたしはあの方を受け入れた時点で

  

  覚悟はできている。

  

  ただ、あの方の心情を考えると辛い。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２７（悲哀編）

  「お二人目が！」

  

  高順は嬉しそうに聞き返した。

  

  「本当はもう少し間を開けたかったのだが」

  

  恥ずかしいそうに帝は顔を赤くした。

  

  「何をおっしゃる。うちは三人とも年子ですぞ。

  

  仲が良い証ではありませんか」

  

  「俺は構わないが猫猫が大変そうで

  

  すまないなと思っている」

  

  「お優しいですな」

  

  「今日、母上に報告に行くと言っていた」

  

  「阿多様もお喜びでしょう」

  

  「俺の中のあの方は厳しく少々こわいくらいの存在だったが

  

  こと、猫猫や星の事となると甘くてしょうがない」

  

  「すっかり奶奶でございますね」

  

  「父上はそれに輪をかけて甘くて母上に叱られておられる」

  

  「まことに良き事ございます。皇后さまを妻にお迎えになった事は

  

  英断でございました」

  

  

  離宮

  

  「お久しぶりでございます」

  

  阿多に深い礼を取る。

  

  胸にはまだ幼い星を抱いていた。

  

  「前も言ったがそのような堅苦しい挨拶は良い。

  

  此方まで息苦しくなる」

  

  「ありがとうございます」

  

  「益々、月に似てきたな」

  

  目尻が下がる。

  

  多分、壬氏の幼い頃を思い出しているのだろう。

  

  

  「今日は、二人目を授かったご報告に参りました」

  

  「月もようやりよる。そなたのような小さい体には

  

  負担になるのではないか？私が意見してやろうか？」

  

  「いいえ、大丈夫でございます」

  

  猫猫は小蘭に目配せした。

  

  「星様はお外がお好みですので少し出てまいります」

  

  「気をつけて」

  

  「はい」

  

  

  

  「何か話があるのだな」

  

  阿多の表情がの少し曇る。

  

  自分に起こるであろう内容を簡潔に説明した。

  

  

  「そなたが月を拒んでいた理由はそれなのか？」

  

  「いいえ。わたしなどが妃になれば国は乱れる。

  

  瑞月様の名を汚す事になってしまうからです」

  

  

  「あの頃の月は手の付けようがなかった。わたしの話どころから

  

  陽の話にも耳を傾ける事もしなかった」

  

  辛そうに頭を抱える。

  

  「何としても止めるべきであったな」

  

  「もういいのです」

  

  この娘はいつもそうだ。

  

  どんな状態になっても泣き言は言わない。

  

  誰かを責める事もしない。

  

  だからといってただ流されるわけでもない。

  

  「すまぬ」

  

  それでも詫びるしかない

  

  息子の月がこの娘の人生を大きく変えてしまった事を。

  

  

  「ひとつだけお願いがございます」

  

  「何だ？」

  

  「瑞月様を支えて頂きたいのです」

  

  星でもなく腹の子でもなく月を支えよと。

  

  

  ちゃんと伝わっていたのだ

  

  月がどれほどこの娘を大切に思っているか

  

  自分を犠牲にしても失いたくない存在である事も。

  

  同等でないにせよ、この娘にとっても月はそれと

  

  同じ存在である事も理解した。

  

  

  「人とは無力なものだな」

  

  嘲る様に呟いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２８（悲哀編）

  この方は多くは語らぬが

  

  人一倍人の心を理解する人だ。

  

  これ以上何も言う必要はないだろう。

  

  「これで失礼します」

  

  「陽が残念がるだろうな」

  

  どうやら昔の知り合いに誘われて出かけているらしい。

  

  「また、お邪魔させて頂きます。よろしくお伝え下さいませ」

  

  以前は苦手だったが帝を降りてから印象が変わった。

  

  

  「・・・・いつぞやは愚痴を聞いてくれて感謝する」

  

  風明の時だな。

  

  「いえ」

  

  結局、追い詰めたのはわたしなのだから。

  

  ただ自分が解き明かさなくてもいつか真実にたどり着いただろう。

  

  

  「月の我儘が過ぎるようであれば文句ぐらいは

  

  言ってやるぞ」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  即位してすぐの頃（回想）

  

  「何故、妻を一人と決める必要がある？」

  

  今更、多くの妻を持つ事の重要性を説かねばならんとは

  

  前帝はようやく肩の荷が下りたというのに頭を痛めた。

  

  「大体、羅の一族の娘といえ妓女の産んだ娘だろう？」

  

  その言葉に新帝はあからさまに不快感を表した。

  

  少なくともこんなに顔に出す事はなかった。

  

  笑ってごまかすか無言を貫くかどちらかだった。

  

  「今の帝はわたしです。口出ししないで頂きたい」

  

  「月、いくらなんでも言い過ぎではないか」

  

  「・・・・・」

  

  「その娘は渋っているようではないか。そのような娘をあいてにせずとも

  

  おまえならいくらでもおるだろうに」

  

  頭は良いが飛び切りの美女でもなく

  

  豊満な肉体でもない。

  

  一体何が良くて・・・。

  

  前帝は理解できなかった。

  

  「そうなのか？」

  

  渋っているとは聞いていない。

  

  「余計な事です！」

  

  「月・・・」

  

  「兎に角、猫猫を妻に致します」

  

  そう言うと離宮を後にした。

  

  

  「何を言っても無駄なようだな」

  

  「月は粘着質な所があるからな」

  

  

  

  

  それから暫くして無理矢理その娘を妻に迎えたという

  

  噂が聞こえてきた。

  

  あの優しい月が信じられなかった。

  

  何がそこまで月を追い詰めたのか

  

  その時は分からなかったが今日、猫猫の話を聞いて

  

  漸く納得した。

  

  月は猫猫を思い、猫猫は月を。

  

  しかし悲しいすれ違いが今回の悲劇を誘発してしまった。

  

  

  一傍観者でいようなどと思ったのが悪かったのか

  

  今更ながら親として諫めるべきだったのか

  

  もはやどうしようもないというのに

  

  ああすればよかったこうすればよかったと

  

  くだらない後悔をする。

  

  

  それにしても猫猫もこんな抱えきれない秘密を

  

  託すとは・・・。

  

  陽にも話せないではないか。

  

  

  久しぶりに強い酒でも飲むか。

  

  どうせ酔えないだろうが。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車29（悲哀編）

  「母上は元気そうであられたか？」

  

  「ええ、少なくとも此方（後宮）におられた時より

  

  生き生きされておりました」

  

  「母上にとっては此処は狭すぎるのであろうな。

  

  かと言って此処を出て何かあっては大変だ」

  

  「瑞月様、阿多様のお好きにさせてあげたら如何ですか？

  

  元より世界を旅するのが夢だったのでしょう」

  

  「俺を授かった為に潰えたようだ」

  

  「その代償として前帝は国母にすると宣言されたのですよね」

  

  「よく知ってるな」

  

  「少し話をしましたから」

  

  「そのような事まで話すとはおまえを気に入っているのだな」

  

  「・・・・・そうでしょうか」

  

  「そうだとも。母上はあまり自分の事は話さぬ方だ。

  

  ・・・・母上の夢だけでなくおまえの夢まで潰してしまったな」

  

  「まだあきらめたわけではありませんよ」

  

  「・・・・・そうか。いつかそんな日が来ればいいな」

  

  「はい」

  

  猫猫は小さく笑った。

  

  

  「ところでこの子のお産に養父を呼んで頂きたいのですが」

  

  「羅門殿か？」

  

  「はい。星の時は来てもらえませんでしたから」

  

  「そうだな。その方がおまえも安心できるな」

  

  

  もし、この子を産む時に何かあっても

  

  おやじなら処罰されないだろう。

  

  誰かが罰せられるのは避けたい。

  

  

  「軍師殿はどうする？」

  

  「あの男はいいです」

  

  「いつまで経っても可哀相な男だな」

  

  「知った事じゃありませんよ」

  

  これ以上触れたくないと言わんばかりに

  

  言い捨てた。

  

  

  「義兄上が数日後帰国すると連絡があった」

  

  「そうですか」

  

  「父だけでなく兄にも冷たいな」

  

  「容貌があれ程似ていてはわたしからすれば同じです」

  

  新帝は笑った。

  

  

  だが、あの男とは違いまだ人と関われるだけましか。

  

  

  羅漢邸

  

  「義父上、ただいま帰りました」

  

  羅漢はただ頷く。

  

  久しぶりの戻った家はぐちゃぐちゃで何時のものか

  

  分からぬものが積み上げられていた。

  

  「やはり三番（サンファン）は置いていくべきだった」

  

  羅半は帰ってきて早々後悔した。

  

  自分に興味があるもの以外無頓着は仕方がないとして

  

  これでは豚小屋と何ら変わりないではないか。

  

  しかし、鳳仙殿と過ごされた部屋だけはいつも綺麗に

  

  整えられていた。

  

  下女にも入らせず、自分で整えていた。

  

  まるでそこだけは異空間だった。

  

  「下女は如何したのですか？」

  

  「さあな」

  

  「・・・・・・・」

  

  給金を払わず逃げられたか？

  

  「はあ・・・」

  

  三番（サンファン）は無言で片づけを始める。

  

  こんな状態はもう慣れている。

  

  四番（スウファン）、五番（ウーファン）、六番（リウファン）はきちんと

  

  食べ物を与えられていたのか心配したが、さすがにそれは大丈夫だったようだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３０（悲哀編）

  「羅半殿の話では思ったより各国の動きが鈍化していると

  

  言う話だが」

  

  半信半疑のようだ。

  

  「巳の一族の者が軍備強化の噂や他国との

  

  条約提携などの噂をばら撒いたようです。余計な事でしょうが

  

  手は多い方がいいでしょう」

  

  高順が知られていない間諜を使ったようだ。

  

  「そうか。全てを鵜呑みにしてはいないだろうが

  

  効果は出ているのだろう。猫猫の事もあるし、時間を稼げれば

  

  それに越した事はない」

  

  「ところであの変化（ピンイン）ですが戸籍がないようです。

  

  平民であれそれに準じた何かしらが存在するのが当たり前

  

  なのですが」

  

  「確かに平民であれば無届者は居るだろうが

  

  猫猫が名のある一族の可能性があるかもしれないと

  

  言っていたが」

  

  「何か隠さねばならない事情があったのでしょうか」

  

  「かもしれん」

  

  羅漢邸

  

  「なんだと！ふざけるな！！」

  

  羅漢が羅半の胸元を掴んで今にも殴り掛かりそうだ。

  

  どうやら羅漢は羅の一族の特性を知らされなかったようだ。

  

  もし知っていたら壬氏を討ってでも阻止していただろう。

  

  ある意味知らなくて良かったかもしれない。

  

  「義父上がそれを知らなかったのは勝手な事ばかりして

  

  羅門様が伝える機会を与えなかったからですよ」

  

  「許せん！！猫猫を無理矢理妻にした挙句・・・」

  

  「その大事な娘が死に物狂いでついた嘘をばらすつもりですか？」

  

  「ぐっ！」

  

  「義父上が出来る事は事が起こった後、国が乱れる事がないよう

  

  動くしかありません。それしかありませんよ」

  

  「知っていれば此処に何としても止めてあんな男などに

  

  渡さなかったのに！！」

  

  「これ以上嫌われても良いのですか？」

  

  「それは・・・、それよりおまえは最初から知っていたのか？」

  

  「物心ついた頃、羅門殿から聞かされました。猫猫も同様だと

  

  思います。今回の出国も本当の目的は新帝がその事を

  

  気づかないようにする為で陽動作戦です。本当はこの国に

  

  矢を向けようなどと思ってる国など一握りもいません。

  

  猫猫が狙われているのは本当でしょうが」

  

  「猫猫はそんなにもあの男を大切に思っているのか？」

  

  信じられないという顔だ。

  

  「それはなんとも。ただ、内容は違えども何かしらの

  

  思いは存在してるはずでは。あの他人に興味のない猫猫が

  

  他の誰かの為に面倒事を引き受けるはずはないでしょうし」

  

  「・・・・猫猫・・・」

  

  ああ、出来れば思い違いであってくれ

  

  そう願うしかなかった。

  

  しかし自分の勘が外れる事はないと本能が言っている。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３１（悲哀編）完結

  「時間がかかり過ぎていないか。星の時はこんなに

  

  かからなかった」

  

  産気づいたと報告を受けて新帝は星を連れて

  

  猫猫の元に駆けつけていた。

  

  だが、難産なのか中には入れてもらえなかった。

  

  時折聞こえてくる苦しそうな声で不安になる。

  

  「子によって異なるものでございます」

  

  羅門はいつものように焦る様子もなく平然と答えた。

  

  「いや、しかし。道も出来ているのに・・・」

  

  「・・・・今しばらくご辛抱下さいませ」

  

  「妈妈・・・」

  

  星も心配なのか同じ言葉を繰り返す。

  

  「星様も」

  

  確かに新帝に似ているがどことなく猫猫の面影ある。

  

  むごい事をしている。

  

  結果を知りながら止めることもせず

  

  黙認したのだから。

  

  

  それから半時ほどして赤ん坊の泣き声が聞こえた。

  

  

  「公主様でございますよ」

  

  生まれたばかりの赤子を布に包み、二人に見せた。

  

  新帝は愛おしそうに抱いて涙を流した。

  

  星は分かっていないようで物珍しそうな瞳で見ていた。

  

  

  「猫猫は！？」

  

  羅門の表情が曇る。

  

  まさか！？

  

  慌てて扉を開けて猫猫をの傍に駆け寄る。

  

  顔は血の気がなく青というよりは白い。

  

  

  「猫猫！！」

  

  「じん・・・しさま・・・」

  

  何故、壬氏と呼ぶ？

  

  

  思わず、羅門を見る。

  

  答えず、首を振った。

  

  手の施しようがないという意味だ。

  

  意味は分かっても頭がついていかない。

  

  何故！？

  

  そんなはずない！！

  

  「愛して・・まし・・・た」

  

  「何だ？何故、過去形なのだ？」

  

  猫猫は笑みを浮かべて震えた手で新帝の頬に触れる。

  

  震えを止める様にしっかり握る。

  

  体温が氷のように冷たい。

  

  

  「出血が多すぎました」

  

  そんな言葉を何故そんなに冷静言える？

  

  借りとはいえ娘だったはずだ。

  

  「そ・・んな有り得ない・・・！これからなんだ。まだ償ってない。

  

  どうしてだ！？」

  

  羅門は下を向いた。

  

  何も感じていないはずない！

  

  「羅門殿、あなたならなんとかできるはずだ。早く治療を」

  

  「人は運命からは抗う事は出来ません」

  

  「嘘だ！！」

  

  新帝の声に星が泣き出す。

  

  「星、すまぬ。驚かせてしまったな」

  

  抱き上げてあやす。

  

  猫猫はただそれを見ていた。

  

  次第に瞼が閉じられていく。

  

  「猫猫、勝手に逝くな！俺を置いていくな！！

  

  そんな事絶対許さない！！」

  

  

  頬を振れていた手はゆっくりと落ちて行った。

  

  もう自分では動かせない。

  

  新帝は慌てて手を握る。

  

  握り返してこない。

  

  

  「俺の熱を奪え！俺が代わる！！

  

  おまえは・・・・死んではならん」

  

  

  一瞬、大きく目を見開いたかと思うと

  

  二度と開くことは無かった。

  

  

  「猫猫！！」

  

  「身罷られました」

  

  何を莫迦な事言ってる。

  

  そんな事あるはずない！！

  

  今度も無事に終わったはずだ。

  

  

  新帝は星を抱いたまま膝から崩れた。

  

  こんな悪夢は早く覚めてくれ・・・！！

  

  息が出来ない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車（悲哀編）後日談

  「月は少しは落ち着いたのか？」

  

  阿多にそう尋ねる前帝の顔は青白く疲労感が

  

  漂っていた。

  

  香を焚こうが鎮静の薬草を煎じようが

  

  一向に効果がない。

  

  後追いするかもしれない息子を必死で宥める日々が続いていた。

  

  日にちが薬だと言うがそれは違う。

  

  記憶は薄れるかもしれないが想いは積もっていく。

  

  「落ち着いたと言えばそうだろうが

  

  気力が無くなってまるで生きた死体だ」

  

  「無理もなかろう」

  

  漸く妻に迎えてまだ数年。

  

  子はまだ幼い。

  

  「しかし一番可哀そうなのは娘であろうな。

  

  母の顔を知らずに育つしかないのだから」

  

  「此方で育ててやるわけにはいかんのか？」

  

  「今の月の支えは二人の子だろうから

  

  引き離すわけにもいかぬ」

  

  「それにしても羅漢の行動は鮮やかすぎた。猫猫の事で混乱に

  

  乗じる国があるかもしれぬと鉄壁の防衛を敷き退けたのだから」

  

  「・・・・・・」

  

  「まるでそうなる事が分かってたかのようだった」

  

  阿多に答えを求める様に言った。

  

  「・・・・・・」

  

  「わしにも言えぬのだな」

  

  「縛りがある」

  

  「そうか」

  

  なら絶対言わないだろう。

  

  伊達に長年共にいるわけではない。

  

  執務室

  

  「帝、少しは休んでください」

  

  馬閃が高順に泣きついてきたのだった。

  

  このままでは帝が体を壊してしまわれる。

  

  しかし、自分にはお止めする事が出来ないと。

  

  「何かしていないとおかしくなりそうだ」

  

  「しかし・・・」

  

  「眠れば起きた時あれは現実だったと何度も何度も

  

  思い知らされる」

  

  美しかった髪は白いものが混じり眼の下は厚い隈が出来ていた。

  

  「このままではお子にも影響がでますぞ」

  

  「・・・・」

  

  猫猫が一番案じていたものは子供たちだ。

  

  分かっている。

  

  遺してくれた大切な宝だ。

  

  しかし、心の空いた隙間は埋まらない。

  

  狂った歯車を戻したものはあまりにも辛すぎる現実だった。

  

  「俺はどこで間違えた？こんな結果を望んだわけではない！

  

  あいつだけが報いを受ける謂れはないはずだ」

  

  「瑞月様・・・」

  

  「あいつは最後に俺を壬氏と呼んだ。そして愛してたと

  

  しかしあいつが愛したのは俺ではない。宦官の壬氏なのだ」

  

  混乱している。

  

  「わたしは小猫の代わりに答える事は出来ませんが

  

  これだけははっきりしています。覚えておいでですか？

  

  子を持つ事を決めるのは女であると言っておりました。

  

  小猫は自分の意志で決めたのです」

  

  「しかし・・・・」

  

  「小猫ならそれを望まなければどんな事をしても

  

  流していたでしょう。あなたとの子を望んだのです」

  

  「ああ、おまえの言うとおりだ」

  

  帝は涸れたはずの涙を流した。

  

  

  一か月経った頃、漢大尉と顔を合わせる機会があった。

  

  随分、年老いた。

  

  それが一番感じた事だった。

  

  「お互い女には恵まれませんな」

  

  慰めなのか哀れみなのか

  

  分からないが心に響くものがあった。

  

  同じ痛みを抱えながらも生き続けなければならない宿命。

  

  どうせならば罵声を浴びせてくれる方がまだ救われる。

  

  

  「娘はきっと幸せでしたよ」

  

  すれ違いざまの言葉に涙が零れた。

  

  「すまぬ」

  

  「いつまでもそのようななりでは娘に笑われますぞ」

  

  「ああ、そうだな。いつどやは助かった」

  

  「娘が愛した国を亡ぼすわけにはいきますまい」

  

  

  「義父上、此処におられたのですか。陸遜が探していましたよ」

  

  羅半が慌てた様子でやってきた。

  

  帝に気付くと慌てて礼を取る。

  

  

  猫猫はこの二人が似すぎて好きではないと言っていた。

  

  そんな話をしたのは何時だったか？

  

  それほど前でもないのに思い出せない。

  

  

  久しぶりに執務室から出て外を歩く。

  

  日差しが眩しい。

  

  そこかしこに猫猫の残像が浮かぶ。

  

  よく二人で歩いた小道に薬草畑。

  

  

  『壬氏様』

  

  在りし日の声が聞こえる。

  

  

  何も変わっていないのにおまえだけが居ない。

  

  おまえは本当に酷い女だ。

  

  振り回すだけ振り回して置いていくなんて。

  

  

  

  母上も軍師殿も何かを俺に隠してるようだな。

  

  きっとおまえが口止めしたのだろう。

  

  だから俺は気づかない事にする。

  

  だが、今度其方できっちり説明してもらうからな。

  

  そして嫌だと言っても絶対離さない！

  

  俺の粘着質は知ってるだろう。

  

  多分、すぐには行けない。

  

  子供たちを育て上げてからだと思っておいてくれ。

  

  おまえだけを愛してる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２６（切ない編）

  羅半たちは目的地に着いただろうか？

  

  もう外が暗くなってきている。

  

  

  最初会った時、変化（ピンイン）はわたしに小声で言った言葉に思わず、

  

  声が出そうになったがグッと堪えた。

  

  同時に周りに気付かれてないか焦ったが、

  

  羅半は薄ら笑いを浮かべてただけで

  

  横に居た三番（サンファン）は聞こえていないようだった。

  

  羅半は知っていて連れてきたのだ。

  

  

  『あなたはわたしが絶対助けます。きっと羅の呪縛から解き放って

  

  差し上げます』

  

  何故、この人は羅の一族の特性を知っている？

  

  しかも本当の特性を知っている！？

  

  もしかしてこの人は・・・。

  

  

  

  そう言えば随分前におやじから聞いたことがある。

  

  

  『猫猫より三歳ほど上だったか直系の女子がいるんだが

  

  行方知れずなんだよ』

  

  

  その人が変化（ピンイン）！？

  

  あれが病気であり、特性であると言うのなら

  

  確かに羅の一族の特性に近い能力を持っている。

  

  そう言えばあの顔を覚えるのが得意な陸遜が

  

  変化（ピンイン）の顔を認識出来なかった。

  

  

  多分、変化（ピンイン）自身も呪縛から逃れたくて

  

  消えたのは簡単に予測できる。

  

  今になって自分から接触してきたのは何故だ？

  

  羅半が変化（ピンイン）を見つけられたのは

  

  同族であるからかもしれない。

  

  わたしも何故か疑念を持つことなく受け入れる事が出来た。

  

  まず同族である事は間違いないだろう。

  

  

  「猫猫、顔色が悪いぞ」

  

  新帝がすぐそばに立っていた。

  

  まずい！顔に出ていたか。

  

  「何でもありません」

  

  下を向いている顔を強引に顎を持ち上げる。

  

  「昨日もおかしかったし、何かあるのなら

  

  相談してくれないか？一応夫なのだが」

  

  

  何かもっともらしい事を言わなくては。

  

  「養父が元気でいるか心配で」

  

  「羅門殿か。玉葉后の出産を終えてまた花街に

  

  帰ったのだったな」

  

  「はい」

  

  「帰らせてやりたいが今は難しいな」

  

  帝の妻を簡単に外出させるわけにはいかない。

  

  襲撃や誘拐の可能性もある。

  

  「・・・・・」

  

  猫猫は下を向いた。

  

  大切な妻の為に何とか出来ないものかと

  

  暫く考えていた。

  

  「高順に頼んで来て頂くのはどうだ？」

  

  「お願いします」

  

  出来るだけ早くおやじに確認しないと

  

  まずいかもしれない。

  

  「何ならもう一度後宮で医官として来て頂くことも

  

  考えてみるのもいいかもしれないな」

  

  「有難いお話ですが、花街には医者が居ないので

  

  それは無理かもしれません」

  

  「そうか。こちらの医官を派遣させても良いが」

  

  「とんでもない。大体、向こうの者が気軽に診てもらえない

  

  でしょうし、医官も行きたくないと思いますよ」

  

  「また考えておく」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２７（切ない編）

  あれから一週間も経たずに羅門が後宮にやってきた。

  

  「わたしが居ては話もしづらいでしょうから

  

  席を外します」

  

  高順が気を利かせて二人きりにしてくれた。

  

  これで話が出来る。

  

  「おやじ、変わりない？」

  

  「ああ、そうだね」

  

  おっとりした穏やかな物言いに癒される。

  

  「実は・・・」

  

  他の者に聞かれるわけにもいかないので

  

  小声で話す。

  

  「それは本当かい？」

  

  「多分、間違いないと思う」

  

  「お前が言うように妙だね。生方知れずになって十年、一族の者たちも

  

  忘れかけていたんだけどねえ」

  

  「そうなんだ。何故今になっておかしいよな」

  

  「大体、同じ時期に女子が生まれる自体、矛盾してるんだよ。

  

  その娘が生まれてたから猫猫が生まれるのは今までの流れでは

  

  有り得ない事なんだよ。過去なかったわけじゃない、どちらかが

  

  非凡でなかった場合だけなんだが」

  

  「じゃあ、変化（ピンイン）も何か特殊な能力を持っていた？」

  

  「わたしもよく知らないんだよ。十かそこらで消えてしまったものだから」

  

  「どうにか調べられない？」

  

  「本家に行けば何か残ってるかもしれないが

  

  わたしは勘当された身だしね」

  

  困った、誰かに頼める話でもない。

  

  「羅漢はこの話は知らないよ。羅半は知ってるけれど

  

  居ないようだし、どうしたものかねえ」

  

  「ところでおやじ、わたしのせいで危険な目に遭ってない？」

  

  「今のところわね」

  

  「帝がこっちに来てもらったって言ってくれるのだけど

  

  花街にまともな医者はおやじくらいだし」

  

  「心配いらないよ。花街には花街の繋がりがあるからねえ」

  

  一見、治安が悪そうな花街でも医者は重宝される。

  

  死と直面している分、その大切さはよく分かってる。

  

  「どうするかな？」

  

  「そう言えば羅漢の部下に陸遜だったか

  

  有能な者がいるらしいね」

  

  確かに陸遜は優秀だ、が底が知れない。

  

  何か、陸遜の弱みか秘密を掴めれば・・・。

  

  

  しかし前のように目立って動く事も難しい。

  

  李白は壬氏様とは親し過ぎて使えない。

  

  

  「何か分かったら教えて欲しい」

  

  「ああ、わかったよ」

  

  これ以上、長引かせて高順に勘づかれても困る。

  

  「おやじ、体を大切にしてくれ」

  

  「おまえもだよ」

  

  「うん。ありがとう。今、星を連れてくるから」

  

  「いいよ。わたしなど会える方ではないのだから」

  

  「そんなことないよ！わたしの子供はおやじにとっては孫なんだ。」

  

  そうだ、私たち平民は分を弁える。

  

  罪人の自分が祖父など悪影響しかないと考えるだろう。

  

  しかし、育ててくれたおやじには顔ぐらい見てもらいたい。

  

  「また、今度来た時でいいよ」

  

  結局、顔を見る事もなく帰った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２８（切ない編）

  「壬氏様、ありがとうございます」

  

  「いや、当然の事だ。お変わりなかったか？」

  

  「はい。この子の産の時は来てもらおうと思っているのですが」

  

  「それが良い。おまえも羅門殿がいた方が心強いだろう」

  

  「はい。あと高順様にご足労をおかけしたので何かお礼をしたいのですが」

  

  「気にする必要あるまい」

  

  「そういうわけにはいきません。馬良様のお子様に

  

  何かお送りしたいのですが」

  

  「孫は可愛いらしようだし、それが一番いい贈り物かもな」

  

  

  

  「わざわざ、来て下さらなくともよろしかったのに」

  

  贈り物に恐縮したのか馬良と麻雀が揃って

  

  礼の為帝邸を訪れていた。

  

  馬閃に似ているのに性格は少し違うようだな。

  

  「とんでもない。出産の折にもお祝いを頂いておりましたのに」

  

  「いいえ。言葉に表せないほど高順さまには帝とわたしは

  

  お世話になっております」

  

  「それは部下として当然の事でございます故お気になさらなくとも

  

  よろしいかと存じます」

  

  「たまたま帝の后になりこの位置にいるにすぎない」

  

  花街育ちの女が此処に居る自体おかしいのだ。

  

  口にこそ出さないが思うところがあるものも多いはず。

  

  「帝が唯一妻と認めたお方、出仕など関係ないと思います」

  

  「そうでしょうか」

  

  「はい。わたしは仕事に戻りますが、麻雀は話し相手にでも

  

  なさって下さい」

  

  礼を取り取ると出て行った。

  

  終始、横に居る雀は黙ったままだったが馬良が居なくなると

  

  堰を切ったように話し出した。

  

  「皇后さま、皇后さま。お目にかかれて至極光栄でございます」

  

  人懐こい物言いだが、誅報を得意としていると聞いている。

  

  油断のならない人物だ。

  

  「・・・・・」

  

  「そのように身構えて下さらなくとも大丈夫でございますよ」

  

  『月の君の幸せの為に働く』と聞いた。

  

  そしてその依頼をしたのは多分、阿多様だろう。

  

  下手な事を話せば筒抜けだ。

  

  

  その日は当り障りのない話だけで終わった。

  

  

  「嫌でなかったら、また話し相手になって頂けませんか？

  

  いろんな所をご存じだと聞いてますので是非とも今度その話を

  

  お聞きしたい」

  

  「大丈夫でございますよ。わたしはいつも空いておりますから」

  

  「それはありがたい。麻雀様、楽しみにしております」

  

  「雀でよろしゅうございます」

  

  

  麻雀が部屋を出ていくと猫猫は脱力した。

  

  

  味方に出来れば良いが、そうでなければ此方の秘密が

  

  全て明るみになってしまう。

  

  わたしにあの者を懐柔できるのだろうか？

  

  あの陸遜よりは容易いだろうが・・・・。

  

  出来なければ歯車を戻せない。

  

  わたしはどうしてもこの賭けに負けるわけにはいかない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車２９（切ない編）

  駒が足りない・・・。

  

  以前のように動く事も調べる事難しい。

  

  それよりずっと何か引っかかっていた事がある。

  

  誰が壬氏様に羅の特性を教えたのかという事だ？

  

  お互い気まずくてその話に触れたことがない。

  

  

  もしかしたら雀様か？

  

  しかし何処から仕入れた情報だ？

  

  それぞれの一族の特性は門外不出のはず、

  

  それも知っている人間は限られている。

  

  誰かが故意にその噂を流したとしたら？

  

  だけど内容はわたしがでっち上げた方だ。

  

  本当の特性を知っていながらそうしたのか

  

  違うのかそれも分からない。

  

  そんな特性を知る事なければ壬氏様はこんな無体な事は

  

  しなかったはずだ。

  

  そう考えると歯車を狂わせたのものは別にいる。

  

  

  ・・・・・詰んだ。

  

  こんなあいまいな状態で壬氏様に話したくはなかったが

  

  仕方ない。

  

  本当の事を話せば壬氏様を深く傷つけてしまう。

  

  しかし、わたしが出来る事はもうない。

  

  

  この子を置いて逝きたくはない。

  

  それにこの子に羅の呪縛を負わせるわけにない。

  

  

  その夜

  

  「壬氏様、長い話になりますが聞いて頂けますか？」

  

  「・・・・・、やはり何かあったのだな」

  

  

  猫猫はこれまで起った事、これから起こるであろう事を

  

  出来るだけ細かく話した。

  

  これ以上嘘は付きたくなかった。

  

  

  「俺がやった事でおまえの命を危うくしてしまったのだな」

  

  悔しそうに拳を握りしめた。

  

  「そうではありません。わたしが最初から本当の事を

  

  話さなかった事が起因です」

  

  「俺は本当に愚かだ」

  

  頭に指を食い込ませて呻く。

  

  「わたしは話したのは自分とこの子の呪縛を解く為で

  

  あなたにそんな顔をさせたいわけではありません」

  

  

  「猫猫、この子は・・・」

  

  諦めようと言おうとしたがすぐに遮られた。

  

  「嫌です！よくそんな非道い事が言えますね！！」

  

  「しかし、俺はおまえを失いたくない」

  

  考えるだけでおかしくなりそうだ。

  

  きっと生きていけないだろう。

  

  それは火を見るより明らかだ。

  

  「最初から決めつけないで下さい。わたしが何もしないまま

  

  黙って指を銜えたまま死を待つと思いますか？」

  

  猫猫の剣幕に押され気味の新帝。

  

  「いや・・・」

  

  「そこまで分かっていらっしゃるなら早く動いてください！

  

  悪い結果を先に予想して落ち込んでいる場合では

  

  ないでしょう」

  

  「ああ、おまえの言う通りだ」

  

  （いつもながらこいつには驚かされる）

  

  「まずは高順様から特性の噂の出所を

  

  そして漢の一族の特性についての調べて下さい。

  

  なんならあの男にわたしから言っても構いませんが」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３０（切ない編）

  （出来れば自分だけで解決したかったが

  

  ここいらが限界だったな）

  

  数日中には高順が報告に来た。

  

  「一族の特性はそれぞれ伝わっているようですが

  

  文献はけん制の為か異なる一族が保管しているようです。

  

  戌と子はそれぞれが滅んでいて既に文献は残っていないと

  

  思われます。幸いな事に羅の一族の文献は残っているようで

  

  ございます。ただ何処であるかは羅の古書を調べねば

  

  分かりません」

  

  「軍師殿に頼むしかあるまい」

  

  （あの男に頼みごとをするのは正直気が進まないが

  

  俺より猫猫の方が嫌だろう）

  

  「わたしが書簡を送ります」

  

  「しかし・・・」

  

  「四の五の言ってる場合ではありません。時間もないのですから」

  

  「皇后さま、私がすぐに届けますので」

  

  「お願いします」

  

  羅漢は一時間ほどで山のような文献を持って

  

  後宮にやってきた。

  

  「漢大尉がお越しでございます」

  

  「義父上が？まだ半刻もたっていないぞ」

  

  「取り急ぎ本家に保管されていた文献と思われるものを

  

  すべて持ってまいりました」

  

  横には何故自分までという表情で陸遜が立っていた。

  

  無理矢理巻き込まれたのはすぐわかった。

  

  後で知った話だが本家の蔵は強盗にでもあったかのような状態で

  

  あったらしい。

  

  無論、羅漢の仕業だ。

  

  それにしても娘のためならこんなに迅速に動くのかと

  

  思うくらい行動が早かった。

  

  やはり敵に回すのは危険だ。

  

  新帝は再認識した。

  

  「思った以上に量が多いな」

  

  「手分けをして調べましょう」

  

  「猫猫、体調は大丈夫なのか？」

  

  「これくらい何でもありません」

  

  「私も手伝います」

  

  「しかし、仕事の方は？」

  

  「仕事どころではありません！大事な娘の命が係って

  

  いるのですよ。仕事何てこいつにでも任せても問題ないですから」

  

  親指で陸遜を差す。

  

  一瞬、嫌そうな顔をしたがすぐにいつもの顔に戻った。

  

  国の頂きの人間に言う言葉かと思ったが

  

  間違いなく国より何より一番重要なのは

  

  娘である猫猫であるのは誰もが周知の事実だ。

  

  新帝は思わず苦笑い。

  

  猫猫は呆れ顔。

  

  高順は奇特な人間が多すぎると困惑顔。

  

  「何なら一番（イーファン）、二番（アーファン）も此方に」

  

  「いや、いくら何でもそれは・・・」

  

  確かに一大事であるがこれ以上人がいても混乱するだけだ。

  

  「新帝、馬良はこの様な文献に長けておりますので

  

  お役に立つと思いますが」

  

  「すまないがそうしてくれ」

  

  馬良はこの軍師殿に耐えられるかは

  

  少々疑問だがこの際頑張ってもらうほかない。

  

  こうして集められた古書を解読する日々が続くことになる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３１（切ない編）

  案の定、羅漢が何か言葉を発する度、馬良は

  

  体をびくつかせていた。

  

  まるで蛇に睨まれた蛙だ。

  

  慣れていない人間には途轍もなく怖い存在だろう。

  

  それを横目で見ていた高順は大きなため息をついた。

  

  馬閃の気の強さが半分であればましなのだが・・・。

  

  「父上、異国の文字が書かれた箇所があるので

  

  雀を呼んでもよろしいでしょうか？」

  

  「皇后さま、よろしゅうございますか？」

  

  「はい。ご面倒をおかけしますがお願いします」

  

  雀がいた方が場も和むだろうし、何より馬良が落ち着けるはずだ。

  

  

  一時間ほどして雀がやってきた。

  

  「おやおや」

  

  この混乱した状況でも一切気にする様子もない。

  

  肝が据わっているのか、空気が読めないのか？

  

  「雀様、お手数をおかけします」

  

  「とんでもございません、皇后さま」

  

  雀は頭を下げると馬良の傍に行った。

  

  「馬良様、お待たせいたしました」

  

  「雀、此処なんだが」

  

  「はあ、確かに異国の文字でございますね」

  

  政略結婚と聞いていたが仲は良さそうだ。

  

  おとなしい馬良には雀は良い伴侶なのだろう。

  

  猫猫は二人を見ながらそう思った。

  

  

  「皆様、少し休憩を取られませんか」

  

  水蓮が茶と菓子を用意してくれた。

  

  

  猫猫、高順、羅漢はそれぞれ離れた場所で

  

  休憩を取った。

  

  羅漢は何か言いたげだったが猫猫は来るなオーラを

  

  放っていた。

  

  手伝っているのにと言えば頼んでいないと

  

  言って帰らすつもりなのに分かっているのか

  

  遠目で薄ら笑いを浮かべながらただ猫猫を見ていた。

  

  

  いたたまれないのは高順で若夫婦の所に

  

  行っても邪魔であるのは理解している。

  

  ある程度、距離を取って平然としているしかない。

  

  知ってか知らずか馬良と雀は嬉しそうに何か話している。

  

  水蓮は余計な事は言わずただ微笑んでいる。

  

  

  暫しの休憩の後、作業再開。

  

  三人では中々捗らない。

  

  

  「何か気になるものはありましたか？」

  

  「今のところ何もありません」

  

  「こちらもこれと言ってめぼしいものは」

  

  「今、羅の一族の家系図をみているのだが

  

  誰かが故意に破ったような箇所がある」

  

  羅漢はその文献を見せた。

  

  確かに近年の部分が破られて分からないように

  

  されている。

  

  そこは丁度、変化（ピンイン）が生まれた前後だ。

  

  きっと存在を隠すため無かった事にしたかったのだろう。

  

  ただの偶然かもしれない。

  

  これが決めてとはまだ言えないが

  

  変化（ピンイン）が同族である可能性が出てきた。

  

  彼女ではないにしろ隠さなければならない

  

  存在の何者かがいたのだ。

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車32（切ない編）

  「少し席を外します」

  

  羅漢はおもむろに立ち上がると退出した。

  

  馬良はほっとしたように息をついた。

  

  

  多分、誰に問えば良いのか気づいたのだろう。

  

  

  それにしても何日かかるのだろう。

  

  少し集中が切れてきた。

  

  

  「皇后さま、少し休憩を取られた方がよろしいのでは

  

  ありませんか？」

  

  「いえ、まだ大丈夫です」

  

  「まだという事はご自分の自覚がおありなのですね。

  

  御子の為です。休んでください」

  

  「・・・・・・分かりました。部屋で少し休ませてもらいます」

  

  自室の戻ると小蘭が星を連れてきてくれた。

  

  「構ってあげられなくてごめんね」

  

  膝にのせて抱きしめる。

  

  こんなにも幼いのに親が大変である事に

  

  気づいているのか愚図る事もない。

  

  こんなにも愛しい存在が出来るとは自分でも

  

  信じられない。

  

  そして此処に居る子も同様にかけがえのない存在なのだ。

  

  この二人をおいては逝けない。

  

  「猫猫、少し眠った方がいいよ」

  

  「うん。そうする。星を頼むね」

  

  こんな風に話すと心が和む。

  

  猫猫は安心したように一瞬で眠りについた。

  

  

  一時間ほどして目が覚めた。

  

  長い仮眠になってしまった。

  

  

  執務室に戻ると羅漢が戻っていた。

  

  高順たちはかたまって何かを話していた。

  

  

  「何か進展があったのですか？」

  

  その言葉に嬉しそうに羅漢は笑った。

  

  嫌な笑い方だ。

  

  本家に戻って何かを掴んで戻ってきたのだろう。

  

  

  

  一時間ほど前、羅の一族本家

  

  「蔵の中の物を勝手に持ち出すとは何事だ？」

  

  以前の威圧感もなくただ老いた男がそこに居た。

  

  「必要なものがありましたので」

  

  「一言、わしに断るのが筋ではないか」

  

  「そのような時間はなかったものですから。それに今の当主は

  

  わたしですので問題はないと思いますが」

  

  「随分偉くなったものだな。娘が皇后になって傲慢さが

  

  出てきたな」

  

  「其方こそ以前は猫猫を我が娘と認めていなかったのに虫のいい話ですな」

  

  「貴様！」

  

  「娘の威光を利用しようなどと思っておりません。少なくともあなたのように

  

  自分の見栄の為に抹殺しようなどと考える事もない」

  

  「何を言って・・・」

  

  明らかに顔色が変わった。

  

  「図星のようですな」

  

  「・・・・・・」

  

  拳を握りしめ睨みつける。

  

  「もうあなたに屈したわたしではありませんよ。もっと早く

  

  当主になっていれば妻も娘も傷つける事もなかった。

  

  自分のいい加減さが招いた事だ」

  

  羅漢は心を決めたように話し続けた。

  

  「あなたは自分の娘の存在を抹消した！」

  

  「！！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３３（切ない編）

  「何を莫迦な事を言ってる？気でも違ったか？」

  

  「あの破られた家系図を見て気づきました。最初、あなたが破ったのではと

  

  疑っていましたが、あなたの反応を見て誰がそうしたのかわかりましたよ」

  

  「誰だと言うのだ？」

  

  「あなたが拒絶した娘ですよ。きっとこれを見つけて自分の存在を

  

  否定された事に気付いた。わざわざ、自分が生まれた頃の時期の部分を

  

  破った。それは多分、誰かが疑問を持って自分の存在に気付くかもしれない

  

  という希望とあなたに対する恨みだ」

  

  「わしにそんな子などおらん！！狂人などおまえや羅半だけで十分だ」

  

  「分かっておりませんな。その狂人が居なければとうの昔に

  

  羅の一族は滅んでいた。あなたの言う使えない者たちが居なければ

  

  そんな風に踏ん反ってなど出来なかった、絶対に」

  

  「たわけ事を申すな！」

  

  「ここまで言っても理解出来ないのですな。まあ、よろしかろう。

  

  時にその者は変化（ピンイン）と名乗っているようですが」

  

  父親は何か恐ろしいものを見たような顔で言った。

  

  「変化（ピンイン）・・・・」

  

  「やはり心当たりが？」

  

  「いいや、まさか。十やそこらの子供が生き延びているはずない！」

  

  頭を押さえた。

  

  

  今生きていれば二十三歳くらいか。

  

  随分、年の違う妹が出来たものだ。

  

  老いてもお盛んな事だ。

  

  娘と三才ほどしか変わらない。

  

  とうとう最後まで名前も明かさず、認めなかった。

  

  

  「狂人はどちらでしょうな？少なくともわたしは自分の血が流れている人間に

  

  そんなむごい仕打ちは出来ない」

  

  嫌味の一つも言いたくなる。

  

  「わたしが長子でなく、男でもなければ同じ目に遭っていたのでしょうな」

  

  「それが幸いと思え」

  

  「さようですか」

  

  これ以上何を話しても無駄だと思った。

  

  理解しあう事はないだろう。

  

  

  

  帝邸

  

  「変化（ピンイン）はわたしの叔母にあたると言う事ですか？」

  

  「父上が若い妾に産ませたようだが、体裁が悪かったのか

  

  弟の子として扱っていたが特性が現れて屋敷の蔵に逃亡するまで

  

  押し込められていたらしい。そこで偶然、家系図を見てしまったのだろう」

  

  「随分、むごい話ですな」

  

  高順が居たたまれないと言う顔をした。

  

  同じ年頃の娘がいるので羅漢の父親の感情が理解できない。

  

  「では、変化（ピンイン）が急に現れたのは復讐が目的なのですか？」

  

  「わたしにもそれは分からない。ただ、羅半がうまく嵌めたつもりだったが

  

  実は嵌められたのではないか？事実、羅半と三番（サンファン）が

  

  居ない事でわたしが出てくる他なかったのだから」

  

  「変化（ピンイン）は自分の存在を知らしめたかった。

  

  それは間違いない！だが、敵か味方かまだ判断できない」

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３４（切ない編）

  「皇后さま、皇后さま、少し宜しいでしょうか？」

  

  今まで沈黙を貫いていた雀が何か気づいたようだった。

  

  「雀様、何かありましたか？」

  

  「先ほど、羅漢様のお話を聞いていて少し思った事あるのですが」

  

  「何でしょうか？」

  

  「変化（ピンイン）さんは文献の蔵に閉じ込められていたの

  

  ですよね。もしかしたらわたしたちが探しているものを持ち出した

  

  可能性があるのではないでしょうか？」

  

  「・・・・・その可能性は否めませんね」

  

  「でしたら、今やってる事は意味がないのではないでしょうか？」

  

  「すぐに決めるのは時期尚早でしょうからある程度調べてから

  

  それを決めませんか？他にも何か見つかるかもしれないし」

  

  持ち出したとしたらもう残っていないだろう。

  

  

  「皇后様、わたしくも宜しですか？」

  

  馬良は声を少し震わせながら初めて話した。

  

  「はい」

  

  「わたくしどももどこかの一族の特性の秘密を持って

  

  いるはずです。もしかしたらそれが羅のものである可能性も。

  

  ですから先に確認しては如何でしょう？」

  

  馬の一族が持ってくれているのならそれに越したことは無い。

  

  「桃美に確認してきます」

  

  高順が慌てた様子で出ていく。

  

  

  「変化（ピンイン）殿がもし馬の一族の文献も持ち出しているのなら

  

  それが他に漏れないよう取り戻さなければなりません」

  

  

  

  

  この時点で何処の一族の特性が書かれたものか

  

  分からない。が、それを表立ててしまうのは混乱に繋がる。

  

  元々、特性は羅の一族が濃厚に出ているだけで他の一族に

  

  それ程強い特性は見受けられない。

  

  ともにそれを持ち合うほどの物とも思えない。

  

  もしかしたらそんなものではなく一族の存亡に関わるような

  

  何かもっと違うものが書かれているのかもしれない。

  

  

  「たった今、確認して来ましたが、それと思われるものは

  

  見当たりませんでした。桃美にもう少し探すように言って

  

  きましたが」

  

  申し訳なさそうに頭を下げる。

  

  

  「高順様、言える範囲で構いません。馬の一族には特性と言えるものが

  

  ありますか？」

  

  「馬の一族は代々、皇帝にお仕えする一族でございますが

  

  特に武術に優れているわけでもなく文に長けてるわけではありません。

  

  特性とは何を意味するのか分かりませんが」

  

  「どちらかと言うと羅の一族だけが特性と言う言葉

  

  当てはまってる気がします。しかもそれは少ない確率で

  

  生まれる。何かおかしいですね」

  

  猫猫は考え込む。

  

  少なくとも馬にはそれほど目立ったものはない。

  

  巳もそうだ。

  

  確かに間諜を生業にしているが

  

  それは幼い頃からの研鑽で磨いてきたもの。

  

  多少の才は必要かもしれないが飛びぬけたものではない。

  

  「もしかしたら羅の一族の秘密を分けあい持ち合って

  

  お互いの衝突を避けていたとしたら・・・」

  

  話は違ってくる。

  

  一同に緊張が走る。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車35（切ない編）

  「何も出来ずにすまないな」

  

  新帝が時間を割いて見に来てくれた。

  

  一同礼を取る。

  

  「帝、羅半から書簡は届きましたか？」

  

  「ああ、先ほども来ていたな」

  

  猫猫に手渡した。

  

  猫猫は暫くじっと見ていたかと思うと

  

  口角を上げた。

  

  「変化（ピンイン）殿の本名は花琳（ ファリン）ですね」

  

  「「「「えっ？」」」」

  

  一同驚いた顔で猫猫を見た。

  

  「羅半が教えてくれました」

  

  「どういう事なんだ？」

  

  新帝が詰め寄る。

  

  「不自然に花の名前が入っていて王宮の話が書かれています。

  

  あと、ケヤキの木に猫柳の事が書いています」

  

  「一見、町の風景の事を書いてるようだが・・・」

  

  「ケヤキは四月から五月、猫柳は三月から四月が旬。花と王と木が二つ。

  

  それで花琳（ ファリン）が浮かびました。変化（ピンイン）に

  

  パッと見られてもばれない様に考えたのでしょう」

  

  「なるほど」

  

  「あぶり出しにしてくれたら確実だったんですけど」

  

  「羅半様は探ってくれていたのですね」

  

  「今は探り合いという感じですね」

  

  

  「もう一度その名前で揺さぶってみるか」

  

  羅漢が立ち上がる。

  

  「人としての感情が少しでも残っているなら

  

  何か掴めるかもしれませんね」

  

  「まあ、あまり期待しない方が良いと思うがね」

  

  正直もう顔を見たくない。

  

  自分の父親ながら人間味が感じられない。

  

  それでも何か得られればそう思って再び本家に向かった。

  

  

  「さすがは羅の一族ですね」

  

  「それほどでもないですよ。ただ何かにだけしか興味を持てない

  

  マニアックな人間なだけです」

  

  「いいえ、羨ましいです。、わたしたちにはない能力ですから」

  

  「その代償はあまりに大きすぎます。わたしは平凡な人生でよかった」

  

  「・・・・」

  

  雀は初めて猫猫の本音を聞いた気がした。

  

  

  もし、鳳仙が自分を孕もうとしなければ

  

  羅漢が鳳仙を愛さなければ

  

  あの時、人さらいに遭わなければ

  

  後宮で好奇心に負けなければ

  

  壬氏様と出会う事もなかっただろう。

  

  幾つものもしが積み重なって今の自分がいる

  

  

  すぐそばには申し訳なさそうな顔をした新帝が立っていた。

  

  「帝、そんな顔はあなたに似合いません」

  

  「すまない」

  

  「あなたのせいではありませんよ」

  

  そうだ。この人のせいではない。

  

  決めたのはわたしなのだから。

  

  猫猫は新帝を抱きしめた。

  

  

  「あなたを愛しています」

  

  「俺もおまえを愛してる」

  

  ずっと言えなかった言葉。

  

  言ってしまうと自分が保てるか自信がなかった。

  

  死にたくない。

  

  この人と歩み続けたい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車３６（切ない編）

  （回想）

  

  書簡が届く数日前、とある町で羅半たちは

  

  今日の宿を探していた。

  

  「三番（サンファン）、変化（ピンイン）殿を頼む」

  

  「呼び名が不自然すぎますよ」

  

  「う～ん。わたしとしては数字が入ってる方が好みだが。

  

  仕方ない仮名を決めるか」

  

  「では、わたしは花霞（ホァシャ）あなたは羅を避けれて

  

  宇航（ユーハン）で・・・」

  

  三番（サンファン）はすでに決めているようだった。

  

  羅漢は気づいていなかったがある占いで相性の良い名前にしたようだ。

  

  「変化（ピンイン）殿は花琳（ ファリン）で如何ですか？」

  

  羅半はにやりと笑う。

  

  「！！！」

  

  一瞬、今までないくらい表情が変わった。

  

  誤魔化すためかすぐに無表情に戻る。

  

  「気に入りませんか？」

  

  さあ、どう出る？

  

  わたしに何かあったとしても義妹（猫猫）には変化（ピンイン）の正体は

  

  書簡に記してある。

  

  あいつなら気が付くはずだ。

  

  本当は数字の羅列で知らせたかったが

  

  不自然だろうし、解けないのでは意味がない。

  

  

  

  「わたしに花琳（ ファリン）は似合いませんよ」

  

  声が震えているが

  

  しらを切るつもりか？

  

  「まあ、そう言わずに他に考えるのも面倒ですからそれでいきましょう」

  

  「羅・・宇航（ユーハン）様！」

  

  あからさまな嫉妬だが羅半は気づいていない。

  

  猫猫同様興味のないもには無頓着だ。

  

  「何だ？花霞（ホァシャ）」

  

  「早く先に進みましょう！」

  

  「？」

  

  「・・・・・」

  

  何故、その名を知っている？

  

  知ってる人間などわずかだ。

  

  もしや、あの蔵に監禁してる時に会っているのか？

  

  羅半は皇后より二歳ほど年上だったな。

  

  わたしとは一歳違い。

  

  

  

  

  

  思い出せない。

  

  壊れ始めていたあの頃に記憶はほとんどない。

  

  

  

  羅半は変化（ピンイン）の耳元で言った。

  

  「わたしたちは会った事があるのですよ」

  

  「！」

  

  見透かされたような言葉に息を呑む。

  

  「残念だ。憶えていないのですね」

  

  「何をコソコソ話されているのです！」

  

  二人で何か話してるのに気付いて三番（サンファン）は二人の間に入る。

  

  「花霞（ホァシャ）、何でもない」

  

  「・・・・」

  

  三番（サンファン）は花霞（ホァシャ）と呼ばれる事が

  

  嬉しいようで頬を赤めると黙ってしまった。

  

  そんな事には全く気づいていない羅半。

  

  

  「他の者にも聞いてみたらどうです？」

  

  「？」

  

  三番（サンファン）は意味が分からずきょとんとしている。

  

  変化（ピンイン）は思い当たる事がのか眼を見開く。

  

  

  羅半はわたしの能力に気付いている？

  

  そしてわたしが何者なのか知っているのか？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車37（切ない編）

  その夜

  

  「義兄上は大丈夫なのか？」

  

  相手が女とはいえ何をするか分からない人間だ。

  

  「文官ではありますが、羅半もそれなりに

  

  腕には覚えがあるはずです」

  

  「おまえは本当に合理的というかクールというか」

  

  「色々心配したところでなるようにしかならないでしょう。

  

  それより先ほど漢大尉が変化（ピンイン）の事を

  

  もう一度父親に聞いたそうです」

  

  漢大尉・・・、あの男呼ばわりいくらかましだろうか。

  

  何にしろ報われない男だ。

  

  

  「花琳（ ファリン）は失踪する数年前から人格障害を

  

  患わっていたようでそのせいで蔵に拘束されていたようです。

  

  その為、数人分の知識と考え方を持っていて行動力と

  

  判断力が普通より長けているようです。そしてそれは

  

  無意識でなく自分で管理できている。まあ、普通の人間からすれば

  

  恐怖を覚える対象でしょうが」

  

  「猫猫、花琳（ ファリン）はどうして現れたと思う？」

  

  「分かりません。多分、わたしが皇后になった事で自分以外に女の羅の一族の存在を

  

  知ったかもしれません。どちらかが消えなければいけないのかどちらも

  

  消えなければならないのか確かめたかったのかもしれませんね。

  

  同じ時期にわたしと彼女が存在した理由が何かあると思います」

  

  

  『あなたの呪縛を解いてみます』

  

  あの時の彼女は本気だったと思う。

  

  

  「大丈夫なのか？」

  

  「はい」

  

  「おまえは何でも自分だけで解決しようとするのは悪い癖だ」

  

  頭をポンと叩く。

  

  「そうですね」

  

  「おまえが素直だと調子が狂う」

  

  「じゃあ、わたしは何と言えば良いのですか？」

  

  ムッとした顔で反論する。

  

  「ようやくお互いに戻ってきたな」

  

  嬉しそうに笑う。

  

  「出会った頃はいつもこんな感じでしたね」

  

  こんな風に笑いあえる時が来るなんて思っていなかった。

  

  

  「ところで壬氏様、この子の名前なんですが、香月（シャンユエ）は

  

  どうでしょうか？」

  

  「俺の名前を使ってくれるのか？」

  

  「あなたの子ですから当然です。その名でよろしいですか？」

  

  「良い名だ。俺たちの代で絶対に羅の呪縛を解いて

  

  香月（シャンユエ）が安心して生きていける様にしよう」

  

  「そうですね」

  

  腹に負担がかからない様に抱きしめた。

  

  「俺と猫猫と、星河（シンフ）、香月（シャンユエ）で

  

  天命が来るまで一緒に生きて行こう」

  

  「はい」

  

  こんなに生きていたいと思ったことはない。

  

  命が尽きるまでこの人と共に生きたい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車38（切ない編）

  （十数年前の回想）

  

  「母上、あの蔵にいる女の子は誰ですか？」

  

  羅半は本家で蔵に閉じ込められた少女を

  

  何度か見かけた事があった。

  

  格子の隙間から見えた少女は自分と同じくらいに見えた。

  

  母は困ったような顔で答えない。

  

  「何か悪い事でもして入れられたのですか？」

  

  「・・・・・・」

  

  「あんなとこの閉じ込められては可哀相ではありませんか？」

  

  「・・・・あの娘は居てはいけない娘なのです」

  

  「居てはいけない？」

  

  母が言った意味が分からなかった。

  

  「兎に角関わってはいけません！そうでないとあなたまで・・・」

  

  母はそこまで言うと羅半の腕を掴んでその場から引きずるように

  

  立ち去った。

  

  

  

  

  今なら何故そんな態度を取ったのか理解できる。

  

  多分、その娘は特性が強すぎて閉じ込められたのだろう。

  

  祖父は特性を異常だと受け取る人だった。

  

  もしこれ以上関わると息子までが同じ目に遭うかもしれないと

  

  母は考えたのだろう。

  

  そしてわたしが彼女を見たのはそれから二年経った頃だった。

  

  母の言いつけを守り蔵にそれから近づかなかったが

  

  女の泣き叫ぶような声と男の罵声が聞こえて

  

  気になって駆け付けると祖父と見知らぬ女が何か

  

  言い争っていた。

  

  女は随分若く花街の女らしかった。

  

  内容は聞き取れなかったが一言だけはっきりと聞こえた。

  

  「花琳（ ファリン）」

  

  と。

  

  

  ずっと忘れていた。

  

  変化（ピンイン）はコロコロと顔を変える。

  

  人に覚えられない為だろう。

  

  だが、たった一回だけ見せた顔は見覚えがあった。

  

  あの時、泣き叫んでいた女と似ていた。

  

  そして身体のサイズが同じだった。

  

  それと同時、古い記憶が蘇ってきた。

  

  その一回は義妹と初めて顔を合わせた時だった。

  

  あれが花琳（ ファリン）の素顔だったのだろう。

  

  

  

  

  ったく、因果なものだ。

  

  義父上は身請けをしてただ一人の妻とし、

  

  その娘を溺愛している。

  

  祖父は認めないばかりか我が娘を息子に押し付けた上

  

  存在すら消そうとした。

  

  

  義父上の方がよほどましだ。

  

  狂っているのはどっちやら。

  

  考えてみればどこの者とも分からない子を拾ってくるのだから

  

  人間としての情ははるかに深いと言える。

  

  祖父は前々から好きではなかったがで嫌悪感が増した。

  

  

  花琳（ ファリン）は何をしようとしているのだろう？

  

  本当に義妹を助けようと考えてくれているのだろうか？

  

  父親の復讐を目論んでいるのではないか？

  

  別に果たしてくれても一向に構わないが

  

  今は義妹を優先して欲しい。

  

  義父上も帝も使い物にならなくなってしまうだろう。

  

  交換条件を出すべきか？

  

  それが不発に終わったらどうする？

  

  羅半は迷っていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車39（切ない編）

  東の離宮

  

  「父上、ご無沙汰しております」

  

  前帝は阿多と東の離宮に移り住んでいた。

  

  初め、阿多は窮屈になると嫌がっていたが

  

  今はうまくいっているようだ。

  

  「おお、久しいのう。星（シン）は元気にしておるか？」

  

  「おかげさまですくすく育っております。妻は二人目を身ごもっております」

  

  「あの薬師がおまえの妻になるとはのう」

  

  「今でも反対ですか？」

  

  「いや、あの廟での事を覚えておるか？」

  

  「廟に今一度入る為に父上が戯れを言われた事でしょうか？」

  

  「そうじゃ。妃に召し上げようかと言った時のおまえの顔はなかったぞ」

  

  可笑しそうに笑う。

  

  「もうやめて頂きたい」

  

  困ったような顔で言う。

  

  「半分は本気だったぞ」

  

  「えっ！？」

  

  「おまえがあの娘へ向ける眼差しは男が好いた女に向ける

  

  それであったからな。ならばそれを阻止せねばならない立場に

  

  あった。しかし、やはり出来なかった。たとえそうしたとしても

  

  おまえはあの娘を諦めまい。それでは意味がない」

  

  「・・・・・・」

  

  （とっくに知られていたか）

  

  「何か用があったのであろう？」

  

  「少しお伺いしたい事がありまして」

  

  

  「羅の一族か・・・。こちら側としても絶対に敵に回したくない相手だな。

  

  特に羅漢は別格であろうな。特性を無効化すればこの先、政が

  

  立ち行かなくなる恐れもあるが・・・」

  

  「今の能力を無効化するのか特性に対する弊害だけを抑える

  

  何かがあるのかまだ分かりません。しかしこのままだと確実に

  

  妻は命を落とし、娘はその呪縛を引き継ぐ可能性があります」

  

  「そのような事は起こって欲しくはないものだ。何より星と生まれ来る娘を

  

  悲しませたくない。よかろう。知ってる事はすべて話すが

  

  それに結び付くかどうかは分からぬぞ」

  

  「それでも手掛かりを得たいのです」

  

  

  結局これと言って収穫は無かったが

  

  羅の一族の事をよく知る人物を紹介してくれた。

  

  新帝は馬閃に伝え探すように命じた。

  

  高齢であると聞いている。

  

  生きていてくれれば良いが・・・。

  

  

  その夜

  

  「前帝はお元気でしたか？」

  

  「ああ。今は平穏に暮らされているようだ」

  

  「それは何よりです」

  

  「母上はお忍びで旅行されているらしい」

  

  「さすがは阿多様ですね」

  

  「父上が一緒にと希望されたがあっけなく拒否されたと

  

  嘆いておられた」

  

  何気ない話をしているうちに夜は更けていった。

  

  また一日過ぎてしまったか。

  

  

  新帝は横で眠る猫猫の頬にそっと触れた。

  

  いつか帝の位を譲って父上や母上のように

  

  和やかに暮らしたい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４０（切ない編）

  「花琳（ ファリン）殿、少し話しませんか？」

  

  羅半は交渉すべきと決断した。

  

  このまま時間が過ぎても何も変わらない。

  

  失敗に終わったとしても次を考えれば良いだけだ。

  

  「花霞（ホァシャ）様に誤解されますよ」

  

  「大丈夫です。明日までは眠っているでしょうから」

  

  「薬でも盛られたのですか？」

  

  「いざという時に使えと渡されていたものです」

  

  懐から薬らしきものを取り出す見せる。

  

  「皇后さまはお薬に精通されているとか」

  

  「あいつの強みは毒と薬ですからねえ」

  

  「・・・・・・・」

  

  「それより取り引しませんか？」

  

  「取り引ですか？」

  

  「あなたの望むとおりに事が運ぶように協力しますから

  

  とりあえず此方の案件が解決するよう助けて頂けませんか？」

  

  「わたしが何を望んでいるか分かっているのですか？」

  

  「いいえ、分かりません。ですが、羅の一族の呪縛を解ければ

  

  それはあなたの利にもなるでしょう？」

  

  「少しは知っているようですね」

  

  相変わらず、表情が変化し続けている。

  

  というよりは人格が入れ替わっていると言うべきか。

  

  「あなたが存在し、義妹が居て彼女は娘を宿している。

  

  三人は異状過ぎる」

  

  「わたしが消えるか、皇后さまか。若しくは二人が消えるか」

  

  「そういう状態であるからこそ狂った歯車を戻す好機（チャンス）で

  

  あるかもしれない」

  

  「随分、楽観的な考え方ですね」

  

  「そうでしょうか？」

  

  「そんな風に考えられるような人生ではなかった」

  

  「わたしは兎も角、義妹も口には出しませんが到底幸せという

  

  人生を歩んできたわけではありませんよ。皇后がそんな良いものだと

  

  思いますか？彼女は平凡な人生を望んでいた」

  

  「親に殺されかけた事などないでしょう？」

  

  「わたしはありませんが、義妹も同じ経験をしています」

  

  「嘘です！！」

  

  （わたしを引き入れる為によくもそんな嘘を！）

  

  「嘘ではありません。義妹の右の小指が少し歪んでいるのに

  

  気づきませんでしたか？」

  

  花琳（ ファリン）は）謁見した時の事を思い出した。

  

  確かに切なそうに右手を一瞬だが見ていた。

  

  いや、たばかろうとしている。

  

  うまく話を合わせているだけだ。

  

  あの皇后にそんな事あるはずない。

  

  

  「信じて頂けないようですね。これ以上は一族の恥ともいえる内容だったので

  

  話したくなかったのですが、仕方ない」

  

  

  羅半は猫猫の出生の全てを話した。

  

  

  

  花琳（ ファリン）一筋の涙を流した。

  

  

  「信じて頂けますか？」

  

  花琳（ ファリン）小さく頷いた。

  

  

  皇后の言葉はうわべだけのものではなかった。

  

  心底、自分のせいで誰かが傷つく事に心を痛めていたのだ。

  

  自分は自分の運命を呪い逃げ続けていた。

  

  それなのに皇后は立ち向かおうとしているのだ。

  

  ならば自分のすべき事は一つだけだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４１（切ない編）

  同じように妓女から生まれ、同じように羅の一族の女であるはずなのに

  

  この差は何なのか？

  

  皇后の話は嫌でも聞こえてきた。

  

  あまりに違い過ぎる！

  

  妬みに近い感情が沸き上がって来る。

  

  あんな美しい帝の愛を独り占めして

  

  きっと幸せの絶頂にいるのだろう。

  

  羅の呪縛を知らぬのだろうか？

  

  会って地獄に突き落としてやりたい！！

  

  わたしが味わった何分の一でも構わない

  

  思い知らせてやりたい。

  

  会うまではそう思っていた。

  

  

  帝が何故これほどまで皇后を愛し、執着するのか分かった。

  

  美しいだけではない。

  

  思慮深く優しさに溢れた人間だった。

  

  生き残るべきはこの方だ。

  

  素直にそう思った。

  

  

  でも知っている事すべてを話す気にはなれなかった。

  

  悔しさが先行して言えなかった。

  

  

  羅半殿の話を聞いてそれを後悔した。

  

  話していればこんなところまで来る必要は無かった。

  

  

  「羅半様、どの一族も羅の呪縛を解く文献は持っておりません。

  

  羅の一族は元々今の帝国茘（リー）が建国する際、皇帝と羅はどちらが

  

  帝に就くべきか争うほどの力を持っていました。わずかの差で皇帝一族がこの国を

  

  治める事となり、羅は衰退滅亡と思われていたのですが特性を持った者が

  

  現れ、難は逃れました。自分たちを脅かす羅を潰す事が出来ず、臣下に据え

  

  目を光らせる事となりました。此処まで言えば分かりましょう？」

  

  「まさか、帝居の宝蔵に・・・」

  

  羅半は信じられないという顔で聞いた。

  

  「皇族が何より恐れているのは『羅の一族』です」

  

  「何故、その事を新帝はご存じない？」

  

  「多分、前帝も知らないでしょう。唯一知っていたのは女帝。

  

  だからこそ羅門様を陥れ宦官にした上に肉刑にまで処した。

  

  本来なら極刑にしたかったがあまりに優れた能力故に

  

  それも憚られた」

  

  「確かに羅門様は一族の中でも群を抜いて優秀な方だ。

  

  それ故に先に潰されたのか」

  

  「幸か不幸か、新帝は皇后に心を奪われ、強引な手段で妻にされた。

  

  両者が交わった事で捻じれが生じた」

  

  「では羅の一族の呪縛は皇族がかけたものですか？」

  

  正に灯台下暗し。

  

  解くカギはすぐ近くにあったのだ。

  

  「・・・・その可能性が高いと思います」

  

  「花琳（ ファリン）様、何故、茘（リー）を出る前に話してくれなかったのですか？」

  

  「茘（リー）を出て色々なものを見たかった。でもそれだけでは

  

  ありません。皇后さまに対して嫉妬の念がありました」

  

  「それを責める気はありません。わたしが何とかあなたを助けていれば

  

  良かったのです」

  

  「あの時の・・・」

  

  幼かった羅半の姿が浮かんできた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４２（切ない編）

  「わたしは居ない存在ではなかったのですね」

  

  「はい。わたしが知っています。無論、あなたの母上も

  

  お忘れになるわけはない」

  

  花琳の瞳からは今まで溜まっていたものが

  

  溢れだすように涙が流れた。

  

  

  「あなたの母上の行方は絶対突き止めます。

  

  この件が終わったら義父の邸に来ませんか？

  

  妻を亡くした義父の拠り所になって頂けたら

  

  有難いのですが。まあ、あなたがお嫌でなければ

  

  なければですが」

  

  花琳は手で顔を覆って下を向くと大きく首を振った。

  

  嫌なはずがない。

  

  自分の居場所が出来るのだから。

  

  

  帝邸

  

  「随分お年を召した方でしたが色々と話してくれました」

  

  馬閃が興奮気味に話す。

  

  まるでお使いを成功した子供のように得意顔だ。

  

  「ご苦労だった」

  

  「とんでもございません。話を続けても宜しいでしょうか？」

  

  新帝の横の猫猫を気にしているようだった。

  

  「わたしに構わず話してください」

  

  新帝も同意した。

  

  「『羅の一族』は元々皇族に並ぶ力を持っていて建国を機に

  

  臣下に下ったようで、代々の帝は亡ぼそうと試みましたが

  

  特性を持った者たちが現れてそれも適わず傍に置くことで

  

  監視することにしたようです。それと同時に乗っ取られぬよう

  

  羅の一族から妃を迎える事は一度もなかったようです」

  

  「歴代の帝が恐れていたのは『羅の一族』だと言うのか」

  

  新帝は驚いた様子で聞き返す。

  

  「そのようでございます」

  

  「では呪縛の鍵を握っているのは皇族という事になるのですね」

  

  （わたしに聞かせたくないわけだ）

  

  馬閃は頷いた。

  

  

  「そのような話は皇太后様にも帝からも聞いたことがないが」

  

  「それを知っておられたのは女帝だけだと思われます」

  

  「先帝はご存じなかったのか？」

  

  「知っておられたならば前帝にも伝わっているはずです」

  

  （だからおあやじは肉刑に処されたのか？極刑に処されなかったのは

  

  まだ利用価値があると考えたか？その優秀さを惜しんでか？

  

  何にせよ。女帝がおやじを嫌っていた理由はそういう事だったのか）

  

  「猫猫」

  

  「御心配には及びません」

  

  「そうであってもせめて椅子に座れ」

  

  子を身ごもっているというのにもっと体を労わって欲しい。

  

  新帝が何を言っても聞く耳を持たないだろうが

  

  心配する気持ちも理解して欲しい。

  

  「それではそうさせて頂きます」

  

  

  猫猫はずっと考え込んでいた。

  

  それはいつも何かに気付いて考えをまとめてる姿だ。

  

  

  「もしかしたら・・・・」

  

  猫猫はおもむろに立ち上がった。

  

  一同の視線が猫猫に向けられた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４３（切ない編）

  「昨日、漢大尉が持ってきた家系図を見せてください」

  

  しばらくそれをじっと見ている。

  

  「何か気づいたか？」

  

  「男児と女児、どちらが生まれてくる確率が高いか

  

  ご存じですか？」

  

  「確か男の方が確率として多かったのではないか」

  

  「そうです。この家系図には妻の記載はきちんと書かれているのに

  

  子供は余り正確に書かれている様に見えません」

  

  「？」

  

  「それにしても女児が少なすぎます」

  

  「羅の一族は女が生まれる事は稀な事ではなかったのか？」

  

  「多分、違うと思います。羅は婚姻で勢力を伸ばす手段を取らない。

  

  女児は重要ではなかったのです」

  

  「皇后さま、それでは今まで此処に書かれていない女児は

  

  何人も居たと思われるのですか？」

  

  雀が口を挟む。

  

  「そう考えれば極端に少ない事は説明がつきます」

  

  「確かに漢大尉はどの派閥にも属さない。一匹狼だ」

  

  「しかしその子供たちは何処に？」

  

  「多分、売られたか間引かれたのでは？中には呪縛を避けるために

  

  存在を隠した親も多少は居たかもしれませんが」

  

  猫猫は時折恐ろしい事を平然と口にする。

  

  周りの者たちは嫌な汗をかいた。

  

  

  「そう考えていくと羅の呪縛は意図的に作られた言伝ではないかと

  

  思われます」

  

  「意図的に？」

  

  「はい。ここで真実味を増したのは二つの要因が重なった為ではないでしょうか？

  

  ひとつは今話した女児を故意に減らした事、もう一つは皇族が流した言伝。

  

  最初は噂話だったものが言われ続ければ人の心に浸透してそれが広がっていく」

  

  「流した噂というのが女が女児を産むと命を落とすというデマです。それは皮肉にも

  

  羅が行っていた蛮行で信ぴょう性が増した」

  

  「それが本当なら有り難いが・・・」

  

  「元々伝説や伝承は人間が故意でなくとも誇張されたものが

  

  多いと思います」

  

  「では羅の特性は？」

  

  「それは仮説でしかないですが重要な何かを補う為に

  

  もたらされた第六感のようなものではないでしょうか？

  

  漢大尉で説明するとあの人は先天性相貌失認でそれを補う為に

  

  理解できないくらい直感が強いのではないかと。花琳（ファリン）様は

  

  先天性ではなく後天性の解離性障害ですがその種は持っておられた

  

  のでしょう。閉じ込められた事により爆発してしまった」

  

  「ではおまえの場合は？」

  

  「わたしですか？わたしは後天性でしょう。養父の元で暮らした事で

  

  毒と薬の知識を得ただけで特性と言えるかどうか」

  

  いやいや、十分特性といえるレベルだろうと新帝は思った。

  

  「しかし、仮説の域を超えないのでは？」

  

  「それを確認するためにも宝蔵を調べるべきではないですか？」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４４（切ない編）

  「宝蔵は外廷の東の宮にございます」

  

  「この人数で其方に向かうのは目立ちすぎる」

  

  「まずはわたしと馬良が向かい、時間をずらして馬閃と雀に

  

  合流しましょう」

  

  「すまないがわたしと猫猫は此処を離れるわけにはいかない」

  

  猫猫は行きたそうな顔をしているが

  

  到底それを許すわけにはいかない。

  

  「それは当然でございます。刑部に提出する書簡の署名をお願いいたします」

  

  「分かった。すぐに用意しよう」

  

  大急ぎで署名した書簡を高順に手渡した。

  

  「新帝、わたしも行かせて下さい」

  

  「だめだ！身重なのにこれ以上無理をさせるわけにはいかない。

  

  腹の子にさわる」

  

  「しかし・・・、羅の事は他の者では分からないのではありませんか」

  

  「漢大尉が来てくれるそうだ」

  

  「！」

  

  これ以上あの男の手は借りたくないが仕方ない。

  

  今、羅半もいないのだから。

  

  猫猫は自分に言い聞かせた。

  

  

  時間差で馬閃も雀も宝蔵にある東の宮に向かい

  

  新帝と猫猫の二人になった。

  

  「最近、忙し過ぎてこのように二人になるのも久しぶりだな」

  

  「そうですね」

  

  「以前から聞こうと思っていた事がある」

  

  新帝は少し顔を歪めて辛そうな顔をしている。

  

  「何ですか？」

  

  「星（シン）を身ごもった時、迷いは無かったのか？

  

  自分が命を落とす危険も知っていたのだろう」

  

  「初夜にもし羅の呪縛を話していたらどうなさいました？」

  

  少し考えてから話し始める。

  

  「決まっている。絶対おまえを無理やり手に入れようなどとしなかった！」

  

  「そうでしょうね。あなたはご自分の感情より相手を思いやる方ですから。

  

  でもわたしはあなたを拒めなかった」

  

  「何故だ？」

  

  「お分かりにならないのですか？」

  

  この期に及んで何を言うのだろう。

  

  「・・・・・・」

  

  「それはわたしも同じ熱量でないしろ、愛情があった。

  

  そしてあなたとの間に子を成したかった」

  

  「何も語らず俺を遺して逝くつもりだったのか？」

  

  「話せばあなたはご自分を許せなくなる。呪縛など関係なく産で

  

  命を落とす事はまれでありませんからすべて隠し通せる」

  

  こんな時でも乱れる事もなく平然と話す猫猫に腹が立ってきた。

  

  「莫迦な事を申すな！そのような事を簡単に言うでない！！

  

  おまえを死なすために娶ったわけではない」

  

  「・・・・・・」

  

  新帝の思ってもいなかった怒りに猫猫は戸惑う。

  

  「おまえは俺の気持ちなどどうでもいいのだ？」

  

  「そのような事は・・・」

  

  「もし、本当におまえを失うような事になったら俺は・・・・

  

  死ぬ事も出来ず子供の為に生きねばならない。愛しい者が居ない

  

  世界で絶望の中生き続ける事がどれ程辛い事かおまえは

  

  分からないのか？」

  

  「それでもわたしはあなたに死んでほしくないのです」

  

  「おまえは勝手な女だな！」

  

  「ええ、勝手ですよ。いい加減、わたしなど止めればどうですか？」

  

  「それが出来るくらいならこんなに苦しむ事もない。

  

  それにようやく捕まえたんだ。絶対手放すものか！」

  

  「粘着質は健在ですね」

  

  「先に惚れた俺の負けだ」

  

  悔しそうに笑う。

  

  「頼む！もう二度と俺に隠し事は止めてくれ。一人で何でも抱え込むな。

  

  支える為に俺は居るんだ」

  

  猫猫を抱きしめる体が震えている。

  

  「分かりました」

  

  自分が相手を思う以上に大切に思われている。

  

  心底この方は特殊趣味だ。

  

  こんなわたしをこんなにも愛してくれているのだから。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４５（切ない編）

  宝蔵

  

  東の宮の入り口には頑丈そうな刑部の門番が二人立っていた。

  

  それを見ただけで馬良が委縮している。

  

  

  古い文献だけでなくその名の通り宝玉をはじめ世界から贈られた品々等

  

  保管されている場所で皇族以外が入れる場所ではない。

  

  三重塔で兎に角だだっ広い。

  

  この中に探し物があれば良いのだが

  

  あるかないかわからないものを探すのは至難の業だ。

  

  

  暫くして羅漢がやってくると空気が一変した。

  

  ああ、心底雀が羨ましい。

  

  ただでさえ他人と居るのは苦痛なのに

  

  あろうことかあの漢大尉と同じ空間に居るなどあり得ない。

  

  馬良は胃痛と必死で戦っていた。

  

  周りを伺うと父と馬閃は我関せず、黙々と作業をしている。

  

  どういうわけか自分のすぐ近くで漢大尉が資料を広げて眺めている。

  

  さっき場所を移動したのにまた近くに居るのはわざとか。

  

  そんな雑念のせいで集中できない。

  

  

  遠巻きに高順が二人の様子を見ている。

  

  長子だからと期待をかけすぎた為か馬良は気が弱すぎる。

  

  あの顔色からすると胃がキリキリと痛んでいるのだろう。

  

  嬉々とした雀と娶わせたのは幸いだった。

  

  馬閃はその点は心配する必要がないが

  

  少しばかり思慮が足りない。

  

  親とは悩みの尽きぬものだ。

  

  

  羅漢に目線を移すとこれがまた奇妙だった。

  

  ニヤニヤ笑ったかと思えば厳しい表情になり、まるで百面相でも

  

  しているようだ。

  

  変人である事は周知の事実だが範疇をゆうに超える。

  

  普通の見え方で見ていないのだろう？

  

  前皇帝すら手出し出来ない羅の現当主。

  

  誰かに畏怖の念を抱いた事は未だない。

  

  もしそんな事があるとすればそれは漢大尉だろう。

  

  次元が違い過ぎる。

  

  絶対敵に回したくない人物だ。

  

  

  羅漢が突然大声で笑いだした。

  

  馬良は心臓が止まりそうな顔をしている。

  

  あの馬閃さえ顔を引き攣らしている。

  

  雀は興味津々の顔で見ている。

  

  「漢大尉殿？」

  

  「いや、あまりに可笑しくて我慢できず、申し訳ない」

  

  「・・・・・・」

  

  雀以外は嫌な汗をかいている。

  

  「やんごとなき方々が羅をこれ程恐れているとは・・・」

  

  「巳の一族だって捨てたものではないのですが」

  

  「雀・・・」

  

  変人相手に何を言う！？

  

  「一応場を和まそうとしたのですが」

  

  こんな状態でそれは無理だろう。

  

  

  「真面目な馬の一族にしては愛嬌のある女を嫁にしたようですな」

  

  嫌味なのか冗談なのか分からない事を言いながら笑う。

  

  「もしかして雀は褒められているのでしょうか？」

  

  この不毛なやり取りはいつまで続く・・・。

  

  変人同士気が合うのだろうか？

  

  雀以外は無視して作業を続けた。

  

  多分、一日二日で終わる作業でない事は

  

  此処にいる人間は分かっていた。

  

  

  「馬良、馬閃、雀、お前たちは休憩と食事を取って来なさい」

  

  「父上はどうなさいます？」

  

  「おまえたちが帰ってきたら交代で行くので気にしなくともよい。

  

  漢大尉殿も一緒に行かれては？」

  

  「わたしの事はきになさらず」

  

  馬良と馬閃はホッとした顔をした。

  

  一緒になどとてもじゃないが食べた気がしないだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４６（切ない編）

  「漢大尉殿、何か気づかれたのでは？」

  

  三人が居なくなると高順が声をかける。

  

  「いや、大した事ではありません」

  

  あの何かを企んでいる表情だ。

  

  「・・・・・・」

  

  「何故、此処に阿修羅像があるのだろうと思っただけです」

  

  「阿修羅像？」

  

  羅漢は並べられた一体を指で差した。

  

  ひとつだけ神々しいとは言い難い仏像らしいものが

  

  一段上に飾られている。

  

  仏像と言えば神々しく慈しみを込めた優しい面差しだ。

  

  それなのに羅漢が言うそれは異質に見える。

  

  文献に夢中になり気づかなかった。

  

  もしや『羅の一族』の守り神では？

  

  「臣下に下った時に忠誠の証として差し出したものかも

  

  しれませんな」

  

  「やはりあの者の話に辻褄が合っているようです」

  

  「しかしまだ確実とは言えませんな」

  

  その通りだ。

  

  まだ可能性が高まっただけだ。

  

  

  「昔から木を隠すなら森にという言葉がありますが

  

  何かのはずみで例えば勉強好きな文官などが

  

  偶然、それを見つける可能性も否めませんな」

  

  だからこそ猫猫は宝蔵を探せと言ったのだ。

  

  あの聡い小猫には昔から驚かされる。

  

  あの頃から若い娘のそれではないと思っていた。

  

  

  「・・・・・・どうもあれが気になりますな」

  

  羅漢は先ほど見つけた仏像に近づいた。

  

  羅の一族は信仰深いわけではない。

  

  忠誠の証として贈ったとしても大した痛手ではない。

  

  形だけの忠誠を示したのか？

  

  いや、それを気づかぬ皇帝ではあるまい。

  

  何かを探すかのように仏像を触る。

  

  「天罰が下りますぞ」

  

  「高順様はそんな事を信じておられるとは全く意外ですな」

  

  可笑しそうに笑った。

  

  「しかし・・・・・」

  

  「本当にあると言うならとうの昔に当たっております故これ以上は

  

  ありますまい」

  

  心なし切なそうな顔をする。

  

  相貌失認の事を言っているのか他の違う事を言っているのか

  

  分からないがこの男にもそんな感情はあるのかと思った。

  

  修羅の如き男でも人間の違いないのか。

  

  

  そんな事を考えていると羅漢が何かを見つけた。

  

  仏像の背中が開くようになっていて古い紙らしいものが出てきた。

  

  何度か折られているので破れない様に慎重に開いた。

  

  

  「これが作られた時期や経緯が書かれたものでしょうか？」

  

  「いや、違いますな。これは私どもでは理解できない代物のようです」

  

  「と言われれますと？」

  

  その紙にはよく分からない文字の羅列があり暗号のように見えた。

  

  「叔父貴か猫猫なら分かると思いますぞ」

  

  そう言うといつものあの嫌な笑いを浮かべる。

  

  この時点でこれが何であるか羅漢は気づいていたようだ。

  

  そしてそれは自分たちが探していたものであるという事も。

  

  それを聞いた馬良はこれ以上関わらなくていい事に安堵し、

  

  馬閃は自分がいない間に見つけられた事に落胆、雀も少なからず

  

  しょんぼりとしていた。

  

  「これをすぐに皇后さまに見て頂きましょう」

  

  五人は宝蔵から漸く出る事が出来た。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４７（切ない編）

  「皇后さま、これが何を意味するものであるか

  

  ご存じでしょうか？」

  

  高順は阿修羅像から出てきた古めかしい紙を渡した。

  

  怪訝そうに見ていた猫猫は一瞬ニヤリと笑った。

  

  「俺にはさっぱり分からないが」

  

  新帝は首をかしげる。

  

  「漢大尉殿が皇后さまか羅門殿であれば

  

  分かるはずだと言われました」

  

  「これは遺伝に関する事が書かれているのです。

  

  キイロハツカネズミは特殊な遺伝があります。それは致死遺伝子と言われ

  

  優性遺伝子が二つ結合しても形を成す前に致死させる仕組みで

  

  僅かですが人間もその致死遺伝子が働く事あります。

  

  大抵は肌の黒い人種ですがごくまれにそれ以外の人種にも

  

  現れる事があると聞いた事があります」

  

  「もっとわかりやすく説明してくれないか」

  

  「羅の一族もおそらくその遺伝子を持っているものがいて

  

  それによって亡くなった人が何人か居たとしたら呪いだと

  

  受け取っても不思議ではないでしょう。

  

  でも過去にそれを同じように突き止めた人が居て

  

  呪縛を解こうとしたけれどその事実を何かの理由で

  

  公表できず考えた挙句、阿修羅像に隠した。

  

  誰かが見つけてくれる事を信じて」

  

  「り患した者は一体どのような症状が出るのだ？」

  

  「遺伝性の貧血ですが、慢性的な多臓器障害が起こります。

  

  今の医学では成人する前に亡くなるケースが多いでしょう。

  

  誰かが羅の呪縛に結び付けた」

  

  「それは一体誰なのだ？」

  

  「それはわたしにもわかりません。ただ伝承は十年や二十年では

  

  出来るものではありません。おそらくはこの国を建国させる時に

  

  それを思いついた者が居たのでしょう」

  

  「百年以上前に作られた伝承に俺たちは翻弄されていたと言うのか？」

  

  信じられないと言う顔の新帝。

  

  「その伝承は少しずつ変わっていった。それは多分、羅の一族の力を弱める為に

  

  女は自分の代わりを産むと亡くなると言う噂を流した。そうする事で女は安易に

  

  子を持つこともない。一族を黙っていても減らす事が出来る。

  

  でもそんな時、強い特性を持った者が現れ、事は上手く運ばず

  

  今に至ると言う所でしょうか」

  

  猫猫は少し興奮気味話した。

  

  ようやく霞んでいた目の前はすっきりした。

  

  「流石は皇后さま！」

  

  雀は尊敬のまなざしで猫猫を見る。

  

  「おまえは本当に何というか・・・呆れた奴だな」

  

  言い表す言葉が見つからない。

  

  「他に言いようがないのですか？」

  

  こんなくだらない伝承のせいでどれだけの人間が破滅していったのだろう？

  

  かくいうわたしもその一人だ。

  

  これで上手くいけば良いが百年近く続いた伝承はそんなに簡単に

  

  消えてはくれないだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４８（切ない編）

  その夜　帝邸

  

  「明日には義兄上が帰国されると連絡が入った」

  

  「それは何よりです」

  

  結局無駄足になってしまったが仕方ない。

  

  それより花琳様に早く話して差し上げたい。

  

  お辛い半生を送られてきたのだから早く解き放ってあげたい。

  

  そして人生をやり直して頂きたい。

  

  叔母上・・・。

  

  「大丈夫か？顔色が良くないが」

  

  「少し気が抜けたというか・・・。気が緩みました」

  

  猫猫は倒れ込むように新帝に体を預けた。

  

  無理もない。

  

  今まで羅の呪縛にずっと立ち向かってきたのだ。

  

  緊張が一気に解けて脱力したのだろう。

  

  

  

  しかし、未だ疑問が残る。

  

  猫猫より前に紙の持ち主でない誰かが呪縛を調べる事は

  

  なかったのだろうか？

  

  聡明な人間は多くいたはずなのに

  

  それをしなかったのは何故だ？

  

  

  「壬氏様、羅の特性をお忘れですか？自分の興味のないものには

  

  無関心であるという事を。それが例え生死に関わる事であっても

  

  同じでしょうね。まして特性の持たない者はそんな事どうでもいい」

  

  羅の者はやはり理解できない部分が多い。

  

  しかし、この猫猫はその中でも異色だ。

  

  多少のずれはあるが、普通の思考も持ち合わせている上

  

  特性も備わっている。

  

  以前、羅の一族には女も居たと聞いた事がある。

  

  猫猫にも十分その資質はあったはずだ。

  

  本人は面倒を理由に受理はしないだろうが。

  

  俺が猫猫を妻にしたのは好機だったと言える。

  

  百年近く続いていた対立を治め、強固な絆を持つ事が出来た。

  

  これにより国内の安定は確固たるものになるだろう。

  

  

  

  翌日

  

  羅半は新帝に帰国の報告に参上した。

  

  三番（サンファン）と花琳（ファリン）中には入らず

  

  外で控えていた。

  

  数か月の諜報はさすがに堪えたのか少し窶れて見えた。

  

  「義兄上、長きにわたり国の為に働いて頂いた事深く感謝いたします」

  

  「とんでもございません。お役に立てず心苦しい限りでございます。その代わりと

  

  言っては何ですが財務も預かる身として今よりも勉強してくれる商人を

  

  何人か見つけて参りました」

  

  転んでもただでは起きない男だ。

  

  「それは有難い。落ち着いてから詳しくお聞きしましょう。

  

  ますは体を休めてください」

  

  「ありがとうございます」

  

  深く礼を取る。

  

  「ついては花琳殿をわが家に迎えて宜しいでしょうか？」

  

  「無論、異存はない」

  

  「ありがたき幸せにございます」

  

  「十分休養を取ったらお会いしたいと伝えてください」

  

  ずっと黙っていた猫猫が心配そうに言った。

  

  「必ずお伝えいたします」

  

  とりあえず誰も傷つくこともなく命を落とす事もなかった事は

  

  本当によかった。

  

  呪縛の件は簡単に羅半に話したが直接話がしたい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車４９（切ない編）

  数日後、猫猫はやっと花琳と話す機会が持てた。

  

  「花琳様、あなたのおかげで羅の呪縛を解くことが

  

  出来ました。感謝してもしきれません」

  

  以前、玉葉妃に言われた言葉と同じだ。

  

  あの時、このような人生を歩もうとは夢には思っていなかった。

  

  同時に思い出すのは水蓮様の言葉

  

  『尊い生まれとかで区別しないで。人生は何が起こるか

  

  分からないわ』

  

  水蓮様はその頃から先を見据えておられたのだろうか？

  

  「わたしは何もしていません。それどころか勝手に皇后さまを

  

  妬んで最初に知っている事を話せば・・・」

  

  申し訳なさそうに謝罪する。

  

  「気になさないでください。本当は諦めかけていたのです。

  

  あなたが声をかけてくれたからただ漫然と受け止めるだけでなく

  

  抗おうと決めたのです」

  

  「とんでもございません。わたしの方こそ絶望から救って頂きました。

  

  それだけでなく羅半様から優しい言葉をかけて頂いて

  

  夢をみているようです」

  

  「本当によくぞ生きていて下さった。あなたと出会う事が出来て本当に

  

  嬉しいです。これからも度々会って頂けたらどれほど心強いか」

  

  「ありがとうございます」

  

  花琳の瞳からとめどなく涙が溢れてきた。

  

  生きているか死んでいるか分からない生き方をしてきた。

  

  自ら自分を傷つけたことも一度や二度ではない。

  

  それでも死ねなかった。

  

  いや、死ななくて良かった。

  

  

  その夜帝邸

  

  「そうか、花琳殿は義父上の邸に身をよせるのだな」

  

  「はい。もう流浪する事もないでしょう。幼い子たちもいるので

  

  居て下さったら助かると思います」

  

  「今まで随分つらい思いをされてきたのだ。是非ともこれからは

  

  穏やかに暮らして頂きたいな」

  

  「そうですね」

  

  猫猫はじっと新帝の顔を見る。

  

  「あなたは本当に優しい方ですね」

  

  「年は近いがおまえの叔母上だろう」

  

  「あなたは誰に対しても慈悲深い方です」

  

  「おまえにそんな風に褒められると調子が狂うな」

  

  照れ笑い。

  

  「瑞月様」

  

  猫猫が二人で居る時にこの名で呼ぶのは何かある時だ。

  

  一瞬にして壬氏は表情を強張らせる。

  

  「・・・・・もし、わたしの推察が誤っていて呪縛が本当だったら

  

  子供たちをお願いします」

  

  「何を言う！」

  

  「呪縛でなくとも産で命を落とす女も少なからずいます」

  

  「くだらない事を言うな！」

  

  「絶対はないのです。もしわたしが居なくなったら

  

  あなたに似合う方を妻に迎えて下さい」

  

  「おまえはまだ分かっていないのだな。何度言えば分かる。

  

  俺の妻はおまえしかいないのだ」

  

  「ですが・・・」

  

  「大丈夫だ！何もかもうまくいく！！帝の俺が言うのだから絶対だ」

  

  猫猫の不安は理解できる。

  

  どうしたら取り除いてやれるのか。

  

  「俺の言う事を信じられないのか？」

  

  「いいえ」

  

  「おまえらしくもない。随分と弱気なのだな」

  

  「あなたのせいです。失う事がこんなにも恐ろしいと思わなかった」

  

  「俺が絶対そんな事にさせない！心配するな」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車５０（切ない編）完結

  羅の本家

  

  「本当は金輪際あなたの顔など見たくなかった。

  

  しかし、年の離れた妹の気持ちを汲んで一言を伝えたくて

  

  此処に来たのですよ」

  

  往生際の悪い父親に羅漢は明らかに怒っていた。

  

  「何度も同じ事を言わすな！わしのあずかり知らぬ事だ」

  

  「たった一言『体を厭われよ』と」

  

  「そんな事言うはずがない！」

  

  「そう思うのは当たり前でしょうな。ほんの少しでも悪いと思うなら

  

  そう言った花琳の気持ちを考えたらよろしかろう」

  

  「そんなはずない！わしを恨んで・・・」

  

  「全く哀れな。花琳ではなくあなたが」

  

  さげすむような眼で見ていたがそのまま帰った。

  

  このまま恨まれてると思わせて苦しませてやればいいものを。

  

  人が良すぎる。

  

  

  

  

  自分の邸に戻ると羅半が慌てた様子で出迎えた。

  

  「義父上、皇后さまが産気づかれたそうです。今、大叔父貴が付き添って

  

  おられるそうです。花琳様を連れて向かわれては？」

  

  年の違わない花琳を叔母上とはやはり言いにくい。

  

  「そうしよう」

  

  「わたしも行ってよろしいのですか？」

  

  「勿論だ。猫猫も心強かろう」

  

  

  帝邸の着くと高順、馬閃、雀達も来ていた。

  

  皇后の出産ではあるが通常なら来ない顔ぶれだ。

  

  個人的に心配して集まってきたのだろう。

  

  此処に居る誰もが呪縛が解かれた事を祈っていた。

  

  苦し気な声が聞こえてくる。

  

  新帝は星河の手を取り扉の前で立っていた。

  

  やはり不安なのだと誰もが察した。

  

  「星、もうすぐおまえの兄弟が生まれる。おまえは兄になるのだ」

  

  幼い星がどれだけ理解できているか分からない。

  

  だが、母親の苦し気な声は届いている。

  

  新帝は星を抱き上げる。

  

  「大丈夫だ。おまえの母は強い」

  

  その言葉は自分のたいする言葉でもあった。

  

  

  長い、星の時はこんなにかからなかった。

  

  道も出来ているはずなのに・・・。

  

  

  一刻ほどして赤子の元気な声が聞こえた。

  

  一同は胸を撫で下ろす。

  

  猫猫は大丈夫だろうか？

  

  

  扉が開いて羅門が出てきた。

  

  「おめでとうございます。公主でございます」

  

  「それで猫猫は？」

  

  「大丈夫でございます。疲れで眠っておられるだけでございます」

  

  一同から歓声が起こる。

  

  「新帝、公主ご誕生おめでとうございます！」

  

  高順と馬閃が駆け寄る。

  

  「ああ、ありがとう」

  

  自然と涙が零れていた。

  

  星はその様子を不思議そうに見ている。

  

  「星、何でもない」

  

  長かった苦しみからようやく解放された。

  

  「よろしゅうございましたな」

  

  羅漢は複雑な表情で言った。

  

  猫猫を失わずに済んだ事は嬉しいが

  

  やはり気に入らない。

  

  元来、父親はそういうものだろう。

  

  「義父上、猫猫そっくりです」

  

  嬉しそうに羅漢に見せた。

  

  「本当ですな」

  

  羅漢の瞳から涙が流れた。

  

  自分の娘が赤子だった頃は会った事はないが

  

  確かに似ている。

  

  星河同様顔が認識できる。

  

  駒でない存在がまた増えた。

  

  娘と暮らす夢は潰えたが同じくらい大切な存在が増えたのだ。

  

  「羅漢様、良かったですね」

  

  横に居た花琳は嬉しそうに言った。

  

  「ああ」

  

  それ以上言葉にならなかった。

  

  ぐちゃぐちゃになったみっともない顔を見せまいと涙を拭うが難しかった。

  

  

  しばらくして猫猫が目を覚ました。

  

  新帝だけ中に入る事が許された。

  

  「壬氏様」

  

  声が弱弱しい。

  

  予想外の難産だった。

  

  「娘を産んでくれてありがとう。おまえに似て可愛い子だ」

  

  随分、泣いたのか目は真っ赤だった。

  

  「あなたたちの爸爸は泣き虫ですね」

  

  嬉しそうに猫猫は笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  狂いだした歯車（切ない編）後日談

  羅の呪縛騒動から数か月後

  

  帝邸から少し離れた中庭に帝達は来ている。

  

  新帝は息子の星河の手を繋ぎ、猫猫は胸に香月を抱いている。

  

  気を遣い少し離れた場所で高順と馬閃が不備がないように

  

  周囲に気を配っていた。

  

  「桜には少し早かったようだな」

  

  植えられていた桜の蕾はまだ硬い。

  

  ようやく時間を作って出かけられたと言うのに

  

  新帝は残念そう言った。

  

  「そうですね。でも子供たちは嬉しそうです」

  

  星河はいつの間にか一人で木々の周りを歩き回っている。

  

  子供の成長はこんなにも早いものかと

  

  二人は驚く。

  

  「この間まで歩くのもおぼつかなかったが」

  

  「侍女たちが怪我をさせぬよう気にかけてくれてますが

  

  到底無理だと思います」

  

  「多少の怪我はしたかあるまい」

  

  いつからか二人の会話は子供の事ばかりになっていた。

  

  「星はやんちゃですが良いお兄ちゃんですよ。香月の事は

  

  頑張って世話をしようとしてくれて」

  

  「そうか。仕事でちっとも垣間見る事も出来ずすまないな」

  

  「いいえ、あなたのお仕事はこの国の民の命を預かって

  

  おられるのです。子供たちはわたしに任せて下さいませ」

  

  「こんな日来るとは思わなかった」

  

  感極まって瞳が潤む。

  

  「壬氏様？」

  

  「俺はずっと夢見ていたこんな風におまえと子供たちと

  

  穏やかに過ごしたいと思っていた」

  

  「わたしはずっとあなたの傍におります」

  

  「ああ、ありがとう」

  

  「あなたは本当に・・・、星が見ていますよ」

  

  「みっともない父の姿ばかり見せては笑われるな」

  

  零れそうになった涙をグッと拭った。

  

  「でもそんなあなただからこそわたしは愛おしい。変わらないで下さいませ」

  

  猫猫は嬉しそうに笑った。

  

  自分が選んだ道は間違いではなった。

  

  「分かった。では俺からも一つだけ言わねばならぬ事がある」

  

  「はい」

  

  「俺より先に逝ってはならぬ」

  

  「それは無理でございます」

  

  「おまえが居なくては俺の生きる意味が皆無だ。何が何でも

  

  俺より長生きしろ。なんなら世界中から霊薬を集めてやる」

  

  「あなたは・・・・、いつまで経っても子供のようですね」

  

  「それはおまえの前だけだ」

  

  顔を赤くして拗ねる。

  

  「分かりました」

  

  

  玉葉后の息子にである東宮に帝位を譲るのは

  

  あと十数年後となるが、その後は政権から退き二人は紆余曲折を経て

  

  穏やかな人生を送る事となる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１）

  「仔空(シア)、待ちなさい」

  

  母親だろうか、小柄で痩せた女が五歳くらいの男の子を

  

  追いかけていた。面白がって男の子は逃げ回っている。

  

  胸には同じくらいの女の子を抱いていた。

  

  「どうしてじっとしてられないにの！月鈴（ユーリン）は

  

  そんな事しないのに」

  

  「それくらいの年の男の子がじっとしていたらそれこそ心配よ」

  

  近くの見知らぬ中年女性が慰めてくれた。

  

  確かにそうだが母親としてはそうも言ってられない。

  

  二人を抱えて生きてきた。

  

  母でもあり父の役割も果たさなければならないが

  

  後悔は微塵もない。

  

  

  

  ずいぶん昔、まだ猫猫と呼ばれていた頃の事を思い出した。

  

  『もしそんな事になったら腹に針を刺します。そのせいで何十人の人間が

  

  死ぬ事になるのならそうしますよ』

  

  阿多様に言った言葉は今でもはっきり覚えている。

  

  でも出来なかった。

  

  大きくなっていくお腹を見ていると不思議に母性のような感情が

  

  深まってきた。

  

  自分も普通の女だったのだと思った。

  

  その時思い出したのはあの女（鳳仙）だった。

  

  同じ轍は踏まないそう思っていた。

  

  自分は何かに流されるような事は絶対しない。

  

  それなのに・・・・

  

  明日で良いそんな気持ちが続いて決心がつかなかった。

  

  時はむなしく過ぎていく。

  

  

  交わした契りを無かった事にしたくなかった。

  

  あの方に愛された事を愛した事を忘れたくなかった。

  

  何より証が欲しかった。

  

  

  胎動を感じるようになると胎児は二人いる事が分かった。

  

  誰かに気付かれるわけにはいかない。

  

  諦める事はもう出来なかった。

  

  選択肢は一つしかなかった。

  

  両方は望めない。

  

  ならばすべてを捨ててわたしが消えるしかない。

  

  

  

  三度目の里帰りの時だった。

  

  おやじは多分わたしの異変に気付いていた。

  

  だけどそれを追及しなかった。

  

  このまま身を隠せばおやじたちに迷惑がかかる。

  

  だが、今しか好機はない。

  

  まだ動けるうちに行動しなければ・・・。

  

  

  「おやじ、ちょっと買い物に行ってくる」

  

  「気を付けるんだよ」

  

  いつものように朗らかに送り出してくれた。

  

  「分かった」

  

  さようなら、元気で。

  

  心の中でそう言った。

  

  「猫猫、わたしはいつもおまえを見ているよ」

  

  その言葉で心の中の言葉が伝わったのだと思った。

  

  何も言えずそのまま家を出た。

  

  自然と涙が零れた。

  

  その足で緑青館に向かう。

  

  昼だと言うのに賑わっている。

  

  此処には昼も夜もないか

  

  ただあるのは欲望と嘘だけだ。

  

  姐ちゃん達に最後に会いたいが仕方ない。

  

  此処を出ない限り逃げおおせない。

  

  わたしはある人物に此処を出る為の手はずを頼んでいた。

  

  一刻も早く合流しなければ・・・。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２）

  脱国の手伝いなどと物騒な事を

  

  引き受ける物好きなど居るとは思っていなかった。

  

  それは二度目の里帰りの時だった。

  

  意外にも子翠から声をかけてきたのだ。

  

  『猫猫、久しぶり！』

  

  『なんでこんなところに！？』

  

  生きていたのか？

  

  いや、それより今度は何を企んでる？

  

  まだ暗殺を諦めてないのか？

  

  『色々あってね』

  

  確かにそうだろうな。

  

  『猫猫、もしかして身ごもってるの？』

  

  多分、血の気の引いた真っ青な顔をしていたと思う。

  

  『そんなわけ・・・』

  

  『隠しても無駄だよ。わたしも経験あるし』

  

  帝の御渡りが何度かあったのだから

  

  そういう事があっても不思議ではないだろう。

  

  『もしかして月の君の・・・・』

  

  『・・・・・・』

  

  子翠は誰の子どもであるかも気づいていた。

  

  わたしの話を聞いて次の里帰りに脱国を手伝ってくれる事になった。

  

  普通ならすぐに信じられない話だが

  

  切羽詰まった状態で決行することにした。

  

  

  

  「あんた、こんなとこでウロウロしてヤバいだろう？」

  

  「平気、平気。化けるの得意だし」

  

  「それにしたって・・・」

  

  「狸の恩返しとでも思ってくれたらいいよ。

  

  これのおかげで命拾いしたんだし」

  

  懐から粘着質から貰った簪を取り出しちらりと見せる。

  

  どうやら撃たれた時に偶然簪に当たって難を逃れたらしい。

  

  わたしの涙を返せ！

  

  悪びれる様子もない。

  

  「子・・・」

  

  思わず名前を言いそうになる。

  

  「わたしは玉藻っていう事になってるから前の名前はやめてね」

  

  いたずらっぽく笑う。

  

  確かに桜蘭とも子翠とも呼べないが・・・。

  

  「どうやって入ったの？」

  

  入国はかなり厳しいはず、罪人がそう簡単に入れないだろう。

  

  周りに聞こえないような小さな声で聞いた。

  

  「あの時、港に流されて漁師に助けられて気に入られてね、娘という事にして

  

  何度か連れてきてもらってるの」

  

  人なっこい子翠だからこそ出来る事だな。

  

  「さすがに姉さまには会えないけどね」

  

  「阿多様の所に居るが監視下に置かれてる。会うのは無理だろうな」

  

  「元気でいてくれたらそれで良いよ」

  

  生きて会う事は難しいだろう。

  

  多分、それは子翠が一番分かってるはずだ。

  

  「色々話したいけどとりあえず此処を出てからね」

  

  発覚したらただでは済まない。

  

  出来れば誰も巻き込むような事はしたくなかったが

  

  一人では目立ちすぎる。

  

  荷台に隠してもらうつもりでいたが

  

  検められた時の為にもう一つ手を打っておくことにした。

  

  「猫猫も化けるの得意だよね」

  

  「あんたほどじゃないけどね」

  

  上手く逃げ切れるだろうか？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３）

  「玉、おまえの知り合いは随分と具合が悪そうだな」

  

  玉藻が身を寄せてる義父は荷台に横たわる少女を見て

  

  心配そうに聞いた。

  

  行きと帰りで人数が違えばすんなりとは

  

  通してくれないだろう。

  

  仕方なく死の病に侵された女を演じる事にした。

  

  顔や体に発疹を書いてそれらしく見えるようにした。

  

  「あの子ね、もう先がないんだ」

  

  「ええ！？おまえと変わらない娘だろう？」

  

  「うん。重い病で治る見込みがないと医師から匙を投げられて」

  

  思わず涙ぐむ。

  

  後で聞いていた猫猫は息をするように嘘が出てくるが事に呆れた。

  

  狸というよりは詐欺師だろうと思った。

  

  「それであの子の故郷に連れて行ってあげようと思ったんだ」

  

  「おまえは本当に優しいな」

  

  「友達だから当然だよ」

  

  友達？

  

  いや、顔見知りだろう。

  

  いつから友達になったんだ？

  

  「爸爸、勿論、助けてくれるよね？」

  

  こいつ本当に小悪魔キャラだな。

  

  「ああ、可愛い娘の為なら当然だ」

  

  

  出国する時、案の定止められた。

  

  「人数が合ってないようだが？」

  

  守衛らしい男が鋭い目つきで

  

  馬車を覗き込む。

  

  「そんな固い事を言いなさんな」

  

  「そういうわけにはいかん」

  

  「この娘を見れば分かるだろう？こんなに若いのにもう長くない。

  

  せめて故郷で最期を迎えさせてやろうと思うのはそんなに

  

  いかんことなのか？」

  

  語気を強めて詰め寄る。

  

  漁場の男だけあって威圧感が半端ない。

  

  「しかし・・・・」

  

  「仕事熱心なのは結構だがたまには気晴らしでもしたらどうだ？」

  

  義父はいくらかの銀を布に包んで守衛の男の懐に素早く押し込んだ。

  

  意図を察したようで行くように顔で合図した。

  

  

  さすがの子翠も少しほっとした顔をした。

  

  義父は可笑しそうに笑う。

  

  「誰だって銀には弱いもんだ」

  

  猫猫は一気に緊張が緩んでいくのが分かった。

  

  この先は検め所はない。

  

  もう大丈夫だ。

  

  

  それよりここまでしてもらって何を返せばいいだろう？

  

  対価が思い浮かばない。

  

  まかり間違えれば罪人になる可能性があったのだ。

  

  そんな危険を冒させてどう返せばいい？

  

  

  遠のいていく外門を見ていると

  

  急に現実に引き戻される。

  

  もう引き返さない。

  

  もう此処に戻る事は出来ない。

  

  いつか国を出たいと思っていたのに

  

  こんなにも心が苦しくなるなんて・・・。

  

  

  狭い鳥かごから抜け出せたんだ。

  

  前を向こう。

  

  この子たちの為にも。

  

  猫猫は愛おしそうに腹を撫でた。

  

  その時、反応するかのように胎動を感じた。

  

  きっと分かっているのだ。

  

  その不安を消そうとしてくれている。

  

  この選択をわたしは後悔しない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（４）

  外廷

  

  「猫猫が帰って来ないだと！？」

  

  瑞月は馬閃からそう報告を受けて思わず聞き返した。

  

  「元々三日の予定だったと聞いております。しかしながら

  

  三日を過ぎても帰って来ません」

  

  「今まで一度もそのような事は無かった。何か事件にでも

  

  巻き込まれたのか？」

  

  「・・・・それが養父に確認致しましたがおかしな事を言うのです」

  

  「おかしな事？」

  

  「猫猫という娘など居ないと言うのです」

  

  「羅門殿がか！？」

  

  信じられない。

  

  「それだけではございません。緑青館にも行って来ましたが

  

  其処でも猫猫など知らないと言うのです」

  

  「そんな莫迦な事があるか！」

  

  「わたしも理解できず、漢大尉殿にも聞いてみました。

  

  あろうことか大尉殿までが同じことを言ったのです」

  

  まるでキツネにでも化かされたような話だ。

  

  何故だ、嫌な予感がする。

  

  すぐにでも確かめなければ取り返しがつかない

  

  そんな気がする。

  

  「もうよい！私が自分で確かめに行く！！」

  

  「瑞月様！」

  

  馬閃は必死で引き留めようとしたが無駄に終わった。

  

  

  ああ、どうしてこの方はあの娘の事になると

  

  自制が利かなくなってしまうのだろう。

  

  多少利口ではあるがそれ程価値ある者とは

  

  思えないのだが。

  

  

  

  

  「このようなあばら家に何用でございますか？」

  

  このような場所で猫猫は育ったのか？

  

  予想以上に治安が悪そうだ。

  

  裏路地に連れ込まれそうになったという話を思い出し

  

  寒気がした。

  

  老婆のような羅門はさほど驚く様子もなく

  

  穏やかな口調で言った。

  

  「羅門殿、猫猫の行方をご存じありませんか？」

  

  きっと馬閃の聞き方が悪かったのだ。

  

  だから要領を得ない答えが返ってきたに違いない。

  

  「猫猫ですか？」

  

  しかし、期待はあっさり裏切られる。

  

  「あなたの娘の猫猫です」

  

  「宦官のわたしに娘などいるわけありません」

  

  「！！」

  

  悪い夢でも見ているのか？

  

  家の中を見渡すが猫猫が此処に居た形跡は何処にもなかった。

  

  まるで本当に猫猫が存在しなかったように見えた。

  

  瑞月は倒れそうになりながら次に緑青館に向かった。

  

  やり手婆とも三姫とも面識がある。

  

  きっと違う答えが返ってくるはずだ。

  

  「私を覚えているだろう？二年ほど前猫猫を身請けした壬氏だ」

  

  「申し訳ございませんが何かの御間違いではございませんか。

  

  此処には猫猫という名の娘など誰も知知らないと思いますが」

  

  「何を言う！私は確かに・・・」

  

  「そう言われましても」

  

  困ったような顔で首を傾げる。

  

  其処に三姫の一人が通りかかった。

  

  「確か梅梅殿と申されたか。猫猫は・・・」

  

  「申し訳ございませんが存じません。多分、白鈴も女華も

  

  同じだと思いますが」

  

  冷たい目だった。

  

  というより拒絶している目だ。

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（５）

  そのような目で見られるとしたら一つだけ思い当たる事がある。

  

  それは多分、猫猫の事に違いない。

  

  しかし私は猫猫を傷つけるような事はしていない。

  

  何か誤解があるのだろうか？

  

  

  気が進まないが非番の羅漢邸に向かった。

  

  娘を何より大切の思っている男なら何か知っているかもしれない。

  

  「これはこれは月の君いや、華瑞月様でしたかな。何用でございますかな？」

  

  相変わらず嫌な男だ。

  

  「猫猫は何処にいる？」

  

  「はて？猫猫とは誰の事でございますか？」

  

  「何を言っている！？おまえの娘の猫猫だろう」

  

  「私に娘などおりません！」

  

  この男までが何故こんな事を言う？

  

  「何を隠している？何故そのような見え透いた嘘をつく！？」

  

  「そう思われるなら此処を家探しでも何でもしたらどうです？」

  

  「瑞月様に何という無礼を！！」

  

  馬閃は今にも殴り掛かりそうだった。

  

  主人を莫迦にされているのだから当然であるが

  

  手を出しては処分対象になってしまう。

  

  「馬閃、手を出すな！！」

  

  「しかし！」

  

  「そこまで言うのなら此処にはいないのだろう」

  

  一体どうなっているのだ？

  

  猫猫の親しい者たち全員が猫猫の存在を否定するとは。

  

  全ての者たちが猫猫の失踪に関わっているのか？

  

  だから口を噤んでいるのか？

  

  それより何故、猫猫は私の前から消えたのだ？

  

  

  ようやく通じ合えたと思ったのだが・・・。

  

  

  

  数か月前（回想）

  

  『以前、申した通り私にとって壬氏様は壬氏様なのです』

  

  『その言葉を聞いて私は安堵したのだ。おまえが私の本当の姿を知ったら

  

  どう思うであろうと考えると恐ろしかったのだ』

  

  『やんごとなき方の事情は分かりませんがそのような事は

  

  どうでも良いのです。わたしが今まで見てきたものすべてが真実なのですから。

  

  あなたがご自分を傷つけてまでわたしの事を考えて下さった。

  

  愛など知らなかったわたしにかけがえのないものを教えてくれたのは

  

  あなたなのです。だからこそあなたを受け入れたいのです』

  

  私とて男だからすぐにでも繋がりたいと思う気持ちはある。

  

  大切に思っている娘にこのように言われる事は嬉しいが

  

  急かしたくはない。

  

  もっとお互いの想いを深め合いたい。

  

  『無理をしなくともよい』

  

  『無理などしておりません』

  

  『随分、待った。今更少し延びた所で何でもない。

  

  おまえともっと一緒にいて同じものを見たいのだ』

  

  子供にするように頭を撫でる。

  

  

  わたしは大切にされている。

  

  きっと自分が思うよりずっと。

  

  『ありがとうございます』

  

  何故、こんなにもこの人は優しいのだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（6）

  「ふぅ・・・」

  

  子翠は確かめる様に息を吐きだした。

  

  茘（リー）が遠くなっていく。

  

  「案外、肝は小さいな」

  

  揶揄うように言った。

  

  「意地悪い事言わないでよ」

  

  （わたしにはそうは見えなかったよ）

  

  生きるか死ぬかの修羅場は初めてではないだろう。

  

  

  傍に義父が居るのであまり込み入った話は出来ない。

  

  本当に不治の病と信じているようだから

  

  申し訳ない限りだ。

  

  「おまえたちが居るから野宿というわけにもいかんから

  

  今夜はこの辺で泊まるとするか」

  

  この病人化粧（メイク）で泊めてくれる所は

  

  あるだろうか。

  

  そう思っていると子翠が頭から覆うようなベールをかけてくれた。

  

  「これなら大丈夫だよ」

  

  

  

  「玉、俺はちょっと野暮用があってな」

  

  親指で何処かの建物を指す。

  

  女付の飲み屋らしい。

  

  さすがに娘を連れてはいけないだろう。

  

  「うん。分かった。ぼったくられないようにね」

  

  「おまえたちも気をつけてな」

  

  

  

  宿で二人になると堰を切ったように話し始めた。

  

  「あんないい人騙して」

  

  「それは猫猫だって同じじゃない」

  

  「そりゃそうだけど。この先どうするつもり？」

  

  「いつまでも親子ごっこするわけにはいかないとは

  

  思ってる。だけど居心地がよくて中々踏ん切りがつかない。

  

  猫猫こそあてはあんの？」

  

  首を横に振る。

  

  「はあ、無謀な事するね」

  

  「今までもなんとかなってきたから大丈夫」

  

  「猫猫はさあ男心分かってないよ。何も聞かされず消えられたら

  

  どんなに傷つくか」

  

  「だからって壬氏様の傍にずっといるわけにもいかないし、

  

  ちゃんと婚姻してるわけでもないし・・・」

  

  「月の君は安易な気持ちで契りを結んだわけじゃないと

  

  分かってるくせに」

  

  「・・・・・・」

  

  猫猫は辛そうに顔を歪める。

  

  「わたしとは違うんだから。わたしの場合義務で事務的に夜伽を

  

  していただけで、それは帝も同じだと分かっていたし、策略に利用したくなかった。

  

  何よりわずかな情も持てない相手との間に子を持つことなんて出来なかった」

  

  道具として後宮に送り込まれ、好きでもない相手に花を散らした。

  

  きっと悔しかっただろうに。

  

  もっと違う人生があっただろうに。

  

  

  わたしの方がずっと恵まれている。

  

  わたしが玉葉后の敵になりたくないとか

  

  後宮に縛られたくないとか思わなければ

  

  簡単に済んだのに。

  

  壬氏様のためにすべてを捨てる事は出来なかった。

  

  それならせめて夜伽をと思った。

  

  それくらいしか自分には出来ないから。

  

  

  「そんなに好きなら何故逃げ出したの？」

  

  

  「分からない・・・・」

  

  本当に分からない。

  

  何から逃げたかったのか。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（７）

  数日前（回想）

  

  羅門の家

  

  ずっと見てきた猫猫の異変はすぐに気が付いた。

  

  心配をかけまいと普段通りに振舞おうとすればするほど

  

  ぎこちなさが出ていた。

  

  何より毒が好きなあの子が一切毒を試さなくなった。

  

  身ごもる事を考えて毒を抜いていたのだろう。

  

  瑞月様とただならぬ関係である事は随分前から知っていたが

  

  あの子が言うまで知らないフリをする事にしていた。

  

  自分にはきちんと話してくれるそう思っていたのだが・・・。

  

  羅門は寂しさをかみしめていた。

  

  もう此処へは帰って来る事はないだろう。

  

  

  『叔父貴』

  

  いつのまにか羅漢が戸の前に立っていた。

  

  『羅漢』

  

  『言われた通りの返答をしました』

  

  『そうかい。それは助かったよ』

  

  尊敬する羅門の言いつけでなけば絶対言わない言葉だ。

  

  『猫猫が自分でが決めた道を認めてやろうじゃないか』

  

  『しかし、身重ですぞ』

  

  本当ならすぐにでも探しに行きたい。

  

  嫌われていようと関係ない。

  

  愛しい鳳仙が遺してくれた大切な娘なのだ。

  

  『わたしたちが動いては何もかもが無駄になってしまう』

  

  『鳳仙を亡くし、わたしにはもう猫猫しか・・・』

  

  『悪かったね。辛い役回りをさせてしまって』

  

  涙を流す羅漢の肩に触れる。

  

  娘を思う気持ちは同じだ。

  

  二人の父は娘が無事でいる事を祈るしかなかった。

  

  緑青館

  

  『ったく、鳳仙といい。どうしてこんな事になるんだろうね』

  

  やり手婆は頭を抱えた。

  

  あの貴人なら申し分ないだろうにあの娘は・・・。

  

  『もしかして猫猫の事？』

  

  やり手婆の愚痴が聞こえたようで梅梅が聞いた。

  

  『なるようにしかならないくらい分かってるさ。ただ不器用すぎだろう』

  

  『好いて好かれる相手なんて此処じゃ夢のまた夢だものね。

  

  多分、猫猫もあの方を慕ってるはずなのに』

  

  『此処で育ったあの子だからこそ失うのが怖かったのでは？』

  

  話に女華も加わる。

  

  『猫猫は芯が強い子よ』

  

  『生きている上での理不尽さは嫌というほど分かってるから

  

  猶更いつか壊れるかもしれないその考えをどうしても

  

  消せなかった。姐さんさんの事でトラウマも抱えているし』

  

  『まあ、後宮に止め置かれる事も我慢出来なかったのかも』

  

  いつの間にか白鈴も来ていた。

  

  『兎に角、猫猫の話はご法度だよ。隠したと疑われたら

  

  この店はおろかわたしらの命も危ないんだからね』

  

  『・・・・・・』

  

  自分たちの保身だけでなく猫猫の為にも

  

  この嘘は突き通すしかない。

  

  羅漢たち同様大切な妹の無事を願うしかなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（８）

  「最後にひとつだけ確認したい事がある」

  

  猫猫の眼が険しくなる。

  

  ふざけていた子翠も真面目な顔になる。

  

  「茘（リー）に戻ってきた本当の目的は何？」

  

  「それはさっき話したじゃない。ただ養父に付いてきただけだって」

  

  「本当に？」

  

  「・・・・参ったな。本当はこれを猫猫に返したかったから」

  

  壬氏から貰った簪を差し出す。

  

  「いいよ、もう意味ないし」

  

  こんなものを持っていたら思い出してしまう。

  

  それに万が一捕まった時、子翠が生きている事も

  

  知られてしまう。

  

  「今度は猫猫を守ってくれるはずだよ」

  

  「だけどこれを持っていたら・・・」

  

  「心配ないよ。今度こそ見つからないとこに逃げるし

  

  もう此処には来ないから」

  

  翠苓に会う事は諦めたようだ。

  

  もしそれが知られたら離宮にいる翠苓にも良くないのは

  

  十分分かっているはずだ。

  

  すべてを信じていいのだろうか？

  

  まだ壬氏様の事が屑ぶっているいるとしたら？

  

  いや、今のわたしには何も出来ない。

  

  この子たちを守る事で精一杯だ。

  

  

  それにしても結局粘着質の効力は消えないまま戻ってきたか。

  

  嬉しくて悲しい。

  

  不思議な感じだ。

  

  

  「此処で別れよう」

  

  これ以上迷惑はかけられない。

  

  「えっ？なんで」

  

  「二人一緒は危険すぎる。養父が帰ってくる前にわたしは消えるよ」

  

  「そんな危ないよ」

  

  「こんな醜女を襲う物好きはいやしない」

  

  いくら女に飢えた奴でも梅毒とわかる女を襲う事はないだろう。

  

  「猫猫・・・」

  

  子翠の瞳が潤んでいる。

  

  もう会う事もないだろう。

  

  「助けてもらっても何も返せない」

  

  「いいよ。こんなんじゃ返せないくらい色んなもの貰ったから」

  

  人形だったわたしを人間に戻してくれた。

  

  託した子供たちを救ってくれた。

  

  後宮で唯一楽しかったのは猫猫や小蘭と出会えた事。

  

  姉さま以外で初めて楽しいと思えた。

  

  「何もしてあげてないよ」

  

  偶然、助かったけど何もしてあげられなかった。

  

  ただ出来たのは数人の子供たちを救えた事

  

  それだけだ。

  

  

  「玉藻、元気でね」

  

  初めて玉藻と呼ばれた。

  

  これで本当にお別れなんだ。

  

  子翠は完全に消えてしまうんだ。

  

  「猫猫、どんな名前にするつもり？」

  

  「明霞（ミンシャ）かな？似合わないけどね」

  

  少し考えて照れながら答える。

  

  「明霞（ミンシャ）良い名前だね。気を付けてね」

  

  猫猫も同じように猫猫との決別を感じた。

  

  明日からは違う人間として生きていく。

  

  

  お互い複雑な思いを抱えたまま

  

  それぞれの道を歩くことになった二人。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（９）

  一体どうなってる？

  

  悪い夢でも見ているのか？

  

  壬氏は執務室で考えていた。

  

  その前で仕事が滞っている事にやきもきしながら

  

  馬閃が見ていた。

  

  父上はこんな時どう対処せよと申されていただろうか？

  

  壬氏の取り扱いについては幾つか言われていた事を

  

  思い出していた。

  

  ああ、だめだ。

  

  あの娘の事になると打つ手がないと

  

  申されていた。

  

  二人して頭を抱えて考え込むという異様な光景が

  

  しばらく続いた。

  

  

  壬氏が突然立ち上がる。

  

  「瑞月様？」

  

  「少し、気分転換してくる」

  

  「どちらに？」

  

  「あてはない」

  

  「しかし・・・」

  

  「心配ない。すぐに戻る」

  

  

  どうしても猫猫の事が頭から離れない。

  

  心を通わせたと感じたからこそ契りを交わした。

  

  あいつにとって大した事ではなかったのか？

  

  

  

  『ご心配なさる事などありません。避妊薬を飲みました』

  

  『しかし、おまえの体に害があるのではないか？』

  

  『多少の副作用はあるやもしれませんが大事に至るものでは

  

  ありませんよ』

  

  『万が一子が宿る事があっても流します』

  

  『いや、待ってくれ。もしそうなったら必ず私に相談して欲しい。

  

  そのような酷い事をおまえにさせたくない。何より子に罪はない』

  

  『分かりました』

  

  

  まさか、子を宿していたのか？

  

  だから自ら身を隠したのか？

  

  だから羅漢たちはあのような態度を取ったのか？

  

  

  迂闊だった。

  

  何故、気づいてやれなかったのか。

  

  一人苦しんでいただろうに。

  

  軽率な行動のせいであいつを追い込んでしまったのだ。

  

  私に話せなかったのはまだそこまでの関係を築けていなかったと言う事だ。

  

  それが口惜しい。

  

  

  「瑞月様、猫猫が行方不明と聞きましたが」

  

  青ざめた表情の玉葉后。

  

  横には紅娘が侍っていた。

  

  「猫猫？誰の事ですか？」

  

  その言葉に益々顔色が悪くなる。

  

  

  罪人にするわけにはいかない。

  

  それならば羅漢たちと同じようにするしかない。

  

  初めからいない人間なら処罰する必要もない。

  

  

  「本心で言っておられるのですか？」

  

  「本心も何もそのような名は一度も聞いた事はありませんが」

  

  聡明な玉葉后ならこれ以上踏み込んでくる事はないだろう。

  

  自身の保身の為と思われても構わない。

  

  そんな事は大したことではない。

  

  

  壬氏は執務室に戻ると馬閃にある事を命じた。

  

  

  「すべてでございますか？」

  

  躊躇したように確認する。

  

  「なにひとつ残すでない」

  

  「分かりました。すぐに取り掛かります」

  

  一礼すると馬閃は何処かに消えた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１０）

  「瑞月様、何か御用でしょうか」

  

  高順は自分の仕事を自分の息子たちに振り分けて

  

  孫たちとの時間を楽しんでいる。

  

  「おまえにしか頼めない案件だ」

  

  その言葉で察したのか大きなため息をついた。

  

  「小猫の事でしょうか？」

  

  「先ほど馬閃に猫猫の痕跡をすべて抹消を命じた」

  

  「随分と時間がかかる仕事でございますな」

  

  この方は小猫の事になると徹底的にする方だ。

  

  「何年かかってもいい。猫猫を探し出してくれ」

  

  「探し出してどうなさいます」

  

  「・・・・多分、あいつは私の子を身ごもっている。

  

  そうでなければ失踪などするはずがない。今無事でいるか心配で仕方がない。

  

  もしもの事があれば私は生きていけない。なんとしても今一度会って

  

  きちんと話がしたい。しかし公に探せば逃亡した罪で裁かねばならん」

  

  「聡明なあの娘ならもうこの国を出ていると考えるべきでしょうな」

  

  「誰の手も借りずにどんな手段を使ったのか」

  

  「漢大尉殿もも関わってないと言われるのですか？」

  

  「私が話をした限りそうは見えなかった。娘の為ならどのような事もする男だが

  

  今回は猫猫の独断であろう。それは巻き込まない為だろうな。

  

  手を貸したとなればただでは済まない事は火を見るより明らかだ」

  

  

  手掛かりがなさすぎる。

  

  あまりに鮮やかすぎる。

  

  小猫らしい手際の良さだ。

  

  守衛をうまく丸め込んで抜け出したのだろうが

  

  金で言い含められたのであれば自分も同罪になるから

  

  口を割る事は無い。

  

  大体、一日に何百人と門を行き来する全員を調べても

  

  何も出てこないかもしれない。

  

  何年かかってもという言葉からも雲を掴むような話だと

  

  この方も分かっておられるのだろう。

  

  「頼む」

  

  主に頭を下げられては断れない。

  

  「御意。今から取り掛かります。まずは小猫の失踪前後の入出国の記録を

  

  調べ怪しい点はないか探します。その後、出国となると思いますので

  

  許可書の方をお願いいたします」

  

  「分かった」

  

  

  多分、暫くは家を離れなくてはならないだろう。

  

  仕事の内容は家族にも話せない。

  

  また孫とは会えないか。

  

  ようやく懐いてくれたのだが。

  

  仕方あるまい。

  

  

  高順は此処一週間の入出国記録に目を通していた。

  

  予想以上の人数に辟易しそうになった。

  

  大体、本名を書いているかも確かでない。

  

  これ程の人数であればじっくり時間をかけて調べる事も難しいだろう。

  

  

  しかし、見ず知らずの者をこんな短時間で懐柔出来るだろうか？

  

  単身で出る事は絶対有り得ない。

  

  誰かの手を借りたのは間違いないだろうが

  

  如何にして成したのか？

  

  もしやこの中に小猫の知り合いが居たのか？

  

  しかし、小猫はこの国から一度も出た事ないはず。

  

  疑問は湧いてくるが答えは一向に出てこない。

  

  さすがの高順でもあの子翠が関わっていたとは夢にも

  

  思っていなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１１）

  「それでは暫し暇を頂きます」

  

  やはりこれと言った収穫もなく高順は出国する事になった。

  

  「すまぬが頼んだ」

  

  「御意」

  

  礼を取る。

  

  「父上、此方の事は心配ご無用です」

  

  馬閃は少し興奮気味に言った。

  

  「うむ。馬良と共に家と桃美の事を頼む」

  

  何年かかるだろうか？

  

  何かを掴まない限り帰国は出来ないだろう。

  

  

  宮廷内はかん口令が敷かれたように誰一人として

  

  猫猫の名を出す事は無くなった。

  

  下手に口にすれば手を貸したとみなされ

  

  罪問われる可能性もある。

  

  何より瑞月の怒りを買いたくないのが本音でだった。

  

  

  しかし、水面下では勝手な憶測が飛び交っていた。

  

  瑞月が猫猫を秘密裏に抹殺した。

  

  逆に瑞月に嫌気がさして猫猫が逃げ出した等々。

  

  退屈を持て余してる者たちばかりだから

  

  仕方がないかもしれないが

  

  あまりに酷い噂が多かった。

  

  口には出さなくとも悪意は伝わって来る。

  

  しかしながら弁解する事もなく無言を貫いた。

  

  そんなくだらない事はどうでも良かった。

  

  ただ猫猫が自分の元に無事に帰ってきて欲しい

  

  それだけしかなかった。

  

  

  帝は何かと理由をつけては瑞月を呼びつけた。

  

  遠まわしに去った者は忘れて妃を迎えてはどうかと

  

  打診してくるが当然、承諾するわけもなく

  

  ただただ時が流れていく。

  

  

  しびれを切らした帝は脅しとも取れる言い方で

  

  妃を娶り帝になるように言う事もあった。

  

  「その命は死んでもお受けできません。私には既に猫猫という妻が

  

  いるのですから」

  

  「しかし・・・、行方知れずになって何年経つと思っておるのだ？」

  

  「高順がきっと見つけ出して私の元に連れ帰るはずです」

  

  宥めようが説経をしようが頑として首を縦に振らない瑞月に

  

  帝はほとほと困り果てた。

  

  これほど瑞月があの薬師に心酔しているとは

  

  思っていなかった。

  

  こんな事になるなら認めてやればよかったと後悔した。

  

  同時に失踪した薬師を恨んだ。

  

  このままだと瑞月の心は壊れてしまうに違いない。

  

  

  「父上、決して猫猫に手出しはしないで頂きたい。もしそのような事が

  

  あれば私は絶対許しません！」

  

  帝の考えが伝わったのか語尾を強めて言った。

  

  

  まだ、玉葉后の吾子は幼い。

  

  出来れば瑞月に継がせたい。

  

  そう思っても当の本人が頑として拒絶しているのだ。

  

  判断を誤った。

  

  もし、猫猫が生きていなかったら

  

  本当にどうなるか分からない。

  

  

  「おまえの強情は母に似たのだろうな」

  

  そういうと帝は帰った。

  

  

  父のいう事も分かっている。

  

  それでも諦められないのだ。

  

  何を失くしてもいい、猫猫が傍に居てくれれば。

  

  

  猫猫が居なくなって五年が過ぎようとしていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１２）

  「仔空(シア)！」

  

  子供との追っかけっこはまだ続いていた。

  

  男の子だから多少の怪我は仕方ないと思っているが

  

  もし命に関わる事故に遭ったらそう考えるだけで

  

  体が震えて胸が締め付けられる。

  

  親というものはこんな思いをしながら子を育ててきたのだと

  

  今更ながら思い知らされる。

  

  若かった自分なら知りえなかった多くの事を

  

  子供たちは教えてくれる。

  

  「ちゃんと前を見て」

  

  母の言葉も聞こえていないのか

  

  知らない男にぶつかる格好で止まった。

  

  「仔空、謝りなさい」

  

  子供のした事に激高する者も少ないだろうが

  

  質の悪い男でなければ良いが。

  

  子供と一緒に頭を下げる。

  

  「そこまでして頂く事ではありませんよ」

  

  母親はその声に聞き覚えがあった。

  

  穏やかで優しい声。

  

  忘れられないやんごとなき人の傍に居た人。

  

  まさか、そんな事あるはずがない。

  

  恐る恐る顔を上げる。

  

  「！！」

  

  母親の表情が強張った。

  

  男の方も非常に驚いて暫く黙ったままだった。

  

  「・・・・・小猫」

  

  髪は長く伸びて大人びて見えた。

  

  相変らず痩せているが女性らしい丸みが増している。

  

  そんな風に呼ぶ男は一人だけだ。

  

  「高順様」

  

  「あなたの子供ですか？」

  

  小さく頷く。

  

  二人を連れて高順を振り切って逃げるのは難しい。

  

  何故、この人がこんな所にいるのか。

  

  見逃してはくれないだろう。

  

  「ずっと瑞月様の命であなたを探していました」

  

  「・・・・・・」

  

  突然消えた自分を恨んでおられるだろう。

  

  当然だ。

  

  それだけの事をしたのだから。

  

  「子供だけは見逃してください」

  

  「それは無理です。瑞月様も気づいておられる」

  

  二人は身動きする事も出来ず立ち尽くしていた。

  

  

  

  

  「明霞（ミンシャ）、どうかしたの？」

  

  少し離れた所から見知った女が心配そうに声をかけた。

  

  巻き込みたくない。

  

  自分のせいで誰かが罰せられるのだけは嫌だ。

  

  「何でもない。知り合いだから」

  

  女が離れる様に言った。

  

  それでも女は疑わしい表情で近づいてきた。

  

  女からすれば猫猫は天涯孤独だと聞いていたし

  

  此処で知り合いに会う事なんておかしいと感じた。

  

  何かのトラブルに巻き込まれているのかもと思ったのだ。

  

  「香麗（シャンリー）、この人と話がしたいから

  

  二人を預かってくれない？」

  

  仕方ない。

  

  子供達は何かを感じ取っているのか母親にしがみついて

  

  少しごねたが女とその場から離れた。

  

  それを見る限り母親が用のある時に今回のように

  

  面倒を見てくれているのだろう。

  

  

  猫猫と高順は黙ったまま暫く歩いた。

  

  「今は明霞なのですね？」

  

  「はい」

 
  いつか話せる時が来たら（１３）

  回想

  

  香麗（シャンリー）と出会ったのはほんの偶然だった。

  

  子翠と別れてから数日後の事だった。

  

  

  川岸から泣きわめくような声が聞こえてきた。

  

  今は好奇心で動く時ではない。

  

  そう思ったが今回も誘惑に負けてしまった。

  

  人だかりをかいくぐるとぐったりとした子供が地面に寝かされていた。

  

  横には母親だろうか狂乱した様子で泣き続けている。

  

  溺れたのか？

  

  子供は顔色を無くし、ピクリとも動かない。

  

  次の瞬間ベールを脱ぎ棄てて駆け寄っていた。

  

  『どいて！』

  

  傍に居た女をどかすと子供の鼻を摘まんで口を開けて

  

  息を吹き込む、両手で拳を作って胸を圧迫する。

  

  周りの者たちは呆気にとられただ見ていた。

  

  病人の化粧（メイク）は水に触れてはげ落ちていく。

  

  こんな往来でこんな事している場合ではないのに。

  

  そう思っても消えかけてる命を無視する事は出来なかった。

  

  

  何回か同じ事を繰り返すと子供の口から水が飛び出した。

  

  子供は大声で泣き出す。

  

  『おおっ！！』

  

  という歓声が上がる。

  

  もう大丈夫だ。

  

  『早く着替えをさせてやって。このままだと風邪をひく』

  

  それだけ言うとそのまま立ち去ろうとした。

  

  女は泣きながら子供を抱きしめる。

  

  

  （本当に莫迦だ）

  

  好奇の目に晒されて何処からか

  

  あの方に伝わってしまったらどうするのか。

  

  

  『待って下さい！！』

  

  女に呼び止められる。

  

  「あなたもこのままでは風邪をひいてしまわれますよ」

  

  『・・・・・・』

  

  確かに来ているのもは汚物と水でびしょぬれだ。

  

  『助けて頂いてありがとうございます！是非とも私の家で湯あみと

  

  着替えをなさって下さい』

  

  『しかし…』

  

  『このまま帰らせては主人に叱られます。せめてそれくらいの事は

  

  させてくださいませ』

  

  そこまで言われても猫猫は戸惑っていた。

  

  確かにこのままで自分が体調を崩してしまうかもしれないが

  

  ノコノコついていていいものだろうか？

  

  『あなた身ごもっておられるのでしょう？』

  

  女は耳元で囁いた。

  

  『！』

  

  『呼吸が深くなっておられるのでもしやと思いまして』

  

  大勢のやじ馬たちも蜘蛛の子を散らすようにいつの間にか

  

  消えていた。

  

  

  連れていかれたのは大きな商人の家だった。

  

  「おかえりなさいませ」

  

  使用人たちが女に頭を下げる。

  

  此処の女将なのか？

  

  そうすると先ほどの子供は跡取り？

  

  女は生きた心地はしなかっただろう。

  

  一見そんな風には見えなかったが。

  

  

  『この子には普通に生きて欲しくて特別扱いは

  

  しないようにしております』

  

  だから付き人もつけず二人だけで出かけていたのか。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１４）

  何かたいそうな事になってしまったな。

  

  こちらとしては湯あみと着替えが出来れば良かったのだが。

  

  女の主人であろうか

  

  人の良さそうな男が仕事を抜けて礼を言いに来てくれた。

  

  その上、豪華な膳まで用意してくれたのだ。

  

  『本当に何と礼を申し上げれば良いか』

  

  何度も頭を下げられてこちらの方が恐縮してしまう。

  

  『旦那様、本当に申し訳ありませんでした』

  

  女はこれ以上下げられないと言うほど床に頭を擦り付けて

  

  謝っている。

  

  見ない様に視線を逸らすが居心地が悪い。

  

  『おまえが悪いわけではない。あいつは少しばかり元気があり過ぎるのだ。

  

  大事に至らず本当に良かった』

  

  妻を責めるわけでもなく何と優しい方なのだろう。

  

  人前だから温和に見せているわけでもなさそうだ。

  

  目を見れば大概その人間の本性が見える。

  

  昔から言われるように目は口よりも本音が現れやすい。

  

  食事も頂き帰ろうとした時だった。

  

  二人が揃って猫猫の正面に座った。

  

  あまりに神妙な顔に緊張が走る。

  

  『実は先ほど妻とも話したのですが

  

  あなたに此処に止まって頂けないかと思いまして』

  

  『それはどのような意味でしょうか？』

  

  思ってもいない申し出に戸惑う。

  

  『あの子は今まで何度も生きる死ぬかの病気や怪我に

  

  遭っていてまるで何かに呪われているかのように。

  

  莫迦な事を思われるかもしれませんがこのままでは

  

  本当に命を落としてしまうのではと日々案じております。

  

  子供にはそれを悟らせまいと普通に暮らしています』

  

  『呪いなどありません。不安や誰かの悪意でそう思うのも

  

  仕方ありませんが』

  

  『妻の話を聞いてあなたは医術の心得があるのではと思うのですが』

  

  『・・・・・・・』

  

  秘密は小さな事から漏れていく。

  

  それは嫌と言うほど知っている。

  

  『わたしは故あって表立って生きる事の出来ない身です。

  

  その事であなた方に多大な迷惑がかかる可能性があります』

  

  すべてを話すわけにはいかないが

  

  どうにか納得してもらうしかない。

  

  『余計な事ですが今あなたは普通のお体ではない。

  

  無理をなさっては取り返しのつかない事にもなりかねません』

  

  『どうか信じて下さいませんか』

  

  二人から説得されて心が揺らぐ。

  

  正直あてがあるわけではない。

  

  『わたしが居てもどうにもならない事態が起こるかもしれません。

  

  それでも宜しいのですか？』

  

  『構いません』

  

  『・・・・・勝手ながら幾つか約束して頂きたい事がございます。

  

  わたしが此処に居る事を出来る限り人に知られない様に

  

  して頂きたいのです。もし多くの人間に知られた時は此処を

  

  出て行かせて下さい。本名を明かせないので明霞（ミンシャ）と

  

  呼んで頂きたいのです。後、普通に話して下さると有難いのですが』

  

  こうして猫猫は香麗（シャンリー）夫妻の好意のおかげで

  

  この家に置いてもらえる事になった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１５）

  『明霞（ミンシャ）さん、改めて息子を紹介したいのですが』

  

  『明霞で良いです』

  

  お互い友人のようにというのは少々難しい。

  

  『ではわたしも香麗（シャンリー）で』

  

  『雇主にそんなわけにはいきません』

  

  『いいえ、こちらの勝手で引き留めているのですから』

  

  『息子の星宇です』

  

  『よろしく小星』

  

  膝をついて目線を合わせる。

  

  星宇は母親の後ろに隠れる。

  

  人見知りの時期なのだろう。

  

  『空のように大きく育って欲しいと言う願いを込めて名付けましたが

  

  臆病なくせに好奇心が強くて』

  

  『好奇心は大切です。もしかして昨日も何か見ていたの？』

  

  川に落ちたのは何かに夢中になったのではないだろうか。

  

  『・・・赤い何かが・・見えて・・・・』

  

  たどたどしく答える。

  

  『それで思わず乗り出したんだね？』

  

  星宇は小さく頷く。

  

  『凄いですね、明霞』

  

  香麗は明霞の洞察力に感心した。

  

  『わたしも似た所があったのでもしかしたらと思っただけです』

  

  

  不意に香麗の表情が曇る。

  

  『どうかしましたか？』

  

  『いえ』

  

  短い言葉で否定するがなんだかすっきりしない。

  

  その理由はもう少し後に知る事になる。

  

  

  香麗夫妻の店は様々なものを扱っていて

  

  偶に薬草や霊草が取り扱われる事もあった。

  

  『明霞、これは珍しいものかしら？』

  

  知識が乏しいと分かっているので無茶な金額を提示される事も

  

  多かったらしい。

  

  『この額では高すぎです。これなら少し探せばその辺にも

  

  生えているような代物です』

  

  『そう。この商人との取引も少し考えた方が良いかもしれないわね』

  

  猫猫は人目につかぬように屋敷の一番奥まった部屋に住まわせて

  

  もらっていた。

  

  存在も店の人間にも知られないように頼んでいた。

  

  星宇は親と猫猫以外とは話す事がなかったので

  

  そこから漏れる恐れもなかった。

  

  

  問題となるのは猫猫の出産だ。

  

  医者にしろ産婆にしろ誰かを此処に連れてこなければならない。

  

  そしてその後、赤ん坊の泣き声が聞こえれば訝しむに違いない。

  

  

  『わたしの妹が子を取り上げた経験があるからどう？』

  

  『願ってもない事ですが・・・』

  

  『大丈夫！妹は口がきけないの』

  

  『！』

  

  『生まれた時から話せないの。だから親が将来困らない様に

  

  身に着けさせたの』

  

  そんなうちうちの話などしたくないだろうに

  

  すごく申し訳ない気持ちになった。

  

  『・・・・・あなたはもの気づいていると思うけど

  

  星宇はわたしの子ではないの。姉があの子を産んですぐに

  

  亡くなってその後添いとしてわたしがこの家に入ったの』

  

  多分、その事で周りに色々言われてきたのだろう。

  

  それこそ香麗が子の死を願ってると思われているかもしれない。

  

  人は時として残酷だ。

  

  他人の事なら何の確証もなくても話題にして

  

  面白おかしく広げていく。

  

  『それがどうしたの！？小星は香麗と爸爸しか居ないのに。

  

  誰が何を言ったって小星は妈妈だって思ってるのに』

  

  香麗に怒りを感じてるわけではない。

  

  いい加減な連中が腹立たしい！

  

  それだけだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１６）

  猫猫は元々じっとしているのは苦手なので自分の部屋で

  

  出来る手伝いをさせてもらっていた。

  

  明霞の妹が猫猫をカモフラージュするために

  

  大きなお腹に偽装して里帰り出産という事にして

  

  一か月ほど前から来てくれていた。

  

  これなら赤子の泣き声がき終えても誰も不思議には思わないだろう。

  

  『明霞、あまり無理しないで。産も近いのだし』

  

  『少しは動かないと産が重くなってしまうから』

  

  猫猫の腹は二人居るので随分と大きい。

  

  正直、背中が反って歩くのも大変だし、寝る時も寝返りもうちにくい。

  

  もうすぐ子供たちに会える。

  

  期待と不安が過ぎる。

  

  もし子供に何かあったら

  

  自分に何かあったら子供たちはどうなるのだろう？

  

  いいや、そんな事は考えるのはやめよう。

  

  

  それから一か月も経たないうちに猫猫は双子を出産した。

  

  骨盤が狭くて腹を裂かねばならない可能性もあったが

  

  何とかそれは避けられた。

  

  ずっと香麗が手を握ってくれていた。

  

  『明霞、もう少しよ。頑張って』

  

  知識としては知っていたがこれほどのものとは

  

  思わなかった。

  

  呼吸を整えてとか言われてもそんな余裕はない。

  

  

  ふっと力が抜けたかと思うと一人目が生まれた。

  

  苦しい中で見るがよく見えない。

  

  『男の子よ。よくやったわね』

  

  泣き声が聞こえない。

  

  息してるの？

  

  そんな事を考えていると二度目の陣痛がやってきた。

  

  ああ、そうだった。

  

  もう一人居たんだった。

  

  同じように体がかるくなった感じがすると

  

  二人目が生まれた。

  

  泣き声が聞こえた。

  

  『女の子よ。おめでとう！』

  

  涙ぐみながら喜んでくれている。

  

  『二人とも息してる？』

  

  『大丈夫よ』

  

  その言葉を聞いて全身の力が抜けた。

  

  男女の双子・・・。

  

  やはり国を出てよかった。

  

  もし、止まっていたら・・・。

  

  

  『疲れたでしょう。ゆっくり休んで』

  

  『世話をしないと…』

  

  『大丈夫。ちゃんと見ているから』

  

  

  溢れてくる涙で視界がぼやけた。

  

  悲しい涙でもなく悔し涙でもなく紛れもなくうれし涙だった。

  

  この喜びをあの方と共に感じたかった。

  

  男の子は仔空（シア）、女の子は月鈴（ユーリン）と名付けた。

  

  

  それから何とか見つかる事もなく暮らしていた。

  

  しかし、子供たちをいつまでも外の世界から

  

  遮断するわけにもいかない。

  

  五歳になる頃には外の世界を教えなければと思っていた。

  

  何度目かの外出で不運にも高順と再会してしまったのだ。

  

  

  

  「あなたが国を離れたのはそういう理由だったのですね？」

  

  高順は猫猫が二人の子供を連れている事で

  

  何かに気付いたようだった。

  

  この人に誤魔化しは通用しない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１７）

  「今までお手数をおかけしました。あの方の前で

  

  すべてお話致します。しかしこのまま消えるわけにも

  

  参りませんので少しばかりお時間を頂けないでしょうか？」

  

  少し考えて高順は頷いた。

  

  

  小猫は浅はかではない。

  

  この後の及んでじたばたするようなたまではない。

  

  

  「香麗、急で申し訳ないけど此処を出ていかないといけなくなった」

  

  「さっきの人が原因なの？」

  

  切羽詰まった様子にためらないがら頷いた。

  

  「随分、お世話になっておきながらごめんなさい」

  

  「それは最初からの約束だから。でも大丈夫なの！？」

  

  「行ってみなければ分からない」

  

  「明霞、何処かに行くの？」

  

  十一歳になった星宇が聞いた。

  

  「星宇さん、ごめんね。どうしても行かなければ

  

  ならない所があるの。仔空や月鈴と遊んでくれてありがとう」

  

  「そんな！」

  

  「旦那様にも挨拶したいのだけどくれぐれも

  

  お体を大切にと伝えてください」

  

  「行かないで！」

  

  兄弟のように育ってきた仔空と月鈴が一度に居なくなってしまう。

  

  そんな悲しい事が起こるなんて信じられない。

  

  「ごめんなさい」

  

  その言葉を繰り返すしかなかった。

  

  これ以上此処に居ると迷惑がかかる。

  

  「さようなら」

  

  猫猫は二人を連れて商家を出た。

  

  追いかけようとしていた星宇は香麗に引き留められる。

  

  「星宇、ダメ！」

  

  「どうして明霞が行っちゃうんだよ！？」

  

  「あの人は此処にいる人ではないのよ。元の世界に返してあげなないと」

  

  「どういう意味？何か知ってるの？」

  

  「分からないけど、そんな気がするわ」

  

  「何だよ、それ！？」

  

  

  

  「お別れは済みましたか？」

  

  暫く歩くと高順が現れた。

  

  「はい」

  

  「あなたなら西方に居ると思っていたのですが」

  

  「確かに行きたい気持ちはありましたがきっとそこなら

  

  見つけられると思ったので」

  

  「なるほど」

  

  これはやられたという表情の高順。

  

  「あの人たちは無関係です」

  

  「分かっております。あなたが帰って下されば何も問いません」

  

  安堵の顔をする猫猫。

  

  「小仔ですか？あの方の幼い頃に似てますね。

  

  こちらが小月、あなたに似てますね・・・」

  

  「・・・・・・」

  

  「馬車を用意しています。それで茘（リー）に戻りましょう」

  

  「「妈妈」」

  

  心配そうに二人は猫猫を見ている。

  

  「大丈夫、妈妈の生まれた国に帰るだけだから」

  

  もう帰る事はないだろうと思っていた。

  

  だけどそれは運命が許してくれなかった。

  

  自分の命は兎も角二人の命だけは守りたい。

  

  あの方はそれを許して下さるだろうか？

  

  五年は短くはない。

  

  赤子が此処まで育ったのだ。

  

  「あの方のお心はあなたが判断して下さい」

  

  それだけ言うと高順は黙ってしまった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１8）

  仔空と月鈴は乗った事のない乗り物に長時間揺られて

  

  見知らぬ男が近くに居て

  

  緊張しているのか二人とも猫猫に抱き付いていた。

  

  

  すっかり母親の顔になっている。

  

  あの少し変わった娘が。

  

  子供の影響とは何と凄いものか。

  

  孫がこんな頃は仕事場ばかりで接する事がなかった。

  

  ようやく過ごせるようになったら瑞月様の命により

  

  五年以上国を離れる事になった。

  

  ようやく帰れる。

  

  見つけられた事は本当に幸運だった。

  

  

  「瑞月様のご配慮により猫猫という女性は存在しない事になっています。

  

  だからあなたは明霞でお願いします。お子たちはわたしの孫という事で

  

  通してください」

  

  「分かりました」

  

  

  逃亡した事をもみ消したいのか

  

  失踪を隠してくれたのか

  

  いずれにしても此処に猫猫の痕跡は無いという事だ。

  

  

  国境が見えてくる。

  

  

  此処を子翠と通り抜けた。

  

  忘れられない瞬間だった。

  

  

  「此処をどのようにして通ったのですか？」

  

  「・・・・・・」

  

  「答えられませんか？まあ、いいでしょう」

  

  

  花街に差し掛かる。

  

  おやじは大丈夫だろうか？

  

  やり手婆や姐ちゃんたちは・・・・。

  

  

  身勝手だ。

  

  自分から切り捨てておいて。

  

  「羅門様は息災で三姫はそれぞれ身請けされたそうです。

  

  店主も息災だとか」

  

  昔から変わらない。

  

  相手の気持ちを慮る方だ。

  

  わたしのせいで五年以上帰国できなかったはずなのに

  

  何も言わずに・・・・。

  

  「謝ってすむ事ではありませんがご迷惑をおかけしました」

  

  「わたしは命に従ったまでです」

  

  

  外廷が近づいてくる。

  

  やっぱり胸が痛む。

  

  

  壬氏様に身請けされ此処に来たのは何年前だっただろう？

  

  こんなにも鮮やかに覚えている。

  

  あの頃は壬氏様の気持ちも自分の気持ちも

  

  分かってなかった。

  

  

  門前には馬閃が立っていた。

  

  高順を見つけると深く頭を下げる。

  

  「無事で何よりでございました」

  

  あからさまに猫猫を睨む。

  

  無理もない。

  

  父親の五年間を奪ったのだから。

  

  「馬閃」

  

  窘める。

  

  納得いかないのか不服顔だ。

  

  元々好かれていないが今や恨まれてる。

  

  

  「応接室で瑞月様がお待ちです」

  

  怒りを抑えた声だ。

  

  

  高順に促されるように懐かしい邸を歩く。

  

  あまりに思い出が多すぎる。

  

  子供達は物珍しそうにキョロキョロ見ている。

  

  

  応接室の前で高順が伺いを立てて戸を上げる。

  

  「入れ」

  

  忘れようとしても忘れられない声が聞こえる。

  

  「瑞月様、長らくお待たせ致しました」

  

  「ご苦労だった。すぐに家に戻り暫く体を休める様に」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  精悍な顔立ちになったが傾国と言われた顔立ちとハチミツのような声。

  

  もう二度と会えないと思っていた。

  

  

  高順は静かに出て行った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（１９）

  何を話せばいいのだろう？

  

  

  「久しぶりだな」

  

  何事も無かったかのように微笑みながら壬氏は猫猫に

  

  話しかけた。

  

  猫猫は困惑する。

  

  何故そんな顔が出来るのだろう？

  

  勝手に出て行った者に対する顔ではない。

  

  二人きりで話をしたいが

  

  子供たちをどこかに連れて行くわけにもいかない。

  

  

  「子供たちの名を教えてくれないか？」

  

  「仔空と月鈴です」

  

  「良い名だな」

  

  愛しそうに見つめる目だ。

  

  空白の五年があってもこの方は子供たちを慈しんでくれる。

  

  

  「水蓮、水蓮はいるか？」

  

  懐かしい名だ。

  

  まだ一人で切り盛りされているのだろうか？

  

  小走りの音がして懐かしい顔が見えた。

  

  猫猫が視界に入ったはずだが特に気にする様子もない。

  

  「坊ちゃん、何か御用でしょうか？」

  

  「坊ちゃんは止めてくれと何度も言ってるだろう」

  

  「はいはい。そうでしたね」

  

  「それよりわたしが使っていた玩具があっただろう？

  

  それを持ってきてくれないか」

  

  水蓮はすぐに猫猫が前に見かけた蓋つきの籠を持ってきた。

  

  今でもきちんと手入れして保管しているのだろう。

  

  「娘が使っていた玩具も持ってきましたよ」

  

  さすがは水蓮だ。

  

  「古いがまだ遊べるものもある。仔空これはどうだ？」

  

  木彫りの兵の人形を手渡す。

  

  仔空は何故知らない男が自分に話しかけるのが

  

  不思議なのだろう、壬氏の顔をじっと見る。

  

  「突然、父と言っても無理であろうな」

  

  寂しいそうな顔をする。

  

  ああ、なんて残酷な事をしたのだろう。

  

  こんなにも優しい人に。

  

  「月鈴は何が良い？」

  

  猫猫によく似た娘も壬氏をじっと見ていた。

  

  

  数時間後、子供たちは遊び疲れて眠ってしまった。

  

  壬氏は二人の寝顔を嬉しそうに見ている。

  

  こんなにも貴重な時間を奪ってしまったのだ。

  

  

  「少し、話をしたいのだが」

  

  「はい」

  

  どんなそしりも受けよう。

  

  それだけの事したのだから。

  

  

  「何故、何も話してくれなかったのだ？」

  

  「・・・・・・・」

  

  「そんなにもわたしは頼りにならなかったのか？」

  

  猫猫は首を横に振って否定した。

  

  「何よりそれが堪えた」

  

  「申し訳ありません」

  

  「責めるつもりはなかった。許してくれ」

  

  「何故、あなたが謝るのですか？」

  

  「もう隠さなくてもよい。わたしはおまえが何故このような事を

  

  したのか分かっている」

  

  包み込むように猫猫を抱きしめた。

  

  懐かしい白壇の香り。

  

  「それでもわたしのした事は許される事ではありません」

  

  「わたしの子供たちを守ってくれたのだろう？」

  

  「・・・・・・」

  

  「ありがとう」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２０）

  「古来より双子特に男女の双子は忌み子と言われ

  

  片方若しくは両方が処分されてきました。

  

  偶然、後宮の書物に書かれていたものを

  

  目にしてしまい、自分の子供たちも同じ運命を辿るかもしれないそう思うと・・・」

  

  後宮に止まる事は出来なかった。

  

  「そのような無体な事は断じてさせない！」

  

  言葉を遮り否定する。

  

  「おまえが心配するような事にはしない。おまえたち三人はわたしが絶対守る！」

  

  聞かずとも分かっていた答えだった。

  

  

  心が苦しい。

  

  多分、口にしてしまえば壬氏が苦しむ事になる。

  

  しかしこのまま嘘をつき続けるのはもう限界だ。

  

  

  「壬氏様・・・、それだけではないのです」

  

  壬氏の言葉に居たたまれなくなる。

  

  子供の為だけという理由が狡く思えた。

  

  逃げ出した時はまだ子供が二人とは知らなかった。

  

  ただ壬氏の子供と言うだけで命に危険がある事は

  

  分かりきった事だった。

  

  まだ皇位継承順位を下げる事も実現していない

  

  臣籍降下どころではない。

  

  確かに子供たちの為に身を隠したのは事実だが

  

  理由はもう一つあった。

  

  「わたしはあなたが好きなのか壬氏様が好きなのか

  

  分からないのです」

  

  「わたしと知り合ったのは壬氏の時だったな」

  

  「わたしの中であなたと壬氏様は同じではないのです」

  

  子翠に問われた答えはこれだった。

  

  逃げ出した理由は自分がどちらに惹かれているのか

  

  分からなかったからだ。

  

  

  「壬氏に嫉妬してしまいそうだ」

  

  思ってもなかった言葉に動揺が隠せない。

  

  普通に考えれば矛盾した話だ。

  

  自分が壬氏を演じていた。

  

  それは間違いない。

  

  猫猫にとってはそうではない。

  

  瑞月が実像ではない

  

  壬氏こそが実像なのだ。

  

  捻じれた思いはどうすればいい。

  

  あの契りは何だったのか？

  

  この五年待ち続けた意味は？

  

  

  それでも紛れもなく子供たちは自分の子供なのだ。

  

  知りたくなかった。

  

  『壬氏様は壬氏様です』

  

  何故あの言葉の意味に気づけなかった。

  

  あの夜も瑞月とは呼ばれなかったではないか。

  

  猫猫が愛しているのはわたし（瑞月）ではない。

  

  壬氏なのだ。

  

  どうすればいい？

  

  

  壬氏の仮面がこのような結果でさわりになってくるとは

  

  夢にも思わなかった。

  

  東宮の立場を逃げ続けた報いなのか？

  

  

  「子供たちをこのまま此処に止めるわけにはいかぬ故

  

  高順に託す他ないだろう。おまえは羅漢の養女として

  

  わたしの元に嫁ぐ事にすればよい」

  

  まとまらない頭の中で今後の事を考える。

  

  「それは・・・」

  

  「おまえは猫猫ではなく明霞なのであろう？」

  

  その声は凍える様に冷たかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２1）

  「壬氏様・・・」

  

  その名で呼ばれる度におまえではないと

  

  言われているようで心が苦しい。

  

  猫猫がそんなつもりで言っていない事は分かっている。

  

  しかし猫猫はわたしが壬氏であって欲しいと願っている。

  

  

  壬氏は子供たちを起こさない様に

  

  自ら戸の前まで行って馬閃を呼んだ。

  

  「瑞月様、何用でございましょうか？」

  

  横に居る猫猫は完全に無視している。

  

  顔を見れば怒りがこみあげてくるのだろう。

  

  今の話も聞こえていたはずだ。

  

  「明日から桃美と麻美に二人を預けたいのだが」

  

  「承知いたしました」

  

  本当なら猫猫も其方に行かせたいが居心地が悪いのは

  

  分かり切っている。

  

  そこまで陰湿な事は出来ない。

  

  それにこんな状態であっても放したくはない。

  

  またいなくなったらそう考えると何よりも恐ろしかった。

  

  

  「大丈夫だ。すぐに皆で暮せるようにする。そのためにも

  

  おまえは気が進まないだろうが羅漢の元へ行ってくれ。

  

  書簡はすぐに用意しよう」

  

  「何故、そこまでして下さるのですか？わたしはあなたをこんなにも

  

  傷つけたというのに」

  

  罵倒されようが手を上げられようが文句は言えないほど酷い事をした。

  

  「正直、これまで味わった事がないくらい辛い内容だった。

  

  しかし、わたしはそれでもおまえを諦められない。どんなに嫌がられても

  

  おまえを手放せない」

  

  その夜は子供たちを真ん中にして四人で眠った。

  

  

  今度こんな風に眠る事があるのだろうか？

  

  

  翌朝

  

  高順と馬閃が子供たちを迎えに来た。

  

  無体な事はしないだろうが

  

  今まで子供たちと離れた事は一度も無い。

  

  自分が居なくても大丈夫だろうか？

  

  離れたくない！

  

  「仔空、月鈴」

  

  二人を力の限り抱きしめた。

  

  「おまえたちの母は用があるのだ。この者たちの所で

  

  迎えに行くまで待っていてくれ」

  

  説き伏せる様に語り掛ける。

  

  「「妈妈！！」」

  

  「必ず迎えに行くからいい子で待っていて」

  

  子供たちにも何か起こっている事が伝わっているのだ。

  

  高順も辛そうに促す。

  

  孫と振り替えて見てしまうのだ。

  

  離れようとしない二人を引き離すように高順と馬閃は抱き上げて

  

  連れ出した。

  

  泣き声が聞こえる。

  

  

  猫猫は耐えきれず跪いて泣き崩れた。

  

  わたしの子に生まれたばかりに・・・・。

  

  「すまぬ」

  

  壬氏は後ろから猫猫を抱きしめた。

  

  この方は何も悪くない。

  

  自分の身勝手が招いた事だ。

  

  二人を命の危険に晒すわけにはいかない。

  

  仕方のない事だと納得しようとするが胸が押しつぶされそうだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２２）

  「おまえもすぐに羅漢の邸に行くのだ」

  

  猫猫は涙を拭いながら頷いた。

  

  「必ず、仔空、月鈴とおまえを此処に連れ戻す。

  

  だから暫く我慢してくれ」

  

  他の者に姿を見られぬようにストールで顔を隠す。

  

  「念の為に信用できる者を付けるがくれぐれも気を付けてくれ」

  

  「壬氏様、お呼びと伺いましたが」

  

  今、この方を壬氏と呼ぶのはわたしともう一人だけだ。

  

  「李白、この者を羅漢邸まで無事に届ける様に」

  

  「御意」

  

  わたしが誰であるか分かったとしてもこの男は

  

  口にすることは無いだろう。

  

  それを見越して託したのだから。

  

  こんな時、何を言えば良いのだろう？

  

  分からない。

  

  何故、気の利いた事を言えないのだろう。

  

  「どうか無事でいてくれ」

  

  「あなた様も」

  

  そういうのが精いっぱいだった。

  

  

  馬車の中で李白は何も話さなかった。

  

  多分、もう気づいてるはずだ。

  

  大体、この男が何も話さない事自体あり得ない。

  

  通行許可書を頂いていたのですんなりと外邸を出る事が出来た。

  

  

  暫くすると羅漢の邸が見えた。

  

  一生此処に来る事はないと思っていた。

  

  

  羅漢がそわそわしながら門の前で立っていた。

  

  この男に頼るなんて絶対嫌だった。

  

  壬氏様の命でなければ来なかった。

  

  「明霞殿、どうぞ中へ。李白殿、ご苦労様でした」

  

  そこまで言うと猫猫とさっさと中に入った。

  

  「義父の態度申し訳ありません。瑞月様には命に代えても

  

  守りますとお伝えくださいませ」

  

  李白はよく似た二人に少し気味悪そうな顔をした。

  

  叔父と甥とはこんなにも似るものなのか。

  

  

  嬢ちゃんが帰ってきた。

  

  しかも誰にも悟らせることもなく名前まで変えて。

  

  国が揺らぐ可能性も否めない。

  

  

  高順邸

  

  「今更、子供が一人、二人増えた所で構わないけど」

  

  麻美が意味ありげな言い方をする。

  

  自分の子供二人と雀の子供一人、三人を同じように育てていた。

  

  「麻美、瑞月様の命ですよ」

  

  母の桃美の眼が吊り上がる。

  

  「それにしても瑞月様によく似ている。母様もそう思いませんか？」

  

  仔空を見ている。

  

  桃美は瑞月の乳母だった。

  

  こんな形で瑞月の子供と関わる事になるとは思わなかった。

  

  漸く昨夜、夫である高順が五年ぶりに帰ってきた。

  

  一か月に一度くらい文を送ってくれていたが

  

  仕事の内容は聞かされていなかった。

  

  無論、帰宅した後も仕事については何も話さなかった。

  

  しかし十年くらい前に珍しく仕事の事を話したことがあった。

  

  齢１７にして達観した考えを持ち

  

  頭の回転が速くずば抜けた推理力を持った娘が居て

  

  その娘をいたく瑞月が気にかけていると言っていた。

  

  この子たちの母はまずその娘に間違いないだろう。

  

  とすれば夫に下された命はその娘と子の子供たちを

  

  見つけて連れ帰る事にあったのか？

  

  桃美は無性にその娘に会いたいと思った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２３）

  瑞月は三人が居なくなった静寂さに辛さを感じていた。

  

  大丈夫だ、すぐにまた三人は自分の元に戻って来る。

  

  今はそんな感情に浸っている時ではない。

  

  絶対に諦めない！

  

  絶対に手放したりはしない！！

  

  

  突然現れた二人の子供たち、不思議と違和感は無かった。

  

  一目見たその瞬間に自分の子供であると確信した。

  

  同時に深い愛情があふれてきた。

  

  愛する女が守り育ててくれていたのだ。

  

  

  「水蓮、主上に謁見を賜る故、正装の用意をしてくれ」

  

  「はい」

  

  寝台には玩具が置いてあった。

  

  「このこたちも久しぶりに遊んでもらって嬉しかったでしょうね」

  

  「ああ、そうだな。しかしすぐにまた必要になるだろうから

  

  手入れしておいてくれ」

  

  「わかりました」

  

  あの子供たちは水蓮からするとひ孫になる。

  

  口には出さないが行く末を案じているに違いない。

  

  

  東の離宮

  

  「帝に再度お願いしたい儀があり参上いたしました」

  

  正装の瑞月は男が見ても惚れ惚れする様な出立だった。

  

  「えらく他人行儀な物言いだな」

  

  現帝はあからさまに不満げな顔をした。

  

  何の話であるかはあらかた予想がつく。

  

  阿多の元でゆったりと過ごしているこの時を

  

  狙ってくるあたりが狡猾だ。

  

  阿多を味方に引き入れるつもりだろう。

  

  「駆け引きをするつもりは毛頭ありません」

  

  

  「少し落ち着いて話さないか」

  

  ピリピリした空気を和ませようと阿多が酒を勧める。

  

  「わたしの臣籍降下を認めて下さい」

  

  「どうしてそのような事を言う？せっかく帝になれると言うのに」

  

  「その話はもう何度も申したはずです。のらりくらりかわすのは

  

  おやめください」

  

  「おまえとて人の事は言えまい？わしは随分とおまえの遊びに

  

  付き合ってやったつもりだが」

  

  宦官壬氏として後宮に遣わした事を言っているのだろう。

  

  猶予として賜った仕事だった。

  

  「それは有難く思っております」

  

  「それならばわしの願いも叶えてくれてもよかろう？」

  

  

  「わたしは本当ならあの時命を落としていた」

  

  瑞月は何かを決したように話し始めた。

  

  「・・・・・・」

  

  西の蒼穹壇の暗殺未遂事件の事だと現帝と阿多は気が付いた。

  

  「猫猫が身を挺して救ってくれたのです」

  

  「家臣なら当然であろう」

  

  「いいえ。わたしはそう思いません。命の重さに身分は関係ないと

  

  思います。この命を救ってもらった猫猫の為に使いたいのです」

  

  「女一人に為に随分と安い命だな」

  

  「なんと申されようとわたしの気持ちは変わりません」

  

  

  現帝は押し黙ってしまう。

  

  

  「わたしは自分の子供たちにまでそのような思いをさせたくない」

  

  「瑞、おまえもしや子が・・・」

  

  大きく頷く。

  

  「本当なのか！？今何処にいるのだ？」

  

  「それは申せません」

  

  本当は子供の話をするつもりはなかった。

  

  猶更、帝にと推されると分かっていたが

  

  自分の危惧を理解してもらいたかったのだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２４）

  「陽、この間まで言っていた事とは随分違うではないか？」

  

  「横からいらぬ事を言うでない！」

  

  阿多の言葉を聞いて怒鳴りつける。

  

  「わたしは子の親になりました。もう子供ではないのです。

  

  才のない者が帝になってどの様な事があったかあなたが

  

  一番ご存じではありませんか」

  

  現帝の父先帝の事を瑞月は辛そうに言った。

  

  「おまえは才がないのではない。逃げているにすぎん」

  

  「父上とて望んで帝になったわけではないでしょう。

  

  兄弟が亡くなり偶々巡ってきただけではありませんか」

  

  「瑞、言葉が過ぎるぞ！」

  

  珍しく阿多が叱咤した。

  

  瑞月の言っている事は間違っていない。

  

  現帝は諸手を上げて帝になったわけではない。

  

  その選択しかなかったのだ。

  

  個人の幸せなど許されるはずがない。

  

  国の為、民の為、それだけだ。

  

  「だからこそわたしが何を望んでいるかおわかりでしょう」

  

  「おまえがいつか変わってくれるのを待っていたのだがな」

  

  「愚息で申し訳ありません」

  

  「猫猫は戻ってきたのだな？」

  

  「はい」

  

  「法は曲げられんぞ」

  

  逃亡した者は処罰対象となる。

  

  「名を捨てさせます。そしてわたしも瑞月の名も返上いたします」

  

  「何という事を言うのだ！」

  

  「もし妻である猫猫を処罰なさると言うのなら夫であるわたしも

  

  ただではすみません」

  

  「誰がおまえたちの婚姻を認めたというのだ？少なくともわしは

  

  そのような話は聞いてはおらん」

  

  「わたしたちの間にはもう子がおります。それで十分かと思いますが」

  

  「ならばその子供たちをわしの所に連れてこい」

  

  「それは出来ません。子を危険に晒すわけにはいきません」

  

  「言葉だけでは認めるわけにはいかん」

  

  

  結局、この日話は進展することはなかった。

  

  

  すぐには許しが出るとは思わないがなるべく早く決断して

  

  頂かなくては・・・・。

  

  

  「もう諦めろ」

  

  阿多は呆れ果てた顔で言った。

  

  「何を言う！」

  

  「子までいるのだ、どうしようもあるまい」

  

  「妃にすればよいではないか。何故、名まで捨てる必要がある？」

  

  「このままでは一生孫の顔は見れぬぞ。きっとあいつの子は美しいであろうな」

  

  「つまらぬ事も言うでない！」

  

  孫、なんと誘惑に満ちた言葉だろう。

  

  阿多は痛いところを付くのがうまい。

  

  「わたしは会ってみたい」

  

  「わしを裏切る気か！」

  

  「裏切るも何もおまえと一連托生ではない。わたしはわたしだ」

  

  「何年連れ添っておる。薄情な奴だな」

  

  「今更、何を言っている」

  

  ふざけたように笑う。

  

  あいつにせよ自分にせよ好きな女には頭が上がらない。

  

  妙な所が似ている。

  

  現帝は苦笑いした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２５）

  羅漢邸

  

  「長い間大変だったね」

  

  羅漢はいつものように嫌な笑みを浮かべながら

  

  すり寄って来る。

  

  こういう所が嫌いなんだが

  

  のどまで出かかったが止める。

  

  「すぐに用意をさせるから少しばかり待ってくれ」

  

  「・・・・・・」

  

  子供たちの事を考えたら食べ物など喉を通らない。

  

  泣いていないだろうか？

  

  ちゃんとご飯はたべているだろうか？

  

  また泣いてしまいそうだ。

  

  「明霞殿でよろしかったでしょうか？」

  

  少し若めの羅漢（羅半）。

  

  同じ理由で好きではない。

  

  それくらい知ってるはずなのに気にする様子もない。

  

  「いや、本当に月の君の子種を頂くとは」

  

  感心したように言う。

  

  別におまえのためじゃない。

  

  「どうぞ」

  

  年恰好の似た女が食べ物を勧めてくれる。

  

  この女は三番（サンファン）か。

  

  「ありがとうございます」

  

  馬邸

  

  桃美は仔空と月鈴の様子をくまなく見ていた。

  

  何かあっては瑞月様に合わせる顔がない。

  

  しかしそれだけではない。

  

  この二人を観察すれば母親がどのように育て

  

  何を教えてきたか分かるはずだ。

  

  三人の孫たちとは全く違う。

  

  勿論他人の家だから遠慮もあるだろうし

  

  少しでも良い印象をと考えているかもしれない。

  

  しかし、五歳やそこらの子供にそこまで考える事が出来るのか？

  

  食事の支度から後片付けまで何も言わなくとも

  

  進んで手伝っている。

  

  食前後の挨拶もきちんとする。

  

  文句のつけようがない。

  

  

  一番驚いたのは食事だ。

  

  誰かが食べないと絶対口にしない。

  

  それは毒などを警戒しているのか。

  

  それを確認して口にするがそれでも一気にかき込むような食べ方はしない。

  

  もし毒が混入していたとしても多量に摂取する事はない。

  

  母親は常に毒への注意を怠らぬよう教えてきたのだろう。

  

  何という娘だろう。

  

  いつか茘（リー）に帰る事があるかもしれないと

  

  考えていたのかもしれない。

  

  その時に安易に命を落とさぬよう繰り返し教えてきたのか。

  

  呆れるほどほど先を見定める力と幾つもの可能性に対処出来るよう

  

  考える事が出来る頭の良さ。

  

  生き残るための知恵に長けている。

  

  その娘でもどうにもできない感情があったのだろうか？

  

  普通なら逃亡などするはずがない。

  

  益々会ってみたくなった。

  

  自分の目で瑞月様に見合う娘かどうか確かめたい。

  

  瑞月邸

  

  一人が寂しいなど忘れていた。

  

  がらんとした部屋で大きなため息をつく。

  

  一日千秋の思いで猫猫を待ち続けた。

  

  やっと再会できたのに思いもしなかった猫猫の告白に

  

  足元から崩れ落ちそうになった。

  

  二人の子を間に四人で眠った時、わたしはなかなか眠れなかった。

  

  その時、猫猫と目が合った。

  

  すぐに逸らされた。

  

  それはこれ以上ないくらい衝撃だった。

  

  せめて手を握って眠りたかった。

  

  猫猫が此処に居ると確かめたかった。

  

  もし本気で拒まれたらそう思ったら

  

  そんな事すら出来なかった。

  

  俺はまたあいつを追い詰めてるだけではないのか？

  

  瑞月は苦しそうに頭に指を食い込ませた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２６）

  後宮にまことしやかにある噂が流れてきた。

  

  

  華瑞月が妃を迎えるという。

  

  出処は不明だが故意に流したのは明確だった。

  

  

  

  「おまえだな？」

  

  現帝は苛ついた様子で聞いた。

  

  「何の事だ？」

  

  「瑞が妃を娶るという話だ」

  

  「ああ、それか。事実だろう。妻も子も既にいるのだし」

  

  「莫迦を申すな！」

  

  「羅漢は喜んで養女として迎えるであろうし問題はあるまい？」

  

  「一目見れば猫猫であるとすぐわかる」

  

  何を莫迦な事言うのか。

  

  「瑞の時のように顔を隠すか？それとも他人の空似と

  

  言うか？どちらにせよ、異論など唱える莫迦は居まい」

  

  「そんな茶番に付き合えというのか！？」

  

  「今までも随分と付き合ってやったではないか」

  

  宦官壬氏として口裏を合わせて仕事を与えていた事を

  

  言っているのだろう。

  

  「それは何時かあやつが帝に即位すると思った故の事」

  

  「今まで数えきれないほど話し合ったではないか。

  

  おまえは子を不幸にしたいのか？」

  

  しかしそれではおまえを国母にしてやると言う約束を違える事になる。

  

  せめてその約束だけは守りたい。

  

  どうしてそれが分からないのか。

  

  「まさか、大昔の苔の生えそうな冗談を今も信じているわけでも

  

  あるまいな？」

  

  「冗談と！？」

  

  「わたしが国母という柄かどうかおまえが一番知っているではないか？」

  

  「妃は一人と言う約束を違えた。そのうえもう一つの約束まで

  

  違えてしまってはわしは大嘘つきになってしまうではないか」

  

  「おまえは本当に律儀と言うか頭が固いと言うか。

  

  今更、幾つ嘘をついたところで大した事ではないぞ」

  

  「何という言い草だ！」

  

  拳を握りしめて怒りに震える。

  

  「久しぶりに殴り合いでもするか？」

  

  阿多はこんな状態でも動じていない。

  

  「何十年前の話をしておる」

  

  「まだ瑞も居なかったな。わたしは今のおまえよりあの頃の

  

  おまえの方が好きだった」

  

  「東宮の頃と同じと言うわけにはいかんだろう」

  

  人はいつまでも同じではいられない。

  

  立ち位置が変われば猶更だ。

  

  「わたしは瑞には変わって欲しくないのだ」

  

  「・・・・・・・」

  

  それはわしとて同じだ、そう言いたかった。

  

  

  「僥陽（ギョウヨウ）、もういいのではないですか？」

  

  突然、思っても居ない人物の声が聞こえた。

  

  「母上！」

  

  「お久しぶりでございます」

  

  さすがの阿多も少し緊張した面持ちに変わった。

  

  先日まで秘密を共有していた間柄ではあるが

  

  姑である事は変わりない。

  

  「もう自由にしてやってもいいのではないですか？」

  

  取り違え子でも幼い頃より愛情を注いできた。

  

  帝にと考えて一つのものに執着しない様に育ててきたが

  

  皮肉にもそれが裏目にでたのか

  

  瑞月は一人の女に執着し、即位どころか皇族をはなれ

  

  臣下に下りたいと言う。

  

  仕方のない事かもしれない。

  

  本音は個としての幸せを掴んで欲しい。

  

  

  母に此処まで言われては現帝も何も言えない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２７）

  羅漢邸

  

  「明霞殿、養女なって頂くからには紹介しなくてはならない

  

  御仁がおりまして」

  

  こいつの父親か？

  

  別に会いたくはないが・・・。

  

  しかし、目の前に現れたのは会いたくてたまらなかった人物だった。

  

  「初めまして、わたしは羅漢の叔父の羅門と申します」

  

  「！！」

  

  おやじ！

  

  思わず、叫びそうになったのを必死に抑える。

  

  あの男が気を回してくれたのか？

  

  「羅漢殿、ありがとうございます」

  

  この言葉は本音だ。

  

  もう会えないと思っていた。

  

  自分でも涙で瞳が潤んでいるのが分かった。

  

  言葉は必要なかった。

  

  おやじの目を見ただけで何を思い何を言おうとしているか分かる。

  

  当然だ。ずっと二人で生きてきたのだから。

  

  「少し変わり者だが悪い男ではない。養女の件を

  

  是非とも受けてやって欲しい」

  

  本当はもう一度おやじの娘になりたい。

  

  だがおやじの目がもうそれは無理だよと言っている。

  

  うん、分かってる。分かってるよ。

  

  まるでテレパシーみたいだが二人の間にはそれだけの絆がある。

  

  「お体は大丈夫ですか？」

  

  「もう年だからね」

  

  嬉しそうに笑う。

  

  この笑い顔は変わっていない。

  

  温かくてこちらの心まで温かくなっていく。

  

  一瞬だけ過去に戻れた気がした。

  

  名を捨てるという事はこういう事なのか。

  

  ただ単に名を変えて別の人生を歩くだけではない。

  

  今まで出会った人たちの楽しい思い出も悲しい出来事も

  

  全て無くすという事なのだ。

  

  自分がすべてを捨てると決めたくせにこんなにも辛いとは思わなかった。

  

  あまりに簡単に考えすぎていた。

  

  「叔父貴、今日は夕餉を一緒にどうですか？」

  

  「そうしたいが仕事がまだ残っていてね」

  

  「もう随分ご一緒していないではないですか？」

  

  羅漢が必死に引き留めてくれている。

  

  「大叔父貴、明霞殿のお祝いも兼ねてますのでそうおっしゃらずに」

  

  それに羅半まで加わる。

  

  さすがの羅門も押し切られるような形で夕餉を共にした。

  

  今だけは穏やかな気持ちでいる事を許してほしい。

  

  もうこんな時間はきっと来ないだろうから。

  

  馬邸

  

  用意された寝台に仔空と月鈴は一緒に横たわっていた。

  

  そろそろ男女は別に寝るのが通例だが

  

  急に母と引き離された二人に追い打ちをかけるような事は

  

  憚られた。

  

  心地よい寝具だが落ち着かない。

  

  少しくたびれた寝具でも家族で一緒だった頃を

  

  思い出していた。

  

  「仔空」

  

  「どうした、月鈴」

  

  「妈妈、いつ来るの？」

  

  「わかんない。でも約束を破った事はないだろう？」

  

  「うん。そうだね」

  

  引き離されてまだ数日しか経っていないが

  

  凄く長く感じられた。

  

  此処の人たちは優しいがやはり自分たちの居場所でない事は

  

  幼いながらも感じていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２８）

  外廷

  

  「おはようございます、瑞月様」

  

  馬閃が迎えにやってきた。

  

  「すぐに行く」

  

  こんな時、高順なら聞かずとも子供の様子を

  

  そっと教えてくれるだろうに。

  

  馬閃は思い出したように言った。

  

  「お子たちに変わりはありません」

  

  決まり文句のような言葉に高順ならと

  

  考えてしまう。

  

  高順か桃美がそっと伝えよと家を出る前に

  

  言っておいたのだろう。

  

  会いに行きたいが周りに勘繰られるのも良くない。

  

  「そうか」

  

  猫猫はどうしているだろう？

  

  随分と居心地の悪い思いをしているだろうか？

  

  身の危険を避ける為に羅漢の元に行かせたが

  

  きちんと今後の話をしていない。

  

  

  猫猫は少しでもわたしの事を考えてくれているだろうか？

  

  これが男と女の違いか。

  

  本当なら子供の心配をすべきなのだろうが

  

  わたしの心配事は猫猫が多く占めている。

  

  猫猫が戻ってくればすべてが解決するとは

  

  思っていなかったがまさか壬氏（過去）と瑞月（現在）で

  

  悩んでいるとは・・・・・。

  

  

  「壬氏様」

  

  李白が遠くから声をかけた。

  

  今はその名は聞きたくないのだが。

  

  それに気づいているのか馬閃はあからさまに睨む。

  

  李白は訳がわからず困惑している。

  

  猫猫とこの男だけは壬氏と呼び続けている。

  

  猫猫と違って他意はなにのだろうが。

  

  「李白、先日は世話になった」

  

  「いえ、少しお耳に入れたい事が・・・・」

  

  そこまで言うと馬閃の方を見る。

  

  このまま話を続けてよいものか考えているようだ。

  

  「馬閃、悪いが外してくれ」

  

  「瑞月様！」

  

  納得がいかないのだろう。

  

  「頼む」

  

  主に此処まで言われては離れる他ない。

  

  さすがに舌打ちはしないが不貞腐れた顔でその場を離れた。

  

  

  「お耳に入れて良いかわかりませんがあなたに関する噂が流れていて」

  

  「噂？」

  

  「妃を迎えるという噂です。しかも名のある一族の娘という」

  

  「・・・・・・・」

  

  誰がそんな噂を？

  

  何者かの謀略か？

  

  

  李白は余計な事を言ったかと困っている。

  

  

  「知らせてくれて助かった」

  

  李白でなければ誰もおしえてくれなかっただろう。

  

  「いいえ」

  

  「ところで先日の件だが・・・」

  

  「わたしは考えが浅い方ですが何を話すべきか否かは心得ている

  

  つもりでおります。ただ長引けば長引くほど綻びが大きくなり

  

  一気に漏れてしまう危険は高いと思いますが」

  

  猫猫であると気づいても何も言うつもりはないが

  

  何か行動を起こすのであれば迅速に動けと言っているのか。

  

  「ありがとう」

  

  「いえ、それでは失礼します」

  

  

  しばらくして馬閃が見計らったように戻ってきた。

  

  

  「おまえも知っていたのか？」

  

  「・・・・・・・・」

  

  「何故、話さなかった？」

  

  「取るに足らない噂など耳に入れる必要などないと

  

  思ったからです」

  

  「取るに足らないかどうかはわたしが判断する」

  

  「何故、あの女に執着なさるのですか！？」

  

  「おまえには関係ない」

  

  「あの女のせいで父は五年もの間帰国を許されなかったのです！」

  

  「その件の責はわたしにある。恨むならわたしを恨め！」

  

  馬閃はそれ以上何も言えず拳を握りしめた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（２９）

  東の離宮に向かう途中、瑞月は考えていた。

  

  今日こそ認めて頂かねばこのままずるずると時が過ぎていくだけだ。

  

  羨望も嫌悪も畏怖の眼差しにももう慣れた。

  

  見かけだけに好意を持たれるのも

  

  嫉妬されるのも

  

  皇弟として恐れられるのも

  

  もうどうでもいい。

  

  いっそ羅漢のように碁石と思えば気が楽だ。

  

  何にも感じなければ痛みもなければ苦しみもない。

  

  振り返ればずっと偽りの人生を生きてきた。

  

  ようやく本来の自分に戻ったが一度歪めてしまったものは

  

  おいそれとは戻らない。

  

  「母上、おはようございます」

  

  「今日は陽は来ていないぞ」

  

  来るのを見越して避けられたか。

  

  「母上、お伺いしたい事があります」

  

  「ああ、おまえの思っている通りだ」

  

  阿多は一呼吸も置かず答える。

  

  やっぱり。

  

  そんな突拍子もない話を他所者が話すはずがない。

  

  大体突き止められたら不敬罪になるくらい知ってるはずだ。

  

  「このような事はさっさと広めて外堀を埋めてしまえばよい事だ」

  

  名のある一族と濁しているにはより信ぴょう性を高める為か。

  

  「これ以上猫猫を追い詰めるような事は出来ません」

  

  「子までなしておいて何を言うか」

  

  「それはわたしの早急さゆえです」

  

  「おまえも普通の男であったという事だな。安心したぞ」

  

  「普通の男が普通の女を愛しただけです」

  

  「肩書だけが余計であったという事か」

  

  「はい。それをどうか外して頂きたい」

  

  「すぐには無理だろうな。しかし安氏様が陽に助言して下さった」

  

  「皇太后さまが」

  

  かつて母と呼んだ人。

  

  母として愛情を注いでくれた大切な人。

  

  「それで陽も揺らいでいる」

  

  今まで一切口出ししなかった方がわたしの為に

  

  信念を曲げてまで動いてくださったのか。

  

  「形は違えどもわたしたちはおまえの幸せを願っている。

  

  それは肝に銘じておくがよい」

  

  「分かりました」

  

  深く頭を下げる。

  

  

  

  その足で安氏の元に向かう

  

  「お久しぶりでございます」

  

  「元気で過ごしていましたか？」

  

  この優しい眼差しを何度向けて下さっただろう。

  

  取りかえ子であったわたしを慈しみ母として愛して下さった。

  

  「はい」

  

  自然とその大きさに触れて涙が流れた。

  

  翻弄されたが二人の母が心の底から愛してくれている。

  

  こんな幸せな事があるだろうか。

  

  「いい大人が何を泣いているのです？」

  

  頬に触れながら懐から出したハンカチで拭いてくれた。

  

  「今度はあなたが子供に返す番なのですよ」

  

  「はい、母上」

  

  その言葉に安氏は眼を一瞬見開くがすぐに戻った。

  

  「懐かしいですね」

  

  少女のような微笑みを浮かべる。

  

  「ありがとうございます」

  

  いつまでもこの関係は崩れる事はない。

  

  例え形が変わったとしても。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３０）

  桃美は決して余計な事を言う人物ではない。

  

  口にする前に一旦考えて話すタイプの人間だ。

  

  仔空を見ていると瑞月様によく似ていると

  

  口にしそうになるのを何とか止めていた。

  

  家族には予め瑞月様の子供である事は知らせてある。

  

  孫たちには知人の子供を会って預かっていると伝えている。

  

  外には絶対漏らしていけない。

  

  ましてや身の危険に晒すような事があってはならない。

  

  本音を言えば神経をする減らす命である。

  

  「小仔、小月」

  

  と呼んでいる。

  

  まさか敬称をつけるわけにもいかない。

  

  無礼は後ほどお詫び申し上げるしかないだろう。

  

  孫たちは自分より幼い二人が珍しくちょっかいを出す。

  

  「よそ様の子供ですよ」

  

  と窘めたところでさほど効果はない。

  

  仕方なく麻美と二人で目を光らせているのだが

  

  手が足りず、慰労の為休んでいる高順にも手伝ってもらっている。

  

  高順は孫がもう一度幼くなった感覚で楽しんでいるようだが

  

  桃美からすれば冗談ではない。

  

  「星宇・・・」

  

  月鈴が聞こえないくらいの声で言った。

  

  「月鈴」

  

  仔空は首を横に振る。

  

  余計な事を言うなとけん制している。

  

  此処に来る前の事を思い出しているのだろうか？

  

  この子たちは絶対必要以外の事は話さない。

  

  泣いて愚図る事もない。

  

  他人に弱味を見せない。

  

  瑞月様もそうだった。

  

  ある年齢から玩具を隠されても泣いて暴れる事をしなくなった。

  

  しかしそれはこの子たちよりもう少し年上になってからだ。

  

  聞き訳が良くなったのではなく諦めたような目だった。

  

  お気に入りは隠されてしまう。

  

  それに気づいた時、

  

  執着を悟られない様に振舞うようになった。

  

  人の表情を読み取りどう動くべきか考える力が付いた。

  

  しかし、子供の心を持ったままそれを奥にしまって大人になった。

  

  

  一番驚くべき事はこの子たちがこの年でそれを会得している所だ。

  

  母親は自分に何かあったとしても生きていけるよう様々な事を

  

  教えたのだろう。

  

  

  

  「桃美、明日なら瑞月様の所に連れて行っても

  

  支障はないだろうか？」

  

  「そうですね。ただあまり長居をしない方がよろしいのでは」

  

  せめてお子の顔を見せて差し上げたいのだろうが

  

  あまり頻繁であると人目をひいてしまう。

  

  「ではそのように致そう」

  

  本当は小猫にも会わしてやりたいのだが

  

  それは今は難しい。

  

  「高順様、この子たちの母は以前話して下さった方ですか？」

  

  「そうだ」

  

  やはり当たっていた。

  

  出会ってからずっとその娘を思っておられたのだろう。

  

  ただ隠す事が出来なかった。

  

  もしかしたら奥にあった子供の心を抑える事が

  

  出来なかったのかもしれない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３１）

  瑞月邸

  

  「高順、すまないな」

  

  「とんでもございません」

  

  「いや、子供たちの事だけではない。馬閃に酷い事を

  

  言ってしまったのだ。兄弟のように育ったのでつい配慮が

  

  足りなくなってしまう」

  

  「馬閃は強情な所があります故仕方ないでしょう」

  

  「それでもあれでは八つ当たりだ。悪いが詫びていたと

  

  伝えてくれないか」

  

  「承知いたしました」

  

  仔空と月鈴は水蓮が出してくれた玩具で機嫌よく遊んでいる。

  

  しばらく二人は黙ってその様子を見ていた。

  

  

  「桃美が申し分ない育て方をしていると感心しておりました。

  

  口にはしませんでしたが明霞殿と会いたがっております」

  

  「あいつは何をするにしても徹底的に完璧を目指す性格だからな」

  

  「あの人らしいと言えばそれまでですがそれだけではないでしょう」

  

  「？」

  

  「あなたのためです、お分かりでしょう？」

  

  「しかし、あいつがわたしに言ったのだ。壬氏とわたしは同じだと

  

  思えないと」

  

  「そうでしょうか？では何故子に月の字を使ったのでしょうか？しかももう一人にも

  

  月に関連する空の字を使ったのですか？」

  

  「それは・・・」

  

  そうだ。二人とも自分の名に準じた名だ。

  

  「壬氏様と長く過ごした為に困惑しているのではないかと思いますが。

  

  だからこそこの五年が必要だったのです。同じ年月を経て答えを

  

  出したかったのではないですか？」

  

  それは都合のいい考え方ではないか？

  

  本当に壬氏しか愛せないと言われたらどうすればいい？

  

  それでも諦められるのか？

  

  いいや、それはもう無理な話だ。

  

  「そうだな。わたしは拒まれるのが怖くて向き合っていない。

  

  子供たち、いや、自分の為にもきっちり話し合わねばならんな」

  

  「それがよろしいと思います」

  

  

  「母上たちの働きかけで父上も心が少し揺らいでおられるようだ。

  

  だからこそ腹を割って今一度話し合わねばならん」

  

  

  その時だった。

  

  誰かが不意に入ってきた。

  

  

  「父上！」

  

  無表情の現帝だった。

  

  高順は膝をついて礼を取る。

  

  

  「忍びじゃ、気にするでない」

  

  現帝は二人の子供をじっと見る。

  

  子供たちはすぐに玩具を置くと跪いた。

  

  

  「良い子供たちだな」

  

  それだけ言うと出て行った。

  

  

  瑞月と高順は驚いて暫く何も言えなかった。

  

  

  「お子を見たかったのでございましょう」

  

  「ああ」

  

  きっと子供たちを見たかっただけだろう。

  

  顔を見て得心してくれればくれれば良いのだが。

  

  少なくとも危害を加えるつもりはないようだ。

  

  同時に此処からまた何かが変わるのではという不安も

  

  沸き上がってきた。

  

  「孫にあたる子たちです。無謀な事はなさらないでしょう」

  

  「そうだが・・・」

  

  「是非とも帝と話し合いの場を設けて下さい」

  

  「ああ、そうしよう」

  

  今なら何とか出来るかもしれない。

  

  高順と子供たちが帰るとすぐに帝邸に向かった。

  

  畳みかけて必ず認めて頂く。

  

  そう心に誓った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３２）

  帝邸

  

  「やはり来たか」

  

  現帝は予測していたようだった。

  

  「重ねてお願いに参りました」

  

  「まあ、そこに座れ。腹を割って話そうではないか」

  

  「失礼します」

  

  食えぬお方である事はわたしが一番知っている。

  

  が、この方もまだ人間である部分は残っているはずだ。

  

  

  「先ほど居たのがおまえの子なのだな？」

  

  「はい」

  

  「見た所同じような年格好に見えたが」

  

  「双子でございます」

  

  「双子と！？」

  

  それくらいとうに気付いているはず、何を白々しい事を言うのか。

  

  「双子は古（いにしえ）より不吉とされている。ましてや男女の双子など」

  

  「下らぬ迷信でございます！」

  

  「そのようにすぐに顔に出すのはおまえの良くない癖だ」

  

  「わが子をまるで呪われた子のように言われればどんな親でも

  

  怒りを感じるのは当然ではありませんか！」

  

  

  現帝は瑞月に抗議に突然大声で笑いだした。

  

  「何がおかしいのです！？」

  

  「あの瑞が誠に親になったのだな？」

  

  「・・・・・・」

  

  何が言いたいか分からず困惑する瑞月。

  

  

  「五年も会わずとも子は愛しいか？」

  

  「当然でございます。愛しい女が命を懸けて産み育ててくれた

  

  わたしの命より大切な存在でございます」

  

  

  「・・・・・・そうか」

  

  笑っていた顔は寂しそうな表情に変わる。

  

  「父上？」

  

  「聞きなれぬ言葉だな」

  

  父上という言葉はあまり使った記憶がない。

  

  大抵は帝か主上だ。

  

  ずっと兄だと思っていた。本当は父であると聞かされた時

  

  驚くよりやはりという気持ちの方が大きかった。

  

  

  「もうよい」

  

  諦めたような顔でボソリと言った。

  

  「臣籍降下を認めてやろう」

  

  「誠でございますか！？」

  

  瑞月は隠す様子もなく嬉しそうに聞き返した。

  

  「但しいくつか条件がある」

  

  ただでは認めてやらぬという顔だ。

  

  どんな条件が出されるのか？

  

  瑞月は息を呑んだ。

  

  

  「東宮はまだ幼い。後見として支えよ。皇位継承は東宮、梨花の皇子とし、

  

  おまえはそこから外す。だが万が一前者の二人が共に即位前に命を

  

  落とすことがあらば復権する事はゼロではない。おまえの息子もそれが

  

  及ぶ可能性ががゼロでない事は覚えておけ」

  

  「ありがとうございます。天地神明に誓ってお二人を支える事を

  

  お約束いたします」

  

  もう一つ確認しておかなければならない事がある。

  

  「今一つ確認したい事がございます」

  

  「猫猫の事か？」

  

  「さようでございます」

  

  臣籍降下を認めて頂いても猫猫が処罰されては

  

  何の意味もない。

  

  瑞月は現帝の返答を待った。

  

  

  しかし、暫く沈黙が続いた。

  

  『法は曲げられぬ』と言われた言葉を思い出して

  

  吐きそうになった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３３）

  漸く口を開いたのは四半刻経った頃だった。

  

  瑞月にすれば何刻とも感じられるほど長い時間だった。

  

  

  「・・・・・五年行方知れずならば死亡したと見なされよう」

  

  「それでは・・・」

  

  「だが名は捨ててもらわねばならん。これが精一杯の譲歩だ」

  

  「ありがとうございます！」

  

  「身内から恨みを買うのは辛い事だ。甘い処分と言われる

  

  であろうな。しかし親の情は捨てられぬ。天を装うと所詮は

  

  個なのだ。愚帝と言われた先帝の子と言われるのが

  

  耐えがたい事であった。だからこそ自分に厳しくあらねばと

  

  思っていたが・・・・」

  

  「わたしの愚かな行い故に帝を苦しめる事になり

  

  誠に申し訳ありません」

  

  「人生とはままならぬものだ。仕方あるまい。

  

  出来るだけ早く羅漢と話をまとめ、子たちを引き取って

  

  やるがよい。いつまでも母と離れるのは辛かろう」

  

  「ありがとうございます」

  

  瑞月は嬉しそうに帰った。

  

  

  

  「わしの夢は潰えたか」

  

  どこか遠くを見るような目で寂しげに呟いた。

  

  

  馬邸

  

  「高順、ようやく帝の許しを得たぞ」

  

  本当は猫猫の元にすぐに向かいたいが

  

  まずは高順に知らせに行く。

  

  「それはよろしゅうございました」

  

  「せっかくおまえや桃美がいずれは帝にと育ててくれたのに

  

  申し訳ない」

  

  「いいえ、それがわたしたちの仕事であったのです。

  

  その結果はわたしたちが口に出すべきものではありません」

  

  隣の桃美も頷いている。

  

  不服そうに立っているのは馬閃だ。

  

  きっと猫猫のせいでこうなったと思っているのだろう。

  

  それはきっかけであり元よりわたしは帝など望んでいなかった。

  

  それを理解して欲しい。

  

  猫猫を悪く思って欲しくない。

  

  今は何を話そうと無理なようだ。

  

  いつか分かってくれれば良いのだが。

  

  仔空と月鈴が瑞月に気付いた。

  

  しかし、近寄る事もなくただ見ている。

  

  一度会っただけでは他人とは変わらないだろう。

  

  ゆっくりと時間をかけて埋めていくしかない。

  

  「瑞月様、お願いがございます」

  

  桃美が珍しい事を言ったので瑞月様は驚いた。

  

  今まで頼み事などされた覚えがない。

  

  

  「どうしたのだ？」

  

  何だではなくそう聞いてしまう。

  

  「何時かお子たちの母上に会わせて頂きたいのです」

  

  「ああ、勿論だ。あいつもきっと礼のひとつも言いたいと思って

  

  いるはずだ。整えば出来るだけ早く此処に来させよう」

  

  「ありがとうございます」

  

  「足早で済まないがこれから漢大尉の所に行かねばならぬ故

  

  もうしばらく子供たちを頼む」

  

  「「承知いたしました」」

  

  「わたしもお供致します」

  

  馬閃が慌てた様子で瑞月の後を追いかけた。

  

  あの変人は何を考えているか分からない。

  

  とてもお一人では行かせられない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３４）

  羅漢邸

  

  「突然、すまぬが漢大尉殿はおられるか？」

  

  「これはこれは月の君こんなあばら家によくいらっしゃいました。

  

  在宅しておりますので少々お待ちください」

  

  商人のような応対をするのは言わずとしれた羅半だ。

  

  応接室に通された。

  

  男所帯のわりに小ぎれいにしている。

  

  そういえば男装の三番（サンファン）という者がいると

  

  聞いた事がある。

  

  

  「きちんとした身なりをして下さい」

  

  「何莫迦な事を言っているのですか。そんな事できるわけないでしょう」

  

  奥の方で羅半が誰かにあれこれ言ってるのが

  

  聞こえてくる。

  

  その理由が安易に予想できた。

  

  羅漢が渋っているのだろう。

  

  まあ、そうだろう。

  

  娘がやってきて夢のような日を謳歌している所に

  

  邪魔者がやってきたのだから拒否したくなるだろう。

  

  だがこちらもそういうわけにはいかない。

  

  暫くして羅漢はそれなりの身なりで出てきた。

  

  「月の君、いや麗しの壬氏殿でしょうか？」

  

  相変らず嫌な男だ。

  

  相手の嫌がる事を感じてそれをつぶさに入れてくる。

  

  「実は今預かって頂いている明霞殿の事なのだが

  

  先日、お願いしたように養女として迎えて頂けないだろうか？」

  

  「それについては何の異論もございません」

  

  それについての部分を強調する。

  

  「此方に来られたという事は主上とのお話はうまくいったという事

  

  でしょうな」

  

  「・・・・・・」

  

  見てきたように言うあたりはさすがだ。

  

  しかしこれくらいでひるんでいる場合ではない。

  

  「それで羅の一族としてあなたに嫁がせよと？」

  

  「不満ですか？」

  

  「当然でしょう。一番大変な時に手放しておきながら

  

  今更と思いますが？」

  

  羅漢のいう事はもっともだ。

  

  それは反論できない。

  

  「それはどのような弁明をしたとしても納得して頂けないと思う。

  

  ただわたしは四人で暮らしたい。それ以外に他意はない」

  

  「結局ご自分の気持ちを優先されるのですね。

  

  此処まで来ても娘の気持ちはおきざりですか？

  

  娘がどう思うかはどうでも良いのですな？」

  

  痛いところを付いてくる。

  

  「そうではない！」

  

  羅漢はこの男でもこのように声を荒げる事もあるのかと驚いた。

  

  「大きな声を出してすまない。あなたの言われる事は

  

  何もかも至極当然だ。わたしはあいつの事になると

  

  抑制が効かない。だがきちんと話し合いと思っている」

  

  「会わせろと言われるのですか？」

  

  「ああ、何も話さず決められる話でない事は

  

  あなたもよく分かっておられるはず」

  

  「仕方ないですな。問うだけは問いますが」

  

  羅漢は頭を掻いた。

  

  貴人の前で行う行為でない。

  

  しかし、瑞月も挑発には乗らない。

  

  この男の手だと分かっているからだ。

  

  怒らせて帰らす気なのだ。

  

  冗談ではない。

  

  此処に来た本当の目的は猫猫とじっくり話し合う為なのだから。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３５）

  「貴様！！」

  

  度重なる無礼な態度に馬閃の怒りが頂点に達しようとしていた。

  

  主には口も手も出さないのなら同行しても良いと

  

  言われている。

  

  しかしこれ以上は黙っていられない。

  

  「馬閃、挑発に乗るな！それが出来ぬなら外で待っていろ」

  

  「大体貴様の娘がこのような事をしなければ・・・」

  

  「わたしの娘だけが悪いと言うのか？」

  

  原因を作ったのはおまえの主だろうと言っているのだろう。

  

  「馬閃！！」

  

  

  「言い争いは止めてください」

  

  そう言ったのは窶れた猫猫だった。

  

  無理もない。

  

  子供と引き離されて食事も喉が通らないだろう。

  

  「ま・・・、明霞」

  

  思わず猫猫と呼びそうになった。

  

  「お二人とも席を外して頂けますか？」

  

  穏やかそうな物言いだがそれには否定できないような

  

  力強さがあった。

  

  「分かった」

  

  羅漢は少しオロオロしながら部屋を出た。

  

  馬閃は主の方を見ながら納得できないような顔で少し遅れて

  

  部屋を出る。

  

  

  猫猫は向かい合うような格好で座った。

  

  暫く沈黙があって気まずさを感じそうな頃に

  

  瑞月が口を開いた。

  

  「すまぬ、子供と離されて食べ物も喉を通らないであろう？」

  

  「あなたが悪いわけではありません」

  

  他人行儀な言い方が引っかかる。

  

  「今日、帝に臣籍降下を認めて頂いた。おまえが望まない事態には

  

  余程の事がない限りなりはしない」

  

  猫猫なら事細かく説明しなくとも理解できるはずだ。

  

  「あなたは本当にそれで良いのですか？」

  

  「元より帝を望んだ事は一度もない。おまえの為に下りたのではない。

  

  おまえの事はきっかけに過ぎない」

  

  「・・・・中祀の時の事覚えていますか？」

  

  「無論だ。あの時おまえが助けてくれなければわたしは此処には

  

  居なかっただろう」

  

  「あの時、壬氏様はとても辛そうな顔でわたしを見ていました。

  

  わたしはずっと何故そんな顔をされているのか分かりませんでした。

  

  同時に何としても暗殺を食い止める事が出来てホッとした事を

  

  今でもはっきり覚えています。それは牛黄を頂ける嬉しさだと思って

  

  いました。随分後にその理由に気付きました。あなたが命を落とすような事に

  

  ならなかった事に安堵したのだと。あなたの事になるとわたしは頭が

  

  うまく回らなくなる。本当ならもっと早く宦官でない事も気づけたはずです」

  

  そこまで話すと大きく息を吐いた。

  

  「いいえ、気づいていたけれど気づいていないふりをしていたのでしょう。

  

  わたしは本質に気付いていなかった。単純なあるなしの問題ではなかった。

  

  そのような者が後宮に出入りできるはずがない。ましてや後宮官長より権限を

  

  持っていて帝のおぼえもある人物。姿を見せない皇弟と簡単に結びつく」

  

  「おまえにだけは話したかった。嘘をつくのが辛かったのだ。しかし話せば

  

  おまえを多くの柵を纏わせることになる」

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３６）

  「わたしに覚悟がなかったからそれだけです」

  

  「そうではない。おまえはいつもわたしのどんな命にも

  

  果たそうと努めてくれた。おまえならなんとかしてくれる

  

  そんな安易な考えで命の危険を晒していた事は今更ながら

  

  酷い事をしたと思っている。おまえが望むものを対価なしに渡せば

  

  嫌がる事は分かっていた」

  

  「結局、わたしは気を遣わせていたのですね」

  

  「わたしたちは何に関しても言葉足らずだったのだ」

  

  

  「瑞月様、喉が渇いていませんか？」

  

  「ああ、何かもらえるなら」

  

  「少し待っていてくださいね」

  

  

  猫猫の頭はまだ纏まっていない。

  

  少し休みたい、それが本音だった。

  

  それは瑞月も同じだった。

  

  

  羅半が聞き耳を立てていたらしかった。

  

  猫猫が睨むと慌てたように奥に逃げていく。

  

  

  台所に行って薬草を煎じる。

  

  程なくして猫猫は薬湯を盆にのせて持ってきた。

  

  「どうぞ」

  

  猫猫が椀をおくとすぐに口にしようとする瑞月。

  

  「何か聞かなくとも良いのですか？」

  

  「おまえがわたしに毒など盛るはずがない。もし盛られたとしても

  

  本望だな」

  

  「そうですね。どちらかでも残らなければ子供たちが路頭に迷います」

  

  「残るならおまえだな」

  

  「何故です？」

  

  「子たちにとってはその方が良い。わたしでは母の代わりにもなれん」

  

  「石菖（せきしょう）ですよ。鎮痛に食欲不振、健胃効果があります。

  

  あなたも随分と具合が悪そうに見えます」

  

  「わたしは別に体重は減ってない。どちらかと言うと維持してる」

  

  猫猫はクスッと笑った。

  

  「どうした？」

  

  「この薬草はるか遠くではアコラスと言う名で美しくない花と言う意味だそうです。

  

  酷い名をつけますね。名は一生ものなのに」

  

  「実は・・・」

  

  名を捨てねばらなぬ事をまだ伝えていない。

  

  「猫猫と言う名は好きではありませんでした。片喰の異名がネコアシなので

  

  そこから名付けたのでしょう。青の薔薇の時、わたしが爪を染めていたのを

  

  覚えていますか？」

  

  「ああ」

  

  確か似合わないと自分で言っていた。

  

  「みんなに教えたのは爪紅でわたしは鳳仙花と片喰とを合わせたもので

  

  染めていました。かつてある妓女が同じように染めていたそうです」

  

  「それが軍師殿の妻か？」

  

  つまり猫猫の母親か。

  

  猫猫は頷いた。

  

  「あの女に母たる記憶は何もありません。しかし鳳仙花と片喰は

  

  切ろうとしても切れぬと言われているようで好きではありませんでした。

  

  あの時、染めたのはあの男を少しでも動揺させるためだけです」

  

  きっとそれだけではない。

  

  

  「それなのに名を捨てるとなると少し寂しいですね」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３７）

  「すまん。わたしのせいだ」

  

  「何故、あなたが謝るのです？私が勝手に失踪し子を産んだのです」

  

  「子を産んだ事が悪いのであればおまえだけの罪ではない。

  

  その原因を作ったのはわたしなのだから。子は一人では成せぬ」

  

  「わたしはあなたに酷い事を言いました。何故そのように優しくできるのですか？」

  

  「優しさではない。わたしは何としてもおまえを失いたくないだけだ」

  

  「一度だけ契りを交わしただけではありませんか？」

  

  なんて酷い事を言うのだろう？

  

  「おまえにとっては大したことではないと言うのか？」

  

  目が険しくなる。

  

  いい加減愛想を尽かせてほしい。

  

  「答えよ！？」

  

  「この五年わたしが一人だったとでもお思いですか？」

  

  

  「おまえは自分が思っている以上に嘘が下手だ」

  

  「嘘ではありません」

  

  「ならわたしの方をきちんと向いて話せ」

  

  「二人の子を女一人で育てられるはずなどないでしょう？」

  

  「おまえならやり抜く、そんな女だ。桃美が感心していた。

  

  きちんと躾をして毒に対する対処も教えていると」

  

  「・・・・・・」

  

  「いつか此処に帰るかもしれないと考えていたのだろう？」

  

  

  「・・・・・隠れるのも五年が限界でしょう。見つかればわたしは処罰され

  

  子供たちはあなたの元で育つしかない。此処に戻ればいつ命の危険に

  

  晒されるか分からない。生きる為の知恵だけは伝えねばと思ったのです」

  

  「本当はわたしがおまえを探したかった。しかしそれは許されぬと分かっていたし

  

  おまえの失踪を隠さなければ救えないと考えたからだ。

  

  しかし、今思えばおまえの気持ちも確かめず

  

  此処に連れ帰ったのは余りに身勝手であった」

  

  

  何も確認せずに帰国させたのはただ単に猫猫をがんじがらめにするだけだった。

  

  

  「おまえはどうしたい？はっきりと答えて欲しい」

  

  これ以上お互いの思い込みですれ違うのは沢山だ。

  

  「わたしは子供たちと共に暮らしたいです」

  

  「わたしはそこに居てはいけないのか？」

  

  「今更、そのような事を言って良いのでしょうか？」

  

  猫猫の瞳が潤んでいる。

  

  「要るか要らぬか答えて欲しい」

  

  「あなたに傍に居て欲しいです」

  

  「本当だな？」

  

  「はい。わたしはずっと怖かったのです。自分が大きな思い違いを

  

  しているようで。壬氏様の存在を消す事が出来なかった。

  

  それを瑞月様で埋めようとしているのではないかと」

  

  「もうよい！壬氏を消し去らなくともわたしの元にいてくれるなら

  

  それでもういい」

  

  「申し訳ありません」

  

  「謝らなくてよい。この五年を何倍の時間をかけて

  

  埋めてゆけばよい。その為の五年と思えばなんでもない」

  

  瑞月は猫猫を息が出来ないほど抱きしめた。

  

  猫猫はこのまま死んでも良いと思えるほど幸せを感じた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３８）

  後宮

  

  その日、後宮は集団ヒステリーで医局は

  

  戦場さながらの状態になった。

  

  原因は華瑞月の臣籍降下と婚礼話だ。

  

  しかも隠し子が二人いると聞いた女たちは

  

  衝撃を受けた。

  

  阿多が流した噂を笑い話にしていた女たちは

  

  あちこちで失神していて宦官たちが見つけては医局に連れてくる。

  

  「ったく瑞月様は国を混乱させるおつもりか！」

  

  次々運ばれてくる患者たちを目の当たりにして

  

  一人の医官は腹立ちまぎれに言い捨てた。

  

  それを聞いたは阿多は大笑いした。

  

  しかし、一部の者たちは相手が誰であるか気づいていた。

  

  その者の名は口にしてはいけないという

  

  暗黙のルールが出来ていた。

  

  帝の怒りを買うのは分かり切っていたからだ。

  

  何より臣籍降下で自分たちにも利があるので

  

  相手で誰であるかは追及する理由もない。

  

  

  「手が足らぬのであれば花街の羅門も呼び出せ」

  

  帝は事態の収拾を図る。

  

  原因を作ったのはあの娘なのだから

  

  少しは役に立ってもらっても罰は当たるまい。

  

  

  「随分と大変な状態になっているようですが・・・」

  

  遠巻きに見ている猫猫いや、明霞は瑞月に声をかけた。

  

  混乱していて当人の二人が居る事を気づく者はいない。

  

  「あらかじめ噂は流してあったが本気にしていなかった者が

  

  殆どだったようだな」

  

  「これは医官たちから恨みを買いますね」

  

  「不可抗力だ」

  

  「それで通れば良いですが」

  

  「どうしてそうなる？わたしはただ妻を娶るだけだ」

  

  「以前も言いましたが傾国出来るほどのものをお持ちなのですから

  

  少しは自覚して下さいと」

  

  「自覚も何もわたしの愛しい女に通用しないのでは何の意味もない」

  

  「・・・・・・・」

  

  何という事を真顔で言うのだ、この男は。

  

  「まあまあ、子まで成した二人がうぶな事」

  

  いつの間にか水蓮が立っていた。

  

  「水蓮様！」

  

  この方は忍びの出か？

  

  気配が消せるのか？

  

  「早く、外廷に避難しないと被害が及ぶかもしれませんよ」

  

  三人は外廷に移動した。

  

  

  「「妈妈」」

  

  明霞を見つけると二人は走ってきた。

  

  「仔空、月鈴」

  

  「此方に帰って来られると聞いたのでお連れしました」

  

  「高順様、ありがとうございます」

  

  明霞は二人を抱きしめながら礼を言った。

  

  やはり母親と会えば幼気な子供に戻った。

  

  かなり我慢をしていたのだろう。

  

  あの時、泣き叫んだ二人を引き離すのは辛かったが

  

  再び此処にお連れする事が出来て良かった。

  

  「権限の持たぬ後見として此処に残るが立場は高順と同じになる」

  

  「さようですか」

  

  喜びとも悲しみとも取れない言うとすれば平然とした返事だった。

  

  立場上良かったとは言い難いだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（３９）

  「きっと張りつめていたものが切れたのでしょうね」

  

  愛しい二人の寝顔を見ながら少し切なそうに言った。

  

  「もう二度とこのような辛い思いをさせぬ」

  

  瑞月は仔空と月鈴にそっと触れる。

  

  「このように愛しいものとは思わなかった。おまえと子供たちは

  

  必ず幸せをする！」

  

  「はい」

  

  穏やかな顔の明霞。

  

  母になって体つきも性格も丸くなった。

  

  「婚儀まで我慢するつもりだったが・・・・」

  

  そこまで言うと顔を紅潮させて言葉に詰まる。

  

  この方は決してわたしが嫌がるような事はしない。

  

  散々傷つけてきたのに何故こんなにも優しいのだろう？

  

  明霞は涙を流した。

  

  「すまん。急かせすぎた」

  

  「あなたは優し過ぎます」

  

  「そうか？」

  

  「御心のままに」

  

  恐る恐る頬に触れる。

  

  「そう簡単に壊れたりしませんよ。初めてでもないのですし」

  

  「いや、情けない話だがその・・初めての時は無我夢中でよく覚えて

  

  いないのだ。おまえを思いやる余裕もなかった。

  

  それに明霞に触れるのはこれが初めてだ」

  

  「あなたを愛しています」

  

  緊張している瑞月を何とか解したい。

  

  しかしその言葉は余計動揺させる。

  

  「まるで夢のようだ。おまえがそのような事を言ってくれるなど」

  

  「ならばもう一度申しましょうか？」

  

  「いや、その言葉は軽々しく言うものではない」

  

  生真面目と言うかなんというか

  

  明霞は笑った。

  

  「わたしもおまえだけを愛している。わたしの命より大切な存在だ。

  

  もうどこにも行かないでくれ」

  

  「はい」

  

  瑞月の唇が頬に触れたかと思うとすぐに明霞のそれと重なった。

  

  紅潮した顔は言いようのない色香を漂わせ

  

  毒されたような感覚に陥る。

  

  「あなたは解毒出来ない毒ですね」

  

  「それはおまえだろう？」

  

  「わたしが？」

  

  「おまえはおまえの価値を一番分かっていない」

  

  逃れられない様に体は抑えつけられて徐々に体重がかかる。

  

  男と女の交わりはどちらかに快楽を与える為だけにものではない。

  

  お互いに与えあい深め合うものだ。

  

  花街の客との交わりとは全く意味が違う。

  

  わたしは妓女になっても愛してもいない男なんて

  

  到底受け入れられない。

  

  「もう止められないぞ」

  

  明霞は頷いた。

  

  「ずっとおまえが欲しかった。わたしはおまえにしか欲情しない。

  

  だから覚悟してくれ」

  

  こういう時どう答えればいいのだろう？

  

  「御意」

  

  その言葉に呆然とする。

  

  ヤバい、言葉を選び間違えたか？

  

  「おまえらしいな」

  

  可笑しそうに笑う。

  

  お互い緊張がほぐれていく。

  

  久しぶりの夜伽は随分と甘いものとなった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  いつか話せる時が来たら（４０）完結

  「まだ嫁いでもないのに世間の目もありましょうに」

  

  帰ってこない娘を迎えに来た羅漢は不機嫌そうに言った。

  

  もうすぐ三十路の上に子持ちなんだが？

  

  羅漢の言葉に呆れ顔の明霞。

  

  「大事な娘である事は十分承知しているが

  

  寝てしまった子が目を覚ました時母が居なくては

  

  可哀相に思ったのだ」

  

  まさか本当の事を言うわけにもいかない。

  

  苦しい言い訳をする。

  

  しかし、そんな言葉を完全に無視する。

  

  「おお！なんと麗しい二人なのだ！！」

  

  仔空と月鈴を見つけると表情が一気に崩れた。

  

  やはり孫の顔は分かるらしい。

  

  二人の子供は怯えたように明霞の服を掴んだ。

  

  「老大爷だよ」

  

  「母の養父だ」

  

  「いやいや誠は・・・」

  

  「子供を混乱させないで下さい」

  

  孫にまでトラウマを植え付ける気か、この男は。

  

  明霞に叱られて落ち込む羅漢。

  

  少しだけ同情する瑞月。

  

  今日中には帰らすのでと言うと渋々帰った。

  

  あからさまに不機嫌な明霞。

  

  

  「母の言いつけをよく守っていたと聞いたが何か欲しいものは

  

  ないか？父が出来る事であれば叶えてやるが」

  

  「星宇・・・」

  

  月鈴は小さな声で言った。

  

  「星宇？」

  

  「此処を離れていた時にお世話になった人の子供の名です」

  

  「その者に会いたいのか？」

  

  仔空と月鈴は頷いた。

  

  「おまえたちが世話になったのであれば一度会って礼をしなければ

  

  ならんな。明日にでもみんなで行く事にするか？」

  

  「良いのですか？」

  

  「わたしも随分休みを取っていないし馬閃にでも頼めば大丈夫だろう」

  

  あまり馬閃様には頼み事はやりたくないのだが。

  

  

  

  瑞月は半ば強引に馬閃に仕事を押し付けて

  

  四人で数日の旅行に出かけた。

  

  これでまた恨みを買ったなと明霞は思った。

  

  馬車の中で瑞月はずっと聞きたかった事を口にした。

  

  「此処をどうやって出たのだ？」

  

  それには答えず、明霞は黙って懐からあるものを取り出した。

  

  「それは・・・・！」

  

  桜蘭に渡したと言っていたあの簪だった。

  

  これで多分、答えを導き出してくれるだろう。

  

  予想通り分かったらしくそれっきり何も言わなかった。

  

  

  半日過ぎた頃、子翠と別れた辺りまで来た。

  

  あれから六年過ぎた。

  

  無事だろうか？

  

  せめて自分が元気である事だけでも伝えられたら。

  

  「おまえのよく知らない友達はきっと元気で暮らしている」

  

  「・・・・そうですね」

  

  この方はわたしの心が見えているのだろうか？

  

  たまにそう思う時がある。

  

  

  「瑞月様、夜半にお邪魔するのも失礼でしょうから

  

  今夜は何処かに宿を取りますか？」

  

  「そうするか」

  

  一応、貴人には見えないような服装で来ているが

  

  何かと勘繰られるのも厄介だ。

  

  「あなたは本当に厄介な風貌ですね」

  

  「それはおまえだろう」

  

  確か昨夜も同じようなやり取りをした気がする。

  

  いや、それより前も。

  

  結局、本質的には何も変わっていないのだ。

  

  

  「このように個人的に旅をするのは初めてだ」

  

  「そうなのですか？」

  

  「従軍で国を出た事は何度かあるが」

  

  やんごとなき御仁は国内外を問わず命の危険に晒されている。

  

  そう考えれば民の方が身軽かもしれない。

  

  「帰って暫くはまた仕事に没頭せねばなりませんね」

  

  「急に現実に引き戻さないでくれ」

  

  情けないくらいの顔で嫌がっている。

  

  

  翌日

  

  明霞は懐かしい商家の入り口に立っていた。

  

  あのような別れ方をして申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

  

  だが、躊躇してる場合でない。

  

  暖簾をくぐるとみんな忙しそうにしている働いている。

  

  そのうちの一人が気づいて近づいてくる。

  

  「もしや、明霞さんではありませんか？」

  

  「はい。その節はお世話になりました。お忙しい所すみませんが

  

  旦那様と香麗さんはいらっしゃいますか？」

  

  「少々お待ちください。すぐに伝えてまいりますので」

  

  

  すぐに香麗が走ってきた。

  

  「明霞？本当に明霞なの？」

  

  既に涙が流れている。

  

  「香麗、本当にあの時はごめんなさい」

  

  「いいのよ。此処ではなんだから奥に行きましょう」

  

  奥は明霞たちが住んでいた頃のままだった。

  

  片付けるのを躊躇ったのだろう。

  

  まだ何か月しか経っていないのに懐かしい。

  

  話していると香麗の夫と星宇もやってきた。

  

  「ご無沙汰しております。ご挨拶もなく居なくなって

  

  申し訳ありませんでした。」

  

  深く頭を下げる。

  

  「そのような事は気になさらないでください。最初からも決め事であったのですし」

  

  仔空と月鈴は星宇にまとわりついて喜んでいる。

  

  「其方は？」

  

  「夫の瑞月です」

  

  覆面を外した瑞月をみて二人は息を呑む。

  

  今まで見た事のない美しい男がそこに立っていた。

  

  「妻子が随分と世話になったようでお礼の言葉もありません」

  

  容貌だけでなく声もハチミツのように甘く圧倒されている。

  

  「と、とんでもございません。明霞さんに私どもの息子を

  

  助けて頂きこちらの方がお礼を申し上げなければなりません」

  

  「いいえ、身重の妻を置いて頂いた上その後の生活も

  

  支えて頂いて本当に感謝しております。詳しくは申せませんが

  

  故あってわたしたちは離れて暮らすほかなかったのです。

  

  先日、漸く夫婦になる事を認められました」

  

  「それはよろしゅうございました」

  

  「明霞、おめでとう！」

  

  「ありがとう」

  

  照れながらも礼を言う。

  

  こんな素敵な方見たことないわと明霞の耳元で言った。

  

  確かに見た目は完璧だ。

  

  しかし、頂けない部分もある。

  

  粘着質だ。

  

  それは言わないでおこう。

  

  自分にも頂けない部分があるのだから。

  

  「仔空、月鈴元気でいたか？」

  

  星宇は嬉しそうに二人の頭を撫でる。

  

  それを見ただけでも三人が大切にされていたのが分かった。

  

  

  瑞月を連れてきた為にもしかしたらいろんな問いが解けたかもしれない。

  

  しかし、それを口にするほど此処に居る者は愚かでないし

  

  明霞たちの事を慮ってくれる人たちだ。

  

  

  再会を喜んで帰国の途に着いた。

  

  

  

  馬車の中で瑞月は難しい顔をしている。

  

  「お疲れですか？」

  

  「いや」

  

  「では何故そのように難しい顔をされているのですか？」

  

  「月鈴は星宇の元に嫁ぐのだろうか？」

  

  明霞は大笑いした。

  

  「まだそのような先の事は分かりませんよ」

  

  「いや、十年もすれば嫁ぐ年になる。此処は少し遠すぎではないか？

  

  大体、商家の妻になれるのだろうか？」

  

  粘着質の上に心配症か？

  

  いくら何でも早すぎだ。

  

  

  一か月後

  

  瑞月と明霞は正式に婚姻の儀を行なって夫婦となった。

  

  臣下の婚儀であったが現帝、阿多、羅漢が立ち会った。

  

  

  「瑞月様、いつか話せる時が来たら二人にこれまでの事を

  

  話そうと思っています。親の身勝手で振り回してしまいましたが

  

  本当に事を伝えたいのです」

  

  「それが良い。きっと分かってくれるはずだ。

  

  二人の子なのだから」

  

  

  

  これからも少なからず問題は起こるだろうが

  

  いままでの障害に比べれば大したことではない。

  

  後は失われた五年を長い時間をかけて埋めていく事だろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１）

  何処にでもいるような娘が傘を指すこともなく歩いていた。

  

  こんな風にずぶ濡れになって歩いていた所で

  

  誰も気にしない。

  

  当然だ。誰が厄介事なんか関わりたくないに決まってる。

  

  誰が好き好んで首を突っ込むっていうんだ？

  

  自嘲する様な考えが頭の中を占めていく。

  

  ああ、ヤバい。熱が出てきた。

  

  このままだと本当に・・・。

  

  そのまま道で倒れた。

  

  「おい、大丈夫か！？」

  

  「お召し物が汚れます」

  

  気を失う寸前に聞こえたのは心配するような男の声と

  

  それを咎めるような別の男の声だった。

  

  頭のどこかでもうどうでもいい、もう疲れたと思った。

  

  

  

  それからどれほど経ったかわからないが

  

  良い香りのする寝台の上で目が覚めた。

  

  此処はどこだ？

  

  もしかして死んだか？

  

  まあ、それでも構わないが。

  

  

  「あら、目が覚めたの？」

  

  五十路くらいの女が声をかける。

  

  怯える様に体を抱きしめる様にして女を凝視する。

  

  それは明らかに警戒しているように見える。

  

  「何もしないわよ」

  

  「・・・・・」

  

  

  「もしかしてあなた話せないの？」

  

  そういえば眠っている時も声を発する事は無かった。

  

  「・・・・・」

  

  「あらあら大変」

  

  言葉のわりに大変そうに聞こえない。

  

  

  此処は何処だ？

  

  気を失う前の記憶を辿る。

  

  誰かの声と投げやりの自分の心しか覚えていない。

  

  

  いつの間にか着ていたものが変わっている。

  

  気を失ってる間に誰かが着替えさせたのか？

  

  さっきの女が誰かを連れて戻ってきた。

  

  「気が付いたのだな」

  

  それは女と見まごうばかりの美しい男だった。

  

  声もハチミツのような甘い声だ。

  

  どうやら妓楼ではないらしい。

  

  売られたようではないみたいだ。

  

  「・・・・・・」

  

  警戒心を強め威嚇するように睨んでいる。

  

  「話せぬのか。今まで随分と辛い目に遭ってきたのだな」

  

  男は心配そうな顔で見ている。

  

  あ、あの時の声だ。

  

  大丈夫かと言った声。

  

  「壬氏様、その娘をどうするおつもりですか？」

  

  「このまま追い出すわけにはいくまい。それよりすぐに医官を呼んでくれ」

  

  「承知いたしました」

  

  もう一人の男だ。

  

  「何かしらの衝撃で話せなくなってしまったのだろうか？

  

  先天性のものなのか？医官に見立てが出来るか分からないが

  

  今一度来てもらうからな」

  

  これが貴人と呼ばれる人間なのか？

  

  穏やかで優しい眼差し。

  

  「こちらの話すことは理解できてるようだが・・・」

  

  「壬氏様、仕事が山積みでございます。すぐにお戻りください」

  

  先ほど居た男と少し似た若い男が来た。

  

  「医官の見立てが済んだらすぐに戻る」

  

  「あなた様がそこまでなさる謂れはないのではありませんか？」

  

  「連れてくると判断したのはわたしなのだから捨ててはおけぬ」

  

  「しかし・・・」

  

  困ったような顔をしている。

  

  

  「お待たせいたしました」

  

  「何度もすまぬ。どうやら口がきけぬようなのだ」

  

  「わかりました」

  

  娘の口を少しばかり強引に開けて診ている。

  

  「発声器官に異常がないので精神的なものでは

  

  ないかと思われます」

  

  「そうか」

  

  ホッとしたような顔が見えた。

  

  何故この人がこんな顔をしているのだろう？

  

  自分には何のかかわりもないのに。

  

  「して、どれくらいで治る？」

  

  「それははっきりした事は申せません。心とは厄介なもので

  

  ございますから」

  

  「しかし、このままという事は無いのだな？」

  

  「それも何とも申せません」

  

  「何の為の医官か！」

  

  「申し訳ございません」

  

  「壬氏さま」

  

  男が窘める。

  

  「すまぬ。ならばせめて良い夢を見れるような薬湯を

  

  出してやってくれ。せめてそれくらいはしてやりたい」

  

  「御意！すぐに持ってまいります」

  

  「もう宜しいでしょう？お戻りを」

  

  「うむ。さて名がないのも困ったものだ」

  

  しばらく考え込んで何か思いついたらしかった。

  

  「まるで猫のようなので猫猫とするか。どうだ？」

  

  娘の方を見るが相変わらず警戒は解かない。

  

  「嫌かどうか答えて欲しいが仕方ない。仮名を猫猫にしよう」

  

  後にはやきもきしている若い男。

  

  横には大きなため息をついて下を向く四十路ぐらいの男。

  

  その近くにはにこにこした顔で立っている先程女。

  

  一体どんな組み合わせなのだろう？

  

  娘は名を付けられ此処に下女として止まる事になる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２）

  「壬氏様、あの娘を下女にされると聞きましたが」

  

  高順は難色を示した。

  

  「ああ、水蓮一人では手も足りていないし、丁度いいだろう？」

  

  「しかし・・・・、身元もはっきりしておりませんし

  

  口がきけないと言うのは少し」

  

  「口がきけぬのは心の問題らしい。もしかしたら話せるようになる可能性もある」

  

  「はあ・・・」

  

  「あの娘は話せないが此方が何を言っているか理解している。

  

  このまま外の世界に戻しても生きてはいけまい。かといって

  

  後宮に入れるわけにもいかんだろう？」

  

  「確かにそうですが・・・」

  

  「おまえはあの娘は気に入らんのか？」

  

  「いえ、そうではなく良からぬ噂が立っては・・・」

  

  「それはなかろう。そんな噂が流れるようであればわたしはかなりの

  

  特殊趣味と思われているのだろう」

  

  高順からすれば一人も妃を迎えていない壬氏の直属の侍女など

  

  周りがどう見るか心配で仕方がない。

  

  

  数日後

  

  「水蓮、猫猫はどうか？」

  

  役立っているか聞いた。

  

  「今までの娘と違って真面目で良い娘です。その上一度教えると

  

  全部覚えていて気が抜けてしまいそうになります」

  

  「そうか。利口な娘なのだな。それにしても何があったのだろう？

  

  大きなショックを受けたのは間違いなさそうだが」

  

  「・・・・・あの年頃の娘にしては少し痩せすぎている気がします」

  

  「そうか。少しでも太れるよう気を付けてやってくれ」

  

  「壬氏様が見つけて下さらなかったら肺炎を起こして命を

  

  落としていただろうと医官が話しておりました」

  

  「体力がまだ戻っていないようであれば少し仕事を調整して

  

  やってくれないか？」

  

  「承知いたしました」

  

  何故だろうか、壬氏様はあの娘に対して執着が過ぎるような気する。

  

  取り越し苦労であれば良いのだが。

  

  もしかしたら高順様もそれを危惧されているのかも。

  

  水蓮はしばらく静観することにした。

  

  

  後宮

  

  「瑞、捨て猫を拾ったそうだな」

  

  現帝は揶揄うように尋ねた。

  

  「後宮とはよほど暇なのですね」

  

  何故か現帝は壬氏の事を二人きりの時は瑞と呼ぶ。

  

  「その名は差し控えて下さいませんか？」

  

  「朕とそなたしかおらぬのにか」

  

  「口さがない者が聞き耳を立てていないとも知れませんので」

  

  「随分、慎重じゃな」

  

  「まだ、この役職から降りたくありませんので」

  

  「もう六年が過ぎようとしておるのにまだ下らぬ遊びを続ける

  

  つもりなのか？」

  

  「お約束をお忘れではありませんね？」

  

  壬氏は語尾を強める。

  

  「ずっとやっていいとは申しておらん。そろそろ仮初の仮面を外さぬか？」

  

  「いえ。まだ外すつもりはありません」

  

  「まあ、良い。いずれそうも言っていられなくなる」

  

  脅しとも取れる言い方に壬氏は悪い予感が当たらないよう願った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３）

  「おかえりなさいませ」

  

  水蓮がいつものように迎えてくれる。

  

  「ああ」

  

  現帝とのやり取りが心のどこかに燻っていて

  

  漸く帰ってきたと言うのにすっきりしない。

  

  「猫猫はどうした？」

  

  口癖のように帰ってきて猫猫の姿が見えないと

  

  そう聞いている自分にはっとする。

  

  まだ十日ほどしかいない者を何故このように気にする？

  

  「奥で片づけをしております。呼びましょうか？」

  

  「いや、邪魔はしたくない」

  

  そう言ったものの何日会っていないだろうと考える。

  

  あまり会わないとまた怯えられてしまうかもしれない。

  

  「すまない。やっぱり呼んでくれないか」

  

  「はい」

  

  水蓮は奥に猫猫を呼びに行った。

  

  

  相変らず話す様子はない。

  

  不思議な娘だ。

  

  後宮の女たちとは違う。

  

  自分を見ても顔を赤らめる事もない。

  

  この容貌が通用しないとは少し自信を無くしそうだ。

  

  

  そんな事を考えているとふいに名案が浮かんだ。

  

  「水蓮、紙と筆を用意してくれないか？」

  

  「今からお仕事ですか？」

  

  「いや、筆談なら意思疎通出来るかもしれない」

  

  「そうですね。いい考えですね」

  

  この方はどうしてこんなにも一生懸命考えてくれるのだろう？

  

  猫猫は不思議そうな顔で見ている。

  

  「字は読めるか？」

  

  反応はない。

  

  せめて頷くなり首を振るなりしてくれれば助かるのだが。

  

  余程心の傷が深いのだろうか？

  

  それで人を信用しないのか？

  

  仮に読めたとして書けなければ意味はないのだが。

  

  普通は読めれば書ける可能性は高い。

  

  猫猫は壬氏が筆を動かすのをじっと見ていた。

  

  「字を書けるのなら名を教えてくれないか？」

  

  その問いかけに猫猫は動かない。

  

  書ける事を知られたくないのか

  

  本当に書けないのか

  

  判断できない。

  

  名を知られたくないだけなのか？

  

  壬氏は頭を悩ませる。

  

  「では此処に居るのが辛くはないかどうかだけでも

  

  答えて欲しい」

  

  無理に此処に止めているのなら考えを改める必要がある。

  

  

  変化のない時間が流れる。

  

  

  恐る恐る壬氏が持っていた筆に手を近づける。

  

  わたしは何をしようとしているのだろう？

  

  このまま字も書けないフリをしていた方が良いのに。

  

  この方の言葉がうわべだけではない事が分かるから

  

  せめてこれだけは答えたい。

  

  それを受け取るとゆっくりと何かを書き始めた。

  

  壬氏と水蓮は息を呑む。

  

  

  「此処にいたいです」

  

  はっきりとそう書いた。

  

  

  「そうか！それならよい。名はもう聞かぬ。好きなだけ此処に

  

  おればよい」

  

  壬氏は嬉しそうに言った。

  

  ようやく一歩前進した瞬間だった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４）

  「読み書きが出来るという事はそれなりの教育を

  

  受けた者という事ですね」

  

  嬉しそうに話す壬氏とは対照的に高順は冷静だった。

  

  ただの町娘と言うわけではなさそうだ。

  

  壬氏様の前で倒れたのは偶然だろうか？

  

  壬氏様は調べる必要がないと申されたがそういうわけにも

  

  いかなくなった。

  

  「壬氏様、随分疲れておられるように見えますが」

  

  「仕事を早く片付けないといけないと帰ってこれないからな」

  

  「医官に薬湯でも持って来させましょうか？」

  

  「いや、わたしには合わぬようだ」

  

  どうやら薬湯はあまり好きではないようだ。

  

  あの芋の粉であまりいい印象はないのだろう。

  

  

  「ところで小猫ですが少し外に出してもよろしいですか？

  

  此処がいくら広いと言っても閉じ込めておくのも

  

  少しかわいそうな気がして」

  

  水蓮は二人に相談した。

  

  「此処は後宮と違い武官が大勢いるので少し心配ですが」

  

  不埒な事を考えている輩も少なからずいるのは確かだ。

  

  安い給金で妻を娶るどころか妓楼で遊ぶ事も

  

  出来ない男もいる。

  

  手っ取り早い方法でそれを解消しようと莫迦な事を考える

  

  輩も多少はいる。

  

  そんな事に遭遇する事は少ないだろうが

  

  ゼロではない。

  

  これ以上猫猫を傷つけたくない。

  

  「高順、すまないが馬閃に猫猫に付き添うように言ってくれないか？」

  

  「御意」

  

  きっといい顔はしないだろう。

  

  壬氏の妃ならともかく下女の付き添いなど

  

  快諾するとは思えない。

  

  しかし主の頼みごとを無下にも出来ない。

  

  

  家に戻って壬氏様の言葉を伝えると思った通りの言葉が返ってきた。

  

  「わたしがどうして下女の護衛などしなければならないのですか！？」

  

  「もし壬氏様が小猫と一緒に歩かれたらどうなると思う？」

  

  「お手付きを疑う者も出てくるかもしれません」

  

  暫く考えて答える。

  

  「そうだ。此処で起こった事は後宮にも知られていると考えるべきだ」

  

  外廷だけなら何ら問題はないが後宮という伏魔殿に

  

  噂が流れてしまえば取り返しがつかない。

  

  今なら可哀相な捨て猫を拾った程度で済んでいる。

  

  「そういう事なら仕方ありません」

  

  「馬閃、主の命は絶対ですよ。」

  

  桃美は睨みながら言った。

  

  「分かっております、母上」

  

  馬閃は子供のように頬を膨らませる。

  

  

  後宮

  

  とかく暇な人間が多いと噂話に花が咲くものだ。

  

  普通は上まで聞こえてくる事は少ないが

  

  この妃は交友関係が広く常にアンテナを広げている。

  

  見た目の美しさも十分魅力的だがどこか子供っぽい部分があり

  

  憎めないタイプの女性だった。

  

  「最近、壬氏様はあまり後宮で見かけないわね」

  

  赤が後宮の中で一番似合うと言われる帝の妃の一人

  

  玉葉妃は変化のない毎日に少し退屈していた。

  

  「猫を拾われたそうです」

  

  侍女頭の紅娘が何処からか聞いたらしい噂を話した。

  

  「猫？」

  

  「はい。その猫をいたく気に入られたようで仕事を終わらせて

  

  毎日のように帰宅されているとか」

  

  「この辺りに猫が迷い込んだりするのかしら？」

  

  「街にお出かけの時と聞きましたが」

  

  「その猫こちらに連れてきてくれないかしら。見てみたいわ。

  

  小鈴も喜ぶでしょうし」

  

  「今度お越しの時にでも聞いてみては如何です？」

  

  「そうね。聞いてみるわ」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５）

  後宮

  

  翡翠宮

  

  「猫を連れて来いとおっしゃるのですか？」

  

  玉葉妃の申し入れにいつも冷静な壬氏が動揺している。

  

  「きっと小鈴も喜ぶと思うの」

  

  「しかし、帝のお伺いもしなくてはなりませんし・・・」

  

  「帝のは許可を得ているわ」

  

  先に手を打つあたりはさすがだと思う。

  

  「何か病気を持っているかもしれませんし、猫は鋭い爪も

  

  持っているので公主をひっかきでもしたら大変です」

  

  「あなたの事だからもう綺麗にしてお世話をしてあげているでしょう？」

  

  「・・・・・・」

  

  「もしかして拾ってきたのは猫ではないのかしら？」

  

  玉葉妃は帝から何か聞いているのだろうか？

  

  もしやわたしを困らせて楽しんでおられるのか。

  

  まさか此方に猫猫を連れてくるわけにも行かない。

  

  が、断れる雰囲気でもない。

  

  「あと二週間ほど待っていただければ・・」

  

  「ありがとう！猫はすぐに大きくなるから出来るだけ早く連れてきてね」

  

  いたずらっぽく笑う。

  

  帝が心酔するのも無理はない。

  

  この屈託のない笑顔に癒しを求めておられるのだろう。

  

  しかしながら油断のならないお方だ。

  

  

  翡翠宮を出るとすぐに高順に言った。

  

  「どう思う？」

  

  「猫の事でしょうか？」

  

  「ああ」

  

  「帝が話されたかどうかは分かりませんが早急に子猫を用意せねば

  

  なりませんな」

  

  さすがは高順だ。察しが良い。

  

  「今日にでも用意してくれ」

  

  「分かりました」

  

  騙すのは気が引けるが仕方あるまい。

  

  水晶宮

  

  「梨花妃、ごきげんよう」

  

  「ごきげんよう、壬氏様」

  

  大輪の薔薇のようなもう一人の美しい妃である梨花妃。

  

  心無し不機嫌そうに見える。

  

  「今日も翡翠宮が先でしたか？」

  

  どうやらそれが気に入らないらしい。

  

  「申し訳ありません」

  

  「大したことではありませんわ」

  

  拗ねたように言うあたりはある種の男からすれば

  

  可愛いと思うのだろうか。

  

  例えば帝のような。

  

  自分なら面倒な女としか思わないが。

  

  金剛宮

  

  「壬氏様、ごきげんよう」

  

  「里樹妃、ごきげんよう」

  

  姿を見つけると嬉しそうに駆け寄って来る少女のような妃、里樹妃。

  

  好意的なのは有難いがそれ以上の想いはない。

  

  どちらかと言えばどうでもいい存在だ。

  

  帝の妃であるから関わるだけだ。

  

  柘榴宮

  

  「ごきげんよう、、楼蘭妃」

  

  「ごきげんよう、壬氏様」

  

  オウム返しのような感情の読めない桜蘭妃。

  

  父親と同じで読み取れない。

  

  はっきり言って一番苦手な妃かもしれない。

  

  東の離宮

  

  「阿多様、お久しぶりです」

  

  「おお、麗しの壬氏殿か」

  

  「背中が痒くなるような言い方はお止めください」

  

  どうもこの方には勝てる気がしない。

  

  「本気で言っているのだが」

  

  「もう子供ではないのですよ」

  

  「猫を拾うあたりは子供だな」

  

  「・・・・・」

  

  「おまえは優し過ぎる。すべてを救えるわけではない」

  

  「分かっております。それでも手を差し伸べて助けてられる者は

  

  捨ててはおけません」

  

  「それが自分に仇名す事になるかもしれんぞ」

  

  「それならばそれだけの男であったという事でしょう」

  

  「おまえは本当にめんどうな男だな」

  

  諭すつもりで話していても効き目がない。

  

  このままでは帝との衝突は避けられまい。

  

  阿多は二人の間で思い悩む事になる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６）

  外廷

  

  「壬氏様、この猫でよろしいでしょうか？」

  

  後宮から戻ると高順が一匹の猫を抱いて待っていた。

  

  生まれて間もないらしく鳴き声が幼い。

  

  「ああ、それでよい。後は病気のチェックと爪を切ってやってくれ」

  

  三毛のメスのようだ。

  

  心なし高順の目尻が下がっている。

  

  「後宮の医官にお頼みしても宜しいでしょうか？」

  

  「軍部の医官は忙しいだろうからその方が良いだろう」

  

  

  それより人間の猫の方はどうした？

  

  

  「申し訳ありません！！」

  

  馬閃が顔を青くして深く頭を下げた。

  

  「どうした？」

  

  昨夜、壬氏に言われたように外邸の説明も兼ねて

  

  猫猫と外出した時の話を申し訳なさそうに話し始めた。

  

  

  『行ってらっしゃい、気を付けてね』

  

  水蓮が馬閃と猫猫を笑顔で送り出した。

  

  猫猫は何処かを見るわけでなく馬閃の後ろについて

  

  ただ歩いていた。

  

  このような生気のない女と一緒に居なければいけないのかと

  

  思いと気が重い。

  

  異変が起こったのは軍部辺りを差し掛かった時だった。

  

  突然何の前触れもなく猫猫が消えたのだ。

  

  焦った馬閃は闇雲に探すが姿が見えない。

  

  ほんの数分前にはすぐ後ろを歩いていた。

  

  大丈夫だ、すぐ近くに居るはずだ。

  

  自分に言い聞かせるように繰り返す。

  

  

  

  少し離れた備品倉庫で猫猫は二人の男に捕らえられていた。

  

  後から口を塞がれ引きずられて倉庫に押し込められた。

  

  『こんな醜女でも女に違いない』

  

  『少しばかりの慰みになるだろう』

  

  壬氏が心配したような事態に陥っていた。

  

  助けを呼ぼうにも声が出ない。

  

  弱い者はいつも押さえつけられる。

  

  それが世の常だ。

  

  残酷な事実だ。

  

  『しゃべれないらしいから丁度いい』

  

  獲物を捕らえた獣のような目で見ている。

  

  男二人では到底かなわない。

  

  半ばあきらめかけた時、不意に倉庫の扉が開いた。

  

  『仕事中に何をやっている？』

  

  聞き覚えのない声。

  

  この男まで加わってはもうどうしようもない。

  

  『李白』

  

  『いい所で邪魔をするんじゃねえ！』

  

  『おまえも加わりたいなら順番を待ちな』

  

  入り口を塞がれていては逃げられない。

  

  『順番を待てだと！？』

  

  李白と呼ばれたその男は気色ばんだ。

  

  『先にやらせろっていうのか！？』

  

  『ふざけた事いうんじゃねえ！！女一人に二人がかりでどういう了見だ！』

  

  男たちは怯んだ。

  

  『あまつさえ話せない女を狙うとはどんだけ腐ってやがる！この女が誰の下女か

  

  分かってるのか？帝のおぼえがある宦官壬氏だと知らぬのか』

  

  『壬氏様の‥‥』

  

  その名前を聞いて男たちは真っ青になった。

  

  後宮内の諍いを悉く解決し、迅速な処罰を行う有能な男。

  

  尚且つ、男女問わず魅惑するその容貌と声。

  

  絶対手を出してはいけない女だと気づいた。

  

  猫猫を放り出して逃げた。

  

  李白は呆れた顔で見ていた。

  

  『嬢ちゃん、大丈夫か？怪我はないか？武官でもああいう莫迦な奴らが

  

  いてすまなかったな。上にはちゃんと報告するしそれなりの処罰も受けさせる』

  

  

  猫猫は手首を掴まれた痣と擦り傷程度である事を

  

  確認すると馬閃を呼び止めた。

  

  

  『大変世話になった』

  

  それだけ言うのが精一杯だった。

  

  李白が気づかなければそう思うと生きた心地がしなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７）

  「もしその武官が居なければどうなっていたと思う！？」

  

  壬氏の叱責に馬閃はうなだれた。

  

  猫猫は壬氏の手を取り首を振った。

  

  これ以上怒らないでくれと言っているのだろう。

  

  「大丈夫か？」

  

  猫猫は頷いた。

  

  そうは言っても顔や腕の擦り傷に手首に付いた痣は痛々しい。

  

  ふと反対の手を見ると何か草のようなものを持っている。

  

  「それは何だ？」

  

  猫猫は筆を取ると何か書き始めた。

  

  『甘草と言って解熱、鎮痛、健胃に効果のあり薬湯に使えます』

  

  「おまえはもしやわたしのために探してくれたのか？」

  

  高順とのやり取りを聞いていて気にしてくれていたのか。

  

  こんな事だが嬉しい。

  

  「まあ、小猫は薬草の知識があるのね」

  

  『傷の薬も自分で作れますので心配は無用です』

  

  「待て、薬研や乳鉢が必要ではないか？」

  

  『あれば助かりますが』

  

  悪事に使用すると疑われかねない。

  

  「すぐに用意してやる」

  

  その言葉通り半刻ほどで猫猫に手渡した。

  

  

  この方は普通の身分の方ではない。

  

  暗殺に使用する毒を作る道具になるかもしれない物を

  

  こんなに簡単に手に入れられるのだから。

  

  「部屋をもう一つ使えばよい。薬草を保管せねばならんのだろう」

  

  何故、この方はこのように広い知識をお持ちなのだろう？

  

  薬の調合の事も知っておられるようだし。

  

  不思議そうな顔で壬氏を見ている。

  

  「後宮にも医官が居て薬草棚があるので少しは

  

  知っているのだ」

  

  やはりこの娘は只者ではない。

  

  事、薬に関しては造詣が深いようだ。

  

  この辺の線から探れば案外この娘の正体にたどり着くかもしれない。

  

  

  後宮

  

  一週間後、壬氏は猫を連れて翡翠宮を訪れた。

  

  「まあ、なんて可愛いのかしら！」

  

  玉葉妃は嬉しそうに受け取った。

  

  気に入ってくれたようで壬氏は安堵した。

  

  「名前は何にしましょう」

  

  娘の鈴麗に見せながら考えている。

  

  「猫猫はどうかしら？」

  

  その名前を聞いて壬氏は何故か動揺している様に見えた。

  

  「猫につけるには少し・・・・」

  

  誤魔化すように壬氏は言った。

  

  「そうかしら。結構良い名だと思うのだけど」

  

  玉葉妃は壬氏の様子を面白がっている様に見える。

  

  「紅娘はどう思う？」

  

  「わたしにはそういうセンスがありませんので」

  

  「桜花（インファ）、貴園（グイエン）、愛藍（アイラン）はどう？」

  

  「ええと、そうですね。美麗（メイリン）はどうですか？」

  

  桜花が率先して言った。

  

  「いい名前だけど猫にはどうかしら？」

  

  愛藍は少し納得できないようだ。

  

  「やっぱり重ねた方が良いんじゃない？」

  

  貴園も考えあぐねている。

  

  「春春（シュンシュン）は？」

  

  「猫猫は諦めて春春にしましょう」

  

  猫猫の部分を強めて言いながら壬氏を見る。

  

  案の定、壬氏は気まずそうな顔をしていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（８）

  猫猫は薬草から薬湯を作ると渡す壬氏の前で少量椀などの取って

  

  自分がそれを毒見をして害がない事を確認してもらってからしか

  

  手渡すことを欠かさなかった。

  

  「おまえを信じている。だからそのような事はもうしなくて良い」

  

  壬氏にそう言われても決して止めなかった。

  

  「おまえの薬湯は本当によく効く。おかげで仕事も捗っている」

  

  そんな行動もあって高順からの信頼も増していった。

  

  どうやら仇名す存在ではないようだ。

  

  しかし、これ程調べても正体が掴めないのは合点がいかぬ。

  

  この年の娘が持ち合わせている知識量ではない。

  

  余程の人物がこの娘の師であるのであろう。

  

  

  このような話を聞き逃す現帝ではない。

  

  再び、壬氏を帝邸に呼びつける。

  

  

  壬氏は何となく良い話でない事を感じていた。

  

  「捨て猫が大化けしたようじゃな」

  

  「・・・・」

  

  やはり猫猫の事か。

  

  高順が逐一報告しているのだろう。

  

  「おまえも知っているであろうが玉葉妃の毒見役が不在である。

  

  その娘をその役に任じる」

  

  「猫猫は口が利けません。後宮に入ればどういう扱いを受けるか

  

  簡単に想像出来るはずです」

  

  「そのような事は朕の知る所ではない。勅命であるぞ」

  

  「あの娘は体が治れば元に戻してやるつもりでおりました」

  

  壬氏は辛そうに話す。

  

  「それはおまえの落ち度であろう。早くに手放せばこのような事には

  

  ならなかったはずだ」

  

  壬氏と言えども帝には逆らえない。

  

  「御意」

  

  その言葉しかなかった。

  

  

  このような事になってどう話せばよいのだろう？

  

  傷つけたくないと思っても周りが放っておいてくれない。

  

  

  

  絶望的な気持ちで邸に帰った。

  

  「おかえりない」

  

  水蓮がいつものように出迎えてくれる。

  

  「ただいま。猫猫は？」

  

  「自分の部屋で何か作っているようです」

  

  「そうか」

  

  顔を合わせなくてほっとする。

  

  しかし、帝の命を伝えないわけにもいかない。

  

  

  しばらくして猫猫は疲れたような顔で壬氏の前に現れた。

  

  

  「どうした？具合が悪いのか？」

  

  猫猫は首を横に振る。

  

  「しかし・・・」

  

  いつものように置かれた筆を手にすると何か書き始めた。

  

  『暫く此処には帰ってこれないでしょうから

  

  あなたの薬を幾つか作っていました』

  

  「！！おまえ・・・」

  

  猫猫は頷いた。

  

  誰かが話したのか？

  

  先ほどの話など自分と帝以外知っているはずがない。

  

  猫猫は自分が薬草に精通していると知られれば

  

  こうなると分かっていたのだ。

  

  そこまで分かっていたのに自分の為に明かしてくれたのだ。

  

  浅はかだった。

  

  やはり早く外の世界に返してやるべきだったのだ。

  

  傍に置いておきたいその思いがこのような状況を招いてしまった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（９）

  外廷

  

  「猫猫が居なくなると寂しくなるわね」

  

  珍しく水蓮が本音を漏らす。

  

  「わたしは猫猫に毒見役などさせたくはない」

  

  「帝の勅命とあらば選択肢はありません」

  

  「分かっている」

  

  猫猫は承諾してくれた。

  

  「此処に居てまた危険な目に遭うよりは・・・」

  

  「そんなわけなかろう！あの伏魔殿だ。やる事が陰湿で精神を

  

  病む者も少ないない」

  

  「あなたが思うほど小猫は弱くもないし愚かではありません。

  

  それは少ない時間ですが見てきて読み取れます」

  

  

  多分、自分が猫猫と離れたくないのだ。

  

  心配も嘘ではないが本心はそれなのだ。

  

  

  翡翠宮

  

  帝の勅命を受けて数日後壬氏は猫猫を翡翠宮に連れてきた。

  

  せめてもの餞に高価な衣を仕立てて猫猫に贈った。

  

  高価すぎてもったいないと猫猫は断ったが壬氏はそれを認めなかった。

  

  

  「今日は帝が見つけて下さった新しい毒見役が来ます」

  

  立て続けに毒を盛られて一人は軽かったものの

  

  もう一人は神経をやられて手足が動かないままだった。

  

  玉葉妃の侍女は四人しかいない。

  

  そのうちの誰かが毒見をして何かあれば大変な事になってしまう。

  

  侍女頭の紅娘と侍女達はと胸を撫で下ろしたが

  

  自分たちでない誰かが犠牲になる事に気が咎めていた。

  

  だからせめてどんな娘であっても優しくしてあげようと

  

  密かに決めていた。

  

  

  壬氏が連れてきたのは痩せすぎでしかも口のきけない娘だった。

  

  さすがに心が痛んだ。

  

  しかし、それよりも衝撃だったのは壬氏の今まで見た事にない

  

  暗くて落ち込んだ姿だった。

  

  誰が見ても娘が心配でならないのであろうと分かるくらいだった。

  

  

  「壬氏様、この娘に毒見をさせる代わりにわたしは全力で

  

  それ以外の悲しみや苦しみから守ると約束します」

  

  きっと玉葉妃はその約束を破る事は無いだろう。

  

  しかし、もし毒が盛られたら・・・・、そう考えるとぞっとした。

  

  毒見役の命等容易いもの。

  

  それが通例だ。

  

  「話せませんが言ってる事は理解できますし、紙と筆を用意して頂ければ

  

  意思疎通が可能です」

  

  「そうなの。分かったわ。常時用意するわね」

  

  「お願いします」

  

  こんなにもしおらしい壬氏は珍しい。

  

  いつものキラキラオーラが完全に息を潜めている。

  

  「他に気になる事はない？出来る限りの事はします。

  

  それから何でも構わないから口実を作って猫猫に会いに来て

  

  あげてくれないかしら？きっと不安だと思うから」

  

  「妃が許して下さるなら、是非」

  

  玉葉妃が帝に頼んだわけでないと話していて分かった。

  

  考えようによっては玉葉妃で良かった。

  

  他の妃ではこれ程の心遣いは出来ないだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１０）

  東の離宮

  

  現帝は阿多が淑妃を退いて離宮の住人となってから

  

  度々此処に来ていた。

  

  他の妃とは違い気の置けない相手だった。

  

  時に言いたいことを言い合い

  

  ぶつかる事も多いがそれがまた楽しかった。

  

  厳格な帝を演じる必要はなかった。

  

  何より二人の子である瑞月の話が出来るのは

  

  此処しかなかった。

  

  「漸く瑞が女に興味を持ったというのに随分と酷い事を

  

  したらしいではないか」

  

  阿多呆れたように言った。

  

  「女ではない。猫じゃ」

  

  「くだらない嘘をつくな」

  

  「素性も知れぬ娘などせいぜい下級妃がよいところだ」

  

  「その娘を玉葉妃の侍女にしたそうだな。しかも毒見役として」

  

  「毒見役ならばいつ命を落としても不思議ではなかろう」

  

  「瑞に恨まれても知らぬぞ」

  

  「あやつは帝になる男じゃ。それに相応しい女であれば

  

  いくらでも浮名を流しても問題はないが下賤な女など

  

  笑い話にもならん」

  

  「おまえはわたしも下賤な女の娘だと忘れたのか？」

  

  「それ故ただ一人の妃と出来なかったのだ」

  

  「同じ思いはさせたくないと？」

  

  「それもある。だがそれだけではない」

  

  「それは何だ？」

  

  「・・・・・・・」

  

  現帝はそのまま黙ってしまった。

  

  阿多にも言えない何かがあるのだろう。

  

  

  翡翠宮

  

  初めて毒見をする日、壬氏は立ち会った。

  

  最近、幸運にも毒を盛られる事は此処一年ほどなかった。

  

  しかし、今日も同じである保証はどこにもない。

  

  

  小鉢の酢の物を取り分けて猫猫が座る机にそっと置かれた。

  

  

  玉葉妃たちは不安そうな顔で見つめた。

  

  猫猫は特に緊張する様子もなく箸で掴んでゆっくりと口に運ぶ。

  

  強い毒ならば既に舌が痺れたり、吐き気をもよおしているだろう。

  

  特に異変は見受けられない。

  

  酢の物は毒の味や臭いを消してしまう事もある。

  

  五感で感じ取れるものばかりではない。

  

  即効性でなく遅効性であれば誰であろうと同じである。

  

  一通り、口にしたが異常は見受けられなかった。

  

  最初の毒見は何事もなく無事終える事が出来た。

  

  壬氏は胸を撫で下ろした。

  

  

  朝餉、昼餉、夕餉に合間の間食などで一日に４、５回毒見をしなければならない。

  

  痩せすぎの猫猫には食べるだけでも苦行に近い。

  

  

  翡翠宮を出る時に壬氏は猫猫に話しかけた。

  

  「無理するな。我慢できないようならわたしが今一度帝に

  

  嘆願しても良いが・・・」

  

  猫猫は首を振った。

  

  我慢できないとは言えないだろうな。

  

  意地の悪い聞き方だ。

  

  自分の後ろめたさを少しでも無くしたいだけだな。

  

  壬氏は自分の狡さが嫌になった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１１）

  外廷

  

  「猫猫に薬草などの知識を教えた者を付き留めました」

  

  興奮気味に高順が言った。

  

  「名は不明ですが元宦官で医官だと分かりました」

  

  「そんな優秀な者が？」

  

  「先月の末に亡くなったようでその男には孫の年のような娘が

  

  居たそうです」

  

  「それが猫猫だとしてそんなにも父を亡くした事が

  

  悲しかったのだろうか？」

  

  「それは分かりませんが、養父だそうです」

  

  「養父？では実父は別にいるのだな」

  

  「花街の者たちは口が堅くそこまでしか掴めませんでした」

  

  「花街で暮らしていたのか？」

  

  何やら深いため息をつく。

  

  何か良からぬ想像をしているようだ。

  

  「花街にいるすべての女が妓楼で働いているわけでは

  

  ありませんよ。まして小猫は薬の知識を持ち合わせて

  

  いるのですから」

  

  高順が察したようにフォローする。

  

  多分、妓女をしていたのではないかと

  

  思っているのだろう。

  

  「・・・・そうか。そうだよな」

  

  「素が出てますよ」

  

  「ああ」

  

  とりあえず、主は気を取り直して仕事を始める。

  

  

  帝も引き離せば何とかなると思われていたのだろうが

  

  今の所逆効果だ。

  

  反対されれば普通人間は意固地になるものだ。

  

  翡翠宮

  

  「すごいわ。調薬もできるのね」

  

  玉葉妃の侍女たちは有能さに感心している、

  

  「猫猫、今度壬氏様にお願いして医局に行けるよう

  

  お願いしてみるわね」

  

  この人たちはうわべだけでなく本当に大事にしてくれている。

  

  口がきけない事に同情されているのもあるかもしれないが。

  

  もっと酷い所だと思っていた。

  

  

  猫猫は聞いていた情報と少し違っていて戸惑っていた。

  

  

  どうであれおやじの人生を台無しにした場所である事は

  

  間違いない。

  

  絶対に誰であるか突き止めてみせる！

  

  

  猫猫は助けられたのは偶然だったが

  

  与えられた少ない情報だけで毒見役が居ない事で

  

  薬に知識があれば入り込める事を予想していた。

  

  奥に入り込まないと核心には迫れない。

  

  

  

  

  『どうしてこんなとこで薬屋何てしてるの？』

  

  『さあ、どうしてだろうね』

  

  誤魔化すように笑っていたおやじの顔が

  

  忘れられない。

  

  そのおやじがあっけなく死んでしまった。

  

  誰かを恨む事なく自分の運命を嘆く事もなく

  

  ただ穏やかに死んでいった。

  

  あまりの辛さに話す事が出来なくなった。

  

  その分、勘が鋭くなった。

  

  人の表情で心の中が読み取れる。

  

  

  許せない！

  

  もっと違う人生があったはずだ！！

  

  

  生前、おやじは宦官にされた理由や後宮を辞めさせられた

  

  理由は教えてくれなかった。

  

  

  

  あの時、街中で倒れた時、このまま死んでしまいたいと思った。

  

  おやじが居ないこの世なんて何の意味もない。

  

  

  だが、幸か不幸か後宮に関係する男に助けられた。

  

  ならば今死ぬ事は無い。

  

  目を覚ました時そう決めた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１２）

  後宮

  

  「壬氏様が医務室の使用許可を出して下さいました」

  

  高順が壬氏に渡された許可書を持って

  

  翡翠宮を訪れていた。

  

  「お願いしたのは昨日なのに随分お返事を頂けましたね」

  

  「はい。もうすぐ園遊会も開かれますし、毎回体調を崩す者も

  

  少なくありませんので小猫にその予防と準備をするようにと

  

  おっしゃっておりました」

  

  「猫猫、忙しくなるけれど大丈夫？」

  

  猫猫は小さく頷いた。

  

  毒見と調合は確かに大変だがこれらをこなせば益々信用が得られる。

  

  

  紅娘たちが前回の園遊会の様子を細かく説明してくれた。

  

  演舞などを観るだけで特に何をするわけでなく食事を

  

  頂くらしい。

  

  長時間、寒空でじっとしているのは

  

  かなり忍耐がいるだろう。

  

  トイレにそう何度も行けないだろうし

  

  服装は見た目重視の薄い衣なら寒さ対策が必要になる。

  

  鈴蘭様もご一緒ならばその辺も配慮がいる。

  

  

  後宮医務室

  

  高順に連れられて医務室に着くと不機嫌そうな泥鰌髭の小柄な男が

  

  猫猫を睨むような顔で見ていた。

  

  テリトリーを侵されるのが気に入らないのだろう。

  

  しかし、この周辺に生えている薬草だけでは解毒薬も作れない。

  

  「素人に触らせるような代物ではありませんが」

  

  「そうでしょうが、壬氏様が許可を出しましたので

  

  是非とも穏便にお願いします」

  

  「壬氏様の命とあらば仕方ありません」

  

  渋々承諾した。

  

  噂では後宮の医官は優秀とは言い難いらしい。

  

  以前、詳細は不明だが宦官でなかった医官が問題を起こし

  

  追放されたと聞いた事がある。

  

  女官を孕ませたらしい。

  

  しかしその話は怪しい。

  

  帝のものに手を付けて死罪にも肉刑にもならず

  

  追放されたのだから嵌められたと考えるべきだ。

  

  それ以降医官は宦官であるべきと言う

  

  暗黙の了解のようなルールができたが質が大幅に落ちたようだ。

  

  

  それにしても管理が甘い。

  

  欠品しているものが多い。

  

  

  紙にその内容を書いていると

  

  医官は申しわけなさそうな顔をして謝ってくれた。

  

  「嬢ちゃん、話せなかったのか。睨んだりして悪かったね」

  

  それ程悪い人間ではないのかもしれない。

  

  鼠麹草（そきくそう）を薬箱から取り出す。

  

  「嬢ちゃん、それは咳や痰には効くけど利尿作用があるから

  

  使わない方がいいじゃない？」

  

  『そうですね。だからうがい薬に使います』

  

  猫猫は素早くその理由を紙に書いた。

  

  

  「なるほど」

  

  医官は感心したように頷く。

  

  これではどちらが医官だか分からない。

  

  

  その様子を高順はずっと見ていた。

  

  此処の医官が如何に頼りないとしても

  

  曲がりなりにも医術の知識は持っている。

  

  小猫はそれを遥かに上回るものを持っている。

  

  

  養父の事を聞いた所で答えまい。

  

  何か隠さなければならない理由があるのだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ※鼠麹草（そきくそう）は春の七草のゴギョウ

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１３）

  園遊会

  

  演舞などが終わると休憩所は女官と武官、文官などが

  

  入り乱れ混雑していた。

  

  そこかしこで寒い中大変だったとか

  

  上級妃四人の誰々が一番美しいだの気が強そうだの

  

  好き勝手言っている。

  

  不敬罪に問われるぞと思いながら猫猫は聞いていた。

  

  

  「嬢ちゃん」

  

  少し離れた所から声をかけたのは先日危ない所を

  

  助けてくれた李白とかいう武官だった。

  

  それを思い出して頭を下げる。

  

  「あんまり違うんで人違いかと思ったぞ」

  

  桜花たちがよってたかってかさまししたり香油を塗ってくれたり

  

  化粧を施してくれたりやってくれたおかげだろう。

  

  実は皮膚の色を少し浅黒くして雀斑やシミを描いていた。

  

  だからそれを落として目尻と唇に朱を入れたくらいで

  

  ほぼスッピンなのだ。

  

  花街には女なら何でもいいという輩も少なくない。

  

  一度そういう事があってから目立たない化粧を施していた。

  

  「この間の奴らだが辞めさせて逆恨みしてもまずいから

  

  一か月休みなしで仕事をさせよとご達しがあった。

  

  それだけ働かせたら悪さする気力もなくなるだろうという判断だ。

  

  少し、甘い気がするが二度目はないと釘を差しておいた」

  

  納得いかない顔で頭を掻いた。

  

  

  下女に手を出したくらいならその程度だろう。

  

  いや、不問が充当か。

  

  下女の命等取りに足りないものなのだ。

  

  誰かが異を唱えたのかもしれない。

  

  後で知る事になるが壬氏が不問では

  

  道理が通らないと掛け合ってくれたらしい。

  

  

  これが帝の下級妃であればむち打ちか肉刑だろうが。

  

  

  そんな不条理は理解している。

  

  それでも許せない事はある。

  

  

  「あ、そうだ」

  

  

  帯に何本か差していた簪の一本を抜いて猫猫に渡した。

  

  「これ、やるわ」

  

  つっけんどんに押し付けるとどこかに消えた。

  

  随分、簪を持っていたな。

  

  

  

  遠巻きに桜花たちが見ている。

  

  誰かにいじめられたりしないか心配しているようだ。

  

  

  「もしかして簪もらったの？」

  

  李白が居なくなるとウキウキしながら桜花たちが寄ってきた。

  

  「これ結構良いものよ」

  

  「今の方と知り合いなの？」

  

  まさかあの話は出来ないし。

  

  困っていると丁度一人の宦官がこれから昼餉の

  

  毒見が始まると告げた。

  

  

  今日は壬氏様を見かけない。

  

  あれほど目立つ方が気配すらしないのは

  

  どういうことなのだろう？

  

  

  一方、壬氏は慌てた様子で園遊会の会場に向かう。

  

  余程、急いでいるのか襟のあたりが乱れていた。

  

  「もう毒見が始まってしまう」

  

  壬氏が気にしていたのは毒見をする猫猫の事だった。

  

  

  何故、最初から会場に居なかったかは随分後に明らかになる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１４）

  猫猫は大丈夫だろうか？

  

  着替えに手間取って間に合わなかった。

  

  席に着く前に話したかったのだが。

  

  

  垂れ幕の隙間から垣間見る。

  

  一同が整然と並んでいる。

  

  後から入りづらいから此処から様子を見るか。

  

  

  猫猫はいつもと違って妖艶さが漂うような美女に見えた。

  

  思わず見とれてしまう。

  

  上手く化けたな。

  

  この時、壬氏はこれが素顔だと気づいていなかった。

  

  それほど違って見えた。

  

  あいつ誰かに簪を貰ったのか？

  

  目ざとくそれを見つけた。

  

  壬氏は自分の心がざわついている事に気付いた。

  

  何時、知り合ったのか？

  

  猫猫は意味が分かっていて受け取ったのか？

  

  園遊会が終わったら聞くとしよう。

  

  兎に角、何事もなく終わって欲しい。

  

  

  しかしその願いは脆くも砕け散った。

  

  それは毒見役たちにスープを配られ、猫猫たちが口にしたその瞬間だった。

  

  猫猫以外の毒見役が胸をかきむしるようなしぐさをして

  

  苦しみだしたのだ。

  

  玉葉妃のスープ以外に毒が盛られたのか？

  

  いや、猫猫は手ぬぐいに吐き出している。

  

  

  壬氏は天幕を持ち上げて会場内に入った。

  

  帝と上級妃たちは恐れおののいた表情で身を縮めている。

  

  

  「騒ぐでない！！刑部は帝、皇太后さま、上級妃をお守りせよ」

  

  帝達に被害がない事を確認する。

  

  壬氏の声が聞こえないのか武官も文官もざわついたままだ。

  

  猫猫に駆け寄ろうとした瞬間、聞き覚えのない声が聞こえた。

  

  「じ、壬氏様、、危のうございます！！」

  

  誰の声だ？

  

  聞き覚えのない声などあるはずない。

  

  此処に居る者の姿も声もすべて覚えている。

  

  

  もしかして・・・・？

  

  それを確かめる事も出来なかった。

  

  

  

  はっと気づいた時、猫猫は自分に覆いかぶさるように倒れていた。

  

  どうしてこんな状態になっている？

  

  意識が飛んだ少し前を思い出す。

  

  

  誰かが危険を知らせる声がした。

  

  その後、パーンという音がして

  

  何かがぶつかる衝撃があった。

  

  

  「猫猫！！」

  

  背中のあたりから出血しているように見える。

  

  血の気が引いた顔。

  

  「しっかりいたせ！」

  

  その声も届いていないようだ。

  

  医官と宦官が意識のない猫猫を運ぼうとやってきた。

  

  自分が抱きかかえて連れて行きたいがこの場を

  

  離れるわけにはいかない。

  

  口惜しい！

  

  

  

  弾が体に残っているかもしれない。

  

  緊急手術をしなければならないかもしれない。

  

  目を覚ますまで傍に居たい。

  

  

  「壬氏様、猫猫に付き添っても宜しいでしょうか？」

  

  桜花が見かねて駆け寄った。

  

  「是非ともそうしてやってくれ」

  

  

  「壬氏様！」

  

  馬閃が叫んだ。

  

  「わたしは大丈夫だ。それより何があったのだ！？」

  

  気を失ったわけではないのに記憶が抜け落ちている。

  

  

  「宦官の一人が壬氏様に飛発を向けたのです」

  

  「その者は？」

  

  「刑部が取り押さえようとしましたが自分の頭を打ち抜き

  

  事切れました」

  

  「素性は？」

  

  「父が調べております」

  

  

  壬氏は数日間この後始末にかかって

  

  猫猫に会えなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１５）

  外廷

  

  壬氏は医局に置いておくのも嫌で元々猫猫が使っていた部屋に

  

  連れて帰ってきていた。

  

  その方が少しでも長い時間一緒に居られるそう考えたが

  

  ようやく家に帰れたのは数日後だった。

  

  その間、水蓮と雀が交代面倒を見てくれていたらしい。

  

  「おかえりなさいませ」

  

  「ああ。猫猫容体はどうだ？」

  

  「今は痛み止めを飲んで休んでおります」

  

  「・・・・そうか」

  

  湯あみを終えてすぐに猫猫の部屋に向かう。

  

  本当ならこのまま眠りに就きたいくらい疲労がたまっていた。

  

  しかし、そんなものより猫猫が今どのような状態か自分の目で確かめたい。

  

  

  「猫猫、入るぞ」

  

  猫猫の横たわる姿を見て思わず言葉が出ない。

  

  そこには思った以上に痛々しい猫猫の姿があった。

  

  背中に傷があるので横を見て眠っていた。

  

  包帯が巻いてあるのが少しのぞかせた素肌から見える。

  

  飛発の弾はそれほど深くは入り込んでいなかったが

  

  皮膚を抉って取り出すしかなかったようだ。

  

  傷が残るかもしれない・・・。

  

  女の体に傷など申し訳ない。

  

  

  こんな細い体でよくわたしの体を庇えたものだ。

  

  あの時の声が耳に残っている。

  

  

  

  しばらくじっと見ていると少し、呻くような声が聞こえて

  

  猫猫はうっすらと目を開けた。

  

  

  「壬氏さ・・ま？」

  

  まだ意識がはっきりしていないようだ。

  

  やはり言葉が戻っている。

  

  あの時の声は猫猫の声だったのだ。

  

  「ああ、わたしだ。分かるか？声が戻ったのだな？」

  

  「はい。そのようでございます」

  

  猫猫はいたって冷静だった。

  

  「ようやく区切りをつけて今戻ってきた。おまえの顔をが見たくて

  

  おまえの声が聞きたくて・・・・」

  

  反対に壬氏は嬉しさと悲しさが入り乱れて

  

  声を詰まらせる。

  

  「どうなさったのです？」

  

  壬氏がどうしてそんな顔をするのか分からないようだった。

  

  「どうしてあのような無茶をしたのだ？」

  

  「他の毒見役が苦しみだした時、周りを見渡すと

  

  一人だけ普通でない目をした宦官が見えました。

  

  どうにか壬氏様にお伝えしようと思いましたが間に合いそうも

  

  ありませんでしたので」

  

  「それでも自分を盾にする事はないだろう」

  

  「体が勝手に動いておりました。それに下女の命等あなたに比べたら・・・」

  

  「命の重さは等しいものだ！」

  

  猫猫の言葉を遮り叫んだ。

  

  猫猫は怖がると言うより驚いた顔をしている。

  

  「大きな声を出してすまん。だが少なくともわたしはそう思っている。

  

  不要な命もないと思っている」

  

  （貴人でもこのように思っている人もいるのか）

  

  「背中に傷が残りそうだ。その時は責任を取る」

  

  壬氏の申し出に猫猫はただただ困惑した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１６）

  「ところで誰かに簪を貰ったのか？」

  

  急に不貞腐れたような顔で聞いた。

  

  「武官の李白様ですが」

  

  「何処で知り合ったのだ？」

  

  「外廷で助けてくれた方です」

  

  それで合点はいったらしかった。

  

  猫猫は何故そんなに気にするのか分からなかった。

  

  

  「後で礼を言っておこう。うちの侍女を助けてくれたのだからな。

  

  ついでに釘を刺しておかねば」

  

  最後の方は呟くような声で聞きとりにくかった。

  

  というか敢えて聞こえないような声で言ったのだ。

  

  

  「このように長く話してすまない」

  

  「いいえ。わたしも幾つか壬氏様にお伝えしたい事が

  

  ありますが、お話しても宜しいでしょうか？」

  

  「おまえが大丈夫なら構わぬが」

  

  「あの自決した宦官ですがケシ科の薬草を呷っていたのでは

  

  ないかと思うのです。ケシ科の薬草は鎮痛作用もありますがそれ以外に幻覚や幻聴を

  

  起こすものも少なくありません。それと何か暗示をかけられていたのでは

  

  ないでしょうか？そんなに都合よく豹変させるような薬草は

  

  わたしも聞いた事がありません」

  

  「暗示？」

  

  「遠い国には人の心を操る術が使える者もいると

  

  聞いたことがあります。何かキーワードになる言葉があり

  

  それを聞いた時に起爆装置が外れる様に行動を

  

  起こすように仕向けられた可能性もあるかもしれません」

  

  「今の所実行した宦官には行動を起こす理由がないと

  

  報告が来ている。もしおまえの言う通りなら今以上に

  

  厄介な事になるかもしれない」

  

  

  あの少し前に壬氏様が言った言葉は

  

  『騒ぐでない！！刑部は帝、皇太后さま、上級妃をお守りせよ』

  

  だったはず。

  

  この中にキーワードがあるとしたら

  

  まだあのように操られている者がいるとしたら

  

  とんでもない事になる。

  

  

  「もうよい。ゆっくり休め。しばらくは此処で養生するのだ」

  

  「しかし・・・」

  

  「玉葉妃には話を通しておく。今戻っても仕事は無理だ」

  

  そっと猫猫の頬に触れる。

  

  「おまえには何度も驚かされる。此処に出る時は今まで通りに

  

  メイクをしてくれ。これは命令でなくわたしの頼みだ」

  

  「承知いたしました」

  

  「ではわたしも部屋で休む」

  

  「おやすみなさいませ」

  

  

  

  わたしはずっとメイクをした顔を見ていたのだな。

  

  猫猫の声はわたしの耳には心地良い。

  

  頭の回転が速く芯が強い。

  

  初めて会った時と全く印象が違う。

  

  健気で可哀相な娘ではない。

  

  

  あの園遊会の姿を見て良からぬ思いを抱く輩も

  

  増えたかもしれない。

  

  今以上に警戒しなくてはならないな。

  

  

  壬氏はまだこれが嫉妬という感情であることに気づいていない。

  

  そして猫猫はまだ壬氏の気持ちに気づいていない。

  

  

  「高順、すまないがここ数日の異国からの入国した者

  

  調べてくれないか？」

  

  

  「御意」

  

  これで判明すれば良いのだが

  

  そううまくはいくまい。

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１７）

  軍部

  

  「先日は随分とうちの侍女が世話になったようで

  

  礼を言うのが遅くなり申し訳なかった」

  

  壬氏は軍部に訪れて李白と面会していた。

  

  「とんでもございません。同じ武官として恥ずべき行為を

  

  行なった二人に代わってお詫び申し上げます」

  

  「時に猫猫に簪を渡したようだが・・・」

  

  要はこれを言いたくてわざわざ此処まで来たのか？

  

  「大した意味はございません」

  

  「そうか。それならよい」

  

  壬氏の帰りを見届けると李白は体中の力が抜けたように

  

  座り込んだ。

  

  おいおい、冗談じゃない！

  

  俺の好みはもっと出ている所が出ていて

  

  もっと愛嬌のある可愛げのある女だ。

  

  大体、あの宦官のお気に入りに手を出すものか。

  

  まだ命が欲しい。

  

  

  「壬氏様」

  

  「高順、何か分かったか？」

  

  「小猫が言ったように疑わしい人物が入国した模様でございます。

  

  ただ言葉が通じず調べが進まぬようにございます」

  

  「確か雀が異国の言葉に長けていたのではなかったか？」

  

  「はい。それでは雀に刑部に行かせましょう」

  

  「そうしてくれ」

  

  

  また後宮に戻らねばならんのか。

  

  出来れば外廷に止まりたい。

  

  が、壬氏を演じている以上そういうわけにもいかない。

  

  

  翡翠宮

  

  「それで猫猫はもう大丈夫なの？」

  

  壬氏は猫猫の状態を報告するために翡翠宮に来ていた。

  

  随分と玉葉妃も心配しているようだ。

  

  「意識は戻りましたがまだ体を動かすのもままならない

  

  状態でございますのでしばらくは外廷に止め置くことを

  

  お許しください」

  

  本当は此処には返したくない。

  

  一日でも引き伸ばしたい。

  

  

  「そう、分かったわ。でもずっとと言うわけではないのよね？」

  

  「はい」

  

  玉葉妃はやはり手強い。

  

  

  まだ他の宮にも回らなければならない。

  

  水晶宮

  

  「梨花妃、先日は申し訳ありませんでした」

  

  「とんでもない。壬氏様こそお怪我の方は大丈夫ですか？」

  

  「侍女のおかげで事なきを得ました」

  

  「毒見役の侍女かしら？」

  

  「はい。ところで此方の毒見役の方はその後如何でしょうか？」

  

  「一時はどうなるかと思いましたが翡翠宮の侍女の解毒剤のおかげで

  

  すぐに回復しました」

  

  「それは何よりです」

  

  いつもの営業スマイルを絶やさない。

  

  「随分と有能な侍女を玉葉妃様は侍らせていらっしゃるのね」

  

  そんな有能な侍女を何故翡翠宮に入れたのかと

  

  言われているのだろう。

  

  気に入らないのだな。

  

  数では勝っているが質では劣ると自分でも分かっておられるのか。

  

  金剛宮

  

  「壬氏様！」

  

  いつものように嬉しそうに迎えてくれる里樹妃。

  

  悪い気はしないが、興味はない。

  

  ただ、この後宮から抜けられないのは不憫に思う。

  

  「怖い思いをさせて申し訳ありませんでした」

  

  「そんな！壬氏様のせいではありませんわ」

  

  「そう言って頂けると助かります。ところで此方の毒見役の侍女は

  

  大丈夫ですか？」

  

  「ええ。玉葉妃様の侍女の解毒剤がとても効いたようです」

  

  「それはよかったです」

  

  

  

  柘榴宮

  

  「桜蘭妃、ごきげんよう」

  

  「壬氏様、ごきげんよう」

  

  いつも通りのオウム返し。

  

  「先日は不備があり申し訳ありませんでした」

  

  「いえ」

  

  短い言葉で返す。

  

  「ところで此方の毒見役の方は大丈夫でしょうか？」

  

  「はい。おかげさまで」

  

  本当にこの方は苦手だ。

  

  あの場でも全く動じていなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１８）

  「飛発の出処は？」

  

  「まだ掴めておりませんが異国のものではなくオリジナルの可能性が

  

  高いかもしれません」

  

  「そうか、それで異国の者の取り調べはどうなっている？」

  

  「雑談には応じているようですがそれ以外は全く話さないようです」

  

  「異国の者故強引な事も出来ないしな」

  

  「亡くなった宦官ですが医官が解剖した所、クサノオウが検出されたようです」

  

  「クサノオウ？」

  

  「ケシ科の薬草でアヘンの代用にもなるものらしいです」

  

  「猫猫の言った通りだな」

  

  症状だけで何が使われたか分かるのか？

  

  今回の事で猫猫は注目を浴びるだろう。

  

  益々、危険と遭遇する機会が増えてしまう。

  

  「誰がその者にクサノオウを飲ませ飛発を使わせたかだな」

  

  「そうですね」

  

  「どうした？浮かぬ顏だな」

  

  「・・・・・帝が小猫の自作自演ではないかと疑っておられます」

  

  言いにくそうに高順が言った。

  

  出来れば知らせたくない内容だがこのままでは二人の間に

  

  大きな亀裂が入るかもしれない。

  

  それだけは避けたい。

  

  「そのような事あるわけがない！大体、猫猫が飛発を手に入れられるのだ」

  

  「それは別として毒を盛ったのは小猫ではないかと思われています」

  

  「今すぐに帝に謁見を賜りたい」

  

  何処をどう考えればそうなる？

  

  もしや、わたしと猫猫を引き離すために

  

  猫猫を陥れる気なのか？

  

  「分かりました」

  

  

  程なくして高順が帰ってきた。

  

  「お会い下さるそうです」

  

  「分かった。すぐに向かう」

  

  壬氏の姿と言うわけにもいかないので正装に着替えた。

  

  帝邸

  

  「急にどうしたのだ？」

  

  現帝はいたく機嫌がいいように見えた。

  

  壬氏が焦っているのを面白がっているのかもしれない。

  

  「先日の事件の事でございます」

  

  「園遊会のか？」

  

  「はい。単刀直入にお伺いいたします。猫猫を疑っておられるのですか？」

  

  「当然であろう。薬師の如き知識を持った娘なら毒にも詳しい

  

  尚且つその解毒薬も知っているだろう」

  

  「理由がございません！それにそれなら何故わたしを助けたのですか？」

  

  「おまえの襲撃と毒は別物であるとも考えられるではないか」

  

  「いいえ。あの騒動で皆の目がそこに向けられた。猫猫がわたしを庇わなければ

  

  わたしは無事ではなかった」

  

  「主を守るのが下々の役目であろう」

  

  「猫猫はわたしが手放さなかった為に侍女になっただけで

  

  本来此処に居るべき者ではありません」

  

  「ならば元の世界返してやるか？」

  

  「・・・・・・・」

  

  痛いところをついてくる。

  

  読まれている。

  

  「出来ぬなら猫猫が無関係である事を証明してみよ！

  

  朕を納得させるだけの証拠を示せ」

  

  「御意」

  

  長丁場になりそうな事件だが一刻も早く解決させなければ

  

  猫猫が犯人に仕立て上げられるかもしれない。

  

  何故、此処までする必要があるのか？

  

  帝の真意が見えない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（１９）

  一体、帝は何を考えておられるのだろう？

  

  以前より少し強引な所があられたが、今回ばかりは合点がいかぬ。

  

  いや、そんな事より今は解明に全力を尽くさねば。

  

  

  帝邸から戻るとすぐに壬氏は猫猫の元に向かった。

  

  「猫猫、痛みは少しは和らいだか？」

  

  壬氏に気づいて体を起こそうとしたが

  

  痛みが走ったのか顔を歪める。

  

  「痛っ！」

  

  「無理をしなくて良い。今は体をいとえ」

  

  「しかし、いつまでも床に臥せっているわけにもまいりません」

  

  「さっき、水蓮に聞いたが起きて仕事をしようとしたらしいな。

  

  まだその体では無理だ。余計、長引く事になるぞ」

  

  「・・・・・・・」

  

  叱られた子供のように少しすねたような顔をする。

  

  それが可愛らしく壬氏は笑った。

  

  「いつもの顔よりずっと良いな」

  

  そんな事言ってくれたのはおやじだけだった。

  

  この人はどうして同じ事言うのだろう？

  

  

  「先程、帝とお会いして少し話をしたのだが

  

  どういうわけか誤解されているようで・・・」

  

  そのまま伝えるわけにもいかない。

  

  どう話そうか考え込む。

  

  

  「わたしをお疑いなのですね？」

  

  「・・・・ああ。それで先日の全貌を明らかにせよと仰せなのだ」

  

  「疑われても仕方ないです。毒に詳しく身元もはっきりしない。

  

  怪しさ全開ではありませんか」

  

  「嫌だろうが、おまえの事を話してくれないか？」

  

  「養父が宦官で元医官であることくらいはもうご存じなのでしょう？」

  

  「おまえの口から聞きたい」

  

  猫猫は覚悟を決めたように話し始めた。

  

  「わたしを産んだのは妓女です。その女は男に捨てられ自分を壊して

  

  わたしを手にかけようとしました。それを見かねた養父が引き取って

  

  育ててくれたのです」

  

  「おまえを見ていてその方が如何に優秀な方か察しはつく。

  

  何故、此処を追われる事になったのだ？」

  

  「わたしにも話してくれませんでした」

  

  「そうか・・・・」

  

  酷い過去に言葉を無くしているようだった。

  

  この方なら本当の事を突き止めてくれるかもしれない。

  

  おやじの名を伝えれば調べ上げてくれるはずだ。

  

  「おまえの本当の名は何というのだ？」

  

  「小鳳です。妓女の名から取ったとか」

  

  「好きではなかったのか？」

  

  「その女を母とは思っていません」

  

  「父親の事は知らぬのか？」

  

  「武官だったと・・・」

  

  「会いたくはないのか？」

  

  「その男は女が子を産んだ事も知らないでしょう」

  

  「養父殿の名は？」

  

  「羅門」

  

  その名を聞いてある一族の存在を思い出した。

  

  『羅の一族』とは「狂人と天才の一族」とも言われる。

  

  羅門が養父になった経緯は猫猫も知らないようだった。

  

  

  これは余計まずい事になった。

  

  帝でも手を焼く羅の一族が関わってるかもしれない。

  

  今以上に猫猫の立場は悪くなる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２０）

  「壬氏様、書庫で羅門という医官の事を調べました。

  

  本名漢羅門であの『羅の一族』の分家に当たる人物です。

  

  西方に留学経験がありますがその時宦官になった

  

  と記されておりました。後宮を追放されたのは皇太后様と阿多妃に出産が

  

  重なり阿多妃が子宮を無くされその後皇太后様の皇子が亡くなった

  

  責任を負わされ肉刑を受けたそうです」

  

  「・・・・・・・」

  

  壬氏は言葉が出ない。

  

  悪意がないにしろ壬氏は無関係ではない。

  

  壬氏の二人の母が原因なのだ。

  

  どちらかと言えば当事者に近い。

  

  このことを伝えればどのような顔をするだろう？

  

  折角近づいた関係が遠のくのは耐えられない。

  

  「小猫は勘のいい娘です」

  

  高順は誤魔化しきれないと言いたいのだろう。

  

  「だが今はとても話せない」

  

  狡いやり方だが猫猫が離れていくのが怖い。

  

  「壬氏様」

  

  「折を見てわたしが話すからこの話は伏せておいてくれ」

  

  壬氏の頼みを断れなかった。

  

  

  「漸く見つけたのか？」

  

  四十路の方眼鏡の男がよく似た風貌の青年に憎々しげに言った。

  

  「わたしは後宮には出入りできないのですから

  

  無理な事をおっしゃらないでください、義父上」

  

  「あの時やっと見つけたのにあの男に先起こされなければ

  

  娘はわたしの元に居たのだ」

  

  忌々しいのはあの女とも男とも分からぬような偽宦官。

  

  叔父貴が亡くなり娘を引き取ろうと探していたあの雨の日

  

  倒れた娘を抱きかかえ、外廷に連れ去った。

  

  あまつさえ、毒見役などに仕立て上げ挙句

  

  大けがを負わせた許しがたい男。

  

  「落ち着いて下さい。小鳳に毒を盛った容疑と月の君のと暗殺容疑が

  

  かけられているのですよ」

  

  「全く、ばかげた話だ！あの連中は莫迦ばかりか！！」

  

  「義父上は誰が仕掛けた事かもうわかっておられるのですか？」

  

  「・・・・・めぼしはついている」

  

  顎に手をやりながら面白そうに言った。

  

  「何故それを伝えないのですか？」

  

  「いっそ、再び狙われて命を落としてくれれば」

  

  「莫迦な事を言わないでください！」

  

  「わたしは何も困る事は無い」

  

  「そういう問題ではありません。これが上に聞こえたら反逆罪ですよ」

  

  「奴らにそこまでの度胸はない。何しろ、羅を恐れているのだからな」

  

  「？」

  

  「おまえは知らんようだな。茘と羅の一族の因縁を」

  

  「因縁？」

  

  羅半はズレ落ちそうになった眼鏡を元に戻した。

  

  「おまえは一度もおかしいと思った事はないのか？他の一族は帝に娘を

  

  送り込み縁を繋げようと必死なのに我が羅は一度としてそのような手段を

  

  取った事がない。そんな必要がないからだ」

  

  羅漢はそこまで言うと大笑いをした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２１）

  最近、不思議なほど関わってくる男が居る。

  

  多分、この男は人との関わりを好まないはずなのだ。

  

  少なくともわたしはそう思っていた。

  

  好きか嫌いかと聞かれれば好きではないタイプだ。

  

  感情的な人間は分かりやすいし、扱いやすい。

  

  しかし、この男は感情が読み取れない。

  

  この男の名は漢羅漢。

  

  あの『羅の一族の』現当主にしてこの国の軍師。

  

  相当な変人と言う専らの噂だ。

  

  派閥に属さず一匹狼で帝すら一目置く存在。

  

  以前、無謀にもその羅漢の鼻っ柱を折ってやろうと挑んだ奴は

  

  居たが返り討ちどころか完膚なきまでぶちのめされ再起不能になった。

  

  手を出したわけでじゃない。

  

  精神的に追い込んで破滅させた恐ろしい男だ。

  

  

  外廷の執務室に押しかけてきてはくだらない話をして

  

  帰っていく。

  

  

  

  そんな日が何日か続いた。

  

  何をしたいのだ？

  

  こっちは暇つぶしに付き合っている時間などないのに。

  

  

  

  とうとう我慢しきれず自分から話しかけた。

  

  「軍部はお忙しいのではないですか？」

  

  「いや、刑部ほどではありませんよ」

  

  嫌な薄笑いを浮かべる。

  

  「あの事件を解決しようと躍起になっているようですが

  

  わたしから言えば的外れとしか言いようがありませんな」

  

  「と言われると？」

  

  「一下女があれ程の事件を起こせると思っているのですからな。

  

  全くもって愚かとしか言いようがない」

  

  「誰がそのような事を言ったのですか？」

  

  「聞かずとも動きを見ていれば分かる」

  

  「では軍師殿は掴んでおられるのですね？」

  

  「さあ、どうですかね」

  

  その返事に壬氏は一瞬ムッとした。

  

  肝心な事ははぐらかす。

  

  多分、分かっているのだ。

  

  知っていながら話す気はない。

  

  此方が困っているのが楽しいのだろう。

  

  全くもって悪趣味だ。

  

  

  「あなた様からすれば下女に命等どうでも良いのでしょうな」

  

  あなた様！？だと宦官相手に言う言葉ではない。

  

  この男はわたしの正体に気づいている。

  

  「その下女を救いたいからわたしは動いている」

  

  「それは体裁ですかな？」

  

  何故、人の神経を逆なでするような事ばかり言うのか？

  

  隣の高順も訝しげな顔で見ている。

  

  「そう思いたければそれで構いません」

  

  「おやおや、お怒りですかな？」

  

  「人を揶揄うのは楽しいですか？」

  

  「そんなつもりはありませんよ。ただ・・・・あなたが何気なく

  

  行なった事で他人が大いに迷惑する事も知って頂きたいものですな」

  

  笑っていた顔が怒りに満ちた表情に変わった。

  

  

  この男は何故こんなにも怒っているのだ？

  

  わたしはこのような顔をされる覚えはないというのに。

  

  

  

  さっき話した内容を思い出す。

  

  一下女・・・・？

  

  この男の事だ。

  

  その下女が猫猫、いや小鳳ともう知っているはずだ。

  

  もしや、猫猫の母親を捨てた武官とは‥‥この男なのか？

  

  わざわざその為に此処に来ていたのか？

  

  

  これ以上話をややこしくしないでくれ。

  

  壬氏は本気でそう思った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２２）

  翡翠宮

  

  「猫猫、無理しなくていいのよ」

  

  「ありがとうございます。毒見なら支障はありませんので」

  

  「キャッ、キャッ」

  

  「鈴麗も喜んでいるみたいね」

  

  変わらない玉葉妃の笑顔にほっとした。

  

  自分が居ない間、何かあったらとずっと心配だった。

  

  一か月ほど休みを貰って玉葉妃の元に帰ってきた。

  

  傷は治ってきたがまだ背中が引き攣る事もある。

  

  そんな事を言っていたら

  

  何時まで経っても復帰は出来ない。

  

  壬氏は渋っていたがそういうわけにもいかない。

  

  

  現帝がわたしを疑っているという噂は広がっているのだろうか？

  

  それなら翡翠宮の戻っても煙たがられるだろうし、

  

  信用は地に落ちたようなものだ。

  

  しかしそれなら戻って来いとは言わないはず。

  

  

  大体、何故刑部がわたしに何も問わない？

  

  疑っているならそれくらいしてもおかしくない。

  

  壬氏様が無理を通しているのなら

  

  余計に面倒な事になる。

  

  

  そして壬氏様の様子がおかしい。

  

  本人は普通にしているつもりだけど

  

  微妙に違和感が出ている。

  

  何か隠してる？

  

  

  

  「猫猫、もう大丈夫なの？」

  

  「少し痩せたんじゃない？」

  

  「具合が悪くなったらすぐ言ってね」

  

  三人の侍女たちは変わりはない。

  

  「おしゃべりはそれくらいにして仕事に戻りなさい」

  

  紅娘もいつも通りだ。

  

  「「「はーい」」」

  

  一か月前の風景が戻ってきた。

  

  懐かしい・・・。

  

  

  久しぶりの毒見も無事に終わった。

  

  

  普通の人間なら食事の度に毒の危険に怯えなければならないのは

  

  耐えられないだろう。

  

  上級妃たちはそれをずっと耐えながら暮らしている。

  

  そこにはあるのは揺るがない信念と帝に対する忠誠心。

  

  お嬢様たちの意地の張り合いなどと軽んじてはいけないかったのだ。

  

  わたしは甘く見ていた。

  

  食うに困らずただ安穏と生きている。

  

  綺麗な衣装に身にまとい、帝のご機嫌取りしか考えない

  

  所詮は寄生するしか生きられない者たちだと。

  

  貴人であれ民あれ生きる事は戦いなのだ。

  

  負ければ堕ちるしかない。

  

  おやじはそれに巻き込まれたのだろう。

  

  

  わたしにそれを咎める事は出来るだろうか？

  

  憎しみが薄らいだわけではない。

  

  赦せるわけでもない。

  

  ただ居たたまれなくてやるせない。

  

  

  誰もが幸せを願っているのに叶わない人間もいる。

  

  幸せを望む事は悪い事ではない。

  

  だがそれによって踏みつけられる人間もいる。

  

  わたしはどうしたいのだろう？

  

  分からなくなってきた。

  

  何が正しくて何が間違いなのか。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２３）

  玉葉妃のお使いで外廷の軍部の傍を通りかかった時、

  

  偶然、李白を見かけた。

  

  同僚らしい男と歩いている。

  

  そのまま知らぬふりを決め込んで通り過ぎるつもりだったが

  

  話の内容が聞こえて思い直す。

  

  

  「緑青館の三姫なんて夢のまた夢だよな」

  

  「ああ、高官すら会えない偶像なんだぜ」

  

  

  「李白様」

  

  「えっ？おまえ誰だ？」

  

  ああ、あの時は話せなかったらわたしだと気づいていないんだ。

  

  「少し前、危ない所を助けて頂きありがとうございました」

  

  理解するまで時間がかかった。

  

  「ん？そうか。話せるようになったのか？良かったな！」

  

  一緒に居た同僚らしい男は気を利かせてくれたらしい。

  

  「俺、先にいくからな」

  

  「おう。すぐ戻る」

  

  

  「緑青館の三姫に会いたいですか？」

  

  「そりゃ死ぬまでに一度くらいはな」

  

  「助けて頂いたお礼も簪のお礼もまだでしたから

  

  それなら伝手がありますが・・・」

  

  「本当か！？」

  

  李白が大声で叫ぶ。

  

  「はい」

  

  「何でそんな・・・」

  

  「養父が妓女たちの世話をしていましたから」

  

  「なるほど」

  

  それを言い終わると李白は周りを見渡している。

  

  「どうかしたのですか？」

  

  「いや、おまえといるとあの麗しい御仁が必ずと言って現れるんだ」

  

  「それって壬氏様ですか？」

  

  「名を出すな！」

  

  本気で恐れているのか首をすごい勢いで振っている。

  

  「壬氏様はそんなに暇ではありませんよ」

  

  「おまえ本当に分かってないのか？」

  

  「何ですか？」

  

  「あの御仁がおまえを・・・」

  

  「はあ？」

  

  「ああ、もういい！」

  

  この嬢ちゃん、園遊会で見かけた時は

  

  妖艶で度胸があって感心した。

  

  頭もそれなりに良さそうなのにあんな分かりやすい

  

  態度で示している御仁の気持ちは分からないのか？

  

  まあ、人間味があって面白いが。

  

  あの御仁が嬢ちゃんを特別視してる事を教えた所で

  

  信じらないだろうし、むしろ知らない方がいい。

  

  

  後日、李白は猫猫から受け取った木簡を持って

  

  生まれて初めて緑青館の門をくぐる事になる。

  

  それにより李白は多くの武官に注目を浴びる事になった。

  

  

  「おまえが紹介したようだな？」

  

  後日、猫猫は壬氏に確認された。

  

  「はい」

  

  壬氏様でもそういうものに興味があるのだろうか？

  

  「もしかして壬氏様も三姫に会いたいのですか？」

  

  「いや、そうではない。おまえにそのような伝手がある事に驚いただけだ」

  

  「養父の伝手です。薬屋でしたから」

  

  「なるほど」

  

  多分、本当に話したい事はそんな事じゃない。

  

  やっぱり何か変だ。

  

  

  「壬氏様、他に何か話があるのではないですか？」

  

  

  一瞬、壬氏の瞳が大きくなった。

  

  きっと話したくない内容なのだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２４）

  「少し長い話になると思うので、玉葉妃が心配されては申し訳ないので

  

  書簡を届けて許しを得てからにしよう」

  

  暫くすると返事をもらった高順が戻ってきた。

  

  外廷の執務室

  

  壬氏は中々踏ん切りがつかないのか

  

  手を組んで考え込んでいた。

  

  「高順、水蓮すまないが席を外してくれないか」

  

  二人は礼を取ってその場から消えた。

  

  

  二人にも聞かせられないような話なのか？

  

  「猫猫、養父の羅門殿の氏は知っているか？」

  

  「いいえ」

  

  「・・・・・羅門殿の氏は漢でまず間違いないだろう。漢を名乗るものは多いが

  

  名に羅を入れているのは名のある一族の一つ『羅の一族』、名家のひとつだ」

  

  西方まで留学したという事はその可能性が高い。

  

  「おまえを養女にした理由は聞いたことはあるか？」

  

  猫猫は首を振った。

  

  わたしは聞いたこともなかった。興味もなかったし、

  

  知る必要がないと思っていた。

  

  「確かおまえの父親は武官だと言っていたと思うが

  

  何人か武官に羅のものがいるがおまえの父親の年齢にあたる者は

  

  一人しかいない」

  

  そこまで言うと喉が渇いたのか机に置かれていた茶を飲んだ。

  

  「漢大尉、我が国の軍師、漢羅漢という男だ」

  

  「・・・・・・」

  

  「その男は羅門殿の甥にあたる。此処からはわたしの推測だが

  

  おまえを養女にした理由は其処あたりなのではないかと思う」

  

  「わたしにはどうでもいい事です」

  

  「確かにそうだな。だがそれが事実ならおまえの立場が大きく変わってしまう」

  

  「何故です？」

  

  「名のある一族はこの国に大きな影響を与える。特に『羅の一族』は

  

  『狂人と天才の一族』とも言われるほどの能力を持ったものが多い。

  

  帝ですらおいそれとは手出しできない存在なのだ」

  

  

  （そんなことは知らない！関係ない！！）

  

  猫猫からすれば自分は何一つ変わらないのに

  

  自分の預かり知らない所で状況が変わるのは納得出来るものではない。

  

  

  「それとおまえが一番知りたがっていた事だが・・・・」

  

  本当は話したくない。

  

  どう思われるか？

  

  それが一番怖いのだ。

  

  

  「それを話すにはわたしの本来の立場をおまえに伝えねばならない。

  

  しかしそれを知ればおまえは無関係では居られなくなる」

  

  

  「壬氏様が言われる意味はよくわかりませんが、

  

  わたしは誰が養父の人生を壊したのか

  

  どうしても知りたいのです」

  

  

  壬氏の言った意味を知ったのはそのすぐ後だった。

  

  何故、こんなにも辛そうな顔をしていたのか

  

  何故、何度も確認するような事を言ったのか

  

  この時もう少し考えるべきだったと後で後悔することになる。

  

  

  「・・・・・・そうか」

  

  壬氏はがっかりしたような顔で言った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２５）

  「おまえは一度も疑った事は無いか？わたしが宦官ではないと」

  

  わたしの養父は宦官だった。

  

  だからわたしは幾つかの違和感を感じていたが

  

  敢えて気づかない様に自分の都合の良い考えをするように

  

  無意識にそうしていた気がする。

  

  それはきっと大きな秘密が隠されていると感じていたからだ。

  

  「・・・・・・・」

  

  「そうか。薄々は気づいていたのだな」

  

  無言はそう取るべきだろう。

  

  「奇妙な言い方かもしれませんが私の中の壬氏様は宦官です」

  

  「まずはわたしが宦官まで演じて後宮に入り込んでいたか

  

  それから話そう。わたしはある重圧から逃れたくて帝と賭けをした。

  

  運よく勝つ事が出来て猶予を頂いたのだ。後宮の管理者は思った以上に

  

  大変だった。多分、帝は音を上げる事も考えていたのかもしれない。

  

  試金石として帝にふさわしいかどうか判別したり、東宮誕生の為に

  

  色々と策を巡らせたり。園遊会で上座に空席があった事を覚えているか？」

  

  猫猫は園遊会の配置を思い出していた。

  

  確か・・・。

  

  「弟帝の席は誰も座っていなかったはずだな？」

  

  弟君は病弱でほとんどご自分の宮から出られる事はなく

  

  どうしても避けられない場合のみ出席されるがすぐに退席されたと聞いた。

  

  まさか・・・。

  

  「！！」

  

  「そう、わたしは皇帝の弟の華瑞月だ。わたしはある理由で東宮では

  

  居たくなかったのだ。兄とは親子ほど年が離れていてわたしは父にも母にも

  

  似ていなかった。おまえなら此処まで話せば何が言いたいか分かるだろう？」

  

  不義の子かもしれないと言われるのか？

  

  「もうしそうであればすべての人間を欺くことになる。

  

  それどころか天をも背く行為に他ならない」

  

  何を言えば良いか分からない。

  

  こんな大きな秘め事を話されても頭が追い付かない。

  

  「しかし、その理由を少し前に知ったのだ」

  

  言葉を絞り出すように苦しそうに見える。

  

  

  「同じころ阿多妃も皇子を授かった。不運な事に産がほぼ同時に

  

  始まり、皇太后の産が優先された。それは当然と言えば当然であるが

  

  阿多妃は子を産めない体となった。産後の肥立ちの悪さが重なり、

  

  正常な判断が出来なかったのか皇太后と我が子を入れ替えた。

  

  入れ替わった子のひとりは赤子の時に亡くなり一人が生き残った」

  

  その生き残った子が壬氏様・・・。

  

  では弟帝ではなく現帝と阿多妃の子供という事になるのか。

  

  「その時の医官が羅門殿だったのだ。皇子を死なせた事と

  

  阿多妃が子供を産めなくなった事、そして子が入れ替わった事に

  

  気づけなかった咎により後宮を追放されたのだ」

  

  あまりに理不尽だ。

  

  世の中はこんなものだと思っていても養父に何の落ち度が

  

  あったというのか！

  

  「わたしの二人の母の罪により羅門殿は・・・、本当にすまない。

  

  どうあっても納得は出来ぬだろう」

  

  「・・・・壬氏様は何も悪くありません。それくらい分かります。

  

  でも、養父はわたしにとって誰よりも大切な人でした」

  

  そう言い終わると猫猫の瞳から涙が零れた。

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２６）

  「わたしも殺すのですか？それなら毒を希望します」

  

  猫猫は涙を拭って言った。

  

  「そんな事しない！」

  

  怒っている。

  

  「何故です？あなたはその権限をお持ちなのに」

  

  「何故そんな事をする必要がある！？」

  

  「そこまで話した者を生かしておく必要はないでしょう？」

  

  「そうするつもりならすべてを話したりしない」

  

  「ではどういうおつもりで話したのです？」

  

  こんな状況になっても猫猫は冷静だった。

  

  最初に会った娘とは全く違って見える。

  

  「外邸に戻ってきてくれ」

  

  「支配下において監視するつもりですか？

  

  そんな面倒な事しなくとも簡単な方法があるではありませんか？」

  

  壬氏は大きな音を立てて立ち上がった。

  

  一瞬、猫猫の瞳孔が大きくなるがすぐに元に戻った。

  

  猫猫は拳を握り締めて下を向いて黙り込んだ。

  

  

  もうどうでもいい。

  

  何となく分かっていた。

  

  分かったところで何も出来ない。

  

  このどうしようのない気持ちの置き所がない。

  

  平民の自分に此処まで言われて怒らないわけがない。

  

  楽になりたい。

  

  こんな事ならあの雨の中で死んでしまいたかった。

  

  

  「何故そんな事を言うのだ？」

  

  壬氏の声はすぐ近くから聞こえた。

  

  声が震えている。

  

  顔を上げると壬氏は猫猫の目の前に立っていた。

  

  今にも泣き出しそうな悲しそうな顔で見ている。

  

  「あなたこそ何故そんな顔をされているのです？」

  

  「許せぬなら罵倒すればよい。責めればいい」

  

  「あなたも人生を狂わされた一人ではありませんか？

  

  これ以上苦しむ必要なんてありませんよ」

  

  「おまえは優し過ぎる」

  

  「わたしは優しくなんてない。ただ無関心なだけです」

  

  いつの間にか壬氏は猫猫を抱きしめていた。

  

  

  白壇の香りに酔いそうだ・・・。

  

  「どう思われても良い。わたしの傍に居て欲しい」

  

  猫猫は抗うように腕の中でもがいた。

  

  これ以上このままだときっと自分はおかしくなる。

  

  「離して下さい」

  

  「頼む」

  

  離すどころか抱きしめる力が増した。

  

  抱きすくめられるとはこういう事を言うのか。

  

  冷静にならなくてはと思うのに思考は止まったままだ。

  

  「あまりに狡いではありませんか？」

  

  「ああ、わたしは狡い。ずっと多くの人を騙して生きてきた。

  

  それでもどうしても諦められないものが出来たのだ」

  

  「あなたに叶わぬものなんて・・・ないでしょう・・・」

  

  上手く息が出来ない。

  

  上手く話せない。

  

  少しは力を緩めて欲しい。

  

  「わたしはおまえ欲しい。それ以外は何も要らない」

  

  「わたしはもの・・ではありません・・よ」

  

  「分かっている。何もかも捨ててもおまえだけは居て欲しいのだ」

  

  「こんな時に言う事で・・・はあり・・・ません」

  

  このままだと本当に流されてしまう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２７）

  「痛っ！」

  

  その声に力が弱まる。

  

  「すまない。まだ痛むのか？」

  

  傷は治ったが皮膚が引っ張るような痛みが残っていた。

  

  「怪我をさせたからと言って責任を取る必要なんてありません」

  

  「そうではない」

  

  「ではどうしてですか？傍において口を塞ぐつもりですか？」

  

  「どう言えば分かってくれる？」

  

  「一夜の戯れなら付き合って差し上げますよ」

  

  明らかな挑発だった。

  

  「強がりを言うでない」

  

  「強がりではありません。わたしが何処で暮らしていたか

  

  忘れたのですか？」

  

  「ならばこれくらいの事は慣れてるはずだな？」

  

  グイと顎を持ち上げる。

  

  いつもの美しい顔が鼻先まで近づいてくる。

  

  

  「意地悪し過ぎたか？心配するな。通じ合っていない相手に触れる気はない。

  

  ましてや怪我人に手出しする気もない」

  

  猫猫は気づいていないが体がかすかに震えていた。

  

  壬氏はそれに気づいていた。

  

  

  壬氏様の考えている事が分からない。

  

  

  「おまえを信用しているしてないの問題ではない。おまえが望まぬとも事情が

  

  変わったのだ。おまえが軍師殿の娘と知れば帝の態度も変わるだろう。

  

  しかし、あの真犯人は捨ててはおけない」

  

  

  あなたはスーッと違う何者かに変わる。

  

  まるで仮面でも被ったように。

  

  さっきまであなたは何処に行ったのか？

  

  いや、これが本性なのか？

  

  この方は壬氏様なのか瑞月様なのか？

  

  どちらのだろう？

  

  

  

  帝邸

  

  「それは本当か！？」

  

  いつも冷静な現帝が高順に聞き返していた。

  

  「はい。あの娘は漢大尉の娘である事はまず間違いありません」

  

  「なんと！あの男に娘がおったとは」

  

  「わたしも思いもよらぬ事でございました」

  

  「瑞はその娘にすべて話したのだな？」

  

  「はい」

  

  「その娘が愚かであるとは思わぬが例の事が漏れぬよう

  

  気を配るのじゃ。まだ周囲に知られるわけにはいかぬ。

  

  無駄に混乱を招くだけじゃ」

  

  「御意」

  

  「それにしても大化けどころかあの食えぬ狐の娘とは。

  

  いや、瑞は切り札を手に入れたのかもしれん」

  

  興奮冷めやらぬようでしゃべり続けた。

  

  「羅漢の弱点が見つかった。これは好機じゃ」

  

  

  『羅の一族』は建国以来、厄介な存在だった。

  

  代々言われてきたのは羅を政敵にするなという言伝だった。

  

  あの者たちはそれこそ狐の皮を被つた狼だ。

  

  壊滅は無理だが力を弱める事くらいは出来るかもしれない。

  

  あの娘を利用しない手はない。

  

  

  壬氏の思いとは全く違う方向に事態は進もうとしていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２８）

  東の離宮

  

  「羅漢の娘と分かってから態度がえらく変わったな」

  

  阿多は嫌味を込めて現帝に言った。

  

  「当たり前ではないか。あの羅漢だ。あの男の弱点など

  

  存在しないと思っていたが。あやつも男だったのか」

  

  「おまえに勝てる男はいないだろう」

  

  「わしを女好きのような言い方を致すな」

  

  「違うのか？わたしはそう思っていたが」

  

  「それは帝の務めのひとつじゃ」

  

  「良い口実だな」

  

  「おまえは本当に口が悪い女じゃの」

  

  「いつも言っているだろう、別におまえが来なくとも一向に困らないし、

  

  構ってくれるなと」

  

  「帝相手になんと無礼な！」

  

  「不敬罪にでも問うか？」

  

  「もうよい！わしは帰るぞ」

  

  いつ来ても子供のような口喧嘩をして現帝が怒って帰っていく。

  

  「勝手にしろ」

  

  上級妃を降りた女の所に足を運ぶ必要などないだろうに。

  

  いっそ外の世界に放り出して欲しかった。

  

  下手な情けなどかけられると余計みじめな気持ちになる。

  

  

  「瑞は大丈夫か？あいつは打たれ強い方ではないが」

  

  ひとりごとを呟いた。

  

  瑞を射止めた娘はどのような娘か一度見てみたいものだ。

  

  外廷

  

  「小猫、お帰りなさい」

  

  水蓮が笑顔で迎えてくれた。

  

  「またよろしくお願いします。ところでお世話になった麻雀様に

  

  ご挨拶したいのですが」

  

  背中に怪我を負った時に水蓮と交代で看病してくれたと

  

  後で聞いたが本人に感謝を伝えていない。

  

  「あの人は結構忙しくされているからどうかしら？

  

  高順様にお伝えはしておくけれど」

  

  「はい。よろしくお願いいたします」

  

  

  正直、此処に戻ってきてどうしたらいいか分からない。

  

  何より壬氏様の心が分からない。

  

  

  「小猫、まだ傷が痛むのなら無理しないでね」

  

  「たまに引き攣る事があるだけで傷は大丈夫です」

  

  この方も壬氏様の正体をご存じなのだろうか？

  

  なら当然、高順様も知っておられるはず、

  

  そしてあの方も宦官ではないのだろう。

  

  

  これだけ偽りの中にいれば疑心暗鬼にもなる。

  

  

  いや、一番いやだと思っているのは

  

  あの方が当事者でないにしろ養父に死に関係していた事だ。

  

  それが悲しくて苦しいのだ。

  

  責める気はない。

  

  だが許す事も出来ない。

  

  貴人であっても信用できる方だと思っていた。

  

  傲慢でもなく貶める事もしない。

  

  誰に対しても公平で慈悲深い。

  

  そんな人でなかったら簡単に憎む事が出来たのに。

  

  それならどれほど楽だったか。

  

  責任だけで保護されるのは辛くて仕方がない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（２９）

  羅漢邸

  

  「小鳳が外廷に戻ってきたようです」

  

  羅半は嬉しそうに羅漢に話す。

  

  「それは好都合だ」

  

  「これで暗殺未遂の濡れ衣を着せられる事も

  

  ありますまい」

  

  「もし本物の大莫迦者であればヒントくらいはくれてやる

  

  つもりだったがその必要もなくなったな」

  

  「しかし、此処で恩を売っておくのも良いのではありませんか？

  

  それに名のある一族のひとつを潰す事も出来ますし」

  

  「うむ。悪くはないが簡単に教えてやるのも面白くない」

  

  「と言われますと？」

  

  「まずは小鳳に会う。それでどう進めるか決めよう」

  

  

  義父上が唯一愛した女、鳳仙の娘。

  

  何としても会いたいのだろう。

  

  悲しいすれ違いがなければ・・・・・

  

  いや、此処にきてたらればは意味はない。

  

  此処からが肝心なのだ。

  

  

  壬氏邸

  

  「彼方に置いておくわけもいかぬので此処に戻したが

  

  軍師殿はきっと猫猫に接触を図るだろう」

  

  「それは明らかでしょう」

  

  「これ以上猫猫の心を乱したくないのだ。何としても阻止したい」

  

  「しかし、相手は稀代の軍師、防ぐのは難しいと思われます」

  

  

  暫く、壬氏は考え込んでいた。

  

  

  「わたしが直接話そう。そして何とか説き伏せる」

  

  「しかし・・・」

  

  「このままで八方ふさがりだ。どこかしら活路を見出さねば

  

  全てが悪い方に向かってしまう」

  

  「分かりました。漢大尉と約束を取り付けて参ります」

  

  「よろしく頼む」

  

  高順なら何とかしてくれるだろうが

  

  まずはあの男が何を望んでいるか確かめる必要があるな。

  

  そこから妥協点を見出すしかないだろう。

  

  

  その日の夕方、羅漢はよく似た青年を連れて壬氏邸に

  

  やってきた。

  

  

  「急な申し出に快く受けてくれて感謝する」

  

  「あなたの呼び出しを拒否できるものなど片手の指ほども

  

  おりますまい」

  

  相変らずの口ぶりに笑う。

  

  「そちらは？」

  

  「兄の息子を養子に致しまして、名は羅半と申します」

  

  「壬氏様、今後ともお見知りおきを」

  

  「甥御に当たるのですか。よく似ておられる」

  

  まるで羅漢が二人いるようで気持ちが悪い。

  

  

  「あれからわたしはあなたがどうしてあれほど怒っていたのかを

  

  考えたのです」

  

  「ほう」

  

  揶揄うような口ぶりだ。

  

  「あなたは猫猫に、いや小鳳に大怪我負わせた事に腹を立てておられる

  

  のですね。それは甚く当然だと早く気づくべきでした」

  

  羅漢の様子を伺いながら話を続ける。

  

  「小鳳の養父は漢羅門殿、あなたの叔父にあたる方だ。

  

  羅門殿は理不尽な巻き添いで後宮を追われた。

  

  不幸はそれだけでは止まらず、羅漢殿、あなたは大切な女性と

  

  引き離された。その女性は見限られたと誤解して心を壊して二人の間の子を

  

  手をかけようとした。それを知った羅門殿が娘を養女として引き取った。

  

  あなたは娘を返して欲しいとは言えなかった。しかし羅門殿が亡くなり

  

  娘を自分の元にと考えた矢先、わたしが外邸に連れ帰った。

  

  何処か間違えがありますか？」

  

  その問いかけに羅漢はわなわなと体を震わせ拳を握りしめた。

  

  「義父上」

  

  落ち着かせようと羅半は声をかけた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（30）

  「わたしがどれだけ待ったと思う？育ててくれた叔父貴に申し訳なくて

  

  本当の事を話せなかった。わたしが鳳仙を捨てるなど絶対ない！！

  

  父の言いつけで三年国を離れている間に・・・悲劇は起きた。

  

  若気の至りと言えばそれまでだがもっと深く考えて行動すべきだった。

  

  だが、叔父貴が失脚しなければこんな事にはならなかった！

  

  そして今度は遺された娘まで大きな渦に巻き込まれようとしている。

  

  赦せるわけがない！！」

  

  「あなたの怒りはもっともだ。そしてわたしが自分の思いだけを優先した結果

  

  猫猫を傷つけた事は申し訳ないと思っている。詫びたところで

  

  許される事ではないだろう。だが、今の状態であなたの元に返せない」

  

  「この期に及んで何を言うか！」

  

  「猫猫にすべてを話した。わたしの本来の立場も、羅門殿の事も

  

  そしてあなたの事も」

  

  「娘を破滅させる気か！？」

  

  「猫猫は羅門殿の人生を壊したのは誰であったか知りたいと

  

  言ったからだ。わたしとて話したくはなかった。言えば二人の間に

  

  間違いなく大きな亀裂が出来るのはわかりきっていた」

  

  「詭弁だ」

  

  「そうとられても仕方がない」

  

  「大体、分かっておられるのか！上級妃の一つの席が空くと

  

  どういう事が起こるか！？」

  

  羅漢は何を言っている？

  

  今、それが何の関係がある？

  

  「月の君、先日の飛発は何で出来ておりますか？」

  

  困惑する壬氏に羅半は問いかけた。

  

  「鉄だ」

  

  「その飛発は既成のものでないと言うのなら

  

  多くの鉄を持つ一族しかそんな事は出来ないでしょう。

  

  そしてこの都のあたりでは試し打ちも出来ない。

  

  となればどうなりますか？」

  

  上級妃の席が一つ空くという事は下りねばならぬ状態になるという事だ。

  

  それに該当するのは新しい淑妃である桜蘭妃。

  

  子昌は地方の豪族で先の女帝のお気に入りだった。

  

  いや、それは飛躍しすぎではないか？

  

  あまりに突拍子すぎる。

  

  「鉄の流れと金の流れは既に把握しております。

  

  確たる証もなく口にしているわけではありません」

  

  壬氏の考えを読み取るかのように羅半は続けた。

  

  もし本当なら子昌も今回ばかりはやり過ぎた。

  

  もう先帝の時代は終わっていると言うのに。

  

  

  いや、待て。

  

  羅漢が言っているのはその先だ。

  

  その空きに誰を据える気だと聞いているのだ。

  

  

  まさか！！羅の一族を掌握するために

  

  帝は猫猫を淑妃に据える可能性があると

  

  言いたいのか！？

  

  

  まだ何も動き出していないこの状態でそこまで読めるのか？

  

  何のだ、この男は！

  

  

  「月の君、これから先をどうするかあなた様次第です。

  

  どうかよくお考え下さい」

  

  この男は本当に恐ろしい。

  

  変人ではなく天才肌の奇人だ。

  

  皆が手に回したくないという理由がよく分かった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３１）

  東の離宮

  

  「お久しぶりです」

  

  高順から阿多妃が壬氏と酒を飲もうと誘いが

  

  来ていると聞いて時間を作って会いに来た。

  

  「忙しいのにすまないな。久しぶりに二人で酒を飲みたくなったのだ」

  

  「いいえ、わたしも飲みたい気分だったので」

  

  「そうか。先日、良い酒を手に入れたのだ」

  

  「帝に取っておかなくてよろしいのですか？」

  

  「陽の奴には勿体ない」

  

  その言葉に壬氏は思わず笑った。

  

  父も母には形無しだな。

  

  

  暫く美酒を食い返しお互いの頬が赤らめた頃

  

  「何か話があるのではないですか？」

  

  「前に話した娘に心を動かされたようだな？」

  

  「はい」

  

  「おまえがそんな顔をするのを初めて見た」

  

  いつも壬氏が歩くと女たちが顔を赤らめる。

  

  まさにその表情だった。

  

  「大切な存在が出来ると言うのは良い事だ。何より人生が豊かになる。

  

  どのような娘だのだ？」

  

  「普通の娘です」

  

  「そうか」

  

  「小柄で痩せていてそれでいて芯がしっかりしていて

  

  わたしのために薬湯を作ってくれたり・・・・、

  

  もう知っておられると思いますが命がけでわたしを助けてくれたのです。

  

  普通で考えればあの小さな体でわたしを跳ねのけるなど無理なのに。

  

  いつの間にか傍に居るのが当たり前になり手放す事が出来なくなりました。

  

  しかし、これは一方的なわたしの思いで猫猫はわたしの事は何とも

  

  思っていないでしょう」

  

  いや、多分嫌っているだろう。

  

  壬氏は寂しそうな顔をしながら下を向いた。

  

  「今までおまえは娘たちがそのような気持ちであった事など

  

  知らなかったのだからその娘に感謝すべきだな」

  

  「そう思います。こんな辛い思いをさせていたとは思いもよらなかった。

  

  人として深みが出た気がします」

  

  「そこまで言わせる娘と是非とも会いたいものだな」

  

  「・・・・・・・・」

  

  猫猫は会いたくないだろう。

  

  「その娘はきっとわたしに会いたいと思っているはずだ。

  

  理由は言うまでもあるまい。わたしが当事者の一人なのだから」

  

  「そのような事は出来ません」

  

  「何故だ？娘への気遣いか？わたしに対する忖度か？」

  

  「これ以上傷つけたくないのです」

  

  「娘をか？」

  

  「あなたもです」

  

  「おまえの優しさは時として刃よりも人を傷つける。その娘は中途半端なまま

  

  これからの人生を歩かせるのか？わたしはずっと罪悪感を持ったまま

  

  生きねばならぬのか！？」

  

  「そのような事は・・・・」

  

  「わたしは子に荷物を背負わせたのうのうと生きたいわけではない！

  

  誰であれ過ちは償わねばならぬ。皇太后より託された子を死なせ

  

  他人の人生を狂わせたのだ。何故それが分からぬ！？」

  

  いつの間にか阿多は涙を流していた。

  

  二十年近くずっと重い秘密を抱えて苦しんでいたのだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３２）

  「すまぬ。わたしとした事が、みっともないな」

  

  阿多は涙を拭う。

  

  「いいえ。わたしの考えが浅すぎました。わたしは結局どちらにも

  

  良い顔をしたかっただけです」

  

  「そう卑屈になるな。まだおまえはどちらかを選べるほど

  

  どちらかに心が傾いてるわけではないのだろう。

  

  おまえは幼い頃より辛い思いをしてきた。それ故に人の悲しみや

  

  苦しみを必要以上に受け取ってしまう癖がある。それでは

  

  これからの人生は辛いものにしかならん」

  

  「はい。このような脆弱な心では帝などつけぬと思います。

  

  わたしには父のような非情さも強さもありません」

  

  「陽もそれは気づいている。それでもカビの生えたような約束を

  

  果たそうとしている愚か者だ」

  

  

  『妃はおまえ一人という約束は果たせなかったが

  

  おまえを国母にしてやる』

  

  

  「ったく、冗談を真にうけおって。陽もおまえも強情な所は

  

  残念ながらよく似ている。呆れるほどな」

  

  壬氏は笑った。

  

  「おまえはそのように子どもように笑う顔が似合う。

  

  いつもの惑わすような笑顔よりずっとな」

  

  「壬氏の仮面が長すぎました」

  

  「外すなら時を選べ」

  

  「はい。もうすぐその時が来るでしょう」

  

  「何か起きるのだな？」

  

  「その際わたしは元の地位に弟帝に戻り

  

  それから東宮に戻るでしょうが・・・」

  

  「分かった」

  

  どうあっても帝を継ぐ気はないとやんわりと伝えたかったのだな。

  

  

  「・・・・・近いうちに猫猫を此処に連れてきます」

  

  それだけ言うと壬氏は帰った。

  

  

  何か大きな変化があったな。

  

  あいつの顔を見れば安易に読み取れる。

  

  大きな混乱が生じるのだろう。

  

  

  背伸びをした子供がようやくそれなりの年齢に追いついてきた。

  

  娘とわたしの割合は悔しいがわたしの方が少しばかり劣っている。

  

  親としては喜ぶべきなのだろうが・・・。

  

  

  壬氏邸

  

  「お呼びでしょうか？」

  

  事務的な言葉に壬氏はくじけそうになる。

  

  しかし、そうも言ってられない。

  

  「阿多様が、わたしの母がおまえに会いたいと言っているのだが

  

  おまえはどうしたい？」

  

  「お会いしたいです」

  

  「そうか。ならば、そのようにお知らせしよう」

  

  「ありがとうございます」

  

  礼を取ってすぐに立ち去ろうとする。

  

  「猫猫」

  

  「まだ何か？」

  

  「・・・・・いや」

  

  「失礼します」

  

  何を言おうとした？

  

  自分の思いを今一度伝えようとしたのか？

  

  母を責めないで欲しいと言いたかったのか？

  

  どちらにしても今の猫猫には迷惑でしかない。

  

  

  二人のやり取りを高順と水蓮は複雑な顔で見ていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３３）

  「瑞、おまえは外してくれ」

  

  阿多は戸惑っている壬氏を半ば強引に追い出した。

  

  「お初にお目にかかります」

  

  猫猫は深く礼をした。

  

  「堅苦しい挨拶はよい。わたしに言いたいことが

  

  あれば遠慮なく申せ。不敬罪などに問わぬ故」

  

  阿多は長椅子に腰を掛けて高圧的に言った。

  

  「何も申す事はありません」

  

  この娘はこの状況でも臆していない。

  

  瑞より二つほど下だというのに。

  

  「罪に問わぬと言っているのだ遠慮せずに罵倒したければそうすればよい。

  

  それとも毒を呷れといるのならそうするぞ」

  

  「そのような事は望んでいません」

  

  「真か？」

  

  「はい。壬氏様に救われなかったら阿多様に会う事もなかったでしょう。

  

  真相を知る事もなかった思います。だからもういいのです」

  

  「綺麗ごとを言うな。わたしが憎いであろう？おまえの大切な人を

  

  陥れ破滅させたのだ」

  

  「最初は憎んでおりました。許せないとも思いました」

  

  「今はそうではないと言うのか？」

  

  「そんな思いより今はただむなしくてやるせない気持ちだけです。

  

  阿多様はわたしの心の毒を吐き出させようとお考えなのですね？」

  

  「いや」

  

  「では、何故謝罪の言葉を口になさないのですか？」

  

  「おまえのようなものにそのような事をしたくないだけだ」

  

  「それならば何故わたしの会おうと思ったのですか？」

  

  「瑞がどのような娘を傍においているか興味があっただけだ」

  

  「それだけなら壬氏様を追い出す必要はないと思います」

  

  思った以上に頭が良い。

  

  わたしの方が追い詰められている。

  

  「・・・・謝罪など自分が心を軽くするための行為でしかない。

  

  そして少しでも自分に理があるのならそうしたかもしれない。

  

  おまえがもっと愚かで謝罪で立ち直れるならそうした。

  

  おまえの心の痛みは根深い。それを抱えて生きるのは辛い事だ」

  

  「そうですね。そうかもしれません」

  

  まるで他人事のように言う。

  

  「わたしがこれまでの事を話したところでそれは言い訳でしかない。

  

  おまえからすれば納得のいく理由などないだろう」

  

  「それでも何も知らないまま憎しみだけを抱えるよりはましだと思います。

  

  同情も納得もできませんが」

  

  「・・・・・・瑞がおまえに惹かれた訳を少し分かった」

  

  「壬氏様は責任だけでわたしを保護しているだけです」

  

  「おまえもわたしと同じだと言うのか？」

  

  「傷が残るようであれば責任を取るとおっしゃっていました」

  

  「何と、もう少し考えて言えばよいものを」

  

  阿多は呆れた。

  

  その言葉では娘が誤解しても仕方がない。

  

  瑞らしいと言えばそれまでだが。

  

  「わたしはいつか笑って話せる時が来るとは思えません。

  

  多分、私の命が尽きるその瞬間まで養父を忘れないでしょう。

  

  とても優しくて思いやりのある人でした。だからわたしがこのような思いで

  

  いる事を知ればきっと悲しむと思います。きっともういいんだよと

  

  言ってくれるでしょう。でも・・・・」

  

  そこまで言うと涙を流した。

  

  

  こんなに傷ついた娘を瑞は癒してやれるだろうか？

  

  余計傷口を抉るだけではないか？

  

  

  阿多はそれ以上何も言えなくなった。

  

  一人の人間の人生を壊すという事はそれでは止まらない。

  

  その人間を大切に思っている者も不幸にしてしまうのだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３４）

  猫猫を先に帰らせて壬氏は阿多と話した。

  

  

  「もうすぐわたしは子昌討伐に向けて出陣致します」

  

  「あの暗殺未遂は子昌が企てたものだと言うのか？」

  

  「羅の者が証拠を掴んでおりました。帝には既に報告済みです」

  

  「おまえ、まさか妙な事を考えていないな？」

  

  「わたしは討伐を果たす事以外何も考えてはおりません」

  

  「本当だな？」

  

  「自ら死ぬつもりは毛頭ありません。そんな事をすれば何人が罪に問われ

  

  死ぬ事になりますか？出立の前に帝にひとつ願い出るつもりではいますが」

  

  「それは何だ？」

  

  「猫猫を妻に迎える事を許して頂こうと思います」

  

  「そのような無体な事をしては・・・・」

  

  「猫猫の気持ちを無視して力づくで自分のものに

  

  したいわけではありません。今回の事で淑妃が空席になるでしょう。

  

  漢を掌握するために帝が猫猫をそこに据えようとするかもしれません。

  

  それは絶対避けたいのです。偽りの夫婦で一生を終える事に

  

  なったとしてもより恨まれる事になったとしても構わない」

  

  「陽は歴代の皇帝が漢を抑えられずにいたが自分が制圧すれば

  

  名を残せると考えているのかもしれない。それなら徹底的に邪魔をするぞ」

  

  「臣下の居並ぶ前で認めて頂くつもりです。皆の手前、反故には出来ないはず」

  

  「羅漢が黙っていないだろう？」

  

  「先に話し合っているので大丈夫です。猫猫の意志を尊重し、

  

  決してそれを破らない。多分、これを破れば本気で国を潰しに来るでしょう」

  

  「ある意味どの国を敵にするより強敵だな。

  

  しかし、あの娘がそれを承知するだろうか？」

  

  「何とか説得します」

  

  壬氏邸

  

  「おかえりなさいませ」

  

  「ああ」

  

  いつもように水蓮が出迎えてくる。

  

  「猫猫は？」

  

  「仕事を済ませてから自分の部屋で何かしているようですが」

  

  「そうか」

  

  わたしの思惑を高順にも知られるわけにはいかない。

  

  お目付け役ならば帝の伝えるはずだ。

  

  本当は高順にも話して意見を聞きたい。

  

  「猫猫、少しいいか？」

  

  「はい」

  

  何か調薬をしているようだった。

  

  「何か作っていたのか？」

  

  「北の方は寒いでしょうから風邪の予防薬とのど飴を」

  

  「何故、それを知っている？」

  

  「先程、義兄だという男から書簡が届きました」

  

  「多分それは羅半だな」

  

  「父の顔も知らないのに義兄と言われても妙な感じです」

  

  「軍師殿も会いたがっているようだがおまえからすれば寝耳に水だろう。

  

  だから少し時間をくれる様に言っている」

  

  「あの時、壬氏様に助けて頂かなかったら会わなかった人たちですね。

  

  もし・・・・だったらなんて考えても仕方がないのに莫迦ですね」

  

  「そんなことは無い。わたしもそう考えた事は何度もある。

  

  ただわたしはその偶然に感謝している。おまえと引き合わせてくれたのだから」

  

  「わたしと会って何か良い事がありましたか？命を狙われ、母君にお辛い思いを

  

  させて何故そう思われるのです？」

  

  「おまえに会って色褪せてた風景が変わった。此処に帰って来るのが

  

  楽しくて仕方なくなった」

  

  「・・・・・あなたは莫迦ですね。わたしはあなたの所に居れば養父の真相が

  

  分かるかもしれない。そう思って止まっていたのです」

  

  「それでもおまえは命を懸けてわたしを救ってくれたではないか」

  

  「あれは自分でも何故そうしたのか分かりません」

  

  「わたしはおまえに新しい命を貰ったのだ。だから仮初も姿を

  

  捨てる決心も出来た」

  

  「あなたがそう思うのは自由です」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３５）

  「明後日、出陣の際に帝におまえを妻にしたいと

  

  嘆願するつもりだ」

  

  「何故ですか？」

  

  「羅半殿の手紙に認めていなかったか？」

  

  「帝がわたしを淑妃に据えようと考えておられるかもしれないと

  

  いう事ですか？」

  

  「そうだ。羅を抑え込むために人質として妃に

  

  迎えようと考えている可能性がある」

  

  「でも、わたしが壬氏様の妻になってもそれは同じ事では

  

  ありませんか？」

  

  「わたしは政治的に利用する気はないし、おまえが嫌がっているのは

  

  分かっている。羅漢殿と約束も交わしている。仮の夫婦でも良い。

  

  帝の力が及ばない立場の人間はいないが、息子であるわたしがそう申し出れば

  

  家臣たちの前で無理を通される事はないだろう。将来、淑妃の席が埋まれば

  

  離縁しても良い。絶対力づくでおまえを手に入れたりしない」

  

  「そこまでして下さるのは償いだからですか？もしそうならご自分の人生を

  

  もっと大切にしてください」

  

  「償いなどではない。理由を話したところでおまえが気づかなければ

  

  多分、意味がないのだ。だから帰還した折にもっと話をしよう」

  

  「分かりました」

  

  「ひとつだけ頼みがある。わたしが居ない間くれぐれも

  

  おかしな考えだけはしないで欲しい。どんな事があっても

  

  生きていてくれ。わたしはそれだけを糧にして何としても

  

  此処に帰って来る」

  

  猫猫は頷いた。

  

  

  本当は行きたくない。

  

  一人残して行くのは不安でならない。

  

  だが、この戦いに勝ち抜かねば自分の願いは叶わない。

  

  出来るだけ早くケリをつけて戻って来る！

  

  壬氏は強くそう思った。

  

  

  出立の朝

  

  「この華瑞月、必ずや謀反人、子昌を討伐して帰還する事を

  

  この場でお誓い申し上げます」

  

  深い礼を取る。

  

  「頼もしい言葉じゃ。その言葉通り無事に帰って来ると

  

  信じておる。帰還の折にはそなたの望むものを遣わそう」

  

  現帝は誇らしげに言った。

  

  長い間、表立った行動を取りたがらなかった瑞月が

  

  自らの意志で正体を明かし、武功を上げようとしている

  

  こんな喜ばしい事は無かった。

  

  しかし、これが壬氏の思惑だった。

  

  「恐れながら漢大尉の娘の猫猫を妃にする事を

  

  お許しいただきたい」

  

  それを聞いた現帝は顔を強張らせた。

  

  瑞は気づいておったのか！

  

  帝の顔色が変わった。

  

  やはり羅漢の予想は外れていなかったようだ。

  

  

  暫く、二人は黙ったままそれぞれの顔を見ていた。

  

  

  

  「このような時に言う話ではなかろう」

  

  「いいえ、この時だからこそでございます。生きて帰れぬかどうか

  

  分からぬ状況だからこそ此処で認めて頂きたいのです。

  

  さすればどんな苦難も乗り越えられましょう」

  

  「・・・・・・」

  

  「どうか、お聞き届けくださいますよう重ねて

  

  お願い申し上げます」

  

  居並ぶ家臣たちはざわめき始めた。

  

  さあ、どうする？

  

  壬氏は微かに口角を上げた。

  

  駆け引きを楽しんでいる様に見えた。

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３６）

  「・・・・よかろう」

  

  苦虫を嚙み潰したような顔で現帝は絞り出すように言った。

  

  「では婚約者として認めて頂けますか？」

  

  「・・・・・」

  

  こやつ、念を押すような真似を！

  

  「帝に認めて頂かなければ猫猫が心配で

  

  本領が発揮できないかもしれません」

  

  その言葉にどっと笑いが起こった。

  

  あの麗しの宦官壬氏の言葉とは思えない。

  

  「何と女々しい事を申すのか！」

  

  「自分でもそう思いますがわたしの本心でございます」

  

  「分かった！認めてやろう」

  

  これ以上茶番は御免とばかりに言い捨てた。

  

  「ありがたき幸せにございます」

  

  してやったりの表情の壬氏。

  

  これで自分が居なくとも帝が手を出す事はないだろう。

  

  そんな事をすれば臣下の信用を無くす事になるくらいは

  

  分かっているはずだ。

  

  

  「瑞月さま」

  

  高順がなんとも言い難い顔で声をかけた。

  

  「おまえの言いたい事は分かっている」

  

  やり過ぎだと言いたいのだろう。

  

  これでもまだ足りないくらいだ。

  

  自分が帰って来なければすぐさま妃として召し上げるのは

  

  目に見えている。

  

  「それより我らが抜けては国が手薄にならんのか？」

  

  「漢大尉は国に止まり、副官の陸孫が帯同するそうです」

  

  「軍師殿は国より娘だろうな。まあその方が良い。

  

  これで帝も簡単には手が出せまい」

  

  「少しはわたしを信用して下さってもよろしいのでは

  

  ありませんか」

  

  先に今回の事を相談しなかった事を不満に思っているのだろう。

  

  「幼い頃より世話になっているおまえを信用していないわけではない。

  

  ただおまえは帝の臣下でもありおまえの立場を悪くしたくなかったのだ」

  

  「・・・・すっかり大人になりましたな」

  

  高順の目が潤んでいる。

  

  「妻を娶ろうと言うのだからもう子供ではない」

  

  「そうでございますね。早く戦を終えて帰還いたしましょう」

  

  

  壬氏たちの気持ちとは裏腹にこの戦いは困難を極めた。

  

  積雪に慣れていない兵たちで思うように進まない。

  

  

  雪は珍しくはないがこんな風に吹雪く事はまずない。

  

  壬氏は恨めしそうにそれを見ていた。

  

  こんなところで足止めを食っているわけにはいかないのに。

  

  

  「月の君、少し宜しいでしょうか？」

  

  そう声をかけたのは陸孫だった。

  

  「実は漢大尉にお預かりしているものがございます」

  

  懐から巻物様なものを出して机に広げた。

  

  「これは？」

  

  「子昌の砦の見取り図でございます。それと・・・」

  

  一枚の紙をパラパラと開く

  

  「漢大尉の奇襲に関する策を認めてまいりました」

  

  「奇襲？」

  

  高順と馬閃は難色を示す。

  

  茘の正軍らしからぬ策の内容に不満そうだ。

  

  

  「それとこれはわたしの勘ですが、此処数日風の流れを見ていて

  

  少しのズレはありますがほぼ同じ時間に風向きが変わる瞬間が

  

  あります。その時間に一気に前に出てはどうでしょうか？」

  

  さすがは軍師殿の片腕だ。

  

  いたずらに空を見上げていただけではなかったようだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３７）

  「砦の見取り図なら持っているが・・・」

  

  「これは増築された部分も書かれています。隠し部屋などは書かれていないと

  

  思いますが」

  

  「ではその繋ぎ目が脆いという事か？」

  

  「そういう事になりますね。それと多分、子昌は建物奥に逃げ込むと思われますが

  

  うしろは絶壁で逃げられません。手前の建物を壊してしまえば終わりです」

  

  「出来る事なら被害は最小限に抑えたい」

  

  「それなら雪崩を起こし、混乱の中て前を大筒で破壊すれば

  

  簡単に決着は着くと思いますが・・・」

  

  奇襲が気に入らないのなら別の方法を考えなくてはならない。

  

  しかし、時間がかかってお互いの被害を増幅してしまう可能性が高い。

  

  「軍師殿の策を使わせてもらおう」

  

  「しかし・・・」

  

  高順と馬閃はやはり気に入らないようだ。

  

  「悪名ならいくらでも被る。この際何であろうと最短でケリをつけるべきだ」

  

  下手に長引かせたくない。

  

  早く猫猫の顔が見たい。

  

  「「分かりました」」

  

  陸孫は冷静に壬氏と高順たちのやり取りを見ていた。

  

  漢大尉にしろこの方にしろ猫猫と言う娘がよほど

  

  大事なのだろう。

  

  漢大尉は実の娘だから理解できるが

  

  この方は執着と言う言葉が当てはまるほどだ。

  

  

  茘

  

  「瑞が出陣してからもうすぐ一か月か」

  

  帝はため息交じりに言った。

  

  「慣れぬ土地での戦いだ。時間はかかるだろう」

  

  阿多は少し怒ったような口調だ。

  

  「朕が言い出した話ではないぞ」

  

  「そうでなくとも追い込んだのは陽だろう？息子と女の取り合いなど末代までの恥だ」

  

  「瑞がそこまで思い込んでいるとは思わなかったのだ。ただ、羅を抑えたいと

  

  考えただけなのだ」

  

  「もし瑞に何かあったらわたしは絶対に許さんからな！」

  

  狼狽える現帝に厳しい言葉をぶつける。

  

  もしもそのような事になったら

  

  考えるだけで身がすくむ思いだ。

  

  あの娘はこんな思いを独り耐えているのだ。

  

  何とむごい事をしたのだろう。

  

  

  わたしの罪を瑞に向けないでくれ。

  

  身勝手な願いだがそう思わずにはいられない。

  

  

  「坊ちゃん、どうされているかしら？」

  

  食器を磨きながら水蓮が独り言のように呟いた。

  

  猫猫の耳にも届いていたが何も言わなかった。

  

  こんな時何といえばよいか分からなかった。

  

  確証もないのに大丈夫ですよと言うべきか

  

  簡単な相槌を返せばよいのか。

  

  此方に居た頃も何日かは帰って来ない事もあった。

  

  それでも一か月は長い。

  

  渡した薬はもう無くなったかもしれない。

  

  それならもっと作って渡せば良かった。

  

  

  「小猫？」

  

  「はい？」

  

  「あなた・・・」

  

  「何・・・です・・か？」

  

  知らぬ間に涙が流れ落ちていた。

  

  水蓮の呼びかけで気づいた。

  

  

  何故、わたしは泣いているのだろう？

  

  養父の事を思い出していたわけでもないのに。

  

  

  「・・・・すみません」

  

  「いいのよ。坊ちゃんの事心配してくれてるのね」

  

  

  心配？わたしが壬氏様の事を・・・

  

  どうして・・・？

  

  そんなわけない・・・・。

  

  そう思うのに涙が止まらない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３８）

  わたしは本当は気づいていた。

  

  それでも認めたくなかった。

  

  おやじに申し訳ない気持ちもあったけれど

  

  それだけじゃない。

  

  大切な人が出来るのが怖かった。

  

  もしまた居なくなったら・・・・

  

  もう生きていけないと思ったから。

  

  本当に帰って来なかったら

  

  どうすればいいのだろう。

  

  何故、あの時少しでも思いやりのある言葉が言えなかったのか。

  

  あんなに優しい人を傷つけてしまった・・・。

  

  「坊ちゃんは小猫が不器用だと知っていたと思うわ。

  

  大丈夫、きっと無事に帰ってきて下さるわ。

  

  だからその時は笑って出迎えてあげてね」

  

  「はい」

  

  もし手遅れだったら・・・・。

  

  嫌な事ばっかり頭に浮かんでくる。

  

  

  子の砦

  

  陸孫の予想通り風向きが変わってすぐに兵を移動させて

  

  何とか砦を肉眼で確認できる場所まで来れた。

  

  此処からは此方に気づかれないよう細心の注意が必要となる。

  

  

  桜蘭は抑えたと書簡が届いている。

  

  最悪、交渉にも使える。

  

  そこまではしたくないが。

  

  

  

  「月の君」

  

  武官の一人が作戦室に入ってきた。

  

  「君は確か李白と言ったか」

  

  猫猫を危険から救ってくれた男だ。

  

  若手の有望格と言う噂も聞いた。

  

  「大筒の用意は出来ているか？」

  

  「はっ！先ほど一番弱いとされている箇所に狙いを定めております」

  

  「陸孫、風向きは？」

  

  「あと少しで追い風に変わります」

  

  「そうか。李白もう一度確認をしておいてくれ。建物と雪を半々で」

  

  「御意」

  

  少しして、大筒の弾丸が放たれた。

  

  爆音とともに煙が吹き上がる。

  

  戦の火蓋は切られた。

  

  

  もう後戻りできない。

  

  これは恐れか武者震いか？

  

  体の震えが止まらない。

  

  

  「相手は意表を突かれて混乱しているだろう。雪崩が収まったら

  

  一気に攻め込むぞ」

  

  「御意。しかし瑞月様は前面には出ないで下さいませ」

  

  「指揮が後ろに居てどうする？」

  

  「先に指揮が倒れては負けでございます」

  

  「覚えておく」

  

  自分が傷を負えば臣下は責任を問われる。

  

  それは頭に入れておかねばならない。

  

  

  

  砦内部

  

  「一体何が起こったんだ！？」

  

  「雪崩か？」

  

  「子昌様はご無事か？」

  

  「神美様は？」

  

  中に居た者たちは土煙で咳き込んでいる。

  

  

  「今、桜蘭が捕らえられたと報告が入った。それが真実とすれば

  

  これは帝軍の攻撃と考えるべきだ。直ちに反撃の準備をせよ！」

  

  神美はヒステリックに喚いている。

  

  

  子昌は既に負けを覚悟したが簡単に捕縛されるわけにも

  

  行かなかった。

  

  桜蘭は仕方ないにしても子翠だけでも

  

  逃がしてやりたい。

  

  これ程巧みに事を運んでいる指揮官は誰だ。

  

  漢大尉か？

  

  あの男ならやりそうだが。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（３９）

  「此処までだな、子昌」

  

  多くの兵と共に壬氏、もとい瑞月は子昌を取り囲んでいた。

  

  最新の飛発を手に笑い出す。

  

  「近寄り過ぎではありませんか？この距離では外れようが

  

  ありませんよ」

  

  「壬氏様、下がって下さい」

  

  李白が瑞月の前に立って盾代わりになった。

  

  子昌は弾を打つこともなく数人の兵に槍で突かれてた。

  

  崩れ落ちる事も出来ず苦悩の表情を浮かべた。

  

  「最期に言いたい事はあるか？」

  

  「娘・・の子翠は・・先帝の落胤の娘だ」

  

  「何だと！？」

  

  「陥れ・・・られ医官の子と・・・された。ご存じのはず」

  

  そこまで言うと床に崩れ落ちその生涯を終えた。

  

  呆気ない最期だった。

  

  「何がこのような愚かな事をさせたのか？有能なおまえが」

  

  読めぬ人物ではあったが高官の中でも有能だった。

  

  思わず瑞月は本音を漏らした。

  

  桜蘭もただでは済まないと言うのに。

  

  

  「子昌の妻は正気を失い砦の上部より飛び降りたそうでございます」

  

  「そうか」

  

  生きていたとしても処刑は免れないだろう。

  

  その方が幸せかもしれない。

  

  「子昌が申した子翠という娘を探せ。本当なら連れ帰らねばならない」

  

  皇太后に聞いた事がある。

  

  十中八九先帝の孫に違いない。

  

  

  

  外廷

  

  「水蓮様、先ほど雀が内密の書簡を受け取ったそうです」

  

  桃美が辺りを見渡しながら小声で言った。

  

  多分、他の者には聞かせられない内容なのだろう。

  

  「月の君が子昌を打ち取り勝利したそうですが

  

  雪崩に巻き込まれたようで・・・」

  

  「それは確かなの？情報が錯綜してるだけではないの？」

  

  「そうかもしれませんが、夫とも馬閃とも連絡がつかないようで」

  

  「こんな話小猫には聞かせられないわ」

  

  「そうですね」

  

  しかし、猫猫はすぐ近くに居てそのすべてを聞いていた。

  

  

  壬氏様が・・・・行方不明。

  

  信じられない。

  

  信じたくない。

  

  約束されたではないですか！

  

  必ず帰って来ると。

  

  

  それから数週間しても良い知らせは届かない。

  

  

  猫猫は話を聞いてしまった事を気づかれない様にしていた。

  

  零れそうになる涙を抑えて自分の気持ちを外に出さない様に

  

  必死に隠した。

  

  これから何をするか悟られない為だった。

  

  壬氏様が帰って来ないと分かれば帝はきっと接触を図るだろう。

  

  立場上拒否は出来ない。

  

  

  「あなたを裏切ったりはしません。あなたは妻にと言って下さった。

  

  夫婦は共にあるものです。何としても生きろと言われましたが

  

  それは無理そうです」

  

  

  猫猫は調薬した何かを躊躇することなく一気に飲み干した。

  

  

  「あの世で・・は少しは笑っ・・てあなたと話した・・・い」

  

  体中が痙攣を起こし、やがて動きはすべて静止した。

  

  

  異変に気付いた水蓮が駆け付けた時、既に意識はなかった。

  

  「小猫！小猫！！」

  

  その呼びかけも耳に届いていなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４０）

  一週間後

  

  猫猫は意識がはっきりしない中誰かが手を握ってくれているのが

  

  分かった。

  

  おやじ・・・？

  

  幼い頃、熱を出したら一晩中こんな風に手を握ってくれた。

  

  どうして死んでしまったんだ？

  

  多分、涙が流れていたと思う。

  

  死ぬ時はこんな風に幸せだった事を思い出すのだろうか？

  

  そして次第に何も感じなくなるのか？

  

  

  誰かが何か言っている。

  

  「・・・・オ」

  

  誰だ？

  

  「・・・・マオ」

  

  この声・・・・

  

  まさか・・・。

  

  目が開けれるのか。

  

  恐る恐る目を開ける。

  

  手を握りしめていたのは会いたくて仕方がなかった壬氏だった。

  

  「壬氏様・・・？」

  

  「猫猫！！」

  

  この声、間違いない。

  

  聞きたかった声だ。

  

  一体どうしたのだろう？

  

  致死量の毒を呷ったはずなのに

  

  何故、生きている？

  

  夢を見ているのか？

  

  あの世なのか？

  

  「もう目を覚まさぬのではないかと思ったぞ」

  

  そういうと力いっぱい抱きしめた。

  

  白檀の香りとこのぬくもりは現実？

  

  

  一週間前

  

  子昌を討った後、すぐに退却する事が出来ず、くまなく子翠を

  

  探し回った。

  

  何とか隠し部屋を見つけて潜んでいた子翠を見つけた。

  

  『子翠と言うのはおまえか？』

  

  それには答えず、壬氏に刃物を向けて睨んでいる。

  

  長い髪に上背のある綺麗な女だ。

  

  『先帝の孫であるなら私たちと共に茘に来い』

  

  『うるさい！そんな事知らん！！』

  

  今にも向かってきそうな剣幕だ。

  

  『どんな理由があるにしろ親を手にかけたわたしが憎いだろう？

  

  それは当然だ。しかし、よく考えろ。おまえまで死んでしまえば

  

  誰が死んでいった者たちを弔うのだ？死ぬ間際におまえの父は

  

  わたしにおまえを託したのだ。それを無にするのか？』

  

  『‥‥‥』

  

  子翠は悔しそうに涙を流した。

  

  『死ぬのは簡単だ。だがおまえは生きねばならん』

  

  国家転覆を企てたのだから一族の滅亡も致し方ない。

  

  何も知らない子供も処罰されるだろう。

  

  上に立つ者が狂えば下々の者まで罰せられる。

  

  古からの理とは言えむごい事だ。

  

  『いつかおまえを殺してやる！！』

  

  『それで生きていけるならそれでいい』

  

  瑞月は悲しそうな顔で言った。

  

  

  高順と馬閃は隙あらば子翠は瑞月を狙う可能性も

  

  あるので注意を怠らなかった。

  

  しかし、先帝の孫と言うのが本当なら

  

  手にかけるわけにもいかないので対処に頭を悩ます事になった。

  

  

  瑞月は子翠を連れて帰還した。

  

  後、仮死状態で見つけた数人の子供も連れ帰った。

  

  多分、義父の医官から聞いた方法を用いたのだろう。

  

  一度死んだ者は罪に問わない。

  

  その為にこんな無謀な賭けに出たのだ。

  

  

  途中、雪崩に巻き込まれたが子翠が横穴を教えたので難を逃れたが

  

  中々外に出る事が出来なかった。

  

  『何故、助けた？』

  

  『こんなに楽に死なせるものか！』

  

  『そうか』

  

  

  

  その噂が国に広まっている事を知らないまま

  

  突然帰還したので帝をはじめ周りを驚かせる事になった。

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４１）

  帝邸

  

  「華瑞月、帰還致しました。謀反人、子昌を討ち果たした事を

  

  ご報告申し上げます。長らくご心配をおかけいたしました事

  

  お詫び申し上げます」

  

  「大義であった」

  

  現帝は瑞月にねぎらいの言葉をかけた。

  

  「有難き幸せにございます」

  

  「この者は子翠と申すものでございます。

  

  詳細は後日にでも報告させて頂きます」

  

  後の子翠の事を話そうとしたが臣下の居並ぶ中

  

  出来る話ではない。

  

  とりあえず自分の邸に連れ帰る事にした。

  

  「暫くは体を休めよ」

  

  「御意」

  

  挨拶を済ませると足早に自分の邸に向かう。

  

  

  早く、猫猫に会いたい。

  

  思った以上に時間がかかってしまった。

  

  しかし、突き付けられたのは残酷な現実だった。

  

  聞こえてきたのは猫猫の名を叫ぶ水蓮の声。

  

  何があった？

  

  水蓮がこんなに取り乱す所など一度も見た事がない。

  

  血の気のない猫猫の姿に心臓がぎゅと握られたような感じがした。

  

  「猫猫！！一体どうしたのだ！？」

  

  「坊ちゃん！小猫が毒を飲んだのです」

  

  「何故だ！？」

  

  「坊ちゃんが雪崩に巻き込まれて行方知れずになったと

  

  聞いてしまったようで・・・・」

  

  「早まった事を・・・」

  

  壬氏は顔を歪める。

  

  「医官をすぐに呼べ」

  

  「はい」

  

  「此処の医官に何が出来るというのか？」

  

  突然、子翠が笑いながら言った。

  

  「・・・・・・」

  

  「その娘は複数の毒草を飲んだ可能性が高い」

  

  「おまえ、毒薬の知識があるのか？」

  

  「わたしの義父は元医官だった。幼い頃より医学書を読んで育った」

  

  「助けられるのか？」

  

  「出来ない事は無い」

  

  もったいぶった言い方に壬氏は苛立つ。

  

  「条件は何だ？」

  

  「妹の桜蘭と連れ帰った子供たちを助けろ」

  

  「桜蘭は無理だ」

  

  「なら交渉は決裂だ。助けられる命を見殺しにするとは

  

  酷い男だな」

  

  このままだと本当に猫猫は死んでしまう。

  

  口約束ならいくらでも出来る。

  

  騙すのか？

  

  そんな卑怯な手を使うのか？

  

  「わたしの命をくれてやる。おまえはわたしが憎いのだろう？」

  

  「瑞月様！何を言われるのです」

  

  傍に居た高順が止めた。

  

  「猫猫が居なければ生きている意味がない」

  

  「その娘が大切か？なら自分の無力さを感じて苦しむがいい！」

  

  「無礼者が！ならば連れ帰った子供たちもただでは済まぬぞ」

  

  馬閃が怒り任せに非道な事を言ってしまった。

  

  「馬閃、黙れ！子供たちは何があろうと助ける。脅してまで

  

  意のままにする気はない」

  

  「しかし、このままでは・・・」

  

  「子翠殿、今回は恩を売るべき時ではありませんか？

  

  聡明なあなたなら理解できるのではありませんか？」

  

  馬閃とは対照的に高順は冷静で穏やかな物言いだった。

  

  年の功と言えばそれまでだが、子翠の表情に迷いが見えた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４２）

  「あなたももうこれ以上誰かが死ぬのはみたくないでしょう」

  

  高順は見透かしたように続けた。

  

  子翠は一瞬、睨むような顔を向ける。

  

  「・・・・・わかった」

  

  覚悟を決めたように承諾した。

  

  当たっている。

  

  多くの人間の死を目の当たりにすれば麻痺してると

  

  思っていたのに瀕死の人間も見た時、心が辛くなった。

  

  そんなものに慣れなどないのだと分かった。

  

  ただ、父を死に追いやり故郷を壊滅させたこの男の想い人など

  

  助けたくなかった。

  

  

  「これからは男には見せられない。信用できぬなら誰か女を

  

  連れてこい」

  

  「わかった」

  

  高順はすぐに雀を連れてきた。

  

  「信用してないわけではありませんが」

  

  「わたしでもそうする」

  

  子翠は即座にそう言った。

  

  

  壬氏たちは部屋から出た。

  

  

  吐かせたところで意味はないな。

  

  子翠は少し考えていた。

  

  「雀は何をしたらいいですかね？」

  

  こんなの状況で笑いながら聞いてくるこの女は何なんだ？

  

  「ますは服を脱がせて発疹の有無を調べる」

  

  「はいはい」

  

  子翠はその時娘の背の傷跡を見た。

  

  弾痕・・・・・？

  

  まさか。

  

  しかし、それ以外考えられない傷だ。

  

  それもまだ新しい。

  

  それにしても痩せすぎだ。

  

  毒の効きも早かっただろう。

  

  致死量も少なく済んだはずだ。

  

  この娘は毒薬に長けているはず

  

  誰かが誤って飲んだ時の用意くらいはしてあるかもしれない。

  

  「炭を砕いて飲ませて。わたしは解毒剤を探す」

  

  「胃洗浄はどうします？」

  

  「痙攣も起こしていない、となればもう下半身まで毒が

  

  回っているだろう。無意味だ」

  

  「では尿として排出するしかないですか？」

  

  「ああ、そうなる」

  

  この女やたら処置に詳しいな。

  

  子翠は猫猫が毒を呷ったと思われる入れ物の臭いを嗅いだ。

  

  何と何を混ぜたか判別出来ないな。

  

  薬研かすりこ木に何か残っていないか？

  

  煎じたのなら出がらしが残っているかもしれない。

  

  ゴミ箱を探す。

  

  「あなたが居なくなってしまったら『月の君の幸せをしろ』という

  

  命が叶わなくなってしまいますよ」

  

  雀は聞こえないくらいの声で言った。

  

  

  部屋の外

  

  「信用してよろしいのですか？」

  

  馬閃が壬氏に聞いた。

  

  「雀も居るから大丈夫だろう。それに憎しみはわたし自身に向けられている。

  

  あの娘なら直接わたしを狙ってくる。それに背中の傷を見て

  

  それが何を意味するかぐらいは気づくだはずだ」

  

  「そうですね。猫猫が自分たちのせいで傷ついたと

  

  知れば何としても助けようと考えるでしょう」

  

  「ある意味猫猫と子翠は似た立場にいる」

  

  養父の人生を台無しにされた猫猫と父親と故郷を壊滅させられた子翠。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫(４３）

  「やれるだけの事はやった」

  

  子翠は疲れた顔で扉を開けた。

  

  猫猫の横には雀が立っていた。

  

  「猫猫は大丈夫か！？」

  

  壬氏は心配そうに聞いた。

  

  「子翠さんが頑張ってくれたので峠は越えたと思います」

  

  「そうか・・・・」

  

  体中の力が抜けた。

  

  「猫猫を助けてくれてありがとう」

  

  「別にあなたの為ではない。その娘がわたしたちが扱っていた飛発で

  

  傷ついたのであれば死なせるわけにはいかなかっただけ」

  

  

  出涸らしが残されていたので使った毒草が分かった事が幸いだった。

  

  何週類かのうち知らない毒草が含まれていたが

  

  少量だったのが助かった。

  

  あの娘の知識は本物だ。

  

  それがなければ解毒薬は作れなかった。

  

  

  子翠は壬氏の元に置くことも出来ないので馬の家で預かる事になった。

  

  

  明日にでも帝に報告に行かなければならない。

  

  普通に考えて子翠を処罰するのは難しいだろう。

  

  何とか桜蘭を救ってやりたいが・・・。

  

  

  猫猫が横たわる寝台の横に座って手を包むように握った。

  

  どうしてこんなにも悪い方向に進むのか。

  

  後、半刻でも早く着いていれば猫猫がこのような事を

  

  しなかっただろうに。

  

  峠は越えても障害が残るかもしれない。

  

  命だけはと願ってもどんどん欲が広がっていく。

  

  それが人間だ。

  

  その欲に囚われて自分だけでなく周りも不幸にしてしまう事は

  

  少なくない。

  

  「猫猫、早く目を覚ましてくれ」

  

  「瑞月様、あなたも戦場からお帰りになったばかりで

  

  疲弊されておられる。少し休まれた方が宜しいかと」

  

  「到底、自分の部屋で眠るなど無理だ」

  

  東の離宮

  

  「瑞が帰って来たのだな」

  

  阿多は嬉しそうだ。

  

  「雪崩に遭ったらしいが何とか帰還できたようじゃ」

  

  現帝もホッとしたような顔をした。

  

  「約束通りあの娘との事を認めてやるのだろう？」

  

  「それどころではあるまい」

  

  「どういう意味だ？」

  

  阿多の表情が曇る。

  

  「おまえの雀には聞いておらぬのか？」

  

  「何があったのだ！？」

  

  「瑞が帰還したその日に毒を呷ったそうだ」

  

  「それで？」

  

  「命は取り止めたらしい。あと少し待っていればこのような事には

  

  ならなかったと言うのに。早まったものだ」

  

  「何を人ごとのように言っている！おまえが瑞を追い詰めあまつさえ

  

  その娘も追い詰めたのだぞ」

  

  「何でもかんでも朕のせいにするな」

  

  「おまえは本気で自分は何もしていないと思っているのか！」

  

  「瑞が戻らなければあの娘を娶るつもりだっただろう？」

  

  「嫉妬か？おまえにしては珍しいな」

  

  「笑わせるな！その様子だとまだ諦めていないようだな？」

  

  「簡単な方法で羅が抑えられるのならそれに越したことはない」

  

  「そのような考えを捨てねば瑞もわたしも失う事になるぞ」

  

  最後通告を受けた現帝はその場で座り込んでしまった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４４）

  「ご報告が遅れて申し訳ございません」

  

  瑞月は子翠が先帝の孫である事を話した。

  

  「いや、しかしそれが真ならば処分を考えねばならぬな」

  

  「はい」

  

  

  「ところで約束はお忘れではございませんね？」

  

  「くどいぞ」

  

  帝は拳を握りながら語気を強めた。

  

  「二言はないな？」

  

  瑞月の後ろから突然阿多が表れて帝は驚いている。

  

  「阿多」

  

  「わたしが証人だ。姑息な真似をしたら昨日言った事が

  

  本当になると思え」

  

  「ぐっ！二人でグルになりおって！！」

  

  現帝は呻る。

  

  「何を言うか。おまえが約束を反故にしようとするからだろう」

  

  「ふん！」

  

  不貞腐れた顔で奥に引き上げた。

  

  「助かりました」

  

  「いや、大したことではない。それより娘の容体はどうだ？」

  

  「意識は取り戻しました。今の所これと言った異常は見られません」

  

  「そうか。このまま何事もなければ良いな」

  

  「はい」

  

  「瑞、今一度確認したい事がある」

  

  阿多は瑞月の顔をじっと見た。

  

  「おまえが娘を思う気持ちはよく分かった。娘はおまえの事をどう思っているのか

  

  確認したのか？無理強いは絶対やめておけ。それでは陽と同じになってしまう」

  

  「わかりました。二人で時間をかけて話をしようと思います」

  

  「それがよいだろう」

  

  「ところで連れ帰った子供たちと子翠の事なのですが

  

  母上の所でおいては頂けませんか？」

  

  「それは構わんが、桜蘭はどうするつもりだ？」

  

  「実のところ頭を悩ませております。下賜するにしても罪人の娘はという肩書は

  

  相手も躊躇するでしょうし、流刑にするにはあまりに酷い」

  

  「・・・・真相は不確かなのだが懐妊の可能性があるらしい」

  

  「それは真ですか？」

  

  「事実かどうかすぐに確認しろ」

  

  「はい。確認してまいります」

  

  

  それが本当なら桜蘭を助けられる。

  

  桜蘭は確か投獄されているはずだ。

  

  

  牢獄

  

  「楼蘭、あなたに確認したい事があります」

  

  鉄格子の中は壊れた人形のようだった。

  

  無理もない。

  

  淑妃の称号をはく奪され沙汰が決まるまで

  

  此処に留め置かれている事を知っているのだろう。

  

  その横には侍女が二人ほど傍にいたが

  

  楼蘭同様無表情でただ立っていた。

  

  この中の者たちは極刑を覚悟しているのだろう。

  

  「帝の子を宿しているのですか？」

  

  その言葉にも反応しない。

  

  「もしそうなら罪を免れます」

  

  「そうです！楼蘭様はお子を宿しておられます」

  

  「ですからお助けを」

  

  二人の侍女が涙ながらに訴えた。

  

  これで助かるかもしれない。

  

  当然の行動だ。

  

  だが、楼蘭は何も言わない。

  

  助かりたくないのか？

  

  心が壊れたのか？

  

  

  「今、子翠が此処に来ている」

  

  「姉さまが！」

  

  子翠という言葉だけに楼蘭は反応した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４５）

  「桜蘭・・・・・」

  

  子翠は辛そうな顔で桜蘭を見ている。

  

  「姉さま、ご無事だったのですね。何か酷い事を

  

  されませんでしたか？」

  

  「わたしは大丈夫だ。おまえの方こそこんなに窶れて・・・」

  

  瑞月は何も言わずにその場を離れた。

  

  気を利かせたのだろう。

  

  

  良からぬ話をするとは考えないのか。

  

  甘い男だな。

  

  

  「もし本当に子を宿しているのなら話した方がいい」

  

  「・・・・・・」

  

  桜蘭は俯いた。

  

  「命を大切にしてくれ。父様ももういない」

  

  「仇の子を産めと言うの！？」

  

  「それでも子に罪はない」

  

  「うっうっ・・・」

  

  楼蘭は泣き出した。

  

  「泣いては子に障る」

  

  子翠はとても優しい顔で桜蘭を見る。

  

  「わたしはひとりにするな。わたしはおまえが思うほど強くない」

  

  涙を流しながら諭す。

  

  残酷な世界でもひとりでなければ生きていける。

  

  

  しばらくすると瑞月は戻ってきた。

  

  「月の君、あなたの言われるように帝の子を宿しております」

  

  桜蘭は涙を流しながら言った。

  

  「ではこんなところに居ては御子に障る。すぐに柘榴宮に戻られよ」

  

  侍女達は安堵の表情が見せた。

  

  桜蘭は頷いた。

  

  

  御子が生まれた後はどのように扱われるか分からないが

  

  当面の危険は避けられた。

  

  皇子か公主か

  

  それによって後宮はまた荒れるだろう。

  

  問題の先送りにしかならないが仕方ない。

  

  

  壬氏邸

  

  瑞月が漸く帰れたのは夜半だった。

  

  帰還してからもゆっくりする間がない。

  

  疲れて長椅子に倒れ込む。

  

  同じ屋根の下に居るのに猫猫と話す時間もない。

  

  重い体を起こして猫猫の部屋に向かう。

  

  こんな時間に何と思われるか分からないがそれでも

  

  寝顔くらいは見たい。

  

  安心したいのだ。

  

  「猫猫、入るぞ」

  

  眠っているのか返事がない。

  

  薬湯で眠っているのか瑞月が傍まで来ても

  

  起きる様子もない。

  

  気を遣わなくて良い場所になっているのならそれはそれで嬉しい。

  

  「漸く帰ってきたと言うのにじっくり話す間もない」

  

  瑞月は猫猫の頬に触れるとそのまま部屋を出て行った。

  

  翌朝も朝早くから後宮に向かう。

  

  「少しはゆっくりなさらないと・・・」

  

  顔色の悪い瑞月を心配そうに声をかける高順。

  

  「ああ、だが桜蘭が柘榴宮に戻るとなると捨ててもおけない」

  

  柘榴宮

  

  「お加減は如何です？」

  

  長椅子にもたれかかるように桜蘭は座っていた。

  

  「お気遣いありがとうございます。先ほど帝が来てくださいました」

  

  「何と仰せでしたか？」

  

  「嬉しそうな顔をしておいでで元気な子を産むようにと

  

  言ってくださいました」

  

  身に覚えは大ありだろうから認める他ないだろう。

  

  

  問題は他の妃たちの反応だ。

  

  玉葉妃は東宮を授かり、后になられている。

  

  その後、梨花妃も皇子を授かった。

  

  玉葉后は兎も角、梨花妃は心中穏やかではないだろう。

  

  里樹妃は流石に帝もお手付きはしない。

  

  となれば里樹妃が下賜される可能性が出てくる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４６）

  漸く、二人で話が出来たのは帰還してから

  

  一週間過ぎた頃だった。

  

  「ずっときちんと話がしたいと思っていたのが遅くなりすまない」

  

  「いえ」

  

  机を挟んで向かい合う二人。

  

  まだ完全に毒が抜けていないのか猫猫の顔色は白かった。

  

  「まだ体が万全でないのだな？」

  

  「それほどではありません」

  

  「今までの事、そしてこれからの事を話し合いたいのだ。

  

  命令でなく対等の立場として聞いて欲しい」

  

  「わかりました」

  

  「帝にはおまえを妻にする事を認めて頂いた。しかし、これは意志でおまえが

  

  どうしたいかはまだ確認していない。勝手に進めて良い話ではない」

  

  「それはわたしが漢大尉の娘からでしょうか？」

  

  「いや、軍師殿は関係ない」

  

  「古より皇族の婚姻とは政治的な背景を含むものでは

  

  ありませんか？」

  

  「軍師殿の娘だと知る前からおまえを好きになっていた」

  

  「壬氏様は勘違いなさっているのです。わたしがあなたを助けた時に

  

  出来た傷の責任を感じているだけです」

  

  「最初はそうだったかもしれない。しかし討伐の為にこの国を離れた時間

  

  もう一度自分の心に問いかけたのだ。死を直面して思った事は

  

  一つだけだった。おまえが傍に居て欲しいそれだけだった」

  

  瑞月は猫猫の言葉を待った。

  

  阿多の『無理強いはするな』の言葉を思い出したからだ。

  

  「・・・・・養父との毎日は夢のような日々でした。優しくて穏やかで

  

  医学に関する知識は素晴らしい人だった。今思えば甥がした償いも

  

  含まれていたのかもしれません。それでもおつりがくるほど多くの事を

  

  教え、愛情を注いでくれました。あなたを受け入れる事はその養父を

  

  裏切りではないかそう思いました。同時にもう大切なものを

  

  失う辛さを味わいたくないと思ったのです。もしそうなったらもう

  

  わたしは自分を保てない・・・・」

  

  猫猫の瞳から涙が零れる。

  

  「だから毒を呷ったのか？」

  

  瑞月の声が震えている。

  

  

  「わたしに真摯に向き合ってくれたあなたを裏切りたくはなかった。

  

  あなたがいないこの世はわたしにとって意味がない」

  

  「そこまで思わなくて良い！おまえの身に何かが起こったとしても

  

  おまえが望んだ事でなければ無意味なのだ。わたしがどうあろうと

  

  死を選ばないでくれ。それはわたしにとって何より耐えがたい」

  

  「壬氏様、毒の後遺症でわたしは子を成せないかも

  

  しれません。成せたとしても・・・・・」

  

  「構わぬ！そんな事は些細な事だ。

  

  今一度聞きたい。わたしの妻になってくれるか？」

  

  「ひとつだけお願いがございます」

  

  瑞月の顔をじっと見つめる。

  

  瑞月はその顔に圧倒される。

  

  美しくて切ない顔。

  

  「・・・・」

  

  「どうかわたしより先には逝かないで下さい」

  

  「わかった。約束する」

  

  ホッとしたような表情の猫猫。

  

  「わたしの妻になってくれるか？」

  

  「はい」

  

  今後、どんな事が待ち受けたとしても。

  

  後悔はしない

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４７）

  「壬氏様、申し訳ないのですが漢大尉を

  

  呼んで頂けないでしょうか」

  

  「軍師殿を？」

  

  「このままでは誤解が生じる可能性も否めません。

  

  それに少し伝えたい事もありますので」

  

  

  変人であると言う噂だけは聞いた事がある。

  

  到底、父とは思えないが伝えるべき事は伝えなければ。

  

  

  

  一刻程して羅漢がご機嫌でやってきた。

  

  「壬氏様、二人で話をさせて頂けますか？」

  

  「ああ」

  

  瑞月は心配そうな顔をして部屋を出て行った。

  

  

  「小鳳と呼びましょうか？それとも猫猫が宜しいかな？」

  

  ニヤニヤしながら尋ねる。

  

  「別にどちらでも構いませんよ」

  

  どうでもいいと言う言い方に羅漢は苦笑いした。

  

  好かれていない事ぐらい分かっている。

  

  いや、恨まれてるか。

  

  それでも会いたかった。

  

  鳳仙によく似ている。

  

  

  「そんなに似ていますか？わたしを産んだ女に」

  

  母にと言わないのは認めていないという事だろう。

  

  

  叔父貴が一つだけ教えてくれた事があった。

  

  鳳仙が正気を失い、我が子を手にかけようとした事を。

  

  わたしが鳳仙を捨てたせいだと信じているのなら

  

  父親も母親も認めたくないのは仕方のない事だ。

  

  

  「わたしの父は羅門だけです」

  

  「ああ、そうだろう」

  

  叔父貴がどれほど娘を慈しんで育ててくれたのか

  

  それはよく知っている。

  

  だから今更父親面するつもりはない。

  

  ただ、傍におきたかった。

  

  顔を認識できる人間はもう娘しかいないのだから。

  

  

  

  「・・・・・緑青館の離れに心を壊した女が居ると姐さんから

  

  聞いた事があります」

  

  「まさか！？」

  

  この世に居ないと思っていた鳳仙が生きている？

  

  「わたしと似てるとやり手婆が言っていた事がありました。

  

  わたしがあなたに話せるのはこれだけです」

  

  「・・・・・・」

  

  「わたしは壬氏様の妻になります。だからあなたの元へは

  

  行けません。・・・・きまぐれであれ何であれ二人が居なければ

  

  わたしは存在しませんでした。その点だけは有難いと思っています」

  

  「くっ！」

  

  羅漢は涙を流した。

  

  優しい言葉ではないがこれが精一杯の思いやりである事は

  

  理解できた。

  

  恨み言を言うわけでなく、羅漢が少しでも救われるよう

  

  話した事は明らかだった。

  

  

  「ありがとう・・・、もう間に合わないかもしれないが

  

  すぐに緑青館に行ってくる」

  

  羅漢は涙を拭う事もなく出て行った。

  

  

  これでわたしは本当に関係なくなった。

  

  殺させそうになった悪夢ももう過去でしかない。

  

  

  「猫猫、大丈夫か？」

  

  「あの男の執着はこれで無くなるはずです。これで良いと思います。

  

  小鳳は完全に消えたのです」

  

  それでも養父の事は忘れない。

  

  それだけは絶対に消す事は出来ない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４８）

  「猫猫、少し休んだ方がよいのではないか？

  

  顔色が良くないが・・・」

  

  「それでは少しだけ休ませて頂きます」

  

  「わたしが居ない方が良いか？」

  

  「いえ、申し訳ありませんが、眠るまで居て下さませんか？

  

  貴人にこのような事をお願いするのは失礼でしょうか？」

  

  「いいや、そんなことは無い。わたしはおまえと対等の立場で居たいのだ」

  

  「ありがとうございます。後何とお呼びすれば宜しいでしょうか？」

  

  「好きな呼び方で良い」

  

  「壬氏様でも宜しいですか？」

  

  「構わぬ」

  

  瑞月は猫猫が眠りに就くまで傍で見守った。

  

  ただこれだけの事が嬉しくてたまらなかった。

  

  自分の一方通行の恋かもしれない。

  

  そう思った事も何度かあった。

  

  人を愛おしいと思う事がこんなにも幸せで切ないとは知らなかった。

  

  「ようやく届い思いを手放す事はもうできない」

  

  

  壬氏の仮面は漸く外せたが皇弟の仮面は何時外す？

  

  それは間違いなく国を揺るがす大事件になるのは

  

  分かっている。が、父はそれを許さないだろう。

  

  揺るぎない国を造るのが先か、すべてを引き継いで盤石な国を

  

  築くべきか？

  

  瑞月はどうすべきか悩んでいた。

  

  

  「瑞月様」

  

  「高順、まだまだ問題は山積みだな」

  

  「あなた様なら何とかなされるはずです」

  

  「おまえはいつも簡単に言ってくれるな」

  

  瑞月は呆れたように言った。

  

  「はい」

  

  「しかし、一番欲しいものが手に入ったのだ。いつまでも

  

  仮初ではいられないな」

  

  「まずは後宮の管理をこのまま続けるわけにも

  

  いきませんので後任を考えねばなりません」

  

  「急に適任者は現れまい」

  

  「しかし、皇弟であると周りにが知る事となれば

  

  今以上に大変な事になりますよ」

  

  「お手付きを望む女たちに追い回されているのは目に見えているな」

  

  瑞月は笑った。

  

  「笑い事ではございませんよ」

  

  「わたしはもうすぐ妻を娶るのだ。それもあの漢大尉の娘だ」

  

  「そうですね。余程の愚か者でない限りそれを知っていて手を出すものも

  

  居ないですね」

  

  此処に来て羅漢がうまく影響を及ぼしてくれる事は有難かった。

  

  「大体、猫猫以外の女に興味はない」

  

  「そうでしたね」

  

  しかし、立場上妃が一人と言うのは難しい話だ。

  

  

  「わたしは仮に帝となったとしても猫猫以外妻は持たない。

  

  子に恵まれなければそれも仕方のない事だ。玉葉后の皇子に

  

  後を継いでもらうという手もある」

  

  今までの瑞月とは明らかに違っていた。

  

  東宮の地位を拒み、帝の位も受ける気がなかったはずだ。

  

  それを変えたのは間違いなく猫猫だろう。

  

  

  「これ以上責任逃れも出来まい。ならば前を見るべきだ」

  

  「さようでございますね」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（４９）

  後宮

  

  「上級妃の方々お忙しい中お呼びだてして申し訳ない。

  

  個別に説明をしては行き違いが生じる事も否めないので

  

  此処においで頂いた」

  

  瑞月は上級妃四人を通常会議などに使われている宮に

  

  集めていた。

  

  それぞれの上級妃は侍女頭を連れていた。

  

  瑞月は四人の様子を注意深く観察する。

  

  玉葉后は何か面白そうな事があるかのように

  

  わくわくした顔で梨花妃は真剣な眼差しで

  

  里樹妃は不安そうな顔、桜蘭妃は悪阻が酷いのか

  

  顔色が悪いが座していた。

  

  個性豊かな方々だ。

  

  事情を知っている桜蘭妃は呼ばなくてもよかったかと

  

  思ったがそれでまた変な誤解を生むのも面白くない。

  

  「まずは皆様にお詫びせねばなりません。わたしはずっと偽りの壬氏と言う者を

  

  ずっと演じてきた。本来の身分は皇弟の華瑞月である事を此処に

  

  明かしたいと思う」

  

  一番驚いていたのは里樹妃で全く予想だにしてなかったようだ。

  

  次は梨花妃で周りに勘づかれない様に平穏を装っていたが

  

  明らかに動揺が見られた。

  

  自分の今までの行動を思い出してまずいと思っているのかも

  

  しれない。

  

  玉葉后はそれほど驚いた様子もない。

  

  勘の鋭い后ならとっくに気が付いていたのかもしれない。

  

  楼蘭妃は当然知っているから表情に変化はない。

  

  「このタイミングで明かした理由は幾つかある。玉葉妃が后になられたこの時機に

  

  明かすのが一番だと考えたのです。もうひとつはわたしは猫猫を妻に迎えます。

  

  これは余談ですが猫猫は漢大尉の娘である事も加えておきます。

  

  しかし政治的観点の婚姻でない事も言っておきます。」

  

  釘を差しておけば猫猫に対する言動も少しはましになるはずだ。

  

  本当ならこんな世界には関わらせるのは気が進まない。

  

  

  まだ、真の身分は話せない。

  

  とりあえず皇弟として振舞う事にしよう。

  

  「後宮管理を誰かに引き継ごうと考えましたが適任者が見当たらず

  

  当面はわたしが続けさせて頂く。皆様におかれてはやり難くなると

  

  思うがご了承願いたい」

  

  これで皇弟である事は知りわたる事になるだろう。

  

  「何かおっしゃりたい事はありますか？」

  

  玉葉后が口を開いた。

  

  「猫猫は元々わたしの侍女でしたから婚儀の前に

  

  此方に一度来てもらえないかしら？お祝いも言いたいし」

  

  「それは本人が承諾すればそのように致します」

  

  多分、猫猫も翡翠宮の者たちに会いたいだろう。

  

  ただまた梨花妃が拗ねるかもしれないが。

  

  「他の方は？」

  

  「・・・あのこれからは何とお呼びしたら？」

  

  意外だった里樹妃がおどおどした言い方で聞いた。

  

  「以前通りで良いと思います。それの方が慣れてますし」

  

  「はい。分かりました」

  

  宦官でないのであれば今までのようにあからさまの好意を

  

  出しては良くない憶測を呼ぶくらいは流石に里樹妃でも

  

  気づいたのだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５０）

  「まるで夢のようだ」

  

  瑞月は寝台の上で猫猫を抱きしめていた。

  

  今まで距離を縮めたいと思っても猫猫の気持ちが分からず

  

  躊躇していた。

  

  もし、拒絶されたらそう考えると自分の思いを

  

  告げるのも怖かった。

  

  「壬氏様、誰かが来たら・・・」

  

  「構わぬ」

  

  「でも・・・」

  

  「妻になる女とこうしていて何が悪いのだ？」

  

  「・・・・恥ずかしいです」

  

  顔を赤らめて俯く。

  

  「おまえの体がまだ治りきっていないのは分かってる。

  

  だからこれ以上はなにもしない。ただおまえのぬくもりを

  

  感じていたいのだ」

  

  

  「瑞月様！」

  

  その声を聞いた瞬間、瑞月は舌打ちした。

  

  少しは気を利かせたらどうだ。

  

  どうせ、どうでも良い事を馬閃は言いに来たのだろう。

  

  二人が抱き合ってるのに気づいた馬閃は慌てる。

  

  「し、失礼いたしました」

  

  「おまえは本当に・・・・」

  

  空気が読めないと言うかタイミングが悪いと言うか・・・。

  

  

  猫猫は素早く瑞月から離れて壁の方を向いた。

  

  

  「何事か？」

  

  睨みながら問うた。

  

  「漢大尉の十日間の休暇願が届きました」

  

  「今まで休んだ事のない軍師殿がか？理由は？」

  

  「妻を迎えたとか」

  

  その言葉を聞いた猫猫は一瞬目を見開く。

  

  それが何を意味するか気が付いた。

  

  鳳仙を見つけたのだろう。

  

  二十年近く交わる事がなかった二人。

  

  嬉しいのか

  

  悲しいのか

  

  それともそれ以外なのか

  

  何とも言えない心の揺れを感じた。

  

  「しばらくは軍師殿の出番もなかろう。万が一の場合は

  

  無理にでも出てもらうしかないが副官の陸孫で事は足りるはずだ」

  

  

  本当に余計な報告に来たものだ。

  

  ようやく猫猫の心が穏やかになろうとしているというのに。

  

  「あの・・・義姉の雀が来ているのですが」

  

  「猫猫、どうする？」

  

  「以前の傷の時も今回もお世話になったお礼を言って

  

  いませんので・・・」

  

  「入っていい」

  

  「月の君、ごきげんよう。猫猫さん、お久しぶりです」

  

  にこにこしながら雀は入ってきた。

  

  「雀さん、お世話になりっぱなしですみません」

  

  「いえいえ」

  

  「本当にありがとうございます」

  

  「雀より子翠さんが頑張ってくれました」

  

  「子翠さん？」

  

  「毒草に詳しくて五種類ほどブレンドされたものを三種類まで

  

  特定して解毒薬を作ったんですから」

  

  「・・・・・・」

  

  あの出涸らしから特定した？

  

  あれだけの情報で？

  

  子翠？何者なんだ？

  

  一度会ってみたい。

  

  

  猫猫は子翠という名前で頭がいっぱいになった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５１）

  「何も言わなくとも分かる。しかし、今はまだおとなしくしていてくれ。

  

  時期が悪い」

  

  雀との会話で子翠と会いたいのだろうとすぐに気づいた。

  

  しかし、子翠がまた何かを起こすかもしれない。

  

  それが否めない以上面会は許可できない。

  

  何より体力が戻っていない猫猫が何かあっても

  

  回避できない出来ない事は簡単に予想でできる。

  

  「はい。まずは玉葉后様の所へご挨拶に参りたいと思います」

  

  「長居はせずに早く戻ってきて体を休めよ」

  

  「ありがとうございます」

  

  「本来ならおまえに負担をかけない状況を作ってやりたかった。

  

  しかし今の立場ではそれが出来ない。おまえを守る事は出来ないのだ」

  

  瑞月は愛おしそうに猫猫の紙に触れる。

  

  人間は欲深い。

  

  欲は加速していく。

  

  自分はもっと理性的だと思っていたがそうでなかったようだ。

  

  本当なら誰の目にも止まらない何処かに閉じ込めてしまいたい。

  

  そうすれば誰かに奪われる不安もなくなるだろう。

  

  それほどに猫猫に心酔してしまっている。

  

  

  「壬氏様・・・？」

  

  「今回の事でよくわかったのだ、自分が頂点に立つしかないのだと」

  

  「しかし、それはずっと壬氏様が避けておられた事ではないのですか？」

  

  「ああ。しかしそれは自分が不義の子ではないかという疑惑から

  

  帝の位を頂く事は天を欺く大罪と思っていたからなのだ。

  

  帝と阿多妃の子であると知った今、そして何としても守りたい存在が

  

  出来た事で考えが変わったのだ」

  

  「・・・・・わたしに后は務まりません」

  

  「何故だ？妻になると約束してくれたではないか」

  

  「帝の后など荷が重すぎます。大体、わたしのような身分の者が

  

  なってよいものではありません」

  

  「わたしが良いと言っているのだ」

  

  「あなたが謂れのないそしりを受ける事が我慢できないのです」

  

  「それはわたしが未熟であるゆえでおまえのせいではない。

  

  わたしが誰にも文句を言わせないような帝になれば良い事だ」

  

  「・・・・他の者を后に迎えてください」

  

  「それは無理だ」

  

  「後宮はどうなさるつもりなのですか？」

  

  「わたしはおまえ以外妻を持つつもりはない。意味を持たない妃を囲っても

  

  仕方がない。後宮は縮小もしくは解体するつもりだ」

  

  「そこに住まう者はどうするおつもりですか？

  

  無慈悲に投げ出すのですか？」

  

  「すぐではない。しかし、数年かけて実施するつもりでいる。

  

  上級妃は別の宮に住んで頂き、中級妃以下は里に返すか下賜する。

  

  それぞれが暮らしていけるよう教養を付けさせ生きていける様にする」

  

  「・・・・・・・」

  

  「妃を多く持つことは必ずしも良い事ばかりではない。金子も多く必要となる。

  

  無駄な軋轢を生む事にもなる」

  

  「あまりに壮大過ぎて頭がついていきません」

  

  「無理もない。だが、これは以前より考えていた事なのだ。

  

  お手つきもない者を二年此処に置くとどれだけの費用が必要となるか

  

  それを無くせば税を減らすことも可能だ。民を必要以上に負担を

  

  かける事もなくなる」

  

  「わたしに子を成せなかった場合どうするおつもりですか？」

  

  「わたしの後は玉葉后の皇子がいる、梨花妃にも。今後、桜蘭妃も

  

  皇子を生むかもしれぬ。それでも多少のいざこざは生じるかも

  

  しれぬが大事にはならぬようきちんと遺言を遺すつもりだ」

  

  猫猫は瑞月の考えがほぼ固まっている事に驚いた。

  

  百年近く続いた制度を撤退する事の反発がどれほど

  

  大きいか考えるまでもない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５２）

  翡翠宮

  

  「玉葉后様、ご無沙汰しております」

  

  「猫猫、無理を言ってごめんなさいね」

  

  「いいえ、わたしもお会いしたかったのです」

  

  鈴麗公主は少しお姉さんになっていた。

  

  先日、生まれた東宮の世話を自分からしようとする姿に

  

  子供の成長の早さに感心した。

  

  「後先になり申し訳ありません。ご東宮誕生おめでとうございます」

  

  猫猫深く頭を下げた。

  

  「ありがとう」

  

  いつもの美しい微笑みに癒される。

  

  「思ったより元気で安心したわ」

  

  「ご心配をおかけして申し訳ありません」

  

  「そんなに硬くならないで」

  

  玉葉后が紅娘に目配せする。

  

  「わたしたちはお掃除の続きをしましょう」

  

  紅娘は三人娘と一緒に部屋の外へ出て行った。

  

  

  「少し気になる事があってまだ本調子でないあなたに来てもらったの。

  

  確認しておきたいことがあってね」

  

  猫猫は緊張したような表情で玉葉后を見る。

  

  この方がわたしを傷つけるような事はしないのは知っている。

  

  でも壬氏様が皇弟である事が周知の事実となって

  

  どう思われているのだろう。

  

  「猫猫、あなたはわたしに恩義を感じる事は無いのよ。

  

  あなたは毒見役を引き受けてくれたおかげで何度も

  

  わたしは助けらたのだから。自分の幸せを第一に考えて良いの。

  

  それで何かが変わったとしてもそれはあなたのせいではないわ」

  

  「玉葉后様、わたしの方こそ大切にして頂いて本当に

  

  感謝しています。話す事の出来なかったわたしを皆様が

  

  親切にして下さった事は本当に嬉しかったのです。

  

  壬氏様とわたしが婚姻を結ぶ事であなたに仇なす事に

  

  なるでしょう」

  

  猫猫は言葉を詰まらせる。

  

  「あなたのせいではないと言っているでしょう」

  

  玉葉后は子供にするように頭を撫でてくれた。

  

  「うっうっ・・・」

  

  思わず涙を流す。

  

  「泣かないの」

  

  姉のような存在の玉葉后。

  

  貴人でありながら腰が低く、身分で差別する事もしなかった。

  

  天涯孤独の自分にとってこの人もまた大切な人だった。

  

  

  「またいつかお会いすることを楽しみにしております」

  

  「そうね。また会いましょう」

  

  屈託のない笑顔。

  

  こんなおおらかで優しい人になりたかった。

  

  この方の元で仕事を続けたかった。

  

  

  でも両方は選べない。

  

  それは最初から分かっていた。

  

  だが、壬氏様もわたしの為に捨ててくれたものは多い。

  

  臣籍降下を望んでおられたが

  

  それを諦めて帝になると決めて下さった。

  

  壬氏様にだけ負担をかけるわけにはいかない。

  

  壬氏様が中傷をうけないような妻にならなければならないのだ。

  

  支えられなくとも迷惑にならない妻になりたい。

  

  それがこれからのわたしの務めだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５３）

  皇弟宮

  

  「・・・それで講師なのだが」

  

  「只今戻りました」

  

  「猫猫」

  

  猫猫が宮に戻ると瑞月が高順と難しい顔をしながら何か話し合っていた。

  

  「おかえりなさいませ」

  

  高順が猫猫に対して礼を取る。

  

  反射的に猫猫同じ動作をしてしまう。

  

  「猫猫様、もうあなたは小猫ではないのです」

  

  「わたしは何も変わっていないのに何だか奇妙な気分です」

  

  「皇弟妃になられる方なのです」

  

  「何か話されていたようですが」

  

  「中級妃、低級妃、下女の講師を誰にするか話していたのだ」

  

  「選択の廟を守っておられた宦官の方と言うお話ではありませんでしたか？」

  

  「そうだが、何分、人数が多すぎて一人にすべてを任せるのも

  

  どうかと思ってな。それに多種の知識を学んだ方がこの先選択肢も

  

  増えるはずだ」

  

  「そうですね」

  

  「それで何人か考えたのだが羅半は数字に長けているから

  

  勘定の講師になってもらうつもりでいる」

  

  「羅半殿ですか？」

  

  あの男とよく似た一応従兄弟であり義兄でもある男。

  

  「宦官でないものを後宮に入れては何かとまずいのでは

  

  ありませんか？」

  

  「さすがに後宮では無理なので外邸に来させるつもりでいる」

  

  まあ、あの男は数字と壬氏様にしか興味はなさそうだが

  

  何か間違いがあっても困る。

  

  「しかし・・・」

  

  「羅半に講師を頼むのは最終段階に考えている。まずは後宮の医官殿に

  

  薬草や薬の事を教えてもらおうと思う。本当はおまえに頼みたいのだが

  

  何か面倒事に巻き込まれる恐れもあるからやめたのだ」

  

  面倒事・・・、確かに今までのようなわけにはいかないだろう。

  

  「壬氏様、帝からは承諾を得ているのですか？」

  

  まさか、後宮の縮小若しくは解体を考えているとは

  

  まだ話せる段階ではない。

  

  「羅半殿の話はまだしていない」

  

  猫猫は高順の顔をじっと見た。

  

  まだ帝の臣下であるならばそこまで話しても良いのか。

  

  報告されたらそれこそ大変な事になる。

  

  「馬閃には何も話していません」

  

  猫猫の心配が伝わったようだ。

  

  その言葉の意味は帝のより瑞月側に付くという事だ。

  

  高順も新しい帝に同意してくれている。

  

  これほど頼もしい人は居ない。

  

  「壬氏様、わたしも学びたい事があるのですが」

  

  「おまえは何を学びたいのだ？」

  

  「この国の歴史です」

  

  「そのような事をしなくともよい」

  

  「そういうわけにはいきません。わたしは飾りにもならない女です。

  

  せめて知識ぐらいは持っていたいのです」

  

  猫猫の真剣な瞳に瑞月は圧倒される。

  

  ただ傍に居てくれるだけで良いと思っていた。

  

  疲れた心癒してくれればそれで充分だ。

  

  忘れていた。

  

  猫猫はプロ意識が強い女だという事を。

  

  中途半端な事は許せない性格だという事を。

  

  「わかった。但し、無理はしないでくれ」

  

  多分、その言葉に効果はない。

  

  それでも言わずにいられない。

  

  「承知いたしました」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５４）

  名目として下女が年季をあけて外の世界で暮らすため

  

  読み書き講習会が一週間に一度程度開かれることになった。

  

  その時間、仕事は免除になるので喜んで参加する者も

  

  多かったが日が経つにつれ人数が減っていく。

  

  「どうしたものか」

  

  瑞月は頭を抱える。

  

  「あまり良い方法ではありませんが皆勤したら少しだけ

  

  お手当を出る様にしたらどうですか？いや、点心でもいいかも」

  

  「それなら金子もかからないな」

  

  下級妃は別の日に少し難度の高い講習を行い、

  

  中級妃は日程が重ならいように行った。

  

  帝の御渡りがない者たちが殆どだったので良い暇つぶしに

  

  なったようだ。

  

  反面、これだけの人数の者が不要と考えると

  

  今までの無駄が浮き彫りにされた。

  

  

  「ではわたしも先生の所に行ってきます」

  

  猫猫が先生と呼ぶのはかつて羅門の同僚であった選択の廟を

  

  管理する老宦官だ。

  

  歴史の勉強も嘘ではないが此処に居た頃の羅門の様子を

  

  聞けることが嬉しいらしく足しげく通っている。

  

  「気を付けろよ」

  

  「はい」

  

  本当に忙しい女だ。

  

  此方にいる時は書庫に籠って歴史書を読み更けている。

  

  少しくらいは二人の時間も欲しいと言いたいが

  

  自分の為と言うよりは瑞月に見合うようになりたいと言う

  

  理由なので言いにくい。

  

  少し前から気になってる事がある。

  

  あれから一度も調薬をしなくなった。

  

  どうしてしないのかと聞こうかと思ったが

  

  あの事が理由ならもう思い出させたくない。

  

  あれほど薬草が好きだった猫猫がそんなに簡単に

  

  止めてしまう事が出来る者なのか？

  

  もしかしたら自分で縛りを決めていたのか？

  

  瑞月が猫猫の部屋から吊り下げられた薬草が消えた事に

  

  気づいていた。

  

  

  「それで養父はどんな様子でしたか？」

  

  猫猫は嬉しそうな顔で聞いた。

  

  「羅門は頭は良いが少し抜けた所があると言うか

  

  無頓着と言うか人が気にするような事を

  

  全く気にしない男だった」

  

  懐かしそうに話す老宦官。

  

  「そういう所はありました。銭勘定が出来ないのです」

  

  「そうじゃろうな。まあ、羅の一族の次男坊なら

  

  致し方ないかもしれん」

  

  「羅とはそんなに凄いのですか？」

  

  「全員が特殊能力を持ってるわけではないが

  

  それを持った者は狂人と何ら変わらぬ。それ以外の物には

  

  興味が皆無で社会的に問題になるレベルの者もいるらしい」

  

  漢大尉もその部類か。

  

  多分、あの羅半も。

  

  そう考えると養父はまだましな方か。

  

  「しかし、羅門が養女を迎えていたとは意外だ」

  

  理由は甥の過ちの償いもあったのかもしれない。

  

  「とても優しく穏やかな人でした」

  

  「そうか。残念だ。もう一度会いたかった」

  

  「養父もそう思っていたと思います」

  

  此処に来て養父の話を出来る人がいたのは嬉しい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５５）

  猫猫は書庫の巻物を読んでいて後宮の北側に

  

  女だけの診療所がある事を知った。

  

  「壬氏様、此処は？」

  

  「・・・先帝にお手付きされて生き場を無くした娘たちが

  

  閉じ込められた悪しき場所だ」

  

  「その言い方はおかしいのではありませんか？右も左もわからぬ

  

  幼気な子供を手なずけて自分の勝手な欲を満たせば見捨てて

  

  絶望に落とし込む。到底人間の所業とは思えません」

  

  猫猫は涙を浮かべながら訴えた。

  

  「すまぬ。そういうつもりで言ったのではなかったのだが」

  

  「何とか解決しなければならないひとつです。このまま全員が朽ち果てるまで

  

  放っておけるものではありません。・・・・・今まで起った毒殺未遂が幾つか

  

  関わっている可能性もあります」

  

  養父が張り出した注意書きを逆手に取ったとしたら？

  

  「本当か！？」

  

  「見捨てられた者が華やかな後宮の后に憎しみを抱いても不思議ではありません。

  

  ただ、それでは同じ事を繰り返すだけ。負の連鎖は直ちに止めるべきです」

  

  「わかった。話し合う機会を持とう」

  

  「ありがとうございます。後、ひとつだけ、管理されてる深緑様の前では

  

  本心を話すのは難しいかもしれません」

  

  「何とか席を外してもらうようにしよう。しかし、その場におまえは

  

  立ち会うのは控えて欲しい。例の事件にも一枚噛んでいるかもしれない。

  

  妬みで何か危害を加えようと思う可能性もある」

  

  「・・・そうですね」

  

  本当は立ち会って色んな事情を聞きたいが・・・。

  

  今回は諦めよう。

  

  まだ体力が戻っていない。

  

  素直に引き下がった事に瑞月は安堵した。

  

  思った以上に体の具合は良くないのだろう。

  

  

  今まで目を背けてきた先帝の汚点。

  

  現帝も黙認してきた。

  

  いずれかつての娘たちは消えていく。

  

  何もしなくとも。

  

  そう思っていた。

  

  猫猫に言われて目が覚めた。

  

  都合の悪い事から逃げていては前に進めない。

  

  「遺恨は残してはいつかそれが手に負える事が出来ない

  

  大きさになってしまう。わたしの代で終わらせる！」

  

  瑞月の言葉に猫猫は大きく頷いた。

  

  

  見捨てられた人間をそのまま死なせたくない。

  

  これから先の方が明らかに短いだろうが

  

  それでも本人たちの希望を叶えたい。

  

  

  「何とか調整しましょう」

  

  高順も同じ気持ちらしく腹を決めたようだった。

  

  閉ざされた心を開くのは決して簡単ではない。

  

  それでもお互い腹を割って話し合えば何とかなるかもしれない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５６）

  翡翠宮

  

  「最近、後宮の動きが慌ただしいですね」

  

  「そうね」

  

  玉葉后は窓の外を見ている。

  

  大きな変革の波が起ころうとしている。

  

  猫猫は何か言いたそうな顔をしていた。

  

  まだ話せない段階なのだろうと察した。

  

  元より安定した立場など存在しない。

  

  帝が変われば今の地位など脆く砕け散る。

  

  花のように散るのも悪くない。

  

  それはわたしだけであれば・・・・。

  

  鈴麗も東宮もいる身ではそういうわけにはいかない。

  

  自分だけの夫は叶わくとも母にはなれた。

  

  それも公主と東宮の母に。

  

  それが最高の誉れだと自分に言い聞かせてきた。

  

  だけど猫猫を見ていると少しばかり妬んでしまう。

  

  悟れない・・・。

  

  羨ましい。

  

  「もうすぐ春ですね」

  

  そうか。

  

  冬だからこんなにも心が寒く感じるのね。

  

  「春になったら二人を外で遊ばせてやりたいわね」

  

  「少しなら帝もお許し下さるでしょう」

  

  紅娘はきっとわたしの心に気づいている。

  

  だから猫猫への態度が厳しい。

  

  

  水晶宮

  

  「こんな薄着で皇子に風邪をひかせるつもり？」

  

  梨花妃は苛立ったように言い捨てた。

  

  玉葉后の東宮に何かあれば次は自分の子に回って来る。

  

  そう簡単に考えていた。

  

  桜蘭妃も懐妊している。

  

  その次どころかもっと後ろに下がる可能性が出てきた。

  

  皇弟妃に子供が生まれたら・・・。

  

  冗談ではない！

  

  帝を尊敬し、一番愛しているには自分だと言うのに。

  

  「梨花、随分ご機嫌が良くないのね」

  

  面白そうに杏が見ている。

  

  「侍女頭のくせに少しは仕事をしたら？」

  

  「勘違いしないで。たまたま、あなたがお手付きされただけなのだから」

  

  これは明らかな嫉妬だ。

  

  自分ならこんな事態にしなかったとでも言いたげだ。

  

  宮の中でこんなもめ事を起こしているようでは話にならない。

  

  もっと早く確固たる悪意に気づくべきだった。

  

  梨花妃は自分の甘さに唇を噛んだ。

  

  柘榴宮

  

  「桜蘭様、しばしご辛抱下さいませ。薬湯を手配いたします故」

  

  悪阻が酷く床から起き上がれない日が続いていた。

  

  「姉さまが作った薬湯なら効きそうだけど」

  

  「・・・・・・」

  

  子翠は東の離宮に軟禁状態だ。

  

  「分かってるわ」

  

  無理な事くらい分かっている。

  

  ただ口に出てしまう。

  

  「壬氏様にお願いに行ってきます」

  

  侍女の一人が気遣って瑞月の元に頼みに行ってくれた。

  

  こんな寒い中酷い主だわ。

  

  もういいのよと言ってあげればよかった。

  

  桜蘭はそう思った。

  

  金剛宮

  

  「里樹様、お風邪を召されますよ」

  

  侍女頭が心配して窓際にいる里樹妃に声をかけた。

  

  「お三方は御子を授かっていらっしゃるのに・・・」

  

  「御子は授かりものでございますよ」

  

  その可能性がゼロである事を知っているが

  

  他に言葉が見つからない。

  

  お手付きがないのは里樹妃のせいではない。

  

  それを侍女頭も知っていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５７）

  東の離宮

  

  「阿多様、お久しぶりです」

  

  子翠の前でまだ母とは呼べない。

  

  「瑞、娘はましになったか？」

  

  「はい。後は日にちが薬でしょう」

  

  「そうか」

  

  毒を呷ったと聞いた時は最悪を考えたが。

  

  阿多は胸を撫で下ろした。

  

  その横には不機嫌そうな子翠が立っている。

  

  「楼蘭妃があなたの薬湯を希望している」

  

  「・・・・悪阻に効く薬湯か」

  

  子翠は少し考えていた。

  

  しばらくすると調薬を終えて完成した物を瑞月に手渡した。

  

  「気休め程度だが」

  

  「他人が作ったものよりよほど効くだろう」

  

  「・・・・・・」

  

  子翠は瑞月をじっと見ている。

  

  「なんだ？」

  

  「毒の後遺症は目に見えるものだけではない」

  

  余計な事を言った。

  

  すぐに子翠は後悔した。

  

  「それはどういう意味だ？」

  

  子翠の手首を掴んで問い詰める。

  

  「あの娘が調薬した毒は即効性で尚且つそれぞれの効能を

  

  強める即死レベルのものだった。命を落とさなかったのは

  

  奇跡に近い。しかし、大きな後遺症を残してるはずだ」

  

  「そんなはずはない！麻痺もなければ嘔吐もしていない」

  

  「だから見えるものだけではないと言っている。思い当たる事は

  

  無いのか？」

  

  「・・・・・！！」

  

  瑞月は猫猫のある変化に気づいた。

  

  猫猫は時間がある時はずっと書き物をしている。

  

  『何を書いているんだ？』

  

  『大したものではないです』

  

  笑いながらさりげなくそれを隠したように見えた。

  

  それに調薬をしなくなった。

  

  

  「調薬には力が要るか？」

  

  「それなりには」

  

  そこから考えられる事は猫猫が以前のような握力がない

  

  かもしれないという事と考えたくもないが

  

  記憶障害を患っている可能性だ。

  

  

  もしそうだとしたら

  

  きっと必死に隠している。

  

  自分だけでなく周りにも気づかれない様に。

  

  あいつの笑顔に油断していた。

  

  ようやく手に入った嬉しさに冷静さを失っていた。

  

  「あいつ！」

  

  「瑞」

  

  「失礼します」

  

  瑞月は一礼するとその場を離れた。

  

  「どうして教えた？」

  

  「別に」

  

  阿多の問いにぶっきらぼうに答えた。

  

  確たる理由はない。

  

  自分でも分からない。

  

  教えてやる義理もない。

  

  それでもあの娘が絡むと口を出さずにはいられない。

  

  調子が狂う。

  

  弟帝の邸

  

  「猫猫！」

  

  「壬氏様？」

  

  慌てた様子で帰ってきた瑞月に驚いている。

  

  

  普段通りな猫猫に違和感は感じなかった。

  

  それほどに猫猫は神経を使っていたのだろう。

  

  

  「たまらなく不安なのだ」

  

  猫猫を抱き寄せると手を両手で包むように握った。

  

  握り返して欲しい。

  

  不安を消し去って欲しい。

  

  間違いであって欲しい。

  

  「・・・・すいません。これ以上力が入らないのです」

  

  悲しそうな顔で瑞月を見る。

  

  「何故、おまえが謝る？」

  

  「いずれ戻ると思っていたので黙っていたのです。

  

  調薬は禁を破ったので捨てようと決めていました」

  

  「わたしはおまえが作る薬湯しか口にできない。

  

  時間がかかっても構わぬから捨てるのは止めて欲しい」

  

  「はい」

  

  「わたしに話す事があるのではないか？」

  

  「記憶が途切れる事が何度かありました」

  

  「それで日々の事を書き連ねていたのだな？」

  

  猫猫は頷いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５８）

  瑞月は猫猫を腕に抱きながら考えていた。

  

  じっくり見ていたつもりだった。

  

  それでも猫猫の巧みな行動に本質が隠されてしまう。

  

  本当なら話して欲しかった。

  

  隠されてると信頼されてない

  

  頼られていないと感じてしまう。

  

  「前にも話したはずなのだがな」

  

  愛おしそうに髪を手で梳くように触れる。

  

  距離は近づいたはずなのに心は離れていくような

  

  感じがするのは気のせいだろうか？

  

  

  上手くいきかけたら何か良くない事が起こる。

  

  翌朝

  

  「瑞月様、帰還されてからまともに休んでおられない

  

  ではないですか」

  

  「・・・・」

  

  高順の言葉はもっともだ。

  

  的を得なかった事は一度としてない。

  

  分かっている。

  

  「猫猫様のためにも直ちに休まれるべきです！あなたがそのような顔を

  

  されていては治るものも治りません。毒の件は今馬閃にも調べさせて

  

  おりますし、雀には他国に向かわせております」

  

  「・・・・そうか」

  

  「あなたの部下は無能ですか？」

  

  「いや、そうだったな」

  

  「あなたはすべてを自分でやろうと考えすぎです。時に休む事も

  

  務めです」

  

  「分かった。今日は自分の部屋で休む」

  

  

  瑞月は久しぶりに深い眠りに就くことが出来た。

  

  思えばずっと気を張り詰めたままだった。

  

  

  「ずっと気が休まる事がありませんでしたからね」

  

  高順と水蓮がそっと様子を見に来た。

  

  「今にも倒れそうな顔色をなさっていたので

  

  これで少しでも回復為されたら良いのだが」

  

  「大丈夫でございますよ、瑞月様はお若いのですから」

  

  「そうですね」

  

  

  翌日、目を覚ますと誰かの重さを感じた。

  

  「？」

  

  椅子に座ったまま、猫猫が持たれかける様に眠っていた。

  

  

  「猫猫、こんなところで眠っていては風邪をひくぞ」

  

  「壬氏・・・様」

  

  「おまえはそうやってすぐ無理をする」

  

  「それでもあなたの傍に居たかったのです」

  

  「それは嬉しいが・・・」

  

  「わたしはこの手も記憶障害も治ると信じています。

  

  生きてあなたにもう一度会えた。それだけでも凄い事なのです。

  

  ならば何度でも挑戦するだけです」

  

  くよくよ考えていた所で仕方がない。

  

  結果に繋がらなくとも努力するしかない。

  

  「そうか。ならわたしも信じる！」

  

  「待っていてください」

  

  「分かった」

  

  芯の強い猫猫。

  

  二度とそれを挫く事は無いだろう。

  

  

  「良いお休みになったようでございますね」

  

  水蓮は嬉しそうに笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（５９）

  帝邸

  

  「生前退位して頂きたいのです」

  

  思っても居なかった瑞月の提案に

  

  現帝は暫く何も言えず座していた。

  

  瑞月もそれ以上何も言わず只管現帝の言葉を待った。

  

  その横に居た阿多も黙ったままだった。

  

  

  

  

  

  どれくらい経っただろう。

  

  「たまたま、巡ってきたそれだけで朕は帝になった。

  

  嬉しいわけでもなくただ流れに任せた。

  

  そこに何の感情も持っていないと思っておったのに

  

  此処に来てそれを手放すのが口惜しい、いや、怖いのかもしれん」

  

  「わたしも最初帝を望んでおりませんでした。

  

  ましてや父を蹴落としてまでなりたいとは夢にも考えて

  

  いませんでした。しかし、事情が変わったのです」

  

  「羅漢の娘か？」

  

  「あなたが猫猫を政治的に利用しようと考えなければ

  

  わたしは壬氏のままで終えても良いと考えていました」

  

  「一人の女を守る為にその為だけに帝になると申すのか？」

  

  「わたしのとっては何にも代えがたいものです。あなたは絶対

  

  手を出してはいけないものに手を出した。子翠が居なければ

  

  猫猫は命を落としていた。わたしへの義理立ての為にその選択を

  

  したのです。これからは何人たりとも猫猫を傷つけさせない！」

  

  「朕が悪いと言うのか？」

  

  「すべてあなたに責任があるとは言いません。ですがきっかけはあなただ」

  

  怒りと言うより冷たさを感じる声に現帝は押されている。

  

  「その後はどうする？」

  

  「先帝の遺した問題を片付け、あの者たちの残された時間を

  

  望むように送らせてやりたいのです。後宮は縮小または解体するつもりです」

  

  「そこまで考えておったのか？」

  

  「いたずらに子を成したところで意味はない。権力争いを起こすだけだ。

  

  婚姻でもう国を守る事など出来ない」

  

  「朕の妃達は処分する気か？」

  

  「いえ、それではいたずらに憎しみを生むだけです。上皇妃として

  

  据えれば宜しいでしょう。しかし、頂きはわたしです。口出しするのであれば

  

  それなりの処置を取る事になりましょう」

  

  一切の口出し無用という事だ。

  

  あの穏やかな瑞の言葉とは思えない。

  

  「おまえはそこまで非情になれまい」

  

  「試してみますか？」

  

  悪魔のような微笑みに現帝は背筋が寒くなった。

  

  

  「陽、ここいらが引き際ではないか？」

  

  ずっと黙っていた阿多が重い口を開いた。

  

  「・・・・・」

  

  現帝は答えない。

  

  「瑞、帝とは容易いものではないぞ」

  

  阿多は諭すように瑞月に念を押す。

  

  「分かっております」

  

  揺るぎない決意に阿多はため息をついた。

  

  「待てぬのか？」

  

  父が逝去するまでと言う意味だ。

  

  「待てません」

  

  父を無理やり引きずり落とし帝に就いたと

  

  ずっと言われ続ける事を考えなかったわけではないだろう。

  

  それでもこの方法を選ぶのか？

  

  「待っているだけでは何もできません。真実は自分が

  

  知っていればいい。わたしはそう思います」

  

  

  「もうよい！」

  

  現帝は話を遮るように叫んだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６０）

  「今すぐとは申しません。しかしながら数か月後には戴冠式と

  

  婚礼の儀を行いたいと考えております」

  

  現帝の怒り狂った顔にも全く動じる事もなく

  

  瑞月は話を続けた。

  

  「おまえは何枚の仮面を被ってるおるのだ！？」

  

  「わたしにあれ程帝を継げと言っておられたのは誰ですか？

  

  あれは戯言でございましたか？」

  

  「・・・・嘘ではない」

  

  「では問題ないではないですか？」

  

  「おまえの考えに賛同できぬ」

  

  「何が気に入らないのですか？後宮の扱いについてですか？」

  

  「長い歴史がある後宮を無くすなど許される事ではない」

  

  「誰に許しを請う必要があるのです？」

  

  「話にならん！！」

  

  「わたしはまだ仕事がありますのでこれで失礼します」

  

  「・・・・・・」

  

  瑞月は言いたいことだけ言うと帰った。

  

  「阿多、朕は夢でも見てるのか？」

  

  「いや」

  

  「あの優しい瑞が・・・、信じられぬ！変えたのは漢の娘か」

  

  「そうではあるまい。われらはあやつの本質を見誤っていたのだ。

  

  トリガーはあの娘であったかもしれぬが元々の性質だろう」

  

  母であるわたしにも知らぬ顔が瑞にはあったのだ。

  

  

  

  「話は進んでいるか？」

  

  帝邸を出ると服装を緩め、高順にたずねた。

  

  「何十年も固められたものをすぐに崩すのは難しいでしょう」

  

  「それでは前には進めぬ」

  

  「はい。承知しております。日を開けず足蹴に通い少しずつ懐柔したいと

  

  考えております」

  

  「そうか。しかし、あまり時間はかけられぬぞ。数か月後には

  

  すべてを新しく変えたいのだ」

  

  「御意」

  

  

  「一度、宮に戻る」

  

  この格好では動きづらい。

  

  

  「おかえりなさい」

  

  突然戻ってきても水蓮は嬉しそうにそう言ってくれる。

  

  多分、顔つきで機嫌がいいか悪いかは気づいているはずだが

  

  いつも変わる事がない。

  

  

  そして此処には最愛の人が待ってくれている。

  

  例え数分でも帰ってきて顔を見たい、声が聞きたい。

  

  抱きしめたい。

  

  「壬氏様」

  

  最初、そう呼ばれた時の事はよく覚えている。

  

  飛発で命を狙われたあの時。

  

  多分、一生忘れる事は無いだろう。

  

  「猫猫」

  

  自分に気づくと笑顔で迎えてくれる。

  

  どんなに疲れていても一瞬で吹き飛ぶくらい嬉しい。

  

  「具合はどうだ？」

  

  「少し頭痛がしますが大したことはありません」

  

  今までなら単に大丈夫と言っていたのに

  

  最近はきちんと答えてくれる。

  

  それだけの事が嬉しい。

  

  心を開いてくれている。

  

  そして信頼してくれているという事だ。

  

  「さっき帝と話してきた。生前退位をお願いしたのだ」

  

  「何と申されました？」

  

  「かなりお怒りのようだったが致し方ない。それでも認めて

  

  もらわねばならぬ」

  

  「難しいお話ですね」

  

  「気にするな。これは父子の話なのだ。自分でなんとかする」

  

  「あまり無理しないで下さいね」

  

  「ああ。残念だが着替えたまた出かける」

  

  「はい」

  

  「少し補充させてくれ」

  

  猫猫を自分の方に引き寄せて抱きしめる。

  

  最初のぎこちなさは薄れて二つの体はいつの間に初めからそうだったかのように

  

  上手くなじんでいた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６１）

  「壬氏様、明日阿多様の所に行っても宜しいでしょうか？」

  

  「母上に用なのか？」

  

  「いえ、子翠様に会いたいのです」

  

  瑞月は難色を示す。

  

  「記憶が明確なうちに話しておきたい事があるのです」

  

  「賛成できない。子翠がおまえに何かするかもしれない」

  

  「阿多様や子供たちの前で無体な事はしないと思います」

  

  「・・・・何を話すつもりかは知らないが理で屈する相手ではないぞ」

  

  「桜蘭妃に害成すようなことはしないはずです」

  

  「体を傷つけなくとも心が傷つくような事を言うかもしれぬぞ」

  

  「たとえそうだとしてもわたしは忘れてしまうでしょうから

  

  問題はないと思います」

  

  「おまえは凹まないのか？」

  

  「そんな時間無駄ではありませんか」

  

  「おまえらしいというか・・・」

  

  呆れたように言った。

  

  「それでもダメでしょうか？」

  

  猫猫が何か頼む時の目を見てしまうと否とは

  

  言えなくなってしまう。

  

  「傷ついても知らぬぞ」

  

  「大丈夫です」

  

  結局押し切られてしまう。

  

  東の離宮

  

  「阿多様、急に申し訳ございません」

  

  「いや。すぐに子翠を呼ぼう」

  

  父子の言い争いの昨日の今日で阿多は珍しく頭の整理がついていなかった。

  

  傾国の女となるか

  

  歴代屈指の賢妃となるか。

  

  今はまだ判断が出来ない。

  

  利口な娘である事は先日話して分かっているが・・・。

  

  あの瑞を盲目的にさせているのは確かにこの娘なのだ。

  

  政治的な意見は瑞の考えだろう。

  

  程なくして子翠はいつものように無表情で気力がないように見えた。

  

  「子翠、猫猫が少し話したいそうだ」

  

  「・・・・・・」

  

  答えず、ただ猫猫をじっと見ている。

  

  「子翠様、先日は助けて頂きありがとうございました」

  

  猫猫は深く頭を下げる。

  

  「戦犯の娘に頭を下げるなど滑稽としか言えぬ」

  

  「何であれ助けてくれた事は事実です」

  

  話を始めると阿多は少し離れた所で見ている。

  

  「そう思うのは勝手だ」

  

  「もう一つ、申しておきたい事がございます」

  

  猫猫は厳しい顔に変わった。

  

  「あなたは瑞月様を憎んでおられるのですよね？

  

  もし許せないのであれば瑞月様でなくわたしを殺してください。

  

  それがあの方が一番苦しむ方法です」

  

  「本気で言っているのか？」

  

  「はい」

  

  「惚れた弱味か？」

  

  「そうですね。しかしそれだけではありません。わたしは残されるのは

  

  嫌なのです。それはあの方にも約束して頂きました」

  

  「莫迦な事を、死の順番など誰にも分からぬ」

  

  「そうですね。でももうわたしは大切なものを失いたくないのです」

  

  「おまえはわたしがおまえに手を出せないと踏んでいるのだろう？

  

  背中の傷のせいで」

  

  「やはりこの傷を見たから助けてくれたのですね」

  

  「父が放った刺客で無関係なものを傷つけた事は

  

  申し訳ないと思っている」

  

  「不可抗力です。人は思ってもいない所で繋がって来るものです。

  

  それがどう転ぶか誰にも分からない。どうか気にしないで下さい。

  

  今度会った時は薬草の話など出来ればいいですね」

  

  猫猫は屈託のない笑顔で帰った。

  

  

  「・・・・どうにも此処には食えぬものばかりいるな」

  

  子翠は苦笑いした。

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６２）

  北の診療所

  

  「今更、此処を出てどうすると言うの！？」

  

  深緑は強い口調で言った。

  

  「そうだけど・・・」

  

  おとなしい同僚の女がおどおどしながら

  

  何かを言おうとしている。

  

  しかしそれを遮る。

  

  「あの方たちはわたしたちを邪魔だと思っているんだよ。

  

  今回、体裁よく追い出そうとしてるだけなんだからね」

  

  「だけどあのこたちみたい死ぬまで此処にいるしかないの？」

  

  庭には無念にも死んでいった者たちの墓石があった。

  

  殆どの者たちが家に帰りたい、親兄弟に会いたいと

  

  望みながら叶えられることなく死んでいった。

  

  堅かった結束に綻びが生じ始めていた。

  

  「大体、今まで私たちがした事を調べられたらどうするの？

  

  きっとただでは済まないわ」

  

  それは堕胎薬と知りながら悪意を持った人物に

  

  手渡していた事、先日、起こった弟帝暗殺未遂事件にも

  

  関与していたのだ。

  

  あの宦官にクサノオウを騙して飲ませた。

  

  緊張が解れるとか適当な説明をして親切心であるかのように。

  

  

  「あれは子翠様の妹御であられる桜蘭様のご依頼で

  

  仕方なく用意したもので・・・」

  

  「それをあの方たちが信じると思うの？」

  

  「そんな・・・・」

  

  「口を噤んで死ぬまで此処に居るしかないんだよ！」

  

  淡い期待を抱いていた者たちは泣き崩れた。

  

  期待なんて持たせてなんて残酷な事をするんだ。

  

  このまま朽ち果てるまで捨てていて欲しかった。

  

  

  「いつまで泣いてる気なんだい？仕事が山ほどあるんだからね」

  

  深緑は追い打ちをかける様にまくしたてる。

  

  いつかあの方が迎えに来てくれるかもしれない。

  

  そして此処から救い出してくれる。

  

  そう思っていた。

  

  それなのにあの方はわたしを置いて逝去なされた。

  

  そう思っていたのが自分だけではないと知ったあの日。

  

  ただその中の一人にすぎないと分かったあの日。

  

  心がどす黒く変わっていくのが分かった。

  

  二度も捨てられたのだ。

  

  

  何故、最初、情けをかけるような真似をなされたのか？

  

  『珍しい菓子が手に入った。食べてみるか？』

  

  微笑みながら口に一つ入れてくれたあの優しい顔が

  

  何十年経っても忘れる事が出来ない。

  

  欲望を満たせば捨てるのであれば力づくで奪って欲しかった。

  

  それならそれでもっと早く諦める事が出来たのに。

  

  （わたしは好きだった気持ちを消し去る事が出来ない）

  

  

  此処は捨てられ忘れられた者たちを閉じ込めた憎悪の巣窟。

  

  あの方を恨む事も出来ずに無関係な者たちにそれを

  

  向けるしかできない哀れな者たちの集まりなのだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６３）

  後宮執務室

  

  「瑞月様、少し宜しいでしょうか？」

  

  「どうした？」

  

  難しい顔をしている高順。

  

  「西の方の案件が思った以上にてこずっておりまして」

  

  「やはり個別に話を聞いた方がよさそうだな」

  

  「多忙な瑞月様に申し上げにくいのですが先帝の面影を

  

  お持ちのあなた様に同席して頂きたいのです。必ずや動揺し、

  

  何か話すかもしれません」

  

  「それほどにわたしはあの方に似ているのか？」

  

  物心がついた頃にはあの方は老人で心を無くされていた。

  

  だから覚えているのは恐怖しかない。

  

  「皇太后様が以前そのように話されているのを聞いた事があります」

  

  「ならそうなのだろう。分かった明日にでも顔を出そう」

  

  「ありがとうございます」

  

  「下級妃と中級妃の勉強会はどうなっている？」

  

  「それは滞りなく進んでおります。ただ、講師が不足しております」

  

  「羅半はまだ無理だろうから雀はどうか？」

  

  「雀ですか？何を教えるおつもりですか？」

  

  「勉学ではなく生きる術だな。間諜にするわけではない」

  

  「なんとも難しい課題ですな」

  

  「猫猫を講師に立てたいのだが本人の体調が万全でない。

  

  話せばそんな事を無視してやり切る性格だからな」

  

  「仰せの通りでございます」

  

  

  高順は珍しく何か言いたげな顔で瑞月を見ている。

  

  「何か他にも話があるのか？」

  

  「・・・・個人的な事ですのでお話すべきかどうか迷っております」

  

  何か歯切れが悪い。

  

  「先日、里樹妃が下賜されるかもしれないと仰せでございましたが

  

  その可能性は高いのでしょうか？」

  

  「帝は里樹妃の親代わりと思われていてこの先もお手付きは

  

  無いのあればそれはそれで酷い仕打ちとも言える。それがどうしたのだ？」

  

  「馬閃がどうも里樹妃に思いを寄せているようなのです」

  

  「馬閃が！？」

  

  女に全く興味のない馬閃がまさに青天の霹靂であった。

  

  「どういう経緯があったのだ？全く接点が見当たらぬが」

  

  「本人が言っているわけではないのです。麻美がわたしに相談に来まして」

  

  「まあ、そういう事は男より女の方が勘が良いから分からぬでもないが」

  

  「アヒルを散歩させている時に偶々、里樹妃とすれ違い

  

  一言二言話をしたらしいのですが・・・。それがきっかけらしく」

  

  「アヒルが繋いだ縁か。まあ、それも良いではないか。

  

  ただ相手がどう思っているかだな」

  

  「そうです。なんとも確かめようもなく」

  

  「今は上級妃の位に居るのであからさまに伺いを立てるわけにも

  

  行かぬが、本当に下賜されるのであれば何とか働きかけてみよう」

  

  「親ばかではございますが、よろしくお願いします」

  

  乳兄弟である馬閃の恋は応援したいが

  

  簡単に下賜が叶うかどうか分からない。

  

  しかし蛇の生殺しのように縛り付けて年を重ねさせるのも

  

  あまりに哀れだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６４）

  西の診療所

  

  高順が考えた通り瑞月の姿を見た女たちは

  

  見て分かるほど動揺した。

  

  ある者は涙を流し、ある者は非難の声を上げた。

  

  どれも真実なのだろう。

  

  瑞月の心は痛んだ。

  

  此処に居る者たちはまだいい、死んで行った者たちは

  

  何も伝える事が出来ない。

  

  「詫びてすむ話でない事は分かっている。だからこそこれから

  

  どうしたいか教えて欲しい」

  

  何十年という年月はもう帰って来ない。

  

  失われた命も復活することもない。

  

  だからこそどうしたいか希望を聞きたい。

  

  「何故にいっそ死ねと言ってくださいませんの」

  

  「此処を出てももう親は亡くなっております」

  

  「誰が私どもの事を覚えていると言われるのですか？」

  

  どの言葉ももっともすぎて返す言葉が見つからない。

  

  せめてもう少し早くこのような機会を設けていれば

  

  親に会えたものも居たかもしれない。

  

  後手に回った事を悔やんだ。

  

  「あなた方の言い分はもっともです。あなた方を苦しめたお方は

  

  もうこの世にはおられないのです。いつまでも亡霊に憑りつかれたままでは

  

  闇から一生出る事は出来ません」

  

  高順が宥める様に話す。

  

  その言葉に反応して何人かが泣いている。

  

  まだ、泣けるだけましなのだ。

  

  浄化できる。

  

  泣く事も出来ない者を救い出すのは難しい。

  

  

  結局、答えを聞けないまま瑞月は診療所を後にした。

  

  

  「お疲れ様でございました」

  

  「いや、おまえが居てくれて助かった。あの闇に飲み込まれそうになった」

  

  「無理もありません。本当に怖いのは生きている者の念でございます。

  

  思い続ければそれは本当になる場合もあります」

  

  「人の思いとは厄介なものだな」

  

  「さようでございます」

  

  「しかし、それは時として奇跡も生む素晴らしいものです」

  

  「光と闇は表裏一体。要はどちらに転ぶかだ」

  

  「はい」

  

  「わたしとて闇に食われるかもしれない」

  

  「大丈夫でございますよ。猫猫様おられる限るそのような事は

  

  なり得ません」

  

  「そうだな」

  

  瑞月は子どものように笑った。

  

  一番欲しかったものは手に入った。

  

  怖いものなど何もない。

  

  

  

  「あの女性たちに暫く猶予を与えて頂けますか？

  

  すぐに決断は難しいでしょうから」

  

  「わたしもそう考えていた」

  

  

  「水蓮様と猫猫様が首を長くして待っておられますよ」

  

  「ああ、早く帰ろう」

  

  疲れていたが足早に家に戻った。

  

  

  弟帝邸

  

  「「おかえりなさいませ」」

  

  この声を聞きたくて帰ってくるのだ。

  

  「壬氏様、今日久しぶりに調薬をしました。以前より力がないので

  

  時間はかかりましたが完成しました。滋養強壮剤ですが

  

  食後にお飲みになりますか？」

  

  「ああ、是非とも。久しぶりだったから骨が折れただろう？」

  

  「そうですね。でも慣れてくると思います」

  

  少しずつ、日常が帰ってきた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６５）

  緑青館

  

  「後宮の女たちが此処になだれ込むかもしれないだって！？」

  

  「声が大きいですよ」

  

  右叫が慌てて周りを見る。

  

  「これ以上穀潰しを抱えたら店が潰れるよ」

  

  「帝が交代すれば今までだって何人かは此方に

  

  来ましたが、今度は後宮自体が無くなるかもしれない

  

  それでそうなると里にも戻れない女たちが来る可能性があるんです」

  

  「そんな話何処から仕入れてきたんだい？」

  

  「狐目の御仁です」

  

  「姐さん（鳳仙）を身請けする時、珍しく口を滑らせたんですよ」

  

  「ああ見えても曲がりなりにも高官だ。本当かもしれないね」

  

  「何の知識も持たない女は妓女どころか

  

  夜鷹の如く客を取るしかない。哀れなもんだよ」

  

  やり手婆はキセルの煙を吐き出した。

  

  「割り切れれば難しい仕事じゃない。そうじゃなければ地獄さ」

  

  「どなたの考えかは分かりませんが随分と大胆な事を

  

  なさるのですね」

  

  「貴人の考える事は理解出来ないねえ」

  

  「そういえば小鳳（猫猫）もなにがしかの貴人の元で働いているとか」

  

  「何処に行っても薬屋は重宝されるからね。

  

  くいっぱぐれのない仕事だ。じいさんが死んじまって行方知れずになって

  

  心配させやがって。何とか生きていたんだね。会う事があれば一発食らわせて

  

  やらないと気が収まらないよ、本当に！」

  

  右叫は大笑いした。

  

  鳳仙の母親はこのやり手婆だ。

  

  つまり猫猫は血縁的には孫になる。

  

  娘だとか孫だとか関係ない世界に生きている。

  

  そんな甘ったれた事が通用する世界ではない。

  

  だから打ち明ける気もさらさらない。

  

  特別扱いもしない。

  

  

  

  弟帝邸

  

  「猫猫、おまえは医官になりたいと思った事はないか？」

  

  二人で夕餉を取りながら瑞月が聞いた。

  

  「あります。出来る事が多くなりますし、薬をより深く知る事が

  

  出来るのですから。しかし、女は法律上なれないのでしょう？」

  

  「北の診療所の者たちの為にも法を変える事も考えている」

  

  「そうすれば自立の道も開けますね」

  

  「他の国に比べて男尊女卑がまだましであるから

  

  実現はさほど難しくはないだろう」

  

  「そうですね」

  

  「おまえがわたしの妻になれば医官の道は難しくなるだろう」

  

  「そうですね。周りが仕事がやり難くいでしょうね」

  

  「わたしとしてはおまえの可能性を潰したくはない」

  

  「それは有難い事だと思います。しかし、わたしは何事も片手間は

  

  好きではありません。二つを望むのは贅沢な事です」

  

  「おまえの気持ちもよくわかる。他の者と歩幅を合わせず進めていく気はないか？

  

  子翠にも医官の道を薦めるつもりだ。おまえも子翠も他の者と共に学ぶには

  

  難しい立場だ。どうだ？」

  

  「・・・即答は出来ません。少し考えさせて下さい」

  

  「ああ、無理強いはしない。よく考えて決めればよい」

  

  医官の仕事をやってみたい。

  

  しかし、握力も戻っていない。

  

  記憶も曖昧な部分が増えてきている。

  

  妃として壬氏様を支える事が出来るのだろうか？

  

  到底二足の草鞋など無理ではないか？

  

  猫猫の頭はいろんな思いが交錯していた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６６）

  「壬氏様、外を少し歩きませんか？」

  

  医官の話をしてから数日後、猫猫は瑞月を散歩に誘った。

  

  「構わないが、体は大丈夫なのか？」

  

  「遠出しなければ大丈夫です」

  

  宦官壬氏が弟帝の華瑞月であると公表してから

  

  初めて二人で外邸の周りを散策した。

  

  この二人が歩くだけで人目を引いてします。

  

  「壬氏様は目立ちすぎて困ります」

  

  「何を言うか。それはおまえの方だ」

  

  「そのような事ありません」

  

  猫猫は自己評価低いと言うか

  

  人がどういう目で見ているか理解してない所がある。

  

  

  「外廷も結構広いのですね」

  

  馬閃を御伴に歩いたのはほんの一部であった事を知る。

  

  「国を守る軍部に内部の犯罪に対応する刑部、祭礼を司る礼部

  

  もっと細かく言えば幾つかに分かれる。官にも武官、文官がいる」

  

  「帝と言うのはその人たちを束ねて国を安定させる方なのですよね？」

  

  「まあ、簡単に言えばそうなるな」

  

  「後宮は三千人、此方はそれには比べようのない人数の人が

  

  いるのですね」

  

  「戦が起これば兵が必要となる。先の子昌討伐にもかなりの数の兵が

  

  出兵したがその間に国に何かあってはならぬ故、それ以上の兵が残った」

  

  「壬氏様、後宮に居る者たちの事を本当に考えておられますか？」

  

  その言葉に表情が変わった。

  

  「後宮に入るために多くの者が宦官になった。後宮がなくなればその者たちは

  

  何処に行けばよいのです？第二の北の診療所を作るおつもりですか？」

  

  「そのようなつもりはない！」

  

  「生き方を制限された者をどうしてあげれば良いかそれも考えねばなりません。

  

  ここ数か月で決めてしまえる問題ではないのではありませんか？」

  

  「確かにわたしは焦っていた。即位までに婚儀までに面倒事を

  

  片付けたいと思っていた」

  

  「即位されて終わりではないと思います。そこから出来る事

  

  しなければならない事が多いはずです。もう少し時間をかけて進めませんか？」

  

  「・・・・おまえの言う通りだな」

  

  「医官のお話ですが今回は見送ります。わたしは毒抜きをして

  

  子が宿っても大丈夫な体に戻したいと思います。子が手を離れれば

  

  医官の道を目指したいと考えています」

  

  「おまえは本当に・・大尉殿と同じで先の先まで考えるのだな」

  

  「あの男とはわたしは似ておりません」

  

  相変らずだな。

  

  「先送りにするのではなく進めていくか」

  

  「はい」

  

  

  「では、気分を変えて婚儀の事を話そう」

  

  「はあ・・・」

  

  何故か猫猫はげっそりしたような顔をする。

  

  「忘れていたわけでもあるまい。それともこの期に及んで

  

  やはり嫌になったなど言うのではないだろうな？」

  

  「そ、そうではありません。ただ、帝という存在を知れば知るほど

  

  人外すぎてその方の妻など恐れ多くて・・・」

  

  「今までの帝は人に非ざる天であった。しかしはわたしは人として

  

  帝になりたいのだ」

  

  「あなたならなれるかもしれませんね。悲しみも苦しみもご存じのあなたなら」

  

  「ああ、きっとなってみせる」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６７）

  外廷

  

  礼部

  

  「即位式まで一か月を切った。見落としがないか今一度

  

  確認せよ」

  

  式服や小道具など傷みはないか不足はないか

  

  再チェックに余念がない。

  

  失敗は絶対に許されない。

  

  空気が緊張でピリピリしている。

  

  刑部

  

  「入国時のチェックを厳しくするように」

  

  「何か危険なものが持ち込まれていないか

  

  隠されていないか毎日欠かさず確認するように」

  

  「はっ！」

  

  弟帝暗殺未遂事件のような事態を起こさせてはならない。

  

  各国の要人の前で醜態をさらすわけにはいかない。

  

  軍部

  

  「羅漢様、うちは何もしなくても宜しいのですか？」

  

  陸孫がだれきった羅漢に伺いを立てる。

  

  「特に何をする必要はないがそれらしく見える様に

  

  しておけばよい」

  

  「さようですか」

  

  面倒事は丸投げか。

  

  いいや、これくらいの事で腹を立てていては副官など務まらぬ。

  

  娘が嫁に行くのが気に入らないのだろう。

  

  帝の后など普通の親なら諸手を上げて喜ぶであろうに

  

  この方は違うのだな。

  

  帝邸

  

  「いよいよ、帝としての役目ももう終わりか」

  

  現帝は自慢の髭を触りながら呟いた。

  

  あれ程言い寄ってきていた者たちも足が遠のいている。

  

  権力とはこういうものか。

  

  個人を好いて近づいてきた者は一体何人いただろうか？

  

  「相手が居ないのなら一杯くらいなら付き合ってやってもよいぞ」

  

  「珍しい事を言うな」

  

  この阿多はその中の一人だと信じたい。

  

  「わたしも鬼ではない」

  

  労わりの言葉などかけられた覚えはない。

  

  いつも口を開けばけんか腰で人の嫌がる事を

  

  ズケズケと言う女。

  

  いや、女と言うよりは戦友に近い。

  

  「もう十分だろう？陽よ」

  

  「ああ、そのようだな」

  

  「考えようによったら肩の荷が下せるのだ。また昔に還れる」

  

  「昔か？高順も馬閃に後を任せると言っておったな。仲良し三人組に

  

  戻るのも悪くないな」

  

  「そうだろう」

  

  「結局わしは何も成し遂げることなく降りる。無駄な年月であった」

  

  「何を言うか！わたしたちは大切な瑞を授かったではないか」

  

  「そうだったな。すべてが無駄ではなかった」

  

  「人生に無駄などありはしない。大体、おまえは帝を降りたらすぐに

  

  死ぬつもりでいるのか？何を遺言のような事ばかり言っている」

  

  「わしに早く死んで欲しいか？」

  

  「それはこれからの生き方次第だ」

  

  「冷たい奴じゃ。そこは嘘でも死ぬなと言うべきだ」

  

  「おまえに忖度などするものか」

  

  現帝は大笑いした。

  

  「おまえと話すのが一番楽だ。降りたら離宮に移っても良いか？」

  

  「行くところがないのであれば仕方ないが、わたしはおまえのペースには

  

  合わせぬからな。あまり目に余るようなら追い出すからな」

  

  「おまえくらいじゃ、わしにそんな物言いをするのは」

  

  「嫌なら来なくて良いぞ」

  

  ぐの音も出ない現帝に今度は阿多が大笑いした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６８）

  「壬氏様、わたしには不相応な品です」

  

  婚儀の衣装を選びながら猫猫は申し訳なさそうに言った。

  

  「何を言う。帝の后の婚礼衣装なのだ。もっと派手なものでも

  

  良い位だ」

  

  「このようなものに金子を使うのなら民に為にお使いください」

  

  「おまえはいつでも自分の事は後回しなのだな」

  

  呆れ顔の瑞月。

  

  「一度きりなのに勿体ないです」

  

  「そう何度もあっては困る」

  

  「まあまあ、仲の良い事でございますね」

  

  水蓮は揶揄うように言った。

  

  「水蓮様！」

  

  猫猫は顔を赤くする。

  

  子供のようなやり取りを見られて恥ずかしい。

  

  「小猫、坊ちゃんの贈り物なのだから快く受け取ったら？」

  

  「・・・・娘が出来たら嫁ぐ時に使うのもいいかもしれませんね」

  

  「あらあら、気が早いのね。大体、子供は一緒にいるだけでは授からないわよ」

  

  その言葉で猫猫と瑞月は顔を赤くする。

  

  「とうに成人しているのだ。それくらいに事は知ってる」

  

  「その言葉で安堵いたしました」

  

  瑞月も水蓮には勝てないらしい。

  

  猫猫はばつが悪そうに下を向いていた。

  

  婚姻とはそういうものを切り離すことは出来ない。

  

  いきなり現実に戻さないで欲しい。

  

  瑞月は抱擁以上の事はしてこない。

  

  それに甘んじているのは申し訳ない気もするが

  

  だからとてどう伝えれば良いか分からない。

  

  「じゃあ、お邪魔でしょうから下がりますよ」

  

  

  

  散々、気まずい雰囲気にしておきながら

  

  あまりに無責任な言葉だ。

  

  「猫猫」

  

  「はい」

  

  「わたしはおまえが思うほど聖人でもないし、至って普通の男だと

  

  分かっているな？」

  

  「わたしの体調を気にして下さっているのですね」

  

  「それを知ってくれているならこの話はこれで終わりだ」

  

  

  「・・・・万全ではありませんが、その・・・少しくらいなら」

  

  「気にしなくともよい。婚礼の日までくらいなら我慢できる。

  

  今まで待ったのだから多少延びた所で問題ない」

  

  そう言われると婚礼の日がプレッシャーになる。

  

  

  緑青館では妓女たちに色々聞いていたから

  

  大したことではないと思っていたが事自分の事になると

  

  平静ではいられない。

  

  

  「ところで子昌が治めていた子北洲だが、主がいなくなり良からぬ連中が

  

  集まりつつあると報告を受けた。誰かをそこに遣わさねばならぬのだが

  

  陸孫と李白をと考えているのだが」

  

  「それは一時的にですが持続的にでしょうか？」

  

  「出来れば末永く治めて欲しいと考えている」

  

  「あの男を陸孫様以外抑える事が出来るでしょうか？」

  

  「音操という男が結構使えると聞いている」

  

  「・・・・わたしは戦術には疎いので参考にはならないと思います」

  

  「そうではない。おまえは李白と仲が良かったであろう。寂しいのではないか？」

  

  「少しは寂しいですが、李白様にとってこの話は有難いと思います。

  

  実は妓女の白鈴さんと恋仲らしく身請けを考えているらしいのです。

  

  その話が実現すれば恩賞で叶うかと」

  

  「そうか。なら打診してみるか」

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（６９）

  北の診療所

  

  「こんな好機暫くはやってこないわ。今度こそ」

  

  「深緑、もう止めましょう！」

  

  「何を言うの！私たちがこんなにみじめに生きているのに」

  

  「それは瑞月様のせいではないわ」

  

  「そんな事分かってる！では誰を恨めばいいの！？誰を憎めばいいの！？」

  

  「人を恨んで生きるのはもう止めましょう。先日の件だって

  

  もう知られているはず。もう一度同じ事をすればもう終わりよ。

  

  ずっと闇に埋もれたまま死んでいくしかない」

  

  「懐柔されてどうするの！？」

  

  

  

  

  「その人の言う通りだ。もう潮時だろう」

  

  「誰！？」

  

  「桜蘭の姉の子翠だ」

  

  「桜蘭様の！？本当に」

  

  「父や妹があなたたちを巻き込んだ事は申し訳ない。

  

  父は討ち死にし妹は現帝の子を身ごもっている。

  

  瑞月様も次は見過ごしては下さらないだろう」

  

  「・・・・・！！」

  

  女たちは黙り込んだ。

  

  「かくいう私も恨みを捨てられない。父に非があったとしても

  

  瑞月様を許せない！だが、わたしが何かすれば妹に迷惑がかかる。

  

  この思いをどう消化すれば良いか分からない」

  

  深緑は悔しそうな顔をしながら俯いた。

  

  他の女たちは涙を流した。

  

  

  何十年の恨みが簡単に消えないのは当然だ。

  

  でもこのままだと死んでも死んでしまっても報われない。

  

  許せとは言わない。

  

  忘れろとも言わない。

  

  ただ残りの人生を穏やかに暮らして欲しい。

  

  

  

  「話は済んだのか？」

  

  「はい。ありがとうございます」

  

  子翠は此処に来る許可をくれた阿多に頭を下げた。

  

  

  「人の出来る事は限られている。それでも出来る事はやらねばな」

  

  「そうですね」

  

  多くを話したわけではないが、阿多が何か重いものを

  

  抱えているのは感じていた。

  

  （この人でもどうにもならない事があるのか？）

  

  子翠は阿多をじっと見た。

  

  「何か言いたげだな？」

  

  「死ぬ事は簡単だが生きる事は難しい」

  

  「そうかもしれないな」

  

  薄い笑み。

  

  この人もそう思った事があるのかもしれない。

  

  「子供たち首を長くして待ってる。早く帰ろう」

  

  「はい」

  

  今は少なくとも待ってる者がいる。

  

  簡単には死ねない。

  

  弟帝邸

  

  「診療所の女性たちが先日の事件に関わったと自首して来ました」

  

  高順が慌てた様子で瑞月に報告に来る。

  

  「どういう心境の変化だ？」

  

  「阿多様と子翠殿がお忍びで昼間来たらしいです」

  

  「何か言ってくれたのだろうか？」

  

  「そうかもしれません」

  

  「いつも母上に助けられているな」

  

  「親とはいかなる時もそういうものです」

  

  「有難いものだな、親とは」

  

  「親にとっても子は同じでございます」

  

  お互いに大切な存在という事か。

  

  猫猫はその大切な養父を失い、実の両親とは疎遠だ。

  

  わたしは猫猫よりずっと恵まれている。

  

  大切にしたい。

  

  親にはなれないが家族になりたい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７０）

  「相手のプライドを傷つけないように伝えるにはどうしたら良いものか」

  

  瑞月は馬閃への下賜について里樹妃にどう話せば考えていた。

  

  「里樹様の事ですか？」

  

  猫猫が心配そうに聞いた。

  

  「ああ、下賜というのは実の所難しいものなのだ。

  

  下級妃や中級妃ならさほどではないが上級妃ともなると」

  

  「前置きなどせずに馬閃様のお気持ちを話されてはどうですか？

  

  その方がわたしは良いと思います」

  

  「だが、わたしから話すのはどうだろうか」

  

  「でしたら阿多様にそれとなく聞いて頂いたらどうですか？」

  

  「母上ばかりに嫌な役回りをして頂くのは気が引ける」

  

  「ですが元嫁姑でもあり、何といっても里樹様は阿多様を母のように

  

  思っておられるようにお見受けましたが」

  

  「子を亡くした母と母を亡くした娘、共依存に近い関係であったかもしれぬな」

  

  「わたしが里樹様にお聞きしても良いですが本心を明かして頂けるか

  

  難しいかもしれません」

  

  「話に加わっても宜しいでしょうか？」

  

  高順が口を挟んだ。

  

  「良いぞ」

  

  「では失礼して。わたしが阿多様にお願いしたいと思いますが。

  

  元々、息子の馬閃の事、差し出がましいのでなければ

  

  そのようにさせて頂けないでしょうか？」

  

  「瑞月様、高順様は主上ともかかわりのある方です。

  

  今回はお任せしては如何ですか？」

  

  「それで本当に良いのか？わたしへの配慮なら無理をする必要はないぞ」

  

  「わたしももう引退しますし、これからは昔に戻りたいと思っております。

  

  これは予行演習のようなものだと考えて下さい」

  

  

  結局、高順が阿多に伺いを立てる事になった。

  

  

  「父上と母上と高順は幼い頃三人でよくつるんでいたらしい。

  

  母上は男勝りで父上と高順はやりこめられていたと聞いた事がある。

  

  身分が違ってしまい今は三人それぞれが違和感、いや、窮屈を感じている。

  

  退位することで幼かった頃に戻れると父上は最近ではそのように

  

  考えているらしい」

  

  「三人は戦友なのでしょうね？」

  

  「そうだな。性別は関係ないのだろう」

  

  「そのような友がいて羨ましいです」

  

  「幼い頃の友は一生続くものかもしれないな」

  

  「瑞月様にも馬閃様がいらっしゃるではないですか？」

  

  「馬閃は乳兄弟と言うよりは実の兄弟のように思っている。

  

  あいつはどう思っているか分からないが」

  

  「きっと同じです。はた目から見ても分かります」

  

  猫猫が微笑みかける。

  

  そう言えば猫猫から友人の話は聞いた事がない。

  

  「わたしは養父との生活がすべてでしたから友人と呼べる人はいません。

  

  それがおかしいとも思いませんでした。寂しいとも思わなかった。

  

  でも今は少し羨ましい気がします」

  

  「おまえが気づいていないだけで居るかもしれないぞ」

  

  「居ますかね？」

  

  「おまえは最初は不愛想な猫だが、関わりを持っていくうちに

  

  変わって来る。そのアンバランスさで好意を持っている者も少なくない。

  

  わたしもそのうちの一人だが」

  

  瑞月は可笑しそうに笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７１）

  金剛宮

  

  「突然来て申し訳ない」

  

  「いいえ、そんな事はございません。お会いできて嬉しいです」

  

  元姑は相変わらず可愛らしい少女でおどおどした言い方が

  

  彼女らしいと思った。

  

  本当の少女だった頃、先帝のお手付きを阻止するため

  

  足しげく訪問していた事を思い出す。

  

  母が恋しいのかすぐに懐いてくれた。

  

  女の目から見ても頼りなげで少し我儘で可愛らしい。

  

  帝も妻と言うより娘のように思っているのが分かった。

  

  しかし、今後もこのように縛られたまま生きていくのであれば

  

  それはあまりに哀れではないか。

  

  「良くない話でございますか？」

  

  「あなたはまだお若い、この後も肩書だけの妻として生きたいですか？」

  

  「帝は大事にしてくださいます」

  

  「それは妻としてですか？」

  

  里樹妃は首を振った。

  

  酷い事を聞いている。

  

  それでも咲くこともなく枯れていくのは忍びない。

  

  「あなたを妻にしたいと言う武官いるのです」

  

  「わたしは二度も嫁いだ身、そんな事が許されるのでしょうか？」

  

  「二度ともあなたの望んだ事ですか？」

  

  「幼い頃より婚姻とはそう言うものだと言われ育ってきました。

  

  わたしが上級妃を降りれば里はどうなりましょう？」

  

  「帝は退位される。もはや影響力はありますまい。それより新帝の考えを

  

  汲まれる方が得策ではないですか？」

  

  「新帝がそれをお望みならわたしは異を唱えるつもりはございません」

  

  武官・・・、どのような方だろう？

  

  いいえ、誰であろうとお仕えするだけそれがわたしの務め。

  

  「相手は誰かと聞かないのですか？」

  

  「誰であれしっかりお仕えするだけです」

  

  「そう言わずあなたが望まなければこの話は反故にします。

  

  相手は馬の一族の馬閃です」

  

  「馬閃・・・様？」

  

  「見知っておられたか？」

  

  「一度だけお見かけした事がございます」

  

  確かアヒルを抱いておられた方。

  

  精悍な顔立ちで真面目そうな方に見えた。

  

  「年は新帝と同い年だそうだ」

  

  もっと年の離れた方と娶あわされると思っていた。

  

  振り回されるのがわたしの人生だとどこかで諦めていた。

  

  「話を進めてよろしいか？」

  

  「・・・・こんなわたしで良いのでしょうか？」

  

  「馬閃はあなたでなければ嫌だと駄々をこねているらしい」

  

  あの方が駄々を・・・。

  

  想像して笑ってしまう。

  

  「あなたもまんざらでもないようだ」

  

  阿多は安堵した。

  

  これ以上我慢を強いる人生を送らせるのは心苦しい。

  

  もし里樹妃が少しでも嫌なようならこの話は無かった事にする

  

  つもりでいた。

  

  「主上にお話しして構いませんか？」

  

  「お願いします」

  

  何かに流され続けた里樹妃が初めて自分の考え動こうとした

  

  瞬間だった。

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７2）

  帝邸

  

  「陽、そういうわけだから里樹妃を下賜してやってくれないか？」

  

  「蜘蛛の子を散らすようにみんな去っていくのだな」

  

  「最後はわたしが残れば良いだろう？」

  

  「真か？」

  

  「これからのおまえ次第だがな」

  

  阿多は何か含みを込めたような笑みを浮かべる。

  

  「・・・・・」

  

  帝は背筋が寒くなった。

  

  「里樹は幸せになれるのだな？」

  

  「少なくともわたしはそう見えた」

  

  「亡き母親に顔向けできぬような事は出来んからな」

  

  「解放してやるほうが幸せになれる。馬閃は高順とよく似て

  

  真面目そうだ。彼女を泣かすような事はしないだろう」

  

  馬邸

  

  「真でございますか！？」

  

  馬閃は確認するように何度も聞いている。

  

  「阿多様が間に入って下さり主上に話して下さったのだ」

  

  「あの方は嫌だっておられないのですね？もしそうならこの話は

  

  お受けできません！」

  

  「馬閃、少し落ち着きなさい」

  

  ずっと黙っていた桃美が呆れたような顔で言った。

  

  「しかし、母上・・・」

  

  「その辺は阿多様も確認して下さったと聞いています」

  

  「なら里樹様もわたしと同じ気持ちという事でしょうか？」

  

  「全く同じかどうかは分かりませんが了解して下さったという事は

  

  好意を持って下さっていると思って差し支えないと思いますよ」

  

  「里樹様が・・・・」

  

  馬閃からすれば高嶺の花で考える事すら許されないと思っていた。

  

  それが妻になる事を承諾してくれた。

  

  気持ちは高揚して夢を見ているのか化かされているのかと半信半疑だ。

  

  「馬閃、よくお聞きなさい。父上が引退されその代わりをあなたが

  

  するのですよ。そのように浮足立ってどうするのですか。

  

  里樹様がご不自由されないようしっかり仕事を務め、

  

  新帝を支えねばならないのです」

  

  「はい。新帝の為に粉骨砕身努力する所存でございます」

  

  金剛宮

  

  「里樹様、よくご決断なさいました」

  

  「河南、あなたには本当にお世話になったわね」

  

  「とんでもございません」

  

  河南は涙ぐんだ。

  

  「どうしたの？」

  

  「いい顔をしながらわたしは里樹様を貶めた事もございました」

  

  「えっ？」

  

  びっくりした顔をする。

  

  やはり何も気づいていなかったようだ。

  

  「本当に申し訳ございませんでした。許して頂けるとは

  

  思いませんが謝りたいと・・・」

  

  「それでも仲良くしてくれたじゃない。こんな頼りないわたしに

  

  仕えてくれたでしょ。もういいのよ」

  

  「里樹様、どうかお幸せになって下さい」

  

  涙ながらに訴えた。

  

  「ありがとう」

  

  里樹妃は顔を赤くしながら返事をした。

  

  上級妃を降りれば関わる事がなくなってしまう。

  

  河南は謝罪しないまま別れたくなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７３）

  弟帝邸

  

  「そうですか。うまくいきそうですか」

  

  里樹妃の不幸体質は本当に気の毒だと思う。

  

  自分のせいでなく周りの欲望に振り回され翻弄されている。

  

  「婚姻はわたしたちの後になりそうだ。まだこまごまとした問題も残っている

  

  これからわたしの右腕として働いてもらわねばならん。

  

  その期待への恩賞としての下賜と言う形になる」

  

  「何をするにしても大義名分が必要となるのですね」

  

  「無理矢理な理由ではあるが帝がごり押ししたと言う

  

  印象を持たせるわけにはいかないのだ」

  

  「何でもかんでも一人で決める事は出来ないのですね」

  

  「決定権はあるが鶴の一声とも言い難い」

  

  「難しいものなのですね」

  

  では今回の退位を求めた事で壬氏様の立場は

  

  悪くなるのではないか？

  

  「心配しなくとも大丈夫だ。父上とはきちんと話し合った。尚書省でもう

  

  承認も得ている。筋は通している」

  

  三省を通すのは数か月では足りないはず。

  

  強引な手を使ったのは分かっている。

  

  「おまえが心配することは何もない」

  

  「はい」

  

  「そうだ。今日、陸孫と李白が挨拶に来ると言っていた。

  

  赴任は少し先だが一度下見に行くらしい」

  

  「寒い場所ですから大変ですね」

  

  「陸孫の冷静さと李白の明るさがあれば先も明るいだろう」

  

  「そうかもしれませんね」

  

  「・・・・具合が悪いのか？」

  

  「いえ、毒抜きに薬湯を飲んでおりますので時折、発汗してしまうのです」

  

  「そうなのか」

  

  瑞月は心配そうな顔をする。

  

  「雀様が毒消しになるとショウガ、ニンニク、ネギやドクダミを

  

  持ってきてくれました。それを煎じておりますからもうすぐ

  

  改善していくと思います」

  

  毒草は種類を多くすると×ではなく乗になる。

  

  つまり５種類なら×５ではなく5乗。

  

  解毒するにも多くの時間が必要となる。

  

  「わたしは昔から毒を体に慣らしていましたから助かったのでしょう」

  

  痩せすぎの自分なら十分な量だった。

  

  発見が早かったとはいえ助かる確率は数パーセントだっただろう。

  

  「壬氏様、すみませんが子は暫く待って頂けませんか？

  

  やはり怖いのです」

  

  もし子に影響が出たらそう考えると安易に子を持つ事は出来ない。

  

  「構わぬ。何年でも待とう。わたしはおまえさえ居てくれれば良い」

  

  「申し訳ありません」

  

  「謝るな。おまえが悪いわけではないのだから」

  

  本当なら妻になる事を断るべきだった。

  

  そうすればこの人を苦しめる事もなかった。

  

  それでももう無かった事には出来ないほど自分にとって

  

  大切な人になってしまった。

  

  「あなただけを愛しています」

  

  「ああ、知ってる。わたしもおまえだけを愛している。

  

  この先何があると共に生きて行こう」

  

  「はい」

  

  涙をこらえられない。

  

  こんなにもわたしを弱くしたのはこの人だ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７４）

  「まだ赴任まで日がございますが今の状況を把握すべく

  

  李白とともに子北州に視察に向かいたいと存じます」

  

  陸孫は瑞月に礼を取る。

  

  それに合わせて李白も同じ事をする。

  

  「子北洲は遠い気を付けて行ってくれ」

  

  「「御意」」

  

  こんな時の陸孫の感情が見えない。

  

  

  三十路をとうい越えていると聞いているがそれよりは若く見える。

  

  人当たりがよさそうに見えて底が見えない。

  

  たまに見せる暗さが彼の過去が残酷であったと推測される。

  

  この人とは距離を取るべきだと本能が伝えている。

  

  

  二人が退出する時、瑞月は李白と話す機会を作ってくれた。

  

  「李白様、要らぬ心配でしょうがお体に気を付けて下さいませ」

  

  「ああ、ありがとう。嬢ちゃんも体を大切にな」

  

  「ありがとうございます」

  

  その後、小声で一番話したかった事を口にした。

  

  「白鈴が一緒に来てくれると言ってくれたんだ」

  

  「それは良かったですね」

  

  「嬢ちゃんのおかげだ。一生この恩は忘れねえ。何かあったら

  

  絶対力になるからな」

  

  「わたしは何もしておりませんよ。李白様の人徳です」

  

  「ありがとうな」

  

  白い歯を見せて帰った。

  

  李白と白鈴もうまくいったようだ。

  

  

  「壬氏様、お気遣いありがとうございました」

  

  「いや、本来なら手元に置きたい武官だが子北洲を

  

  立て直すのにどうしても必要な人材なのだ」

  

  何事もなく上手くいって欲しい。

  

  子の残党がいるかもしれない。

  

  もう争いごとは沢山だ。

  

  「即位式には戻って来るらしい」

  

  その時はもうこんなに気軽には会えないだろう。

  

  この方の妻になるという事は大きな意味を持つ。

  

  帝以外の男性にはそうそう会う事も出来ないだろうし

  

  行動に制限がかけられる。

  

  しかし、それは暗殺や誘拐に巻き込まれないためだ。

  

  その前に話が出来て良かった。

  

  

  即位式まで二週間。

  

  益々慌ただしくなってきた。

  

  高順は最後の大仕事という事もあり寝食を削るほど

  

  没頭していた。

  

  「人には無理をするなと言う癖に」

  

  「瑞月様、これはわたしの集大成でもあるのです。

  

  これを無事終えればいくらでも休めます」

  

  「高順様、薬湯をお持ちしました。少し休憩なさっては如何ですか？」

  

  猫猫は急いで滋養強壮になる薬草をかき集めて持ってきた。

  

  「猫猫様、どうかご無理なさらないで下さいませ」

  

  「大丈夫です。それよりひとつお願いがあります。

  

  婚儀の日までは小猫と呼んで下さいませんか？」

  

  「そのような不敬な事は・・」

  

  「わたしはまだただの女官です」

  

  困ったような顔をする。

  

  「そのようにしてやってくれないか？」

  

  瑞月に言われては仕方がない。

  

  「婚儀の日の前日までですよ」

  

  「はい」

  

  猫猫は嬉しそうに返事をした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７５）

  即位式前夜

  

  「明日は即位式か。思ったより早かったな」

  

  猫猫は窓越しに夜空を見ていた。

  

  即位式の後に婚儀が行われる。

  

  何かピンとこない。

  

  大体、婚姻は国と国の結びつきで交わされることが多い。

  

  確かに漢大尉の娘である猫猫との婚姻はある程度意味があるが

  

  即位式の後に行うほどのものではない。

  

  各国の者たちにはどう映るだろうか？

  

  今更ながら内々でやって欲しかった。

  

  別に大っぴらに公表しなくても良いのに。

  

  わたしがもっと映える女なら良かったがそうではない。

  

  いや、壬氏様をより目立たせるにはその方が良いか。

  

  無意識にため息が出る。

  

  「婚礼がそんなに嫌なのか？」

  

  いつの間にか瑞月がすぐ横に立っていた。

  

  「そうではありません。緊張しているのです」

  

  「今からそれでは持たないぞ」

  

  「そうですね」

  

  

  「ようやくおまえを妻にする事ができる」

  

  後から抱きしめる。

  

  「少しも太らないな」

  

  「絶壁、鶏がらですからね」

  

  「そういう意味で言ったのではない。少し肉が付いた方が健康的

  

  見えるだろう」

  

  「これは体質ですよ。確かに小食ですが際立って少ないわけでもありませんし」

  

  「そうだが・・・」

  

  「あなたは帝になられるのです。細かい事など気にしないで

  

  多くの物を見て上手く動かさねばならない方です」

  

  「わたしにとって最優先すべきはおまえなのだがな」

  

  「ダメです。わたしを稀代の悪女にしたいのですか？」

  

  「さすがにそれはまずいな」

  

  少年のような顔で笑う。

  

  実年齢より上の人間を演じてきた為か時折見せる幼い顔。

  

  ねじれ現象とでもいうべきか

  

  いつかそればきちんとそろう日が来るのだろうか？

  

  いや、この方はこれで良い。

  

  無理に背伸びせずに生きてくれたら嬉しい。

  

  「あなたは変わらないで下さいね」

  

  「・・・・？」

  

  きょとんとした顔をする。

  

  「そのままのあなたが好きなのですから」

  

  「よくわからないがおまえがそう言ってくれるのはとても嬉しいな」

  

  どれだけの人の人生がこの人の肩にかかっているのだろう？

  

  この人は本当は帝の就くべきではなかったのかもしれない。

  

  人としての色が濃すぎる。

  

  優し過ぎるのだ。

  

  時として非情な判断を下さねばならない時が来るかもしれない。

  

  その時、この人の心が壊れない様に支えて行こう。

  

  泥はわたしが被ればいい。

  

  この人は美しいままでいて欲しい。

  

  わたしは悪名など怖くない。

  

  怖いのはこの方が傷つく事。

  

  「怖い顔をしている」

  

  「そうですか？」

  

  笑ってごまかす。

  

  「何か心配事があるなら申せ」

  

  「心配事などありません。わたしはただあなたと歩いていくだけのなですから」

  

  「・・・・・・・」

  

  まだ納得できない顔をしている。

  

  「あなたの方こそ心配症なのでは？」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７６）

  「一世一代の姿を見ていてくれ」

  

  瑞月はこの日の為に用意した帝の正装に身を包み

  

  心配そうに見ている猫猫に声をかけた。

  

  幼い頃より教え込まれているとはいえこんな大人数の前で

  

  堂々と動けるの肝が据わっているというべきだろう。

  

  

  帝の前で膝をついて頭を垂れる。

  

  横に置いてある新帝の為に誂えた冠を両手で持って

  

  瑞月の頭にのせる。

  

  その瞬間、地響きのような大きな歓声が上がった。

  

  新帝誕生の瞬間を目の当たりにした人々は

  

  興奮を隠しきれないように祝いの言葉を口にする。

  

  歴代の中でもそうはいないであろう美しい帝。

  

  その魅力に飲まれる人々。

  

  「あの方は人を惑わす魔王か」

  

  「いや、天女が変化されたのだ」

  

  実に信じがたいがそのように口にする者が多かった。

  

  天幕の裏から阿多はその様を見ていた。

  

  「瑞、これからだな」

  

  いつものような厳しい顔でなく穏やかでまさに母の顔だった。

  

  周知の事実であるが皇太后の手前、

  

  弟として帝の位を譲った。

  

  今更、事実を公表した所で戸惑いと疑惑しか生まないなら

  

  このままの方が良いという判断だ。

  

  

  「この後どんな顔して出ていけばいいんだ」

  

  落胆の声など聞こえたら流石に凹む。

  

  猫猫は一層憂鬱な気分になった。

  

  特殊趣味を公表する様なものじゃないか。

  

  

  「この嬉しき日にわたしは妻を迎える」

  

  妻と言う言葉に悲鳴に近い声も聞こえる。

  

  こんな美しい帝の寵愛を受けようと不敬な事を考えた女たちも

  

  何人かは居たかもしれない。

  

  その淡い夢はすぐに打ち砕かれ奇声を上げている。

  

  飛発はないだろうが何が飛んでくるか分からない。

  

  「猫猫」

  

  もう腹を括って出ていくしかない。

  

  

  顔を引き攣らせて行くわけにもいかなにので

  

  出来るだけ笑顔を作り瑞月の隣に行く。

  

  

  再び、地響きのような声が聞こえた。

  

  自分は兎も角瑞月までも何か言われるのは忍びない。

  

  「猫猫、顔を上げろ。みんな祝福してくれている」

  

  そんなはず・・・ない。

  

  不似合いな女だと・・・。

  

  「皇后さまおめでとうございます！」

  

  「帝にお似合いの美しい方だ」

  

  これは何かの間違いだ。

  

  「おまえは自分の価値を分かっていないのだ」

  

  「えっ？」

  

  「わたしがいくら言っても信用しない。わたしが特殊趣味なのではない。

  

  取られたくなくて雀斑を入れさせたり怪しい男を遠のけたり

  

  結構苦心したのだがな」

  

  小声で話しながら笑う。

  

  その笑みでまた歓声が起きる。

  

  「おまえは分を弁えると言うよりは過少評価しすぎだ」

  

  「・・・・・・」

  

  わたしを可愛いと言ってくれるのは養父だけだと思っていた。

  

  「まあ、それに気づく前にわたしはおまえを手に入れてよかった」

  

  猫猫は何と言ってよいか分からなかった。

  

  ごく普通の特徴のない容姿でやせっぽちの自分に

  

  向けられる言葉とは思えなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７７）

  閨

  

  寝間着に着替え二人は寝台の上で向かい合っていた。

  

  俗にいう初夜だ。

  

  「慣れぬ事をしたので疲れたのではないか？」

  

  「いいえ、大丈夫です」

  

  （壬氏様も緊張されているのだろうか？）

  

  「・・・・怖いか？」

  

  猫猫は首を振った。

  

  この方はわたしを傷つけるような事は絶対しない。

  

  それはずっとそばにいて分かっている。

  

  「わたしも初めてなので上手くできるか分からぬが

  

  おまえが負担にならぬよう・・・・」

  

  言葉を遮るように猫猫は唇を重ねた。

  

  驚いたのは瑞月で猫猫をじっと見る。

  

  「これ以上の問答は余計恥ずかしいです」

  

  真っ赤になりながら下を向く。

  

  瑞月は返事の代わりに抱きしめた。

  

  触れるだけの口づけから蕩けるような舌を絡めたものに変わる。

  

  いつの間にか寝間着ははだけていた。

  

  その隙間から見えるお互いの肌が余計淫らで欲望をかき立てる。

  

  「灯りを・・・」

  

  「拒否する」

  

  火照った顔の瑞月は猫猫の寝間着をゆっくりとはぎ取る。

  

  猫猫は思わず目線を反らそうと横を向く。

  

  それを許さない様に瑞月は顎を掴んで自分の方に向かせると

  

  再び唇を合わせた。

  

  息継ぎできないくらい長い口づけに猫猫は少し苦しくなる。

  

  それを気づいて自分の息を吹き込む。

  

  （本当に初めてなんだろうか？）

  

  手慣れた感じがする猫猫はそう思った。

  

  「考え事とは余裕だな。ならば何も考えられぬようにしてやろう」

  

  「手慣れて・・おられるので」

  

  「これでもいっぱいいっぱいだ。もしや妬いてくれてるのか？

  

  なら嬉しいが」

  

  そんな事くらいでなぜそんなに幸せな顔をするんだろう？

  

  

  「後生ですから少しだけでも暗くして下さい」

  

  恥ずかしくて死んでしまいそうだ。

  

  「男は相手の姿と声で感じる生き物だ」

  

  そう言いながらも灯りを少し落とす。

  

  それでも全身に視線を感じる。

  

  思わずきつく目を閉じる。

  

  「ちゃんとわたしを見てくれないか？」

  

  「無理・・・です」

  

  男の裸位何度も見た事はある。

  

  でもそれとは違う。

  

  自分も何も着ていない。

  

  裸で抱き合っている。

  

  瑞月の肌の熱さは凄まじく上がっている。

  

  多分、自分の体温も上がっている。

  

  組み敷かれた状態で熱さで汗が流れている。

  

  折角、湯あみをしたのに・・・。

  

  そんなくだらない事を考えた。

  

  瑞月はずっと白壇の香を纏っているから

  

  こんな時でも香っている。

  

  香りに酔いそうだ。

  

  瑞月はの大きな手が小ぶりな猫猫の乳房に触れる。

  

  猫猫はビクッと反応する。

  

  「感じたか？」

  

  「分か・・りません・・」

  

  自分以外の誰かに触れられた事などない。

  

  当然の反応だ。

  

  「おまえを辱める気はない。どこが良いか知りたいだけだ」

  

  男と女はこんな事を当たり前にしているのか？

  

  恥ずかしくはないのか？

  

  「初めて・・では・・無理です」

  

  気持ちが良いと感じる所など分からない。

  

  何処かに触れられる度、体が硬直したようになってしまう。

  

  「力を抜け」

  

  力を入れてるつもりはない。

  

  上手くできない。

  

  「わたしは異常なの・・でしょうか？」

  

  涙が零れてくる。

  

  「泣くな」

  

  猫猫の涙を指で拭ってやる。

  

  その声は怒りではなく切なそうだった。

  

  「すみません・・・」

  

  こんな事なら緑青館の妓女にもっと話を聞いておけば良かった。

  

  「謝らなくともいい。こんな風に過ごせてどれだけ幸せか

  

  分からないのか？」

  

  「でも・・・」

  

  「二人で探究していけばよい」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７８）

  翌朝

  

  猫猫は瑞月の腕の中で目を覚ました。

  

  

  色々と衝撃的な事が多すぎてあまり覚えていない。

  

  でも妻になった事は覚えている。

  

  この人の切なそうに見下ろす顔と

  

  下半身に感じた鈍い痛み。

  

  子供は待って欲しいと言った事を守ってくれた。

  

  男の人にって酷い事を言ってしまったかもしれない。

  

  体の奥から湧き上がってくる熱を胎ではなく外に放出した。

  

  それは感情に比例したように熱かった。

  

  苦し気で一気に何かが突き抜けて少し震えたように見えた。

  

  脱力状態なのに体に吐き出した熱を自分の寝間着で拭いてくれた。

  

  瑞月の額から流れ落ちる汗を猫猫は指先で払う。

  

  この人はこんな時でも自分を優先してくれる。

  

  『ごめんなさい・・・』

  

  『何を謝る？かなり無理をさせた。謝るのはわたしの方だ』

  

  『いいえ』

  

  猫猫は大きく首を振った。

  

  『男の方にとって辛い事のなのに・・・』

  

  『おまえの体にこれ以上負担はかけたくない。完全ではないから

  

  子が出来るかもしれない。堕胎は考えないで欲しい。

  

  その時はどんな結果になっても産んで欲しい』

  

  猫猫は頷いた。

  

  もし宿ったら流す事は考えず、どんな結果になったとしても

  

  ありのままを受け入れよう。

  

  

  

  「猫猫」

  

  目を覚ました瑞月は嬉しそうに猫猫を抱きしめた。

  

  このくすぐったいような感情はなんだろう？

  

  「何処か痛みはないか？」

  

  「少し鈍痛があるくらいです」

  

  「すまない」

  

  「いえ。痛みがあるのは当然です」

  

  「もう少し・・・」

  

  解してやれば良かったと続けたかったようだ。

  

  「もうやめてください」

  

  猫猫は耳を塞いだ。

  

  その耳は真っ赤だった。

  

  昨夜の事をこれ以上思い出したくない。

  

  恥ずかしくてたまらない。

  

  

  「いくら新婚とかいえそろそろ起きた方が宜しいのでは？」

  

  いつの間にか水蓮がすぐそばに立っていた。

  

  「す、水蓮」

  

  「水蓮様」

  

  瑞月と猫猫は思わず寝台の上で正座していた。

  

  

  扉の外では高順が何とも言えない顔で立っていた。

  

  今日ぐらいはそっとしておいてやって欲しい。

  

  いや、放っておくと一週間は閨から出てこない可能性も・・・。

  

  水蓮様、ナイスと言うべきか。

  

  

  それにしても馬閃は肝心な時に使えない。

  

  有意義な隠居生活を送る予定が初日にして崩れた。

  

  里樹様との縁談が持ち上がって嬉しさのあまり高熱で寝込むとは？

  

  高順様は頭を押さえた。

  

  

  水蓮に追い出されるように帝邸に向かう。

  

  猫猫も湯あみをして身支度を整えて

  

  帝を送り出す。

  

  人前だと言うのに瑞月は猫猫を抱きしめて

  

  額に口づけをする。

  

  真っ赤になって猫猫は怒るが瑞月は誤魔化すように

  

  笑って仕事場に向かった。

  

  

  皇后とは如何なる仕事をするものだろう？

  

  全然考えていなかった。

  

  帝の帰りをただ待っているだけか？

  

  とりあえず記憶が零れおちないように書きとめよう。

  

  そして壬氏様の疲れが取れる薬湯を作ろう。

  

  まだ国の歴史の勉強も終わっていないし。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（７９）

  医局会議室

  

  婚儀から五年が過ぎ、猫猫は三歳の子の母になり、

  

  腹には二人目の子を宿していた。

  

  仕事は産休を取らせてもらいその合間に

  

  医官になるべく講習を受けていた。

  

  二年ほど前まえから子翠も医官を目指している。

  

  「皇后が卑しきものと席を並べて勉学とは・・・」

  

  猫猫の横に座っている子翠が呆れた顔で言った。

  

  「此処では皇后ではありません。ただの医官候補生です」

  

  「それはあなたの理屈だろう？」

  

  「後三か月ほどで子が生まれます。時間は限られているのです。

  

  大目に見てください」

  

  「大体、御子は育児放棄か？」

  

  「今、託児所にいるから大丈夫です」

  

  東宮を預かる者は寿命が縮まる思いだろう。

  

  気の毒な事だ。

  

  全くこの皇后は変わっている。

  

  いや、皇后になる前からそうだったな。

  

  「個人的に医官様にお願いして来てもらえば良いだろう？」

  

  「それは公平ではありません」

  

  いやいや、やんごとなきご身分の方混じってこのような所に

  

  居る方がみんなにとって迷惑だ。

  

  「わたしに気づいているのはあなたくらいです」

  

  そういえばいつものオーラは隠しているし、肌の色もくすませて

  

  よく知ってるものでなければ気づかないか。

  

  二人の話が耳に障ったのか医官は咳ばらいをした。

  

  「すみません」

  

  猫猫は申し訳なさそうに謝るが医官は恐縮するだろう。

  

  多分、医官には事情を話してるはずだ。

  

  講習が終わると猫猫は急いで託児所に向かう。

  

  こんなところは世の母親と大差ない。

  

  「小銀（シャオイン）」

  

  「母様」

  

  瑞月の面影のある男の子が嬉しそうに笑う。

  

  名は銀河（インホー）。

  

  父親似で母親に対しては粘着質気味。

  

  父親は恋敵と思っている。

  

  今は母のお腹にいる胎児にやきもちを焼く事が多くなってきた。

  

  「僕だけの母様で居て下さい」

  

  涙ぐみながらこんな事を言ってくる。

  

  母親の存在を知らない猫猫にとって対応を悩ませる事も少なくない。

  

  

  三年前、銀河を授かった時、喜びより不安の方が大きかった。

  

  自分のせいで何か子供に影響が出たら・・・。

  

  それをすぐに感じ取った瑞月は

  

  『どのような事になろうとこの子はわたしたちの子だ』

  

  抱きしめながら勇気づける様に言った。

  

  大丈夫、そう思っていても心は揺れる。

  

  ああ、この人に何度救われたか。

  

  いつも不安を払拭してくれた。

  

  いつかは変わるかもしれない。

  

  そう感じた事もあった。

  

  『そうですね』

  

  約八か月後、無事に銀河が生まれた。

  

  傷みは一瞬で吹き飛んだ。

  

  五体満足であるかすぐに確認した。

  

  心配は無用だったと分かると涙は止まらなかった。

  

  

  

  「小銀、わたしはあなたを大切に思っています」

  

  「それでは・・・」

  

  「でもこの子も同じように大切です。比べられるものではありません」

  

  「そんな」

  

  小銀は大声で泣き出した。

  

  猫猫は困り顔で小銀と手を繋いで歩いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  不愛想な猫（８０）完結

  執務室

  

  「お二人目ももうすぐですね」

  

  瑞月と猫猫の婚儀の約一年後、

  

  馬閃と里樹も婚儀を執り行った。

  

  翌年には娘が誕生し、その一年後には息子が生まれ

  

  既に二児の父になっていた。

  

  

  当初、帝より先に子を授かり申し訳ないと瑞月の元に

  

  詫びに馬閃と里樹は二人で来た事があった。

  

  『子は授かりものだ。何も気にする事は無い』

  

  天女のように微笑む。

  

  『それにわたしは今しばらくは二人で居る事を楽しみたいのだ』

  

  二人は猫猫が毒の影響を気にしているのを知っていた。

  

  そしてその考えに瑞月も同意している事も。

  

  

  それから一年後、銀河が誕生し馬閃の二人目が同い年になった。

  

  瑞月と馬閃のように兄弟のように育つことだろう。

  

  

  「馬閃、おまえの娘の名はなんという？」

  

  「美羽蘭(ミウラン)と申します。息子はご存知ですね？」

  

  「美しい名だな。息子は馬優（バユウ）だな」

  

  「ありがとうございます」

  

  「里樹殿はお元気か？」

  

  「おかげさまで息災です」

  

  頼りなさげな所は残っているが母となり確実に強くなった。

  

  母や姉とも上手くやってくれている。

  

  

  「時に子北洲でございますが、陸孫殿からの報告によれば

  

  随分安定したと報告でございましたが」

  

  「うむ。猫猫の出産後一度視察に行くつもりだ。

  

  あそこには湯治場もある。猫猫の体にも良いだろう」

  

  「そうですね。そのように動けるよう早い目に手配しておきます」

  

  本当に落ち着いた。

  

  親になるとこんなにも変わるものか。

  

  いや、里樹殿の影響が大きいのかもしれない。

  

  男も女も相手次第で良くも悪くも変わる。

  

  わたしもその一人だ。

  

  以前は傲慢で人を駒としか考えていなかった。

  

  それを変えてくれたのは猫猫だ。

  

  

  二人目が生まれる事は本当に嬉しい。

  

  だが、猫猫の体に負担が確実にかかっている。

  

  銀河の時から記憶の欠落が増えてきた。

  

  もしかしたら今度は完全に記憶が無くなるかもしれない。

  

  子は一人で良いと思っていた。

  

  銀河だけを慈しみ育てて行こうと考えていた。

  

  しかし、猫猫がそれでは銀河が可哀相だと言いだした。

  

  迷った。

  

  わたしは子供より猫猫を優先したい。

  

  これ以上負担をかけたくなかった。

  

  しかし結局押し切られてしまった。

  

  「すまぬ。猫猫の元に行く」

  

  「はい」

  

  否といってもこの方は聞く耳を持たない。

  

  ならば気持ちよく従った方が良い。

  

  これは経験上悟った事だ。

  

  

  「猫猫」

  

  「壬氏様？」

  

  変わらない呼び名。

  

  「出産前に言っておきたい事がある」

  

  何か決断したような顔をしている。

  

  「おまえが例えわたしを忘れても何度でも振り向かせる。絶対だ。

  

  何度でもおまえの心と体に刻み付ける」

  

  「子供の前で何という事を言われるのですか？」

  

  猫猫は顔を赤くして声を震わせながら言った。

  

  「？」

  

  銀河は意味が分からず、きょとんとした顔をしている。

  

  「言っておきたかったのだ。言わずにいられなかったのだ」

  

  「・・・・分かりました」

  

  

  「あっ！」

  

  瑞月の言葉に反応したのか猫猫は産気づいた。

  

  「母様」

  

  「銀河、おまえの弟か妹が生まれるのだ」

  

  猫猫に駆け寄ろうとしたのを瑞月が止めた。

  

  辛そうな顔の母の顔に銀河も泣きそうになる。

  

  「母が命を生み出そうと頑張っているのだ。男なら耐えるのだ」

  

  涙を引っ込め頷く。

  

  

  数時間後、元気な鳴き声が響いた。

  

  

  「美しい公主がお生まれです！！」

  

  

  「猫猫は？」

  

  産室に入ると疲れきった猫猫がニコッと笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１）

  軍事会議

  

  「これ以上は我が国の為になりません」

  

  険しい表情で軍部の副官陸孫が黙り込む中切り込んだ。

  

  漢大尉の作戦で簡単に片が付くはずであった戦は一年近く続いていた。

  

  軍師の策を誰か漏らしているのか

  

  そういう疑いを持つものもいた。

  

  羅漢自身、拮抗している状態が信じらなかった。

  

  いつもように適材適所配置したはずだ。

  

  相手の国が戦上手であるとは聞いていない。

  

  

  しかし、思い返せば思い当たる事が幾つかあったのに

  

  羅漢は迂闊にも見落としていたのだ。

  

  

  「相手とてこれ以上兵は減らしたくはないでしょう。

  

  此処が交渉時期かと思われます」

  

  「・・・・・・・」

  

  羅漢は腕を組んだまま何も言わない。

  

  「羅漢様、時を間違えれば取り返しのつかない事態になります」

  

  珍しく陸孫は語尾を強めた。

  

  いつも冷静なそれとは違っていた。

  

  それほどまずい状況なのかと戦慄が走る。

  

  「分かった。帝のご報告しよう」

  

  ようやく羅漢もそれを感じ取ったのか

  

  動き出そうとしていた。

  

  胸を撫で下ろす陸孫。

  

  軍師を宥め動かすのも自分の重要な任務なのだと思う。

  

  が、軍師は異端すぎて骨が折れる。

  

  帝邸

  

  「拝謁奉りまする」

  

  羅漢は深く礼を取る。

  

  変人と言えど名家の長子だ。

  

  最低限の礼は心得ている。

  

  「羅漢か。如何した？」

  

  「ご報告と献言致しき事がございます」

  

  「構わぬ。申せ」

  

  「戦況は以前拮抗したままでございます。無駄に被害を拡大するよりは

  

  和平の道を探るのも一つの手かと存じます」

  

  「鬼神と恐れられておる羅漢がなんとも弱気な事じゃ」

  

  「申し訳ございません」

  

  素直に詫びる羅漢に帝もそれ以上何も言えなくなった。

  

  この国すら滅ぼす事可能だと言われているこの男が

  

  これ程の下手に出ているのだ。

  

  打ちてなしという事だろう。

  

  

  「・・・・仮にそうするとして交渉人は誰にするつもりか？」

  

  「副官に務めさせるべきかと」

  

  「陸孫か」

  

  帝は思案するように顎髭を触る。

  

  「すぐには答えを出せぬ。暫し待て」

  

  「御意！」

  

  羅漢は不覚を首を垂れると退室した。

  

  

  「・・・・・どうしたものか」

  

  羅漢が居なくなると独り言のように呟いた。

  

  

  「・・・・おまえはどう思う？」

  

  ある人物が屏風の後ろで事の次第をきいていたようだ。

  

  「羅漢の意見は最もかと思います」

  

  「おまえもそう思うか？ただ解せぬのだ。かの国はそれほど優れた兵を

  

  持っているとも羅漢に引けを取らぬ軍師がいるとも聞いた事ない」

  

  「わたしも一度も聞いた事はありません」

  

  声の主は漸く姿を現した。

  

  後宮を治める宦官の壬氏だった。

  

  女であればどんな男でも魅了する美貌を持った宦官。

  

  宦官であっても女が見れば頬を染め恋すという。

  

  帝のお手付きとも噂される人物で後宮長より権限を

  

  持っていると言われている。

  

  「しかしながらこれ以上は引き伸ばすのも良い方向に

  

  向かうとも言い難いでしょう」

  

  「陸孫をかの国に遣わす」

  

  「御意」

  

  天女のような笑みを浮かべる壬氏。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２）

  後宮

  

  翡翠宮

  

  「玉葉妃、戦を終わらせる為に軍部の副官がかの国に

  

  和議の話し合いに行くそうです」

  

  「何故、その話を私にするのですか？」

  

  玉葉妃は壬氏の話に少し不機嫌になった。

  

  「別に大した意味はありません。ただの世間話です」

  

  様々な話に興味を持って聞く玉葉妃だが

  

  血なまぐさい話はあまり好きではない。

  

  それを知りながらわざわざ話すのは何か理由があるのではと

  

  疑いの目で見ている。

  

  「心づもりが必要かと思ったのです」

  

  言葉は優しいが言ってることは非道い。

  

  和議を成立させるには文書だけでなく何か交換するものが

  

  必要になる。

  

  それは物とは限らない。

  

  往々にして帝の公主であったり、何番目かの皇子であったりする。

  

  古からの習いとは言え、酷い方法だ。

  

  

  

  壬氏が帰った後、すぐに紅娘が言葉をかけた。

  

  「主上は心から鈴麗様を愛おしく思っておられます。

  

  壬氏様が危惧する様な事態にはなりません」

  

  「・・・・そうね」

  

  しかし、その可能性はゼロではない。

  

  いつも穏やかな壬氏があのような事を言わなければならないほど

  

  戦況は芳しくないのだろうか？

  

  こちらが不利な条件を飲まなければならないほど

  

  事態は深刻なのだろか？

  

  あれこれ考えても答えは出ない。

  

  何が起こるか分からないうちから嫌な気分になりたくはない。

  

  もし本当にそのような事になるのなら主上が真っ先に話して下さるはず。

  

  くだらない事を考えても仕方ない。

  

  

  

  

  我ながら酷い話をしたものだ。

  

  しかし、容易いと思われた戦は一年近く続き、兵は疲弊し、いつ緊張の糸が

  

  切れても不思議ではない。

  

  よもや敗戦とはならないにしてもダメージが大きすぎる。

  

  軍師殿が居れば大丈夫という慢心がこのような状況にしたのだ。

  

  にしても今まで多少の読み違いはあったが

  

  それをうまくリカバリーしてきた。

  

  それが出来ないとは・・・・。

  

  

  「壬氏様、玉葉様は聡明なお方です」

  

  「ああ、分かっている」

  

  もう少し濁した言い方をすればよかったのではと言いたいのだな。

  

  

  玉葉妃だからこそ話したのだ。

  

  はっきり言って他の妃なら今の話はしなかった。

  

  動揺して泣き叫ぶかもしれない。

  

  帝の直訴するかもしれない。

  

  覚悟が足りない妃はどうでもいい。

  

  

  「わたしには見えているのだ、誰が后となるか」

  

  「その覚悟を試されたのですか？」

  

  壬氏は頷く。

  

  梨花妃は美しく玉葉妃と双璧と言われる方だ。

  

  それ程、大差があるようには見えないが。

  

  高順は首を傾げる。

  

  

  「玉葉妃は東宮を授かるだろう」

  

  「・・・・・・」

  

  壬氏の予言は少し後的中することになる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３）

  市井

  

  猫猫は景気が悪くなっている事に気が付いた。

  

  小遣い稼ぎに色を染めた薔薇があまり売れなくなった。

  

  今までなら感冒と言って薬を買いに来ていた連中が来なくなった。

  

  売っている野菜が少しずつ値上がりしている。

  

  具のない稗か。

  

  せめておやじには栄養のあるものを食わせてやりたいのに。

  

  「誰か間引いてないか」

  

  いや、戦のせいか。

  

  今まで入ってきていたものが入ってこないんだ。

  

  戦何てさっさと止めればいいのに

  

  とばっちりで迷惑する身になれ！

  

  と叫びたくなった。

  

  だがすぐに思いとどまる。

  

  もしやんごとなき人か怖い刑部の人間にでも

  

  聞かれたら首が飛ぶ。

  

  はっきりと分けられた身分。

  

  使う者と使われる者、支配する者される者、裁く者と裁かれる者。

  

  例えそれがどんなに理不尽であっても仕方ない。

  

  それがこの国の理。

  

  そんな事は小さい子供でも知ってる。

  

  

  「少し足を伸ばすか」

  

  猫猫は染めた薔薇と調合した薬をもう少し売ろうと

  

  普通なら行かない所まで足を進めた。

  

  嫌な予感はしなくもなかったがこのままでは足代にもならない。

  

  

  「緑青館も客が減ったって言ってたな」

  

  薬を届けた時やり手婆ばぶやいていた。

  

  ああいう所は景気にもろに左右される。

  

  嗜好品と同じで贅沢に分類される商売だ。

  

  しかし、どうしても必要なものすら買い控えするのは

  

  生活が潤ってない証拠だ。

  

  やんごとなき人はご存じなのだろうか？

  

  

  そんな事を考えながら歩いていた為か

  

  何者かに衝突してしまった。

  

  

  「いてて・・・」

  

  反動でしりもちをついたのは猫猫だった。

  

  腹立ちまぎれに文句を言った。

  

  「何処を見て歩いてるんだよ」

  

  砂を払いながら立ち上がると血の気が引いた。

  

  相手は身なりからして武官らしかった。

  

  まずい！

  

  手打ちにされるかもしれない。

  

  「すまない。少し急いでいたものだから」

  

  若くは見えるが三十路近いと思われる顔は精悍と言うよりは

  

  整った顔立ちの男だった。

  

  「いえ、こちらこそ申し訳ありません！」

  

  いきなり手打ちはなさそうだ。

  

  胸を撫で下ろす。

  

  「お怪我はないですか？」

  

  こんなにも気遣ってくれる人もいるんだ？

  

  今まで会った武官たちは威張りちらし、

  

  自分の失敗を押し付けるような連中ばかりだった。

  

  「大丈夫です。ありがとうございます」

  

  「それは幸いでした。ではこれで」

  

  頭をペコっと下げると男はある言葉を発して歩いだした。

  

  「羅漢様・・・」

  

  聞きたくもない名だった。

  

  猫猫は暫く凍り付いたようにその場に立ち尽くしていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４）

  羅漢邸

  

  「羅漢様はご在宅でしょうか？」

  

  猫猫が先ほど会った男は漢羅漢の邸を訪ねていた。

  

  あの会議から何かと理由をつけて羅漢が軍部に来なくなった。

  

  前線に出るわけでなく軍部にも顔を出さない。

  

  それが帝の耳に入ったら一大事だ。

  

  「これはこれは陸孫様」

  

  手をもみながら養子の羅半が出迎えた。

  

  目が笑っていないのが気持ちが悪い。

  

  商売人のような応対に財務を扱ってるとこうなるのか

  

  こんな風だから財務に配属されたのか

  

  卵が先か鶏が先か的なものか。

  

  「羅漢様は何処か体の具合が宜しくないのでしょうか？

  

  届けは出してるようですが事情が一向に伝わってきませんが」

  

  「・・・・どういうわけか義父上はこの時期になると具合が悪くなるのです」

  

  

  陸孫はこの時期という言葉が引っかかりここ数年の事を思い出していた。

  

  そう言えばいつもこの時期、欠勤しないが具合が悪そうな事が多かった。

  

  「医師には診せましたか？」

  

  「断固拒否されました」

  

  「しかし、このままではいい印象を持たれないでしょう」

  

  「・・・・陸孫様、大変申し訳ないのですが一つお頼みしたい事が

  

  ございます」

  

  「出来る事であれば」

  

  「実は・・・・」

  

  羅半は自分が動いては気づかれるので陸孫に

  

  ある事を頼んだ。

  

  「それならば羅漢様もきいて下さるのなら」

  

  そう言うと陸孫は帰った。

  

  しかし、足は帰路とは違う方向に向いていた。

  

  

  一刻程して陸孫は今度は馬車で戻ってきた。

  

  しかし、一人ではなくある人を伴っていた。

  

  

  「義父上、陸孫様がおいでになりました」

  

  「また来たのか！具合が悪いと言っただろう」

  

  羅漢は寝間着で長椅子に座り、碁盤を眺めていた。

  

  

  「折角、来てくれた客人に対する言葉ではないだろう」

  

  「！！」

  

  その声を聞いた途端、立ち上がる。

  

  すぐに羅半の仕業だと気づいて睨んだ。

  

  羅半は悪ぶれる様子もなくまあまあという感じで両手を上下させている。

  

  「そんなに大きな声を出せるようじゃ大丈夫に見えるが

  

  この方がどうしてもおっしゃるから来たのだが」

  

  「叔父貴、わざわざこんなむさくるしい所に足が御悪いのに・・・」

  

  「馬車で連れてきてくれたからそれほどでもなかったよ」

  

  羅門は二人にして欲しいと目配せした。

  

  それに気づいた陸孫と羅半は部屋から出て行った。

  

  「大体の事はあの方に聞いたが・・・、まだ抜け出せずにいるんだね？」

  

  何か事情を知っているようだ。

  

  「たった一人の女をこの手で破滅させたのです。忘れられるはずない。

  

  特に別れた頃になると自分でもどうする事も出来ないくらい

  

  何も出来なくなります。この十六年薄れるどころか罪の意識が

  

  強くなる。そう思う反面、今一度碁石でなく人の顔を見たいと

  

  思う自分が居て・・・・」

  

  羅門は羅漢に娘がいる事もその娘を自分が育てている事も

  

  話していなかった。

  

  話してやれば少しは心は晴れるかもしれない。

  

  苦しめたいわけではないが、今は話す時ではない。

  

  「おまえは不器用だからね」

  

  わたしと同じで。

  

  「気休めにしかならないが気分が落ち着く薬を持ってきた。

  

  きつい副作用はないから辛いときに飲みなさい」

  

  「ご心配かけてすみません」

  

  唯一、羅漢が頭が上がらないのは羅門で

  

  叔父と言う理由でなく自分の人生を救ってくれた事を

  

  恩に感じていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５）

  「おやじ、馬車何かでどうしたの？」

  

  猫猫は羅門がゆっくりと降りてくるのを見て

  

  少し離れた所から走ってきた。

  

  「この方が少し離れた所にいる患者がいると

  

  送り迎えしてくれたんだよ」

  

  ひよっこり顔を出したのは猫猫がぶつかった男だった。

  

  猫猫に気づくと同じようにペコっと頭を下げて爽やかに笑う。

  

  この人の頼みとなれば高貴な方でわざわざ花街の医師を

  

  連れて行ったという事は何か公にできない相手という事か。

  

  おやじは仕事の関しては口が堅い。

  

  聞いた所で答えないだろう。

  

  「ありがとうございました」

  

  「いえ、此方の方こそ助かりました」

  

  養父が誰の往診に行ったのかを知るのは随分後の事だ。

  

  緑青館

  

  「羅漢様、よくおいで下さいました」

  

  梅梅が嬉しそうに出迎える。

  

  「ああ」

  

  人の顔は碁石にしか見えないが

  

  どういう顔をしているか梅梅なら声で想像できる。

  

  此処で相手をしてくれるのは彼女だけだ。

  

  やり手婆もそれを知ってるからわたしに彼女を宛がうのだろう。

  

  それでいい。

  

  他の女はよく分からないし、疲れるだけだ。

  

  鳳仙の元に通っていた頃、梅梅は禿だった。

  

  それが今では三姫か。

  

  彼女の聡明さと努力でこの位置にいるのだろう。

  

  娘のような存在で夢にもものにしようとか思っていない。

  

  ただ、碁を打ち、昔話をして帰る。

  

  それだけで支払う銀は結構な額でも鳳仙の話が

  

  出来る相手は彼女しかいない。

  

  

  軍部

  

  「おはようございます、羅漢様」

  

  副官が嬉しそうな顔で言った。

  

  この男は有能だが腹が見えない。

  

  この爽やかな顔に騙されまい。

  

  「妓女に会いに行かれたくらいですからもう大丈夫ですね？」

  

  「君は見てきたように言うね」

  

  羅漢は誤魔化すように笑った。

  

  叔父貴は余計な事を言うような人ではない。

  

  羅半もわたしに不利になるような事は言うまい。

  

  誰かに行動を見張らせていたのか？

  

  緑青館の誰かが口を滑らせたのか？

  

  まあいい。

  

  わたしを潰す気ならとっくに上に報告してるだろう。

  

  少なくとも今はその気はないようだ。

  

  「かの国和議交渉の前に停戦協定を交わさねばなりません。

  

  その大事な時にお休みされたのは大変残念です。

  

  書面は中書省を経て今門下省で審議されております。

  

  明日にでも尚書省で執行となりましょう。その書簡には羅漢様の印が

  

  必要となります」

  

  「印くらいなら勝手に押せばいいだろう」

  

  「いいえ、そういうわけにはいきません。その責を負うのは羅漢様ですから」

  

  「相手は和議に応じると思うか？」

  

  「もう余力はないでしょう。ただ何を求めてくるかです」

  

  「宝物で済めばよいがおそらく人質交換になるだろう」

  

  「弟皇は体が丈夫でない。もしもの事が起これば再び火種になる。

  

  玉葉妃の御子である公主をよこせと言ってくる可能性が高い」

  

  「通常であればそうですね」

  

  羅漢は陸孫の通常であればと言う言葉が何故か引っかかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６）

  帝邸

  

  「かの国より交渉に応じる書簡が届きました。

  

  両国の中間位当たる西都にて話し合いを進めたいと存じます」

  

  「許可する。明日にでも出立するのじゃ」

  

  「御意」

  

  陸孫は拱手すると後ろに下がる。

  

  

  「主上、もう少し細かく指示をすべきでは？」

  

  この前のように屏風の後ろから出てきた壬氏は懸念を抱いている。

  

  「陸孫は愚かではない。必ずや良い案を持ち帰るであろう」

  

  

  あの男は何かその姿とは違う物を感じる。

  

  西都は今、玉葉妃の父君が治められてると記憶している。

  

  それに陸孫は西都出身ではなかったか？

  

  これは単なる偶然か？

  

  策略か？

  

  帝が心を許している分、自分が警戒しなければなるまい。

  

  

  壬氏は十六歳でありながら五歳上の男として振舞う事を

  

  強いられていた。

  

  しかしそれは自分の望みを叶えるための手段でもあった。

  

  その上宦官でない為、後宮で仕事をする時は

  

  男としての能力を抑える薬を飲んでいた。

  

  そこまでしても逃れたい宿命があった。

  

  薄々逃げ切れるものではないと感じているが

  

  簡単に諦められなかった。

  

  

  「面倒事が次々起こるなあ」

  

  人前では仮面を完璧に演じているが

  

  独りになったりごく親しい者の前では素が出てしまう素

  

  その度、高順に注意される。

  

  秘密を共有する者の前では構わないだろうと

  

  言っても生真面目な高順は許してくれない。

  

  

  交渉がうまくいくとは限らない。

  

  最悪決裂した時の事も考えておくべきだ。

  

  それが取り越し苦労で済めばそれでいい。

  

  

  軍部

  

  「羅漢様、わたしは明日より西都に向かいます。

  

  くれぐれも行動には気を配って下さいね」

  

  帰ってきたら軍師不在になっていたら大変だ。

  

  「ああ」

  

  羅漢は面倒そうに返事をする。

  

  「念のため羅半様に顔を出して頂くようお願いしていますから」

  

  わたしはそんなにも信用無いのか？

  

  まあ、思い返せば陸孫がそう思うのも納得がいくか。

  

  わたしとて漢の当主として職を失うわけにはいかない。

  

  ある程度、線引きはしているつもりだが。

  

  

  

  翌朝、早く陸孫は数人の部下を連れて西都に向かった。

  

  

  かの国の帝は獰猛な獣のような男であると聞いた事がある。

  

  死するまで戦うような男だと思っていたが

  

  よく話し合いを承諾したものだ。

  

  大国の茘（リー）の三分の一程の大きさの国が戦を仕掛けてくるのは無謀だと

  

  誰もが思っていた。

  

  しかし、蓋を開ければ互角以上の戦力を持っていた。

  

  

  まずは停戦の取り決めを結び、交渉はそれからだ。

  

  交渉内容次第ではわたしの首は飛ぶな。

  

  出来れば目的を果たしてからにして欲しいが。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（７）

  西都

  

  天幕の中

  

  「この度はこのような機会を設けて頂き誠にありがとうございます」

  

  陸孫はかの国の使者拱手をし、深く頭を下げた。

  

  「こちらこそ応じて頂き有難いと思っております」

  

  相手は六十路の神経質そうな男だった。

  

  お世辞にも顏立ちはいいとは言えないが

  

  この場に王の代理として来るのならそれなりの権力と能力を

  

  持っていると考えられる。

  

  「申し訳ありません。自己紹介がまだでしたね。茘（リー）の国で軍部の

  

  副官を務めている陸孫と申します」

  

  「光熙帝の従者、 梁傑と申します」

  

  従者とは妙な言い方をする。

  

  こういう交渉は箔が重要ではないのか？

  

  身分を隠すとは気に食わないな。

  

  「申し訳ない。もうすぐ息子に譲ろうと思っておりまして

  

  帝より頂いた役職を忘れていました。軍師を務めております」

  

  若いからとなめられているのか

  

  それとも挑発しているのか？

  

  「これは失礼いたしましたわが軍の軍師は優秀ですが少々

  

  人としては枠が外れた所があり、本日はわたしが参りました」

  

  「わが国でも漢羅漢様の素晴らしさは聞こえております」

  

  「・・・・・」

  

  こちらは殆どかの国の情報は入ってこないというのに

  

  出処は何処だ？

  

  いや、適当な事を言っているのかもしれない。

  

  

  「停戦には応じて頂けるのでしょうか？」

  

  これ以上茶番に付き合っている場合ではないな。

  

  「勿論、今日はそのつもりで参りました」

  

  「ありがとうございます」

  

  まずは第一段階突破か。

  

  

  「では和議という事で異存はありませんか？」

  

  「・・・・・・」

  

  何やらじらすように頭を傾けたり違う方向を見たりしている。

  

  何のつもりだ？

  

  

  「和議に必要なものは何だかお分かりですか？」

  

  急に真剣な表情になる。

  

  「無論です」

  

  

  かの国の帝が要求したものは予想だもしていないものだった。

  

  多分、首と体が離れる事は無いだろう。

  

  だが、一番厄介な人物を敵に回す羽目になるかもしれない。

  

  陸孫は足が重かった。

  

  

  相手の意図が分からない。

  

  最初から和議するつもりはないのか？

  

  大体、そのような人物がいるかどうかも分からない。

  

  当の本人からもそんな事は一度も聞いた事がない。

  

  雲を掴むような話に即答出来なかった。

  

  しかし保留にするわけにもいかなかった。

  

  もし期限までに見つけられなかったら

  

  命はないな。

  

  居なければ居ないで誰かに代役をさせるか。

  

  陸孫は混乱した頭で帰路についた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（８）

  陸孫は帰国してすぐ帝に謁見し、和議の報告をした。

  

  条件が思っても居なかった内容に帝も動揺している。

  

  「相手が指名したのは東宮でもなく鈴麗でもなく

  

  羅漢の娘だと申すのか？」

  

  「はい」

  

  「・・・・・羅漢は確か妻帯者ではなかったのではないか？」

  

  「そう聞いております。ただ、養子が何人かいると聞いた事が

  

  ございます」

  

  「その中に娘はおるのか？」

  

  「三番（サンファン）という者が女性で羅半殿の補佐を

  

  されていると聞きましたが。下に四番（スウファン）、五番（ウーファン）、

  

  六番（リウファン）という子供がいるらしいですが性別までは・・・

  

  それにもっと増えているかもしれません」

  

  「何と子をそのように呼んでおるのか？」

  

  信じられず聞き返した。

  

  犬や猫でも名前くらい付けるだろうに。

  

  「多すぎて覚えられないらしいです」

  

  「まるで犬か猫を拾ってきたような言いようじゃな」

  

  「軍師殿らしいと言えばそれまでですが」

  

  主上は思わず笑った。

  

  おかしな男である事は周知しているが

  

  これ程までとは・・・。

  

  「おまえはすぐに羅漢に確認してまいれ。こちらは戸部に調べさせる」

  

  「御意」

  

  羅漢邸

  

  「本日、無事に帰国いたしました」

  

  羅漢はまたおまえかという顔で見ている。

  

  思わず帝の命でなければわたしとて来たくはないが

  

  と言いそうになるのをぐっと抑える。

  

  「羅漢様、かの国となにか縁がございますか？」

  

  「わたしが通じていると言いたいのか！？」

  

  「そうではございません。かの国の帝が人質として羅漢様の娘を

  

  差し出せて言っているのです」

  

  「わたしの娘だと！？」

  

  やはり心当たりがないようだ。

  

  相手が勘違いしているのか？

  

  それにしては言い切っていたな。

  

  陸孫は暫く考えていた。

  

  

  「妻がいないのに娘など・・・・」

  

  羅漢は少し離れた所にいる羅半が真っ青な顔で

  

  立っているのが目に入った。

  

  

  「おまえ何か知っているのか！？」

  

  普通でない羅半の様子に詰め寄った。

  

  「いえ、わたしは何も知りません」

  

  目を合わせようとせず声も少し震えている。

  

  「そんなわけなかろう！！」

  

  胸倉を掴んで締め上げる。

  

  「羅漢様、おやめ下さい！」

  

  陸孫は二人を引き離そうとしたが、中々、羅漢の力が強くて思うようにいかない。

  

  日ごろから運動不足のはずなのに何て力だ。

  

  この原動力は何処からくるんだ？

  

  何とか引き離すと羅半は苦しそうに咳き込んでいる。

  

  羅漢は再び羅半を締め上げようと動こうとする。

  

  「落ち着いて下さい！」

  

  

  「妻は居ないが妻にしたかった女は居た」

  

  羅漢は遠い過去を見ているような目で呟いた。

  

  

  この変人にもそんな女がいたとは

  

  にわかに信じられない。

  

  大体、そんな噂一度も聞いた事がない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（９）

  「羅半殿、何かご存じなのですね？」

  

  確信めいた言い方で陸孫は聞いた。

  

  「・・・・わたしはただに祖父に言われた事を守っているだけです」

  

  「その祖父と言うのは羅漢様の父上ですか？」

  

  「おまえ、父に何を言われた！？」

  

  「・・・・・・・」

  

  羅半は答えない。

  

  「羅半殿、帝に逆らうおつもりか？」

  

  「何故、そうなるのです？」

  

  「かの国は漢大尉殿の娘を差し出せて言っているのです。

  

  帝はその方向で動くと決まられました。それに繋がる情報を

  

  知っていながら黙っているのなら反逆罪に問われる可能性もあります」

  

  「反逆罪！？」

  

  羅半は目を白黒させた。

  

  

  「・・・・・わたしが知っているのは義父上宛ての文を祖父が

  

  無かった事にしたという事だけです」

  

  「・・・・それはまさか・・・」

  

  「鳳仙殿の最後の文です」

  

  「何故、そんな事をしたのだ！？」

  

  

  「折角、大叔父貴の追放の余波を避けるために三年も本家から

  

  遠ざけたのにその文を読めばまた会いに行くに違いないと」

  

  

  「ふざけるな！！」

  

  今にも殴り掛かろうとする陸孫は必至に止めた。

  

  「・・・・・それだけではなかった。きんちゃく袋が添えられていて・・・」

  

  羅半は吐きそうになるのを抑える様に口を手で押さえた。

  

  

  「・・・・中には何がはいっていたのです？」

  

  羅半は今にも倒れそうな顔色になった。

  

  「羅半！」

  

  より追い詰める様に羅漢が叫んだ。

  

  

  ー十数年前ー

  

  わたしはまだ五歳の時だった。

  

  父が伯父を押しのけて当主になった。

  

  伯父は元々変わった人で枠にははまらないのは知っていた。

  

  祖父と父は事あるごとに貶し、莫迦者だと嘲けていた。

  

  

  

  あれを見つけたのはほんの偶然だった。

  

  退屈しのぎの祖父の家を探索していた。

  

  ふとある部屋の前を通りかかった。

  

  『まだ入った事のない部屋だ』

  

  勝手に部屋に入るなと父には言われていたが

  

  好奇心に負けてしまった。

  

  少し怖いと思いながらも扉を開ける。

  

  長い間使われていないのか埃っぽかった。

  

  机の上には沢山の文が積み上げられていた。

  

  そこで出て行けばよかったと後悔した。

  

  その中の一つだけ何かで汚れた文があり

  

  その横にはきんちゃく袋が置いてあった。

  

  よせばいいのにまたしてもくだらない好奇心に負けて

  

  その中を見てしまった。

  

  薄暗くてよく見えなくて自分の掌にそれを出した。

  

  土くれだと思ったそれは人の指だった。

  

  それも一つではなくもうひとつ小さな指の先が入っていた。

  

  それに気づいた時、大声で叫んでいた。

  

  その後の記憶はない。

  

  意識を取り戻した時には違う部屋に寝かされていた。

  

  祖父と父には見たものを人に話すなと言われた。

  

  

  それからわたしはきんちゃく袋やそれに似たものを見ると

  

  気分が悪くなり酷い時は嘔吐してしまう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１０）

  三年経って漸く本家に帰ってきた日。

  

  自分の部屋に置かれていた鳳仙からの文の山。

  

  定型文のような内容から何時来れるかと言う

  

  催促のような内容に変わり最後の文には

  

  恨み言に似た言葉が連なっていた。

  

  父に帰国の挨拶もせずに、緑青館に走っていた。

  

  身請け話が出ていると聞いていた。

  

  ずるい考えだがわたしと一緒になるよりは

  

  鳳仙は幸せになれるかもしれないと思っていた。

  

  当主の座を弟に奪われるような不甲斐ない男より

  

  その方が良いと勝手に思っていた。

  

  『ほ、鳳仙は？』

  

  『今頃になって何だい！』

  

  容赦ないやり手婆の言葉と暴力。

  

  当たり前だ。

  

  それだけの事をしたのだから。

  

  何故、国を離れる事を伝えなかったのだろう？

  

  伝えていれば文を交わし繋がっていられたのかもしれないのに。

  

  やり手婆の手にあった箒は無残にも折れて

  

  地面に転がっていた。

  

  漸く終わった折檻だったが地面に頭を擦り付けて

  

  自分の愚かさを悔やんで泣き喚いた。

  

  

  その時、どれだけ鳳仙を愛していたかようやく気付いた。

  

  すべては自分の招いた事だ。

  

  

  

  

  あの時、何故気づけなかったのか？

  

  あのプライドの塊のような女が恨み言を書き連ねるほど

  

  弱さを見せていた理由を。

  

  鳳仙はわたしの子を身ごもっていたのだ。

  

  羅漢は頭を押さえた。

  

  

  

  

  「娘の居所を父は知っているのか？」

  

  羅漢は怒りに満ちた顔で羅半に聞いた。

  

  「・・・・・分かりません。多分、文にも何も書かれていないようでしたから

  

  知らないと思います」

  

  「そうか」

  

  

  羅漢は急いで身支度を整えた。

  

  「義父上」

  

  「おまえは巻き込まれただけだ」

  

  羅半の気持ちを慮るように言った。

  

  軍部で頭角を現すようになった途端、掌を返したように

  

  父は当主の頭を挿げ替えた。

  

  その上、弟の息子羅半を養子に差し向けた。

  

  最初、羅半がわたしの近い感覚を持っているから

  

  そうしたのだろうと思っていた。

  

  それだけでなく監視の役目も兼ねていたのだ。

  

  羅半も運命に翻弄された一人なのだ。

  

  

  

  「陸孫、本家に行くので一緒に来てくれるか？」

  

  「分かりました」

  

  自分でも湧き上がる怒りを抑えられるかどうか

  

  不安なのだろう。

  

  そうでなければわたしの頼み事など一度もした事がない

  

  この人が来てくれるかなど言わないだろう。

  

  

  「羅半、もういいのだぞ。帰りたくば実の父の所に戻れば良い」

  

  監視役を解いて実父に戻してやりたい。

  

  しかし、羅半の答えは意外なものだった。

  

  「いいえ。わたしは此処に居たいのです。三番（サンファン）たちと

  

  一緒に居たいのです」

  

  「そうか。それならそうすればよい」

  

  「ありがとうございます」

  

  羅漢は陸孫を伴い本家に向かった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１１）

  漢本家

  

  （一生此処に来る事はないと思っていたが）

  

  羅漢は怒りを必死で抑えていた。

  

  横にいる陸孫もそれを感じ取っていた。

  

  「急にどうした？」

  

  何年も会っていない父は羅漢の顔を見るなり不機嫌そうに言い捨てた。

  

  「鳳仙の文は何処です？」

  

  「鳳仙？ああ、おまえが入れあげていた妓女に名か？」

  

  白々しい物言いが羅漢の神経を逆なでした。

  

  「文は！？」

  

  「何年前の話をしている？そんなもの捨てたに決まってるだろう？」

  

  「では、その横に置いていたきんちゃく袋は！？」

  

  「文もその袋も血だらけでそんなもの置いておけるか！」

  

  「女が命がけで送ったものを捨てたと言うのか！？」

  

  羅漢は父に詰め寄った。

  

  「わしに向かってなんて口の利き方だ！」

  

  「羅漢様！そんな事をしにきたわけではないでしょう？」

  

  陸孫は二人の間に入った。

  

  羅漢は思いとどまった。

  

  父は不機嫌に横を向く。

  

  「鳳仙の産んだ娘の事を知っていますか？」

  

  「知ってるわけないだろう？」

  

  「本当でしょうか？」

  

  「おまえは何者だ？」

  

  「失礼いたしました。羅漢様の部下で副官を務めさせて

  

  頂いております。陸孫と申します」

  

  「陸孫？西都出の？」

  

  侮蔑したような言い方をされても一切顔色を変えない。

  

  「重ねてお伺いいたします。羅漢様の娘の事は本当に

  

  ご存じないのですね？」

  

  穏やかな顔でなく気色ばんだ顔に父親はたじろいだ。

  

  「・・・・・知らん！」

  

  「・・・・そうですか。それではこれで失礼します」

  

  穏やかな顔に戻りニコッと笑うと羅漢を外に促し本家を後にした。

  

  

  「羅漢様、知っていそうな人物に心当たりはありませんか？」

  

  「・・・・・・緑青館に行ってみるか」

  

  「ではわたしも」

  

  「おまえは妓女の取り合いになりそうだな」

  

  陸孫は誤魔化すように笑った。

  

  

  緑青館

  

  「やり手婆」

  

  羅漢の思いつめたような顔を見てやり手婆は大きく息をついた。

  

  来るべき時が来たという表情だ。

  

  「客間を一つ用意しな」

  

  傍に居た禿に指示した。

  

  

  大き目の部屋に羅漢、陸孫、やり手婆、梅梅が

  

  対峙している。

  

  「何か聞きたい事があるようだね」

  

  「鳳仙はわたしの子を身ごもっていたのか？」

  

  「・・・・だったらどうだって言うんだい？」

  

  「言い訳に聞こえるかもしれないが鳳仙の最後の文が届かなかった。

  

  知っていれば何もかも捨てて戻ってきていただろう」

  

  「まだ間に合う時に何度も鳳仙に流すように言ったよ。それでも首を

  

  縦には動かさなかった。妓女としても地位も信用も無くすと

  

  分かっていてもね」

  

  「わたしが浅はかだった。手折られた妓女がどんな運命を

  

  辿るか少し考えれば分かる事だった」

  

  悔しそうに羅漢は拳を握りしめた。

  

  「今更そんな事を聞かされてもねえ」

  

  呆れたように言った。

  

  「大姐さんの事だけじゃなくのですよね、聞きたいのは」

  

  ずっと黙っていた梅梅が口を挟んだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１２）

  外廷

  

  壬氏邸

  

  「戸部が調べた所、やはり漢大尉には養女はいるようですが

  

  実の娘は居ないと申しておりました」

  

  壬氏に報告をする高順。

  

  「となるとかの国も情報が誤っているのか？それともその養女の事を

  

  言っているのだろうか？」

  

  「良い言い方ではありませんが、養女の事であれば

  

  事は簡単ですが人質の価値としては低いと思います」

  

  「そうすると正式に婚姻していない女に産ませた娘が

  

  いる可能性もあるな」

  

  「そうですね」

  

  「あの男の色恋の話は今まで聞いた事がない。本当にそのような相手が

  

  居たかどうかも怪しいものだ」

  

  

  期限は限られている。

  

  折角和議の案が提案されているのだ。

  

  白紙に戻したくはない。

  

  

  

  緑青館

  

  「わたしには娘がいるのか？」

  

  「・・・・・」

  

  やり手婆も梅梅も答えない。

  

  居ないのならすぐ否定するはずだ。

  

  「居るのだな？」

  

  「今更、娘を探してどうする気だい？」

  

  「・・・・・・・」

  

  今度は羅漢が答えられない。

  

  人質にするために探してるなど口が裂けても言えない。

  

  「それはわたしが代わりに答えさせて頂きます。主上の命により

  

  羅漢様の娘を探しております。これ以上は申せません」

  

  「・・・・・それは恐れ多い事だね」

  

  主上の命これだけ効果のある言葉があるだろうか？

  

  「娘はわたしの事を知っているのか？」

  

  「皆に口止めはしていたがほんの小さい綻びから知ったんだろうね」

  

  

  母親に指を傷つけられ父親は無責任にも戻ってこなかった。

  

  両親を憎む構図は出来上がっている。

  

  恨まれているのは間違いない。

  

  娘に会って何を話せばいい？

  

  不幸なすれ違いだった

  

  申し訳なかった

  

  そう詫びて済む問題か？

  

  その上探している理由はかの国差し出すためとは

  

  なんと身勝手な事か。

  

  親とは命に代えても子を守るものではないか？

  

  

  「羅漢様、大姐さんの事はお聞きにならないのですか？」

  

  「梅梅！余計な事言うんじゃないよ！！」

  

  やり手婆が鬼のような形相で叫ぶ。

  

  「だって羅漢様に非はないはずです」

  

  「それでも鳳仙をあんな風にした責任はないわけじゃない！

  

  鳳仙は三姫の上にいるような妓女だった。それをこの男は！！」

  

  

  鳳仙は身請けされたのではないのか？

  

  もうこの世にはいないのか？

  

  

  「鳳仙はどうなったんだ？」

  

  「おまえには関係ない！」

  

  「答えろ！！」

  

  羅漢の怒号にやり手婆が怯んだ。

  

  

  「・・・・・離れの病人部屋にいる」

  

  観念したように教えた。

  

  羅漢は陸孫の存在も忘れ離れに向かう。

  

  生きていた？

  

  病は重いのか？

  

  何時から其処に居たんだ？

  

  色んな疑問が浮かんできた。

  

  

  一秒でも早くこの目で確かめたい。

  

  鳳仙がそこに居る事を。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１３）

  何年ぶりにこんなに必死に走っただろう？

  

  思い出せないくらい昔だ。

  

  「はぁはぁ・・・・」

  

  離れの病人部屋は此処か？

  

  薄暗く世捨て人が暮らすような雰囲気だ。

  

  華やかな花街とは対照的だ。

  

  こんな所に本当に鳳仙はいるのか？

  

  思い切ってその扉を開いた。

  

  何時か懐かしい歌声が微かに聴こえた気がした。

  

  奥には石ころを寝台の上で並べる何者かが見えた。

  

  『碁が打ちたい・・・・』

  

  自分の腕の中で鳳仙が言った言葉は彼女なりの求婚だった。

  

  一瞬見えた姿は哀れなほど変わり果てていた。

  

  それでも鳳仙だと分かった。

  

  姿形が変わっても心は変わっていない。

  

  プライドが高くて軽蔑したような目で見る女、

  

  それでいて誰よりも美しい。

  

  涙が溢れ出した。

  

  生きてずっと待っていてくれたのだ。

  

  もう一度碁を打つために。

  

  「鳳仙、随分長く待たせてたね。何時かの打ちかけの碁の続きをしよう」

  

  ぐしゃぐしゃになった顔でそう言うと鳳仙は嬉しそうに笑った。

  

  つられるように自分の照れながら笑う。

  

  何十年の月日が一気に押し寄せて空白を埋めていく

  

  そんな感じがした。

  

  

  客間

  

  「梅梅、これで良かったのかい？」

  

  「・・・・妓女としてのプライドです」

  

  梅梅は涙を流した。

  

  何時か自分を見てくれるかもしれない。

  

  そんな淡い期待をしていた。

  

  本当は羅漢が鳳仙以外を愛する事などないと分かっていた。

  

  妹のような情で見ているのを知っていた。

  

  苦しい恋は本当にこれで終わる。

  

  

  陸孫は何とも言えない顔で座っていた。

  

  羅漢は気づいていたのだろうか？

  

  それでも知らないふりを続けていたのだろうか？

  

  人の恋路などどうでもいいが

  

  あの武骨な男の意外一面を見てふとそう思った。

  

  

  「娘が何処にいるかもご存じですね？」

  

  確信したような言い方で訊く。

  

  「・・・・鳳仙は産んだ娘を見ようともしなかった。それどころか指先を

  

  切り落とすような真似をしては引き離す他なかった」

  

  「その方は自分の心を壊すほど思いつめられていたのですね？

  

  その方もその方の娘もなんと切ない事でしょうか？」

  

  「暫くは此処で面倒を見ていた。でも場所が場所だろう？

  

  ずっととどめて置くわけにはいかなかったのさ。そのまま妓女にする事も

  

  考えたが本人が嫌がってね」

  

  陸孫は口を挟むこともなくじっと黙ったまま聞いている。

  

  

  「此処は色々な薬が必要とする所だ。その娘はその薬を

  

  持ってきていた男の養女になり、今は薬師の真似事をしているよ」

  

  「その人の名は何というのですか？」

  

  「・・・・・羅門だよ」

  

  その名前を聞いて心臓が止まりそうだった。

  

  羅半に頼まれて羅漢の元に連れて行った医師こそが羅門だった。

  

  その羅門を送り届けた時に居たあの小柄な娘が

  

  羅漢の実の娘！？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１４）

  後宮執務室

  

  「陸孫殿が漢大尉殿の娘を見つけたようです」

  

  「本当か！？と言うかそのような者が本当に居たのだな」

  

  「正式な婚姻関係ではないようで鳳仙という妓女が

  

  産んだ娘だとか」

  

  「どのような娘か見てみたいものだ」

  

  壬氏は興味津々のようだ。

  

  「人質として使うのであればある程度教育を付けてからの方が

  

  宜しいでしょうから此方の何方かに仕えさせてはどうでしょう？」

  

  「それは良い考えだ。主上にお話ししてみよう」

  

  退屈な後宮で楽しみが出来たように嬉しそうだ。

  

  高順は困った方だと言う顔を一瞬見せたがいつもの顔にすぐに戻った。

  

  

  羅門のあばら家

  

  「今日はどのようなご用件でしょうか？」

  

  突然、現れた陸孫にもさほど驚いた様子もない羅門。

  

  穏やかで声を荒げた事が一度でもあるのだろうかと

  

  思うような人物だ。

  

  羅漢の叔父とはだれが想像できるだろう。

  

  「今日は娘さんは？」

  

  陸孫は家を見渡しながら訊いた。

  

  「猫猫は今、薬草を取りに行ってます」

  

  「そうですか」

  

  この人に全てを話して良いのだろうか？

  

  「もしや、娘にご用ですか？」

  

  「・・・・立ち入った事をご無礼を承知でお聞き致しますが

  

  羅漢様の娘を何故養女になさったのでしょうか？」

  

  「ふむ。羅漢も知らぬ事を何処からお知りになられたのか

  

  分かりませんが特に理由はありません」

  

  普通なら納得いかないがこの人なら頷ける気がした。

  

  「あなたが此処に来られたという事は羅漢はすべてを知ったという事ですね？」

  

  「はい。先ほど鳳仙殿と再会を果たされました」

  

  「・・・・そうでしたか」

  

  （娘の存在にもきづいてしまったか）

  

  「何かとんでもない事が猫猫に降りかかろうと

  

  しているのですか？」

  

  「・・・・・すみません。わたしの口からは申せません」

  

  わたしが話すのは明らかに筋違いだ。

  

  それをするべきは羅漢様だ。

  

  

  しかしもう無かった事にはできない。

  

  高順様に伝えてしまった。

  

  羅漢様は怒り狂うだろう。

  

  わたしがこの立場に居続けるには忠実な家臣を演じるしかない。

  

  わたしの胸に止めても発覚するのは時間の問題だ。

  

  この選択に間違いはない。

  

  陸孫は自分に言い聞かせた。

  

  そんな事を考えていると乱暴に扉が開けられた。

  

  思ったより早く来たな。

  

  「陸孫、貴様よくも！！」

  

  「わたしは自分の職務を全うしただけです」

  

  「何を抜け抜けと！」

  

  陸孫の胸倉を掴んで殴った。

  

  思ったより陸孫は吹き飛ばされた。

  

  「羅漢！」

  

  「叔父貴、何故教えて下さらなかった？」

  

  羅漢はこの世の終わりが来たような顔で尊敬してやまない

  

  羅門に訊いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１５）

  「最初はこんなつもりではなかったよ。やり手婆があの子を妓女に

  

  しようとしているのが分かっていたからそれを避けようとしただけなんだよ。

  

  本当にそれだけのはずだった。あの子は年のわりに利口で冷静だった。

  

  それが余計に哀れに思えた。幸か不幸か薬草や毒に関しての覚えが

  

  驚くほど良くて教えるわたしも感心したものだよ。そんなある日、

  

  猫猫は離れにいる罹患した女が自分の母親であると知った。

  

  それせいか忘れていた忌まわしい記憶が蘇ったらしく悪夢にうなされる日が

  

  続いた。頭をそっとなでてやると安心したようにまた寝てくれる。

  

  こんな愛おしい存在があるのだとその時初めて知った」

  

  羅門は疲れたのか息をついた。

  

  「鳳仙は病を恥じていた。病が進むとともに心までが壊れ始めた。

  

  わたしにはもう手立てがなかった。その少し前に鳳仙がこう言ったんだ。

  

  『こんな姿あの人には死んでも見せたくない！』

  

  おまえには見られたくなかったんだろう。使い物にならなくなった妓女が

  

  病人部屋で何十年も生き永らえられたと思う？」

  

  羅門は羅漢に問いかけた。

  

  「やり手婆は自分の信念を曲げて鳳仙をとどめたからだ。

  

  あの世界に親子の情は存在しない。それでも鳳仙を見捨てられなかったんだ」

  

  「鳳仙はやり手婆の娘？」

  

  「ああ、多分。わたしは同じ時期になると体調を崩すおまえを

  

  見て何度話そうと思ったか。それでも話さなかったのは幾つか理由がある。

  

  彼女がそれを望んだ事、おまえが多くの人の人生を狂わせたその償いを

  

  するべきだと思ったからだ」

  

  あの優しい叔父がこんな風に思っていたとは

  

  羅漢は目の前が真っ暗になりそうだった。

  

  「・・・・それだけですか？」

  

  陸孫は納得できないようだった。

  

  「他に何があるのだね？」

  

  「鳳仙さんの存在が明るみになれば娘の存在も知られてしまう。

  

  羅門さん、あなたはこれ以上娘を傷つけたくなかったのではないですか？」

  

  「あの子は年のわりに大人びた考えを持っていて、人生をどこか冷めた目で

  

  見ている所があってそれを知られまいと無理をしている。

  

  でもそれだけでない。あの子を失いたくなかった・・・」

  

  「叔父貴・・・」

  

  「本当の父が現れたらあの子はおまえの元に行ってしまうかもしれない」

  

  この人も弱い部分を持つ一人の人間だった。

  

  羅漢はその時初めて気づいた。

  

  「そんなはずない。それはあなたが一番わかっているはずだ」

  

  羅漢は涙を流しながら言った。

  

  「済む事ではないけれど事ではないけれどすまなかったね」

  

  羅漢は答えず下を向いた。

  

  これ以上叔父を責められない。

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１６）

  「何故、あんたがこんな所にいるんだ！？」

  

  不意に入り口の辺りから声が聞こえた。

  

  一同がその方向に目をやる。

  

  薬草取りから帰ってきた猫猫は怒りに体を震わせていた。

  

  羅漢は言葉を無くす。

  

  碁石ではないちゃんとした容貌。

  

  その顔は鳳仙によく似ている。

  

  間違いない！自分と鳳仙の娘だ。

  

  「猫猫、落ち着きなさい」

  

  羅門が宥めるがきつい口調で続けた。

  

  「此処はあんたが来るような所じゃない！出ていけ！！」

  

  猫が体毛を逆立てて怒りを露にするのとよく似ている。

  

  憎まれても仕方がない。

  

  そう思っていても目の当たりにしてはとても辛い。

  

  「少しだけ外に出てくれませんか？」

  

  陸孫は静かに言った。

  

  「やっぱりこの男の知り合いだったのか！」

  

  『羅漢様…』

  

  そう呟いていたのは聞き違いではなかった。

  

  「お願いします。二人はこれから大事な話し合いをしなければ

  

  いけないのです」

  

  「そんな事はどうでもいい！」

  

  猫猫の怒りは静まらない。

  

  「猫猫、少しだけ外に居てくれないか？羅漢と話さなければ

  

  ならない事があるから」

  

  「おやじ・・・・」

  

  「猫猫！」

  

  いつもの穏やかな養父ではない。

  

  「・・・・・はい」

  

  猫猫は悲しそうな顔で外に出て行った。

  

  それを追いかける様に陸孫も外に出た。

  

  

  「羅漢、猫猫に関わる事で何か話があるんだね？」

  

  猫猫が外に出るのを見定めてから羅門が訊いた。

  

  「わたしも先ほど陸孫から聞いた話です。かの国と和議の協議が

  

  なされて相手の要求はわたしの娘と言っているのです」

  

  「それは人質としてという事かね？」

  

  「そうです」

  

  「はあ」

  

  羅門は大きなため息をついた。

  

  「何故、あの子ばかりが・・・」

  

  「・・・・・・・」

  

  羅漢は我が娘の残酷な運命に言葉を無くす。

  

  

  「かの国が何故娘の事を知っていたのでしょう？」

  

  「そうだね。知ってる人間は口が堅い者たちだ」

  

  ベラベラと話すような人間たちではない。

  

  ならばどうやってかの国はそれを知ったのか？

  

  「叔父貴にも思い当たる者は居ないのですね？」

  

  「ああ」

  

  替え玉を使う事が出来るが主上がそれを認めないだろう。

  

  おめおめと娘を差し出す事は出来ない。

  

  「何か手を考えます。叔父貴は心配しないで下さい」

  

  そんな手は存在しない。

  

  主上を謀れば命はない。

  

  それは例え軍師と言う立場である羅漢でも避けられない。

  

  羅漢は厳しい表情で帰った。

  

  

  「おやじ、あの男は何をしに来たの？」

  

  二人が帰ると猫猫は一番聞きたかった事を聞いた。

  

  羅門は話すべきか悩んだ。

  

  大人びたと言ってもまだ十五の娘だ。

  

  どんなにショックを受けるか想像に難くない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１７）

  「猫猫、此処に座って落ち着いてわたしの話を聞いてくれるかい？」

  

  「はい」

  

  師と弟子のように向かい合った。

  

  養父がこんな風に言うのは何かを教える時か

  

  わたしを試す時だ。

  

  猫猫は緊張しているのが分かった。

  

  

  羅漢邸

  

  「義父上」

  

  羅半が心配そうに帰ってきた羅漢に声をかけた。

  

  「‥‥今から帝にお目通りをお願いしに行く」

  

  感情のない声で正装に着替える。

  

  羅半は何をするのかすぐに察した。

  

  止めなければと思うがうまく言葉が出てこない。

  

  「無駄だと分かっていても親であればやらずにはおけぬ」

  

  羅半は引き留める事も出来ずただ無事を祈るしかなかった。

  

  帝邸

  

  「ご尊顔を拝し奉り恐悦至極に存じまする」

  

  羅漢は拱手し、膝を折り頭を垂れた。

  

  「そのようなかしこまった挨拶をされては朕の背がこそばいぞ」

  

  主上は笑いながら言った。

  

  「今日は大変ご無礼を承知で嘆願に参りました」

  

  主上顔が曇る。

  

  「どうか娘をお見逃し下さい」

  

  「・・・・・・」

  

  「存在すら知らなかった娘に漸く会えたのです。何卒お願い申し上げます」

  

  「羅漢、それは出来ぬ」

  

  「ならば人質はわたしをお遣わし下さい」

  

  「それも無理じゃ」

  

  羅漢は体を震わせた。

  

  「もし、鈴麗を人質として差し出せたと言われたら朕は迷いなく

  

  そうする。親としての情だけでは国は治める事は出来ぬ」

  

  「詭弁でございます」

  

  この一言だけでも立派な不敬罪だ。

  

  「朕を困らせるな。他でもないおまえの初めての望みを叶えてやりたいが

  

  これ以上戦を長引かせる事は出来ぬ。これ以上兵や民を苦しめるわけには

  

  いかぬのだ」

  

  「こんな国・・・」

  

  こんな国など滅べばいい！娘一人助けられずして何が国か！！

  

  主上は最後まで言わせなかった。

  

  「それ以上申すでない！おまえは朕に羅の一族を滅ぼさせる気か！！」

  

  「妻にそのような事言えません・・・・」

  

  国の為に大事な娘を敵国に差し出したなど

  

  言えるはずがない。

  

  「本来なら朕の苦悩をおまえが感じねばならぬのは

  

  申し訳ないと思う。だが、納得してくれぬか？」

  

  羅漢は涙を流しなら首を大きく振った。

  

  「羅漢！」

  

  「ならば・・・せめてその前にわたしを殺して下さい」

  

  「それは朕に対する反逆となるぞ」

  

  「もはやおめおめと生きてはいけません」

  

  「身請けした妻をおいて死ぬのか？」

  

  羅漢は主上の言葉を聞いて考えた。

  

  わたしが死ねば鳳仙はどうなる？

  

  あの父親に温情などありはしない。

  

  きっと道端にでも捨てるだろう。

  

  娘も助けられない。

  

  死ぬ事も出来ない。

  

  何と不甲斐ない父親か！

  

  

  それからどうやって自分の邸に戻ったか覚えていない。

  

  胸を抉られるような苦しさと自分に対する嫌悪感

  

  それが羅漢の心を覆っていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１８）

  後宮執務室

  

  「羅漢の娘が来るのは今日だったな」

  

  「そのように聞いております。それでどの妃の元に

  

  仕えさせるのかもう決めになりましたか？」

  

  「元よりそのつもりはない」

  

  「ではなぜここに？」

  

  「漢大尉殿の手が届かぬ所に娘を置きたかった。

  

  その為の口実だ」

  

  「確かに軍師殿が素直に応じるとは思えませんね」

  

  「主上が漢大尉殿を自分に罰せさせるなとわたしに申された」

  

  「軍師を失うわけにはいきませんし」

  

  「それだけではない。主上は軍師殿が好きなのだ」

  

  

  数日前

  

  『猫猫、今戦が起こっているのは知っているね』

  

  猫猫は頷いた。

  

  『敵国から和議の提案が来ているらしい。その要求は

  

  漢大尉の娘と言っているんだ』

  

  『・・・・・・・それはつもりわたしの事？』

  

  『ああ』

  

  羅門は辛そうに認めた。

  

  流石の猫猫もショックを受けたのか暫く黙っていた。

  

  

  『冗談じゃない！』

  

  それはそうだろう。

  

  突然、憎んでいる父親が現れて何を言うかと思えば

  

  戦を終結させる為に敵国に人質として行けなど

  

  普通なら有り得ない。

  

  そう考えていたのに猫猫は意外な事を言った。

  

  

  『あの男の娘として何て納得できないけど面白そうだ』

  

  『猫猫？』

  

  『おやじ、わたしは行くよ。来いと言うなら行ってやる』

  

  『おまえ、人質の意味が分かっているのかい？』

  

  『それくらい知ってるよ』

  

  元々、変わったところのある娘だが

  

  何か楽しそうに話しているのが信じられなかった。

  

  『おやじ、一生食うに困らない様に頼むから。それくらい

  

  望んでも罰は当たらないだろう』

  

  『一度行ったら帰って来れないんだよ』

  

  『そんな事分からない。それに猫は何処でも生きられる』

  

  そんな事を笑いながら話す猫猫に

  

  羅門は呆れていたが可笑しくなって笑った。

  

  この娘は普通の範疇で収まらない。

  

  手元に置いておきたいなど身勝手な考えだったのかもしれない。

  

  

  「お初にお目にかかります。猫猫と申します」

  

  壬氏の正直な感想は何処にでもいるような代わり映えしない娘。

  

  顔は雀斑があり、痩せすぎの体。

  

  女としての魅力は皆無だ。

  

  かの国は何を思ってこの娘を指名したのか？

  

  「後宮管理者壬氏だ」

  

  この女も此処に居る女と変わらない。

  

  そう思っていたが壬氏の魅惑の微笑みに何の反応もしない。

  

  そればかりか何か嫌なものを見るような目で見ている。

  

  壬氏は一瞬間の抜けた顔をしてしまうが

  

  すぐに笑顔に戻った。

  

  後に立っていた高順はめまいを起こしそうになった。

  

  羅漢の娘らしく何か災いをもたらしそうな予感がした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（１９）

  「あの娘は一体何なのだ」

  

  壬氏は頭を押さえながら呟いた。

  

  後宮に置いておくことも出来ないので外邸の自分の邸に

  

  暫くの間住まわす事にしたが、理解できない行動が多い。

  

  訳の分からない草を見ては奇声を上げたかと思うと

  

  うっとりしたような顔をして笑い出す。

  

  本人曰く薬草を見つけて興奮してしまったらしいが

  

  はたから見れば異常者以外の何ものでもない。

  

  流石があの漢大尉の娘としか言いようがない。

  

  そうかと思えば目立ちすぎているせいか

  

  歩けば官女に絡まれている。

  

  それは少しは壬氏のせいかもしれないが

  

  （壬氏の邸に住んでいると知られて嫉妬心からだと思う）

  

  それにしてもトラブルメーカーとしか思えない。

  

  高順の予感は残念ながら当たってしまった。

  

  「名前通り猫のような娘ですね。素早い動きに人に媚びない辺りは」

  

  「猫は猫でも化け猫レベルだ、あの娘は」

  

  うんざりしたような顔の壬氏。

  

  早くかの国に行ってくれと思う。

  

  後宮のごたごたは慣れているがあの娘はその比ではない。

  

  取り合えず自分の邸で水蓮と共に家事をさせている。

  

  意外にも花街で暮らしていたが読み書きは出来るし

  

  一通りの炊事、洗濯、料理は人並み以上に出来る。

  

  しかも手を抜いたりしない。

  

  完璧主義かと思うほど徹底的に何に対しても一生懸命する。

  

  変わっただけの娘ではない。

  

  考えが変わるのにそう時間はかからなかった。

  

  

  この娘は人質に出されると言うのに

  

  何故こんなに平然としていられるのか？

  

  膝をついて床を懸命に拭いている姿を見ていると

  

  そんな疑問が浮かんできた。

  

  

  「何か御用ですか？」

  

  相変らず頬を染める事もなく極普通に話す。

  

  「いや」

  

  その時、床に置いてあった水桶にうっかり壬氏は躓いた。

  

  その反動で水が猫猫の顔の辺りに飛んだ。

  

  

  「すまない。大丈夫か？」

  

  「大したことはありません。気になさらないで下さい」

  

  猫猫はかかった水を自分の服で拭った。

  

  「えっ！？」

  

  顔の雀斑が消えて見慣れない顔が見えた。

  

  不覚にも可愛いと感じた。

  

  「ああ、取れてしまいましたね」

  

  「わざとつけていたのか？」

  

  「はい」

  

  「どうしてだ？」

  

  「・・・・・知りたいですか？」

  

  猫猫は少し不機嫌そうな顔で聞き返す。

  

  「そんな事する理由なんてないだろう？」

  

  「裏路地に連れ込まれない為ですよ」

  

  壬氏は言葉を失う。

  

  自衛の為に醜くする化粧を施したのか？

  

  余計な事を聞いてしまった。

  

  花街はそんなにも治安が悪いのか？

  

  そんなところでこの娘は暮らしていたのか？

  

  「あなたのせいではありませんよ。あなたが気にする事ではないです」

  

  この娘は世の中の不条理を嘆く訳でもなく、それでいて諦めるわけでもない。

  

  「おまえは平気なのか？」

  

  そんな事を聞いてどうする？

  

  助けてやることも出来ないのに。

  

  「犬も猫も何処でも生きていけます。でも猫は家に付くのです、

  

  何があろうと」

  

  かの国に行ったとしても自分の心は茘（リー）にあると言うのか？

  

  齢十五にしてこの娘は何と逞しいのか。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２０）

  （もうひとつの嫌な予感も当たってしまったな）

  

  高順は壬氏と猫猫のやり取りを見ながらそう思った。

  

  最初は迷惑そうに感じていた壬氏が何かと理由をつけては

  

  猫猫に関わろうとしているのが分かる。

  

  今は自分だけが気づいている変化だが

  

  いずれ周りの気づき始めるだろう。

  

  そうならない為にも非情だが一日でも早くかの国へ

  

  行ってもらう必要がある。

  

  それに思いが通じ合ったりすればお互い苦しくなるだけだ。

  

  その前に二人を引き離さねばなるまい。

  

  羅漢邸　　

  

  猫猫が壬氏の元に行く少し前

  

  羅漢は具合の良くない鳳仙に付き添っていた。

  

  誰が見ても長くない事は分かる。

  

  記憶もほぼ失っている。

  

  そんな鳳仙を残して死ぬわけにもいかない。

  

  最期まで寄り添いたい。

  

  しかし娘はどうする？

  

  見殺しにするのか？

  

  鳳仙の手を握りながら涙を流す。

  

  不意に鳳仙の目が開いた。

  

  『鳳仙、辛いのか？何処か痛むのか？』

  

  それには答えず本戦は小さく笑うと流れている涙に指先で拭う。

  

  こんな状態でも自分を心配してくれる鳳仙が愛おしかった。

  

  『ありがとう。ありがとう』

  

  

  『義父上、大叔父貴がおいでです』

  

  『叔父貴が？』

  

  『鳳仙、少し離れるが待っていてくれ』

  

  羅漢はニコッと笑う。

  

  鳳仙も同じように笑った。

  

  

  記憶がなくともこの二人は繋がっているのだ。

  

  心が覚えているとでも言うべきか。

  

  多分、二人で共有できる時間はそれほど長くないだろう。

  

  でも時間は関係ない。

  

  二人を見ているとそう思う。

  

  

  羅半は羨ましいと思った。

  

  

  『叔父貴、言ってくれればわたしの方から行ったのに」

  

  『いいや、此方に少し用があってね』

  

  それは方便だろう。

  

  相手に気を遣わせない様にそう言ったのだ。

  

  『猫猫にあの話をしたよ』

  

  『えっ！？』

  

  娘のショックを考えると胸が痛い。

  

  『あの子はわたしたちが思う以上に強いよ。ショックを受けるどころか

  

  挑むような目をして面白がっていた』

  

  『はぁ～？』

  

  羅漢は間抜けた顔をする。

  

  『あの子の事で気に病まなくて良い。どうなってもあの子を信じよう』

  

  『しかし‥』

  

  親として何かしなくてはいられない。

  

  『おまえが動けばあの子はきっと怒る。辛いだろうが見守ろう』

  

  きっと叔父貴の方が辛いはず、それをおくびにも出さず

  

  自分の心配してくれている。

  

  『分かりました』

  

  娘を信じる！どんな事になろうと信じ抜く！！

  

  此処二週間で何年分の涙を流しただろう。

  

  再会した喜びの涙、自分の不甲斐なさに流した悔し涙。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２１）

  「壬氏様、小猫はそれなりの教育を受けているようですし

  

  例の件を進めては如何でしょうか？」

  

  「まだ早急ではないか？」

  

  「折角の和議が流れてしまう可能性も出てきます」

  

  気の進まない壬氏に対して畳みかける高順。

  

  「そうだが・・・」

  

  決断できない壬氏。

  

  やはり此処にきて迷いが生じている。

  

  柘榴宮

  

  「阿多よ。羅漢の娘は予想以上に利口らしいぞ」

  

  杯に口を付けながら主上は話す。

  

  「その娘の話をしたいわけではあるまい」

  

  「・・・瑞がその娘に興味を持ち始めたらしい」

  

  「あの瑞が！？」

  

  「朕もにわかには信じられなかったが高順がそう言っておった」

  

  「高順は勘がいいからな」

  

  阿多も杯に酒を口に運ぶ。

  

  「初めて女に興味を持ったのなら応援してやりたいが

  

  そう言うわけにもいかん」

  

  「かの国の人質として白羽の矢が立っているのだろう？」

  

  「知っておったか？」

  

  「後宮ではもっぱらの噂だ。まあ、自分たちに向けられたのではない事に

  

  安堵していると言った方が正しいかもしれぬが」

  

  「人とはそういうものよ。火の粉は自分には降りかかるのは

  

  嫌なものだろう」

  

  「しかし、あの漢大尉殿の娘がいたとは驚きだな」

  

  「朕とてにわかに信じられなかった。あの男にも人間らしい所が

  

  あったのだと感心したほどじゃ」

  

  「ごてはしなかったのか？」

  

  「直接、娘を見逃せて言いきおった」

  

  「軍師殿も人の親であったか」

  

  「阿多、会いたいのなら会わせてやるぞ」

  

  「いや、今回は遠慮する」

  

  今回の部分を強調して聞こえた。

  

  「これを逃せば二度と会えぬぞ」

  

  「そうとは限らないだろう？」

  

  かの国に行ってしまえば会う機会などもう巡って来ないだろう。

  

  何故、阿多はそんな言い方をするのか？

  

  主上は不思議だった。

  

  「？」

  

  外廷

  

  「「おかえりなさいませ」」

  

  水蓮と猫猫が出迎えた。

  

  あの難しい水蓮が猫猫を気に入っているようだ。

  

  それだけ猫猫が真面目で聡明だという事だろう。

  

  あんなに煩わしかったのにいなくなると思うと

  

  居たたまれない気持ちになる。

  

  元々、此処に猫猫が居たわけではないのに

  

  すっかりなじんでしまっている。

  

  「お疲れのようですが」

  

  「ああ、色々面倒な案件を抱えているからな」

  

  こんな風に話しかけてくれるようになったのは

  

  つい最近だ。

  

  「薬研がないのですり鉢を使わせてもらいました。

  

  疲労には効くと思います」

  

  「・・・・・」

  

  「毒が心配なら毒見します」

  

  「いや、そういうつもりでは」

  

  「すみません。そこまで気が回りませんでした」

  

  「謝らなくともよい。良かれと思ってやってくれたんだ」

  

  「あらあら」

  

  横に居た水蓮は可笑しそうに笑う。

  

  反対側に立っていた高順は何とも言えない顔での様子を見ていた。

  

  主上も事を急ぐよう連絡があった。

  

  これ以上長引かせるわけにはいかない。

  

  壬氏はまだその事に気づいていない

  

  時間がそれほど残されていない事を。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２２）

  翌日、猫猫は壬氏に別れの挨拶をした。

  

  「壬氏様、色々お気遣い頂きありがとうございました」

  

  猫猫は深く頭を下げた。

  

  「・・・・・」

  

  壬氏は何も言えない。

  

  「短い時間でしたが・・・」

  

  「わたしが主上に・・・」

  

  壬氏が何かを言おうとしたが猫猫は首を振った。

  

  「人は時間を制限されると誤解するものなのです。

  

  壬氏様はそのようなものに惑わせれる方ではないはずです。

  

  国を乱すようなことをなさっては相手の術中にはまります」

  

  猫猫は気づいていた。

  

  「そうではない」

  

  「猫でも三日も居れば情が移るものです」

  

  「おまえは猫ではない！」

  

  「いいえ。わたしは猫です。前にも申しましたが

  

  猫は何処でも生きれます。どうか気にしないで下さい」

  

  「おまえはわたしと離れても平気なのか？」

  

  「はい」

  

  「酷いやつだな。こんな時は嘘でも否定するものだろう？」

  

  「あなたは将来帝になられるかもしれない方です。

  

  子供のような駄々をこねないで下さい」

  

  「・・・・おまえ気づいていたのか？」

  

  壬氏の顔色が変わる。

  

  「それを含めてわたしは此処に居てはいけないのです」

  

  皆の態度で何となく察していた。

  

  口にするまいと思っていたが何としても壬氏を納得させたかった。

  

  「数日中にはかの国に向けて出立したいと思います」

  

  「・・・・・・」

  

  壬氏はどう引き留め邸か分からない。

  

  天晴としか言いようのない女。

  

  羅漢の娘だからではない。

  

  猫猫自身が優れた人物なのだ。

  

  「かの国がおまえの事を何処で知ったのか分からぬが

  

  見る目は持っているようだな」

  

  「そうかもしれません」

  

  「何か望むものはあるか？」

  

  「養父の生活を保障して下さい。優れた人物ですが運だけがない人で

  

  損得勘定が出来ない人です」

  

  「分かった。約束しよう」

  

  「ありがとうございます」

  

  猫猫の堅い意志を聞いてしまってはもうどうする事も出来ない。

  

  自分がしてやれる事はこれくらいなのだ。

  

  

  小猫は分弁えている。

  

  聡明すぎるのが余計哀れに思える。

  

  これが別の出会い方であれば壬氏様にとって

  

  良い伴侶になったかもしれない。

  

  何よりこの方がこれ程まで惹かれる娘は

  

  今まで居ないかった。

  

  それが残念でならない。

  

  もうこれだけ妃の器に合う娘は出てこまい。

  

  和議の為とは言えこのまま敵にくれてやるのは

  

  本当に得策であろうか？

  

  高順は悩んでいた。

  

  それでももう戦を続ける力はもうない。

  

  しかし、考えればこの代償は大きすぎる。

  

  軍師殿の娘を望むという事は何より軍師殿を恐れているという事だ。

  

  図らずも壬氏様にとっても大切な存在になりつつある娘。

  

  相手がそこまで考えていたとは思わないが相手にとって有利に

  

  働くのではないか？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２３）（人質編）

  「恐れながら申し上げたき議がございます」

  

  高順は恭しく主上に拱手し、頭を深く下げた。

  

  「このような時間に何用じゃ？」

  

  「ご無礼をご容赦くださいませ。国の存亡に関わる案件故

  

  このような時間になりました事お詫び申し上げます」

  

  「国の存亡と申したか？」

  

  「はっ！」

  

  「穏やかでないのう」

  

  「軍師殿の娘をかの国に遣わす事は大きな損害となります」

  

  「今になって何を申すのじゃ」

  

  「そう言われるのはもっともでございます。しかしながら瑞月様が帝に

  

  なられた折には欠かせない人物かと思われます」

  

  「小娘にそれ程の価値があると言うのか？」

  

  「はい。何より瑞月様が唯一心惹かれた娘です」

  

  「あやつも朕に似て一人の女を求めるか。帝とはそれでは務まらぬ」

  

  「あの方ならそれが出来るとわたしは思います」

  

  「もはや後戻りは出来ぬ」

  

  「主上！」

  

  「くどい！もう決まった事を蒸し返す出ない！！」

  

  

  わたしの落ち度だ。

  

  小猫の力量を見誤った。

  

  

  数日後

  

  猫猫はかの国の出立する前に主上に挨拶をする為、

  

  帝邸に来ていた。

  

  見た事のない調度品、敷物一つとっても並の物ではない事が分かる。

  

  その雰囲気に圧倒されそうになるのを猫猫はなんとか踏みとどまった。

  

  「主上におかれましてはご機嫌麗しく」

  

  「そなたが猫猫か。羅漢とは似ても似つかぬ容貌じゃ」

  

  （瑞が気に入るのも無理はない。胸周りは少々足りぬようだが）

  

  雀斑の化粧を施さず朱を目元に入れただけだが

  

  肌がきめ細やかで映える。

  

  衣装は壬氏が贅沢すぎると思うものを用意してくれていた。

  

  

  

  ー数日前ー

  

  『こんな豪華な物は贅沢です』

  

  衣装を見ながら勿体ないという顔で訴えた。

  

  『茘（リー）の代表なのだ。まだ足りないくらいだ』

  

  『しかし・・・』

  

  『この先の運命を考えたらこれくらい安いものだ』

  

  悲しそうな顔で猫猫をじっと見る。

  

  『行ってみないと分からないではないですか？案外良い所かも

  

  しれないですし。そりゃ此処には負けますけど』

  

  笑いながら言う。

  

  『おまえは本当にすごいな。わたしが同じ立場なら

  

  そんな風には笑えない』

  

  

  

  

  「恐れいります」

  

  （あんな男に似てたまるか！）

  

  猫猫は心の中で思った。

  

  「辛い役目じゃが頼むぞ」

  

  「御意」

  

  その後ろには壬氏が辛そうな顔で立っていた。

  

  その様子を見た高順が何か耳打ちしている。

  

  「そなたの願いは壬氏より聞いておる。養父の事は悪いようにはせぬ」

  

  「よろしくお願いいたします」

  

  「遠路故、気を付けよ」

  

  「ありがとうございます。それでは失礼いたします」

  

  猫猫は壬氏と目を合わせなかった。

  

  周囲の目を気にしてに事だ。

  

  それにもう後ろを向きたくない。

  

  （壬氏様、どうかお幸せに）

  

  壬氏、十六歳、猫猫十五歳の別れだった。

  

  まだ蕾も小さいまま消えてしまった儚い恋。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２４）（人質編）

  緑青館

  

  「あの莫迦娘が行っちまったね」

  

  珍しくやり手婆が落ち込んでいる。

  

  寂しさもあるが何か違う思いを抱えているように見える。

  

  貴人が猫猫を探しに来た時、目的は教えなかった。

  

  まさかかの国に人質として利用するためとは思わなかった。

  

  詳細を知っていれば絶対に猫猫の居場所を話さなかった。

  

  「・・・・・今になって何だって言うんだい？」

  

  誰も居ない部屋で悔しそうに呟いた。

  

  彼女は他人が知らない何かを知っているようだった。

  

  「お体の具合が良くないのですか？」

  

  何時まで経っても店に出てこないやり手婆を心配して

  

  右叫が障子越しに声をかけた。

  

  「何でもない。すぐに行くよ」

  

  感傷に浸っている場合ではない。

  

  此処に居る女たち達を上手く回してただ飯食いを

  

  少しでも減らさないと。

  

  羅漢邸

  

  「義父上、見送りに行かなくても宜しいのですか？」

  

  「行ってどうなる？娘はわたしの顔など見たくないに違いない。

  

  何も出来ぬ男にはそんな資格すらない」

  

  

  羅漢は猫猫の出立の時間を避けて軍部に向かった。

  

  わたしはもうすぐ大切なものを失う。

  

  二つともなくして何を目的に生きて行けばいい？

  

  「わたしもおります！一番（イーファン）、二番（アーファン）、

  

  三番（サンファン）、四番（スウファン）、五番（ウーファン）、

  

  六番（リウファン）もおります！！」

  

  羅半は羅漢を追いかけてきてそう叫んだ。

  

  

  「・・・・・そうだな」

  

  羅漢はうっすらと笑った。

  

  いたずらに拾ってきた子供たち。

  

  一人ぐらいは人として認識できると思ったが皆碁石だった。

  

  それでも愛しい存在だ。

  

  顔が見れなくとも慕ってくれているのは伝わって来る。

  

  心配してくれているのも分かる。

  

  大切な二人を失ったとしても無体な事は出来ない。

  

  この子らにも災難は降りかかる。

  

  結局、柵からは逃れられぬ。

  

  人とは何とも厄介なものだ。

  

  羅門の家

  

  「やれやれこんなあばら家だというのに妙に広く感じるねえ」

  

  十数年、猫猫を育ててきた。

  

  男親だけでは手を焼くだろうと思っていたが

  

  娘はすくすく育ってくれた。

  

  『おやじ、もう年なんだから畑仕事を止めたら？』

  

  ここ数年そう言って心配してくれた。

  

  『体が動くうちはね』

  

  口は悪いが優しい子だ。

  

  「猫猫・・・、生きてもう会えないのかい？」

  

  答える事のない空間に向かって話しかけた。

  

  心の拠り所だった。

  

  たわいのない会話も粗末なものを食べた事も

  

  全てかけがえのないものだった。

  

  羅漢が動けば内乱にもなりかねない。

  

  「おまえはすべて分かっていたんだね」

  

  羅門は両手で顔を覆って下を向いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２５）（人質編）

  道中

  

  馬車の中で猫猫と陸孫が向かい合って座っている。

  

  「猫猫様、西都までいましばらくご辛抱下さいませ」

  

  立会人である陸孫が気を遣って声をかけた。

  

  （猫猫様なんて言われても自分の事ではないようだ）

  

  気遣いが高順と似ていると思った。

  

  「申し訳ありませんが、敬称はやめて頂きたいのですが・・・」

  

  「そう言われましても・・・」

  

  「様など付けられたら背中が痒くなります」

  

  「では小猫は？」

  

  「三十路の方の発想は同じですね」

  

  猫猫は笑った。

  

  「他にも小猫と呼ばれた方がおられたのですか？」

  

  「高順様が」

  

  「ある意味納得致しました」

  

  爽やかな笑顔だが何故か闇を感じてしまう。

  

  気のせいだろうか？

  

  「話せる範囲で構いませんから聞いても宜しいでしょうか？」

  

  「知ってる事なら出来る限り」

  

  「わたしと入れ替わり国に入られる方は何方でしょうか？」

  

  「彼方も軍師の 梁傑殿の娘だそうです」

  

  「揃えた訳ですね」

  

  猫猫は指を顎に当てて何か考えている。

  

  「年もあなたとそれほど変わらないようです」

  

  「・・・・・陸孫様、人質とは元来皇族の公主が一般的だと

  

  思うのですが」

  

  「そうですね。わたしもそう思います」

  

  「わたしを買いかぶりではないでしょうか？わたしにそれ程

  

  価値があるとは思えないのです」

  

  「相手の真意は何であるかわたしにも分かりません。

  

  しかし、もしかしたら『羅の一族』の血を欲しているのかも

  

  しれません」

  

  「血ですか？」

  

  「ご存じないのですか？『羅の一族』は別名『狂人と天才の一族』とも

  

  言われるほど超人的な能力を持つ者が多いのです」

  

  「確かに養父やあの男はその能力があるかもしれませんが

  

  すべての者が継承されてるわけではないのでしょう？」

  

  「それでも欲しがる者も少なからずいる事は確かです」

  

  （何かしっくりこない。理由を後付けしているように思える）

  

  

  「光熙帝とはどのような方かご存じですか？」

  

  「噂程度でよければ」

  

  「それで結構です」

  

  「上背で気性の激しい方であると聞いています」

  

  「御子はおられるのですか？」

  

  「そこまでは」

  

  「そうですか。分かりました。ありがとうございます」

  

  少しでも情報が欲しかったが仕方ない。

  

  

  「随分冷静なのですね？」

  

  「今更じたばたしても仕方ないではありませんか。

  

  なるようにしかなりませんし、まあ、ある程度は抗いますが」

  

  「ご立派な考え方です」

  

  「褒められているのか呆れられているのか分かりません」

  

  「呆れるわけないでしょう。感心しているのです。

  

  もし、途中で泣いてしまわれたらどうしようかと考えておりました」

  

  「泣いてどうにかなるのならそうしますが、

  

  最初から意味がないなら無駄な事はしません」

  

  「合理的です」

  

  そんなやり取りをしていると西都が見えてきた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２６）（人質編）

  「風で砂が舞う事がありますからストールで

  

  口の辺りを覆って外に出てください」

  

  陸孫は先に出て手を差し伸べた。

  

  「ありがとうございます」

  

  温かくて大きな手だな。

  

  天幕の中

  

  陸孫に導かれて天幕に中に入ると先日顔を合わせた軍師梁傑と

  

  その娘らしい者が既にそこに居た。

  

  娘は泣きはらした顔で横に居る男は不機嫌な顔をしていた。

  

  「少し遅れたでしょうか？」

  

  「いいえ、時間通りです」

  

  「漢大尉殿は来ておられないのですな？」

  

  「申し訳ございません」

  

  「よもや、その娘が替え玉などという事はございませんな」

  

  「そのような事は断じてございません。信じて頂くしかございませんが」

  

  「其方こそ、替え玉でないと証明出来るのですか？」

  

  「小猫」

  

  「このような場で物おじすることなく物申す出来るとは

  

  並の娘ではないようですな。それに比べて我が娘はずっと泣き続け

  

  情けない限りです」

  

  「当たり前ではございませんか。これが永遠の別れに

  

  なるやもしれませんのに」

  

  「ではあなたは何故泣いておられぬのか？」

  

  「下賤の育ち故、そのような繊細な心は持ち合わせておりません」

  

  「下賤とな？」

  

  「所詮、妓女の娘ですから。話が違うと申されても

  

  其方が所望したのですから此方としては致し方ない事」

  

  梁傑の顔が引き攣る。

  

  「口が過ぎましたか？それは申し訳ございません」

  

  口角を少し上げて挑発すような表情の猫猫。

  

  「真に申し訳ありません」

  

  陸孫は不敬を詫びた。

  

  （わたしに冷や汗をかかせるとは何という娘だ）

  

  突然、梁傑が大笑いした。

  

  陸孫は怪訝な顔で見ている。

  

  横の娘は戦いた様で固まっている。

  

  猫猫だけが平然としていた。

  

  「流石は漢大尉の娘ですな。光熙帝が申された通りじゃ」

  

  （何故そこまで詳しく知っている？）

  

  猫猫の目が険しい。

  

  「やけに此方の内情にお詳しいのですね」

  

  猫猫はストレートに問うた。

  

  「それは直接光熙帝にお聞きになられたら宜しいでしょうな。

  

  帝が話して下さるかどうかは分かりませんが」

  

  年を食ってるだけに食えない男だな。

  

  本来、軍師とはこんなものなのかもしれないな。

  

  あの男が逸脱してるだけか。

  

  

  猫猫は梁傑の娘と交換されてすれ違いざまに何か言った。

  

  娘ははっとしたような顔で顔を上げた。

  

  驚いたような顔で猫猫を見送った。

  

  

  「娘に何か言ったのですか？」

  

  「大したことではありません」

  

  興味深い顔で猫猫を見ている。

  

  「ご不満でしょうが承知して頂くしかありません」

  

  「なんのなんの。娘にあなたの半分でも度胸があればと

  

  思いましてな」

  

  「あの方は生まれ持った貴人です。そのようなものは必要ないと存じます。

  

  わたしのように生まれも卑しく醜女で痩せすぎな女はそうはいきませんが」

  

  （そんな女を好むのは特殊趣味だけだ）

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２７）（人質編）

  かの国

  

  西都から丸一日かかってようやく着いたその場所は

  

  要塞のような古城だった。

  

  その上砂が舞えば視界を遮りこの城の存在は消えてしまう。

  

  わざわざここに建てた理由はそこか。

  

  （これでは簡単に攻める事は出来ないな）

  

  猫猫は見上げながらそう思った。

  

  規模は小さいがよく此処まで整えたものだ。

  

  情報が流れてこなかったのはこういう事か。

  

  「中々のものでしょう？」

  

  梁傑は自慢げに言った。

  

  「そうですね」

  

  こんな小娘に話す内容ではないと思うが。

  

  「無駄話はこれくらいにして首を長くして帝が待っておられる」

  

  ようやくご対面か。

  

  如何なる人物か

  

  しっかりと見定めてやる。

  

  

  外門を抜けても中門があり更に内門。

  

  三つの門の突破は至難の業。

  

  茘（リー）の方が手薄に見える。

  

  攻め込まれて拮抗されたのも当然だ。

  

  あの男の策は完璧だったが情報が足らなさ過ぎた。

  

  だから通用しなかった。

  

  軍師の能力でなく情報の差だった。

  

  諜報は巳の一族は何故何も掴めなかった？

  

  内通者の存在は最初から疑っていた。

  

  しかし、確認は出来なかった。

  

  

  

  「そなたが漢大尉殿の娘か？」

  

  鷲のような鋭い目、熊のように大きな体。

  

  地底から聞こえるような低い声。

  

  「はい。猫猫ともうします」

  

  猫猫は少しも怯んでいない。

  

  上背だと言うのは本当だ。

  

  気性が荒いと言うのはどうだろう？

  

  猫猫はそれを試したくなった。

  

  「わたしの立ち位置を定めて下さいませんか？

  

  そうでなければどう振舞うべきか困ります故」

  

  「立ち位置とな？」

  

  「下女として扱われるのか？妃として接して頂けるのか

  

  という事です」

  

  「人質の分際で面白い事を言うのう」

  

  「その人質のおかげで戦は終わったのです」

  

  「崇めよとでも？」

  

  「滅相もございません」

  

  可笑しそうに笑う。

  

  

  莫迦にされたと怒り狂うか？

  

  さあどうする？

  

  

  「梁傑、この娘は異端だが、頭は良いようじゃ」

  

  「わたしくめもそう思います」

  

  「おまえは既に懐柔されているようだな」

  

  「はっ！」

  

  「しかし、あまり強気に出られるのも少々癪ではある」

  

  「お手打ちになさいますか？」

  

  挑むような目で光熙帝を見ている。

  

  「それでは面白うない」

  

  

  噂とはあてにならぬものだ。

  

  意外に冷静だ。

  

  

  「そなたは妃じゃ。但し東宮の妃に決めるとしよう」

  

  

  東宮？

  

  帝の嫡男か？

  

  たかが軍師の娘を東宮と何故娶わせる？

  

  ゆくゆくは帝の后になる可能性もあるというのに。

  

  何を考えている？

  

  揶揄っているのか？

  

  

  猫猫の困惑した顔を見て光熙帝はニヤリと笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２８）（人質編）

  猫猫は数人の侍女を与えられ後宮の一棟を賜った。

  

  （人質に対する待遇とは到底思えないな）

  

  「性に合わないんだよな、こんな生活」

  

  猫猫は思わず心の声を口にしてしまい、慌てて口を塞いだ。

  

  侍女の中でも侍女頭と思われる女は見ない様に視線を逸らす。

  

  東宮の事を聞きたいが答えないのは分かり切っている。

  

  此処に居るのも帝の命だから仕方ないからだろうと

  

  容易に想像が出来た。

  

  

  夕餉の料理が運ばれてくる。

  

  茘（リー）で出てきたものとさほど変わらない。

  

  侍女に一人が猫猫の前に来た。

  

  「毒見を致します」

  

  「必要ありません」

  

  困惑した顔で見ている。

  

  「わたしは薬屋でしたから毒には慣れているのです」

  

  「薬屋！？」

  

  侍女達は驚いてひいている。

  

  「ひとつご注意申し上げるとしたら銀の食器に替えるべきです。

  

  毒に触れたら変色しますから判断しやすいのです」

  

  「・・・・・・」

  

  「何にせよ、毒見など不要。此処にはわたしを疎ましく思う者

  

  など居ないでしょうから」

  

  猫猫は笑いながら言った。

  

  侍女達は後ずさりする。

  

  

  東宮妃の話を聞いて意地悪でもするつもりでいたのか

  

  どうかは分からないがとりあえず甘く見られては後々厄介だ。

  

  

  翌朝

  

  長旅に疲れたのか猫猫はいつもより遅めに目が覚めた。

  

  そうか。

  

  此処は茘（リー）ではなかった。

  

  退屈な一日の始まりか。

  

  

  外にある池の方から誰かの声が聞こえる。

  

  「何だ？」

  

  猫猫は寝間着に上着を羽織って声が聞こえる方に向かった。

  

  内容が聞こえるほど近づく。

  

  

  「危のうございます。おやめ下さいませ」

  

  誰かを止めようとしているのか？

  

  「どうかおやめください」

  

  水がはじくような音が聞こえる。

  

  女の姿は見えるが肝心の誰かが見えない。

  

  誰に言っているんだ？

  

  女が猫猫に気づいたようだ。

  

  「勝手に申し訳ありません」

  

  「いえ、どうされたのです？」

  

  「雲嵐（ウンラン）様が池に入ろうとなされて」

  

  猫猫は目線を下に向けると五歳くらいの男の子が

  

  池の浅瀬にずぶ濡れで立っていた。

  

  「早く中にこのままでは風邪をひいてしまいます」

  

  「ですが・・・」

  

  女は遠慮しているのか戸惑っているのか

  

  良い返事をしない。

  

  猫猫はその男の子を抱き上げると部屋に連れて行った。

  

  付き添っていた女が追いかける様に入って来る。

  

  （四の五の言わずに最初から入ってくれば良いのに）

  

  「まだ婚姻も交わしていないのにいけません！」

  

  「はぁ～？」

  

  猫猫は言っている意味が分からず変な声を出した。

  

  「雲嵐（ウンラン）様は東宮でいらっしゃいます」

  

  この男の子が東宮！？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（２９）（人質編）

  子供と言えど後宮に入れるのは帝とその親族のみ。

  

  この子が東宮であると言うのは嘘ではない。

  

  「何か拭くものを」

  

  侍女が慌てた様子で手ぬぐいを持ってくる。

  

  「ありがとう」

  

  猫猫はそれを受け取ると跪いて雲嵐の目線を合わせた。

  

  まだ本当に幼い。

  

  七つまで生きられぬというこの時代にこの年で東宮に

  

  据えられるという事は男児はこの方のみか？

  

  「失礼いたします」

  

  猫猫は断りを入れると雲嵐の頭を丁寧に拭き始めた。

  

  「そのような事はわたくしが・・・」

  

  「いえ、怯えられます」

  

  「！」

  

  雲嵐の侍女の顔色が変わる。

  

  「雲嵐様、わたしは猫猫と申します。あなた様の父上より

  

  あなたの妃に任じられました」

  

  猫猫は目線を外さず話した。

  

  やはり・・・、そうか。

  

  この方は話せないのだ。

  

  戯れる声も聞こえなかった。

  

  「猫猫様、戻って着替えて頂きますので」

  

  「分かりました」

  

  此処には着替えて頂こうとも無いし、帰って頂くしかないな。

  

  

  

  雲嵐が戻ってから長椅子に座って考える。

  

  雲嵐様は生まれつき話せないわけではなさそうだ。

  

  此方の言う事は理解しているようだし。

  

  光熙帝は何を思ってわたしを妃にしようとしたのか？

  

  羅の血が欲しいなら自分の妃にすれば手っ取り早い。

  

  何の為にわたしでなければいけなかったのか

  

  ピースが足らな過ぎて答えに到達出来ない。

  

  

  「何かモヤモヤする」

  

  その声に傍で立っていた侍女の体がビクッと反応する。

  

  やんごとなき方はこんな言葉使わないから

  

  ビビッて当たり前か。

  

  何だか息が詰まりそうだ。

  

  

  梁傑様のご息女はどうされているだろう？

  

  茘（リー）

  

  猫猫がかの国に着いた同じころ梁傑の娘も茘（リー）に着いた。

  

  「楊瑛様、お酔いにはなられませんでしたか？」

  

  陸孫が手を差し出す。

  

  「大丈夫です。ありがとうございます」

  

  泣きはらした顔は幾分ましになっていた。

  

  馬車の中では大分落ち着いてきたように見えた。

  

  仕方ないと諦めたのか？

  

  何か心境の変化があったのだろうか？

  

  

  内門の前では壬氏が立っていた。

  

  何をしても花になる方だ。

  

  楊瑛も後宮の女たちと同様に壬氏に魅了されたようで

  

  頬を赤らめて下を向いている。

  

  「遠路はるばるよくお越しくださいました」

  

  姿だけでなくハチミツのような甘い声。

  

  大抵の女は恋に落ちる。

  

  「いえ、何も知らぬ未熟者でございます。何卒ご指南よろしく

  

  お願いいたします」

  

  それなりの美貌にそれなりの体。

  

  可もなく不可もない。

  

  悪い言い方をすれば在り来たり、よく言えば及第点。

  

  確かに貴人ではあるがそれだけだ。

  

  猫猫とは違う。

  

  比べるのは残酷だろうがそれが正直な壬氏の感想だった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３０）（人質編）

  楊瑛は東宮妃にという声も上がっていたが

  

  壬氏として生きている事実を知られるわけにもいかず

  

  主上の中級妃として召し上げられる事になった。

  

  壬氏は楊瑛の部屋を訪れていた。

  

  「楊瑛様、何かご不自由な事はございますか？」

  

  美しい笑顔で訊いた。

  

  「このように丁寧な心遣いいたみいります」

  

  「いいえ、お気遣いなさりませんよう」

  

  

  「・・・・ひとつお聞きしても宜しいでしょうか？」

  

  楊瑛は少し戸惑いながら言った。

  

  「どうぞ」

  

  「猫猫様はご存じでしょうか？」

  

  「はい」

  

  「あの方がすれ違った時に言葉をかけて下さったのです。

  

  『茘（リー）には誰もあなたを傷つける人はおりません。

  

  ご心配いりませんよ』と。それでわたしの心は軽くする事できたのです」

  

  「猫猫がそのような事を」

  

  壬氏の表情が穏やかになる。

  

  楊瑛は何かを感じたようだった。

  

  「わたしの父も感心しておりました。猫猫様の度胸の半分でもあればと

  

  父に言われてわたしの方が年上なのに恥ずかしくなりました」

  

  「あの娘は範疇では収まらぬ者です。父上はあなたを大切に思っておられる。

  

  立場上そういう他なかったのです」

  

  「ありがとうございます。主上に誠心誠意お仕え致します」

  

  かの国

  

  「お邪魔しても宜しいでしょうか？」

  

  雲嵐の侍女が数日後、猫猫の棟を訪れた。

  

  その旨を侍女頭が伝える。

  

  猫猫は快諾した。

  

  少しでもピースが埋まるかもしれない。

  

  そう期待した。

  

  「恐れ入ります。猫猫様にはご機嫌麗しく・・」

  

  「かしこまった挨拶は省いて下さって結構です」

  

  「雲嵐様が此方にお邪魔したいようでしたので」

  

  侍女の後ろからひょこっと顔を出す。

  

  「雲嵐様、如何なさいました？」

  

  雲嵐は無言で蛙を差し出した。

  

  蛙は片足を掴まれてもがいている。

  

  （蛙に良い思い出は無いんだが）

  

  引き攣りそうになるのを何とか止めた。

  

  「わざわざ持ってきて下さったのですね。ありがとうございます。

  

  ですが毒を持つ物もありますし、何よりそのような物にも

  

  命がございます。これから一緒に元の場所に戻してやりませんか？」

  

  雲嵐は下を向いて少し嫌そうな顔をしたが頷いた。

  

  

  

  雲嵐と猫猫のそれぞれの侍女頭が付き添って

  

  見つけた辺りまで歩いた。

  

  後宮の外には出られないので主上にお許しを頂き

  

  武官を数人付き添う事で漸く許可を得る事が出来た。

  

  やんごとなき人とは本当に面倒なものだ。

  

  暗殺や誘拐を防ぐ為とはいえ窮屈極まりない。

  

  

  「雲嵐様、お疲れではありませんか？」

  

  途中、猫猫が気遣って声をかける。

  

  雲嵐は大丈夫という顔で見る。

  

  素直で良い方だ。

  

  だが話せない事で東宮の立場を揺るがそうとする輩も

  

  少なからずいるかもしれない。

  

  此処での自分の役割はこの方を良い方向に導く事だ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３１）（人質編）

  「光熙帝、やはりあの娘は気づいたようです」

  

  梁傑は嬉しそうに帝に報告する。

  

  「思った以上に使えるようじゃ」

  

  「何よりあの雲嵐様が懐かれている事が信じがたい」

  

  「小雲は母を亡くしてから言葉を失った。優秀であると聞こえた医師を

  

  何人招いても全く無駄足に終わった」

  

  「決して心を開こうとなさらなかったというのに

  

  何と奇妙な事でございましょう」

  

  「あの娘は薬屋であり医師の養父の元で育った。

  

  同等の知識と能力を持っていても不思議ではない。

  

  が、それだけではない」

  

  「それ以上は口にされては誰が聞いているかも分かりません」

  

  「そうであった。漸く見えた光明を潰されるわけにはいかぬ！」

  

  「さようでございます。雲嵐様を陥れようとする者をこれ以上

  

  野放しには出来ませぬ」

  

  猫猫が感じたように水面下で何か禍々しい物が蠢いている事に

  

  帝も気づいていたが確たる証拠を掴めずにいた。

  

  後宮

  

  「他の者の迷惑なってもいけませんので外に出るのは止めて

  

  後宮内を散策いたしましょう」

  

  猫猫の誘いに雲嵐は嬉しそうに頷いた。

  

  後宮内と言っても二人きりではなくやはり双方の侍女が伴う。

  

  猫猫は雲嵐の手を取って歩調を合わせて歩く。

  

  遠巻きに帝の寵姫らしい何人かがその様子を見ている。

  

  余程退屈しているのだろうと猫猫は気にする様子もない。

  

  例え嘲る声が聞こえたとしても取るに足らない事なのだから。

  

  

  「雲嵐様、あの花の名はシャクナゲと言います。彼方はシロショウブです。

  

  どちらも美しい花ですが毒を持っております」

  

  雲嵐はわくわくしたような顔で猫猫の話に聞き入っている。

  

  「身近な花ほど注意が、いえ、何であれまずは注意を怠っては

  

  なりません。しかしながら花を嫌いにはならないで下さいませ。

  

  花には罪はありません。毒でもあり薬にもなるものもあります。

  

  どんな良い人間でも良い心と悪しき心ががあるのと同じなのです」

  

  次第に侍女たちも猫猫の話に耳を傾けていた。

  

  「どうか見定める目を持って下さいませ。頂きに居る方には

  

  必要な事でございます」

  

  やんごとない方に言う言葉でないかもしれないが

  

  どうしても伝えたい事だった。

  

  「難しい話はこれくらいにしましょう。雲嵐様、空を見上げて下さい」

  

  雲嵐は言われた通りにする。

  

  「吸い込まれそうな青い空ですね」

  

  雲嵐は小さく頷く。

  

  「この空のように世界は広いのです。そして空は繋がっています」

  

  そこまで言うと猫猫は黙り込んだ。

  

  

  きっと茘（リー）にも繋がっている。

  

  おやじは大丈夫だろうか？

  

  不意に過る不安。

  

  

  雲嵐は心配そうな顔で握っていた手に力を込めた。

  

  「心配して下さったのですか？わたしは大丈夫ですよ」

  

  今は感傷に浸っている場合ではない。

  

  雲嵐様を心配させるなんてわたしもまだまだだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３２）（人質編）

  「折角雲嵐を蹴落とせると思ったのにあの邪魔な娘は何なのだ！？」

  

  顔を扇で隠した貴人であるらしく高級な服を着ている男。

  

  怪しい声が怒りを露わに叫んでいる。

  

  「娘一人に何が出来ましょう。立派な医師でさえ匙を投げたのです」

  

  「それはそうだが、引きこもっていた雲嵐が自分からあの娘の元に

  

  通っているそうではないか」

  

  「異国の娘故珍しいのでは？あなた様が気にする程では

  

  ありません」

  

  もう一人の声女のようで男よりも身分が低いようだ。

  

  「・・・・・・」

  

  「黙っていてもあなた様が帝になられるのですから

  

  これ以上動いては足がつくかもしれません」

  

  「そうだな。暫くは様子を見る事にしよう」

  

  

  二人の密談が終わりそれぞれ違う方向に歩きだした。

  

  もしやこの二人こそが光熙帝がしっぽを掴もうとしている者達だろうか？

  

  

  帝邸

  

  「主上！」

  

  具合の悪そうな光熙帝に駆け寄る梁傑。

  

  「騒ぐでない。いつもの事だ」

  

  帝は吐き気があるのか口を押えている。

  

  「すぐに薬湯をお持ち致します」

  

  「ああ、頼む」

  

  忘れる事の出来ない悪夢のような出来事が帝の心を

  

  蝕んでいた。

  

  薬湯など気休めにもならない。

  

  帝は自分の掌をじっと見る。

  

  血にまみれた掌が見える。

  

  まやかしだと分かっていてもあの滑った血の感触が消えない。

  

  他に方法が無かったとはいえ愛しい女をこの手で殺めた事は

  

  忘れられるはずがない。

  

  あのような卑怯な手段を用いた者を絶対見つけ出して償わせる！

  

  その上息子である雲嵐の心までを壊した。

  

  赦せるはずがない！！

  

  

  薬湯を口にした帝は少し落ち着きを取り戻した。

  

  「猫猫も薬師でございます。一度呼んでみてはどうでしょう？」

  

  「日が浅い。そこまで信用してよいものか」

  

  「あの娘は愚かではありません。そのような事をすれば

  

  どうなるかわかっているはずでございます」

  

  

  「・・・・雲嵐の見立ても問いたい故、一度話すとするか」

  

  梁傑の助言に少し考えて思い直す。

  

  「夕刻にも来るよう申し付けておきます」

  

  帝は頷いた。

  

  

  「何か御用でございますか？」

  

  「そなた薬師であったな？」

  

  「はい」

  

  「雲嵐がどのような状態であるか分かるか？」

  

  「生まれつきなものではなく後天性のものであると推察致します。

  

  おそらくは心理的なショックで話せなくなったのかと」

  

  「その通りじゃ。今まで名のある医師に診せたが無駄であった」

  

  「心の病は薬だけでは治せません」

  

  「薬と何が必要なのだ？」

  

  「傷ついた心を支える者が必要かと思います。主上、どうか

  

  雲嵐様に今少し寄り添っては頂けませんか？」

  

  「そうしたくとも出来ぬのじゃ」

  

  「何故にございます？」

  

  「・・・・・心に傷を負わせたのは朕だからじゃ」

  

  「それはどういう意味でございますか？」

  

  「・・・・・」

  

  帝はそのまま黙ってしまった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３３）（人質編）

  かの国　　西の離宮

  

  「太上皇、あなたが望んだ娘は連れてこれませんでしたが

  

  その娘が産んだ娘はあなたにとって孫は今この国におります」

  

  寝台に横たわる老人はその言葉が聞こえたのか

  

  閉じられた目から涙が流れた。

  

  

  『主上何卒、この女を妻にする事をお認め下さい！』

  

  『ならん！！そのような下賤な女』

  

  老人の脳裏には遠い記憶が過ぎっていた。

  

  帝としては認めるわけにはいかなかった。

  

  

  しかし、無理矢理引き離した事が災いしたのか東宮は帝になることなく

  

  自分より先に亡くなった。

  

  

  

  何十年も潜ませていた間者から女は子を産んだ事を聞いた。

  

  身勝手だがせめてその子を引き取りたいと考えた。

  

  しかし、すぐに行動に移れなかった。

  

  東宮が居なくなった事により国は乱れ、

  

  平穏を取り戻すのに何年も費やした。

  

  

  死期の迫った東宮に無理に女官を宛がい伽をさせて生まれたのが光熙帝だった。

  

  父にも母にも愛されなかった。

  

  帝を継がさせる為の皇子が欲しかった。

  

  それだけなのだと物心がつく頃には理解できた。

  

  

  「あなたの娘は余命いくばくもなく此処に連れてくる事は

  

  叶いませんでした。今漢大尉の元にいるそうです」

  

  死ぬほど憎いのにこんな姿を見たら

  

  哀れに思うのは天でなく人間に近いからなのか。

  

  

  ようやく愛しい女を見つけて妃にし子にも恵まれた。

  

  それなのに何者かに妃は毒に侵され正気を失い、

  

  雲嵐を手にかけようとした。

  

  やむなく自分の手で妃を剣で刺し殺した。

  

  死ぬ間際に正気に戻り

  

  『雲嵐を・・お願い・・し・・ます・・・』

  

  それだけ告げて事切れた。

  

  どうしてこんなことになった？

  

  何が悪かったのだ！？

  

  とめどなく涙が溢れてきた。

  

  このような事になるために妻にしたわけではない！

  

  普通の幸せが欲しかっただけなのだ。

  

  ただそれだけだった。

  

  その様子を幼かった雲嵐が見てしまった。

  

  理由など理解できるわけがない。

  

  父親が母親を殺したという事実だけが

  

  脳裏に焼き付けられた。

  

  それが話せなくなった理由だ。

  

  愛しい女を失い、子には恨まれ

  

  どうして自分だけがこんな過酷な人生を送らねばならぬのか！

  

  運命を呪った。

  

  

  元はと言えば太上皇が父を自分の言いなりにしようとした事が

  

  発端で、元凶は明らかだ。

  

  このままでは雲嵐の人生まで狂わされてしまう。

  

  それでも情は捨てられない。

  

  数少ない血のつながった祖父なのだ。

  

  この戦も祖父の一声で始まった。

  

  国にとって害になるのは分かっている。

  

  非情になれるか否か。

  

  悪名を被りすべてを終わらせるべきか！？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３４）（人質編）

  茘（リー）の国

  

  「楊瑛様、此方の暮らしに少し離れましたか？」

  

  壬氏は数日に一度は陽瑛の様子を伺いに来ていた。

  

  「ありがとうございます。侍女たちもきっちり仕事を

  

  こなしてくれていますし、他の妃の方々も何かと

  

  気にかけて下さいます。壬氏様のおかげです」

  

  「いいえ。それがわたしの仕事ですから」

  

  仕事、そうだ。わたしであってもなくとも関係なく

  

  世話をして下さっている。

  

  それを肝に銘じておかなくては。

  

  

  「壬氏様、わたしの父は仕事の事は何も話さない人でしたので

  

  何か話したくとも出来ないのです」

  

  「そんなお気遣いは無用です。あなたから何か聞き出そうとか

  

  考えておりません」

  

  祖国の事は口止めされていて当然だろう。

  

  例え何か知っていたとしても話すはずがない。

  

  それ程愚かではあるまい。

  

  思ったよりは芯があるようだ。

  

  壬氏は少しばかり見る目を変えた。

  

  「彼方の猫猫様はどうなさっているでしょうか？」

  

  「あの者は少々の事では音を上げる娘ではありません。

  

  余りのじゃじゃ馬ぶりに彼方の方も手を焼かれているかも

  

  しれませんね」

  

  それ程に信頼なさっているという事なのね。

  

  楊瑛は壬氏が猫猫に対して特別な感情を持っている事に

  

  気づいた。

  

  話している時の目が違う。

  

  いつも愛想笑いではない。

  

  

  「・・・・・壬氏様、何十年も前にかの国より流れてきた人物がいたとしたら

  

  どの様な事になると思いますか？」

  

  「それはどういう意味ですか？」

  

  壬氏の目が険しくなる。

  

  「これ以上は何も話す事はありません」

  

  楊瑛は踵を返すと自分の奥の部屋に入った。

  

  

  壬氏と高順は顔を見合わせる。

  

  何のつもりか分からないが楊瑛はヒントを与えてくれたのだ。

  

  

  「高順、今一度戸籍を調べなおせ」

  

  「御意」

  

  

  ここ数年の物だけで充分だと思っていたがそうではなかった。

  

  それより前に間者が入り込んでいたとしたら

  

  話は変わって来る。

  

  それが分かれば猫猫を望んだ事も分かるかもしれない。

  

  

  その日から高順は戸部の書庫に籠った。

  

  すぐに手がかりを掴めるかどうか分からないが

  

  やってみる価値はある。

  

  

  一週間ほど経った頃、高順は疲れた様子で

  

  壬氏の前に現れた。

  

  無理もない。

  

  考えるだけで気が遠くなりそうな数だ。

  

  

  「意外な者でした。その者は思っても居ない所におりました」

  

  「勿体つけずに早く申せ」

  

  「その者は―」

  

  壬氏もその名を聞いて驚きを隠せなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３５）（人質編）

  「緑青館に居る右叫という男です」

  

  「右叫？今何歳くらいだ？」

  

  「四十路かと」

  

  「やり手婆とその男の父親がかの国からこの国に

  

  流れてきたようなのです」

  

  「父親の意志をを継いでその男はかの国に通じていたと？」

  

  「そのようでございます」

  

  「何故、今になって戦を起こす必要があったのだ？」

  

  「それは分かりません。ただやり手婆はこの国に着いた時には

  

  身ごもっていたようです」

  

  「その子供が鳳仙と言う女でその子供が猫猫ならば

  

  話は違ってくるではないか」

  

  「右叫なるものを此方に連れて参りましょうか？」

  

  「拷問でもするのか？」

  

  「それで口を割るような男であれば良いのですが・・」

  

  「では今一度やり手婆に訊いてみてはどうだ？」

  

  「それが宜しいでしょうな」

  

  

  

  壬氏は頭巾を被り高順を伴って緑青館を訪れた。

  

  いつものやり手婆なら大金を積まれて諸手を上げて大喜びするはずだが

  

  何かを感じ取っているのか不満そうな顔をした。

  

  人に聞かせられるような話ではなさそうなので離れに通した。

  

  

  「あなたはかの国から来たと言うのは本当ですか？」

  

  高順が単刀直入に訊いた。

  

  「・・・・・・その様子だとおよその見当はついているようだね」

  

  「話して頂けますか？」

  

  「猫猫がかの国に行くと知っていれば絶対居場所を教えなかった」

  

  やり手婆はそれだけ言うと大きなため息をついた。

  

  「あんた方が聞きたいのは鳳仙の父親の事だろ？」

  

  「話して頂けますか？」

  

  「もう何十年も前話だよ。まだわたしが本の小娘だった頃の話だ」

  

  やり手婆の相手がかの国の東宮であった事、

  

  帝の反対にあって引き裂かれて自分だけがこの国に流れ着いた事、

  

  その時に子を身ごもっている事に気づいた事。

  

  やり手婆の話に壬氏と高順は黙って聞いていた。

  

  その横には右叫が悲壮な顔で立っていた。

  

  

  「・・・・それでは猫猫はかの国の帝とは血縁関係にあるという事ですか？」

  

  「多分、その可能性は高いだろうね」

  

  夢にも思っていない内容に二人は顔が強張る。

  

  

  

  

  「最初からかの国は猫猫が狙いだったのでしょうか？」

  

  「それは分からない。あんたは知っているのかい？」

  

  右叫の方を見ながら訊いた。

  

  「わ、わたしが伝えたのは鳳仙さんの娘が猫猫だという事だけです」

  

  「親の因縁からあんたも逃れられずにいるんだね」

  

  やり手婆の言葉に右叫は無言で涙を流した。

  

  間諜などしたくなかった。

  

  ただ普通に暮らしたかったが、父の遺言を無視できなかった。

  

  

  猫猫が傷つけられる心配は少なくなったが

  

  目的が分からない。

  

  

  猫猫はこの事実を知ったのだろうか？

  

  もし、知ったとしたらどう思っただろう？

  

  あの娘なら血など重きにはおかないだろうが。

  

  

  

  それにしてもこんなにも深い因縁があったとは

  

  すぐには信じられなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３６）（人質編）

  「この子はかの国の事なんて何も知らないよ。

  

  物心ついた時にはこの国に居たんだから」

  

  やり手婆に言葉に嘘はないだろう。

  

  四十年前と言えばまだ赤子だっただろうから。

  

  しかし、父親から何か聞いているかもしれない。

  

  「父から何か聞いた事は？」

  

  「信じて頂けないかもしれませんが父がわたしに言った事は

  

  一つだけです。最後まで見届けよと」

  

  「彼方からの指示はどの様に？」

  

  「猫猫が生まれた頃は文が何度か来ましたが

  

  今ではそれも途絶えたままです」

  

  「文だと？」

  

  「ハトなどは余計目立ちます。その点文は幾つもの経路を経て

  

  届ければ怪しむものもいませんし、検閲もありませんでしたし」

  

  「ふむ。それで今の帝について何か知っているか？」

  

  「名前もお姿も知りません」

  

  壬氏は高順の顔を見る。

  

  これ以上は何の情報も得られないだろう。

  

  

  

  「・・・・甘い処罰だがこれより再びかの国と接触を持とうと

  

  しなければこれまでの事は不問とする」

  

  「それで宜しいのですか？」

  

  「かの国と再び戦となれば軍師殿は動くまい。

  

  これまでの恨みを消す事は出来ぬが和平の道を選ぶ事が

  

  最善であろう」

  

  「ありがとうございます」

  

  右叫は涙を流しながら感謝した。

  

  これでビクビクしながら生きなくても良い。

  

  何十年の心の霧が晴れていくようだった。

  

  

  

  

  「あの方は帝には不向きだね」

  

  壬氏と高順が帰るとやり手婆がボソッと言った。

  

  本当なら刑部に連れて行って拷問までとは言わないが

  

  尋問位するだろう。

  

  甘すぎる。

  

  いつかそれが災いになるかもしれない。

  

  右叫はギョッとした顔でやり手婆を見る。

  

  「・・・・ほかの国の東宮を知ってるからか

  

  なんとなく分かるんだよ、あの方がいくら隠しても

  

  醸し出す雰囲気というか気品というか」

  

  古い記憶が蘇ってくる。

  

  「本当に何も知らない小娘だった。怖いものなんてなかったよ」

  

  「今でも怖いものなどないでしょう？」

  

  「さあどうだろうね」

  

  はっきりとした返事はしなかった。

  

  右叫はこの人でも怖いものがあるのかと思った。

  

  

  

  「壬氏様、これからどうなさいますか？」

  

  「猫猫が危害を加えられる心配は低くなったがあの性格だ。

  

  何かに巻き込まれる可能性があるな」

  

  「小猫なら切り抜けるでしょう。しかし、このままでは茘（リー）に

  

  帰って来れないかもしれませんよ」

  

  「それは困るな」

  

  壬氏は引きった笑いをする。

  

  

  争わずに返してもらう手を考えるしかない。

  

  

  一日でも早く会いたい・・・

  

  そして自分のこの気持ちが何なのか確かめたい。

  

  

  あいつにとっては迷惑な話かもしれないが。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３７）（人質編）

  かの国

  

  猫猫は一か月ほどして鋭い視線を感じるようになった。

  

  それは憎悪も含んでいて体に絡みつきそうだった。

  

  （へえ、こんな中にもこんな気を発する人間がいるんだ）

  

  恐怖より興味が湧いてくる。

  

  頂けない性格だと思いつつ、抑えられない自分が居る。

  

  どんなに取り繕おうと人間の奥に秘める強い思いは隠せない。

  

  猫猫は愛や恋には興味はない。

  

  それ故そんな感情は感じ取る事は苦手だったが

  

  反面、憎しみや悲しみにの感情は素早く感じ取れる。

  

  

  雲嵐様の心の傷は深い。

  

  それ以上に主上の心の闇が深いように思う。

  

  わざわざ、わたしを指名してまで此処に呼んだ理由は何だ？

  

  わたしが薬師だからか？

  

  軍師であるあの男を弱味を握るためか？

  

  それだけとは思えない。

  

  

  「猫猫様」

  

  猫猫は宮の中庭を歩いていると誰かに声をかけられた。

  

  「梁傑様」

  

  宮には主上の他親族の男性しか出入りできないはずだが。

  

  「警戒なさらずとも男としての機能など遠うに無くしております」

  

  「そういうわけでは」

  

  心の声が漏れていたか。猫猫からすれば祖父に近い年齢だ。

  

  楊瑛はかなり遅い子だろう。

  

  年を取ってからの子は可愛いと誰かが言っていた。

  

  その楊瑛を手放すのはかなり辛い事ではなかったか。

  

  「・・・・わたしは女ばかりが辛いと思っていました。

  

  浅はかでした。男の方も辛いですね」

  

  「いやはや、あなたは心を読めるのですか？」

  

  「あの時、楊瑛様が振り返らぬようわざと辛辣な言葉を

  

  申されているのが分かっていたからです」

  

  「親として何もしてやれぬのなら憎まれた方がましです」

  

  「少なくとも楊瑛様はそのようには思ってないと感じました。

  

  ただ家族と離れる事がお辛かっただけです」

  

  「あなたにはそのような方は居ないのですか？」

  

  「年老いた養父の事だけが気がかりです。年は梁傑様とそれほど

  

  変わらないと思います」

  

  「そうでしたか」

  

  漢大尉と鳳仙様の事は認めていないという事か。

  

  「此処からの話は年寄りのひとりごとと思って聞き流して下さい」

  

  猫猫は真剣な面持ちで話を聞いた。

  

  

  

  

  ある父親は息子が悪い女に騙されていると思い込んで

  

  二人を引き離しました。

  

  貴人と民の恋など無理からぬ事だったかもしれません。

  

  息子は心労から心を病みやがて体も蝕まれた。

  

  父親は息子の子に帝に据えたかった。

  

  死期の近い息子に半ば強引に子をもうけさせた。

  

  程なくして息子は亡くなった。

  

  その子は父からも母からも愛される事なかった。

  

  祖父から狂気とも思えるような偏愛を受けて育った。

  

  そんな子にも愛する者が出来、子にも恵まれたが残酷な運命が

  

  待ち受けていた。

  

  何者かが最愛の妻に毒を盛り、正気を失わせた。

  

  正気に戻す事も出来ないまま、二人の唯一の息子に手をかけようとし

  

  自らの手で妻を殺した。

  

  息子はそれを目の当たりにして話せなくなった。

  

  祖父は亡き息子の忘れ形見の存在を知った。

  

  自分の手に戻そうと愚かにも戦を始めた。

  

  

  此処まで話すと梁傑は目頭を押さえ俯いた。

  

  

  「太上皇を何としてもお止めするべきだった。この命、いや

  

  一族の命を賭してもそうしなけならなかった」

  

  「誰か止められるものであれば戦など起きません」

  

  「それでも犠牲が多すぎた。この戦に大義など何処にもなかった」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３８）（人質編）

  「梁傑様、太上皇にお会いできるよう取り計らって

  

  頂けませんか？」

  

  「・・・・・・・」

  

  梁傑は良い顔をしない。

  

  「わたしのせいで戦が始まったのであればもう無関係では

  

  ありません。ましてや血の繋がりがあるのであればなおの事」

  

  「太上皇は戦を始めてすぐに体調を崩され寝所から出る事も

  

  出来ない状態です。話もできるかどうか」

  

  「それでもこれでは何も変わりません」

  

  「・・・・・主上にお話ししてみます」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  自分の宮に戻ると泣きべそをかいた雲嵐が待っていた。

  

  「雲嵐様、どうなさったのですか？」

  

  雲嵐は何も答えず猫猫の服の裾をギュっと掴む。

  

  「もしやわたしが居なくなったと思われたのですか？」

  

  小さく頷く。

  

  「雲嵐様に何も告げずに居なくなったりしません。約束いたします」

  

  お寂しいのだ。兄弟もいない。

  

  母もいない。父とは疎遠で大人の中で心細いのだ。

  

  このまま見捨てて国には帰れない。

  

  

  侍女頭は申し訳なさそうな顔で猫猫を見ている。

  

  この人は多分赤子の頃からお世話をされているのだろう。

  

  立場上自分からはかけがえのない存在であるとは言えないのだ。

  

  幼い雲嵐にそれを汲み取れと言うのは酷だ。

  

  

  「雲嵐様、一つ聞いて宜しいですか？」

  

  猫猫の顔をじっと見て頷く。

  

  「今日も素晴らしいお召し物ですが何方が用意して下さいましたか？」

  

  侍女頭の方をチラッと見る。

  

  「そうですか。では雲嵐様のお体が思わしくない時何方がいつも傍に

  

  おりますか？」

  

  同じように侍女頭を見る。

  

  「では、幼い頃よりいつも傍におられるのは何方ですか？」

  

  再び同じ動きをする。

  

  雲嵐は侍女頭の目が潤んでいる事に気づいた。

  

  猫猫の服を放して侍女頭の服の裾を掴む。

  

  「こんなにも雲嵐様の事を思って下さってる方が

  

  すぐ傍にいる事が分かって良かったですね」

  

  雲嵐は何度も頷く。

  

  侍女頭は嬉しそうに涙を流した。

  

  仕事だからと言う理由だけでは片付けられないほど

  

  雲嵐の事を大切に思っている。

  

  猫猫は幾つかの小さな所作で気が付いていた。

  

  それを伝える事が出来て良かった。

  

  

  ほんの少しずつで構わない。

  

  こんな風に良い方向に進んでいければ。

  

  

  

  「梁傑、猫猫がそのように申しておるのか？」

  

  「はい。太上皇も体調が芳しくありません。会わせてもよいのでは？」

  

  「それが悪意の持つ者に知られた場合、猫猫の身が危ういのではないか？」

  

  「此処に猫猫を呼んだ時点で何かしらの疑問は持ったはず、

  

  主上との関係も知れるのは時間の問題かと思われます。

  

  ならばあえて知らしめるのも手ではないでしょうか？

  

  あの娘なら逆手に取ってあぶりだすくらいはやってのけるはず」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（３９）（人質編）

  太上皇の謁見の許可が出たのは数日後だった。

  

  

  失礼にならぬ為か光熙帝から特上の衣が贈られた。

  

  名目は東宮の妃として挨拶に参上するという事になった。

  

  

  

  これで何年飯が食えるんだ？

  

  そんな下世話な事を考えながら衣を眺めていた。

  

  身の丈にそぐわない。

  

  譲位されたとはいえ前帝であり現帝の祖父であるから仕方ない。

  

  もっと出るところが出ていて上背であればそれなりになるのかも

  

  しれないが・・・。

  

  

  その横には茘（リー）から持ってきた衣が並んでいる。

  

  恥になってはと壬氏様が送って下さったものだ。

  

  多少、性格に難はあったが優しい方だった。

  

  今どうなさっているだろう？

  

  養父以外に誰かを思い出すとは思わなかった。

  

  

  「前帝に謁見を賜りますので少し留守を致します。

  

  そのようにお伝えいただけますか？」

  

  雲嵐は丁度昼寝の時間らしいので侍女頭に託を頼んだ。

  

  また心配なさったら申し訳ない。

  

  「お迎えに上がりました」

  

  光熙帝の遣いらしい者が迎えに来た。

  

  宦官である事はすぐに分かった。

  

  養父に雰囲気が似ていた。

  

  猫猫の後ろには侍女が数人連なっている。

  

  言葉は悪いが金魚のフンのようだ。

  

  

  宮を少し歩いた所に門があり、此処を出れば外廷らしい。

  

  門の外には武官らしき者が立っている。

  

  誰かに似ている・・・ような気がする。

  

  

  「梁傑の息子の梁権と申します。以後お見知りおきを」

  

  「こちらこそよろしくお願いします」

  

  梁傑様は細かい事情まで話されているかどうか

  

  分からないので取り合えず口を噤んでおこう。

  

  なるほど軍師を譲りたいと言っていた息子か。

  

  生真面目そうな男だ。

  

  侍女達は宮に戻った。

  

  まだ慣れない。

  

  気を許すほどの関係ではないから帰ってくれた方が正直有難い。

  

  

  しばらく二人とも無言で歩いた。

  

  愛想がないわけではない。

  

  事務的なだけだ。

  

  ペラペラと話す人間はあまり好きではないので

  

  別に気にはならない。

  

  

  「・・・・お疲れではありませんか？輿をとも考えましたが

  

  それでは余計目を引くのではと思いまして」

  

  「大丈夫です。外を見るのは初めてですから楽しいです」

  

  

  ・・・・まるで見よと言わんばかりだ。

  

  わざわざ目立つように高貴な衣を纏わせ大っぴらに歩かせる。

  

  もしや、釣り上げる餌にされたか？

  

  まあいい。

  

  早く面倒事は片付けたい。

  

  あの刺すような視線の正体も突き止めたいし、

  

  雲嵐様の母上を陥れた者も捕まえたい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４０）（人質編）

  西の離宮

  

  日は東から登り西に沈む。

  

  譲位したつまり天（日）から降りたから

  

  西の離宮という事なのか？

  

  これまでの帝は生前退位された方は聞いた事がない。

  

  孫である光熙帝に譲位したという事はお体がそれほどに

  

  良くないという事か。

  

  父君（帝の父）には兄弟がおられなかったのか？

  

  普通は間にその者が入るものではないか？

  

  それ故に雲嵐様が狙われたのでは？

  

  色んな疑問が一度に解決するとは思わないが

  

  少なくとも幾つかの疑問に答えが出るはずだ。

  

  

  太上皇は梁傑が言ったように死の床についているようだった。

  

  生気のに顔にやせ細った顔と体。

  

  何年も前から良くなかったはずだ。

  

  余命いくばくもないのを知っていながら戦を始めた事になる。

  

  

  「太上皇様、この度は謁見を賜り有難き幸せにございます」

  

  膝を折り最上の礼を取る。

  

  この声さえ届いているか定かでない。

  

  

  目は閉じられうめき声のような声を出している。

  

  「漢羅漢と鳳仙の娘の猫猫と申します」

  

  本当はこんな事言いたくない。

  

  わたしは羅門の娘だ。

  

  だが、この言葉なら届くかもしれない。

  

  

  猫猫は注意深く太上皇の様子を伺う。

  

  手がピクリと動いた。

  

  少しずつ目が開く猫猫の方を見る。

  

  その目は白内障を患っているようで白く濁っている。

  

  多分、見えていない。

  

  耳から聞こえた声を頼りに目を向けている。

  

  その目からは涙が流れる。

  

  猫猫はたまらず梁権の静止を振り切り太上皇に駆け寄り

  

  跪いて弱弱しく差し出された手を両手で包むように握った。

  

  お礼を言うように何度も頭を動かす。

  

  

  「太上皇様、このような所に居ては余計に病が重くなります。

  

  どうか此処をお出になって下さい」

  

  「そのような事勝手に・・・」

  

  梁権は苦い顔をした。

  

  「光熙帝にお願いして下さいませ。間でどのような事があったにせよ。

  

  おじいさまには違いないないのですから」

  

  「しかし・・・」

  

  「お取次ぎして下さるまでわたしは此処から動きません！」

  

  梁権は猫猫をおいて行くわけにもいかず、

  

  外に居た宦官を見張りにおいて帝に伺いをたてに戻った。

  

  宦官は困ったように立ち尽くしている。

  

  前の帝の顔など見るのも憚られるのだろう。

  

  

  こんな独房のような所に入れられては寿命を縮めるだけだ。

  

  少しでも日当たりの良い所に移って頂いた方が良い。

  

  陰が籠れば陽が弱くなる。

  

  

  

  

  少しでも話が出来たらと思ったが・・・。

  

  猫猫は思惑が外れてがっかりした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４１）（人質編）

  「主上、猫猫様が・・・・」

  

  梁権が先ほどのあらましを手短に話した。

  

  

  「・・・・太上皇をあの場所から移せと申すのか？」

  

  「そうしなければ此処から動かぬと言っております」

  

  「猫猫はあの方を恨んではいないのか？朕には分からぬ！」

  

  

  祖母は国を追放され、東宮の娘を産み落とした。

  

  何の援助も得られず娘を一人で育てた。

  

  しかしその娘もまた恋をして身ごもったが、悲しいすれ違いで

  

  正気を失い、その上最悪の病に罹患して余命いくばくもないと聞いた。

  

  

  「主上・・・」

  

  「今すぐ西の離宮に参る」

  

  光熙帝は猫猫の考えを知りたいと思った。

  

  何がそうまでさせるのか

  

  確かめたくなったのだ。

  

  

  

  

  「猫猫」

  

  「主上、お手を煩わせて申し訳ございません」

  

  傍に居た宦官は地面に跪いて頭を地面に擦りつけている。

  

  「太上皇様をどうか日当たりの良い所に移して差し上げてください」

  

  猫猫は深く頭を下げた。

  

  「何故、そのような事を言うのか？」

  

  「どんな人間であれ病になれば同じにございます。

  

  わたしも薬師の端くれでございます。最善を尽くしとうございます。

  

  主上もそうではありませんか？恨みと情、今はどちらが勝っておりますか？」

  

  「・・・・」

  

  

  光熙帝は唇を噛んだ。

  

  見透かされている。

  

  見捨てられないと気づかれている。

  

  こんな小娘に。

  

  「どうか重ねてお願いいたします。このままでは何も確かめられぬまま

  

  終わってしまいます」

  

  「・・・・分かった。梁権、宦官を集め、太上皇を東の離宮にお運びいたせ」

  

  「御意！」

  

  梁権と宦官が居なくなり光熙帝と猫猫と太上皇だけになった。

  

  「ありがとうございます」

  

  「朕にはおまえの気持ちが分からぬ」

  

  「わたしは羅漢も鳳仙も親とは認めておりません。

  

  あくまでもわたしの親は羅門、それ以外ではないのです。

  

  よって太上皇様はわたしのとって失礼ながら一患者でしかない。

  

  それ以上でもそれ以下でもありません」

  

  「そのように割りき入れればどれ程楽か・・・」

  

  「わたしは猫でございます。犬は人に付きますが猫は家に

  

  付くものでございます」

  

  「おまえの家とは茘（リー）であるという事か？」

  

  「はい。例えこの地に骨を埋める事になったとしても

  

  心は茘（リー）にあると信じております」

  

  「朕もおまえと同じと思っていたが、結局猫ではなかった。

  

  太上皇という人に憑りつかれておったという事か」

  

  「それはわたしには分かりません。それが分かるのは

  

  ご自身だけでございます」

  

  「厳しいのう。答えは自分で探せと申すのだな」

  

  光熙帝は悔しそうに笑った。

  

  

  太上皇は二人の話をどのような気持ちで聞いていたのか？

  

  それはこの後分かる事になる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４２）（人質編）

  太上皇が東の離宮に移ってから猫猫は付きっきりの看病を続けた。

  

  

  「猫猫様、少しはお休みくださいませ。それではあなたが倒れてしまわれます」

  

  見かねた侍女頭が心配そうな顔で言うが

  

  無論、猫猫は承諾しない。

  

  「病人の看病は慣れています」

  

  「しかし・・・」

  

  「そんな事より雲嵐様は寂しがっていませんか？」

  

  「猫猫様に会いたがっておられます」

  

  「主上が許して下さるなら此方に来て頂きたいですが」

  

  「それは難しゅうございます」

  

  「そうでしょうね」

  

  太上皇には近づけたくはないだろう。

  

  「雲嵐様にお伝えください。今しばらくお待ち下さいますようにと」

  

  「分かりました」

  

  曾祖父である太上皇様に会って頂きたいが

  

  そう簡単には行かないだろう。

  

  

  「あの娘はあれからずっと太上皇に付き添っておるのか？」

  

  二週間近い間、休んでいない事になる。

  

  いくら何でも倒れてしまう。

  

  「侍女達が何度も心配して休むように言っても

  

  頑として聞かないらしいです」

  

  梁傑も心配そうだ。

  

  「医官と数名の医官見習いをを太上皇の元へ派遣して、娘を少し休ませよ」

  

  このような事で命を落とすような事になれば

  

  折角の和平が崩れる。

  

  

  いや、それより姉の娘を死なせるわけにはいかない。

  

  今、会う事はもうないであろう姉も余命いくばくもないと

  

  聞いている。

  

  それはあまりに悲し過ぎる。

  

  「すぐに手配したします」

  

  

  不思議だ。

  

  自分でも心の中の闇が少しずつ薄くなっていくのが分かる。

  

  

  『漢大尉の娘』を人質として要求したのは

  

  太上皇がそう望んだからだ。

  

  自分としてどうでも良い事だった。

  

  

  それなのに今ではその娘が大きい渦を生み出し

  

  国が大きく動こうとしている。

  

  太上皇の傀儡からもうすぐ解放されるというのに

  

  今は何故か恐ろしい。

  

  良くも悪くも太上皇は大きな存在であった再認識した。

  

  太上皇が崩御されれば国に蔓延る悪しき者たちが

  

  一気に国家を転覆させようと動き出すだろう。

  

  

  光熙帝が危惧したように良くない企てを考えている者は

  

  すぐ傍に居た。

  

  

  「太上皇が危篤だと！？」

  

  先日、密談をしていた男がほくそ笑んだ。

  

  「声が大きゅうございます」

  

  女が窘める。

  

  「構うものか。そうか、あのじじいも漸く・・・」

  

  嬉しそうに笑う。

  

  「酷いお方でございますね。仮にも父上ではありませんか？」

  

  女はそう言いながらも上機嫌だ。

  

  「私を選ばずあんな愚かな兄を据えようとして叶わないからと

  

  飛び越えて颯懍（ソンリェン）（光熙帝の幼名）を帝に就かせるなど

  

  愚かとしか思えない」

  

  「さようでございます。あなた様が帝になられるのが筋でございます]

  

  「そうであろう？あまつさえ、早々と雲嵐を東宮になど

  

  滑稽以外なにものでもない！」

  

  「・・・ただひとつ気になる事がございます。東宮、いえ、雲嵐様の妃が

  

  太上皇様の看病をしているらしいと噂がございます」

  

  「それならなお都合が良いではないか。

  

  太上皇が崩御すればその娘の咎にすれば良い」

  

  「本当に悪いお方ですね、あなた様は」

  

  女は可笑しそうに笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４３）（人質編）

  猫猫の宮

  

  猫猫は宮に戻り、長椅子で転寝をしていた。

  

  寝台では眠り込んでしまう。

  

  太上皇の状態が急変した場合、すぐに対処できないかも

  

  しれないからだ。

  

  （何とか少しでも回復して下されば良いのだが）

  

  頭の中は如何にしてその事でいっぱいだった。

  

  

  「主上がお越しでございます」

  

  侍女頭が慌てた様子で伝える。

  

  猫猫は急いで起き上がる。

  

  「良い、そのままで」

  

  やんごとなき人の前でそういうわけにもいかない。

  

  「太上皇の看病に尽力をつくしてくれたそうだな」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  「・・・・そなたは座るがよい。朕も腰をかけよう」

  

  「滅相もございません」

  

  同じ目線でなど恐れ多い事だ。

  

  第一印象とは随分変わった。

  

  大きい体は小さく見える。

  

  鷹のような目は光がない。

  

  

  

  主上は侍女頭に目配せして退出させた。

  

  

  「梁傑にこれまでの事あらましは聞いていると思うが

  

  朕が自分で話したい」

  

  猫猫はじっと主上を見た。

  

  主上は意志を固めたように話し始めた。

  

  「そなたの母と朕は異母姉弟でそなたと雲嵐は従兄弟関係になる。

  

  太上皇は朕の祖父であり、そなたたちの曾祖父になる。

  

  二年ほど前、妃が何者かに毒を盛られ錯乱し、雲嵐をてにかけようとして

  

  やむなく朕が・・・手にかけた。その様子を雲嵐が運悪く見てしまった。

  

  それから一切、雲嵐は話さなくなった。それを企てた者を絶対に捕らえたい。

  

  そうしなければ朕も雲嵐も進む事が出来ぬだろう。そなたを巻き込むつもりは

  

  毛頭なかったが、万が一太上皇が崩御された場合、そなたの罪になる可能性が

  

  生じる。その為にも朕との関係を公にすべきだと考える。そうすれば相手も

  

  安易な事は出来ないであろう」

  

  「お心遣い感謝いたします。ですが、それでは相手が躊躇して尻尾を

  

  出さないかもしれません。わたしを陥れようとしたその時に公にする方が

  

  宜しいのではないでしょうか？」

  

  「しかし、そなたが危険な目に遭うかもしれぬ」

  

  「危険は慣れております。失礼を承知で申し上げます。

  

  主上は誰か企てたのかおよその見当がついておられるのでは

  

  ありませんか？」

  

  「そなたは本当に勘が良いな。その通りだ。だが・・・、間違いであって

  

  欲しい。それはあまりに辛い」

  

  「心中お察し申し上げます。しかしながらこのままでは国が乱れるのは

  

  火を見るより明らかでございます。どうかご決断下さいませ。

  

  わたしも出来る限りの事は致します故」

  

  「・・・・・では雲嵐の為にも尽力してくれ」

  

  「御意」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４４）（人質編）

  帝邸

  

  「ご拝顔を賜り恐悦至極ございます」

  

  帝に恭しく挨拶してる男。

  

  しかし腹の底は計れない。

  

  「叔父上、此方こそお久しゅうございます」

  

  光熙帝が叔父と呼ぶこの男は父親の弟にあたる飛龍（フェイロン）だ。

  

  帝とは対照的で痩せ型で神経質そうな男。

  

  以前、女と密談していた男の声だ。

  

  「時に太上皇はお元気か？」

  

  「医官や東宮妃のおかげで少しずつ回復に向かっております」

  

  「ほう、わたしが聞いた話とは違いますな」

  

  「それで叔父上が聞かれたのはどのような話でしょうか？」

  

  「・・・・・いや。回復に向かわれているのならそれは結構な事」

  

  飛龍は誤魔化すのように笑った。

  

  （話が違うではないか）

  

  「それでは太上皇にお会いしても宜しいですかな？」

  

  「・・・・申し訳ないですが、まだ面会できる状態ではありません」

  

  顔色が変わった。

  

  やはり快方に向かっていると言うのは偽りか？

  

  それはそうであろう。

  

  官女の話では余命いくばくもないと聞いている。

  

  「それは残念ですな。久方ぶりにお会いしたかったのですが」

  

  「もう少し、具合が良くなられたらお知らせいたします故、

  

  今しばらくお待ちください」

  

  これ以上踏み込むのは得策ではない。

  

  此処は引いてやるか。

  

  「さようでございますか。では、朗報をお待ち申し上げまする」

  

  飛龍は粘る事もなく素直に帰った。

  

  

  

  「梁傑、おまえはどう見えた？」

  

  「飛龍様は何者かから太上皇様のお加減を聞き及んでいるようで

  

  おられるようですな」

  

  「誰が叔父上に伝えておるか調べてくれ」

  

  「御意」

  

  

  東の離宮

  

  「東宮妃様、そのような事をなされては困ります」

  

  医官と医官見習いは申し訳なさそうに声を揃える。

  

  「気にしないで下さい」

  

  猫猫は二，三日休みを貰って太上皇の東の離宮に

  

  戻ってきていた。

  

  体の拭いたり下の介護も進んで行っていた。

  

  「後、まだ正式な東宮妃ではありませんので。

  

  猫猫と呼んで下さい」

  

  「・・・・・・・」

  

  本人がそう言っても東宮妃である事は周知の事実である。

  

  

  一か月ほどして太上皇は以前より体の具合が良くなり

  

  少しは話せるようになっていた。

  

  

  しかしそれは一時的なもので最後の命の残り火のようなものだった。

  

  

  「太上皇様、何処か痛むところはございませんか？」

  

  太上皇は首を振った。

  

  傷みを感じない様にモルヒネのような薬を使っている。

  

  もうできる事はそれくらいしかなかった・

  

  終日、眠っている事が殆どだった。

  

  しかし、本人は何か話したいようだった。

  

  「痛みがありますが大丈夫でございますか？」

  

  太上皇は大きく頷いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４５）（人質編）

  茘（リー）の国

  

  猫猫がこの国を離れて数か月過ぎた。

  

  表面上は平穏この上ない。

  

  一年以上続いていた戦も終わった。

  

  物価も落ち着き民も安堵している。

  

  そのうちの何人がある一人の娘のおかげだと知っているだろう。

  

  多分、誰かの犠牲の元に今の平穏がある事など思ってもいない。

  

  こんな風に市井を歩くと誰彼構わず

  

  『知っているか！猫猫のおかげでおまえたちはそうやって

  

  笑っていられるのだ』と。

  

  いや、わたしもその中の一人だ。

  

  いくら猫猫が承諾したとしても何としても引き留めるべきだった。

  

  主上にお願いすべきだった。

  

  壬氏は自分が動かなかった事を後悔していた。

  

  「壬氏様、風が強くなってきました。そろそろ戻りましょう」

  

  お忍びで市井の見回りについてきていた高順が声をかけた。

  

  

  主人が元気がないので街歩きを提案したが無駄だったようだ。

  

  この方を元のように元気にしてくれるのは一人だけだ。

  

  そう小猫しかいない。

  

  彼方の情報は全く入ってこない。

  

  どんな状況であるか分からない。

  

  ただ待つしか出来ないのはもどかしい。

  

  雀ですらかの国にたどり着けない。

  

  後は小猫自身が打破してもらうしかないのか。

  

  

  かの国

  

  「そなたのおかげで太上皇もかなり持ち直された]

  

  「いえ、申し訳ありませんが一時的なものでございます。

  

  太上皇様は昏睡を避けて何かを伝えようとなさっております」

  

  「・・・・・いまこそ向かい合う時だと申すのか？」

  

  「辛いとは思いますが残された時間は思っているより

  

  少ないと思います」

  

  「分かった」

  

  「主上、飛龍様もお誘いしては如何ですか？」

  

  梁傑が口を挟む。

  

  「叔父上を？」

  

  何を言い出すのだという顔の主上。

  

  「失礼ながらこの機を利用させて頂くのが得策かと」

  

  

  

  主上は暫く黙り込んだ。

  

  「雲嵐様まで問題を持ち越すおつもりですか？」

  

  梁傑は追い打ちをかける。

  

  「いや、それは・・・」

  

  口ごもりながら迷いを捨てられない。

  

  「今こそ、決着をつける時でございます。どうかご決断を！」

  

  いつも好々爺の梁傑が厳しい顔をする。

  

  「・・・・・」

  

  身内同士の争いは出来れば避けたい。

  

  三人寄れば無事では済むまい。

  

  「皇后さまの無念を晴らすべきです」

  

  主上を決断させるには十分すぎた。

  

  

  避けて通れないなら

  

  逃げおおせられないのなら

  

  これを好機と考えるべきだ。

  

  

  「長き因縁の鎖を断ち切ろう、必ず」

  

  主上は拳を握りしめた。

  

  自分を鼓舞した。

  

  この大きい体は見掛け倒しか？

  

  望まぬ帝の位であっても責は果たすべし！

  

  梁傑は不敵に笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４６）（人質編）

  東の離宮

  

  「漸く連絡を頂けて感謝しております」

  

  嫌味たっぷりな物言いに聞いていた梁傑は和まそうと笑った。

  

  「飛龍様、主上は太上皇様が話せる状態になるまでと考えておられたのですよ」

  

  「そうか。あまりに長く待たされて良くない考えも浮かびましたぞ」

  

  「叔父上、良くない考えとはどのような事でございますか？」

  

  主上は少し苛立ったように聞き返した。

  

  「まあまあ、本気に取らないで下され。言葉のあやでございます」

  

  誤魔化すように笑う。

  

  何かを含んだような嫌な笑いだ。

  

  いちいち、気に障るような言い方に好意は持たれていない事は

  

  分かっているが父の弟であると思うと心が痛む。

  

  何故に身内に恵まれないのか？

  

  

  太上皇は寝台に腰かけてやり取りを悲しそうに見ていた。

  

  

  「父上、お久しゅうございます。随分と面変わりなされて

  

  大変驚きました」

  

  そう言うと飛龍は太上皇に近づいて跪いた。

  

  太上皇は何も言わず顔をじっと見ている。

  

  「お見忘れられましたか？あなたの息子の飛龍でございます」

  

  必要以上の丁寧な物言いが他人行儀に見えた。

  

  

  太上皇は何も話さず、光熙帝を手招きした。

  

  

  「何かおっしゃりたい事があるのですか？」

  

  素早く駆け寄る。

  

  

  飛龍は悔しそうに拳を握った。

  

  いつもそうだ。

  

  兄が居た時は兄を兄が亡くなってからは颯懍（ソンリェン）しか見ていない。

  

  自分も同じ子供だと言うのに。

  

  この屈辱は何時まで続くのだ？

  

  颯懍（ソンリェン）の息子を東宮に据えまるでわたしなど

  

  最初から存在しないかのように扱うのか！

  

  ギリギリと飛龍の歯ぎしりが聞こえる。

  

  

  「叔父上？」

  

  先程とは全く違う憎悪に満ちた顔に主上はたじろいだ。

  

  

  この顔こそが真実の顔なのだ。

  

  いつもは道化の仮面を被ったように隠し続けた素顔を晒した。

  

  

  「このくたばりぞこないが！」

  

  開き直ったように汚い言葉を浴びせる。

  

  「何という事をを言われるのか」

  

  「うるさい！おまえなど誰にも愛されぬ出来損ないではないか！！」

  

  あまりの剣幕に主上は黙る。

  

  

  「本来ならわたしが帝になるはずだったのだ！それをこのおいぼれが

  

  何をとち狂ったかおまえを帝に据えた。その上東宮はおまえの息子と

  

  早々と決めた」

  

  

  「叔父上は帝の位を望んでおられたのか？」

  

  悲しそうな顔で訊いた。

  

  「当然であろう」

  

  「ならそれを話して下さらなかった」

  

  「話したら帝を譲ったか！？」

  

  「わたしが欲しかったものは何処にでもある幸せで帝ではない」

  

  「太上皇の言いなりのおまえに何が出来るというのか！」

  

  「愛しいものを守るためなら降りました。叔父上はやり方を間違えたのです」

  

  「何が言いたい？」

  

  「妻に毒を盛ったのはあなたですね？」

  

  「莫迦な事を！何処にそんな証拠があると言うのだ！？」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４７）（人質編）

  「飛龍様、この者はご存じですか？」

  

  梁傑が合図をすると梁権に連れられた官女が

  

  俯き疲れ果てたような顔で入ってきた。

  

  「・・・・・・」

  

  春蘭・・・・、まさかすべてを話したのか？

  

  飛龍の顔色が変わる。

  

  「この官女は春蘭と申すものであなた様も良くご存じの者かと

  

  思います」

  

  「そのような女見た事もない！このわたしを疑うとは無礼であろう」

  

  縋るような目で見るな。

  

  「そんな・・・！」

  

  女は大きく目を見開いて叫ぶ。

  

  自分がトカゲの尻尾だと何故分からぬ。

  

  何と愚かな女だ。

  

  「言いがかりをつけてわたしを陥れる気か！？」

  

  「どうあっても無関係だと言われるのですね？その言葉を信じて

  

  宜しいのですね、叔父上」

  

  「くどいですぞ。帝、わたしはあなたの妃に毒など盛っておりません！

  

  その女が勝手に致した事でしょう。早く極刑を下すべきですな」

  

  「騙したのですか？妃にすると約束して下さったのは嘘だったのですか？」

  

  涙を流しながら訴える。

  

  「おまえのような身分の女を誰が妃に迎えると思うのか？

  

  虚言癖も甚だしい！」

  

  女は泣き崩れた。

  

  しかし、すぐに梁権と武官に無理矢理立たされる。

  

  その顔は絶望の色が濃い。

  

  信じていた約束を反故にされ、罪を着せられ見捨てられた。

  

  咎められれば極刑は免れないと十分承知していた。

  

  それでも飛龍の言葉を信じた。

  

  同じ想いであると思っていた。

  

  

  「早く、此処から連れ出せ！太上皇様に対して無礼であろう」

  

  

  「主上、口を挟むことをお許しくださいませ」

  

  そう声を上げたのは燃えるような目をした猫猫だった。

  

  「許そう」

  

  「二年前、皇后さまに使われた毒はヒヨスであると思われます。

  

  ナス科の植物でチョウセンアサガオに似ております。

  

  当然、この国にあるものではありません。手に入れられるとすれば

  

  限られた人間でございます」

  

  「おまえは何者だ。このような場所に来れるような身分の者では

  

  あるまい。処罰を受けたくなくばこの場を去れ！」

  

  「此処に二年前の交易の記録がございます。

  

  この場で読み上げても宜しいでしょうか？」

  

  飛龍の脅しにも動じない。

  

  「梁傑、この無礼な小娘を追い出せ！不愉快だ！！」

  

  「はてはて」

  

  梁傑は困ったような顔をするだけで動かない。

  

  「何をしておる！わたしの命に背く気か！？」

  

  「飛龍様はこの方が何方がご存じないようでございますね」

  

  「この小娘は敵国の人質と遣わされた者であろう」

  

  「間違ってはおりませんが、付け加えるなら雲嵐様の妃であり、

  

  太上皇様のひ孫にあたる猫猫様でございます」

  

  得意げな顔で話す。

  

  「何だと！？」

  

  飛龍はすぐに理解できなった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４８）（人質編）

  「何を莫迦な事を！そんな事があるわけない。謀るつもりか！！」

  

  「叔父上、猫猫はわが父の落としだねの娘です。太上皇が

  

  戦の交換条件を猫猫にしたのがその証でございます」

  

  「兄におまえ以外の子がいたなど聞いた事がない」

  

  「太上皇が緘口令を敷いていたのですよ。わたしは父から亡くなる前に

  

  聞いて知っておりましたが」

  

  「今になって太上皇はそのような事をしたのだ？」

  

  「私には分かりません。本人にお聞きになれば如何です？」

  

  

  「・・・・・・」

  

  その娘を太上皇を殺めた罪を着せてやろうと思っていたのに

  

  算段が狂った。

  

  どうする？

  

  踵を返すと太上皇に駆け寄る。

  

  

  「父上、光熙帝に言ってください。わたしが皇后に毒を盛るはずがないと。

  

  このままでは陥れれてしまいます」

  

  散々、悪態をついておきながら太上皇に泣きついた。

  

  太上皇は飛龍の顔をじっと見ている。

  

  「何とか言ってください！」

  

  「飛龍、諦めよ」

  

  太上皇は苦し気に言葉を絞り出す。

  

  「何を言われるのです。あなたの息子なのですよ」

  

  「おまえが麗羅（光熙帝の后）に邪な想いを抱いていたのを知らぬと

  

  思っておるのか？」

  

  「・・・・・莫迦な女だった、わたしよりあのような男を選ぶとは」

  

  主上を睨みながら笑う。

  

  「自分の想いが通じなかったから毒を盛ったのですか？」

  

  「それだけではない。おまえが幸せになるなど許せなかった！

  

  何故、父も麗羅も何故おまえに！！」

  

  「ならばわたしを狙えばよかったではないか！」

  

  「それでは生ぬるい。わたしの屈辱はそんなものではない！」

  

  

  「逆心者を捕らえよ！」

  

  「御意」

  

  主上の命で刑部の者達がなだれ込んできた。

  

  

  「おめおめと捕まると思うか！」

  

  その言葉が終わるか終わらぬうちに突然、飛龍は大量に吐血する。

  

  一同は驚いて動きを止める。

  

  毒を呷ったのかと思ったが様子がおかしい。

  

  

  「叔父上？」

  

  主上も理解できない。

  

  飛龍は痛みに耐えながら太上皇の方に振り替える。

  

  「それほどに・・・憎い・・のですか？」

  

  涙を流しながら訊いた。

  

  太上皇は首を振った。

  

  太上皇の手には剣が握られていてそれには大量の血が付着していた。

  

  「おまえを咎人には・・・したくない」

  

  捕まれば極刑は免れない。

  

  罪人として死なせるのは忍びないと考えたのだろう。

  

  「すぐに止血を致します！」

  

  猫猫は出血している辺りを抑える。

  

  背中から刺されたとはいえ傷が深い。

  

  太上皇にこんな力が残っていた事が信じられない。

  

  抑えた布は血に染まっていく。

  

  場所が悪い。

  

  多分、内臓まで達している・・・。

  

  「主上、早く医官を！一刻を争います！！」

  

  猫猫の声に主上は我に返った。

  

  

  「太上皇様、子は親の所有物ではございません！」

  

  猫猫は怒りを抑えながら言った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（４９）（人質編）

  「わが罪も償う」

  

  太上皇は自分の喉元に刃を押し当てる。

  

  「おじじ様！」

  

  「懐かしいのう」

  

  幼少の頃そう呼んでいた。

  

  咄嗟に口から出た。

  

  主上の方を見て微笑む。

  

  多分、昔を懐かしんでいるのだろう。

  

  「悪しき者は去る。この首を茘（リー）に送り、友好条約を結べ」

  

  「そのような事は出来ません！わたしを一人にするのですか！？」

  

  瞳を潤ませて何とか止めさそうと必死に訴える。

  

  「死は卑怯でございます」

  

  猫猫も止めさせようと考えあぐねる。

  

  太上皇は首を振る。

  

  「わ、わたしの努力を無にするのですか！？」

  

  何故、もっと気の利いた事が言えないのか。

  

  それでも自死など認めない！

  

  「そなたには感謝している」

  

  「ならばすぐにそれを捨ててください」

  

  「最後にそなたに会えてよかった」

  

  太上皇は微笑みながら決行した。

  

  二人の説得も空しく太上皇は自分ののど元を切り裂いた。

  

  飛び散る血の多さで顎動脈が切られた事が分かった。

  

  

  悲鳴があちこちで聞こえた。

  

  無理もない。

  

  こんなひどい場面に出くわしたらそうなる。

  

  それが普通だ。

  

  自分は慣れてるから大丈夫だ。

  

  早く止血をしないと・・・・

  

  そう思うのに体が動かない。

  

  

  飛龍の出血も止まらない。

  

  太上皇も首から大量の血が流れている。

  

  

  何て無力なんだろう？

  

  自分の出来る事なんてたかが知れている。

  

  

  

  こんな事させる為に尽力したのではない。

  

  

  何の言葉もないままに死なせたくなかった。

  

  帝が救われる言葉をかけて欲しかった。

  

  自分がした事を向き合って欲しかった。

  

  

  

  「こんな結果しかなかったのですか！？

  

  あなたには残される者の辛さは分からなかったのですか？」

  

  

  猫猫の目から涙が溢れ出した。

  

  悔しい・・・。

  

  止められなかった。

  

  

  二人のやった事は許される事ではない。

  

  それでも人に死は悲しい。

  

  

  主上は床に伏して号泣していた。

  

  梁傑もかける言葉が見つからない。

  

  

  罪人であっても帝にとっては祖父であり、叔父である事は

  

  違いない。

  

  数少ない身内を一度に亡くした主上の気持ちは

  

  気の毒としか言いようがない。

  

  涙の理由は一つではないだろう。

  

  妻を死に追いやった者の死、自分を傀儡のように扱った者の死。

  

  嬉しいのか悲しいのか分からない。

  

  ただただ空しい。

  

  

  「麗羅よ。そなたを死に追いやった者は報いを受けた。

  

  安らかに眠れ。雲嵐は必ず幸せに致す故安心せよ」

  

  見えるはずのない妻の姿に話しかける。

  

  

  

  「主上、太上皇様の意を無駄にしてはなりませぬ」

  

  梁傑は涙を拭いながら強い口調で言った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５０）（人質編）

  茘（リー）

  

  「今日、かの国の使者が来るのですね？」

  

  後宮執務室で高順は難しい顔をした壬氏に声をかけた。

  

  「理由は予め聞いてはいるが・・・」

  

  先に帝より書簡が届いていた。

  

  和平の証として戦の首謀者の首を献上致したい

  

  ついては名代として我が姪を遣わしまする

  

  

  「帝の言う姪とは・・・」

  

  「わざわざ我が姪と記しているのが怪しいですな」

  

  「猫猫が帝の姪・・・。なんという巡りあわせなのだ」

  

  壬氏は信じられないという顔で頭を押さえる。

  

  「わたしも血縁関係があるのは分かっていたがまさかそこまで

  

  濃い間柄とは思いませんでした」

  

  「このままでは猫猫は帰って来れないぞ」

  

  「今は兎も角和平の調印を終えるのが先でございます」

  

  「分かっている」

  

  

  主上より調印に立ち会うように言われている。

  

  半年以上猫猫に会っていない。

  

  再会できるのは嬉しいが立場が目まぐるしく変わってしまった。

  

  

  帝邸

  

  「光熙帝の名代として参りました。本日はよろしくお願い申し上げます」

  

  猫猫は帝に深い礼を取った。

  

  「遠路はるばるいたみいる」

  

  壬氏は後に立ってその様子を見ていた。

  

  猫猫が人質としてこの地を離れる時、挨拶をしたのは

  

  半年ほど前だった。

  

  人生何がどうなるか分からない。

  

  

  猫猫から受け取った太上皇の首を主上は確認すると

  

  「失礼致した」

  

  部下にそう言った。

  

  「光熙帝の祖父に当たられる太上皇でございます」

  

  「帝のお心は十分伝わりました。過去は水に流し

  

  末永く友好関係を築きましょうぞ」

  

  「恐れ入ります」

  

  

  太上皇の首は丁重に埋葬された。

  

  その様子を見ながら猫猫は静かに涙を流した。

  

  異国で眠る気持ちはどのようなものか。

  

  

  

  

  その後、宴が催された。

  

  

  猫猫は一息つきたくてその場から離れた。

  

  その瞬間を壬氏は見逃さなかった。

  

  

  

  「・・・・あんな場所は疲れるだけだ」

  

  酒が飲めるのは有難いが肩の凝る人物に囲まれては

  

  息が詰まってしまう。

  

  

  「猫猫」

  

  「壬氏様？」

  

  薄暗くて声しか聞こえなかったが

  

  誰だかすぐにわかった。

  

  「忘れられてなかったようだな」

  

  「良くも悪くも壬氏様はインパクトが強いですから」

  

  「褒めてないだろう？」

  

  「分かりますか」

  

  壬氏が拗ねた顔をする。

  

  

  「こんな所を見られては誤解されます」

  

  「わたしは構わぬが」

  

  「わたしが困ります。一応東宮妃なのですから」

  

  「・・・・・東宮の妃になったのか？」

  

  「まだ正式ではないですが」

  

  「相手はどういう男だ？」

  

  「可愛い方です」

  

  「おまえには似合わない言葉だな」

  

  他の男を褒めるのは面白くない。

  

  「友好関係にひびをを入れる気はないが

  

  東宮に決闘を申し込みたい」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５１）（人質編）

  「決闘などと穏やかではありませんね」

  

  「決闘は言葉の綾だ。東宮とお会いしておまえを譲って頂けるよう

  

  お願いするつもりだ」

  

  「わたしの心は置き去りですか？」

  

  猫猫は少し怒ったように言った。

  

  「わたしの事が嫌いなのか？」

  

  「そんな単純な言葉では答えられません」

  

  「では東宮を愛しているのか？」

  

  「・・・・・愛？どのような感情かと聞かれたら難しいですね」

  

  「しかし、嫌いではないのだな？」

  

  「ええ、多分好きだと思います」

  

  「気に食わないな」

  

  自分に対してははっきりと言わないのに

  

  東宮に対しては好意があると答える。

  

  もうすでに契りを交わしたという事か？

  

  東宮妃であると言うのなら当然だろう。

  

  それでも大した問題ではない。

  

  猫猫を此方に取り戻したい。

  

  「壬氏様は意地になっておられるだけです。わたしは傾国出来るような者では

  

  ないのですから」

  

  この時、東宮が幼少である事を一言話せば

  

  要らぬ誤解をされることは無かったのだろう。

  

  壬氏の思いを汲み取るにはまだ猫猫には欠けた部分があった。

  

  何より猫猫自身が壬氏をどう思っているか分からなかった。

  

  「帝の名代としてかの国に行くことになるだろう。

  

  その時に光熙帝にお許しを得て東宮と話し合うつもりだ」

  

  「宦官ではそのようなお役目を受けるわけにはいかぬのでは

  

  ありませんか？本来の姿にお戻りになられるのですか？」

  

  「言うまでもない」

  

  冗談ではない！そんな大それた決断をさせるわけにはいかない。

  

  東宮がまだ五歳である事を話さないと。

  

  それを口にしようとした丁度その時だった。

  

  「壬氏様、帝が呼んでおられます」

  

  馬閃が探しに来ていた。

  

  猫猫の姿を見つけると一瞬睨む。

  

  すぐに真顔に戻したが

  

  この男は感情を表に出し過ぎる。

  

  「姫もこのような所にあられては風邪をひかれてしまいます。

  

  お戻りくださいませ」

  

  従者としては当たり前の対応だが

  

  タイミングが悪い。

  

  この男はいつもいつも肝心な時に邪魔をするのか。

  

  「じ・・・」

  

  「あらぬ噂でも立ったらお互いの為になりません。姫、先にお戻りくださいませ。

  

  わたくしどもはもう少し夜風に当たってから戻ります故」

  

  これ以上関わってくれるなと言わんばかりの突き放すような言い方をした。

  

  馬閃に阻まれて猫猫は宴に戻った。

  

  

  猫猫は何か言おうとしていたが・・・。

  

  壬氏も気になったが追いかけていくわけにもいかなかった。

  

  

  「あの方はかの国の姫でございます」

  

  必要以上に関わるなと言いたいのだろう。

  

  「分かっている」

  

  

  どうせかの国で再会する事になるのだから。

  

  その時、もう一度確かめればいい。

  

  

  翌朝、猫猫はかの国に帰った。

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５２）（人質編）

  かの国

  

  「只今帰国いたしました」

  

  猫猫は光熙帝に無事に役目を終えた事と帰国の報告をする。

  

  「ご苦労であった。そのまま帰って来ぬと思っていたのだが」

  

  「投げ出すのは性に合いません」

  

  「そうか。雲嵐も安堵したであろう」

  

  「数日後に茘（リー）より帝の名代が来ます」

  

  「失礼の内容本日より迎える準備を致そう」

  

  「それがよろしいかと存じます。一つ伺いたい事がございます。

  

  よろしいでしょうか？」

  

  「遠慮は要らぬ、申せ」

  

  「ありがとうございます。梁傑様のご息女楊瑛様の事でございます。

  

  この度、和平の調印を済ませた事により本人が望めば帰国を

  

  お許し頂けますか？」

  

  「茘（リー）の帝が許して頂けるのなら異論はない」

  

  「ありがとうございます。帝には楊瑛様の意志に任せると

  

  言って頂きました」

  

  「梁傑、良かったな」

  

  「ありがとうございます」

  

  梁傑は涙を流しながら礼を述べた。

  

  人質は無用になった。

  

  楊瑛様の元に何度か御渡りがあったが

  

  伽はしていないと聞いた。

  

  帝も思う所があったのかもしれない。

  

  身ぎれいなまま国に帰って来れる。

  

  

  自分の宮に戻るとすぐ雲嵐がやってきた。

  

  「雲嵐様、留守をしてしまい申し訳ございませんでした。

  

  何事もございませんでしたか？」

  

  雲嵐は頷く。

  

  「それはよろしゅうございました」

  

  雲嵐様には何も伝わっていない。

  

  猫猫はホッとした。

  

  いずれは知る事になるだろうが幼いこの方に話すには残酷すぎる。

  

  

  太上皇と飛龍はともに病死とされ、飛龍に加担していた官女は

  

  口を噤むと言う約束の元、後宮を追放された。

  

  本来なら極刑は免れない罪であったが温情を賜った。

  

  その場にいた者達にも箝口令を敷き背いた者は極刑を

  

  下すと帝直々に命が出された。

  

  余程の莫迦でない限り漏らす者はいないはずだ。

  

  

  「数日中に茘（リー）より使者が参ります。東宮として

  

  顔を出さねばならぬかもしれません」

  

  それを聞いた雲嵐は俯いた。

  

  「大丈夫でございます。わたしが傍におります。

  

  これからの両国の為にもお願い申し上げます」

  

  猫猫の真剣さに心を動かされたのか拳を握り大きく頷いた。

  

  「それでこそ雲嵐様でございます。主上もお喜びになります」

  

  主上と言う言葉で顔色が変わる。

  

  母を斬った父の姿を思い出したのかもしれない。

  

  

  「東宮妃様、雲嵐様をどうか追い詰めないで下さい」

  

  侍女頭が申し訳なさそうに言った。

  

  

  「あなたの父上が如何なる方かお分かりになるには

  

  まだあなたは幼すぎるかもしれません。

  

  それでも少しずつでも構いません。進んで下さいませ」

  

  雲嵐は唇を噛んで頷いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５３）（人質編）

  高順様は壬氏様に伝えて下さっただろうか？

  

  馬閃に遮られて東宮がまだ五歳である事を伝えられなかった。

  

  人生を左右する様な決断を自分の為にさせるわけにはいかない。

  

  宴の末席に居た高順を見つけて事情を耳打ちした。

  

  高順なら気を利かせてくれると考えたからだ。

  

  あの方はどうしてわたしに拘るのだろうか？

  

  もしかしたらあの方にとって希少動物のようなものかもしれない。

  

  枠に外れたわたしが珍しいのか？

  

  そんなくだらない理由で本来に姿に戻るのなら

  

  大概奇特な方だ。

  

  

  

  楊瑛様が帰ってきてもわたしは帰れそうもないな。

  

  主上もかなり精神的に来てるし、雲嵐様も事もある。

  

  

  

  

  数日後、茘（リー）より帝の名代として弟帝がやってきた。

  

  

  歓迎の宴が催される。

  

  「光熙帝、帝の名代として参りました華瑞月と申します。

  

  このような宴をもよおして頂きありがとうございます」

  

  「いやいや。何を申される。それにしても何と恵まれた容貌か。

  

  あなたの前ではどんな美女も霞みますな」

  

  「とんでもございません」

  

  主上のみならず男女問わず瑞月に見とれている。

  

  その中で一人だけ冷めた目で見ているのは言わずと知れた猫猫だ。

  

  大概の人間はその姿と声に惑わされる。

  

  

  宴に当然の如く猫猫も有無を言わさず参加させられている。

  

  （嘘であって欲しい！薄々分かっていたが知りたくなかった。

  

  やっぱり壬氏様は病弱だと言われていた東宮だった）

  

  視線を感じてそこに目をやるといつもの宦官の衣装ではない

  

  壬氏の横に高順が立っていた。

  

  やはり高順も宦官ではなかったのか。

  

  宦官には見えなかったな。

  

  （高順様、伝えて下さらなかったのですか？）

  

  非難するような目で見る。

  

  何か言いたげだが何か話せる状態ではない。

  

  

  また誰かの視線を感じた。

  

  其処に目をやると壬氏が絡みつくような目で顔で猫猫を見ていた。

  

  思わず、視線を逸らす。

  

  （揶揄って楽しんでるな、こいつ）

  

  「ところで、東宮は何方においででございますか？」

  

  壬氏は、ずっと聞きたかった事をようやく口にした。

  

  「そうでしたな。猫猫、雲嵐を連れてきてくれ」

  

  「御意」

  

  猫猫は一礼して姿を消した。

  

  猫猫は壬氏の方をチラッと見た。

  

  何を考えているのやら。

  

  

  壬氏はどんな男が現れるのか

  

  ずっと考えていた。

  

  まあ、どんな男であっても猫猫は返してもらう

  

  そう心に決めていた。

  

  

  それ程経たずに猫猫は戻ってきた。

  

  （猫猫、一人か？東宮はどうした？）

  

  壬氏は困惑した。

  

  漸く東宮に会えると思ったのだが。

  

  猫猫が近づくにつれ誰かと手を繋いでいるのが分かった。

  

  

  （まさか、これが東宮なのか！？）

  

  思わず驚きの声を上げそうになったのを何とか止めた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５４）（人質編）

  『可愛い方です』

  

  猫猫の言葉を思い出す。

  

  わたしをやきもきさせる為に話さなかったのか？

  

  いやいや、あの猫猫だ。

  

  多分、いつもの言葉足らずだろう。

  

  まさかこのように幼い東宮だったとは。

  

  直接話をつけようと考えていたが・・・・これは無理だな。

  

  ならば主上に願い出るまでだ。

  

  

  「茘（リー）より参りました。華瑞月と申します」

  

  壬氏は雲嵐の目線に合わせる様に跪いて話しかけた。

  

  困ったような顔で猫猫の方を見る。

  

  「雲嵐様、お手を前に出して頂けますか？」

  

  猫猫が言ったように恐る恐るそのようにする。

  

  壬氏には目で合図を送る。

  

  「今後は末永い友好関係をお願い致します」

  

  雲嵐の手を握りながら出来る限り穏やかに言った。

  

  「雲嵐様」

  

  猫猫に促され頷いた。

  

  壬氏は雲嵐の状態に気づいたようだった。

  

  同時に猫猫が此処を離れない理由も悟った。

  

  

  それでも何もせずに茘（リー）には帰れない。

  

  「瑞月様」

  

  高順が面倒事は起こさぬようにと釘を差す。

  

  「分かっている」

  

  

  「時に東宮は妃はおられますか？」

  

  光熙帝が意外な事を口にする。

  

  「いえ、若輩者ですので」

  

  「何を言われる。もう成人（十五歳以上）されておられるのに

  

  是非とも我が国の者を妃にお願いしたい」

  

  「・・・・・・」

  

  確かに人質ではなく妃として迎えれば結束はなお強いものとなる。

  

  わたしは猫猫しか要らぬというのに。

  

  光熙帝の頼みとあらば断われぬ。

  

  どうする？

  

  「わたしの一存では決められませんので一度主上に伺いを

  

  立ててからお返事させて頂きたい」

  

  これで納得してくれれば良いが・・・。

  

  「聞くまでもないと思いますが」

  

  「・・・・・・」

  

  壬氏は言葉に詰まる。

  

  「失礼ながら申し上げます。東宮の妃とは後の皇后になりうるお方で

  

  ございます。慎重になるのは当然かと考えます」

  

  高順が間に入った。

  

  「その方は？」

  

  「瑞月様付き武官馬傑と申します」

  

  「わが国の者では不服と申すのか？」

  

  「滅相もございません。此方より妃を賜るのであれば我が国も

  

  それに見合う方を考えねばなりません。よってその時間も必要に

  

  なろうかと思われます」

  

  「なるほど一理あるな」

  

  これで引いてくれれば良いが・・・・。

  

  流石の高順も冷や汗が流れた。

  

  

  「それにしても我が姪を不服と申されるのは真に心外だ」

  

  主上は本当に残念そうに言いながら笑った。

  

  「雲嵐様の妃ではないのですか？」

  

  「我が姪故に朕の妃にするわけにもいかなかった。

  

  断定策として雲嵐の妃としただけの事」

  

  最初からそのつもりだったのか？

  

  壬氏、猫猫、高順は息を呑んだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５５）（人質編）

  宴の間に猫猫は高順にそっと壬氏に伝えなかったのか訊いた。

  

  「あの方は何方でも此処に来ないと言う選択はなさいません。

  

  それに今まで随分と手を焼かせて頂きましたからささやかな仕返しを

  

  させて頂いたのです」

  

  あまりにしれっと話すので猫猫の方がドギマギしている。

  

  そんな事して大丈夫か？

  

  たまにこんな事をするんだよな、この人。

  

  壬氏様が東宮と知った人たちはパニくってるだろうな。

  

  わたしのせいじゃない。

  

  そう思おう。

  

  そう思いたい。

  

  きっとそうだ。

  

  

  それにしても主上はどういうつもりであんな事を言ったんだ？

  

  本気なんだろうか？

  

  

  誰も彼も人の気持ちを無視して話を進めるなあ。

  

  何か腹が立つ！

  

  

  そんな事を考えていると壬氏と目が合った。

  

  目を逸らすのも悔しいのでそのままでいると

  

  例の微笑みを返してくる。

  

  思わず蛞蝓でも見るような目をしてやろうかと思ったが

  

  そんな事をすれば喜ばすだけだ。

  

  

  こんな事をしてる場合じゃない。

  

  雲嵐様は？

  

  苦手な父上の前で委縮していないだろうか？

  

  キョロキョロして探してみるが見当たらない。

  

  侍女頭が気を利かせて連れ出してくれたのだろうか？

  

  それなら良いんだが。

  

  

  宴が終わり退席しようとした主上に声をかけた。

  

  「主上、話しても宜しいでしょうか？」

  

  「猫猫か。構わぬぞ」

  

  「先程の話ですが・・・・・、本当に事でございましょうか？」

  

  「東宮の妃にと言う話か？」

  

  「はい」

  

  「そなたも不服なのか？」

  

  「元より、何も申し上げる立場ではございませんので」

  

  そう、拒否権などありはしない。

  

  それくらいは心得ている。

  

  「あのような美しい男の妻は骨が折れるであろうな」

  

  「・・・・・・・」

  

  確かに要らぬ嫉妬を買う事は確かだ。

  

  「だが黙っていても皇后の地位が転がり込んでくる」

  

  「元は下賤の出です。わたしに似合うとは思いません。

  

  何より主上が一番お分かりではありませんか？」

  

  「朕もそう思っていた。しかし、いざ座れば何とかなるものだ。

  

  天が定めたものであれば避けるわけにはいかない」

  

  「何故、そのような事を言われるのです？」

  

  普通の幸せを掴みたかったと言った。

  

  帝などなりたくないと言われたではないか。

  

  

  「もしなどと考えるのは愚かな事だ」

  

  「狡うございます」

  

  「政とはそう言うものなのだ」

  

  それ以上何も語らず主上は去った。

  

  

  では何故そんなにも辛そうな顔をされているのですか？

  

  少しは分かりあえたと思っていたのに

  

  また離れてしまった。

  

  

  

  

  翌朝、茘（リー）の東宮一行は帰った。

  

  壬氏と猫猫は言葉を交わす機会も与えられないまま

  

  再び別れる事になった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５６）（人質編）

  茘（リー）の国

  

  東の離宮

  

  「よくぞ、無事に帰ってきた」

  

  帰国した壬氏を阿多が嬉しそうに出迎えた。

  

  その横には主上がどっしりと座っていた。

  

  壬氏が本来の立場に戻ったのとほぼ同じ時期に淑妃を降りて

  

  この東の離宮に移った。

  

  主上は何かと理由をつけては阿多の所に来ている。

  

  気の置けない数少ない人物であると見受けられる。

  

  「主上も此方におられたのですね」

  

  「おまえの事だ。すぐに阿多の元に来ると分かっておったからな」

  

  「それよりかの国の事を話してくれ」

  

  待ちきれない様に阿多が言った。

  

  主上がおまえも座れと言うように手招きする。

  

  「失礼いたします」

  

  壬氏は二人に向かい合うように座った。

  

  

  壬氏は、光熙帝や雲嵐の話をした。

  

  

  「まさか東宮が五歳の子供だとはなあ。例の娘は表向きはその子の妃

  

  という事か」

  

  「血縁関係からすると従兄弟らしいです」

  

  「羅漢の娘と言うだけでも驚きであるのにかの国の帝の姪とは

  

  言葉が出ぬ。全く大化けしたものだ」

  

  「それで瑞、光熙帝の申し入れをどうするつもりじゃ？」

  

  「おまえからすれば願ったりかなったりだろう」

  

  「・・・・・猫猫の気持ちが分かりません」

  

  壬氏は暗い顔をした。

  

  「おまえほどの男を嫌う女など居るはずがない」

  

  秀でた容姿に東宮という地位にときめかない女など居るはずがない。

  

  主上はそう思っていた。

  

  「あの娘は一般の範疇には収まる者ではありません」

  

  「それを含めて気に入っているのだな」

  

  阿多は揶揄うように言った。

  

  「それにしてもややこし話だな。人質であったはずの娘がかの国帝の姪として

  

  元居た国に嫁いでくると言うのも」

  

  「帝の名代を務める為に壬氏の仮面を外したと言うのに

  

  何とも救われぬ話じゃ」

  

  「それはわたしが勝手にした事でございます。最初から東宮が幼子と

  

  分かっていても同じようにしたと思います」

  

  「朕としては渋っていた東宮に就いてくれたのは嬉しい限りだ」

  

  「玉葉妃に皇子が生まれたのでは？」

  

  「まだ赤子じゃ。成人するとは限らぬ」

  

  「そうですが、いずれ皇位継承で争う事になりませんか？」

  

  「玉葉は愚かではない」

  

  確かに玉葉妃は聡明だ。

  

  だが、周りが騒ぎ立てれば巻き込まれる事も

  

  十分考えられる。

  

  「朕はおまえに何としても継いで欲しい」

  

  「有難い事です」

  

  壬氏は安氏でなくこの二人が両親である事を何となく感じ取っていた。

  

  だが二人に問うつもりはない。

  

  この関係が心地いい。

  

  このままでいい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５７）（人質編）

  「瑞月様、光熙帝は書簡に東宮妃と記さなかったのは

  

  何故だと思いますか？」

  

  「確か我が姪と書いていたな」

  

  「やはり最初から東宮妃にするつもりはなかったのでは

  

  ないですか？」

  

  「そうだろうな。いくら何でも年が上すぎるし」

  

  「もうすぐ楊瑛様が帰国させますが小猫はそう簡単には帰って来れない

  

  でしょう」

  

  「東宮は話せないようだな」

  

  「生まれ持ってのものでしょうか？」

  

  「さあな。もし途中で話せなくなったとしたら心の問題だな」

  

  「厄介ですな。薬湯も気休め程度でしょうし」

  

  「猫猫の事だ。そんな状態の東宮を見捨てられないのだろう」

  

  「何時治るとも言えない病です」

  

  「・・・・・こちらから医官を送っても良いが無駄に終わる可能性が

  

  高いな。だが、何時までも猫猫をかの国止めるのも不憫な事だ」

  

  養父に会いたいだろう。

  

  何とか出来ないものか。

  

  瑞月は頭を抱える。

  

  かの国

  

  「雲嵐様、外廷を少し歩きましょうか？」

  

  雲嵐は嬉しそうに頷く。

  

  後には両者の侍女たちが付いてきている。

  

  「先日はよくぞ勇気を振り絞って立ち向かって下さました。

  

  感謝いたします」

  

  「？」

  

  「宴に顔をお出し下さった事でございます」

  

  恐怖の対象と対峙するには勇気が必要だ。

  

  逃げることなくやり遂げてくれた事が嬉しかった。

  

  「すぐにお礼を申し上げたかったのですが部屋に戻られたようでしたので」

  

  「雲嵐様はお休みの時間でしたので先に退席させて頂きました」

  

  侍女頭が代わりに答えた。

  

  「さようでしたか」

  

  具合が悪くなったわけではないのだな。

  

  

  無理に話させようとしては悪化する。

  

  話したい、声を出したいと思って頂けたら少しは改善するかもしれない。

  

  以前、おやじの患者にも居たからそれを思い出して実行していこう。

  

  「食べ物に食べられないものはございますか？」

  

  「主上より嗜好に偏りがないようにと命を受けております」

  

  「それは良い事でございます。お体に特に良いのは柑橘類や肉や魚ですが

  

  まんべんなく取る事一番です」

  

  食事は上手くやってくれているようだ。

  

  「雲嵐様、わたしは人と関わる事はあまり好きではないですが

  

  自然と話す事はよくあります。声として返ってくる事はありませんが何かしら

  

  伝わって来るものがあります」

  

  雲嵐始め侍女たちもポカンとした顔をしている。

  

  

  最初から人と話そうと考えなくても良い。

  

  ひとりごとのようなものでも良い。

  

  そこから良い兆しに向かってくれれば。

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５８）（人質編）

  「主上、格別の温情を賜りお礼申し上げます」

  

  楊瑛は帰国の挨拶をする為に帝の元へ来ていた。

  

  「そなたには辛い時間を過ごさせた事を申し訳なく思う」

  

  「とんでもございません。此方の皆様には過ぎたお心遣いを

  

  賜り感謝しております」

  

  帝の後ろには瑞月が控えていた。

  

  「本当にお世話になりました」

  

  「道中のご無事をお祈りいたしております。

  

  どうかお元気で」

  

  いつもの笑顔で送り出す。

  

  この顔は気を許していないという事だ。

  

  此方で学んだ一つだ。

  

  特別な存在になろうと思わなかったが少し残念な気がした。

  

  猫猫にはきっと違う顔を見せるのだろう。

  

  少し妬ましく羨ましい。

  

  

  

  無事、西都に付くと父の梁傑と兄の梁権が迎えに来てくれていた。

  

  漸く帰ってきた実感が湧いて涙が流れてきた。

  

  「楊瑛、良く帰ってきてくれた」

  

  父の目からも同じように涙が流れていた。

  

  「お父様、何のお役にも立てず申し訳ございません」

  

  そればかりか間者が潜伏している事を遠まわしとはいえ

  

  教えてしまった。

  

  「もう良い！もう良いのじゃ」

  

  すべてを知っているかのように楊瑛がそれ以上話さぬように遮り

  

  抱きしめた。

  

  父はこんなにも弱い人であっただろうか？

  

  「楊瑛、父上はこの半年食事も喉が通らぬほど

  

  心配されていたのだ」

  

  梁権は嬉しそうに話す。

  

  「余計な事を言うでない！」

  

  梁傑は顔を赤くして怒った。

  

  三人はかの国の戻った。

  

  

  休む間もなく楊瑛は光熙帝に帰国の挨拶に参上した。

  

  「主上におかれましてはご機嫌麗しく恐悦至極にございます」

  

  「おお、楊瑛、長きにわたりご苦労であった。暫くは邸で体を休めよ。

  

  梁傑今日はおまえも戻って良いぞ」

  

  「「お心遣いいたみいります」」

  

  二人は嬉しそうに帰った。

  

  梁権は家には戻らず仕事に戻った。

  

  

  

  「猫猫も返してやりたいが・・・」

  

  主上は小さい声で呟いた。

  

  ただの人質であれば返してやれるが、自分の姪であれば

  

  然るべき手続きで東宮妃として送り出したい。

  

  それに雲嵐があれ程懐いているのであれば

  

  無下に引き離すのも忍びない。

  

  

  東宮妃宮

  

  楊瑛様が帰って来られた。

  

  梁傑様もさぞかしお喜びだろう。

  

  

  おやじちゃんと飯くってるかな？

  

  覚悟を決めて此処に来たけどやっぱり会いたい。

  

  会っていろんな話がしたい。

  

  

  知らないうちに猫猫の目から涙が流れていた。

  

  侍女達に知られない様にさっと拭った。

  

  

  ダメだ！

  

  自分で決めたんだろうっておやじに言われる。

  

  ちゃんとケリをつけるまでおやじの事は封印しよう。

  

  

  絶対、帰るから元気でいてくれ、おやじ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（５９）（人質編）

  主上は突然、東宮妃宮にやってきた。

  

  

  この方は人を驚かすのが好きなのだろうか？

  

  「お呼び下されば参上致しましたのに」

  

  「いや、急にそなたの顔が見たくなってな」

  

  何か歯切れの悪い物言いに猫猫は少し警戒した。

  

  

  「正直に答えて欲しいのだが？」

  

  「内容によります」

  

  「それはそうだな。国に戻りたいか？」

  

  「・・・・・それは言うまでもございません」

  

  「そなたがあまりに聡明過ぎて子供である事を見失っていた。

  

  あまつさえ自分の息子までもそなたに押し付け何とも情けない事だ」

  

  「いいえ。雲嵐様をお救いしたいと思っています」

  

  「その気持ちは有難い」

  

  「ならば・・・・」

  

  「もう良いのだ。わたしの姪ではなくただの人質として帰るのだ」

  

  「主上・・・・」

  

  「そなたが来てくれたおかげで国は救われた。それだけで十分だと

  

  早く気づくべきだった」

  

  「嬉しい申し入れでございます」

  

  「ではせめて一度茘（リー）に帰るのはどうだ？養父殿に

  

  会いたいであろう？」

  

  養父という言葉に猫猫は涙を零した。

  

  「・・・・・・」

  

  「大人の都合で振り回してすまなかった」

  

  「ありがとうございます」

  

  猫猫は主上の言葉に甘えて一時帰国する事になった。

  

  

  帰国の前夜、雲嵐が意外な人物を連れてきた。

  

  「猫猫様、その節はありがとうございました」

  

  「楊瑛様」

  

  「覚えていて下さったのですね」

  

  「勿論です。お父様はさぞかしお喜びでございましょう」

  

  「はい。父は怖い人と思っていましたから本当に驚きました」

  

  楊瑛は嬉しそうに話す。

  

  「梁傑様は優しいお方です。わたしにもよくして下さいました。

  

  挨拶に行きたいのですが帰ってご迷惑になるのではと思いましたので」

  

  「気にしないで下さいませ。猫猫様の事を辛抱強く聡明だと感心しておりました」

  

  「買いかぶりでございます」

  

  「わたしではお役に立ちませんが雲嵐様と出来る限り時間を

  

  共有したいと思っております」

  

  心配しないで帰国して欲しいと言ってくれているのだな。

  

  「ありがとうございます」

  

  

  「・・・・・・猫猫様、瑞月様をどう思われていますか？」

  

  「どうと言われますと？」

  

  猫猫は何が言いたいのか分からなかった。

  

  「あの方は本当にあなたの事を思っておられます。

  

  それを知っておいてあげてくださいませ。余計な事と思いますが

  

  あの方が本当の姿を見せれるのはあなただけです」

  

  「・・・わたしは恋とか愛とか分からないのです。

  

  いい方だとは思います。でも・・・・」

  

  「悩ませるような事を言ってごめんなさい」

  

  「いいえ。ありがとうございます」

  

  

  

  「雲嵐様、暫く留守にしますが必ず帰ってまいりますので

  

  お許しくださいませ」

  

  雲嵐は涙を溜めて頷いた。

  

  やはり帰るのを止めた方がいいだろうか？

  

  悲しませたくない。

  

  寂しい思いをさせたくない。

  

  「猫猫様、わたしにお任せくださいませ」

  

  気持ちそ察したのか楊瑛が少しだけ語気を強めた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６０）（人質編）

  茘（リー）

  

  どんな立派な宮殿もどんな豪華な衣装も

  

  どうでもいいと思うくらい帰りたかった場所。

  

  ドキドキしながらあばら家の戸を開けた。

  

  一番会いっかった人が目の前に居る。

  

  夢じゃない。

  

  「ただいま」

  

  「おかえり」

  

  半年ぶりの再会とは思えないくらい自然な会話。

  

  「・・・・・おやじちゃんと飯食ってた？」

  

  「ああ」

  

  「そう。それならよかった」

  

  「かの人がすごく気を遣ってくれてね」

  

  「ちゃんと約束守ってくれていたんだ」

  

  壬氏様はそういう所は裏切らない。

  

  それは知ってる。

  

  良い人だ。

  

  

  「おやじ、ちょっと用があるから出かけるよ」

  

  「気を付けるんだよ」

  

  「ああ」

  

  帰国後、すぐに主上の元に行くべきだが

  

  壬氏が先に家に寄ってくれた。

  

  本来そんな事は許されないが猫猫の気持ちを

  

  汲んでくれたのだ。

  

  

  壬氏は馬車の中で待っている。

  

  こんな裏路地で大丈夫かと思ったが高順と馬閃も同席している。

  

  とんでもなく莫迦でない限り手出しはしないか。

  

  

  「お待たせ致しました」

  

  「いや、気にするな」

  

  怒るでもなく至って普通の壬氏。

  

  いや、今は東宮だ。

  

  そのやんごとなきお方がわざわざ猫猫の為だけに

  

  来ている事が申し訳ないし、窮屈な感じがした。

  

  壬氏はわざわざ西都まで迎えに来てくれた。

  

  光熙帝が予め猫猫の帰国を書簡で知らせてくれていたようだ。

  

  

  

  多分、壬氏は何か言いたいことがあるようだが

  

  高順と馬閃がいるので控えているようだ。

  

  重い空気の馬車なのかで息が詰まりそうだ。

  

  「雲嵐殿はどうだ？」

  

  「これと言って変化はございません」

  

  「そうか」

  

  会話が途切れる。

  

  多分話したい事はそう言う事ではないだろう。

  

  高順だけなら話も出来たかもしれないが

  

  馬閃が余計だった。

  

  無理矢理付いてきたのか？

  

  どうかは分からないがいつもの不機嫌な顔を崩す事は無かった。

  

  

  ああ、また主上に会うのか。

  

  気が重い。

  

  使いなれない言葉を話すだけで疲れるのだが。

  

  一時帰国とは言え無視出来ないのは分かるが。

  

  

  何とか主上への帰国の挨拶も終えてホッとした猫猫に

  

  壬氏が話しかけた。

  

  

  「少し話したい事がある。付き合ってくれ」

  

  断りたいが無理だろうとすぐ諦めた。

  

  拒否できる雰囲気ではなかった。

  

  

  外廷の壬氏の邸に連れていかれる。

  

  高順も一緒だ。

  

  馬閃が消えてくれて有難い。

  

  

  「高順、水蓮少し外してくれ」

  

  二人は礼を取ると奥に下がった。

  

  

  嫌だと言うよりは気まずい。

  

  楊瑛の言葉を思い出すと余計心が重くなった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６１）（人質編）

  「此方に座ってくれないか？」

  

  壬氏は向かい合って座るように促した。

  

  「不敬になります」

  

  「構わん。わたしが許す。同じ目線で話がしたい」

  

  猫猫は少しためらいながら座った。

  

  

  暫く向かい合ったまま沈黙が続く。

  

  

  こういうのが一番好きじゃない。

  

  

  「養父が心配しますので・・・・」

  

  席を立とうとしたその時、漸く壬氏が口を開いた。

  

  「光熙帝がもし姪としてわたしの元に嫁ぐように言われていたら

  

  おまえはどうした？」

  

  「たらればは好きではありません」

  

  「では聞き方を変える。出国した時同様に人質として

  

  帰国してどう感じた？」

  

  「どうとは？」

  

  「ホッとしたか、残念だったか？」

  

  「壬氏様！言いたい事があればはっきり言って頂けませんか」

  

  しびれを切らした猫猫。

  

  「はっきり言っていいのだな？では聞くぞ」

  

  ますいと思ったが重い空気から何とか抜け出したかった。

  

  「わたしの妃にならずにすんで良かったと思っているか？」

  

  「・・・・・」

  

  予想していた問だが答えが出てこない。

  

  

  「分かりません」

  

  悪い人間でない事は分かっている。

  

  好きか嫌いかと訊かれたらどちらでもない・・・と思う。

  

  

  「そうか。わたしは残念だが良かったと思っている。おまえを妃に出来るなら

  

  それでも良いと思った事もある。しかし、婚姻とはそのように軽々しいものではない。

  

  おまえの意志を無視したものでは意味は持たない」

  

  「貴人の婚姻とはそういうものでございましょう？」

  

  光熙帝の姪ならば猫猫の貴人に入るが

  

  本人にその意識はない。

  

  「通例ならそうだ」

  

  

  

  「わたしは東宮の地位を頂くにあたり主上と密約を交わした。

  

  自分の妃は自分で決めて良いと言う」

  

  「容易いではありませんか。ただ命じれば良い事です」

  

  「否。光熙帝が何故おまえを人質として返したか分かるか？」

  

  「これ以上わたしを巻き込みたくなかったからでは？」

  

  「そうだ。それが分かるならわたしが何故そうしないか分かるだろう？」

  

  「わたしの気持ちを大切にしたいと言われるのですか？」

  

  壬氏は答えず何も言わないままずっと猫猫を見てる。

  

  

  「・・・・ずるいではありませんか？」

  

  猫猫の声が震えている。

  

  「何故だ？」

  

  「わたしの為に東宮を引き受けたのでしょう？

  

  これではわたしが動けなくなってしまいます」

  

  「そんなつもりはないのだが？」

  

  「ではどういうおつもりでしょうか？」

  

  「わたしが勝手にした事だ。おまえが気にする事ではない」

  

  「・・・・・・・」

  

  猫猫は唇を噛んだ。

  

  この感情は何なんだろう？

  

  苛立ち？

  

  困惑？

  

  この方の笑顔で心がかき乱される。

  

  何故か自分が悪い事をしているような感覚に陥る。

  

  この妙な気持ちは何であるのか分からない。

  

  「わたしは結構粘着質でこうと決めたら諦めが悪い。

  

  それは覚えておいてくれ」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６２）（人質編）

  外廷東宮邸

  

  高順は部屋全体に澱んだ空気が漂っている事に

  

  大きなため息をついた。

  

  主は多分意中の娘に良い返事を貰えなかったのだろう。

  

  何とも分かりやすい。

  

  「壬氏様、いえ瑞月様空気が重いようですが・・・」

  

  無視しようかと思ったが相談相手など居ないだろうから

  

  敢えて聞いてみる。

  

  「中々手強いなあの娘は」

  

  此方が何か行動を起こさなくとも大概の女は彼方から

  

  やってきてくれる事が当たり前だった。

  

  正直、振り向いてもらえない相手など存在しないとさえ思っていた。

  

  はっきり言ってどうアプローチすればいいか分からない。

  

  「小猫の育った環境が環境ですから」

  

  「花街では裏の裏を見てきただろうからそうだよな」

  

  「まあ、気長に解していく他ないでしょう」

  

  とりあえず、雲嵐との婚姻はなさそうだが

  

  他にもややこしい輩が出てくる可能性もなくはない。

  

  トンビに油揚げは絶対に避けたい。

  

  「あれこれ小手先で何かをすれば余計拗れるかもしれません」

  

  「ああ、分かってる」

  

  目の届くところにはおきたい。

  

  しかしまた、かの国に戻る気つもりだろうな。

  

  仕事に囲まれながらあれこれと考える。

  

  

  羅門の家

  

  「おやじ、いい大根があったから買ってきた」

  

  猫猫は嬉しそうな顔で帰ってきた。

  

  良い買い物が出来たと得意げだ。

  

  「おかえり」

  

  穏やか羅門の顔を見るだけで嫌だった思い出も

  

  辛かった事も相殺される。

  

  猫猫の望みは元の生活に戻りたいそれだけだった。

  

  何もかも忘れてこのまま此処に居たい。

  

  一瞬だけそう思った。

  

  

  「ダメだよ。おまえが決めた事を放りだしたりしたら」

  

  顔に出てるのか

  

  おやじには嘘はつけないな。

  

  「うん。でも先が見えないと心が折れそうになる」

  

  他人には弱味を見せない猫猫だが羅門にはそれが出来る。

  

  「詳しくは話せないけど精神的なもので話せなくなってる子が

  

  いて何とかしてあげたいけどどうしたらいい？」

  

  「心の病は難しい。焦らずゆっくり時間をかけるしかないね」

  

  「やっぱりそれしかないか」

  

  猫猫の表情が暗くなる。

  

  「また戻るんだろ？」

  

  「うん。やっぱり中途半端にするのは嫌だ。何が出来るわけじゃないけど

  

  帰るって約束したし」

  

  「納得いくまでやれる事をやっておいで。こっちは心配いらないよ」

  

  「うん。そうさせてもらうよ」

  

  「戻る前にやり手婆の所に寄っておやり。口にはしないが心配してるよ」

  

  「分かった。姐ちゃんたちにも会いたし」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６３）（人質編）

  緑青館

  

  「婆、久しぶり！」

  

  「何が久しぶりだい！」

  

  やり手婆はいつもこんな感じだ。

  

  「「「猫猫」」」

  

  三姫達がが猫猫をを見つけると嬉しそうに集まってきた。

  

  まるでおもちゃの様に扱う姐達。

  

  しかし、猫猫はそれも嬉しいようだ。

  

  「姐ちゃん達」

  

  幼い頃育ててもらった姐ちゃん達の顔を見て笑顔を見せる。

  

  少し離れた所で右叫が少し気まずそうに立っていた。

  

  猫猫は右叫が間者であった事を知らされていないので

  

  不思議そうな顔をする。

  

  「何をしり込みしてるんだい」

  

  やり手婆が呼びつける。

  

  「・・・・猫猫、元気だったか？」

  

  かの国に行く原因を作った自分が言うのはおかしいが

  

  それくらいの言葉しか浮かばない。

  

  「当然！」

  

  知らなくていい事もある。

  

  やり手婆は話す気はなかった。

  

  懐かしい人たちと再会して楽しい時間を過ごした猫猫。

  

  やはり自分が居るべき場所はこの国だと再確認した。

  

  羅門の家

  

  「あそこに行くと姐ちゃん達にもみくちゃにされて

  

  本当にもう大変だったよ」

  

  迷惑と言うより嬉しそうに話す。

  

  「そうかい」

  

  羅門も楽しそうに聞いている。

  

  「此処の生活も大変だと思った事もあったけど

  

  やっぱりここが一番性に合ってる」

  

  「こんなあばら家が良いのかい？」

  

  「おやじが居てくれたら何処だって良い」

  

  「それは有難いね」

  

  

  

  暫くの沈黙の後ボソリと言った。

  

  「・・・・・羅漢の妻は先月亡くなった」

  

  「そう」

  

  自分を産んだ鳳仙の死は何処か他人事だった。

  

  母と言う認識は元からない。

  

  あの男も父親だとは思った事は無い。

  

  「会わずに死別していたら辛い事だっただろうが

  

  おまえのおかげで短い時間だが幸せな時間を過ごす事が出来たと

  

  羅漢は言っていた」

  

  「それは偶々だよ」

  

  「それでも感謝していると伝えて欲しいと言っていたよ」

  

  「・・・・・・・」

  

  誰であれ死んだと聞けば少しくらいは空しい気持ちになる。

  

  その程度だ。

  

  情がないと言われても自分にとっておやじや姐ちゃん達の方が大事だ。

  

  おやじだってそれくらい知ってるはずだ。

  

  

  「もういいだろう。飯がまずくなる」

  

  心をかき乱されるのは嫌だ。

  

  折角、帰ってきたのにそんな話は聞きたくない。

  

  

  「それよりおやじの持ってる医学書を見せてくれない？

  

  何か使える物がないか調べたい」

  

  「構わないよ」

  

  羅門が西で学んだ時に持ち帰った医学書。

  

  隠れて読んだ事がある。

  

  それで西の言葉も少しは分かるようになった。

  

  見つかって無断で読まない様に禁止されてしまった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６4）（人質編）

  かの国

  

  「あの娘はきっと戻って来るであろうな」

  

  憂いを帯びた瞳で光熙帝は呟くように言った。

  

  「さようですな」

  

  侍っている梁傑も頷く。

  

  「もう十分手は尽くしてくれた。もとはと言えば自国で

  

  解決せねばならぬ事を娘一人に負わせるのは間違いであった」

  

  「猫猫様の性格でございます」

  

  「巻き込んで真にすまぬ事をした」

  

  

  「微力ながら我が娘も猫猫様に倣い雲嵐様の御心に

  

  寄り添おうとしております」

  

  「そうか。実の父である朕が何も出来ぬとは何とも

  

  不甲斐ない事じゃ」

  

  「とんでもない事でございます。今しばらくご辛抱下さいませ。

  

  必ずや雲嵐様にも主上の御心が伝わると存じます」

  

  「分かった」

  

  

  太上皇と伯父をあのような形で亡くした。

  

  主上の心情は如何ばかりか。

  

  その孤独を癒すものが何かあれば少しはましなのだが。

  

  梁傑はずっと考えていた。

  

  

  

  後宮

  

  「雲嵐様、お待ちくださいませ」

  

  楊瑛が走り回る雲嵐を追いかけている。

  

  しかし、衣装が邪魔で中々追いつかない。

  

  意を決して領巾を外し、服の裾をたくし上げる。

  

  「楊瑛様、そのようなはしたない事はおやめください」

  

  侍女が慌てて止める。

  

  「雲嵐様は本気で挑んでおられるのです。ならば此方も本気で

  

  いかなねば無礼です」

  

  「しかし・・・・」

  

  

  その様子を偶然、光熙帝と傑梁見ていた。

  

  「以前の楊瑛は淑やかであったと記憶しているが」

  

  「彼方に行ってからは性格が大きく変わりました。肝が据わったと言うか」

  

  「頼もしい事ではないか」

  

  主上は小さく笑った。

  

  何年振りかの笑顔に梁傑は涙を落とす。

  

  「どうした？年老いて涙もろくなったか？」

  

  「そうでございます。わたくしも随分年老いてしまいました。

  

  そろそろ梁権にこの地位を譲りたいと考えております」

  

  「まだ早い！」

  

  「もう年でございます。あなた様の父上よりずっと上である事を

  

  お忘れでございますか？」

  

  「今降りるのは無責任である」

  

  「この年寄りを死ぬまでこき使うつもりでございますか？」

  

  「隠居などしては一気に年を取るぞ。人間は張り合いをなくしては

  

  生きては行けぬ」

  

  「そろそろ孫とあのように遊びたいものです」

  

  「では雲嵐を孫と思いそうすればよい」

  

  「何とも滅相もない事でございます」

  

  「いや、朕は本気じゃ。楊瑛を后に迎えさせてくれぬか？」

  

  「そのような事はもっと慎重にお考え下さい。楊瑛は一度他の国の妃に

  

  なったものでございます」

  

  「小さい事じゃ。楊瑛を猫猫の身代わりなどとは考えておらぬ。

  

  それは理解して欲しい」

  

  「即答は出来ません。お時間を賜りますようお願い致します」

  

  主上は頷いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６５）（人質編）

  「主上がそのような事を申されたのですか？」

  

  梁権は信じられないような顔で聞き返した。

  

  主上の妃になれば自分は義兄になる。

  

  権力は手に入るが面倒な事が増えるのは目に見えてる。

  

  「急に思いついたような様子ではなかった」

  

  「楊瑛はどう思っているのでしょうか？」

  

  「分からぬ。楊琳（梁傑の妻）になら何か話しておるやも知れぬが」

  

  「では母上にお聞きになられては？」

  

  「あれは茘（リー）に行かせた事を怒っているのだ」

  

  名立たる軍師も妻が怖いようだ。

  

  「ではわたしが一度聞いてみます」

  

  仕方ないという顔をしている。

  

  古来、女は道具として使われる事が多い。

  

  母とてそのくらいは承知しているはずだが

  

  父に怒りを伝えるくらい対等な立場なのだろう。

  

  そんな母を咎める事もなく逃げ腰の父。

  

  何だか微笑ましい。

  

  父は軍師と言う役を頂いていた。

  

  子供心に誇りであり怖い存在でもあった。

  

  そんな父も怖いものは母だったと気づいたのは大人になってからだ。

  

  傑梁の邸

  

  「母上、只今戻りました」

  

  傑権はどう切り出そう迷いながら母の顔を見る。

  

  兄嫁が家事をやってくれるので休んでいればいいのに

  

  いつも忙しそうに働いている。

  

  兄嫁は周りの目を気にして恐縮している。

  

  この家では母の性格をみんな分かっているので

  

  気にしない様に言うがそれも難しいようだ。

  

  「義姉上、いつもありがとうございます」

  

  性格は良いし、働き者の兄嫁。

  

  楊瑛の下に弟二人に、妹が一人いる。

  

  兄、自分、六人兄弟だ。

  

  そんな大所帯を切り盛りしてくれる。

  

  夫婦の事は良くわからないが兄は大事にしているようには見えない。

  

  父の後は兄が継ぐべきだがその器でない。

  

  弟の自分が継ぐ事を面白くないのか

  

  最近では話もしなくなった。

  

  「お父様に何か言われたの？」

  

  言わずとも母は勘づいている。

  

  「楊瑛の事です」

  

  

  

  母が言うには元より幼少より楊瑛は主上に憧れのような感情を

  

  持っていたらしく他国に嫁ぐように言われた時は失意で泣いていた

  

  ようだという事だった。

  

  

  「ところで楊瑛は何処へ？」

  

  「雲嵐様の所よ。猫？だったかしらその娘が帰国したので

  

  入れ替わりに行っているようだけど」

  

  多分、それを含めて主上は楊瑛を妃にと言っているのだ。

  

  「父上は迷っておられるようです」

  

  「そうでしょうね。あの気が弱い楊瑛がやっていけるか心配

  

  なのでしょう」

  

  母の言う事も尤もだ。

  

  だが、帰国してから明らかに楊瑛は変わった。

  

  「母上はどうお考えですか？」

  

  「命とあらば従うまでです」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６６）（人質編）

  「では楊瑛も主上の事をお慕い申し上げているのだな」

  

  「母上はそのように申されていました。楊瑛に直接わたしが

  

  聞きます。何か行き違いがあれば大変ですから」

  

  

  それから数日後、猫猫が再びかの国に戻ってきた。

  

  「楊瑛様、お久しぶりです」

  

  「猫猫様、ゆっくりなされましたか？」

  

  「はい」

  

  「雲嵐様は猫猫様が帰るまで頑張って下さいました。

  

  外で元気に遊ばれるようになりましたし」

  

  「良かったです。そころで此方の国の歌とか教えて頂けませんか？」

  

  「歌ですか？」

  

  「歌なら知らぬ間に声が出るかもしれません。養父にも良い手立てがないか

  

  聞いてみたのですが難しいと言われてしまいました。医学書もこれと言って

  

  収穫もなくて・・・」

  

  「猫猫様のせいではありませんわ」

  

  

  「・・・・・楊瑛様、何かあったのですか？」

  

  「ダメですね。顔に出てしまうなんて」

  

  「わたしは幼い頃から人の顔色をうかがう所があるので

  

  気にしないで下さい」

  

  その反面人の感情には疎いが。

  

  「主上の後宮に入る事になりそうなのです」

  

  「嫌なのですか？」

  

  「そうではありませんが、一度他の方に嫁いだ身でそのような事が

  

  許されるものかと」

  

  「それを承知の上で主上が申されているのでしょう？」

  

  「そうですが」

  

  同じ女でありながら楊瑛の気持ちが分からない。

  

  幾つもかけた部分の一つだ。

  

  誰から誰かを想う気持ちは理解できない。

  

  

  「わたしは猫猫様の様になりたいと思っていました。

  

  狡猾にも真似ようとしていたのです」

  

  「狡猾ではありませんよ。変わりたいと思ったのでしょう？

  

  悪い事ではないとわたしは思います」

  

  「でも出来なのです。雲嵐様のお心に触れる事も出来ない」

  

  「雲嵐様は楊瑛様を慕っておられます。お分かりにならないのですか？

  

  あの方は極度の人見知りなのに楊瑛様にはそれが出ていません」

  

  「本当ですか？」

  

  「わたしに警戒なさらなかったのは従姉弟同士であったからです。

  

  それと今まで出会った事のないタイプの人間だから物珍しかったからです」

  

  

  「・・・・・・ごめんなさい。わたしあなたに嫉妬していました。主上、雲嵐様、

  

  壬氏様、みんながあなたに惹かれていましたから」

  

  「皆物珍しいからです。それだけです」

  

  上手く伝えられない。

  

  どう言えば良いんだろう？

  

  

  「あなたはわたしのように感情が欠落していないのですから

  

  わたしを羨む理由などないはずです。もっとご自分に自信を持って下さい」

  

  「そうでしょうか？」

  

  「そうです。後はご自分の心と向き合って答えを出しては

  

  如何ですか？」

  

  「ありがとうございます。きちんと考えてみます」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６７）（人質編）

  「雲嵐様、歌はお好きですか？」

  

  猫猫は楊瑛から聞いた歌を歌ってみようと考えた。

  

  自分が知っているのは誰から聴いたか覚えていない子守唄だけだ。

  

  

  暫く教わった歌を口ずさみながら二人で散策していると

  

  掠れた声が雲嵐の口から発せられた。

  

  「妈・・」

  

  「雲嵐様！」

  

  猫猫は跪いて雲嵐の顔を見る。

  

  雲嵐の侍女頭が驚くべき事を言った。

  

  「その歌は麗羅様がよく歌われていたものです」

  

  （それを雲嵐様が覚えていたという事か！？）

  

  「覚えておられるのですね？」

  

  「妈妈」

  

  掠れる事もなくはっきりと聞こえた言葉。

  

  それは母親を呼ぶ子供の声。

  

  ホッとしたのも束の間で雲嵐は大きなうめき声を上げて暴れ出した。

  

  ひきつけを起こしたのか？

  

  それとも一気に忘れていた記憶が流れ込んだのか？

  

  

  「雲嵐様！落ち着いて下さいませ」

  

  猫猫の手を払いのけなおも暴れる雲嵐。

  

  「雲嵐様！！」

  

  侍女達はなすすべもなく動けない。

  

  猫猫は雲嵐を抱きしめた。

  

  

  「爸爸が妈妈を・・・・」

  

  主上が母を殺めた事を思い出したのだ。

  

  「お辛かったでしょう。よくぞ耐えて下さいました」

  

  

  「妈妈・・・・、妈妈が」

  

  涙を流しながら同じ言葉を繰り返す。

  

  母に対する気持ちはよく分からないが

  

  大切な人を想う気持ちは少しなら分かる。

  

  わたしにもおやじという大切な人がいる。

  

  

  「猫猫・・・」

  

  「わたしの名を覚えて下さったのですね。ありがとうございます」

  

  雲嵐は猫猫にしがみついた。

  

  恐怖から逃れる様に悲しさを耐える様に。

  

  「良く今まで頑張って来られました。心より尊敬いたします」

  

  まだ主上がお母さまをやむなく殺めた事を話すのは早い。

  

  もう少し落ちつかれたら話そう。

  

  

  楊瑛様が教えて下さった歌はメジャーなものだろうか？

  

  そうでないなら何故楊瑛様が知っておられたのだろう？

  

  偶々か？

  

  それとも何か繋がりがあるのだろうか？

  

  

  

  「それは真か？」

  

  「本当でございます」

  

  猫猫はその日に声を発せられた事を主上に報告した

  

  主上は嬉しそうな顔で何度も確認する。

  

  二年以上も苦しんでこられたのだから無理もない。

  

  

  「ひとつお願いがございます」

  

  「何だ？」

  

  水を差すような真似はしたくないが言うべき事は言わねば。

  

  

  「雲嵐様にまだお母さまの事を言わないで下さい」

  

  「・・・・・・・」

  

  「もう少ししてから真実をお話しください。

  

  どうかお願い申し上げます」

  

  「分かっておる。母が正気を失い自分に危害を加えようと

  

  したなどと到底話す事は出来ぬ」

  

  「しかしながら当事者でありながら隠し続けられる事は

  

  如何なものかと思います」

  

  「いつかは話さねばならぬか」

  

  「そう思います」

  

  「辛い事じゃ」

  

  主上はどこか遠くを見る様に言った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６８）（人質編）

  「猫猫、もう十分じゃ。茘（リー）に帰って元の生活に戻るがよい」

  

  「もうわたしは不要でございますか？」

  

  怒りとも悲しみとも言えない口調で言った。

  

  「雲嵐の病は何時治るとも分からぬ。ずっとそなたを

  

  縛り付けるのは余りに無体な事」

  

  「それを承知でこの国呼んだのではなかったのですか？」

  

  「そうじゃ。だが、今は悔いている。太上皇の願いを簡単に

  

  聞き入れ、国を戦に巻き込み多くの人間の命を奪った。

  

  あまつさえそなたを人質としてこの国に来させた。

  

  そなたを含め多くの人間の人生を変えてしまった」

  

  「・・・・少なくともわたしはこの国来た事を不幸だとは思っておりません。

  

  知る事のなかった沢山の事を知る事が出来ました」

  

  「そなたは本当に変わっておるな」

  

  「よく言われます」

  

  猫猫は小さく笑った。

  

  「ひとつお聞きして宜しいでしょうか？」

  

  「良い」

  

  「楊瑛様に教えて頂いて歌は雲嵐様のお母さまが歌われていたと

  

  侍女頭の方がおっしゃっていました。何か関わりがあるのでしょうか？」

  

  「我が妻麗羅は楊瑛の遠い親戚にあたる。互いに顔を合わせた事は

  

  ないと思うが」

  

  親戚の中で伝わっていた歌だったのか。

  

  「もう知っていると思うが朕は楊瑛を妃に迎えようと考えている。

  

  酷い男と思うか？」

  

  「いいえ。雲嵐様には母上が必要だと考えられたからでしょうから。

  

  ただ、楊瑛様は迷っておられます」

  

  「やはり朕の妃にはなりたくないか」

  

  「わたしにはそうは見えませんでした。他の国の妃になった事を

  

  気にしておられるようでした」

  

  「そのような事きにはしておらぬ」

  

  「差し出がましいですがその言葉をどうかご本人に

  

  お伝えくださいませ」

  

  「じっくり話をしてみよう」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  「それはそうと茘（リー）の麗しの御仁をそなたはどう思おておる？」

  

  「楊瑛様にも壬氏様の気持ちを汲んであげて欲しいと言われましたが

  

  主上も同じ事を言われるのですか？」

  

  「岡目八目という言葉がある」

  

  「自分の気持ちを気づいていないと仰せでしょうか？」

  

  「少なくと朕はそなたの倍生きておる」

  

  「・・・・・・・」

  

  余計な事だ。

  

  猫猫は心の中でそう思った。

  

  愛だの恋だの信じない！

  

  そんなものを信じて破滅した人間を嫌と言うほど見てきた。

  

  いつかは冷めてしまうなら最初から要らない。

  

  「人は独りでは生きられぬ。何時かその者と別れる事になったとしても

  

  それが仮初であったとしても」

  

  「わたしは・・・・」

  

  「猫猫、最初から諦めてしまうのは勿体ない事だ。

  

  裏切らないと思える相手がいつか現れると朕は思うぞ」

  

  

  そう思える人間がこの先本当に現れるだろうか？

  

  主上の言葉に少しだけ猫猫の心が揺れた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（６９）（人質編）

  猫猫がかの国に再び戻って二ヶ月経った頃

  

  楊瑛は正式に光熙帝の後宮に入内し、妃となった。

  

  光熙帝には他に妃はおらず事実上后となる。

  

  「光熙帝、おめでとうございます！」

  

  盛大な婚儀ではなく、梁傑夫妻と子供たちを招いた

  

  地味なものであった。

  

  それは控えめな楊瑛の意向を反映したものだった。

  

  雲嵐は相変わらず主上に近づく事もなく

  

  猫猫の服の裾を握っていた。

  

  

  「雲嵐様、あなたを傷つける人は誰もおりません。

  

  楊瑛様は心よりあなたを大切に思って下さる方です」

  

  

  わたしこのまま此処へ止まっては弊害になってしまう。

  

  わたしが居なくなったら雲嵐様はどう思われるのだろう？

  

  猫猫は迷った。

  

  だが、これ以上惑わすような事は出来ない。

  

  恨まれるかもしれないがこの手を放す時が来たのだ。

  

  いや、手を放すのではない。

  

  託すのだ。

  

  楊瑛様ならお任せできる。

  

  

  

  

  宴の後、

  

  猫猫は楊瑛と話した。

  

  

  「無責任でございますがわたしは茘（リー）に帰ります。

  

  もう戻る事はないと思います」

  

  「そんな！」

  

  「わたしが居ても何も出来る事はもうないのです。

  

  こんな中途半端な状態では雲嵐様を惑わすだけでございます」

  

  「わたしのせいですか？」

  

  「いいえ、わたしが此処に居てはは楊瑛后様にご迷惑を

  

  かけてしまうからです」

  

  「そんな事はありません！二人で雲嵐様を・・・」

  

  「それではダメなのです」

  

  「こんな事になるのなら入内などしませんでした」

  

  本当に辛そうに言った。

  

  「わたしがあなたの心を一番知っております。

  

  ですから帰国を許して下さい」

  

  「猫猫様・・・」

  

  それ以上何も言えなかった。

  

  

  数日後、主上、楊瑛后、雲嵐に別れを告げた。

  

  雲嵐は泣いて縋りついた。

  

  楊瑛后も涙を流し続けた。

  

  ああ、何て残酷な事をしてしまったのだろう。

  

  結局、傷つける事になってしまった。

  

  

  

  

  「猫猫、今日までご苦労であった」

  

  主上は猫猫の労をねぎらった。

  

  「有難き幸せにございます」

  

  「何かあれば必ず力になる。その時は遠慮なく申せ。

  

  朕は恩知らずではない」

  

  「帰国をお許し頂き感謝しております。十分でございます」

  

  

  主上が用意してくれた馬車の中で猫猫は声を殺して泣いた。

  

  雲嵐はあんなにも慕ってくれたのに

  

  きっと治すと約束したのに。

  

  

  恨まれても良い。

  

  それを生きる糧になさるならそれでも良い。

  

  『猫猫』

  

  雲嵐が初めて名を呼んでくれた事がとても嬉しかった。

  

  もっと話したかった。

  

  もっと色々な事を教えてあげたかった。

  

  

  「雲嵐様・・・・・」

  

  （どうかお幸せになって下さい）

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（７０）（人質編）

  茘（リー）

  

  おやじの所に帰ってきたのにどうしてこんなに辛いんだろう？

  

  居るべき場所に帰ってきたのに。

  

  「おかえり」

  

  変わらない養父の顔を見て猫猫は泣いた。

  

  「結局何も出来なかった・・・」

  

  倒れ込むように抱きついた。

  

  「そうかい」

  

  それ以上何も聞かず、ただ愛おしそうに頭を撫でてくれる。

  

  涙を見せないこの子がこんなにも泣くとは

  

  余程の事なのだと簡単に察しがついた。

  

  「治してあげるとか調子の良い事を言って余計傷つけた」

  

  「うんうん」

  

  擁護も慰めも要らない。

  

  ただ持ちきれない思いを聞いて欲しい。

  

  それは分かっていた。

  

  「おやじなら何とか出来たかもしれない」

  

  「どうだろうね」

  

  

  皇弟宮

  

  「小猫が帰ってきたそうです」

  

  真面目な部下は要らぬ事を報告してくれる。

  

  「そうか・・・」

  

  すぐにでも会いに行きたいが相手はそうではないだろう。

  

  自分の感情ばかり押し付けるのは良くない。

  

  「会いに行かれないのですか？」

  

  「会いに行って何かが変わるとでも言うのか？」

  

  余計嫌われるだけだ。

  

  落ち着いてから行く事にしよう。

  

  

  そう理性的にはいかないのか感情だ。

  

  数か月会っていない。

  

  自分で粘着質だと公言したのだ。

  

  今更見る目が変わるわけでもない。

  

  

  

  机に向かっていても落ち着かない。

  

  大体、高順も何故わざわざそんな事を知らせる？

  

  知らなければもっと仕事が捗っただろうに。

  

  

  「手がお留守のようでございますが」

  

  「今考えている所だ」

  

  

  暫くの沈黙の後は瑞月はすくと立ち上がった。

  

  

  「ちょっと出かけてくる」

  

  「馬閃を伴って下さればどうぞ」

  

  わたしは御免被ると言わんばかりの言い方に

  

  瑞月はわざと煽っていたのだと気づいた。

  

  いつもは仕事仕事と口うるさいのに

  

  どういう風の吹き回しだ？

  

  

  

  「ふう」

  

  瑞月が出ていくと高順は大きなため息をついた。

  

  （何とも手にかかる主だ）

  

  「あなたにしては気をきかせたものね」

  

  水蓮が微笑みながら言った。

  

  「手綱は引くだけでなく時には緩める事も必要です。

  

  勿論、帰ったらきっちり仕事は片付けて頂きますよ」

  

  「あらあら、お可哀そうに。暫く休みなしかしら」

  

  決して同情しているようには聞こえない。

  

  

  （それにしても若さとは無謀なものだ）

  

  庶民は東宮の顔など知らぬからいいものの

  

  こう度々花街に行かれては良からぬ噂も立つかもしれない。

  

  それならいっそ猫猫を妃に迎えて落ち着いて頂く方が

  

  いくらかましだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（７１）（人質編）

  「このような場所はあなた様が来る様な所ではありません」

  

  馬閃は不満そうに言った。

  

  乞食に病気持ちの夜鷹。

  

  家かと思うほどのあばら家。

  

  下町も下町、身を持ち崩した者達の巣窟。

  

  やんごとなき御仁が踏み入る世界ではない。

  

  「馬閃、おまえもわたしの上辺しか見ないのか？」

  

  「そんな事はありません」

  

  慌てて否定する。

  

  確かにこの世の者とは思えないほどの容貌をお持ちだが

  

  自分はこの方の心を惹かれている。

  

  「この者達は望んでこのような事をしてるわけではない。

  

  見て見ぬふりをしている政に問題があるのだ。

  

  知らぬとは愚かな事だ」

  

  瑞月の言う事は尤もだが身なりを見て金品を奪おうとする

  

  不埒な輩もいるかもしれない。

  

  主に何かあれば自分だけの命ではすまない。

  

  あの娘に会う為だけにわざわざ来る事も納得がいかない。

  

  あまりに不敬ではないか。

  

  

  

  「おまえは猫猫が気に入らぬようだな？」

  

  「・・・・・」

  

  はいとは答えられない。

  

  「だがわたしは猫猫がこの世で一番大切なのだ。

  

  出来れば考えを改めて欲しい」

  

  「あなた様の妃になるのであれば従います」

  

  「あいつは自分の立場で相手が変わる事は好まない。

  

  人には合う合わないがある。無理にとは言わぬが乳兄弟であるおまえには

  

  分かって欲しい」

  

  馬閃自身猫猫に対する気持ちがよくわからなかった。

  

  嫌悪感？

  

  そうではない。

  

  我が主を振り回す事が許せない。

  

  こんなにも思って下さるこの方の思いに答えようとしない事が

  

  納得できない。

  

  

  猫猫の家はそこいらが隙間があって外にまで話す声が聞こえてきた。

  

  丁度、猫猫が雲嵐を治せなかった事を涙ながらに話している。

  

  

  気丈な娘があのように悔しそうに・・・・。

  

  まるで自分の使命を果たせなかったように悲しんでいる。

  

  そんな姿を見て瑞月の胸は苦しくなった。

  

  自分の想いをぶつけるだけではダメだ。

  

  相手をもっと考えなければ。

  

  

  「帰るぞ」

  

  瑞月は拳を握りしめると踵を返した。

  

  「はい？」

  

  「やはり今は会わぬ方が良い」

  

  「此処まで来たのに」

  

  「猫猫の心を癒せるのは羅門殿だけだ。今はな」

  

  その言葉は近い未来自分が癒す存在になると

  

  決意したようだった。

  

  

  （姿は見えなかったが声は聞けた。今はそれで十分だ）

  

  いつもの猫猫に戻った時にもう一度会いに来よう。

  

  その時は相手を追い詰めるのではなくきちんと話をしよう。

  

  立場や身分を嫌う猫猫が納得できるように。

  

  

  瑞月はそのまま邸に戻り、仕事を続けた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（７２）（人質編）（完結）

  十年後　　茘（リー）の国

  

  若き皇帝と后はかの国よりの来賓を甲斐甲斐しく出迎えていた。

  

  「遠路はるばるいたみいりまする」

  

  「滅相もございません。此方の皇后さまにはお返しできないほどの

  

  御恩を賜り恐縮至極でございます」

  

  「当然の事を致したまでの事でございます。それどころから

  

  途中で帰国し大変申し訳ない事をしたと思っております」

  

  「幼い私は理解できず悲しみでいっぱいになりましたが

  

  母が時間をかけて諭してくれたのです」

  

  「楊瑛様が・・・」

  

  「亡き母の事を忘れる事は出来ませんが実の子以上に慈しみ

  

  愛情を注いでくれました。父の事も母がちゃんと話してくれました。

  

  おかげで父とも元に戻る事が出来ました」

  

  「素晴らしいお母さまですね」

  

  「はい。自慢の母です。妹や弟も出来ました。とても可愛らしく

  

  もう寂しい事もありません」

  

  皇后は嬉しそうにかの国の来賓の話を聞いている。

  

  

  「皇后さま、笑い話として聞いて頂けますか？」

  

  「何でしょうか？」

  

  「もし、もしも心変わりされる事がありましたら

  

  今一度東宮妃になって頂けますでしょうか？」

  

  「・・・・・・・・」

  

  皇后は何も言えず来賓の顔を見ている。

  

  皇帝も困ったような顔をしている。

  

  「何と不敬な！」

  

  その場にいた武官（馬閃）が叫んだ。

  

  （本気で申されているのか？）

  

  

  

  暫くの沈黙の後

  

  「酒の場の戯言にございます。帝の大切な方を望む事など

  

  ございません。和平を約束し十年、それを祝うために此処に

  

  参上したのですから」

  

  「雲嵐様」

  

  十年ぶりだがどことなく面影がある。

  

  主上にも似ている。

  

  あの幼かった雲嵐が精悍な青年になって会いに来てくれた。

  

  嬉しい！

  

  覚えてくれていたのだ。

  

  「漸く名を呼んで頂けました。とても懐かしゅうございます。

  

  あなた様の声を一度たりとも忘れた事はございません」

  

  猫猫はかの国を去ってから途切れることなく楊瑛と書簡を交わしていた。

  

  今では普通に話せるようになった事も雲嵐に兄弟が出来た事も

  

  知っていた。

  

  「闇の中に居たわたしを光に戻してくれたのはあなたです。

  

  それをどうしてもお伝えしたかった」

  

  「ありがとうござます。本当によろしゅうございました」

  

  猫猫は涙を流した。

  

  「后はずっと心を痛めていた。あなたのおかげでそれも

  

  終わる事が出来た。感謝する」

  

  「勿体ないお言葉でございます。決して邪な気持ちでない事を

  

  信じてください」

  

  「無論、あなたと后は従姉弟同士。そこまでわたしは心は狭くない」

  

  「ありがとうございます。未来永劫良き関係でありますよう

  

  お願い申し上げます」

  

  

  回想

  

  猫猫が帰国して数か月後、壬氏はやっと猫猫と再会した。

  

  再び壬氏付き女官として雇用された。

  

  急激に距離を縮めようとせず、ゆっくりと時間をかけて

  

  少しずつ猫猫の心に入り込んだ。

  

  『わざわざ、会いに来てそのまま帰ったのですか？』

  

  呆れたように言った。

  

  暇なのですかと言いたそうだ。

  

  『泣いている女を口説くのはフェアではないだろう？

  

  大体、誰しも泣いているところなど見られたくないだろう』

  

  『そうですけど‥‥』　

  

  『わたしに会いたかったか？』

  

  『そんなわけないでしょう』

  

  何を莫迦な事を言っているのだという顔。

  

  無表情かと思ったがそうでもない。

  

  面白い娘だ。

  

  飽きない。

  

  そんな事がきっかけで少しずつ猫猫が壬氏に対する印象が

  

  変わっていった。

  

  粘着質で腹黒で無駄に顔だけ良い男。

  

  その印象は継続したままで意外と生真面目で

  

  気前のいい男が加わった。

  

  それでもすぐに妻になる事は承諾しなかった。

  

  東宮妃になるという事は将来、帝の后になるという事だ。

  

  そう簡単に『はい』とは言えない。

  

  臣籍降下をすると言いだされ結局、妻になったのが三年前。

  

  医官になるという夢はまだ捨てていない。

  

  

  

  

  

  雲嵐がかの国に戻った後、瑞月は半分真顔で猫猫に訊いた。

  

  「かの国の東宮妃になる可能性はあるのか？」

  

  「そんな事あるはずないではありませんか」

  

  「本当か？」

  

  「まあ、壬氏様の今後の態度次第かもしれませんが」

  

  すこし意地悪がしたくなったがこれが粘着質を増長させる事に

  

  なってしまった。

  

  「おい！！」

  

  「冗談です。不敬で罰しますか？」

  

  「あまりわたしを心配させるなら宮に閉じ込めるかもしれないな」

  

  「あなたはご自分に自信がないのですか？

  

  それともあなたの妻はそんなに信用無いのでしょうか？」

  

  「信用していないわけではない！ただおまえを誰かに取られるのでは

  

  不安なのだ」

  

  「あなたのような特殊趣味はそうそういません」

  

  「だが・・・」

  

  「あまりくどいと怒りますよ」

  

  「分かった。もう言わない」

  

  若き美しい皇帝も妻には頭が上がらないらしい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１）

  帝邸

  

  「人質としてかの国に行った報酬であったのだから

  

  もはや無用であろう」

  

  瑞月は主上に呼び出されていた。

  

  羅門に対する給付金を停止せよという事らしい。

  

  自分や妃たちには湯水のごとく浪費しているのに

  

  何とけち臭い話だろう。

  

  「猫猫が養父を養うほどの給金が稼げるとは思いません。

  

  それにかの国の姪なら本来ならもっと優遇されるべきかと」

  

  「それはかの国の帝が気遣う話であろう」

  

  「わかりました。ではそれなりの仕事を与え給金を払うなら

  

  問題はありませんね？」

  

  「おまえが支払うのか？」

  

  「再びわたし付の官女として雇用します」

  

  「よもや玉葉の侍女にするわけにもいかぬ故それが良いな」

  

  自分の腹が痛まなければどうでも良いという事か。

  

  何とも小さい事だ。

  

  

  

  「これで良いのだな？」

  

  主上は瑞月が帰ると何者かに問うた。

  

  「ああ」

  

  そう返事をしたのは阿多だった。

  

  どうやら阿多の差し金らしい。

  

  「あのような小さき事を申しては何とも器量の小さい男と

  

  思われるのは何とも気分が悪い」

  

  「このまま放っておけば瑞は一生独り身で終わるぞ。

  

  それでも良いのか？」

  

  「帝が妃を持たぬわけにはいくまい」

  

  「そんな事を言ってみろ。また帝にはならんと言いだすぞ」

  

  「冗談ではない！」

  

  「今後、あいつの気に入る娘など現れぬかもしれぬ。

  

  ならばきっかけを作ってやるくらいしろ」

  

  「羅漢の娘でかの国の帝の姪だぞ」

  

  「おまえとて身分違いなどと言っていたではないか。腹を括れ」

  

  「簡単に申すな」

  

  「お膳立てをしてやったのだ。瑞何とかしろよ」

  

  主上の言葉も気にする様子もなく阿多はわくわくしたような顔で笑った。

  

  

  皇弟邸

  

  「高順、すまないが猫猫の元にこれを届けてくれないか？」

  

  瑞月は書簡を手渡した。

  

  「御意」

  

  

  自分で伝えに行きたいが拗らせたくない。

  

  高順なら上手く伝えてくれるはずだ。

  

  

  （やれやれ小猫をどう攻略するか考えねば）

  

  聡明な猫猫には小手先の言葉では通用しないだろう。

  

  ならば正攻法で行くべきか。

  

  我が主の心は分かっているが面倒だ。

  

  ご自分で動いてくれる方が楽だが

  

  以前の様に感情だけで動かなくなった。

  

  成長されたという事は喜ばしいが少々寂しい気がする。

  

  

  それにしても場所が良くない。

  

  宦官の風体をしていても客引きに呼び止められる。

  

  こんな事を妻や娘に知られたらどんな目で見られるやら。

  

  早く用をすませて帰りたい。

  

  高順は心底そう思った。

  

  

  二か月ほど前、主と来たあばら家。

  

  考えれば猫猫はそれなりの家に住む事が出来る。

  

  それでも此処に住み続けているのは

  

  羅門殿が居るからだろう。

  

  「高順様」

  

  猫猫は気配を感じたのか戸を開けて出てきた。

  

  「お久しぶりです、小猫」

  

  瑞月が居ると思ったのかきょろきょろと辺りを見渡す。

  

  「あの方は来ておりません」

  

  ホッとしたような顔。

  

  「書簡を預かって参りました」

  

  見るからに迷惑そうな顔をする。

  

  「返事を頂くまで待たせて頂けますか？」

  

  「猫猫、中に入ってもらったらどうだい」

  

  羅門がひょこっと顔を出す。

  

  「おやじ」

  

  余計な事を言ってくれる。

  

  「粗末な家ですがどうぞ」

  

  高順は吊り下げた薬草が多い事に驚いた。

  

  購入ではなく自家栽培をしているのだろう。

  

  使い込まれた薬研。

  

  少し薬の香りがする。

  

  猫猫とは対照的な穏やかな養父。

  

  この家が恥ずかしいとは思わないが

  

  強いて誰かを迎え入れたいとは思わない。

  

  （高順様は聡いお方だからそんな事はおくびにも出さない）

  

  

  あの男は何を言ってきたのだろう？

  

  気は進まないが返事を待たせてるので中身を

  

  見ないわけにもいかない。

  

  

  猫猫は書簡をじっと見ていた。

  

  

  意外にももっともらしい事が書かれている。

  

  確かに細々薬屋をしていてもその日暮らしだ。

  

  おやじは人が良すぎて儲けを考えていない。

  

  後宮勤めでないなら女同士の浅ましい諍いも少ないだろうし

  

  何より魅力的なの医官見習いとして雇用を考えていると

  

  書いてある。

  

  勉強の傍ら邸の家事をすれば給金もくれるようだ。

  

  あの男は腹黒いが嘘は付かない。

  

  

  「もっと詳しい内容を教えて頂きたいので後日、其方に

  

  行かせて頂いても良いか聞いて頂けませんか？」

  

  「わかりました。主に確認してみます。日は此方で決めても

  

  大丈夫ですか？」

  

  「はい。それで大丈夫です」

  

  

  

  「小猫がもっと詳しく内容を聞きたいので此方に行きたいと

  

  言っておりましたが。ひは此方に合わせるそうです」

  

  「やはり医官見習いは無視できぬようだな」

  

  「小猫を医官見習いにされるのですか？」

  

  「宦官壬氏では医官にそれを命ずることは出来なかったが

  

  東宮であればそれは可能だ」

  

  「后にするのではなかったのですか？」

  

  「それまだ無理だろう。とりあえず外邸に呼ぶ戻し顔を合わせる機会を

  

  増やして話をする回数を増やして頑なな心を解すしかない」

  

  「随分と時間がかかりそうですが」

  

  「急いては事を仕損じるだ。時間はいくらでもある」

  

  「お変わりになりましたね」

  

  「自分の思いだけぶつけるより相手が何を思い何を考えているか

  

  何を必要としているか考える事が大事だと分かったのだ。

  

  今回の雇用は猫猫なら何もせずに給金を受け取らないのは

  

  分かっていた。ただで何かを貰う事はあいつのプライドを傷つけるだけだ」

  

  「そこまでお考えとは感服いたしました」

  

  

  かの国

  

  「猫猫・・・・」

  

  猫猫が帰国してから雲嵐は後宮を泣きながら

  

  探し回っていた。

  

  「雲嵐様」

  

  主上の后になった楊瑛は抱きしめて優しく話した。

  

  「そのように泣いては猫猫様は悲しまれますよ」

  

  「でも・・・・・」

  

  「お寂しい気持ちは良く分かります。いつか会える日が来ます」

  

  「本当？」

  

  「はい。楊瑛はそう信じております」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（２）

  瑞月が翌日なら都合が良いと連絡が入り

  

  猫猫は外邸の皇弟邸に来ていた。

  

  水蓮が嬉しそうに迎えてくれる。

  

  「小猫、いらっしゃい」

  

  「ご無沙汰しております」

  

  食えない人だが仕事をきっちりこなす真面目な方だ。

  

  何より瑞月を大切に思っている。

  

  

  

  「お久しぶりでございます、壬氏様。

  

  あ、月の君とお呼びした方が宜しいでしょうか？」

  

  久しぶりに会う壬氏は相変わらず男女問わず悩殺するオーラを

  

  漂わせていた。

  

  「おまえの呼びやすい方で良い」

  

  「では壬氏様と呼ばせてください」

  

  「ああ」

  

  「早速ですみませんが今一度書簡の内容を確認したくて伺いました」

  

  「高順から話は聞いている」

  

  「医官付官女のお話は真でございますか？」

  

  「主上には既に許可を頂いた。すぐには難しいが

  

  ゆくゆくは法を改正し女も医官になれるようにしたいと考えている」

  

  「・・・・そうなれば有難いです」

  

  こんな時も大喜びしない猫猫は冷静だ。

  

  （わたしの事は目には映っているが見ていない）

  

  瑞月は少し寂しそうな表情をしたがすぐに戻した。

  

  「おまえは施しを受けるのは好まない性格だと知っている。

  

  医官の手伝いだけで食い扶持を稼げないと思っているな？

  

  医局から戻った際には水蓮の手伝いをして欲しい。

  

  だが、医官の試験の勉学も怠ってもらっては困る。

  

  付け加える事がある。医官見習いは他にも数人任命している。

  

  おまえとて自分だけが特別扱いされていると言われを受けるのは

  

  本位であるまい」

  

  「おっしゃる通りです。コネでなったと思われるのは

  

  不快以外の何ものでもありません。そんな事を言わせないように

  

  勉学に勤しむ所存でございます」

  

  「それではわたしの話を承諾するという事で良いな？」

  

  「はい。よろしくお願いします」

  

  「では数日中にでも此方に来るように」

  

  「明後日から此方に来させて頂きます。それでは失礼します」

  

  用件が済むと猫猫はいそいそと帰った。

  

  猫猫は肩透かしを食らったような感じだった。

  

  （まあ、心変わりしてくれた方が楽だが）

  

  

  「宜しかったのですか？」

  

  高順は猫猫が帰ってから確認するように訊いた。

  

  「今は医官見習いの事で頭が一杯だろう。

  

  余計な事は言わない方が良い。見返りを求めているように

  

  思われるのも癪だしな」

  

  「あなた様がそれで宜しいのであればわたしから何も言う事は

  

  ございません」

  

  「ところで他の医官見習いの事だが」

  

  「小猫意外に男が一人女が二人でございます」

  

  「男か・・・」

  

  「医官を目指しているような男であればご心配ないのでは

  

  ありませんか」

  

  「そうであれば良いが」

  

  こういう勘は結構当たる。

  

  あの猫猫が相手にするとは思わないが

  

  相手が本気になるかもしれない。

  

  

  医局

  

  「数日中に医官見習いが数名来るらしい」

  

  劉医官は仕事の合間に楊医官と李医官に伝えた。

  

  「忙しさも少しはましになりますね」

  

  「いいや、実践がない者が来ても余計手間になるだけだ」

  

  「目先の事より遠い未来を考えて優秀な医官を育てるのも

  

  我々の使命だ」

  

  劉医官が一喝する。

  

  （羅門の娘も含まれていると聞いた。どのような娘であるか楽しみだ）

  

  二人には胸の内を語らず密かに猫猫が来るのを楽しみにしていた。

  

  

  東宮はいずれは女も医官にとおっしゃっていたが

  

  古き時代からの習わしを改めるのは難しい事だ。

  

  

  羅門の家

  

  「明後日からまた外邸に壬氏様の所に戻るから。

  

  医局で医官見習いとして仕事をやらせてもらう」

  

  「そうかい。それは良かったね」

  

  羅門が笑う。

  

  女がそのような事をさせてもらえる機会が与えられるのは

  

  まれでありどちらか言えば異例な事だ。

  

  あの高貴なお方は猫猫の事をよく理解されている。

  

  だが、猫猫はあの方が自分に特別な感情を持っている事に

  

  気づいていない。

  

  いや、おそらく気づかないふりをしている。

  

  先の先を考えて面倒事になる事が分かっているからだ。

  

  利口過ぎるのも厄介だ。

  

  感情よりも理性を優先してしまう。

  

  「しばらくは大変だろうけど頑張るんだよ」

  

  「うん。折角チャンスを貰ったんだもん」

  

  自分がやりたい事にたいしての面倒事は苦にならない。

  

  自分が望まない面倒事は出来れば避けたい。

  

  まだ壬氏に対して良い人以上の感情を持っていない。

  

  

  

  二日後、外邸に戻り医局に向かうと数人の男女が先に応接室で

  

  待っていた。

  

  姚（ヤオ）、燕燕（エンエン）、天祐（ティンユウ）と言う名の

  

  猫猫のライバル達だった。

  

  実践の前に書試験が実施された。

  

  （試験があるって聞いてない）

  

  猫猫は試験と言うものがあまり好きではなかった。

  

  

  羅門が日頃から教えてくれていた知識で何とか

  

  書き終えた。

  

  

  心配は無用で首席で次は姚（ヤオ）という娘だった。

  

  姚は猫猫を睨んでいる。

  

  横の燕燕（エンエン）が宥めている。

  

  首席を奪われたから怒っているのか？

  

  もしかして二人は知り合いか？

  

  まあ、どうでもいいけど。

  

  （何処でも好かれないなあ）

  

  

  

  「試験の結果はまずまずでありわたしとしては

  

  ひとまず安堵した。明日より実践を始める。

  

  今日は仕事の流れをじっくりと見て頭に叩きこむように」

  

  劉医官は感情のない声で話した。

  

  

  期待されているのか呆れられているのか

  

  猫猫たちは分からなかった。

  

  

  猫猫たちの医官への道が開けた瞬間である事は確かだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（３）

  医局

  

  思ったより肝が据わっているな。

  

  医官見習いの選ばれただけある。

  

  猫猫は他の医官見習いの様子を伺っていた。

  

  猫猫はお嬢様っぽい姚（ヤオ）が大量の血を見ても

  

  顔色一つ変える事もなく処置している様子を意外そうに見ていた。

  

  どちらかと言えば燕燕（エンエン）の方が躊躇している様に見える。

  

  唯一の男の天祐（ティンユウ）はヘラヘラしていい加減そうだが

  

  外科技術は確かなようだ。

  

  それはそれで癪だし嫌味だ。

  

  人間に対してあまり好き嫌いはない方だが

  

  こいつだけは虫が好かない。

  

  わざと名前を間違えて『娘娘』と呼ぶのも気分が悪い。

  

  「娘娘、何か顔が怖いんだけど」

  

  おまえのせいだと言ってやりたいが無視だ。

  

  「ねえねえ、聞こえないの？」

  

  「天祐（ティンユウ）さん、手が御留守ですけど」

  

  姚（ヤオ）はイライラを抑える様に言った。

  

  「姚（ヤオ）、もしかして妬いてる？」

  

  「莫迦な事言わないで下さい。お嬢様があなたなんかに

  

  興味があるはずがないでしょう」

  

  姚（ヤオ）の代わりに燕（エンエン）が否定する。

  

  「あれあれもしかして燕燕（エンエン）の方だった？」

  

  「・・・・・・・」

  

  燕燕（エンエン）は呆れた顔で見ている。

  

  勉強する気がないなら出て行けよ、マジで。

  

  猫猫は拳を握りしめた。

  

  （ああ、むかつく！）

  

  

  「天祐（ティンユウ）、外に出て暫く頭を冷やせ！」

  

  劉医官の雷が落ちた。

  

  流石の天祐（ティンユウ）も黙って出ていくしかない。

  

  

  猫猫たちはようやく落ち着いて作業に戻る事が出来た。

  

  「何を考えているんだか」

  

  劉医官がぼやいた。

  

  楊医官と李医官は場を和ませようと必死にフォローする。

  

  「若いからエネルギーが有り余っているんですよ」

  

  「そうですよ。あれでも腕は確かですし」

  

  「しかし素行に問題ありだな」

  

  劉医官の怒りは収まっていないようだった。

  

  他の医官は誤魔化すように笑った。

  

  

  後宮

  

  東宮と明かしてからも後宮管理者の後釜が見つからず

  

  瑞月に任されていた。

  

  宦官薬を飲む必要が無くなったが

  

  特にそれで変わった事がない。

  

  少なくとも瑞月は。

  

  食指は全く動かない。

  

  主上の美しい花を見ても全く反応する事がない。

  

  それより問題なのは誘惑が多くなった事だ。

  

  元より男女問わず以前からアプローチを受けてはいたが

  

  毎日うんざりする。

  

  あわよくば東宮妃になろうと不埒な事を考えているのは

  

  分かるが、益々人間不信になりそうだ。

  

  

  早く猫猫の心を捉え妃に迎えてくだらない茶番を

  

  終わらせたい。

  

  

  いっそ管理者の職を降りるか？

  

  いや、適任者が見当たらない。

  

  他の宦官にそれらしい人物は思い当たらない。

  

  

  

  

  

  ・・・・まだまだ時間がかかりそうだ。

  

  瑞月は頭を抱えた。

  

  「猫猫・・・・」

  

  （わたしの事など心の片隅にも無いのだろうな）

  

  医学を極めようと必死に学んでいるのだから仕方ない。

  

  それは最初から分かっていた事だ。

  

  そうは思うが感情とは厄介で頭で理解しても

  

  矛盾を感じてしまう。

  

  が、無理強いはしたくない。

  

  ましてや心には命令は出来ない。

  

  

  侍っている高順は如何にもしがたしという顔で立っていた。

  

  主が手を出すなと言うならこれ以上は見ているほかない。

  

  

  

  かの国

  

  「雲嵐はまた泣いていたのか？」

  

  楊瑛の胸に抱かれながら眠る雲嵐を見ながら光熙帝は

  

  悲しそうな顔を見ながら尋ねた。

  

  「申し訳ありません」

  

  「そなたのせいではない」

  

  「いいえ。あなたの元に嫁ぐ時に引き受けた責任がございます。

  

  このままでは猫猫様にも顔向けが出来ません」

  

  「時間がかかると猫猫も言っておった。急く必要はない。

  

  それに雲嵐は朕の息子なのだ。そなただけが責めを負う必要はない」

  

  「ありがとうございます」

  

  「それにそのように全力ではそなたが倒れてしまう」

  

  「お気遣いありがとうございます。自分の体調にも配慮して務めさせて

  

  頂きます」

  

  「二人で居る時はそのように畏まる必要はない。

  

  わたしたちは夫婦なのだから」

  

  「はい」

  

  楊瑛は顔を赤くしながら返事をした。

  

  怖い方だと思っていたが

  

  実際はとても優しく接してくれる。

  

  そして女性に対してとても照れ屋である事を知った。

  

  一回り以上年上であるがそのギャップが可愛く見えた。

  

  

  「そなたばかり辛い思いをさせてすまぬな」

  

  「いいえ。わたしは幸せでございます。あなたと雲嵐様と

  

  一緒に暮らせて夢のようです」

  

  「朕もそなたを妻にして真に良かったと思う」

  

  「嬉しゅうございます」

  

  楊瑛は幸せをかみしめていた。

  

  そして心から猫猫に感謝をした。

  

  臆病だった自分を変えてくれたのは紛れもなく

  

  猫猫なのだ。

  

  かの国を出て異国に向かう時かけてくれた言葉は

  

  一生忘れない。

  

  （猫猫様、わたしでは力不足ですが諦めません。

  

  どうか心配せずにご自分の人生を歩んで下さいませ）

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（４）

  医局

  

  処置に合間にわずかな休憩をもらって

  

  猫猫たちは少し遅い昼餉を取っていた。

  

  姚と燕燕は隣同士で猫猫と天祐はそれぞれ

  

  間を上げて座っている。

  

  劉医官に注意されて少しだけおとなしくなったように

  

  見える天祐。

  

  群れるのが嫌いな猫猫。

  

  まだ連帯感を構築するには時間が少ない。

  

  

  「東宮ってこの世の者とも思えないほど美しい方なのでしょう？」

  

  「そうらしいですね。どんな娘でも一目見ただけで恋におちるらしいです」

  

  姚と燕燕に会話が猫猫にも聞こえてきた。

  

  

  （確かに無駄に美しいが性格に難ありだろう）

  

  余計な事を言うつもりはない。

  

  こんな機会を与えてくれたのは他ならぬその東宮であるのだから。

  

  （いや、待て。もしかしたらわたしはもっと感謝すべきか？）

  

  呼び出された時てっきり他に何か言われると覚悟していたが

  

  何も要求してこなかった。

  

  もう自分への興味が薄れたのだと思った。

  

  人として意識はしていないがおやじの事も約束は果たしてくれていた。

  

  何故、こんなに心がもやもやするんだろう？

  

  猫猫は答えは出せなかった。

  

  休憩はあっという間に終わり、仕事に戻る。

  

  やりがいはあるがやはりミスの出来ない分

  

  神経をすり減らす。

  

  仕事を終えて皇弟宮に戻る頃には

  

  歩くのも辛い状態だ。

  

  それでもやるべき事をしなければと

  

  夕餉の支度や後片付けを終えてから今日の仕事内容をまとめる。

  

  

  そんな日が何日か続いた。

  

  休みは月に四日ほどで若いとはいえ体力的にきつい。

  

  それでも自分の望んだ道だと言い聞かせる。

  

  

  「猫猫、劉医官と先日会う機会があったのだ。えらく褒めていたぞ」

  

  久しぶりに会う瑞月は以前のようなキラキラオーラはなかった。

  

  壬氏の仮面を被っていた時はそうする必要があったのかも

  

  しれない。

  

  本当は堅実で地味な人なのかもしれない。

  

  「誰かと間違えているのでは？」

  

  「いやおまえの事だ。その証拠におまえは首席だったのだろう？」

  

  「試験はそうでしたが実技では敵わない者もおります」

  

  「それで元気がないのか？」

  

  「いいえ。ただ少し疲れているだけです」

  

  「まだ始まったばかりだろう？これからやり返せば良いではないか？」

  

  「だから疲れてるだけですって！」

  

  貴人に不敬を働いてしまった。

  

  「それだけ元気なら大丈夫なようだな」

  

  瑞月は笑うと何事もなかったように立ち去ろうとした。

  

  「・・・・待ってください」

  

  「？なんだ？」

  

  「まだお礼を言っていない事あります」

  

  「何の礼だ？」

  

  「養父の件と医官への道を開いて下さった事とか」

  

  「養父殿の件はおまえを人質として使った礼ゆえ気にする事は

  

  あるまい。医官の件ももう宦官を作らぬと決めた以上

  

  性別を問わず医官を増やす必要がある。おまえの為ではない」

  

  「それでもありがとうございます。夢を見る事も許されなかった事を

  

  手が届くかもしれないチャンスを作って下さったのですから」

  

  ああ、何だろうこの違和感。

  

  壬氏様ならもっと付け入って来る。

  

  ギブアンドテイクと言ってくるはずなのに。

  

  面倒事を押し付けられない方が楽なのに

  

  余計な事を言っている。

  

  「あなたは変わられた。いえ、もしかしたら今が素なのかも

  

  しれませんね」

  

  「東宮に戻った以上壬氏のままと言うわけにもいかぬだろう」

  

  「東宮はあなたが望んだものですか？」

  

  「・・・・・・東宮でなければ出来ぬ事もある」

  

  暫く考えて答えた。

  

  「わたしのせいでしょうか？」

  

  「遅かれ早かれ戻らねばならなかった」

  

  歯切れが悪い言い方だ。

  

  何故おまえの為に戻ったと言わないのか？

  

  それより何故自分はこんなにも食ってかかっているのか？

  

  分からない。

  

  

  「あなたの立場なら欲しいものは簡単に手が入るはずです」

  

  命じて欲しいのか？

  

  はっきり言って欲しいのか？

  

  わたしはどうしたいのだろう？

  

  「いや、簡単ではない」

  

  「何故ですか？」

  

  「人の心には命令など意味がないからだ。

  

  相手がわたしを心から受け入れてくれなければ意味がない」

  

  「・・・・・わたしは」

  

  「分かっている。おまえにとってわたしは知り合い程度なのだろう？」

  

  「・・・・・・」

  

  「それでもやれるだけの事はしてやりたい。

  

  だがそれに見返りを求めるつもりはない。

  

  あくまでも勝手にしている事なのだから。だが出来るなら東宮でなく

  

  一人の人間としてどう思うか考えてくれれば有難い」

  

  「東宮とは如何なる立場かお分かりでしょう？」

  

  「では聞くがおまえは漢大尉の娘であり光熙帝の姪である事は

  

  どう思っているのだ？」

  

  「到底納得できません。わたしは何一つ変わっていないのですから」

  

  その言葉で猫猫は瑞月が何を言いたいのか気づいた。

  

  東宮であると言うだけで頭ごなしに無理だと決めているのは

  

  自分である事を。

  

  「すみません。今は自分の事で精いっぱいなのです。

  

  頂いたチャンスを無駄にはしたくないのです」

  

  「十分承知している。だからこそ今は何を言う気も

  

  求めるつもりはない」

  

  「ありがとうございます」

  

  「体を壊さぬ程度に励め」

  

  「御意」

  

  （わたしは狡いのかもしれない。壬氏様の気持ちを利用している）

  

  

  「おまえは何も気に病む事は無い。先程も言ったように

  

  わたしが勝手にやってるだけだ」

  

  顔に出ていたか。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（５）

  東の離宮

  

  「せっかくお膳立てをしてやったのに瑞の奴だらしないな」

  

  瑞月と猫猫の関係が進んでいない事は雀の報告で

  

  阿多は知っていた。

  

  「真になあ」

  

  「おまえの息子とは思えぬな」

  

  「朕が無類の女好きの様に言うでない」

  

  「違うのか？」

  

  「朕は帝としての務めを果たしておるだけじゃ」

  

  「都合のいい言い分だな」

  

  「朕とておまえだけを妃としておきたかった。が、それは許されなかった。

  

  妃として入内した者を無視するわけにはいかん」

  

  「瑞は妃を一人と決めているようだ。そうなると各国との関わり方を

  

  一から考えねばならん。今まで築いてきた関係が崩れる可能性も

  

  少なからず出てくる」

  

  「古き習わしが良いとは限らぬ。今がその転機かもしれん。

  

  あいつが壬氏の仮面を外してまで望んだ娘は中々手強そうだ。

  

  陽、これは見ものだぞ」

  

  阿多はわくわくした顔で言った。

  

  後宮執務室

  

  「くしゅん！」

  

  「お風邪でございますか？」

  

  「いや」

  

  （また主上と母上が何か言っているのだろう）

  

  「馬閃はどうした？」

  

  高順はおいおい馬閃と役目を変わる事になっていた。

  

  「あの莫迦は鬼の霍乱で寝込んでおります」

  

  「本当か！？」

  

  「恥ずかしながら医者にも治せぬ病のようで・・・」

  

  「何！？それは一大事ではないか！」

  

  「どうやら意中の方が出来たようで・・・」

  

  「相手は誰だ！？」

  

  「分かりません。妻も知らぬようですが

  

  食事も喉も通らないようで何とも情けない事でございます」

  

  （あの堅物が恋？）

  

  瑞月は小さく笑った。

  

  「瑞月様、耳の痛い事を言っても宜しいでしょうか？」

  

  「言うなと言っても言うのだろう？」

  

  「そうですが、一応」

  

  「何だ？」

  

  「東宮に戻られたという事は何を求められるかお分かりですね？」

  

  「妃を迎えよと申すのか？」

  

  「それもありますな」

  

  「なあ、高順」

  

  「はい」

  

  「かの国の東宮が五歳だとわざとわたしに話さなかったのか？」

  

  「話していたら壬氏のままでおられましたか？かの国には

  

  行かれませんでしたか？」

  

  「行っただろうな」

  

  瑞月は上を向いて思い出すように言った。

  

  「だからあえて言いませんでした」

  

  「やっぱりおまえは幼い頃より居るだけの事はあるな」

  

  「そうでしょうか」

  

  言葉とは違い高順は嬉しそうな顔をした。

  

  「高順、実は・・・・」

  

  瑞月は急に暗い表情になり少し前から心に秘めていた事を

  

  話し始めた。

  

  「それは真でございますか？」

  

  高順の表情も強張る。

  

  瑞月は頷いた。

  

  

  この話が漏れれば国が揺らぐ。

  

  東宮の話を条件付きで引き受けたもう一つの理由でもある。

  

  

  

  

  医局

  

  「あの子本当に人間なの？」

  

  姚は呆れたように言った。

  

  軍部から怪我人ばかりを運ばれてくる。

  

  かの国との戦が終わって体が鈍るのを防ぐ為か

  

  血が騒ぐのか、訓練に熱が張り過ぎているのか

  

  どうなのか分からないが

  

  ここ数日処置に追われている。

  

  猫猫は額から大量の汗を流しながらもこなしている。

  

  （今は余計な事を考えないくらい忙しい方が良い）

  

  「お嬢様、気にする必要ありません。猫猫さんが枠外なだけです」

  

  「そうそう。娘娘は異端。いや、異常か」

  

  天祐も話を合わせる。

  

  「無駄口を叩く暇があったら手を貸せ」

  

  劉医官の雷が落ちる。

  

  姚たちは慌てて加わった。

  

  

  漸く合間が出来た猫猫は水を含んだ。

  

  （ひっきりなしだな。武官は余程暇を持て余しているのか？

  

  また、何か起こるのか？）

  

  

  仕事を終えて猫猫たちは劉医官からある話を聞いた。

  

  「おまえたちが此処に来て半年近く過ぎた。

  

  最初はどうなる事かと思ったが少しは使える様になって

  

  安堵している。今は戦もなく訓練の負傷の治療が多いが

  

  もうすぐ内臓の疾患を抱えている者の外科手術を執刀する。

  

  そんな経験はおまえたちは無いだろう。貴重な体験になるはずだ」

  

  話が終わり散会する時、天祐がボソッと言った。

  

  「俺はもう経験済みなんだけどな」

  

  猫猫、姚、燕燕はギョッとした顔をした。

  

  そう言えば深い切り傷を縫合は上手かった。

  

  変わらない年で一体いつ執刀したと言うのだろう。

  

  ふざけた奴だが腕は良い。

  

  猫猫は不思議に思っていた。

  

  

  「おまえは余計な事を言うな」

  

  （熊の解体を子どもの頃に勝手にしただけだろう）

  

  どうやら劉医官は前から天祐の事を知っているようだ。

  

  

  家出までして頼まれたから引き受けたが後悔している。

  

  一つ間違えればマッドサイエンティストにもなりかねない。

  

  

  「劉医官」

  

  楊医官が何か言いたげ顔をしているが

  

  劉医官は首を振った。

  

  まだいう必要がないという事だろう。

  

  

  実はこの後大変な人物の執刀が待っているのだ。

  

  それはトップシークレットで知っているのはごくわずかな人間だけだった。

  

  もうすぐ行われる手術はリハーサルのようなもので

  

  誰が助手として適任であるか見極める為にものだ。

  

  無論そんな事は猫猫たちが知るはずがなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（６）

  「劉医官、わたしはあの子たちを使うのは賛成できません」

  

  いつも何があろうと異を唱えない楊医官が難色を示した。

  

  「李はどう思う？」

  

  「何かあれば罪に問われる手術です。若い彼らに

  

  それを負わすのは如何なものかと思いますが」

  

  「二人とも反対なのだな？」

  

  「・・・・・・・・」

  

  「わたしはこれは絶好の機会だと考えている。

  

  確かにしくじればただでは済むまい。だが成功すれば

  

  かの方を救った一人として名は残せる」

  

  「しかし・・・・」

  

  「元淑妃の阿多様が間に入って下さり万が一の事態になったとしても

  

  我らには罪は問わぬという念書を用意するよう言って下さった」

  

  「それは真でございますか？」

  

  「ああ、少なくともあいつらには責めは及ばぬ。我らはやはりそういうわけには

  

  行かぬだろうが」

  

  「何とも寛大なお心でございましょうか」

  

  両医官は感心した。

  

  「東宮様も同意して下さった」

  

  「それは何とも有難い」

  

  近々手術が必要となる人物とは他ならぬ主上だった。

  

  元々慢性の虫垂炎を患っていたが此処一二年痛みが増してきていた。

  

  薬で痛みを抑えていたがいよいよ効きも悪くなりどうしたものかと

  

  劉医官に相談していた。

  

  癒着の可能性もあり手術をした方が良いという事になった。

  

  普通の人間ではない一国の帝となればさあやりましょうと

  

  簡単には決められない。

  

  もしもの事があれば帝の代わりを誰がするのか

  

  予め決めておく必要もある。

  

  「それで彼らにはいつ話しますか？」

  

  「来週にでも話すとしよう。手術は二か月後の予定だから

  

  何度もシュミレーションをし、問題点の探究と解決法を模索する」

  

  「「わかりました」」

  

  壬氏が東宮に戻った理由の一つは主上の手術だった。

  

  難しい手術ではないが何かあれば国が混乱するのは明らかだ。

  

  気弱になった主上を安心させたい気持ちもあり

  

  承諾したのだった。

  

  だが、かの国に行くためと言う目的がなければ

  

  どうであったか定かではない。

  

  

  

  「猫猫、あなたに書簡が届いているみたいよ」

  

  姚は面倒そうに言った。

  

  どうやら誰かに頼まれたらしかった。

  

  出来れば関わりたくなさそうだ。

  

  「ありがとう」

  

  受け取って誰だろうと宛名を見てみると楊瑛の名が見えた。

  

  他国からの書簡なら検められるはずだが

  

  中を確認した形跡はなかった。

  

  多分、瑞月がその必要なしと判断したのだろう。

  

  どうせなら瑞月の所で止めていてくれたら

  

  面倒ではないのだが。

  

  

  

  仕事を終えて皇弟宮に戻って家事を終えてから

  

  自室に戻ってから書簡を開いた。

  

  

  『猫猫様

  

  ご無沙汰しています。

  

  最初、猫猫様がお帰りになられて雲嵐様は

  

  情緒不安定になられる事もありましたが

  

  今は随分の落ち着いてまいりました。

  

  何時か再会できると願っておられます。

  

  話す言葉も多くなり文になってきました。

  

  まだお母さまの事を話しておりません。

  

  ただ主上の事を理解しようとなさっています。

  

  それではまた文を送らせて頂きます。

  

  猫猫様、くれぐれもご無理なさらないで下さいませ』

  

  

  「良かった。雲嵐様は随分と落ち着いてこられたようだ」

  

  楊瑛はきっと良き妻良き母になられるだろう。

  

  

  微かだが水蓮の声が聞こえた。

  

  多分、瑞月が帰宅したのだろう。

  

  次に楊瑛から書簡が来たら止めて置いて欲しいと

  

  お願いしておこう。

  

  

  「おかえりなさいませ、壬氏様」

  

  「猫猫、どうした？」

  

  「お願いがございます」

  

  「夕餉を食べながらでも良いか？」

  

  「壬氏様が宜しければ構いません」

  

  水蓮はいそいそと夕餉の食事を運んでくる。

  

  猫猫も手伝った。

  

  「おまえは食べたのか？」

  

  「いえ」

  

  「ではおまえも一緒に食べれば良い」

  

  「それは・・・・」

  

  一官女がそれは不敬になるのではないか？

  

  「不敬など問わぬ。水蓮は食べきれないほど作るから

  

  少し助けてくれ」

  

  水蓮の顔を見るとにこやかに笑っている。

  

  「では少しだけ」

  

  「そのようなか細い体ではいつ倒れてもおかしくないぞ」

  

  「はい」

  

  「それで話とは？」

  

  「かの国から書簡が届いたら壬氏様の所で止めて置いて

  

  頂けませんか？」

  

  「同僚に見られたら色々勘繰られるからか？」

  

  「それもありますが特別視されたくないのです」

  

  「分かった」

  

  「ありがとうございます」

  

  「それで雲嵐殿は少しは良くなったのか？」

  

  「言葉を文に出来る様になったと書かれていました」

  

  「それは良い事だな」

  

  「はい」

  

  自分が居なくとも大丈夫なのが少し寂しい。

  

  「おまえがきっかけを作ったから好転してきたのだろう」

  

  「そうでしょうか？」

  

  「わたしはそう思う」

  

  

  食事を終えて猫猫が自分の部屋に戻ろうした時

  

  思い出したように言った。

  

  「壬氏様、最近よく眠れておりますか？

  

  具合の悪い所はありませんか？」

  

  「急にどうした？」

  

  瑞月は目を丸くする。

  

  「最近はあまり顔を合わせる事もなく薬湯も差し上げておりません」

  

  「思い出してくれたとは有難い」

  

  「何かご用意いたしましょうか？」

  

  「そうだな。ぐっすり眠りたい」

  

  「わかりました。すぐにお作りします」

  

  

  その夜瑞月は久しぶりにぐっすり眠る事が出来た。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（７）

  後宮執務室

  

  「馬閃はまだ治らぬのか？」

  

  「重症のようでございます」

  

  「相手は桃美も分からぬのだな？麻美は？」

  

  「何とも本人が言わぬようで」

  

  「このまま伏せていられては仕事にも差し支える。

  

  今日おまえの家に行っても良いか？」

  

  「はい。しかしながら多忙な瑞月様にそのような事を

  

  して頂くのは大変申し訳ない事でございます」

  

  「馬閃とわたしは兄弟のようなものだ。どうにかできるものであれば

  

  何とかしてやりたい」

  

  「ありがとうございます」

  

  馬閃に想い人か・・・・。

  

  どのような女だろう。

  

  

  その夕刻、瑞月は高順と馬邸に足を運んだ。

  

  「「月の君、お心遣い恐れ入ります」」

  

  桃美と麻美が出迎えた。

  

  高順より桃美の方が六歳ほど年上だったと思うが

  

  若々しい。麻美とは姉妹のようだ。

  

  「息災であったか？」

  

  「おかげさまで健康に過ごさせて頂いております。

  

  本日は愚息がご迷惑をおかけいたしまして

  

  申し訳ございません」

  

  三人は深々と頭を下げた。

  

  「そんなに気を遣うな。馬閃は自室か？」

  

  「はい」

  

  自分が動けば大げさになってしまうが

  

  乳兄弟として見過ごせなかった。

  

  

  「馬閃、入るぞ」

  

  馬閃は寝台に座った状態で予想以上に窶れていた。

  

  目には大きな隈が出来、こんな短い時間で此処まで

  

  頬がこけてしまうのかと思うほど痩せていた。

  

  「瑞月様・・・」

  

  「そのままでよい。医官をよこそうかと思ったが

  

  どうやら医官では治せぬ病のようだな？」

  

  「・・・・・・・・・」

  

  馬閃は俯く。

  

  「わたしにも話せぬのか？」

  

  「・・・・・・相手の方に迷惑が掛かります」

  

  それなりの地位の女か？

  

  「おまえのその姿を見たら相手の者がどう思うであろうな」

  

  「相手の方はわたしの事など知ってはおりません」

  

  「ではおまえの片思いか？」

  

  「そのような不敬なものではありません！」

  

  不敬？

  

  目上の者という事か。

  

  「ただ一目見て自分でも感じた事もない衝撃のようなものが

  

  体を駆け抜けました。それからは寝ても覚めてもその方の姿が

  

  浮かんできて切ないと言うか悲しいと言うかやり切れない

  

  気持ちになってしまい、体を動かそうとしても動けないのです」

  

  「そうか・・・」

  

  自分もそれ程恋の経験があるわけではない。

  

  しかしかなり重症である事は分かる。

  

  「もしや高貴な身分の方なのか？」

  

  「・・・・・」

  

  名の一族より高貴な方と言えば

  

  主上の関係者という事か。

  

  「主上の妃なのか？」

  

  「！！」

  

  何も言わないがその表情で理解できる。

  

  

  「そうか」

  

  誰にも話せぬはずだ。

  

  下賜して頂くにしても今は無理だ。

  

  主上は手術を控えている。

  

  「馬閃、主上にお話ししたいが今は時期が悪い。

  

  せめて手術を終えるまで待ってくれぬか？」

  

  「そのような事は恐れ多い事でございます」

  

  「玉葉様が后となられ下賜は難しくはないと思う。

  

  話を進めるにしてもおまえがそのような状態では

  

  進めるのも難しい」

  

  「無理です！あの方は上級妃です！！」

  

  「上級妃！？」

  

  馬閃は口を押えた。

  

  梨花妃？いや馬閃のタイプではない。

  

  桜蘭妃か里樹妃か？

  

  桜蘭妃は入内して日が浅い。

  

  そうなれば里樹妃という事になる。

  

  「里樹妃か？」

  

  観念したように頷いた。

  

  里樹妃ならまだ可能性はある。

  

  

  「無理に動けとは言わぬが朗報を待て。

  

  そして生活基盤を整えろ。妻に迎えてもそれでは困るだろう？」

  

  「妻！？」

  

  目が飛び出るほど驚く。

  

  「主上は以前より里樹妃の処遇に頭を痛められていた。

  

  主上と里樹妃の母上とお知り合いで娘を育てるつもりで引き受けた方なのだ」

  

  「了解いたしました。明日より復帰させて頂きます」

  

  馬閃の目の輝きが戻った。

  

  もう大丈夫だろう。

  

  

  本当は人の恋の世話をしてる場合ではないのだが。

  

  （猫猫は今日も仕事に奮闘している頃か？）

  

  瑞月は少し暗くなった空を見上げた。

  

  「本日は本当にありがとうございました」

  

  「いや、何とか解決できそうで安堵した」

  

  高順と二人で歩きながら話した。

  

  「まさか馬閃の相手が里樹妃とは思いもよりませんでした」

  

  「先日の園遊会で初めて顔を合わせたらしい」

  

  「里樹妃が躓いた時、偶然馬閃が通りかかり助けたそうだ」

  

  回想

  

  『園遊会何て退屈なだけよ』

  

  不機嫌そうに侍女に言っている。

  

  『さようでございますね』

  

  侍女達は適当に話を合わせている。

  

  休憩に入り、里樹妃は待ちかねたように立ち上がり

  

  天幕の外に出て歩き出す。

  

  参加したくもない園遊会にうんざりしているようだ。

  

  少し急ぎ足になったせいで何でもない場所で躓いた。

  

  『里樹妃様』

  

  侍女が助けようとしたが遅かった。

  

  まずいと思ったその瞬間、誰かが里樹妃を助けた。

  

  どうやら武官らしかった。

  

  『ご無礼をお許しください』

  

  『いえ、ありがとうございます』

  

  心なし里樹妃の顔が赤い。

  

  主上の妃ではあるが異性には慣れていない。

  

  少し年上の逞しい武官を里樹妃はじっと見た。

  

  主上以外の男と言葉を交わす事は許されない事であった。

  

  『お名前は？』

  

  それでも名前くらいは知りたい。

  

  『馬閃と申します』

  

  名を告げると馬閃はその場を去った。

  

  『馬の一族の方のようですね』

  

  『ええ』

  

  『休憩が終わります。戻りましょう』

  

  『そうね』

  

  その言葉に改めて自分が主上の妃であると思い知る。

  

  （本当なら言葉を交わすのも許されないのに）

  

  それでもまた会いたいと思った。

  

  壬氏のような憧れとはまた違った感情のように思えた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（８）

  医局

  

  「おまえたちに話す事がある。先に言っておくが

  

  内容は他言無用だ」

  

  「またまた大げさだな」

  

  天祐は揶揄うように言った。

  

  猫猫、姚、燕燕は何なんだこいつは？という顔で見ている。

  

  劉医官は無視をして話を続ける。

  

  「二か月後、ある方の手術をするのだがおまえたちにも

  

  立ち会わせる。実際の手術を見る事はどんな講習よりも

  

  役立つはずだ」

  

  （なんだか嫌な予感がする・・・）

  

  猫猫のこういう時の勘はよく当たる。

  

  「勿体つけないで誰の手術をするのか教えてくださいよ」

  

  「いいんだな？聞けば引き返せないぞ」

  

  「そんな風に脅してまさか主上とでも言うんじゃないでしょう？」

  

  天祐の言葉を聞いて劉医官はニヤリと笑った。

  

  「正解だ！」

  

  流石の天祐も笑う事も出来ず暫くは固まっていた。

  

  猫猫はマジかと思った。

  

  何かあれば首が飛ぶ・・・。

  

  勿論、姚たちもそれくらいの予想はついたらしく委縮している。

  

  「有難い事に何かあっても処罰は与えぬと密約を頂いている」

  

  「それじゃ、何の問題もないじゃないですか？」

  

  （こいつ本当に頭大丈夫か？いくらそう言ってくれても

  

  劉医官たちは不問なわけないだろう！）

  

  「主上はおまえたちに絶好の機会を与えてくれたのだ。

  

  御身をていして勉強させて下さるのだ」

  

  あれ？もしかして壬氏様が東宮に戻られた理由は

  

  わたしの事だけではなかったのかも？

  

  少し心が軽くなった。

  

  「猫猫、麻酔の量を李医官と相談して一か月前までに決定しておくように。

  

  天祐はわたしとどのように手術を進めていくか考える事。

  

  姚と燕燕は当日まで必要なものをピックアップして用意して置く事と

  

  当日はサポートにあたるように。何か質問はあるか？」

  

  「主上にアレルギーのようなものはあるのでしょうか？」

  

  食べ物には好き嫌いは無いし、アレルギーはないはずだが

  

  薬に対してどうかは伺った事がない。

  

  「特には聞いていないが近日中に確認しておく」

  

  「はい」

  

  「天祐は今日からわたしとシュミレーションを行う、いいな？」

  

  「まだ二か月あるんでしょう？」

  

  天祐は不満そうだ。

  

  

  猫猫は仕事を終えて皇弟邸に歩きだす。

  

  「猫猫さん、いつも其方に帰られますけど寮ではないのですか？」

  

  燕燕に呼び止められて不思議そうに聞いた。

  

  「あるお方にお仕えしているのです。帰ってからは其方で仕事をして

  

  給金を頂いているのです」

  

  とても東宮とは言えない。

  

  「此処を出てからまだ仕事をしているのですか？」

  

  感心したような顔で見ている。

  

  「それではまた」

  

  猫猫はそういうとまた歩き出した。

  

  （昨日より遅くなったな。今日の仕事のまとめに麻酔薬を

  

  調べたいのに時間が足りない。今度の休みにおやじの所に

  

  行って聞いてみようか）

  

  猫猫の頭の中は仕事の事で一杯だった。

  

  

  

  「劉医官、漢医官の事は話さなくとも宜しいのでしょうか？」

  

  猫猫が退席した後、楊医官は小さいな声で言った。

  

  「打診しているがきちんとした返事はまだもらっていない。

  

  本決まりになった時点で話すつもりだ」

  

  「左様でしたか」

  

  「しかし、猫猫が羅門の娘とは全くもって頷ける。

  

  蛙の子は蛙と言うべきか」

  

  「しかし、猫猫は養女では？」

  

  「確かに実父ではないが大叔父にあたるらしい」

  

  「なるほど、羅の一族の血ですか？それで合点がいきました」

  

  猫猫の才覚はずば抜けている。

  

  多分、医官見習いの中ではピカイチだ。

  

  「男であれば問題なくすぐに医官になれるというのに」

  

  「ですが東宮が法の改正を行うと仰せでしたが」

  

  「すぐに承認されるとは思えんな。この国はまだまだ男尊女卑の色が濃い」

  

  「真に口惜しいです」

  

  楊医官は本当に残念そうに言った。

  

  古き習わしを変えるには時間がかかる。

  

  それ故に途中で頓挫する事も多い。

  

  気を持たせて突き放すような事態にならなければいいが

  

  二人の考えた事は同じだったらしく顔を見合わせると

  

  大きく息をついた。

  

  

  皇弟邸

  

  「只今戻りました」

  

  「おかえりなさい、小猫」

  

  「遅くなりすみません。着替えたらすぐ手伝いますので」

  

  夕餉の支度をしている。

  

  という事は瑞月は帰宅するのか。

  

  「大体終わっているから大丈夫よ」

  

  「いえ、お給金を頂いている以上そういうわけにはいきません」

  

  「小猫はそういう所は本当にきっちりしているわね」

  

  「当たり前の事です」

  

  水蓮も猫猫が気に入っているようだ。

  

  

  

  

  夕餉の支度が終わっても瑞月が帰って来ない。

  

  「あらあら、時間通りには終わらなかったみたいね」

  

  「中々思った時間には帰れないお仕事ですから」

  

  「そうね」

  

  そんな話をしていると高順を伴って瑞月が帰ってきた。

  

  

  「「お帰りなさいませ」」

  

  「うん。今帰った」

  

  いつものように疲れた顔をしている。

  

  「猫猫、まだやらねばならぬ事があるのなら下がっていいぞ」

  

  「ありがとうございます。ひとつお願いしたい事があるのですが」

  

  「何だ？」

  

  「明後日の休みに養父の元に数時間帰っても

  

  宜しいでしょうか？」

  

  「構わんが、羅門殿になにかあったのか？」

  

  「いえ、次の仕事の事で養父に聞きたい事があるのです」

  

  「・・・・・・数時間と言わず長居してくればいい」

  

  「そういうわけにはいきません。雇用されてる身で勝手は

  

  まかり通りません」

  

  「おまえは生真面目だな」

  

  「壬氏様ほどではございません」

  

  「それは皮肉か？」

  

  「いえ、本当にそう思っています。身を粉にして仕事を

  

  なされていると思います」

  

  瑞月は主上にとって何が一番良いかいつも考えている。

  

  手術の事も医官たちと何度も話し合っているのだろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（９）

  「小猫が実家に帰るようですが何かあってはいけませんので

  

  密かに護衛を付けても宜しいでしょうか？」

  

  「そうだな。自分を知って良からぬ事を考える者もいるかも

  

  しれぬし、そうでなくとも治安が悪い所だ。誰を付けるのだ？

  

  馬閃は顔が知れているし、お互い嫌であろうし」

  

  「馬良の妻をと考えております」

  

  「雀か？それなら心配はないな」

  

  「それでは雀にすぐに伝えます」

  

  「よろしく頼む」

  

  猫猫は羅漢の娘であろうと光熙帝の姪であろうと

  

  一切ぶれる事がない。

  

  自分と言うものをしっかり持っているからこそ

  

  揺らぐ事がないのだろう。

  

  わたしは壬氏の仮面を外してもまだ引きずったままだ。

  

  戻りたいのか？

  

  それとも後悔しているのか？

  

  自分でも分からない。

  

  男の自分がくよくよと情けない限りだ。

  

  

  「それでは外出させて頂きます」

  

  「小猫、気を付けてね」

  

  「はい、ありがとうございます」

  

  瑞月を送り出した後、猫猫は花街に向かった。

  

  

  

  何度か、養父の元に戻っているが、いつも思うのが

  

  意外と距離が近いと思う。

  

  鳥かごに入っていると実際より遠く感じてしまう。

  

  こんな風に頻繁に戻れるのも瑞月の寛大さのおかげだと思う。

  

  本来ならこのような事はそうそう許されない。

  

  

  猫猫は自分から少し離れた場所から見ている雀には

  

  全く気付かなかった。

  

  それほどの雀は花街に溶け込んでいた。

  

  

  「お義父様のご心配も取り越し苦労だったようですね」

  

  無事に養父の家に入る雀を見届けると

  

  一人の女がそう呟いた。

  

  言わずと知れた変装を施した雀だ。

  

  

  「ただいま」

  

  家主は居ないらしく返事もないしがらんとしていた。

  

  「あれ、おやじ居ないのか？」

  

  緑青館か往診にでも行っているのだろうか？

  

  先に文でも送っておけばよかった。

  

  家は相変わらずのあばら家ですきま風が入ってきて寒い。

  

  この寒さは年に老いた者には堪えるだろう。

  

  給金を頭金にして少し家を直した方がいいかもしれない。

  

  そんな事を考えていると机の上に置かれた書簡が目についた。

  

  珍しい、誰からだ？

  

  良くないとは思ったがそれを開けてみる。

  

  内容は難しい手術ではないが手を貸して欲しいという内容のもので

  

  差出人は劉医官だった。

  

  この手術って・・・・・。

  

  考え込んでいると羅門が帰ってきた。

  

  「おやじ」

  

  「猫猫。おかえり」

  

  「おやじ宛てだったけど見たよ。借金の取り立てかも

  

  しれないと思って」

  

  養父に限ってそんな事はないのは分かっている。

  

  ただ人が良すぎて騙されて借金を負わされる心配もある。

  

  「劉医官の申し出を受けるの？」

  

  「内容からすれば一日二日ではこっちに戻れそうもないから

  

  どうしようかと考えている所だよ」

  

  「・・・・・」

  

  主上の手術だと話せば選択出来なくなる。

  

  「その様子だと猫猫にも関係がありそうだね？」

  

  しくじれば咎を受けなければならないかもしれない。

  

  いくら罪は問わぬと言って下さっても可能性は

  

  ゼロではない。

  

  今度は命を落とすかもしれない。

  

  そんな事になったらわたしは耐えられない。

  

  「後宮にはいい思い出がないんだろう？何もそんな所に

  

  戻らなくてもいいだろう？」

  

  「しかし、世話になった劉医官の頼みだから無下にも出来ないよ」

  

  「そんな事を言って今度は命を無くすかもしれないのに！」

  

  「患者は主上なんだね？」

  

  「・・・・・・」

  

  「そうなんだろう？」

  

  「違う！」

  

  おやじを巻き込みたくない。

  

  嘘を突き通そう。

  

  「猫猫は優しいね。わたしを心配してくれてるんだね」

  

  頭を撫でながら嬉しそうに笑う。

  

  「どんな結果であろうと罪は問わないと言って下さってるけど

  

  わたしたちは兎も角劉医官たちはある程度覚悟をされている。

  

  其処におやじが行けば・・・・」

  

  「それは失敗した時だろう？」

  

  「うん」

  

  「おまえが一番知ってるはずだろう？わたしの腕を」

  

  「知ってるよ！でも万が一・・・・」

  

  「そんな事考えちゃいけないよ。でないと其方に引き寄せられる」

  

  「うん。分かった」

  

  「明日にでも劉医官に返事をするよ」

  

  「実はその事で相談があって今日、時間をもらって帰ってきたんだ。

  

  患者を明かさず聞くつもりだったけど麻酔薬をどうするか

  

  考える様に言われてて・・・・・・」

  

  「体重やアレルギーの有無で変わって来るね」

  

  「うん。アレルギーは劉医官に聞いて頂いている。副反応の少ない薬を

  

  使いたいんだけどわたしはその知識が薄いからおやじに教えて欲しくて」

  

  「そうだね・・・・」

  

  羅門は暫く考えていたが、いくつか使えそうな薬草を教えてくれたが

  

  この国には無いものもあり、交易で手に入れてもらうか

  

  どうするか上に判断を仰ぐように言った。

  

  「ありがとう。長居するわけにはいかないからまた戻るよ」

  

  「せわしない事だね」

  

  「給金をもらってるんだ、仕方ないよ」

  

  「わたしの事は気にしなくていいから自分の為に使いなさい」

  

  そう言ってもきっとそんな事はしないが。

  

  「うん」

  

  「数日中には再会できると思うけれど敢えて親子である事は

  

  言わないでおこう。周りが気を遣うだろうから。劉医官にも

  

  お願いしておくよ」

  

  「そうしてくれたら助かる。特別視されたくないから」

  

  この子らしいと羅門は思った。

  

  「じゃあ、向こうで待ってるから」

  

  そう言うと猫猫は慌ただしく帰った。

  

  「いつも忙しい子だね」
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  医局

  

  「医療班にもう一人医官が加わる事になった」

  

  劉医官が珍しくご機嫌で休憩時間に言った。

  

  その言葉の後に杖のついた老婆のような医官が紹介された。

  

  「漢羅門医官だ」

  

  「よろしくお願いします」

  

  「大丈夫か？」

  

  天祐は頬杖をついて小さい声で言った。

  

  その声は猫猫にも聞こえた。

  

  親子関係だと話さないでおこうと言ったのに

  

  思わず猫猫は天祐を睨んだ。

  

  （おやじはおまえなんか足元にも及ばないくらい凄いんだ）

  

  そう言いかけたが何とか止めた。

  

  「娘娘、俺なんか余計な事言った？一応、みんなの意見を代弁

  

  したつもりなんだけど」

  

  あっけらかんと言う。

  

  （この男本当にイライラする！）

  

  「天祐、無駄口を叩くな。この羅門はわたしと一緒に西方に

  

  留学していた。優秀な男だ」

  

  猫猫は劉医官に感謝した。

  

  自分の言いたかった事をはっきり明言してくれたのだから。

  

  東の離宮

  

  主上は最近は後宮より此処に居る事が多い。

  

  「主上、やはり此方においででしたか」

  

  「おお、瑞。如何した？」

  

  「先程、劉医官から書簡が届きました。新たに漢羅門という

  

  医官が加わったそうです」

  

  「漢？」

  

  「お察しの通り、軍師殿の大叔父にあたる男で猫猫の養父です」

  

  「何と奇妙な巡りあわせじゃ」

  

  「瑞、おまえは知らぬと思うが安氏様とわたしの子を取り上げたのは

  

  その医官だ。しかし、とばっちりを受けて肉刑を受けて追放された」

  

  阿多は思い出したくもない昔の話を口にした。

  

  安氏も阿多も普通の精神状態ではなかった。

  

  どちらかが普通ならば嬰児交換などしなかったはずだ。

  

  そのおかげと言うべきか阿多の実子は生き残り

  

  安氏の実子は不慮の事故とで命を落とした。

  

  何とも因果な事だ。

  

  「・・・・・・・」

  

  瑞月は何も言えない。

  

  「私怨を果たそうなどと考えるような男ではない。

  

  それは保証する」

  

  阿多も羅門が優秀な医官である事は知っていた。

  

  「あの頃は太皇太后（先帝の母、女帝）が言えば白いものでも

  

  黒になった時代だ。運が悪かったと言うほかない」

  

  「もう随分と時が過ぎたと言うのに暗黒の時代の名残が

  

  まだ消えてはおらぬ。朕はいずれはあの診療所もなんとかせねばと

  

  考えている」

  

  幼い頃、先帝のお手付きとなり後宮から出られず

  

  年を重ねた女たちが集う場所。

  

  「手術が無事に終わりましたらわたしも交えて考えましょう。

  

  今は病との戦いだけを考えてください」

  

  「分かった」

  

  阿多も頷いた。

  

  翡翠宮

  

  「主上の手術の日取りが決まったようでございます」

  

  「そのようね」

  

  紅娘の話もさほど気にする様子もない。

  

  あれ程足蹴に通っていた主上の足は遠のき此処一か月は

  

  顔を見ていない。

  

  かと言って他所の宮に通っていると言う話も聞こえてこない。

  

  「医官に体を整える様に進言されたのでしょう」

  

  主上に何かあれば東宮が帝になる。

  

  現帝の妃は出家するか次の帝の妃になるか。

  

  はたまた里に帰るか。

  

  それが昔からの習わしだ。

  

  起こりもしないうちからあれこれ考えても仕方がない。

  

  ただ流されるつもりはないが

  

  何か起こればその時対処すればいい。

  

  「わたしたちが出来る事は無事手術が終わる事を

  

  信じて待つだけです」

  

  「はい」

  

  玉葉妃はっきりとした態度に紅娘は少ししょんぼりした顔で返事をした。

  

  水晶宮

  

  「主上が無事手術を終えられて此処に来られた時の為に

  

  少しでも寛いでいただけるよう宮を整えなさい」

  

  梨花妃は侍女達に命じた。

  

  敬愛する主上がこれくらいの事でどうにかなるはずがない。

  

  出来れば付き添ってお傍に居たいがそれは許されないだろう。

  

  ただ待つのは性に合わないが仕方ない。

  

  無事に終えられてまた来て下さるのを信じるだけだ。

  

  柘榴宮

  

  「入内したというのに何とも不運な事でございましょう」

  

  侍女の一人が嘆くように言った。

  

  「・・・・・お父様の都合で此処に来ただけよ」

  

  桜蘭はつまらなそうな顔だ。

  

  「ですが御子も授かりこれからと言う時に」

  

  「わたしなど所詮四番目の妃でしかない」

  

  「御子が東宮になる可能性もあります」

  

  「そんなの片手の指でも足りなくくらいの順位だわ」

  

  侍女は言う言葉が見つけられず黙ってしまった。

  

  金剛宮

  

  本当ならご病気の主上の事を考えるべきなのに

  

  わたしの頭の中はあの方の事で一杯。

  

  こんなこと許される事ではないのに。

  

  侍女たちにも悟られるわけにはいかないのに。

  

  わたしはきっとおかしくなってしまったのだわ。

  

  そうでなければ説明できない。

  

  「里樹様、大丈夫ですか？」

  

  河南が心配そうに聞いた。

  

  「大丈夫よ、何でもないわ」

  

  こんな事公になればわたしだけじゃなく

  

  侍女達にも咎めを受ける。

  

  心の奥に仕舞わなきゃ。

  

  里樹は必死に自分の思いを抑え込もうと考えた。
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  「主上の手術は明日行われる。これまでわたしたちは

  

  あらゆる可能性を考えて考察を続けた。

  

  それでも何が起こるか分からないのが現実だ。

  

  明日に備えてゆっくり休むように」

  

  劉医官からそう言われ医療班はそれぞれ帰って行った。

  

  「お嬢様、今日は早く休みましょう」

  

  「そうね。寝不足はお肌にも良くないし」

  

  姚と燕燕はおしゃべりしながら帰った。

  

  「俺は折角早く終わったから街に繰り出したいな」

  

  天祐は特に疲れた様子も見せず、どちらかと言うと余力が

  

  有り余っているように見えた。

  

  姚たちが居なくなったのを見定めてから猫猫は羅門に近づいた。

  

  「おやじ、大丈夫？」

  

  「ああ、何ともないよ。おまえは大丈夫かい？」

  

  「わたしは平気だよ」

  

  「明日に備えてもうお帰り。まだ仕事が残っているんだろう？」

  

  「うん。じゃあ、明日」

  

  猫猫は皇弟邸に羅門は劉医官の家に帰った。

  

  羅門は寮ではなく劉医官の家に住まわせてもらっている。

  

  皇弟邸

  

  「只今戻りました」

  

  「おかえりなさい、小猫」

  

  「すぐ着替えてきます」

  

  「はいはい」

  

  早く帰れたおかげで夕餉の支度に間に合って

  

  猫猫はホッとした。

  

  「明日の事もあるから坊ちゃんは早くお帰りになると思うから

  

  助かるわ」

  

  （壬氏様も明日付き添われるんだ。

  

  兄（多分、父君）なのだから当然か）

  

  

  

  水蓮が予想した通り瑞月はいつもより早く帰宅した。

  

  夕餉を終えて猫猫に話しかける。

  

  「猫猫、少し話がしたいが良いか？」

  

  「はい」

  

  高順と水蓮は気をきかせて奥に下がった。

  

  

  「明日、主上が手術を受けられる。四妃も心中穏やかではない

  

  だろう。だが、それはわたしも同じだ」

  

  「そうでしょうね」

  

  当然だ、もし何かあればこの方が帝になるしかない。

  

  「自分の素性が定かでない故に主上にお願いして宦官壬氏の仮面を

  

  頂いた。わたしは自分が『不義の子』であるかもしれないと言う疑念が

  

  頭から離れなかった。皆を欺きその座に付くは天を欺く事になる。

  

  それは許されぬ事と思っていた」

  

  そこまで話すと瑞月は杯の酒を飲んだ。

  

  「しかし、ある時期から違う可能性を考えるようになった。

  

  阿多様とわたしは性別こそ違えぞ瓜二つ。もしや幼き頃に

  

  入れ替わったのではと」

  

  「・・・・・・・」

  

  「あまり驚かぬのだな？もしやあらかた予想がついていたのか？」

  

  答えられない。

  

  そうだとは言えない。

  

  知らなかったと嘘も付きたくない。

  

  「まあ、良い。わたしが話したかった事は違うのだ。おまえがかの国に行った後

  

  一度身分を隠し市井を歩いた。その時無性に腹が立った。おまえが犠牲になり

  

  平和が訪れたと言うのに誰もそんな事は知らない。理不尽だと」

  

  「当たり前ですよ。戦のからくりなど誰が知ってると言うのですか？

  

  一般人は面白おかしく暮らせればそれで良いんです。それとわたしは犠牲になったと

  

  思っていません。売られた喧嘩を買ったまでです」

  

  「おまえらしいと言うか・・・」

  

  「それよりわたしも壬氏様にお聞きしたい事がございます」

  

  「・・・・・何だ？」

  

  猫猫の真剣な顔に瑞月は狼狽えた。

  

  「わたしが一度帰国した時、雲嵐様のお話をしましたがその時お年を

  

  言いそびれ伝える事が出来ませんでした。もしあの時五歳だと話していたら

  

  東宮に戻られましたか？かの国においでになりましたか？」

  

  「あの時はおまえが東宮妃になるかもしれないと知り、何としても

  

  返して頂こうと思った。だが、雲嵐殿が五歳と知っていたとしても

  

  同じ事をしたと思う。ただ東宮に戻ったのはそれだけではない。

  

  主上に安心して頂きたかった」

  

  「・・・・・・・・」

  

  「もし、東宮に戻った事を気にしているのならそれは忘れよ。

  

  自分のせいだとか思って欲しくないのだ」

  

  「はいそうですかと納得できると思いますか？」

  

  「それをたてにするような真似はしたくない」

  

  「そう言って頂いてもわたしは・・・」

  

  「おまえはそういう人間だったな」

  

  瑞月は笑った。

  

  ひときしり楽しげに笑うと真剣な面持ちで言った。

  

  「まずは猫猫、明日はよろしく頼む」

  

  「天才のおやじがいるから絶対大丈夫です」

  

  「ああ、そうだな」

  

  

  張り詰めていた空気は一気に和んだ。

  

  

  

  医局

  

  翌朝

  

  「今日はよろしく頼む」

  

  主上は少し緊張した面持ちで医局を訪れた。

  

  帝と言えども恐怖心はある。

  

  それは当然だ。

  

  「恐れ多い事でございます。我ら全員力の限り務めさせて頂きます」

  

  「そなたたちを信じている。主上をお願いする」

  

  瑞月も少し緊張している様に見えた。

  

  他の妃も阿多も来ていなかった。

  

  やはり女性の同席は許されていないようだ。

  

  「かしこまりました。最善を尽くします」

  

  

  手術室に入ると主上は用意された寝台に横たわった。

  

  

  「これより手術を開始させて頂きます。まずは麻酔を打たせて頂きます」

  

  猫猫は楊医官と決めた薬を手渡した。

  

  主上の体重を考慮した分量の麻酔液の量を正確に量る。

  

  一つ間違えれば昏睡状態のまま目を覚まさない事も

  

  十分あり得る。

  

  麻酔を打ってから数分で主上は眠った。

  

  脈も呼吸も異常が見られない事を確認して進めていく。

  

  下腹部を晒し、執刀する箇所を確認する。

  

  「此処で間違いないな？」

  

  「「「間違いありません」」」

  

  劉医官の言葉に数名が答える。

  

  流石の劉医官も緊張している様に見える。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１２）

  メスが皮膚を開くと劉医官は手を止めた。

  

  

  「思った以上に進行している」

  

  「そうだね。もう少し遅かったら癒着して面倒な事に

  

  なっていたかもしれないね」

  

  劉医官と羅門は胸を撫で下ろす。

  

  二人の様子を見て楊医官、李医官、猫猫たちは

  

  危険な状態の手前だったのだと気づいた。

  

  大したことのない手術などないと再認識した。

  

  一瞬、一同に戦慄が走る。

  

  「羅門、おまえが来てくれて本当に助かった」

  

  「いや、それは言い過ぎだよ」

  

  切除の個所が予定より大きくなったがそれ以外は

  

  大きなハプニングもなく手術は何とか終える事が出来た。

  

  「東宮が心配されているだろうから後の処置はおまえたちに任せる」

  

  処置と言っても縫った箇所を消毒して適当な大きさのガーゼを

  

  被せて固定したり汗ばんだ主上の体を拭いて新しい寝間着に

  

  着替えたりするだけだった。

  

  手術開始から数刻は軽く過ぎていた。

  

  その間何時終わるか分からないが瑞月はずっと外で待っていた。

  

  その間、食事を取るように何度か高順や馬閃が言ったが

  

  医官たちはその時間も取れずに最善を尽くしてくれているから

  

  自分だけがそういうわけにはいかないと巌として聞かなかった。

  

  状態によっては瑞月が後を引き継いで帝の位を頂く事になる。

  

  到底食事など喉には通らない。

  

  劉医官と羅門が戸を開けて出てきた。

  

  「長らくお待たせいたしました」

  

  流石の二人も主上相手だとかなり疲労している様に見えた。

  

  「いや、ご苦労であった。主上の容体は？」

  

  「半刻もすれば目を覚まされると思われます。手術は滞りなく

  

  終了いたしました」

  

  「成功したのだな？」

  

  「はい。もう大丈夫でございます。後は日にちを薬として傷を

  

  治して頂ければ宜しいかと思います」

  

  「そうか！それは本当よかった！！」

  

  瑞月の表情はパッと明るくなった。

  

  悲観的ではないがうまく運ばない事もあるかもしれない。

  

  そう言う事も頭に入れておくかなければならなかった。

  

  心の底から安堵していくのが自分でも分かった。

  

  「劉医官、漢医官、その他の者達もゆっくり休んでくれ」

  

  「御意。お気遣い感謝いたします。折角のお言葉ではでございますが

  

  わたしと漢は此方に残ります。何もないと思いますが念のために。

  

  他の者達は帰らせます」

  

  「では此処に食事を用意させよう」

  

  「ありがとうございます」

  

  続いて楊医官、李医官、その後に猫猫たちが出てきた。

  

  「皆の者ご苦労だった。ゆっくり休んでくれ」

  

  猫猫たちは拱手し、頭を下げた。

  

  「あの方が麗しの東宮様なの」

  

  姚が頬を染めて小声で燕燕に言った。

  

  「そのようでございますね」

  

  冷静に返しているが燕燕も見入っている。

  

  猫猫と目が合ったがとりわけ何も言わなかった。

  

  特別視されたくないと言う言葉を聞いていたからだ。

  

  そんな事より瑞月が気にしていたのは天祐だった。

  

  猫猫にちょっかいを出していないか気にしていた。

  

  猫猫の好みを知っているわけではないが

  

  容姿は兎も角、軽そうな男に見えた。

  

  大丈夫そうだ。

  

  猫猫は好むような相手ではない。

  

  猫猫の眼中には全く入っていない。

  

  純粋に腕に嫉妬しているだけのようだ。

  

  「わたしは無事に終わった事を主上の妃たちに伝えに行くが

  

  それが終われば戻って来る」

  

  「御意」

  

  

  

  瑞月が居なくなると緊張が一気に緩んだ。

  

  「猫猫さん、お疲れ様」

  

  「ああ、うん。お疲れ様」

  

  姚からそんな言葉をかけられるとは思わず

  

  猫猫は驚いた。

  

  燕燕もびっくりしている。

  

  「同僚なんだからこれくらい当たり前でしょう」

  

  大きな仕事を一緒に終わらせて少しだけ心を

  

  寄せたようだった。

  

  「お疲れ」

  

  天祐は手を頭の後ろにしながらぶっきらぼうに言った。

  

  性格は兎も角、腕もピカ一だ。

  

  猫猫は負けたくないと思った。

  

  

  東宮邸

  

  「只今戻りました」

  

  （はぁ～、流石に疲れた）

  

  気が緩むと一気に疲れが襲ってきた。

  

  足が重いし、夕餉を食べる気にもならないほど

  

  疲れていてこのまま寝たい。

  

  「小猫。、お帰りなさい」

  

  この人はどうしていつもこんなに笑顔で居られるんだろう？

  

  それは多分予想できないような修羅場をくぐってきたから

  

  何だろうと何となく分かる。

  

  少々の事では動じないし、「あらあら」で

  

  済ませてしまう、そこがまた凄いと思う。

  

  「今日は疲れたでしょう。お湯にゆっくり浸かって寝なさいね。

  

  坊ちゃんは多分、お帰りにならないでしょうし」

  

  「ありがとうございます」

  

  今日は、甘えさせてもらおう。

  

  体が動きそうもない。

  

  

  夕餉を少し頂いて猫猫は湯を頂いた。

  

  湯船に体を預けて天井を見るとどういうわけか

  

  瑞月の顔が浮かんだ。

  

  （どうして壬氏様の顔が・・・・）

  

  さっきの壬氏は知らない人のようだった。

  

  傾国の魔力は相変わらずだな。

  

  姚も燕燕も頬を染めていたし。

  

  あれは壬氏でなく東宮である瑞月なのだろう。

  

  同じ人なのに違う人間の様に思う。

  

  本当なら顔を合わせる事すらなかった人だ。

  

  そんな方がどうして自分なんかに好意を持ってくれたのか

  

  どう考えても分からない。

  

  いや、もしかしたら思い違いをしているのかもしれない。

  

  きっとそうだ。

  

  そうでなきゃ、おかしい。

  

  いっぱいいっぱいの時は忘れているのに

  

  ゆったりした時間を過ごすと瑞月の事を思い出す。

  

  不思議だ・・・。

  

  湯あたりを起こしそうになって慌てて出てくる。

  

  疲れと温かさですぐに眠りに就いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１３）

  「うう・・・」

  

  主上が小さい声を発して目を開けた。

  

  「主上、お加減は如何ですか？」

  

  「瑞・・・か・・・」

  

  頭はまだはっきりしていないようで目は眩しそうに瞑っている。

  

  「はい。瑞月でございます」

  

  「すまぬな」

  

  「いえ。食を好む主上には申し訳ございませんが暫くは白湯か

  

  おもゆの生活のようです」

  

  「それは・・・残念じゃ」

  

  「久しく休まれる事も無かったのですからゆっくりなさって下さい」

  

  「・・・・・・暫く眠っても良いか？」

  

  「はい。所で痛みはどうですか？」

  

  「少し痛む」

  

  「医官に申して薬をお持ち致しましょうか？」

  

  「いや、耐えらえぬ痛みではない」

  

  「此処におります故なにかありましたら声をおかけ下さい」

  

  主上は再び眠った。

  

  

  

  「月の君も少しお休みくださいませ」

  

  劉医官が定期的な診察の時に声をかけた。

  

  「大丈夫だ」

  

  「主上が心配なされておりました」

  

  「主上が？」

  

  「手術の前にそのように申されておりました」

  

  ご自分が大変な時に・・・・。

  

  やはりこの方は自分の父なのだ。

  

  公に出来なくとも構わない。

  

  自分の心にとどめて置く。

  

  

  東の離宮

  

  「あいつの悪運は尽きぬようだ」

  

  瑞月からの書簡に目を通しながら呟いた。

  

  これで医官たちは罰せられることもない。

  

  いくら約束させていても当の医官たちは自分で処を課すだろう。

  

  

  

  自由に動ければ揶揄いに行ってやるのに。

  

  「つまらぬな・・・」

  

  十三の時にお手付きになり、後宮に縛られることになった。

  

  男に生まれたかった。

  

  高順の様に傍で支える存在でありたかった。

  

  子が産めぬのに何故此処にとどめて置く？

  

  余計な情けと何故気づかぬ？

  

  おまえのやる事は反ってわたしを苦しめてると分からぬ？

  

  

  「陽、おまえは莫迦者だ！」

  

  しかし、もっとたわけはわたしだ。

  

  瑞の傍から離れたくない。

  

  こんな思いをしていても傍に居たいのだ。

  

  翡翠宮

  

  「主上の手術が無事終わられたようで宜しゅうございました」

  

  「ええ、そのようね」

  

  子まで成した仲でもこんな時、傍に居る事も許されない。

  

  不条理としか言えない。

  

  でもそれは口に出してはいけない。

  

  信頼してる侍女の前であってもそれは暗黙のルール。

  

  所詮、鳥かごからは逃れられない宿命。

  

  此処に入った時、決めた事がある。

  

  それはいつも穏やかでいる事。

  

  微笑みを絶やさない事。

  

  同じ生きるなら絶対その方が良い。

  

  

  

  医局

  

  「おはようございます」

  

  猫猫が医局に着いて主上の部屋を覗くと瑞月が主上の横で

  

  椅子に座りながら転寝をしていた。

  

  やはり付き添われたのか。

  

  声をかけようとすると主上がそれを制した。

  

  「眠らせてやってくれ」

  

  猫猫は声を出さずに承諾の意を示す。

  

  「・・・・・猫猫、こやつの気持ちを分かってやってくれぬか？」

  

  この慈愛は兄弟のものではない。

  

  やはりこの方は壬氏様の父なのだ。

  

  「・・・・・・・」

  

  どう答えればいい？

  

  そう考えていると瑞月が目を覚ました。

  

  「寝てしまっていたか」

  

  頭を押さえる。

  

  「おはようございます、壬氏様」

  

  「猫猫、もうそんな時間か」

  

  「少し早めに来ました。代わりますので戻って少しお休み下さい」

  

  主上も頷いた。

  

  「それでは戻って仮眠して仕事に戻ります。夕刻にはまた参ります」

  

  「そんな事をなされてはあなたが倒れてしまいます」

  

  「そんなにやわではない」

  

  「主上にご心配をおかけするつもりですか？」

  

  「劉医官と同じ事をいうのだな」

  

  「医学に携える者でなくとも同じ事を言いますよ」

  

  猫猫は少し強めの口調で言った。

  

  そのやり取りを見ていた主上が笑った。

  

  しかし、その反動で痛みが走ったらしく顔を歪める。

  

  「「主上！！」」

  

  「大事ない。瑞、もう帰れ」

  

  「御意」

  

  礼を取ると瑞月は帰った。

  

  「猫猫、無理にとは言わぬ。ただ今一度考えてくれぬか？」

  

  「御意」

  

  それ以外の言葉はない。

  

  心の中で何かが渦巻いている。

  

  嫌なのか？

  

  面倒なのか？

  

  多分、そんな単純な感情ではない。

  

  

  「「おはようございます」」

  

  劉医官と李医官が顔を出す。

  

  「お加減は如何ですか？」

  

  「少し痛むくらいじゃ」

  

  「もうご心配する事は無いと存じます。後は日にちが薬と

  

  なりましょう」

  

  「そうか」

  

  少し残念そうに見える。

  

  「もう少しゆっくりなさりたいですか？」

  

  「そうじゃな。だがあまり退屈に慣れていない故

  

  音をあげそうじゃな」

  

  「随分と勤勉な事でございます」

  

  「別に後宮が恋しいと言う訳ではないぞ」

  

  「勿論でございます」

  

  主上は後宮を離れると感じが変わる。

  

  軽くなると言うか

  

  いつものような厳格さが無くなる。

  

  こういう時この人も人間ののだと感じる。

  

  「失礼します」

  

  猫猫は早番でやる事を思い出してその場を離れた。

  

  主上は何か言いたげに見送った。

  

  当然、猫猫にもすぐ分かった。

  

  これでは身動きが取れなくなる。

  

  多分、壬氏様の事は嫌いではない。

  

  ただそれ以上であるかどうか分からないのだ。

  

  色恋は興味がない。

  

  少なくともそれで破滅した者を多く見てきた。

  

  それを恐れているのではなく

  

  そうならないよう一歩引いている。

  

  

  「どうすればいいんだろう？」

  

  そう呟いたがその後は仕事が忙しくて

  

  要らぬ事を考える暇はなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１４）

  主上の手術が無事終了し、一か月が過ぎた頃、

  

  瑞月は東の離宮に呼ばれた。

  

  「主上、遅れて申し訳ございません」

  

  指定された時間を少し過ぎてしまった。

  

  後宮で小さな諍いがあり手間取ってしまったのだ。

  

  「我が花園の世話も簡単ではないようだな」

  

  「いいえ。それほどではございません」

  

  「庭師など辞めて頂きに就かぬか？」

  

  「陽」

  

  非難するような目で主上を見る。

  

  「阿多は黙っておれ」

  

  けん制すると話を続けた。

  

  「朕は今回の事で考えたのじゃ。もしこのまま死ぬような事があれば

  

  きっと悔いが残ると。朕は天から降りて阿多と穏やかに過ごしたい」

  

  「今はお心が弱くなっておいでなのです。それにまだわたしは国を束ねる事は

  

  難しいかと思います」

  

  「東宮に戻ったのはあの娘の為だけか？」

  

  「いえ、それだけではございません。主上に安心して頂きたかった」

  

  「ならば安心できる答えをくれぬか？」

  

  なおも食い下がる主上に瑞月は言葉を探す。

  

  何か納得させる言葉はないか？

  

  「月を追い詰めるな」

  

  「黙っておれといったであろう！」

  

  「言い争いはおやめ下さい」

  

  「帝になりあの娘を娶ればよい」

  

  「猫猫はようやく自分の道を歩き出したのです。

  

  それを妨げたくないのです」

  

  「そのような甘い事を言っていれば何も始まらぬ。

  

  あの娘は朕の言を無視は出来まい」

  

  「猫猫に何か言われたのですか？」

  

  「おまえの気持ちを分かってやれと・・・」

  

  「何故、そのような事をなさったのです！？わたしが何も言わずにいたのは

  

  命（めい）として捉えられたくなかったからです」

  

  瑞月は拳を握りしめながら叫んだ。

  

  「月・・・・」

  

  「母上も自分の夢を捨てられた。わたしは猫猫にそのような事は

  

  絶対したくないのです」

  

  「ならばどうするつもりなのだ？」

  

  「待ちます」

  

  「何と・・次期帝になろうと言う男が情けない」

  

  「本気で愛しております。だからこそ自分のエゴで壊したくない。

  

  理解して頂かなくとも構いません」

  

  「・・・・・・・」

  

  主上と阿多はそれ以上何も言えなかった。

  

  皇弟宮

  

  「お帰りなさいませ」

  

  「ああ。猫猫はまだ帰っていないのか？」

  

  「帰っております」

  

  「具合でも悪いのか？」

  

  「いえ・・・・」

  

  水蓮の様子がおかしい。

  

  今まで自分が帰ってきて顔を見せない事など一度もなかった。

  

  不思議に思っていたがその理由はすぐに分かった。

  

  

  疲れていた事もあって夕餉を食べて湯あみをして

  

  自室に入った。

  

  程なく、誰かが戸を叩く。

  

  此処に来る人間などいないはずだが？

  

  刺客か？

  

  寝台の横に備えている剣に手をかける。

  

  「誰だ？」

  

  「猫猫です」

  

  「えっ！？」

  

  今まで一度も来た事がないのに

  

  一体どうした？

  

  剣を下ろし、ドアの前まで歩く。

  

  訳が分からないまま、戸を開けると寝間着姿の猫猫が立っていた。

  

  湯あみの後なのか頬は紅潮し、体からは香油の香りがした。

  

  これはまるで・・・・夜伽のようだ。

  

  「猫猫？」

  

  「お邪魔して宜しいでしょうか？」

  

  「・・・・・それは何を意味するか分かっているのか？」

  

  厳しい表情で尋ねる。

  

  「承知しています」

  

  平然と答える猫猫。

  

  「主上が申された事での行動ならその必要はない」

  

  「・・・・・・・」

  

  やはりそうか。

  

  自分の意志で来たわけない。

  

  「湯冷めをして風邪でも引いては仕事にも差し支えるだろう。

  

  自分の部屋に戻って休め」

  

  「分かりました」

  

  踵を返すと帰って行った。

  

  

  それを見送りながら瑞月は大きく息をついた。

  

  好きな女があんな風に来てくれたら嬉しくないわけじゃない。

  

  主上の命（めい）を従ってきただけと知りながら、自分に対して何の感情もないのを

  

  分かっていながら抱く事など出来ない。

  

  男としても性で十分反応している。

  

  一瞬、体を繋げて気持ちは後からついてくれば良いと言う考えが

  

  浮かんだが何とか抑え込んだ。

  

  手を付けてしまえば外の世界に帰れない。

  

  母の様に生涯縛り付ける事になる。

  

  

  猫猫は自室に戻って体中の力が抜けた。

  

  覚悟はしてた。

  

  主上の頼みを無視など出来ない。

  

  それに男と女の睦み合い何て幼い頃から見てきた。

  

  大したことじゃない。

  

  やはりこんな瘦せっぽちの体じゃそんな気にならなかったんだろう？

  

  翌朝

  

  「おはようございます、坊ちゃん」

  

  「水蓮、坊ちゃんは止めてくれといつも言ってるだろう」

  

  「はいはい。そうでしたね」

  

  昨夜の事は多分、水蓮も知っているだろう。

  

  と言うか水蓮がアドバイスしたのかもしれない。

  

  「猫猫はもう出かけましたよ」

  

  「そうか・・・」

  

  流石に昨夜の事で気まずいから有難い。

  

  

  しかし、このままでは何も変わらない。

  

  何かきっかけを作って話す機会を増やそう。

  

  実際、今までこちらから何もしなくとも女は近づいてきた。

  

  だからそれが通用しない女にはどうすれば良いか見当もつかない。

  

  情けない話だが。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１５）

  医局

  

  「最近、軍部の方が多くない？」

  

  後片付けをしながら桃は言った。

  

  「そうですね。でも此処に来るほどでない人が多いような気がしますが」

  

  燕燕は疑いの目で見ている。

  

  「燕燕の言うようにかすり傷程度の人が多いわね」

  

  「もしかしてお嬢様目当てじゃないですか？」

  

  「そんな事あるわけないじゃない」

  

  姚は歯牙にもかけない。

  

  猫猫にもその話が聞こえた。

  

  そんな事がまかり通るのなら軍部は随分とダレきってるな。

  

  あの男や陸孫様や李白様はどうしているんだ？

  

  いやいや、わたしには関係ない話だ。

  

  すぐに首を振った。

  

  

  「猫猫は居るかな？」

  

  聞き覚えのない男の声だ。

  

  くせっ毛で丸メガネ、腰には算盤を吊り下げた釣り目の男。

  

  一目であの男の関係の者だと分かった。

  

  「猫猫さん、この文官の方とお知り合いなの？」

  

  身内だとバレては面倒だ。

  

  「養父の知り合いです」

  

  そう言うとその男を押しやるように外に出した。

  

  「おやおや何だい？」

  

  「猫猫さん？」

  

  「ちょっと出ます」

  

  猫猫は少し離れた場所まで男を連れて行った。

  

  

  「漸く会えたと言うのに義妹は随分と冷たいな」

  

  「わたしに兄はいません！あの男とも何の関係もありません！！」

  

  その男は羅漢の養子の羅半だった。

  

  「義父上が妻を亡くしてから床についたままなんだ」

  

  「知りません！仕事がありますので・・・」

  

  「義父上はおまえがかの国に行く時も今回の主上の手術の前にも

  

  ご自分が身代わりにと主上にお願いされたんだ。随分と酷いじゃないか」

  

  「頼んでいませんし、勝手にした事でしょう」

  

  「・・・・少しでいい。顔を見せてやって欲しい。約束してくれたら

  

  二度と此処には来ないし、他言もしない」

  

  「脅すつもりですか？」

  

  「違う。これは頼みだ。少しでも哀れと思うなら」

  

  「・・・・・・約束は出来ません」

  

  そう言って猫猫はその場を離れた。

  

  羅半は気にする様子もなくニヤリと笑った。

  

  

  医局に戻ると桃が羅半の事を聞いた。

  

  「あの方、文官でしょう？頭がよさそうな方ね」

  

  「さあ、良く知らないので。ただあの男は数字にしか興味がない

  

  ようですよ」

  

  興味を持つ必要もないという言い方だ。

  

  「是非ともお近づきになりたいわ」

  

  「・・・・・・・」

  

  これ以上何を言っても無駄だと思った。

  

  あんな数オタクに興味を持つなんて相当奇特だ。

  

  恋なんて苦しいだけじゃないか。

  

  あの男もあの女も一瞬だけの思いだけで

  

  破滅したじゃないか。

  

  わたしは同じ轍は踏まない。

  

  自分の夢は捨てない。

  

  そう思っているのに

  

  どうして壬氏様の顔が浮かんでくるんだろう？

  

  あの方はいつも自分の事よりわたしの事を考えて下さってる。

  

  それを考えると胸が締め付けられる。

  

  何か酷い事をしているようで心が苦しい。

  

  「猫猫、東の離宮に主がおまえを指名しているのだが」

  

  劉医官が休憩時間に言いに来た。

  

  「東の離宮の主？」

  

  「元淑妃の阿多様だ」

  

  「分かりました」

  

  休憩が終わると医薬品や道具を行李に入れて

  

  東の離宮に向かった。

  

  阿多様、多分壬氏様の本当の母親。

  

  病ではなく何かわたしの用があるのだろう。

  

  簡単に察しがついた。

  

  主上に阿多様。

  

  壬氏様を大切に思ってる方は多い。

  

  親ではないが高順様も馬閃様も水蓮様も。

  

  

  東の離宮

  

  「医官見習いの猫猫と申します」

  

  「忙しいのにすまぬな」

  

  壬氏様が言われるようによく似ておられる。

  

  そのせいか昨夜の事を思い出してしまう。

  

  「いえ。何処か具合の悪い所がございますか？」

  

  「おまえと会って話がしたかった」

  

  「はい」

  

  「おまえの養父にはすまぬ事をした。謝って済む事ではないが

  

  それしか出来ぬ」

  

  「養父が何も思っていない以上わたしが口を出す問題では

  

  ありませんので」

  

  「随分とあっさりしているな」

  

  「花街育ちでございますので」

  

  酸いも甘いも知り尽くしているという事か。

  

  「月は面倒な男だ」

  

  「知っております」

  

  この人も壬氏様の気持ちを分かれと言われるのか。

  

  子が可愛いのは分からないが理解できる。

  

  一般的にはそれが普通だろう。

  

  それが分からないのはひねくれた自分位だ。

  

  「わたしは十四歳で夢を奪われた。世界中を旅すると言う夢を」

  

  「？」

  

  「お手付きとなった女は後宮を出る事は許されない。

  

  わたしは陽の妻でなく親友になりたかった。女に生まれた

  

  それだけで叶わぬ事ばかりだった。月がおまえに命（めい）じないのは

  

  それを知ってるからだ。同じ想いをさせたくないからだ」

  

  「そこまでお分かりならどうして捨て置いてくれないのです」

  

  「あいつも一人の人間だという事だ。諦められぬのだ」

  

  「どうせよと言うのです？」

  

  「わたしは女故おまえの気持ちは良く分かる。だが親としての気持ちは

  

  違うのだ。おまえが悩むようにわたしもどうしろとは言えない。

  

  腹を割って二人でじっくり話し合わないか？二人とも言葉足らずで

  

  肝心な所まで話す事をしていないのではないか？狡いがわたしは

  

  どちらの肩を持つ気はない」

  

  自分の心のモヤモヤが少し分かった気がした。

  

  お互いの気持ちを掘り下げずに思い込んでいる事も多いかもしれない。

  

  「ありがとうございます」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１６）

  皇弟宮

  

  この日は珍しく瑞月は仕事に行かずに止まっていた。

  

  偶然、猫猫も休みだった。

  

  「おはようございます」

  

  「ああ、おはよう」

  

  夜伽未遂があったというのにこの人は至って普通だ。

  

  「水蓮様は？」

  

  「急用が出来たと言って出かけた」

  

  「わたしが休みで良かったです」

  

  「ああ、そうだな」

  

  出たよ。

  

  人を惑わす天女の微笑み。

  

  「昼餉の用意はわたしが致しますので」

  

  「ああ、頼む」

  

  「今日は珍しくお休みですか？」

  

  「働き方改革とかで勤務が超過しているらしい」

  

  「主上がおっしゃったのですか？」

  

  「いや、吏部から書簡が届いた。何度か来ていたが無視していたら

  

  赤文字で書かれた書簡が届いた」

  

  何か嘘くさいなあ。

  

  「今、嘘だと疑ったな？」

  

  「え？まあ」

  

  主上や東宮の勤務に物申す人物など居るか？

  

  どう考えても主上が噛んでいるだろう。

  

  「申し訳ありませんが作為的な気がしてなりません」

  

  「わたしとて疑わなかったわけではない。

  

  ただ一日くらい休みを貰っても罰は当たらないほど仕事をしてると

  

  思ったのだ」

  

  「高順様は？」

  

  「わたしのお守りが必要ない時は自分の邸に帰っている」

  

  それではこの広い邸に二人きりという事になる。

  

  誰かが絶対、既成事実を作ろうとしているとしか思えない・・・。

  

  「家事はひとまず止めて二人で朝餉を食おう」

  

  「そんな恐れ多くて・・・」

  

  「前も一緒に食っただろう？酒も飲んで良いぞ」

  

  「朝っぱらからですか？」

  

  「休みだ。構わぬだろう」

  

  「・・・・では少しだけ」

  

  決して酒に釣られたわけではない。

  

  余り断るのも失礼だと思ったからだ。

  

  猫猫が朝餉を食べながら酒を飲んでいる姿を

  

  瑞月はじっと見ていた。

  

  「何でしょうか？」

  

  「いや、美味そうに食うなと思ってな」

  

  「ご自分も食べて下さい」

  

  「もう食べ終わった」

  

  「こんなに一人じゃ食べきれませんよ」

  

  見渡せば二人分どころかその倍の量が並んでいる。

  

  「おまえは痩せすぎだ。もっと食べた方が良い」

  

  「・・・・・だから食指が動かなかったのですか？」

  

  酒のせいか自分でも驚くような事を言った。

  

  「何！？」

  

  瑞月の顔が気色ばんだ。

  

  「あなた様の周りには豊満な肉体をお持ちの方が多いでしょうから

  

  さぞ見劣りしたのでしょう」

  

  「何を勘違いしている！」

  

  「勘違い？別に弁明して下さらなくとも結構です」

  

  杯を持っていた手首を掴まれた。

  

  「わたしがどんな気持ちでおまえを帰したと思っているのだ！」

  

  お互いの顔が近い。

  

  本気で怒っている。

  

  こんな顔もするんだ。

  

  「痛いです」

  

  「すまぬ」

  

  猫猫の声に反応してすぐに離した。

  

  猫猫は瑞月の顔をじっと見た。

  

  「主上の命でおまえがわたしの元に来てくれた時、邪な考えも浮かんだ。

  

  体を重ねた後に気持ちも手に入れれば良いと。

  

  だが、やはり順番を違えたくなかった。

  

  おまえが心からわたしを受け入れてくれるまで夜伽はしたくない。

  

  それ程に男にとっても重要な意味を持つものなのだ」

  

  「・・・・・・・何故、わたしなのですか？」

  

  「それはわたしにも分からぬ。ただおまえでなければ駄目なのだ」

  

  「わたしは同じような熱量はありませんよ。好きか嫌いかと聞かれても

  

  嫌いではないとしか言えません」

  

  「それでも良い。おまえが何を望んでいるか、何を恐れているか

  

  聞きたい。一つずつ解決して行きたいのだ」

  

  「わたしは医官になれなくとも医学と関わりを持ち続けていたいのです。

  

  あなたを受け入れるという事は東宮妃にゆくゆくは皇后になるという事です。

  

  わたしには無理です。わたしのような者がなってはいけないものです」

  

  「おまえが医官になれるよう法を変える。だがおまえだけの為ではない。

  

  今後女が諦めずに済むようおまえや姚たちが先駆者として道を作るのだ。

  

  皇后の件は今は東宮の地位であるが未来は玉葉后の皇子が

  

  なられる可能性もある」

  

  「それでも可能性は高いと思います」

  

  「では、臣籍降下を主上にお願いする」

  

  「そんな事して欲しくありません！」

  

  「元よりわたしは帝の器ではない。それは明らかだ」

  

  「主上も阿多様もそんな事を言えば落胆なさいます。

  

  それにわたしは壬氏様は十分帝の素質をお持ちだと思います。

  

  ご自分の事より他人の事を思いやる優しさ、民は国を思うお気持ち」

  

  「帝と言う地位でなくとも出来る事は多い。元よりわたしは帝の補佐をしたいのだ」

  

  「わたしの逃げ道を塞がないで下さい」

  

  「一番欲しいものが手に入らないのであれば帝にはならない」

  

  「壬氏様、一時の感情で決めないで下さい」

  

  「一時の感情ではない！ずっと伝えたかった思いだ。東宮でなければ

  

  もっと早く思いを告げた。立場など考えず力ずくでもおまえを手に入れた。

  

  人の心には命令は出来ぬ。そう思えばこそ言えなかったのだ」

  

  「・・・・・・」

  

  駄目だ。

  

  このまま流されるわけにはいかない。

  

  何とか諦めて頂かなくては・・・・。

  

  「わたしは・・・駄目です。一夜の戯れならお付き合いしますが」

  

  そしてすぐに姿を隠す。

  

  後宮などに止まるつもりはない。

  

  「それで納得すると思うか？わたしがおまえを逃がすと思うか？」

  

  そんな事はしないだろう。

  

  容易に想像できる。

  

  分かってるからこそどうすればいいか分からない。

  

  「おまえが恐れるような事がないように必ずする。時間はかかるかもしれないが

  

  それまで待っていてくれ」

  

  本当にそんな方法があるのだろうか？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１７）

  医局

  

  「猫猫、少し話があるのだが」

  

  帰ろうとした時、劉医官に呼び止められた。

  

  姚と燕燕は少し気にした様子で見ている。

  

  それに気づいた劉医官はチラッと其方を見る。

  

  二人は空気を読んで立ち去った。

  

  壬氏様の事か

  

  それとも別の話か

  

  人目を気にしているという事は聞かせたくない話と言う事だ。

  

  「最近、武官が医局によく来ている事は知っているな？」

  

  「はい」

  

  「漢大尉殿が臥せってる上、副官の陸孫様も仕事で西都に行かれて

  

  不在で軍部が緩んでいるようだ」

  

  「・・・・・・」

  

  あの男を何とかしろと言うわけか。

  

  「文官の羅半殿にも相談されてな」

  

  あのメガネの数字オタクが！！

  

  「かの国の戦が終わり落ちつきを取り戻してきたが

  

  他の国がまた戦を挑んでくる可能性否めない。

  

  秀逸した軍師殿が動けない状態と知られればな」

  

  本当は関わりたくないが仕方ない。

  

  「午後は早めに帰らせて頂いても宜しいでしょうか？」

  

  「他の者にはわたしから伝えておこう」

  

  「ありがとうございます」

  

  しかし外には簡単に出られない。

  

  壬氏様にお伺いを立てないと外邸の外に出る事は

  

  許されない。

  

  最悪逃亡と見なされて処罰対象になる。

  

  医局の外にはあの忌々しい男がニヤニヤしながら立っていた。

  

  「羅半！」

  

  「違うだろう。お義兄さまだろう？」

  

  「うるさい！」

  

  医官なら事情は知っているだろうが他の者に

  

  聞かれたくない。

  

  「月の君にはお許しを頂いている」

  

  印が押された書簡を見せた。

  

  読み通りに動くのは気に入らないが仕方ない。

  

  あの男には二度と会わないと決めていたのに！

  

  羅漢邸

  

  「羅半様、お帰りなさい」

  

  男の成りをしているが女だと分かった。

  

  「三番（サンファン）だ」

  

  人を番号で呼ぶ当たりがあの男やこの男らしい。

  

  「猫猫です」

  

  三番は頭を下げた。

  

  羅半が羅漢の部屋を言おうとした時、二，三人の子供が

  

  突然走ってきた。

  

  「羅半兄ちゃん！」

  

  「こらこらおまえたちいつも言ってるだろう。客人が来てる時は

  

  静かにするようにって」

  

  「「「はい」」」

  

  返事は良いが一向に静かにならない。

  

  犬、猫じゃあるまいし少しは考えて養子にしろよ。

  

  変な所で情にもろいタイプだな。

  

  「義父上」

  

  ノックをして戸を開ける。

  

  羅漢は窓の方を見ていて猫猫に気づいていない。

  

  痩せた・・・。

  

  見てすぐに分かるくらい。

  

  寝台の傍には碁石の袋らしいものが置かれている。

  

  「義父上」

  

  「ああ、羅漢」

  

  二度目の呼びかけで漸く気づいたようで此方の方を見た。

  

  「ま、猫猫・・・・」

  

  体を震わせながら信じられないという顔で見ている。

  

  猫猫は哀れみをかけるわけでもなく

  

  無表情なままだ。

  

  「・・・・・来てくれたのか？」

  

  頬はこけて一回り細くなった感じがする。

  

  「わたしは外に出ますので」

  

  羅半はそういうと出て行った。

  

  何を話せて言うんだ？

  

  困っていると羅漢の方から謝罪された。

  

  「・・・・・すまなかった」

  

  何に対しての詫びだ？

  

  一人の女を破滅させた事か？

  

  孕ませて子を産ませた事か？

  

  戦に巻き込んだ事か？

  

  わたしにとってそんな事はどうでもいい事だ。

  

  「羅半が無理を言って此処に来させたのだろう？」

  

  「・・・・・・・」

  

  「君が教えてくれたからわたしは鳳仙との最後の時間を

  

  過ごせたんだ。もうそれで十分だと思っていた。

  

  それなのに覚悟していたのに体に力が入らない。

  

  いくら動かねばと思っても動けない。軍部も陸孫が居なくて

  

  大変な事になってるだろう？」

  

  「そこまでお分かりなら自分の為すべき事なさって下さい。

  

  また戦が起こればどうするおつもりですか？」

  

  「例え、戦が起こったとしてもこの身に代えても国は

  

  守る！もう娘を人質など出したりはしない！！」

  

  かの国とも戦を思い出し両拳を握りしめる。

  

  「その気力がおありなら明日からでも復帰は可能でしょう」

  

  「いや！今から復帰だ。羅半支度をしてくれ」

  

  「分かりました」

  

  羅半の声が嬉しそうだ。

  

  「義父上、すぐに着替えをお持ち致します」

  

  三番も声が弾んでいる。

  

  あの女が居なくとも慕ってくれる者たちがいるのなら

  

  何故、わたしに拘る？

  

  あの女に似ているからか？

  

  あの女の娘だからか？

  

  「応えてくれない者より慕ってくれる者をもっと

  

  大事にすべきです」

  

  わたしは誰に対しても同じ熱量では返せない。

  

  人としての感情が欠けている。

  

  それは自分が一番知っている。

  

  「それでも君は来てくれた」

  

  「半ば脅迫ですけどね」

  

  羅半がこれ以上関わってくるのは勘弁してほしい。

  

  そうこれはわたしの意志ではない。

  

  「ありがとう・・・・」

  

  そんな言葉は重いだけだ。

  

  本当にわたしの事を思うのなら捨てて欲しい。

  

  関わられる度、血から逃れられないと思ってしまう。

  

  「妹よ、ありがとう」

  

  「猫猫様、ありがとうございます」

  

  「「「お姉ちゃんありがとう！」」」

  

  羅半、三番、養子たちが口を揃えて礼を言う。

  

  本当に止めて欲しい。

  

  胸が苦しくなる。

  

  居たたまれない。

  

  この気持ちは何だろう？

  

  大勢が慣れていないからか

  

  毒気にあてられたのか・・・。

  

  

  「もう大丈夫のようなので仕事に戻ります」

  

  これ以上此処に居るとおかしくなりそうだ。

  

  

  「猫猫、外邸まで送る」

  

  「結構！」

  

  「ではわたしがお送りします。何かあってはいけませんから」

  

  三番がは外邸の門まで送ってくれた。

  

  羅漢には羅半が付いて行ったらしい。

  

  いくら気力と言っても長い間臥せっていたのだから

  

  すぐに元通りとはいかないだろう。

  

  

  「今日は本当にありがとうございました」

  

  三番が深々と頭を下げた。

  

  「いえ、あなたこそ帰り大丈夫ですか？」

  

  「このまま羅半様の所に参りますので大丈夫です」

  

  

  自分の気持ちは分からないのに

  

  他人の気持ちは分かる。

  

  この人は羅半に好意を持っている。

  

  それは分かる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１８）

  皇弟宮

  

  「只今戻りました」

  

  「おかえりなさい」

  

  いつも変わらない水蓮。

  

  大抵の事には動じない。

  

  「あ、そうだわ。坊ちゃんから預かりものがあったわ」

  

  戸棚から書簡を取り出して手渡す。

  

  「ありがとうございます」

  

  楊瑛からだった。

  

  一か月に一度は近況を知らせてくれていたが

  

  此処数か月滞っていた。

  

  此方から書簡を送る事も考えたが

  

  一国の皇后が忙しいのは当然で煩わせるのも

  

  申し訳ない気がした。

  

  「気になるなら目を通しても構わないわよ」

  

  「いえ、後で大丈夫です」

  

  「坊ちゃんは今日帰って来ないみたいだから

  

  夕餉を食べたら自分の部屋に行っていいわよ」

  

  「はい」

  

  

  

  此処、一週間帰って来ない。

  

  仕事が立て込んでいるのだろう。

  

  

  後片付けも終えて寝台に寝ころびながら書簡を開いた。

  

  相変らず美しい文字だ。

  

  

  『猫猫様、ご無沙汰しております

  

  お変わりはございませんか？

  

  実は子を授かりました

  

  雲嵐様の事を考えると迷いましたが

  

  主上とも話し合って産む事にしました

  

  話そうか迷いましたが

  

  話したところあまり意味が良く分からないようですが

  

  わたしの体の変化を見ているうちに

  

  楽しみにしてくれているようで

  

  安堵しました

  

  そのような事情で文が遅くなってしまい申し訳ございません』

  

  楊瑛様が母に・・・・。

  

  主上と上手くいっておられるようだ。

  

  

  かの国から戻って一年が過ぎた。

  

  もう一年が過ぎたと言うべきか

  

  まだ一年と思うか。

  

  日々、医学の知識が深まっているには良く分かる。

  

  だが、医官の道は遠い。

  

  医官付き女官という立場からはまだ抜け出せない。

  

  壬氏様が帝になられたら女であっても医官になれるのだろうか？

  

  医官になりたいわけではないが

  

  医官でなければ出来ない事も多い。

  

  極める為には医官と言う肩書が欲しい。

  

  帝邸

  

  「・・・・・・それで里樹妃を下賜しろと申すのか？」

  

  怒ってるわけでもなく不快そうでもない口調の主上。

  

  瑞月は馬閃と約束したように里樹妃の下賜の話を切り出した。

  

  「はい。是非とも馬一族の馬閃にお願い致します」

  

  「馬閃とは高順の息子か？」

  

  「はい」

  

  「里樹はあれの母から頼まれた娘だ」

  

  「馬閃では釣り合わぬとお思いですか？」

  

  「いや、そうではない。里樹が幸せになれるかどうかじゃ」

  

  「主上からでは命と取られます」

  

  「ではどうする？」

  

  「阿多様にそれとなく聞いて頂いてもよろしいでしょうか？」

  

  「阿多に。確かに里樹は母の如く慕っているようじゃが」

  

  「主上が許して下さるならわたしからお願い申し上げるつもりですが」

  

  「おまえのいう事なら断るまい」

  

  「ありがとうございます」

  

  「それより何時朕を帝の責務から外させてくれるのだ？」

  

  「・・・・・・まだわたしは未熟でございます」

  

  「朕は今回の事で思い知った。命とはいつ消えるかは分からん。

  

  最期は阿多と共に穏やかに暮らしたい」

  

  「主上はまだお若いではありませんか？」

  

  「寿命は自分では決められぬ。悔いを残したまま

  

  死にたくはない」

  

  「お気持ちは良く分かります」

  

  「羅の娘はなびかぬか？」

  

  痛いところを突かれた瑞月は下を向く。

  

  「おまえほどの男に目もくれぬとは・・・・」

  

  主上も二人の行く末を気にかけていた。

  

  「東宮になる代わりに妃は自分で決めると申しておったが

  

  このままでは他の女を据えねばならなくなるぞ」

  

  「それは無理でございます！それではわたしも相手も不幸に

  

  なるのは明らかです」

  

  「猫猫は医官を志しておる。それを諦めさせて妃にする事が

  

  おまえは出来るのか？」

  

  「わたしは臣籍降下も考えております」

  

  「それは絶対ならん！！朕はおまえに継がせたいのじゃ。

  

  今の話は聞かなかった事にする。良いな？」

  

  主上は瑞月を睨んだ。

  

  二人はそのまま押し黙った。

  

  

  瑞月は最後の手段として臣籍降下を考えていた。

  

  簡単に考えているわけではない。

  

  元より帝の頂きなど望んでいない。

  

  自分がその器でない事は一番分かっている。

  

  東宮に戻ったのはその立場でなければかの国に行けなかったからだ。

  

  何としても猫猫を取り返したかった。

  

  

  「里樹の事はおまえに任せる。ただあくまでも本人が承諾したらだ」

  

  「御意」

  

  

  人の恋の手助けをしてる場合ではないのだがな。

  

  わたしの思いはどうすれば届くのか？

  

  

  「さて、馬閃の顔でも見に行くか」

  

  瑞月は額に手をやりながら呟いた。

  

  知恵熱は下がったらしいが

  

  まだ心ここにあらずのような状態だと聞いている。

  

  あの堅物がああも変わるとは恋とは本当に厄介だ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（１９）

  金剛宮

  

  「阿多様、よくおいで下さいました」

  

  里樹妃は嬉しそうに出迎えた。

  

  「里樹妃もお元気そうで何よりです」

  

  誰よりも里樹妃は阿多を慕っていた。

  

  後宮を出ると知った時は寂しくてたまらなかった。

  

  「少し話があって急に来てすまない」

  

  「いいえ。そんな事気になさらないで下さい」

  

  阿多は侍女達の方をチラリと見た。

  

  河南は察したらしく他の侍女たちを連れて奥に下がった。

  

  「・・・・何か気になる事でもございましたか？」

  

  里樹妃の表情が曇る。

  

  「今日は腹を割った話がしたくて来たのだ」

  

  「はい」

  

  何を言われるのか不安そうな顔。

  

  「実はあなたを妻にしたいと言っている武官がいるのだが」

  

  「それは下賜という事でございましょうか？」

  

  「はっきり言えばそう言う事になる」

  

  「わたしは何か主上のお怒りを買うような事をしたのでしょうか？」

  

  「いや、そうではない」

  

  「では、何故？」

  

  「その前にあなたにお聞きしたい事がある。今後もあなたは主上の妃として

  

  生きたいとお思いか？」

  

  「・・・・・わたしの生きる術はそれしかありません」

  

  「この先、東宮が帝の即位した時、あなたはどうするおつもりか？

  

  出家して再び次の帝の妃になられるのか？」

  

  「・・・・・・息子の次は孫の妃ですか」

  

  息子の妃になった事で世間だけでなく侍女たちの目も冷たかった。

  

  またそんな思いをしたくない。

  

  「里樹妃様、今が自分の意志で人生を変える機会です。

  

  どうしろとはわたしは言うつもりはありません」

  

  「わたしは・・・・」

  

  まだどうすれば良いか決めかねている様子だ。

  

  「主上はあなたがこの先少女から女性に変わったとしても

  

  お手付きされるおつもりはない。何故ならご自分の娘であると

  

  認識されているからです」

  

  女としての幸せを知る事もなく生きていくのは

  

  余りに哀れな事だ。

  

  「その方はわたしで良いのでしょうか？」

  

  「あなたでなければ嫌だと言っているらしい」

  

  武官、どのような方だろう。

  

  「名は馬閃、馬の一族の次男だ」

  

  「馬閃様？」

  

  その名には聞き覚えがない。

  

  「年は東宮と同い年であなたより四歳上だ」

  

  「左様ですか」

  

  「話を進めても宜しいか？」

  

  「主上が許して下さるならお願いします」

  

  「よくぞ、お覚悟なされた。ご立派です」

  

  「いえ。阿多様のおっしゃる事で勇気が持てました」

  

  

  こんな鳥かごで一生過ごすなどくだらない。

  

  これで幸せになってくれればうれしい事だが。

  

  

  

  「待たせたな、月」

  

  「いえ」

  

  阿多が金剛宮を出ると瑞月が待っていた。

  

  「里樹妃は話を進めて欲しいと言っていた」

  

  「それは馬閃が喜びます」

  

  「なあ、月。おまえの方はどうなっているのだ？」

  

  「進展はありません」

  

  「陽が心配しているぞ」

  

  「はい。主上にも言われました」

  

  「東宮がいつまでも独り身では周りが放っておかぬぞ。

  

  毒でなく媚薬を仕込まれるか寝室で襲われるか」

  

  「怖い事を言わないで下さい」

  

  「既成事実を作れば良いと考える女も多いだろう。大体、閨まで迎え入れて

  

  手を出さぬとは・・・・。お手付きの者がいると知らしめた方が面倒で

  

  無かったであろうに」

  

  「わたしは兎も角、猫猫に不自由な思いはさせたくない。

  

  あいつの夢を潰したくないのです」

  

  「理性的な事は結構だが、時には強引さも必要ではないか？」

  

  「母上はそれで夢を潰されたのではありませんか？」

  

  「そう言われれば返す言葉はないが時として個ではなく

  

  天を優先せねばならぬ事もある」

  

  「矛盾でございますな」

  

  「人生とは理屈では語れぬ。その時の立場や状況によって

  

  変わるものだ」

  

  それでも猫猫に無理強いはしたくない。

  

  例え手放すことになったとしても。

  

  

  里樹妃の下賜の話はすぐに広まった。

  

  他の妃に仕える侍女からすればライバルが減るのは

  

  有難い事だろう。

  

  ただそれで止めておけばよいのに様々な勝手な憶測で

  

  話を広めるのは控えて欲しい。

  

  徳妃に誰が座るか予想合戦まで起きている。

  

  当然、猫猫の耳にも入ってきた。

  

  里樹妃が下賜される。

  

  上級妃がそのような処遇になる事は稀だ。

  

  阿多の様に子が産めなくなった場合か

  

  余程素行に問題があるか

  

  主上の怒りを買ったか

  

  その場合、下賜よりは幽閉されるか

  

  処罰されるはずだ。

  

  そうなると主上が下賜を許したと考える方が自然だ。

  

  

  いや、それより自分の身元が知られる事の方が問題だ。

  

  誰かに皇弟宮から出るのを見られるかもしれない。

  

  かの国に人質として出された事や羅漢の実の娘である事が

  

  バレるかもしれない。

  

  それより厄介なのは東宮のお気に入りが自分であるという事が

  

  知られる事だ。

  

  今でも十分逃げ場のない状態だ。

  

  白日の下に晒されたら医官の道も閉ざされてしまう。

  

  猫猫は言いようのない不安に駆られていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（２０）

  医局

  

  「猫猫、里の養父殿が暴漢に襲われて怪我をなさったと

  

  『月の君』から知らせが来た」

  

  劉医官は周りの者に聞こえないように耳打ちしてくれた。

  

  「それで容体は？」

  

  「かすり傷程度らしいが漢大尉殿が付き添われているようだ」

  

  あの男が・・・。

  

  「一度の帰ってはどうだ？」

  

  「宜しいでしょうか？」

  

  「此方は特に手が足りないわけでもない。『月の君』も

  

  そうすれば良いと言って下さってる」

  

  「それでは明日には出勤しますので」

  

  「分かった。皆にはそれらしい理由を言っておく」

  

  「ありがとうございます。助かります」

  

  猫猫は手早く帰り支度をすると一度

  

  皇弟邸に戻った。

  

  「只今戻りました」

  

  「お帰りなさい」

  

  「すみませんが急用が出来たので里に帰らせて頂きます。

  

  明日には戻りますので」

  

  「ええ、高順様が先ほど知らせてくれたわ」

  

  「それでは」

  

  「ちょっと待って」

  

  「何か？」

  

  「あなたに何かあってはいけないから武官の方と一緒に

  

  行くようにと坊ちゃんから」

  

  面倒だな。

  

  「そんな心配不要です」

  

  「そういうわけにはいかないわよ」

  

  馬閃だったら最悪だな。

  

  無駄口をたたかないだけましだけど。

  

  「よう！嬢ちゃん」

  

  いつも明るく脳が筋肉の李白だった。

  

  「李白様、お久しぶりです。お忙しいのでは？」

  

  「いや、何より『月の君』の御意向だ」

  

  その後に何か言葉が続くそうだが

  

  李白はそこで止めた。

  

  公には出来ないが三姫の一人白鈴にぞっこんで

  

  会えなくとも何度も通っていていずれは身請けを考えている。

  

  今回、猫猫の護衛でもしかしたら白鈴を見かけるかもしれない。

  

  そう思うだけでウキウキしてしまう。

  

  瑞月としても猫猫の護衛をさせるにあたり邪な考えを

  

  持たない男として思い当たるのは李白だった。

  

  猫猫としても気の置けない相手でもある。

  

  

  花街

  

  「馬車でも使えば良かったな」

  

  猫猫と李白は徒歩だった。

  

  「贅沢です」

  

  「お嬢ちゃんは変わんないな。ぶれないと言うか」

  

  「それでも周りはそう見てくれません。今回だって護衛なんて

  

  必要ないのに」

  

  「だけど嬢ちゃんの父ちゃん、暴漢に襲われたんだろう？」

  

  「わたしの関係かどうかは分かりません。

  

  それにしても体の不自由なおやじを狙うなんて何て卑怯なんだ！」

  

  「体がご不自由なのか？それは気の毒だな」

  

  「とばっちりで肉刑を受けたのです」

  

  「・・・・・何と言ったらいいか」

  

  「何も言わなくて良いです。不敬になって申し訳ないですし」

  

  暫く沈黙が続く。

  

  ある場所を通りかかると猫猫が口を開いた。

  

  「此処に用があるのではないですか？」

  

  そこは白鈴のいる緑青館だった。

  

  「今は仕事中だ」

  

  「養父のあばら家はすぐそこです」

  

  「いいや、此処まで来て何かあっては大変だ。嬢ちゃんが来るのを

  

  見越して待ち伏せしてるかもしれない」

  

  誰がわたしを狙うと言うのだろう？

  

  李白は裏通りの治安の悪さに言葉を失う。

  

  『月の君』が心配するのも分かる。

  

  いくら幼い頃から慣れているとはいえ、若い娘が一人で歩くには

  

  少し危ない気がした。

  

  同時に猫猫が冷めている理由も分かった気がした。

  

  「おやじ！」

  

  乱暴に戸を開けると羅漢の手を借りて

  

  ゆっくりと腰を下ろそうとしている羅門が見えた。

  

  「猫猫」

  

  「暴漢に襲われたってどうして？」

  

  「そんな大層な事ではないよ。転んで怪我をしただけだよ」

  

  何事もないように微笑む。

  

  猫猫は羅漢の方を見た。

  

  「叔父貴が何故襲われたかは分からない。三十路の男が因縁を

  

  付けてきたらしい」

  

  「金は取られたの？」

  

  「いいや、生憎持ち合わせてなくて行李に何か入っているとでも

  

  思ったのかもしれないね」

  

  「商売道具を取られたの？」

  

  「薬を幾つか」

  

  「おやじを狙うなんて！」

  

  「全くだ！」

  

  羅漢もカンカンに怒っている。

  

  李白は何となく二人が似ていると思った。

  

  勿論、二人が親子だとは知らなかったが。

  

  

  「叔父貴、怪我が治る間だけでも家に来ませんか？」

  

  「いや、往診もあるし」

  

  「そんな状態で往診は無理でしょう」

  

  「そうだよ。往診何て止めた方が良い」

  

  猫猫は少しばつが悪そうに横を向いた。

  

  羅門の事を心配する気持ちは同じだから

  

  同じ事を言うのは当たり前だが気に入らない。

  

  「おやじ、わたしも一人で此処においておくのは

  

  心配で仕方ない。もう一度医局勤めになるか

  

  この男の所に行った方が良い」

  

  「そうかい。大丈夫だと思うけどね」

  

  「絶対ダメ！」

  

  猫猫に押し切られる形で羅門は暫く羅漢の所で

  

  世話になる事になった。

  

  

  「嬢ちゃんって意外と感情が豊かなんだな」

  

  帰り道李白がポツリと言った。

  

  「何で？」

  

  「さっきのやり取りを見ていて何となく」

  

  「・・・・・・」

  

  猫猫の頬が膨らんだ。

  

  「嬢ちゃん、『月の君』は悪い方ではないぞ」

  

  「それは分かっています」

  

  「まあ、今以上に生活が一変するのは確かだ。だから躊躇するのも

  

  理解出来る。だけどあの方以上思ってくれる人間はそうはいない」

  

  「みんな同じ事言われますがわたしは漸く自分の道を

  

  歩き始めたのにそれを捨てろと言われるのですか？」

  

  「本当は分かってるんじゃないか？応えられないから苦しい。

  

  選べないから辛いんだろう？」

  

  「人ごとだからそんな事が言えるんです」

  

  「ああ。そうだろうな」

  

  「狡いです」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（２１）

  かの国

  

  「雲嵐、楊瑛は？」

  

  光熙帝は慌てた様子で楊瑛の産屋に駆けつけた。

  

  「先程から随分と苦しそうな声が聞こえてきます。

  

  楊瑛様は母上は大丈夫でしょうか？」

  

  光熙帝は雲嵐が楊瑛の事を母と呼んでくれた事が

  

  嬉しくて胸が熱くなった。

  

  「命を生み出す事は女しか出来ぬ。男はただおろおとと

  

  待つしか出来ない。なんと無力な事か。朕はそなたの母の強さを

  

  信じておる。そなたも母を信じて待つのじゃ」

  

  「分かりました」

  

  

  

  暫くして苦しそうな声が聞こえなくなった。

  

  「父上！」

  

  光熙帝にも緊張の表情が見えた。

  

  しかし、次の瞬間赤子の元気な声が聞こえた。

  

  戸が開いて疲れた顔の医官が出てきた。

  

  「楊瑛は大丈夫か？」

  

  「御子も皇后もお元気でございます」

  

  「そうか。ご苦労であった」

  

  「お入りください」

  

  光熙帝と雲嵐が産を終えた楊瑛の元に駆け寄る。

  

  「楊瑛、よくぞこのような美しい公主を産んでくれた」

  

  「勿体・・・ないお言葉で・・・ございます」

  

  息が上がり上手く話せない。

  

  「母上、大丈夫でございますか？」

  

  「雲嵐様・・・」

  

  その言葉を聞いて目が潤んだ。

  

  「母上なのですから雲嵐で宜しいかと思います」

  

  楊瑛は涙を流した。

  

  「何処か痛むのですか？苦しいのですか？」

  

  「大丈夫・・・です」

  

  雲嵐の頬にそっと触れた。

  

  「楊瑛もそなたが母と呼んでくれた事が嬉しくて泣いたのだ」

  

  「・・・・何度でもお呼びします。母上」

  

  「嬉しいです・・・」

  

  「母上にお誓い致します。妹はわたしの命に代えても

  

  お守りいたします」

  

  楊瑛は嬉しそうに頷いた。

  

  「雲嵐、今日はこれで帰るぞ。楊瑛は体を休めねばならぬ」

  

  「分かりました。また来ても宜しいですか？」

  

  「はい」

  

  

  茘の国

  

  皇弟宮

  

  「壬氏様、先日はありがとうございました」

  

  「？」

  

  瑞月は何のことか分からずきょとんとした顔をしている。

  

  「養父の事です」

  

  「大事に至らず何よりだ」

  

  「はい」

  

  「そういえば光熙帝と楊瑛殿の間に公主が

  

  誕生されたようだ」

  

  「御子を授かった事は書簡で知っていましたが

  

  無事お生まれになったのですね」

  

  「そのようだ。何か祝いを送ろうと思っているのだが

  

  何か良いものはないか？」

  

  「壬氏様から贈るのですか？」

  

  「いや、主上の名でお贈りするつもりだ」

  

  「通例はどの様な物を贈るのですか？」

  

  「宝石や布だな」

  

  「かの国は砂に囲まれた国なので植物や生き物の種類が

  

  限られているのです。そのものを贈ると生態系を崩してしまうかも

  

  しれませんからそれらを描いた書物はどうですか？」

  

  「そのような書物は何処に売っている？」

  

  「花街に何でもそろう書店があります」

  

  「そうか。その案は一応考える」

  

  「幼い頃の情操教育は大切です」

  

  「おまえは良い母親になれそうだな」

  

  「どうでしょうか。わたしには母は知らないので」

  

  「・・・・・おまえは自分の出生を嫌っているのか？」

  

  「漢大尉の娘であり、かの国の光熙帝の姪。十二分過ぎます。

  

  自分が否定しても引き離せませんし」

  

  「そうは言うがおまえは東宮としてしかわたしを見ていないだろう？」

  

  「・・・・それは仕方ないではありませんか。事実次の帝に

  

  一番近いのですから」

  

  「一人のただの男としては見てくれないのだな」

  

  悲しそうに猫猫を見る。

  

  猫猫は何も言えない。

  

  「・・・・・・」

  

  「わたしは羅漢の娘であろうとかの国の帝の姪であろうと

  

  羅門殿の娘であろうと全くどうでも良い事なのだ。

  

  猫猫という人間がが好きなのだから」

  

  「だったらどうしてわたしに医官としての道を築いたのですか？

  

  そんな事すればわたしが妻になる事を承諾しないくらい

  

  お分かりだったでしょう？」

  

  「それでもおまえの夢を叶えてやりたかったのだ。

  

  少なくとも女であるからと言う理由で最初から諦めさせるような事は

  

  したくなかった」

  

  「不敬を承知で言わせて頂いて宜しいでしょうか？」

  

  「ああ」

  

  「あなたは本当に人が良すぎます、それも莫迦がつくくらいの」

  

  「自分でもそう思う」

  

  瑞月は笑った。

  

  「どうしようもありませんね、本当に」

  

  猫猫は呆れたように頭を掻いた。

  

  「わたしはまだ医学を勉強したいと思っています。

  

  ですが、もしかしたら何方かの妻になりたいと思う時が

  

  来るかもしれません。それが五年後か十年後か

  

  分かりませんが・・・・」

  

  「それの何方かとはわたしの事と思っても良いのだな？」

  

  「多分、わたしのような女を妻にしたいなどと言う奇特な方は

  

  あなたくらいしかいないと思います」

  

  「求婚を承諾してくれたと考えて良いのだな？」

  

  「すぐには無理です。途中であなたの気が変わったとしても

  

  それは仕方のない事です」

  

  「そんな事あるはずがない！気が変わるとすればおまえだろう。

  

  とりあえず婚約だけでもしておきたい」

  

  「早急過ぎませんか」

  

  「この機を逃しては一生後悔する」

  

  「あなたは本当に子供っぽいですね」

  

  猫猫は可笑しそうに笑った。

  

  これ程自分の事を考えてくれる人はそうはいない。

  

  好きと言う感情は分からないが安心できる存在である事は確かだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（２２）

  「でも婚約はまだ公表しないで下さい」

  

  「ああ、そうだな」

  

  「出来れば主上に話されるのでしたら外には漏らさぬように

  

  お願いしてくれませんか？」

  

  「分かった」

  

  瑞月はそのまま猫猫をじっと見ている。

  

  「・・・・な、なんですか？」

  

  「婚約した事を実感させてくれないか？」

  

  

  「・・・・・どうぞ」

  

  気のせいか猫猫の頬が少し赤く見える。

  

  「ならば遠慮なく」

  

  座っていた瑞月は立ち上がると猫猫と向かい合うように立った。

  

  大人と子供ほどの身長差がある二人。

  

  「抱きしめて良いか？」

  

  「いちいち聞かないで下さい」

  

  

  体の熱が伝わって来る。

  

  人の体はこんなにも温かかっただろうか？

  

  心臓の音が早い。

  

  「夢のようだ。こんな風におまえに触れられる日が来るとは」

  

  「こんな鶏がらがいいなんて特殊趣味です」

  

  「おまえが良いのだ」

  

  

  「・・・・・これだけで良いんですか？」

  

  猫猫は瑞月を見上げながら言った。

  

  瑞月が驚いた顔で見ていると背伸びをしながら

  

  瑞月の頬に触れる。

  

  「えっ？」

  

  猫猫の手が瑞月の首に巻きつく。

  

  その反動で瑞月の顔が下を向く。

  

  猫猫の方に引き寄せられた形だ。

  

  鼻がぶつかるほど近づく。

  

  一瞬、猫猫の瞳に妖艶さが加わったように見えた。

  

  二人の唇は重なっていた。

  

  

  「不意打ち過ぎる」

  

  瑞月が頬を赤らめながら抗議する。

  

  「では其方からして下さい」

  

  猫猫の体を抱きすくめながら瑞月は再び唇を重ねた。

  

  すぐには離れず角度を変えながら繰り返した。

  

  まるで本当であるかを確かめる様に。

  

  

  しばらくすると口づけを止めて体も離れた。

  

  

  「これ以上は理性が持たない」

  

  「・・・・そうですね」

  

  猫猫は蕩けるような表情で認める。

  

  「これ以上煽らないでくれ」

  

  「煽ってるつもりはありませんが」

  

  瑞月は誤魔化すように横を向いた。

  

  「今すぐには無理ですが然るべき用意をしてからなら

  

  大丈夫ですよ」

  

  避妊薬を使うと言っているのだとすぐ分かった。

  

  「いや、おまえの体に負担はかけたくない」

  

  「随分とストイックですね」

  

  「本当ならすぐにでもおまえを抱きたいがきちんと子が出来ても

  

  良い状況になってからにしたい」

  

  「分かりました。もしその気になられたらおっしゃって下さい」

  

  事務的と言うか何というか猫猫の物言いがおかしくて笑った。

  

  「おまえは本当にどんな状態でも変わらぬな」

  

  「どのような肩書が付いてもわたしはわたしですから」

  

  羅漢邸

  

  「叔父貴、何かご不自由な事はございませんか？」

  

  羅漢が気を遣って聞いた。

  

  「何もないよ。おまえの子供たちは本当によくしてくれる」

  

  羅門は嬉しそうに言った。

  

  「それならよろしいですが。あ、叔父貴を襲った者は捕らえて

  

  猫猫とは関係ない事が判明しました。それ相応の処罰を与えるつもりです」

  

  「止めておやりよ。きっと貧しくて仕方なくした事だろうから」

  

  「悪党に情けは無用です！大切な叔父貴を傷つけられて

  

  わたしの面目が立ちません」

  

  「おまえの面目が立たないと言うのならこのように処罰したと公表して

  

  見逃してやりなさい」

  

  「本当に叔父貴は素晴らしい人格者でございますな」

  

  「情けは人の為ならずだよ、無体な事をしてはいけないよ」

  

  子供を諭すように羅門は穏やかに言った。

  

  東の離宮

  

  「そうか。漸く猫猫が折れたか」

  

  主上は安堵したような顔で言った。

  

  「しかしながら婚約は内密にして頂きたいのです。

  

  広まれば猫猫が身動きが出来ない状況になります故」

  

  「だが、女たちがおまえにまとわりつくのが続くぞ」

  

  「脇見するつもりはありません。元より妻は猫猫一人と

  

  決めております」

  

  「期限が長いのう」

  

  「何かを成そうとすればそれなりの時間がかかるのは

  

  仕方のない事でございます」

  

  「仮に十年後となれば玉葉の皇子もそれなりの年になり

  

  火種にはならぬか？」

  

  「玉葉后は愚か者ではありません。それにその時に

  

  今一度誰が帝になるか決めても良いのではありませんか？」

  

  「それまで朕はこの位に止まればならぬか」

  

  「どうか今暫くお待ち下さるようお願い申し上げま暫く

  

  「臣籍降下などと言われるくらいなら致し方ない」

  

  「ありがとうございます」

  

  「それで羅漢はどうするつもりじゃ？」

  

  「一度腹を割って話をしたいと思っています。猫猫が認めなくとも

  

  実の父である事は間違いないのですから」

  

  「娘以上にあの男は難攻不落であるぞ」

  

  「避けては通れぬなら此方から立ち向かうまでです」

  

  「弱腰のおまえの言葉とは思えんな」

  

  「猫猫に感謝せねばなるまいな」

  

  阿多が嬉しそうに話に加わる。

  

  「本当に欲しいものを手に入れる為なら何でも致します」

  

  「いっそ子を先に作らぬか？早くおまえの子を見たいものだ」

  

  「わたしも早く子は欲しいですが、まずは猫猫の夢が

  

  叶うまで待ちたいと思っております」

  

  「そうか」

  

  主上は落胆したようだった。

  

  「そうは言っても男と女の事分からぬぞ」

  

  「そうかもしれません」

  

  否定するわけでもなく嬉しそうに微笑んだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（２３）

  羅漢邸

  

  「急に申し訳ない」

  

  「とんでもございません。こんなむさくるしい所に

  

  足を運んで頂き心苦しい限りです」

  

  お得意のもみ手をしながら羅半は出迎えた。

  

  突然、瑞月から書簡が届き、数時間後に訪問すると

  

  書かれていた。

  

  羅半は三番と二人でお急ぎで家を片付けた。

  

  「漢大尉殿はご在宅か？」

  

  「勿論です。今着替えておりますので暫く客間にて

  

  お待ちいただけますでしょうか？」

  

  「羅門殿は？」

  

  「大叔父もおります」

  

  

  「『月の君』がおいでなのですよ。早く来てください」

  

  少し離れた所から急がせる羅半の声が聞こえた。

  

  嫌がってるのか？

  

  何をしに来たか

  

  やはり感づいているのだろうか？

  

  「みっともない格好では無礼であろう」

  

  「お待たせするなどもってのほかです」

  

  「貴人の前で大声を出す出ない」

  

  似た者同士の言い合いは面白い。

  

  「『月の君』、お待たせいたしました」

  

  臥せっていたと聞いていたがやはり少し痩せたように見える。

  

  だが眼光は衰えていない。

  

  「実はあなたにお頼みしたいことがありお邪魔したのだが」

  

  「あなたさまの頼みに異論を唱える事が出来る者など

  

  おりましょうか」

  

  「命ずる事は容易いが認めてもらうのは難しい」

  

  「ほう。そのような事がありますかな」

  

  「義父上！」

  

  「羅半殿、構わぬ」

  

  「羅漢殿、猫猫を我が妻にしたい。あなたの許しが欲しい」

  

  「猫猫は承諾したのですか？」

  

  「婚約は受けてくれた」

  

  「わたしは猫猫に認められていない。口出しす立場ではありますまい。

  

  叔父貴に聞いて下さい。此処に居るのはご存じでしょう？」

  

  羅漢の言うように羅門が療養の為に此処に居るのは

  

  知っていた。

  

  自分の家に戻ってしまってからでは二度手間に

  

  なってしまうので取り急ぎ羅漢の所にやってきたのだ。

  

  「『月の君』」

  

  おなじ羅の者とは

  

  「羅門殿、お加減は如何ですか？」

  

  「少し足を捻っただけでございます」

  

  「猫猫に伝えます。きっと喜ぶでしょう」

  

  「お願いします」

  

  「猫猫を妻にする事を許して頂けますか？」

  

  「猫猫が承諾したのであればわたしから何か言う事は

  

  ございません。よろしくお願いいたします」

  

  羅門はそういうと頭を下げた。

  

  何か拍子抜けした感はあるがそれだけ猫猫を一人前だと

  

  認めているという事だろう。

  

  これで障害は無くなった。

  

  漸く此処まで来た。

  

  瑞月は自分の恋が進み始めた事に嬉しさを感じていた。

  

  

  半年後、正式に里樹妃の下賜が決定した。

  

  「案外早く決まったな」

  

  「里の父君は里樹妃には関心がないようで下賜の話のお伺いを

  

  立ててもいかようにしてくれても構わぬと言う返答が来ました」

  

  高順は呆れたように言った。

  

  「噂は本当のようだな」

  

  里樹は父が後妻を迎えてからは随分と辛い目に遭ってきたらしいという

  

  話は瑞月の耳にも入ってきていた。

  

  「下賜されても里に帰った所で居場所がないようでございます。

  

  それを承知されていたので主上は後宮に止めていたので

  

  ございましょう」

  

  「これで里樹様は幸せになれるであろう。馬閃ならきっと」

  

  「馬閃は親の目から見ても莫迦が付くほど生真面目ですし、

  

  桃美や麻美も邪険にするような事は無いと思います」

  

  「徳妃の位が空いてしまうがすぐに誰かを宛がう必要もあるまい」

  

  「ですが、他の一族たちが娘を是非と言ってくるでしょうな」

  

  「娘を使って力を得ようなど愚かな事だとまだ分からぬ者も

  

  居るのだな」

  

  「ところであなた様の方はどうなっているのですか？」

  

  「漸く婚約までこぎつけた所だ」

  

  「では近いうちに婚儀を？」

  

  「いや、それはずっと先だろう。猫猫が医術を身に着け医官に

  

  なった時だな」

  

  「数年では無理なのでは？」

  

  「悪ければ十年以上かもしれないな」

  

  「随分とお待ちになられるのですね」

  

  「その頃になれば玉葉后の皇子も年頃になって来る。

  

  東宮が変わるかもしれないな」

  

  「譲るつもりですか？」

  

  「それは主上が決める事だ」

  

  「・・・・・・・」

  

  「おまえの言いたい事は分かる。現主上も御兄弟が身罷られ

  

  帝になられた。先の事は分からぬ」

  

  「さようでございますね」

  

  誰にも先の事は分からない。

  

  だが、幼き頃より帝になられるよう世話をしてきた高順からすれば

  

  是非とも帝になって欲しい。

  

  臣籍降下など絶対にして欲しくない。

  

  強制はできないが今まで積み上げてきたものを

  

  潰したくない。

  

  この方には帝のとしての才は十分あると思われる。

  

  冷静で思慮深く民を国と民を大切に考えている。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（外伝）空白の十年（２４）完結

  猫猫がかの国より戻り、幾度か季節が過ぎた。

  

  「猫猫医官、今日から新しい医官見習いが数名来る予定だ。

  

  右も左も分からぬ者達だが、面倒を見てやってくれ」

  

  劉医官がいつもの厳しい表情で言った。

  

  本来なら天祐に任せたいところだが

  

  何せ女癖の悪い男だ。

  

  何か問題を起こしても良くない。

  

  「承知しました」

  

  医官見習いから六年が過ぎ、猫猫たちは医官となっていた。

  

  おどおどしながらやって来る医官見習い達。

  

  

  「何か懐かしいわね」

  

  「そうですね。ですがお嬢様は最初から毅然となさっておりましたよ」

  

  姚と燕燕はいつものように二人でくっいている。

  

  本当に姉妹の様に仲が良い。

  

  

  「猫猫さん、噂で聞いたのですけど後一年で暫く医官を

  

  お休みなさるそうね」

  

  「うん。その予定」

  

  「お体が良くないの？」

  

  「いえ」

  

  猫猫は少ない言葉で返す。

  

  理由は話せない。

  

  「病気でないならいいわ。お休みして戻って来るのでしょう？」

  

  「戻ってきたいな」

  

  本当にそう思っている。

  

  しかし、瑞月の妻になればそういうわけにもいかないだろう。

  

  警護も必要になる。

  

  誘拐や暗殺の恐れが出てくる。

  

  

  

  もう随分と待たせてしまった。

  

  出会ってから来年で七年。

  

  相当の粘着質な御仁だ。

  

  かの国より戻ってからは毒抜きして

  

  子を持つ事の不安もなくなった。

  

  

  

  「休業とか言って嫁にでも行くんじゃないの？」

  

  天祐が冗談交じりに絡んでくる。

  

  こういう勘は鋭いな。

  

  よく瑞月との仲に気づかれなかったものだ。

  

  「さあね」

  

  「あら、否定なさらないの？」

  

  「それよりあのメガネ狐とはどうなってるの？」

  

  「ああ、もしかしたら羅半様の事？一応良いお付き合いはさせて頂いてる

  

  けれど妹の三番さんがね」

  

  多分、付き合ってると思っているのは大きな勘違いだろう。

  

  あの男はあれでストライクゾーンが結構狭い。

  

  しかしあの男も三十路だ。

  

  そろそろ身を固めても良い頃だ。

  

  

  仕事を終えて皇弟邸に帰った。

  

  

  「只今戻りました」

  

  「お帰りなさい、小猫。あらこれじゃ失礼かしら？」

  

  「水蓮様、小猫で大丈夫です」

  

  怖い大姑のような存在だった水蓮だったが

  

  今ではかけがえのない人になっている。

  

  夕餉の支度をしていると瑞月が帰ってきた。

  

  「「お帰りなさいませ」」

  

  「ああ」

  

  いつしか二人で夕餉を頂くのが当たり前になっていた。

  

  

  「壬氏様、お仕事の方は落ち着いてきましたか？」

  

  「そうだな。漸く基盤が固まりつつある」

  

  来年、猫猫を妃に迎えると同時に帝に即位する事が

  

  既に決まっていた。

  

  「先日、楊瑛殿から書簡が届いていたな」

  

  「お二人目の御子がお生まれになったようです。皇子だそうで」

  

  「雲嵐殿ももうお寂しくはないだろう。何よりだ」

  

  「本当に良かったです」

  

  「来年、おまえを妻に迎えてわたしも父親になれたら良いな」

  

  「授かりものですから」

  

  「早く授かれるよう頑張るつもりでいるが」

  

  猫猫を揶揄うように言う。

  

  猫猫は顔を赤くした。

  

  「あらあら、あまり仲が良すぎると神様が意地悪するそうよ」

  

  「あまり恥ずかしい事言わないで下さい」

  

  二人にこれ以上何も言わないで欲しいと遠まわしに言った。

  

  

  瑞月の寝所で二人で過ごす事も何度かあったが

  

  何度か口づけを交わして抱き合って眠るだけで

  

  夜伽は済ませていなかった。

  

  

  「無理せずとも子が出来ない方法もあります」

  

  「いや、それは婚儀の夜に取っておきたい」

  

  「真面目ですね」

  

  「おまえを大切にしたいのだ」

  

  「・・・・・ありがとうございます」

  

  普通の男なら我慢できないだろう。

  

  呆れるくらいストイックな性格だ。

  

  

  

  一年後

  

  「一身上の都合により明日より休業させて頂きます。

  

  今までお世話になりました」

  

  猫猫は医官たちの前で深々と頭を下げた。

  

  劉医官だけは本当に理由を知っていた。

  

  ずっと口を噤んでいてくれたのだ。

  

  猫猫は劉医官に目で合図した。

  

  多分、何もかも知っていて特別扱いもしなかったし、

  

  目をつぶってくれていたのだ。

  

  一度として漢とは呼ばなかったのがその証拠だ。

  

  

  数か月後、俄かに皇弟の婚儀と即位が告示された。

  

  

  「皇弟様がご結婚されるなんて・・・」

  

  「そんな噂今まで全くなかったのに」

  

  後宮の女たちは悲観に暮れた。

  

  「お相手はある一族の姫君とか」

  

  「何処の一族かしら？」

  

  

  「羅の一族と言われるのは気に入らぬと思うが

  

  承知して欲しい」

  

  「事実ですから構いません。それより多くの妃が体調を崩されて

  

  医官が忙しいと聞きました」

  

  「わたしのせいではない」

  

  「いいえ、あなたさまのせいです」

  

  「不可抗力だ」

  

  「わたしは数多の妬みを買いたくはありません」

  

  「大丈夫だ。どんなものからも必ずわたしがおまえを守る」

  

  愛しそうに髪を撫でながら抱きしめる。

  

  「お願いします」

  

  「絶対何者にも渡しはせぬ！」

  

  

  

  皇弟の相手が猫猫だと知って驚いた者が殆どだった。

  

  それだけ秘密裏に進められて実行された。

  

  

  

  出会ってから七年が過ぎ多くの苦難を乗り越えて

  

  漸く二人は夫婦となった。

  

  

  

  その三年後、かの国の雲嵐と再会する事になる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（２３）

  「主上、わたしも言葉だけで御止め出来るとは

  

  思っておりません」

  

  高順は懐から刀を取り出し、喉元に押し当てる。

  

  「そんな脅しなど・・・・」

  

  主上がそう言おうとした時には喉に深く食い込んでいた。

  

  血が流れ落ちる。

  

  「この命で補えるならば容易いもので・・・ございます」

  

  「止めよ！！分かった。猫猫はかの国にはやらぬ」

  

  「聞き届けて‥頂け・・ますか？」

  

  青白い顔の高順はもう一度聞いた。

  

  「朕は噓はつかぬ」

  

  「あり・・・がとうござ・・います」

  

  「誰かおらぬか！」

  

  主上の声に宦官たちが集まってきた。

  

  「これは・・・・」

  

  「医局の者をすぐに呼べ！」

  

  「御意」

  

  

  程なくして劉医官がやってきた。

  

  「誤って怪我をおった。治療を頼む」

  

  「御意」

  

  特に詮索する事もなく劉医官は止血薬を塗布して

  

  カーゼを被せた。

  

  血はまだ流れている。

  

  ガーゼはすぐの色を変える。

  

  意識ははっきりしているが顔色は血の気が引いている。

  

  出血が多い。

  

  右の手を上げて腕とともに清潔な包帯で巻いた。

  

  「後遺症の恐れは？」

  

  「傷は思った以上に深いようでございます。右側に痺れや麻痺が

  

  残るかもしれません」

  

  「さようか」

  

  主上は落胆したような声で言った。

  

  「医局に運んでも宜しいでしょうか？」

  

  「うむ。そうしてくれ」

  

  数名の宦官の手を借りて高順を医局に運んだ。

  

  

  痛みに耐えながら高順は考えていた。

  

  猫猫をこの国にとどめて置く事は成功したが

  

  停戦は白紙に戻るだろう。

  

  それでも小猫をかの国にくれてやるわけにはいかなかった。

  

  お仕えする主上に反抗する事になったとしても。

  

  

  

  

  

  

  

  軍部指令室

  

  これは困った・・・・。

  

  これでは約束を違えた事になってしまう。

  

  かの国との密約が反故になる。

  

  まさか高順様があのような行動にでるとは思わなかった。

  

  小猫の価値に気づいてしまったか。

  

  出来る事ならすんなりと事を運びたかったが

  

  そう言うわけにもいかないようだ。

  

  陸孫は猫猫が人質としてかの国へ行く事が

  

  中止された事を聞いて思案していた。

  

  「陸孫、猫猫のかの国行きが無くなったそうだな？」

  

  少しずつ眼力を取り戻しつつある羅漢。

  

  「そのようでございますね」

  

  「再び戦が始まるやもしれん」

  

  「何か手を考えておられますか？」

  

  「いや。まだ考えておらぬ」

  

  「まだと言われるという事は手は残っていると？」

  

  「愛娘を簡単にくれてやる気は毛頭ない！」

  

  まずいな、羅漢様にまで火をつけたか。

  

  変人ではあるが軍師としての才は非凡なものがある。

  

  早く行動に移さないとどうしようもなくなる。

  

  

  

  

  後宮執務室

  

  猫猫が行かずに済んだ事は嬉しいが

  

  かの国は黙っていまい。

  

  

  それにしても高順も無茶をする。

  

  わたしの為とは言え自身を賭ける等・・・・。

  

  何という事をするのだ！

  

  

  

  かの国の情報が欲しい。

  

  相手は此方の事情を知り過ぎている。

  

  再戦するにしても此方があまりに不利だ。

  

  瑞月は思い悩んでいた。

  

  

  医局

  

  「失礼します。猫猫と申します」

  

  高順が運ばれてきて数分後、猫猫が息を切らしながら

  

  やってきた。

  

  「此方にも常備していると思いますが手持ちのヨモギとコウホネを

  

  持ってまいりました」

  

  「何故それらを？」

  

  劉医官は猫猫に聞いた。

  

  「もんで汁を出したら止血出来ます」

  

  「その知識は何処で学んだ？」

  

  「元よりわたしは薬屋で養父は医師ですので」

  

  「なるほど」

  

  「軍部は血の気の多い者が多くてヨモギが不足していたので

  

  有難い」

  

  「お役に立てれば何よりです。高順様の具合は如何ですか？」

  

  「今は落ち着いておられる」

  

  「右に後遺症が残る可能性は？」

  

  「今は何とも言えぬ」

  

  劉医官が高順の行動の理由を知るのは

  

  少し後の事になる。

  

  「高順！」

  

  「父上！」

  

  瑞月と馬閃がやってきた。

  

  すれ違いざまに馬閃は猫猫を睨んだ。

  

  多分、猫猫のせいでこんな事になったのだと思っているのだろう。

  

  馬閃からすれば素直に人質として行けば良いと

  

  思っているの違いない。

  

  自分としては行きたくないとも言っていないし

  

  助けを求めたつもりもないのだがまあ、大したことではない。

  

  いちいち釈明するのも面倒だ。

  

  「月の君・・申し訳あり・・・ません」

  

  「何を言う。わたしの為に主上に掛け合ってくれたのであろう？」

  

  「・・・・・今回の行為は・・・不敬と取られても・・・致し方・・ございません」

  

  「そのような事にはせぬ。わたしが主上にお話しする！」

  

  「ありがとうございます」

  

  馬閃が深く頭を下げた。

  

  猫猫には詳しい事情は伝えられていなかった。

  

  首を怪我をしたようなので止血に効く薬草を持ってきて欲しいと

  

  瑞月から頼まれたから取るものもとりあえず急いで医局に来たのだった。

  

  「壬氏様、薬草は医官にお渡ししましたのでこれで

  

  失礼いたします」

  

  猫猫は礼を取るとその場を去った。

  

  「猫猫、後で話がある」

  

  瑞月は慌てた様子で言った。

  

  「御意」

  

  御意とは何とも便利な言葉だろう。

  

  つべこべ言わずそれだけで済む。

  

  

  馬閃の態度で高順の行動が何かしら自分に関係している事は

  

  何となく想像できた。

  

  瑞月が話したい事とは多分その辺の事だろう。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（２４）

  皇弟宮

  

  「今帰った」

  

  水蓮と猫猫が夕餉の支度をしていると

  

  瑞月が帰宅した。

  

  「「おかえりなさいませ」」

  

  「すぐにご用意します」

  

  「いや、急がずとも良い。先に湯あみする」

  

  瑞月がこう言う時は考えがまとまらず暫く考えたい時だ。

  

  「承知しました」

  

  貴人相手に『御意』が普通だが自分の家では

  

  堅苦しいので使わない様に言われていた。

  

  「小猫、少し急ぎましょう」

  

  「はい」

  

  

  半刻ほどして瑞月は漸く食卓に着いた。

  

  長い髪を乾かすのはいつも大変そうだ。

  

  ゆっくりした食事をすませると

  

  「水蓮、ご苦労だった」

  

  「はい、失礼します」

  

  後で話があると言っていたがあまり良くない話だろう。

  

  それは簡単に予測できる。

  

  「おまえはもう食べたのか？」

  

  「はい、合間に頂きました」

  

  「そうか」

  

  

  

  暫く沈黙が続く。

  

  猫猫が少しイライラし始めた頃、漸く話し始めた。

  

  「何処から話せば良いか考えていた。まずは今日起こった事から

  

  話すとしよう。高順がおまえのかの国行きを止める為に主上に

  

  身を挺して進言した。あの怪我の理由はそれだ。何故そのような事をしたか

  

  分かるか？」

  

  「高順様には全く関わりのない事かと思いますが？」

  

  「普通ならそう思うだろうな。主上も何も申されないし、

  

  本人が言ったわけではないがわたしには幾つか思い当たる理由がある」

  

  そこまで言うと瑞月は大きく息をついた。

  

  「ひとつはわたしの気持ちを慮った事だろう。わたしがおまえを手放したくないと

  

  知っていたからな。もうひとつはおまえの価値が大きと気づいたのだ」

  

  「わたしの価値ですか？」

  

  「かの国に行かせては国にとっても大きな損失になると

  

  考えたのだろう」

  

  「おっしゃる事が良く分からないのですが？」

  

  「おまえの聡明さは高順も認めている。何よりわたしはおまえを気に入っている。

  

  今までわたしが女に執着する事はなかった」

  

  「それは以前も申しましたが時間が限られた場合の思い違いで

  

  あると思います。思い違いあった事に気づくのにそれ程時間は

  

  かからぬと思います。漸く、和議の道が開けたと言うのに

  

  それを潰すなど愚かでございます」

  

  「愚かと申すのか？」

  

  明らかに表情が変わった。

  

  「女一人で多くの命が救われるなら容易い事です」

  

  「容易くなどない！何故分からぬ」

  

  「上に立つ者は時に非情でなくてはなりません。

  

  そして自分の感情に流されてはならないと思います」

  

  「おまえはいつも理性的でご立派な事だ！」

  

  乱暴に机を叩く。

  

  「そのような事あなたらしくありません」

  

  「おまえはわたしの何を知っている？」

  

  「その言葉そのままお返しします。わたしが国を転覆を企むような

  

  人間であるかもしれないのに一時の感情で・・・」

  

  「騙されたのならわたしがそれだけの男であったという事」

  

  「大体、わたしは行きたくないとは言っていません！

  

  ましてや誰かを犠牲にして逃れようとは努々思っておりません！！」

  

  「人質がどのような扱いを受けるか知っているのか？」

  

  「彼方も同じように人質を出すのです傷つけられる事はあっても

  

  命まで奪われる事はないでしょう」

  

  「おまえのような女、いや人間は初めてだ」

  

  呆れたように首を振る。

  

  「わたしには大切な人がいます。再び戦が起これば命の危険に

  

  晒されるかもしれません。それは絶対避けたいのです」

  

  「今一度交渉の場を設け他の方法を考える！主上もそう考えて

  

  おられるはずだ」

  

  「何にせよ、早く動いて下さいませ。相手が痺れを切らさぬよう」

  

  「分かった」

  

  

  北側の診療所

  

  「あなたのような方がおいでになるような場所ではないかと

  

  思いますが」

  

  深緑は意外な来客に難色を示した。

  

  「そんな事はありません。あなた方にしか出来ない事も

  

  ございます。是非ともお力を貸して頂きたい」

  

  「世捨て人のような私どもに何が出来ますでしょうか」

  

  「先帝の為されようはそれこそ酷いものでございました」

  

  「・・・・・・・・」

  

  深緑たちの唇は歪んだ。

  

  古傷を抉られる思いだ。

  

  お手付きになったおかげで此処から出る事も出来ない。

  

  「先帝は崩御され怒りの矛先は失われ行き場のない感情を

  

  持て余しておられるのでは？」

  

  男は逆なでするように続けた。

  

  「何をさせるつもりですか？」

  

  「物騒な事をしてくれとは申しません。この先にある祠にある女性を

  

  連れてきてくれれば良いだけです」

  

  「その女性とは何方です？」

  

  「猫猫という壬氏様付き女官です」

  

  「目的は何です？」

  

  「知らない方が良いと思います」

  

  優男の武官は誤魔化すように笑った。

  

  「断ると言ったら？」

  

  「あなた方がした事が公になるだけです」

  

  「わたしたちは何もしていませんよ」

  

  「毒白粉に堕胎薬知っていて後宮に流しましたね？」

  

  「・・・・何の事かしら？」

  

  「とぼける気ですか？噂が広がれば徹底的に調べるでしょうね」

  

  「分かったわ」

  

  「絶対に口外はしません。だからよろしくお願いします」

  

  「・・・・・・・」

  

  深緑は覚悟を決めたように拳を握りしめた。

  

  言葉は穏やかなのに確実に脅しているこの男。

  

  女官をおびき出して何をするつもりなのか？

  

  全く見当がつかなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（２５）

  後宮執務室

  

  猫猫のいう事は尤もだ。

  

  一人の犠牲で多くの者が助かるなら以前の自分なら

  

  迷いなくそうしただろう。

  

  今は絶対それは出来ない！

  

  誰であろうと猫猫をくれてやるわけにはいかない。

  

  それにしても自分がこれ程に一人の女に執着するとは思っていなかった。

  

  性別が違えば国を傾ける言われた自分が

  

  相手にもされないとは何とも情けない話だ。

  

  「・・・・壬氏様・・・、手がその・・・」

  

  高順の代わりに馬閃が付いているのだった。

  

  高順ならこんな時はっきりと苦言を呈するだろうが

  

  馬閃には出来まい。

  

  心遣いを求めるのも酷だろう。

  

  「‥‥分かっている」

  

  現実に引き戻されて投かんされた陳情書や嘆願書に目を通す。

  

  毎日毎日、くだらない内容にうんざりする。

  

  「それにしても何とも不敬な女ですね」

  

  「？」

  

  「漢大尉の娘か何か知りませんが・・・」

  

  「何も知らないおまえが口出しする事ではない」

  

  馬閃が猫猫を嫌っているのは薄々気づいていたが

  

  馬が合わないと言うか近づく事さえ避けているようだ。

  

  まあ、猫猫は気にも止めていないようだが。

  

  馬邸

  

  「穏やかなあなたがなさるような事ではありませんね」

  

  横になっている高順に桃美は少しがっかりしたように言った。

  

  「・・・・・時に自分を殺してでもやらねばならぬ事もある」

  

  「お父様にそのような一面がある事が分かってわたしは嬉しいですわ」

  

  「麻美、一歩間違えば一族郎党、処罰を受ける可能性も

  

  あったのですよ」

  

  「それでも国を思っての事なのでしょう。だからこそ、

  

  主上も表ざたにはなさらなかった」

  

  「温情を賜って本当によかったわ」

  

  「月の君の為になされたくらい容易に想像できますが

  

  猫猫という娘にそれ程価値があるのですか？」

  

  「聡明で芯の強い娘だ。なにより壬氏様が妻に望んでおられる」

  

  「是非とも会ってみたいものですわ」

  

  「わたしも」

  

  「いずれは会う事になるだろう」

  

  「お義父様、雀も会ってみたいです」

  

  いつの間にか雀も話に加わる。

  

  「・・・・わたしは別に」

  

  顔色の悪い馬良、血の気の引いた高順よりも悪く見える。

  

  頭は切れるが人が苦手で内向的で学者タイプだ。

  

  人込みも苦手であの馬閃の兄とは思えない。

  

  「旦那様は良いですよ。代わりに雀が会いますから」

  

  「雀、おまえに動いてもらわねばならぬ事にもかもしれぬ。

  

  心構えだけしておいてくれ」

  

  「承知いたしました」

  

  まるで楽しい事を待っている子供様な顔をする雀。

  

  数か月前からかの国の事を探らせているが

  

  これといった情報が入ってこない。

  

  それなのに相手は本人すら知らなかった漢大尉の娘の事を

  

  知っていた。

  

  スパイが紛れ込んでいる可能性もある。

  

  そう言う厄介事は雀の専門だ。

  

  「それより馬閃はきちんと仕事が出来ているのかしら？」

  

  確かにあの未熟者を代役にしたのは心配だが

  

  この体では足手まといにしかならない。

  

  暫し我慢して頂くしかない。

  

  外廷

  

  半刻ほど休憩を頂いたので少し探検してみよう。

  

  猫猫は水蓮から休憩をもらったので以前から思っていた事を

  

  実行に移した。

  

  後宮と違い本物の男があちこちに居る。

  

  自分が四夫人のような容貌なら少しくらいは

  

  注目もされるのだろうが雀斑に痩せすぎの自分等

  

  そこいらへんに生えている草ほども関心もないだろう。

  

  「あれ？」

  

  年かさの女が居る。

  

  成りからすれば医療関係か？

  

  医局に来たんだろうか？

  

  そう言えば北に女だけの診療所があると聞いた事がある。

  

  何か事情があるのか詳しくは教えてくれなかった。

  

  此処に止まるのなら医局に務めたいが

  

  それが叶わないのならその診療所にでも

  

  放り込んでくれないものだろうか。

  

  そんな事を考えているとその女と目が合った。

  

  瞳の色が自分たちとは違う。

  

  若い頃はそれなりの美女だっただろう。

  

  子を成さない年になっても此処に居るという事は・・・。

  

  

  「あの娘だよ」

  

  医官の一人が猫猫を指さした。

  

  ん？何かしたか？

  

  その女は猫猫の方に歩いてきた。

  

  何か言われるのか？

  

  思わず身構える。

  

  「あなた、壬氏様付きの官女猫猫さん？」

  

  「何処かで会いました？」

  

  「いえ、薬草やキノコの知識がおありと聞いて見て頂けたらと」

  

  薬草？キノコ？もしかしたら新種？

  

  いやいや、休憩が無くなってしまう。

  

  しかし・・・・。

  

  見逃したらもう見れないかもしれない。

  

  猫猫は頭の中で格闘していた。

  

  

  結局、猫猫は誘惑に負けてしまい、深緑という女に付いて行ってしまった。

  

  後で水蓮様に謝らないと。

  

  そう考えると気が重いが新種の薬草とキノコが見れるかもしれない

  

  と思うとワクワクが止まらない。

  

  が、そんなうまい話は無かった。

  

  

  「お久しぶりですね」

  

  眩しい位の笑顔で話しかける優男。

  

  いつの間にか深緑は居なくなっていた。

  

  「宦官の身なりまでして何を企んでいるのですか？」

  

  「あなたが人質としてかの国行ってくれないと少し

  

  困った事になるのです」

  

  「わたしが断ったわけではないので」

  

  「では嫌ではないのですね？」

  

  「戦が止められるのなら」

  

  「利害は合ったという事で構いませんね？」

  

  「わたしには利はないと思いますが。それにこの国から

  

  勝手に出れませんし」

  

  「それは問題ありません」

  

  その優男は木に立てかけられた祠に手をかけた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（２６）

  「そんな事をすればこの国には居られなくなりますよ」

  

  猫猫は冷静に話す。

  

  「そうなるでしょうね」

  

  大した問題ではないと言わんばかりの返答。

  

  「十分承知されての行動という事ですか？」

  

  答えずただ微笑んでいる。

  

  

  

  猫猫は顎に人差し指を当てて暫く考え込む。

  

  正面からかかっても勝ち目はない。

  

  この人がそんな隙を作るとも思えない。

  

  癪だが暫く言うとおりに動くしかないか。

  

  

  「時間稼ぎはそれくらいにして頂けますか？

  

  多分、かの君の登場待っていらっしゃるのでしょうが」

  

  全てお見通しか・・・・。

  

  「わたしも女性に手荒な真似はしたくないですし」

  

  「周り者たちはあなたとわたしが駆け落ちでもしたかと

  

  思うかもしれませんね」

  

  「別にわたしは気にしませんが」

  

  （本当に食えない男だ）

  

  

  陸孫様は祠を取り除いた。

  

  そこには人が通り抜けられるほどの穴が開いていた。

  

  誰がこのような物を作ったのか？

  

  この人はどうしてこの穴の存在を知っていたのか？

  

  このような行動に出た目的は？

  

  数えきれない疑問を抱えたまま

  

  猫猫は素直に従うしかなかった。

  

  ただ何も手がかりを残さずに従うのは余りに悔しくて

  

  髪の飾りを指で外して祠の前にひとつ落とした。

  

  きっと壬氏なら気づいてくれるはずだ。

  

  何故か確信めいたものがあった。

  

  

  

  無断で国から離れた罪は問われるだろう。

  

  悪くすれば処罰対象になる。

  

  何とか此処に戻れたとしても・・・・。

  

  養父にその咎が及ばないか心配だった。

  

  

  

  暫く歩くと陸孫は猫猫の髪飾りの異変に気付いた。

  

  それを咎める様子もなく

  

  「かの君をそれほどまで信頼されてるという事ですか？」

  

  猫猫は意味が分からなかった。

  

  壬氏とはそれほど深い信頼関係を築けているとは

  

  思わない。

  

  少なくとも自分にとって壬氏はよく分からない人だ。

  

  本来の姿を隠し、何を考えているのかも知らない。

  

  自分が関わったのはほんの偶然で過ごした時間も少ない。

  

  

  一刻過ぎた頃

  

  「猫猫は居なくなった！？」

  

  高順から報告を受けた瑞月は思わず立ち上がって叫んだ。

  

  「水蓮様から先程休憩を取ったまま小猫が戻ってこないと

  

  連絡がありました。あの小猫が仕事を放置するのは

  

  有り得ないので何かあったかもしれないと」

  

  （猫猫の性格上自分の意志でそんな事をするとは

  

  思えない。が、昨日の今日だ。思い余って人質としてかの国に？

  

  いや、許可なくこの国に出る事など出来ない。では何者かに捕らえられて

  

  監禁されている可能性も・・・・・）

  

  無意識に握りしめた拳。

  

  掌に爪が喰いこんでいた。

  

  高順が声をかけなければ血が流れだしていただろう。

  

  自分が動くと大事になる。

  

  「高順、猫猫の足取りを調べてくれ。国外に出たとは思えない。

  

  この中ならば探せるはずだ」

  

  「御意」

  

  本当なら自分が探しに行きたい。

  

  動けない自分がもどかしい。

  

  

  

  更に半刻過ぎても発見されたと言う報告が上がってこない。

  

  何をしている！？

  

  籠の中の鳥を何故探せない！

  

  瑞月はイライラしながら仕事を続けていた。

  

  思わず机を両手で叩いた。

  

  傍に居た宦官は驚いて体をビクッと動かした。

  

  「いくら何でも時間がかかり過ぎる！！」

  

  「壬氏様」

  

  「少し出かけてくる」

  

  「お待ちください」

  

  宦官の止める声も聞こえていなかった。

  

  あれは利口な娘だ。

  

  簡単にかどわかされたりしない。

  

  では強引に連れていかれた考えるのが普通だ。

  

  こんな状態でとても仕事など手に付かない。

  

  あいつのお気に入りの薬草畑は？

  

  動き回るなと言っても何度か足を運んでいた事は

  

  高順達から聞いている。

  

  其処にも居ないなら医局か？

  

  医局を覗くと丁度高順が医官と話しているのが見えた。

  

  「高順」

  

  「壬氏様、小猫は北の診療所の深緑と言う女と共に

  

  北の方に歩いていったようでございます」

  

  北の診療所？

  

  何か嫌な予感がする。

  

  瑞月は思わず胸の辺りを抑えた。

  

  悪意に満ちた臭いが蔓延るあの場所。

  

  しかし、すぐにでも猫猫を見つけ出したくて瑞月は走り出していた。

  

  「壬氏様、お待ちください。わたしも同行いたします」

  

  先帝の恨みを瑞月に向けられないとも限らない。

  

  

  

  北の診療所の扉を荒々しく開ける。

  

  その物音で女たちの視線が集まった。

  

  

  「猫猫と一緒に居た深緑は何処にいる？」

  

  余りの剣幕に女たちはたじろいた。

  

  「突然如何なさいましたか？」

  

  「深緑は何処だと聞いているのだ！？」

  

  「壬氏様」

  

  高順の声で我に返る。

  

  壬氏はこのような乱暴な言い方はしない。

  

  一呼吸おく。

  

  「驚かせて済まぬが、深緑殿は居るか？」

  

  いつもの穏やかな壬氏の物言いに戻した。

  

  

  奥から深緑らしい女が出てきた。

  

  「わたしにご用でございましょうか？」

  

  必ずこの女が何らかの事情をしているはずだ。

  

  瑞月は強引に聞き出そうとする自分を必死に押さえつけた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（２７）

  まさかこんな抜け道があるとは思わなかったな。

  

  猫猫はキョロキョロ見渡した。

  

  「わたしもまさか抜け道があるとは知りませんでしたよ」

  

  多分、壬氏様も知らないだろう。

  

  知っていればとっくに塞がれていたはずだ。

  

  「ただ歩いているのもつまらないでしょうから

  

  ひとつ興味深い話をしましょうか？残念ながら生薬や毒のはなしでは

  

  ありませんが」

  

  「この抜け道はある男が一人の女を逃がすためだけに作ったのです。

  

  だが、女は折角来てくれた男に感謝するどころか怒って追い返した。

  

  くだらないプライドがそれを許さなかった。

  

  その時、男の気持ちを汲んで逃げ出していたらハッピーエンドに

  

  なったかもしれないのに。酷い話ですよね？」

  

  「どうでしょうか？女は此処に残りたい理由があったのかもしれない

  

  かもしれませんし、第三者がどうこう言える事ではないのでは？」

  

  （確かに女一人の為にこれを作ったのであれば思いは

  

  深かったと想像できる。陸孫様は誰の事を言っている？

  

  何をわたしに話そうとしているのだ？）

  

  「ただの男と女ならね。二人はそれなりの立場であったから

  

  そのせいで多くの人が不幸になる事になるとしたら？」

  

  「人とは時として理性が働かない事もあります。

  

  それに人より自分を取るのは当たり前の感情です。

  

  自己犠牲になるものが正しいとは限らない」

  

  「話には続きがあってね。結局、女は下賜されこの後宮を去った。

  

  愚弄されたと思い込み、一族を巻き込んで報復を企んでいる。

  

  救いようのない女だ。娘さえも道具として利用して」

  

  「わたしが祠の前に髪飾りを落とした事でこの抜け道は

  

  発見されるでしょうね。・・・・・もしかしてだからわざと見過ごしたのですか？」

  

  「この抜け道が使えなければ事を起こすのを躊躇うかもしれない。

  

  止められなくとも時間は稼げる」

  

  「その為にわたしを？」

  

  「いえ、この抜け道に気づかなければ別の方法を考えていました」

  

  「たまたまという事ですか？」

  

  「そうですね」

  

  「一族が滅びるという事が如何なるものか分かりますか？」

  

  何という悲しい顔をするのだろう。

  

  語らずともそれを経験した者しか出来ない表情（かお）。

  

  「その為にこんな危険な賭けに出たのですか？」

  

  「副産物です。本来の目的ではありません」

  

  「一族を滅ぼした者への報復ですか？」

  

  「正しく国を治めていてくれていれば私怨は捨てるつもりでした」

  

  「そうではなかったのですね？」

  

  「あなたには迷惑な話でしょうがかの国の帝と取引をしたのです」

  

  「そこまでかの国の帝がわたしに拘る理由は何なのです？」

  

  「すいませんが、それは分かりません。ただ、傷つける目的ではないと

  

  思います。ただの勘ですが」

  

  北の診療所

  

  「医局の者に聞いたのだがあなたは猫猫と何か話しながら

  

  此方の方に歩いていたようだが、その後猫猫は何処に行ったか

  

  知らぬか？」

  

  「確かにその娘と話はしましたが、この前で別れました。

  

  この中には入っておりません」

  

  「何の話をしたのですか？」

  

  「聞かれたのです、珍しい薬草やキノコが生えていないかと」

  

  （なるほど、猫猫ならあり得る話だ）

  

  瞳孔の変化もない、特に汗をかいているようでもない。

  

  そこまでは本当だろう。

  

  「それで？」

  

  「この辺りならあるかもしれないと答えました。

  

  そうしたらひとりで北の方に歩いて行ったようでした」

  

  「分かった。仕事中済まなかった」

  

  「壬氏様」

  

  それだけで良いのかと高順の目が言っている。

  

  拷問でもすれば何か話すかもしれないが無駄だだろう。

  

  誘い出す手助けをしたに過ぎない。

  

  その者はおそらく正体を隠して接触したと考えるべきだろう。

  

  壬氏が北の方に歩き出した。

  

  暫く歩くと何かを見つけた。

  

  「これは？」

  

  それを拾い上げる。

  

  「小猫のものでしょうか？」

  

  「多分、間違いない」

  

  ぎゅつと握りしめる。

  

  「これは猫猫が故意に残したものだろう。高順、必ずこの辺りに

  

  何かあるはずだ」

  

  「御意」

  

  すぐ近くには祠があった。

  

  すぐそばに落としたが風に運ばれて位置がずれたのかも

  

  しれない。

  

  高順が祠の周辺を調べる。

  

  「壬氏様、このようなものが」

  

  二人が通った抜け道を見つけた。

  

  すぐに入ろうとする壬氏を止めて数名宦官を集めた。

  

  「何が潜んでいるか分かりません。まずは宦官に行かせましょう」

  

  壬氏は頷くしかなかった。

  

  宦官が来る少しの時間が待ち遠しかった。

  

  今すぐなら捕らえられるかもしれない。

  

  それは高順も十分承知していたが壬氏を危険に晒すわけにも

  

  いかなかった。

  

  先に入った宦官が何かを持って出てきた。

  

  脱ぎ捨てられた宦官の服と誰かの髪の飾りだった。

  

  誰かが宦官になりすまし、猫猫を連れ去ったのではないかという

  

  推測がなされた。

  

  わざとそう思わせる為かもしれないが

  

  猫猫の単独でないという事はまず間違いない。

  

  かの国に行くと決意していたが

  

  処罰対象になるを知っていながらこのような事を

  

  猫猫がするとは思えない。

  

  やり方が雑過ぎてわざと残したように見える。

  

  挑発しているのか？

  

  余程自信があるのか分からないが

  

  服に微かだが温もりが残っている。

  

  まだ遠くには行っていない事を示している。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（２８）

  「高順、誰か宦官服を紛失した者は居ないか調べよ。

  

  この抜け道に付いてもだ」

  

  「御意」

  

  （絶対逃がすものか！わたしの手から猫猫を奪おうなどと

  

  思った事を後悔させてやる！！）

  

  「馬閃に今調べさせております。この抜け道はどうやら

  

  地下水路を作った際の避難路のようですね」

  

  「ああ」

  

  （猫猫、おまえは誰とこの道を歩いたのだ？

  

  やられてばかりのおまえではないだろう？複数の者に

  

  連れ去られたのか？早く無事な顔を見たい。

  

  不愛想な顔でも構わないから）

  

  

  

  

  （聞こえるはずないのに壬氏様の足音が聞こえる気がする）

  

  猫猫は何か分からない感覚に戸惑った。

  

  「月の君の声でも聞こえましたか？」

  

  「そんな事あるはずないでしょう？」

  

  「そうとも言えないと思いますよ。あなたに対するあの方の執着は

  

  半端なものではないですし」

  

  終始、笑顔のこの男は底が知れない。

  

  侮ってはいけない。

  

  決して気を緩めてはいけない。

  

  猫猫は本能的に察した。

  

  

  薄暗かった道に光が差した。

  

  出口が近い。

  

  眩しい、目が慣らされていない。

  

  

  出口には馬を連れた女が立っていた。

  

  短い髪に褐色の肌。

  

  西都の女か？

  

  それとも砂欧か？

  

  「少し遅れましたね」

  

  顔見知りらしかった。

  

  「猫猫、男のわたしが付いていけない場所もありますから

  

  此処から先は彼女も同行します」

  

  逃がさない対策は万全と言いたいのか。

  

  女は無言で自分の前に乗せると馬を走らせた。

  

  扱いで慣れているのが分かった。

  

  明らかに茘（リー）が遠のいていくのが分かった。

  

  

  一刻ほど走ると空気が変わってきた。

  

  暑い・・・。

  

  やはり砂漠の方向に向かっている。

  

  慣れない馬の上で体のあちこちが痛む。

  

  

  

  「猫猫は、馬は初めてですか？」

  

  馬をうまく扱いながら横に並ぶ。

  

  「馬に乗る機会などあると思いますか？」

  

  少し不機嫌に答える。

  

  「男女問わず馬を扱う一族も居ましたよ」

  

  この過去形は先ほど話していた滅亡した一族の事だろうか？

  

  何かヒントを与えているつもりなのか？

  

  気をそごうとしているのか？

  

  「陸孫様」

  

  話過ぎるなと言うような顔で女は言った。

  

  「琳琅（リンラン）、巻き込まれた彼女にも

  

  少しは事情を話しても構わないのではないですか？」

  

  「無用です」

  

  琳琅とは呼ばれた女はずっと張り詰めたような表情で

  

  何か重いものを抱えているように見えた。

  

  「聞いた所で同調も同情もしません」

  

  人の抱える何かを知りたくもないし

  

  関わりたくもない。

  

  知ったところで何か出来るわけでもないのだから。

  

  

  

  「どうやら馬を使ったようです」

  

  高順はがっかりしたような顔をした。

  

  瑞月は拳を握りしめ何度も首を振った。

  

  捕まえる事が出来ると思わせて油断させ、

  

  最後は全速力で逃げたのか。

  

  馬まで用意していたという事は

  

  突発的な思い付きではなく

  

  最初からの計画だったと考えるべきだ。

  

  これ以上は追えない。

  

  避難通路の出口は国境近くだった。

  

  許可なしに隣国に踏み入る事は出来ない。

  

  猫猫を連れ去った人物は通行書も持っていた可能性もある。

  

  強引に突破は自殺行為だ。

  

  そんな危険は冒さないだろう。

  

  今は退くしかない。

  

  急ぎ帰り、主上に書簡を賜り、隣国に届け

  

  情報を提供してもらうしかない。

  

  不仲ではないが国交もない。

  

  逃げる方からすれば好都合というわけだ。

  

  

  

  かの国

  

  「主上、かの者より知らせで間もなく到着するそうでございます」

  

  「そうか」

  

  主上と呼ばれたその男は口角を上げた。

  

  「まずはこの梁傑 に品定めをさせて下さいませんか？

  

  偽物を掴ませられては笑い話にもなりません」

  

  「共鳴させれば真か否か明白であろう？」

  

  「それでは面白くございません」

  

  「酔狂な事だ」

  

  「それより一度は承諾しながら何故翻したのでしょうか？」

  

  「価値に気づいたのかもしれん」

  

  「不敬を承知を申し上げますが娘一人に言い伝えのような力が

  

  あるとお思いですか？伝説とは誇張されるものにございます」

  

  「まやかしであろうと構わぬのだ。まずはその娘を手に入れる事が

  

  先決である。真偽は後でいくらでも確かめられる」

  

  「それでかの者には望むものを遣わすおつもりですか？」

  

  「いや、もうひと働きしてからじゃ」

  

  「良しとしましょうか？」

  

  「愚帝相手は如何ともしがたしじゃ」

  

  「何とも酷なお方でございますな」

  

  梁傑は豪快に笑った。

  

  主上は愚かで粗暴な帝と世間では言われている。

  

  真の姿を知っているのはごく一部の側近のみだ。

  

  愚かであると広まれば敵視する国も油断が生じる。

  

  戦はずっと前より策を仕掛けるもの。

  

  この梁傑こそが光熙帝が全幅の信頼おくこの国の軍師だった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（２９）

  外廷

  

  「此方のおられると伺いお邪魔致しました」

  

  「軍師殿」

  

  随分と痩せたように見える。

  

  高順も同じように感じたようだった。

  

  「猫猫が行方不明と耳にしたのですが」

  

  痩せたせいで眼光が余計鋭く見える。

  

  娘の事になるとやはり耳が早い。

  

  早速、嫌味を言いに来たか？

  

  「その様子では本当のようですな」

  

  「今、懸命に捜索しています」

  

  「まだめぼしは付いていないという事ですな」

  

  羅漢は挑発するように片眼鏡に触れる。

  

  「・・・・・・」

  

  瑞月は答えず、ぐっと拳を握りしめた。

  

  「羅漢様、嫌味をおっしゃるためにわざわざ来たのではないのでしょう？」

  

  高順は怒りを抑え、出来るだけ丁寧に言った。

  

  主が甘く見られる事は許せない。

  

  軍師でなければ手を出していただろう。

  

  「無論です。何人か気になる人物がいるので

  

  ご報告に参った次第です」

  

  二人の目の色が変わる。

  

  「その者達は普通通りにしているつもりでも

  

  わたしは敏感に感じ取ってしまうのです」

  

  「それでその者達とは？」

  

  「文官の建志、家豪、武官の泰亮、昭維そしてわたしの副官の陸孫です」

  

  「陸孫殿も？」

  

  あの穏やかな男がそれが正直な感想だった。

  

  「信じられないと言う顔ですな」

  

  「・・・・・・・」

  

  「そのように思わせるあの者は只者ではありません。

  

  わたしのような変人の扱いも長けておりますし」

  

  自分でも変人であると自覚はあるのか。

  

  瑞月と高順は引き攣った顔で笑った。

  

  「猫猫が簡単に言う事を聞くと思いますか？」

  

  「思わぬな。数名が加担したのであれば気づいた者も

  

  居ただろう」

  

  「娘がやり込められると言うのなら限られております。

  

  兎に角この中に猫猫を連れ去った者が居ると思います。

  

  すぐに調べて頂きたい」

  

  「時に陸孫殿は今日休まれているのですか？」

  

  「数日前に両親の墓参りに行きたいと休みを取っています」

  

  「それで明日は出勤する予定ですか？」

  

  「いえ、郷が西都なので数日休みたいと言っておりました」

  

  この中で一番厄介なのは陸孫だが

  

  交渉が決裂した為に危険を察して身を隠したとも

  

  考えられる。

  

  「わたしは動けませんのでよろしくお願い申し下げる」

  

  「分かった。何か分かれば伝える。また、何か思い当たる事があれば

  

  書簡で知らせて頂きたい」

  

  「御意」

  

  拱手をすると執務室から出て行った。

  

  

  「どう思われますか？」

  

  「軍師殿はもう誰がやったのか分かっているのだろう」

  

  「陸孫様でございますか？」

  

  「まず間違いないだろう」

  

  「何故ぼかすような事を言ったのでしょう？」

  

  「自分の部下がとはやはり思いたくないのだろう。

  

  しかし、それだけではなさそうだ。先ほどの者たちも調べた方がよさそうだ」

  

  「承知いたしました」

  

  

  嫌な予感がする。

  

  一気に何かが動き出しそうなそんな気がする。

  

  西都

  

  「猫猫、もうすぐ約束の地に着きます」

  

  ヴェールで口を塞いだ猫猫は

  

  母国とは違う様子に興味深い表情で見ていた。

  

  羅門が留学していた所。

  

  同じように来たいと思っていたが

  

  こんな形で来る事になるとは思わなかった。

  

  「随分と嬉しそうですね」

  

  「こんな形でなければもっと嬉しかったですけど」

  

  「あなたは本当に肝が据わっていますね。自分の置かれている

  

  状態が分かっていますか？」

  

  「人質として出されるのは既に承知しています。

  

  ただ正式な道筋で進められていない事だけが気になります」

  

  「戦を止めさせたいですか？」

  

  「当然です。わたしは英雄になりたいわけではありません。

  

  ですが無駄に長引かせて失う命を増やす事は我慢できません」

  

  「信じてもらえないと思いますが、必ず戦は終わらせます。

  

  わたしの命に代えても」

  

  燃えるような瞳を猫猫に向けた。

  

  何が目的か分からないがきっとこの約束だけは

  

  守ってくれるだろう。そう思えるような瞳だった。

  

  「分かりました」

  

  「それとかの国の主上と軍師殿は何か思惑をお持ちのようです。

  

  心して行動をして下さい。郷に入りては郷に従えと言います」

  

  「わたしは猫ですから必ず茘（リー）に戻ります。

  

  かの国で命が尽きる事があったとしても心は魂は絶対に帰りますから」

  

  「あなたは本当に芯が強いですね。ではいつかあなたが戻られた時

  

  罪に問われる事が無いようにしておきます。かの貴人が苦しい決断を

  

  しなくて済むようにしておきますよ」

  

  かの貴人？壬氏様の事か？

  

  何も告げずに出てきたのだから処罰対象になるかもしれない。

  

  陸孫様はこう言ってるが万が一この人が命を落としたりすれば

  

  誰が証明してくれるのだろう。

  

  

  砂嵐が少し収まった頃、目の前には見た事もない要塞の様な城が姿を現した。

  

  かの国はヴェールに包まれた国だ。

  

  その理由は砂嵐が理由だったのだ。

  

  姿を現す時間が極端に短く、場所が特定されにくい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３０）

  漸く、おでましか・・・。

  

  茘（リー）とは違う空気。

  

  少し歩くだけで汗が流れてくる。

  

  これでは草花は育ちにくいだろうな。

  

  薬草やキノコもあるかどうかわからないな。

  

  相変らず的外れな事でがっかりしている猫猫。

  

  

  

  陸孫は門番と何か話している。

  

  （この男何か国語を話せるんだ？）

  

  

  

  「琳琅、君の役目はもう終わった。約束の報酬だ」

  

  陸孫は銀が入ったらしい袋を渡した。

  

  「手伝わせると言って下さったではありませんか！？」

  

  「これ以上深入りすべきではありません」

  

  「騙したのですか！」

  

  「これはわたしの仕事です。どうか聞き分けて下さい」

  

  琳琅は地面に崩れ落ちた。

  

  「そしてこれは新しいあなたの戸籍です。一週間ほど前に亡くなった娘のものを

  

  譲り受けました」

  

  （この男はこういう男なのだ。残酷そうに見えて相手が歩いて行けるように

  

  してやるんだ）

  

  

  「そろそろ行きましょうか？」

  

  猫猫は小さく頷いた。

  

  

  「・・・・甘い人ですね」

  

  嫌味の一つも言ってやりたくなった。

  

  「被害は少ない方が良い。そうじゃないですか？」

  

  「それはそうですけど」

  

  

  （城と言うよりは要塞だな）

  

  閉鎖的で華がない。

  

  こんなにストイックでは余計犯罪が横行するだろうに。

  

  手綱は締め付けるだけでは逆効果だ。

  

  花街の様な場所がなければ

  

  発散できない欲望を増長させる。

  

  残念ながら人間はそんなにお綺麗なものではない。

  

  

  「琳琅を此処に来させたら身の危険が及ぶと分かっていたのですね」

  

  見境のない輩に襲われるかもしれない。

  

  「あなたはわたしが守りぬきます。そして光熙帝の元に

  

  送り届けます」

  

  やたらぎらついた視線が絡みついてくる。

  

  こんな醜女で瘦せっぽちでも構わないと言うわけか。

  

  集団で向かってきたら陸孫と言えども厳しいだろう。

  

  猫猫に緊張が走った。

  

  その時、何者かの声が聞こえた。

  

  「陸孫殿、よくぞ参られた。光熙帝の命によりこの梁傑が迎えに来ましたぞ」

  

  梁傑というその男は十数人の武官を連れて現れた。

  

  陸孫の顔に安堵の表情が読み取れた。

  

  たかが一人の男の為にこれだけの頭数を連れてくるとは

  

  余程大事にされているのか

  

  重要な何かを持っているか

  

  何にしてもこのまま行けば分かるだろう。

  

  「その娘が例の？」

  

  「左様でございます」

  

  「ふむ。予想とは幾分異なるような」

  

  「見かけに惑わされてはいけませんよ」

  

  値踏みしてくれてるのか？

  

  猫猫は思わず笑った。

  

  「ほう、このような状態で笑えるとは肝が据わっておるか

  

  莫迦者かどちらかだな」

  

  梁傑は興味深いと言わんばかりだった。

  

  茘（リー）

  

  「手際が良すぎる」

  

  瑞月は机を両手で叩いた。

  

  「少し陸孫を甘く見過ぎておりましたな」

  

  高順が困惑した顔で立っている。

  

  「あの男は西都から来た事しか分からぬと言うのか？」

  

  「それだけではございません。陸孫と言う者は既にこの世には

  

  存在しません」

  

  「なりすましていたと言うのか？」

  

  「そう考えるのが妥当でしょう」

  

  「その為にこの国に入り込んでいたのだろうか？」

  

  「それは分かりませんが、名もなき者を探すのは雲を

  

  掴むようなものでございます」

  

  「それでも何かしらの痕跡はあるはずだ。親しい者は居なかったのか？」

  

  「人当たりが良かったようですが深く付き合いがある者は

  

  居ないようでございます」

  

  「・・・・・・・・・」

  

  （何だ？この感覚は）

  

  瑞月は胸騒ぎを覚えた。

  

  今までのどんな人間より厄介な男かもしれない。

  

  何度も顔を合わしていながら底に潜む悪意に気づけなかった。

  

  幼い頃より自分の命を守るために他人をよく観察してきたつもりだ。

  

  それでも全く気づけなかった。

  

  隠していると言うよりは自分自身も忘れている様に振舞える人間が

  

  こんなにも近くに居たとは・・・・。

  

  まだ負けたわけではない。

  

  此処で簡単に負けを認めては猫猫が呆れるだろう。

  

  羅漢邸

  

  「義父上、文官の建志、家豪は給金以上の銀を所有しているようです」

  

  「親から受け継いだものではないのか？」

  

  「桁が違います」

  

  「良からぬ手で得たものの可能性が高いと？」

  

  「文官が私腹を肥やす手段は書簡の紙や筆記用具に備品の取引先の賄賂

  

  と考えられますがわたしはどうも違う気がします」

  

  羅半は吊り下げている算盤に手をかける。

  

  他に気になる事があるようだ。

  

  「納得がいかぬのなら徹底的に調べれば良い。わたしの名を使っても構わん」

  

  「ありがとうございます」

  

  「武官の泰亮、昭維の方はどうだ？」

  

  「そこまで手が回りませんので三番を使っても良いですか？」

  

  「好きにすればいい」

  

  軍部を束ねるだけでも大変なはずなのに

  

  それ以外の部にも気を配り怪しい人物を見つけ出す辺りは

  

  さすがは羅の当主。

  

  誉れ高い漢大尉。

  

  かの国の帝はわざわざ『漢大尉の娘』と指名してきたのだ。

  

  きな臭い事この上ない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３１）

  迎えに来た梁傑に伴って陸孫と猫猫は戦車のような馬車に

  

  乗り込んだ。

  

  門番と話した時わざと異国の言葉を話していた。

  

  言葉を理解できないと油断させる為か

  

  出身地を偽る為か。

  

  いや、それが合図だったのかもしれない。

  

  梁傑が予め異国（どこの国か分からないが）の言葉を話す男が

  

  来たら取り次ぐように言っていたのか？

  

  梁傑と兵士二人、陸孫と猫猫が向かい合うように座った。

  

  「それにしても茘（リー）にはましな服も無いのか？」

  

  猫猫の粗末な服を見て莫迦にするように言った。

  

  「帝が人質を出し渋りましたので秘密裏に事を運ぶしか

  

  ございませんでした。それに不用意にかの国に足を踏み入れては

  

  無事に到着する事も難しかったと思われます。

  

  ましてや女性と見れば見境なく襲い掛かるような男どもの居るこの場所に

  

  美しく着飾った者を連れてくるのは得策でございましょうか？」

  

  猫猫は陸孫を見た。

  

  それは政治批判ではないか？

  

  梁傑いや帝に対する不敬とも取られる可能性もあると言う位

  

  分かっているはずだ。

  

  敢えて怒らそうとしているのか？

  

  何か弱味を握っているのか？

  

  何にしてもこの男の真意は分からない。

  

  「・・・・・このような状況ももうすぐ無くなる」

  

  梁傑は少し不機嫌そうに言った。

  

  「それならよろしいですが」

  

  「無礼であろう！一介の文官が」

  

  我慢の限界を超えた兵士が威嚇するように言い放つ。

  

  「良い、捨ておけ。精々嫌味を言う位しか出来ぬ男だ」

  

  「左様でございます。口が達者なだけの男です」

  

  同調するように笑う。

  

  （これ以上重い空気にしないで欲しいものだ）

  

  ただでさえ張り詰めた状態なのに

  

  余計煽るような事をしなくともいいのにと猫猫は思った。

  

  「お目通りする前にお着替えをさせて頂ければと思います」

  

  「無論だが、まるで子供の様に痩せっぽちで雀斑とは・・・・」

  

  「雀斑は化粧です。この者はあえて醜く装っているのです」

  

  「何故？」

  

  「先程の様な男を避ける為です」

  

  「ほう、女とは美しく装うのが常と思っていたが

  

  知恵が回るようじゃ。さすがは漢大尉の娘というべきか」

  

  猫猫は全力で否定しようとしたが陸孫が止めた。

  

  否定すれば話がややこしくなる。

  

  仕方ない。

  

  血縁上父親である事は間違いないのだから。

  

  

  

  暫く、移動すると城の内門の前に着いた。

  

  木でなく鉄の扉で造られた門。

  

  外には厳つい門番が仁王立ち。

  

  （桜蘭妃の父である子昌が治める子北洲よりも鉄が豊富なのか

  

  それとも何処からか輸入をしているのか？）

  

  資源に恵まれているなら何故、戦など起こしたのか？

  

  勢力を伸ばしたかったのか？

  

  茘（リー）が所有する何かが欲しかったのか？

  

  まさか、漢大尉の娘を手に入れたい

  

  それだけの理由とは思えないが。

  

  兎に角、この国の帝が如何なる男なのか

  

  見定めるのが先だ。

  

  それから目的を探ればいい。

  

  猫猫は大人しくしているつもりはなかった。

  

  

  

  

  城の内部は思ったより緑が広がっていた。

  

  暑さに強い植物が多く植えられているようだ。

  

  

  

  少し奥に進むと女官らしい女が立っていた。

  

  暑い国の女らしく肌は少し褐色色をしていた。

  

  見慣れていない肌の色が珍しくて猫猫はじっと見た。

  

  反対にアルビノの透けるような白い肌を持った者も

  

  居ると聞いた事はあるが、盲目であったり、日の下の出ると

  

  火傷になってしまうと聞いた事がある。

  

  「どうぞ、此方に」

  

  言葉は分からないが何となく言いたい事が分かった。

  

  異国から連れてきた女だろう。

  

  女は奥の部屋に誘う。

  

  （そう言えばさっき着替えろとか言っていたな）

  

  

  半刻ほどして猫猫が梁傑と陸孫の前に現れた。

  

  美しく結い上げた髪、雀斑が消えた色白な肌に映える紅。

  

  

  見違えた姿に一同息を呑む。

  

  

  「これはこれは上手く化けたものじゃ」

  

  梁傑は化粧映えしたと思ったようだった。

  

  猫猫の支度を手伝った女が何かを言った。

  

  「何？それは本当か？」

  

  梁傑は訝しげな顔をする。

  

  「猫猫、とても綺麗ですよ」

  

  「そうでしょうか？雀斑をけしただけですが」

  

  「そのようですね。肌理が細かすぎて白粉が落ちてしまうと

  

  あの方が言っていましたよ」

  

  「合う色もすくないですし、厄介です」

  

  陸孫は自覚のない猫猫の様に笑った。

  

  （あの高貴な方が惹かれるのも無理はない）

  

  

  何処まで続くのかと思う位歩いて漸く帝邸の入り口に着いた。

  

  攻められた時の為一番奥にあるのは分かるが

  

  余りに広すぎる。

  

  猫猫は少しうんざりした。

  

  

  神々しい扉を開けると帝らしい男が立っていた。

  

  冠の旒（りゅう）の隙間から鷲の様な鋭い目が見えた。

  

  

  「随分とお待たせ致しました」

  

  陸孫は両膝をつき頭を深く下げ、拱手をした。

  

  猫猫も同じようにした。

  

  

  「その方が漢大尉の娘か？」

  

  低く凍りそうな冷たい声だった。

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３２）

  「恐れながら発言してもよろしいでしょうか？」

  

  猫猫は下を向いたまま帝に伺いを立てた。

  

  「良い。申せ」

  

  「仰せの通りわたしと羅漢は血縁上親子ではありますが

  

  わたしの父は養父の羅門でございます」

  

  「おかしい事を申すのう」

  

  「後に間違いであったと言われては困った事になりはしないかと思いまして」

  

  言葉は丁寧であるがつまりは後から苦情を言うなと

  

  言っているのだ。

  

  「おまえが認めなくとも漢大尉の娘である事が重要なのだ。

  

  今まで他の者では無駄に終わった」

  

  （どういう意味だ？やはり欲しいのは羅の血なのか？）

  

  「それでわたしは冷宮でございましょうか？」

  

  「冷宮？そのような処遇をするためにそなたを

  

  所望したわけではない」

  

  「安心いたしました」

  

  そう言うと少しだけ顔を上げて帝を見た。

  

  明らかに挑発している。

  

  おまえなどに負けはしないそんな目を一瞬見せると

  

  すぐに下を向いた。

  

  

  帝の口角が少し上がる。

  

  （小娘が小賢しい）

  

  「そなたの国にも冷宮はあるのか？」

  

  「わたしは後宮の詳細まで知らされておりませんので」

  

  「帝の妃ではなかったのか？」

  

  「わたしは下女でございましたので」

  

  「羅の一族は婚姻を手段としては用いらぬとは本当のようだな」

  

  （やけに詳しい。誰かが情報を漏らしているのか？

  

  まさか陸孫様が・・・）

  

  陸孫の方を見るが何の反応もない。

  

  「そなたの国の事を何故詳しいと考えておるようだな？」

  

  「・・・・・・」

  

  「図星のようだな」

  

  したり顔の帝に反撃をしたくなって猫猫はこの国に入ってから

  

  感じた事を言ってしまった。

  

  

  「この暑い国で鉄の精製が行われているとは思えません。

  

  高炉もないようですし、となれば・・・・」

  

  あえて言葉を途切れさせる。

  

  横に居た陸孫の表情が一瞬変わった。

  

  猫猫もそれに気づいた。

  

  「ほう、やはり漢大尉の娘だ。目の付け所が違うようじゃ」

  

  『漢大尉の娘』という言葉が猫猫を苛立たせる。

  

  「わたしはただの猫猫という名の女でございます」

  

  「主上」

  

  梁傑はこれ以上の問答は無用であると諫める。

  

  「そなたを客人扱いするつもりはない。だが罪人扱いする気もない。

  

  待遇は東宮の妃とする」

  

  「はあ？」

  

  猫猫は間に抜けた声を発してしまう。

  

  「主上、それは・・・」

  

  いくら何でもと言いたいが飲み込む。

  

  「あれのお守に丁度いいではないか？」

  

  「しかし・・・・」

  

  「朕の後宮に入れるわけにもいくまい」

  

  「御意」

  

  梁傑は困惑した表情で承諾した。

  

  

  

  帝と陸孫を残して猫猫と梁傑は退室した。

  

  「主上の命とあらば致し方ない。これよりあなた様は東宮妃となられます」

  

  「何の冗談ですか？」

  

  今までの態度とは明らかに違う。

  

  あの蔑む様な視線は何処へ行った。

  

  「主上の命は絶対です」

  

  気に入らないが仕方ない。

  

  そう伝わる態度。

  

  それより何より東宮妃！？

  

  意味が分からない。

  

  

  猫猫は再び着替えをさせられてある場所に移動させられる。

  

  言わずと知れた東宮宮だ。

  

  

  人質に出された以上、帝の下級妃になるかもしれないと

  

  思っていたが何故東宮妃なのか？

  

  

  

  

  

  「お約束は果たしました」

  

  二人の体質を待ちかねたように陸孫が口を開いた。

  

  「褒美をよこせと言うのだな？」

  

  「僭越ながらお願い申し上げます」

  

  「もう一仕事せよと言ったらどうする？」

  

  「それは少々困った事になると思います」

  

  「やらぬと申すか？」

  

  「実は逃亡に茘（リー）の秘密の抜け穴を使いました。

  

  きっと今頃は見つけ出されている事でしょう。

  

  そうなればあの方も暫くは動けない状態になると存じます」

  

  「子の足止めをしたのか、故意に」

  

  「まさか、猫猫が出し渋られると思いませんでした。

  

  秘密裏に抜け出すほか手はなかったのです」

  

  「真か？」

  

  「真でございます」

  

  笑みを浮かべながら答える。

  

  「まあ良い。それ程に望むなら叶えてやろう。

  

  しかし、先ほどの娘が使えるかどうか見定めてからじゃ」

  

  「御意」

  

  陸孫はそう言って退室した。

  

  

  「食えぬ男だ。だがあやつの弱みは我が手中にある」

  

  入れ替わりに梁傑が戻ってきた。

  

  

  「怒りに任せて手を出せば切り捨ててやろうと思っていたが」

  

  「あの者はそれほど愚かではありますまい。使い捨てるには

  

  惜しい人材であると思いますが」

  

  「帝とは何もかも手に入るものと思っていたがそうでもない」

  

  「だからこそ面白みがあるのです」

  

  「うむ。それであの娘は雲嵐と対面致したか？」

  

  「雲嵐様は部屋からお出になりません」

  

  「困ったものだ。雲嵐があのような状態では他の皇子が

  

  東宮を狙って争いが起こるかもしれぬと言うのに」

  

  「主上は他を選ばれぬのであらば正気に戻って頂くほかありますまい」
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  「猫猫様、どうぞ、此方へ」

  

  充てがわれた部意外と大きく綺麗な部屋だった。

  

  まさに鶴の一声で待遇が大きく変わってしまう。

  

  「ご挨拶が遅れて申し訳ございません。侍女頭を仰せつかりました

  

  愛羅と申します」

  

  「春麗です」

  

  「美霧です」

  

  「香蘭です」

  

  侍女頭を含め四人の侍女達。

  

  それなりの容姿に気品が備わっている。

  

  異国から来た痩せぽっちのわたしは彼女たちには

  

  どう見えているのだろう？

  

  命じられば従う他ない。

  

  冷たい目が快く思っていない事が伝わって来る。

  

  「不満でしょうがよろしくお願いします」

  

  猫猫の言葉に気まずそうに顔を見合わせる。

  

  （図星か。まあそんなものだろう）

  

  「東宮様にご挨拶したいので支度を」

  

  「・・・・・東宮様は具合がすぐれませんので日を改めた方が

  

  宜しいかと」

  

  （何か隠してるな）

  

  「主上より妃を仰せつかったというのに

  

  そんなわけにもいかないでしょう」

  

  猫猫は語気を強めた。

  

  「承知いたしました」

  

  

  東宮妃の正装とも言わんばかりの衣装に着替えさせられ

  

  整えられた猫猫はあか抜けた美しさに侍女達は困惑する。

  

  肌が美しく白粉が必要ない。

  

  もしかしたらやんごとない生まれの女かもしれない。

  

  侍女達はそう思った。

  

  

  

  

  東宮の部屋はそれほど離れていない場所だった。

  

  贅沢な装飾をあしらった扉。

  

  

  東宮とはどんな男なのか？

  

  緊張より好奇心が勝っていた。

  

  

  扉が開くと食器や装飾品が無残に床に散らばっていた。

  

  一体何があったと言うのか？

  

  その答えはすぐに出た。

  

  ひとりの男が何か喚きながら手あたり次第に

  

  投げ落としている。

  

  

  「猫猫様・・・・」

  

  侍女頭は立ち去るように促す。

  

  

  

  「東宮妃に仰せつかりました猫猫でございます」

  

  このまま立ち去るのも面白くない。

  

  声に気づいたようで猫猫の方に壺が飛んできた。

  

  「猫猫様」

  

  侍女頭が警告する。

  

  「これは放り投げるものではないと思いますが」

  

  体にあたる前に両手で止める。

  

  猫猫の言葉も気にせず喚く。

  

  （これをどうにかしろという事か？）

  

  「危のうございます」

  

  「大丈夫です」

  

  やがて投げるものが無くなると床に散らばっていた

  

  何かの破片を手に取ろうとした。

  

  「痛っ！」

  

  掌を切ったらしかった。

  

  「痛みが感じるならまだ大丈夫だ」

  

  すぐに猫猫は東宮に駆け寄ると披帛を包帯代わりにして

  

  止血するためにきつく縛った。

  

  頬がこけて濃いクマが出来た顔、体も痩せていて明らかに

  

  普通でない事が分かった。

  

  手や足には多くの傷跡がある。

  

  自傷行為か？

  

  誰かにやられたのか？

  

  いや、今はそんな事でもいい。

  

  「何をそんなに怯えているのです？」

  

  「・・・・・・・」

  

  何も答えず首を振る。

  

  そう簡単にはいかないか。

  

  「薬湯をお持ちしました」

  

  「ありがとう。これを飲んで下さい。落ち着きますよ」

  

  首を振って嫌がる。

  

  「もしや毒でも入っているのかとお疑いですか？」

  

  「・・・・・・」

  

  「分かりました。まずはわたしが飲んでみます」

  

  「猫猫様」

  

  「大丈夫、わたしは毒には詳しいのです」

  

  猫猫は薬湯を口に含んだ。

  

  （即効性の毒は入っていないみたいだ）

  

  「どうぞ」

  

  震える手で受け取ったが故意に床に落とした。

  

  （そうだよな。今会ったばかりの人間をすぐには

  

  信用できるはずない）

  

  食べ物もろくに取っていないだろうし

  

  これだけ暴れれば体力が持たない。

  

  猫猫が思ったように東宮は意識を失い床に倒れた。

  

  「東宮様！」

  

  「手を貸して下さい」

  

  侍女達の助けを借りて東宮を寝台に寝かせた。

  

  男にしては軽かった。

  

  

  「今のうちに片づけましょう」

  

  「はい」

  

  猫猫も片づけを手伝う。

  

  侍女達は断ったが

  

  「人が多い方が早く片付くでしょ」

  

  と言った。

  

  変わった妃だと思われたらしい。

  

  

  「いつもあのような感じなのですか？」

  

  侍女頭は小さく頷いた。

  

  「何時から？」

  

  「数年前からです」

  

  （何があったか聞いても答えてくれないだろうな。

  

  原因が分からなければ処置が難しい）

  

  「医官には相談されたのでしょう？」

  

  「はい」

  

  効果が無かったと言う事か。

  

  何処の医官もやぶばかりか。

  

  

  「明日からわたしは此方で食を取ります」

  

  「此方でですか？」

  

  「東宮妃であるのですから不思議ではないでしょ？

  

  他の妃からの苦情が来たら私が説明します」

  

  「妃は、猫猫様だけです」

  

  「えっ？」

  

  「離縁されたのですか？」

  

  「いいえ、一度も妃を迎えられた事はありません」

  

  こんな状態の東宮を表だった場所には出せなかったのか？

  

  他に何か妃を迎えられない理由があったのか？

  

  分からないが、何で私を妃にしたんだ？
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  「あの娘が雲嵐の元で暮らしていると？」

  

  光熙帝は梁傑の報告を受けて驚いている。

  

  「そのようでございます。此処に着いた翌日から朝餉を

  

  一緒に取り、そのまま自室には戻っていないようでございます」

  

  「あのような所で居座っておるとは大したものだ」

  

  「医官が匙を投げた東宮様を本当に元に戻せるとお思いですか？」

  

  「元よりそんな事は望んではいない。上手く事が運べばそれに越したことは無いが

  

  今は余計な事を気づかぬよう他の事に気が向いていればよい」

  

  「なるほどそう言う事でございますか」

  

  「まだ時は満ちていない」

  

  主上は今にも泣き出しそうな空を見上げながら残念そうに言った。

  

  茘（リー）

  

  「かの国の兵が引いたと？」

  

  瑞月は前線の兵から一方的にかの国が戦を終わらせ

  

  撤退したと報告を受けた。

  

  「この戦の目的は小猫だったという事ですか？」

  

  高順は信じられないと言う顔で言った。

  

  「猫猫は既にかの国に囚われているという事か？

  

  陸孫は無事送り届けたという事になるな」

  

  「まだ我々が知らない小猫の秘密があるのかもしれません。

  

  羅の血が欲しいだけで此処までする必要があるとは

  

  到底思えません」

  

  「何か知っていたとしても羅漢は何も話すまい」

  

  「思った以上根深い何かがあるのかもしれませんね」

  

  「本来なら戦が終わり万々歳と言いたいところだが

  

  わたしはそれでは納得出来ない。高順、おまえは気に入らないだろうが

  

  そうやすやすと諦められない存在になのだ、猫猫は」

  

  青い炎を帯びたような主に高順は何も言えなくなった。

  

  羅邸

  

  「義父上、もはや疑いようもないようです」

  

  羅半は真剣な面持ちで羅漢に話す。

  

  「子はかの国と繋がっているのだな？」

  

  「はい。義父上が目を付けた者達はすべて子と繋がっておりますし、

  

  猫猫の事を伝えたのも子の関係者と思われます」

  

  「あの狸が、わたしに喧嘩を売ろうとは何と愚かな事をしたものか」

  

  「もう一つ判明した事がございます。陸孫は名を変えておりました。

  

  死んだ者の戸籍を使ったようです。あの男は『戌の一族』の生き残り

  

  です。本当の名は捨てたようです」

  

  「今更、一族の復興を願うはずもない。あいつの目的が分からんな」

  

  「かの国の帝と何か密約を交わしている可能性も否めません」

  

  「損得で動く男ではないのは分かっている」

  

  「それで『月の君』にご報告はいかがいたしましょう？」

  

  「あの方も今必死で情報を収集されているはず

  

  まだその時期にあらず。今しばらく此方も情報を集めよ。

  

  わたしが直に動けば相手が警戒するだろうから引き続き調べてくれ」

  

  「分かりました」

  

  これで大人しく仕事をしてくれるのであれば

  

  何も言う事は無い。

  

  羅半は陸孫という歯止めを無くし、内心困っていた。

  

  義父は奇人であるが頭脳は非凡なものを持っている。

  

  扱いづらい人間なのだ。

  

  「仕事に行ってくる」

  

  「お気をつけて」

  

  羅漢は話が終わると軍部に向かった。

  

  戦があっけない形で終えたがまだ後始末が残っている。

  

  

  「羅半様」

  

  「三番、何かあったのか？」

  

  羅漢が連れてきた三番目の拾い子。

  

  女だが男装して羅漢の補佐をしている。

  

  「羅の本家に行って一族の事を調べたいのですが」

  

  「うん。あの人が素直に聞き入れてくれるか難しいな」

  

  あの人とは羅漢の父親で羅半の祖父だ。

  

  羅漢を散々出来損ないと虐げていたが軍部で頭角を現してくると

  

  当主を簡単に挿げ替えた非情な男で潤う為に当主にしたが

  

  羅漢の事を嫌っている。

  

  よって妓女との間に生まれた猫猫の事も不器用な弟である羅門も

  

  気に入らない存在だ。

  

  猫猫の事で協力しろと言った所で素直に応じるとも思えない。

  

  「あながち嘘ではないから『月の君』の名を出してみるか」

  

  羅半は『月の君』が猫猫を気に入っていて

  

  何とか取り戻すように内密に命ぜられていると話す事にした。

  

  羅の本家

  

  「羅半、それは本当なのだな？」

  

  祖父は何度も確認するように同じ事を聞いた。

  

  「はい」

  

  「本当に東宮様が羅漢の娘を妻に望んでいるのか？」

  

  「間違いございません。ですから奪還する為にも協力して下さい。

  

  成功すれば一族の立場が強いものになるでしょうし、もし皇子を

  

  授かればゆくゆくは帝の后という事に・・・」

  

  「そうかそうか」

  

  勝ち誇ったような祖父の顔。

  

  后の祖父として大きな顔が出来るとほくそ笑んでいるのだろう。

  

  「では書庫に入っても良いですか？」

  

  「いくらでも調べれば良い。後で茶でも運ばせよう」

  

  「ありがとうございます」

  

  愚か者の扱いは容易い。

  

  よくぞ今まで羅が滅亡しなかったものだ。

  

  それはこの人が社会不適合者と言っていた大叔父や義父上を始めとする天才たちが

  

  守ってきたとこの人は気づいていない。

  

  幸せな人だ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３５）

  かの国　　東宮宮

  

  「おまえら主を何だと思ってる！？」

  

  猫猫は花街育ちの素に戻ってそこに居る者達に怒っていた。

  

  数名の侍女と宦官が青い顔をして何も言えずに立ちつくしていた。

  

  「正気でない者をいたぶるとは何事だ！ましてや自分の主に

  

  このような事をするなど心得違いも大概にしろ！！」

  

  雲嵐がやせ細り、傷だらけである事を知り、

  

  数日、人の流れを見えていた。

  

  雲嵐は誰かが来る度、激しく怯え泣き喚く。

  

  身なりも東宮とは思えない粗末な物で

  

  侍女達がどうせ何を着せても汚すだろうし、理解も出来ないだろうからと

  

  自分たちが着服していたらしい。

  

  食事に関しても同様な事が行われていたようで

  

  猫猫が居る手前取り繕おうとしたようだが無駄だった。

  

  粗末に扱い、莫迦にしていたのだろう。

  

  父である帝も容認していたのなら許しがたい事だ。

  

  「主上も御承知なのか！？」

  

  一同、首を振る。

  

  「主上がお越しになる時は誤魔化していたか？

  

  それとも丁重にお断りして足を運ばぬようにしていたのか？」

  

  「‥‥左様でございます」

  

  「このような事をして只では済まぬくらい分からないのか！」

  

  猫猫の怒りは収まらない。

  

  此処に居る者は莫迦者ばかりか・・・・。

  

  情けない。

  

  「どうする？わたしの口も塞ぐか？」

  

  笑みを浮かべながら聞いた。

  

  この人数に襲われては太刀打ちできないな。

  

  「そのような事は致しません！」

  

  「何故だ？」

  

  「主上の逆鱗に触れる事になります」

  

  「莫迦な事を。東宮よりわたしの方が重要と言うのか？」

  

  「あなた様は帝が待ちわびと人物でございます」

  

  「どういう意味だ？」

  

  「これ以上はわたしの口からは申せません」

  

  

  「わたしたちの処遇は如何様にされても仕方ありません。

  

  謹んでお受けいたします」

  

  「・・・・・・これから心を入れ替えて東宮に尽くすと言うなら

  

  主上には報告しない。どうする？」

  

  猫猫は侍女達を見渡した。

  

  「「「これからは心よりお仕え致します」」」

  

  「二度目はない、心に留め置け」

  

  「「「御意」」」

  

  甘いとは思うが一度にこれだけの人間を処分しては

  

  反感を買う恐れもある。

  

  無関心であった主上にも責任がないとも言えない。

  

  だが、同じ事をしたら容赦はしない。

  

  「湯浴みをして頂くので用意を」

  

  「はい」

  

  何時から湯あみをされていないのだろう？

  

  皮膚炎を起こしているかもしれない。

  

  何よりこんなに痩せていては体力も余りないだろう。

  

  「朝餉は消化の良い白湯から始める。徐々に米を増やして

  

  胃に負担がかからぬようにする」

  

  全く食べていないわけではなさそうだが

  

  固形物は消化出来ないだろう？

  

  辺りに吐しゃ物の後と臭いがする。

  

  尿や便臭もする。

  

  

  「窓を開けて換気を。汚れた敷物や布は外に出して

  

  新しいものを用意しろ。こんな豚小屋のような所では

  

  治るものも治らない」

  

  

  掃除に時間がかかり夕方近くに漸く落ち着いた。

  

  

  「雲嵐様、急に朝日を浴びるのは目にも良くありませんから

  

  少しずつ慣らしていきましょう」

  

  侍女達を叱咤した猫猫ではなく穏やかで優しく微笑む猫猫。

  

  雲嵐はあーあーと声を発して何かを伝えようとする。

  

  「慌てる必要ありませんよ」

  

  

  雲嵐は何年ぶりかに綺麗な寝台と布団で眠った。

  

  「このような穏やかな顔は数年ぶりでございます」

  

  「あなたは？」

  

  「雲嵐様の乳母でございました」

  

  寝顔を見ながら涙を流す。

  

  「加担はしませんでしたが止める事も出来ませんでした。

  

  どうか罰して下さい」

  

  「先程も言いましたが誰も罰する気はありません。

  

  とくにあなたは乳母であったのなら尚更です。

  

  無理にとは言いませんが数年前何があったのか

  

  話してくれたら有難いのですが」

  

  「・・・・・・」

  

  「話す気になったら時にでも」

  

  すぐには信用してくれないのは当たり前だ。

  

  「猫猫様は医学の心得があるのですか？」

  

  「薬屋でしたから」

  

  「そうでしたか」

  

  茘（リー）の国

  

  「羅半様、わたしが後宮に潜入して例の文官と武官に接触致します」

  

  三番は自分から下女として入り込み探りを入れると言いだした。

  

  「後宮は思ってる以上に危険な場所だ」

  

  「承知しております。しかしながら内に入らねば情報を

  

  得るのは難しいと思います」

  

  「しかし・・・・」

  

  「羅漢様に少しでも元気を取り戻して頂きたいのです」

  

  羅半は少し考えて何かを思い浮かべたらしい。

  

  「『月の君』の所には今下女は居ないはずだ。後宮でなく外邸に

  

  雇って頂けないか聞いてみよう」

  

  「お願いします」

  

  まだ、子とかの国の関係を話す事は出来ないが

  

  『月の君』であれば何かを感じ取ってくれるはずだ。

  

  きっと承諾してくれると思う。

  

  

  羅半が考えたように数日後に三番は壬氏の下女となった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３６）

  「三番と申します。よろしくお願いします」

  

  三番は少し頬を赤くしながら言った。

  

  ｛皆が言うような美しい方）

  

  条件反射のようなものなので仕方がない。

  

  逆に言えばそう言う反応をしない方がおかしいとも言える。

  

  「三番？」

  

  聞き間違いかと聞きなおす。

  

  「羅漢様からはそう呼ばれております」

  

  「いくら何でもそのような名では呼べぬ。元は何という名で

  

  あったのだ？」

  

  「前の名は捨てました」

  

  悲しんでいるようでもなく平然と言った

  

  瑞月は少し考える。

  

  「どう呼べばよいか言ってくれぬか？」

  

  「希望の名はございますか？」

  

  高順も口を挟んだ。

  

  「希望ですか？」

  

  三番は少し考えて答えた。

  

  「許されるのであれば春蘭（チュンラン）と呼んで下さい」

  

  「何か思い入れでも？」

  

  「わたしの尊敬する方はバランスがとれた形を好みます」

  

  「左右対称という事か？」

  

  （美しい形？もしや）

  

  羅漢に容貌が似た羅半を思い浮かべた。

  

  そう言えばこの娘は男装までして羅半の補佐をしていたと聞いた。

  

  なるほど、そういう事か。

  

  「はい」

  

  「水蓮、春蘭に仕事を教えてやってくれ」

  

  「分かりました、坊ちゃん」

  

  「坊ちゃんは余計だ」

  

  「はいはい、そうでしたね」

  

  水蓮はいつものようにニコニコしている。

  

  三番には最初、ニコニコしていて優しそうな人に見えた。

  

  しかし、それは間違いだったとすぐに分かった。

  

  猫猫ですら中々手強い人だと思ったのだから当然だ。

  

  

  水蓮と三番が奥に消えると瑞月は厳しい表情に変わった。

  

  「羅半は文官の建志、家豪、武官の泰亮、昭維を調べる気だな？」

  

  「そのようですね」

  

  「調べはどうなってる？」

  

  「申し訳ありません。馬閃からはまだ・・・」

  

  「良い。調べ上げてから羅漢か羅半が報告に来るはずだ」

  

  馬閃に相手がペラペラと話すとは思えない。

  

  春蘭の方が相手も油断するかもしれない。

  

  「馬閃には春蘭が危険な目に遭わぬよう気を配れと言ってくれ」

  

  「御意」

  

  礼を取ると高順は立ち去った。

  

  

  「どうして次々と頭の痛い事ばかり起こるのだ

  

  猫猫、今、おまえは大丈夫なのか？」

  

  瑞月は頭を抱えた。

  

  

  

  かの国

  

  「猫猫様、雲嵐様が混乱なさって・・・・」

  

  侍女頭は慌てた様子で中庭にいる猫猫を呼びに来た。

  

  「すぐ戻ります」

  

  摘んでいた花を手に持って猫猫は東宮宮に戻った。

  

  雲嵐が眠っていたのでその間に少しでも心が和むように

  

  花を摘んでいた。

  

  「雲嵐様。どうなさいました？」

  

  奇声を上げながら暴れている。

  

  「猫猫様、危のうございます」

  

  侍女が止めるのも聞かずに猫猫は雲嵐の駆け寄った。

  

  「何処か痛むのですか？」

  

  暴れる雲嵐の爪が猫猫の頬を掠めた。

  

  「痛っ」

  

  猫猫のその声に驚き動きを止めた。

  

  怯えて震えている。

  

  「驚かせてすみません。大したことはありませんよ」

  

  手で血を拭うと微笑む。

  

  「居なくなって心配して下さったのですか？

  

  よく眠っておられたので花をめでて頂こうと思ったのです」

  

  涙と鼻水を垂らす雲嵐の手を握る。

  

  「うっうっ・・・・」

  

  「何もしません。ただこうしていたいだけです」

  

  

  一刻程すると雲嵐は落ち着いて再び眠りに就いた。

  

  

  「猫猫様も少しお休みくださいませ」

  

  「大丈夫です」

  

  そうは言ったもののかの国に来てから余り休めていない。

  

  元々長時間眠る方ではないが

  

  知らぬ国に来て信頼できる人間もいない中

  

  体力だけでなく気力もそがれる。

  

  

  

  そんな日が何日が過ぎた頃、

  

  雲嵐の乳母が重い口を開いた。

  

  

  「雲嵐様があんな風になってしまわれたのは

  

  数年前のある出来事からなのです」

  

  

  数年前

  

  『雲嵐様、麗羅后が毒を・・・・』

  

  雲嵐の乳母が顔色を変えて知らせに来た。

  

  『母上が・・・、容体は？何の毒だ？』

  

  『分かりません』

  

  『すぐに母上の元に行く』

  

  『お止め下さい。正気を失っておられます』

  

  『そんなはずない！！』

  

  乳母が引き留める手を振り払って母の元に向かう。

  

  （何かの間違いだ！あの母上がそんなはずない！！）

  

  優しく美しい母の姿が浮かんできた。

  

  混乱する頭を整理する事も出来ず、ただ母が無事である事を祈った。

  

  

  

  『母上！！』

  

  『雲嵐、何故来たのだ！？』

  

  父である光熙帝が雲嵐の声に気づいて叫んだ。

  

  『母上は！？』

  

  『おまえの母はもう・・・』

  

  光熙帝は悲しそうに息子を見た。

  

  『何を言って・・・・』

  

  『おまえは見てはならん！きっと母もそう思っておる』

  

  『何故でございますか！？わたしは息子でございます』

  

  光熙帝はきつく目を閉じた。

  

  『だれか雲嵐を連れて行け』

  

  『父上！！』

  

  宦官たちが雲嵐を一度は連れ出すが

  

  それを振り切り戻った雲嵐が見た光景は余りに残酷なものだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３７）

  静かに眠っていた雲嵐が苦しそうな表情を浮かべ

  

  悪夢にうなされている。

  

  猫猫は横で跪いて手を握った。

  

  「雲嵐様」

  

  後にはそれを見守る侍女と宦官たち。

  

  息が出来なくて眼かっと見開いて起き上がる。

  

  荒い息と流れる涙。

  

  「母上が・・・・」

  

  苦しそうに胸を抑える。

  

  「はぁはぁ・・・」

  

  「白湯を飲んで下さい」

  

  落ち着かせようと白湯をすすめる。

  

  少しこぼしながら口に含んだ。

  

  

  「わたしが・・・具合の悪い時、母は・・・こんな風に・・・

  

  手を握って安心させ・・・てくれた。そんな母を

  

  父上は・・・・」

  

  そこまで言うと頭を押さえて号泣した。

  

  「お辛ろうございましたね」

  

  雲嵐両手で顔を覆って喚いた。

  

  

  乳母が話した事が真実であったと分かり、猫猫の心が

  

  苦しくなった。

  

  心を壊してしまうには十分な出来事だっただろう。

  

  よくぞ、今まで死なずにいてくれたものだ。

  

  こんな考え方は否定的な自分だが雲嵐様のお母さまが

  

  何とか支えて下さったのかもしれない。

  

  

  その時、侍女頭の声が聞こえた。

  

  「帝がお越しになりました」

  

  このタイミングで・・・！

  

  折角快方に向かってきたと言うのに。

  

  雲嵐は体を大きく振るわせて怯えている。

  

  

  「雲嵐様、少し離れます」

  

  そう言うと猫猫は扉を開け外に出た。

  

  

  

  「帝におかれましてはご機嫌麗しく」

  

  拱手を組んで跪く。

  

  「雲嵐に会いに来たのだが」

  

  邪魔をするなと言わんばかりに不服そうに言う。

  

  

  「恐れながら、雲嵐様はまだお会いできる状態ではございません」

  

  「朕に意見を申すのか」

  

  冷たい声。

  

  「いえ、お願いでございます」

  

  「・・・・・・聞けぬといえばどうする？」

  

  「わたしを手打ちにしてからお願いします」

  

  厳しい表情の猫猫。

  

  「そなたがそこまでする必要はあるまい」

  

  「仮とは言えわたしは東宮妃でございます」

  

  「ほう」

  

  小莫迦にして挑発するように言った。

  

  しかし、猫猫はそんな安っぽい挑発には乗らない。

  

  「主上、ここはわたしに免じてご容赦下さいませ」

  

  梁傑が中に入る。

  

  「おまえに言われては致し方ない」

  

  「ありがとうございます」

  

  猫猫は胸を撫で下ろす。

  

  

  

  「あの娘、随分と肝が据わっておる」

  

  光熙帝は可笑しそうに言った。

  

  「左様でございますね。それにしても・・・」

  

  「どうした？」

  

  「主上がそのような顔をなさったのは何時でしたか」

  

  梁傑が涙ぐみ。

  

  「年を取ると涙もろくなるものか？鬼神と言われたおまえでも」

  

  「麗羅様がお隠れなさってからのあなた様は本当に

  

  傍から見ていても痛々しい限りでございました」

  

  「犯人は分かっていてもそう簡単には手が出せぬ。

  

  雲嵐がもし正気に戻ったら・・・、今度は雲嵐が同じ事になるやもしれぬ」

  

  「その為にもあの娘は必要でございます」

  

  「分かっている。基盤を盤石にし、国を固めてから犯人には償わせるつもりだ」

  

  「そうでございますね。今のまま罰しては国が二分する恐れもあります」

  

  

  

  「雲嵐様、主上は分かって下さいました」

  

  猫猫は微笑みながら話しかけた。

  

  つられたように雲嵐は嬉しそうに笑う。

  

  

  「雲嵐様」

  

  乳母を始め侍女たちも嬉しそうに笑った。

  

  

  茘（リー）の外廷

  

  「水蓮様、それでは行って参ります」

  

  「いってらっしゃい、小春」

  

  （春チャンですか・・・）

  

  春蘭は午前中の仕事を終えて一時間休憩をもらって

  

  散歩の出かけた。

  

  年の若い下女は少なく道を歩けば文官や武官の視線を感じる。

  

  簡単に声をかけられるのは下女くらいだ。

  

  

  官女は気位が高く少しでも良い嫁ぎ先を探そうと

  

  しているのは周知の事実だ。

  

  将来有望な男でなければ鼻もかけてもらえない。

  

  

  （猫猫さんもこんな感じだったのかな？）

  

  文官の一人が近づいてきた。

  

  「三番、上手くいってるか？」

  

  丸メガネのチリチリ頭で狐目の男が小声で声をかけた。

  

  「文官様、春蘭と申します。以後お見知りおきを」

  

  三番と知られてはやり難い。

  

  「春蘭か、実に良い形の名だ」

  

  やはり気に入ったようだ。

  

  「それで武官の二人の動きは？」

  

  「一番と二番が調べてくれた。

  

  今度休みを取って子北洲に帰るらしい」

  

  「二人ともですか？」

  

  「ああ、時期をずらしているが彼方で落ちあう気だろう」

  

  「文官の二人はわたしが調べます」

  

  「文官ならわたしが調べよう」

  

  「いえ、相手が警戒いたします。それに本人だけでなく交友関係も

  

  調べたいと思います。まだ明らかになっていない事も

  

  見つけられるかもしれません」

  

  「文官とはいえ男だ気を付けた方が良い」

  

  「大丈夫です。『月の君』が護衛を付けて下さっていますから」

  

  春蘭は目配せした。

  

  少し間を開けて武官がつけてきている。

  

  「馬閃様か？」

  

  春蘭は小さく頷いた。

  

  『月の君』も協力して下さるなら有難い。

  

  「四番たちは大丈夫ですか？」

  

  「心配いらない。一人世話人を入れたから」

  

  「安心いたしました。それでは」

  

  春蘭は再び歩き出した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３８）

  外廷四阿

  

  「不服でしょうな、こんな変わり者と話など」

  

  羅漢は挑発するように相手の心を探るように言った。

  

  「そのような事あるわけないでしょう」

  

  誤魔化すように笑みを浮かべる子昌。

  

  「以前から少し話をしてみたいと思っていましたが

  

  漸く機会に恵まれました」

  

  羅漢は持参の果実ジュースを杯に注いで飲んでいる。

  

  「本当にお酒は飲まれないのですね？娘は酒豪と聞いてますが」

  

  「わたしの娘をご存じとは意外ですな」

  

  「『月の君』のお気に入りと聞いてますが」

  

  「さあ、どうでしょうな。娘は全くその気はないようですよ」

  

  二人の男の横には何故か複雑な顔をして

  

  馬閃が同席していた。

  

  「男ばかりでは殺風景だが、綺麗どころを呼びたい所だが

  

  かの方はお忙しいだろう」

  

  （かの方とは宦官壬氏の事を指しているのか？

  

  確かに美形であるが女の代わりに同席させようなどと

  

  無礼にもほどがある。壬氏様の正体を薄々は勘づいている

  

  くせに底意地の悪い事だ。

  

  胡散臭いのは二人とも同じだが羅漢よりこの男の方が

  

  気に入らない。娘をごり押ししたり、人を軽んじているようにみえる）

  

  「其方の武官確か馬のご子息だったでしょうか？」

  

  「高順の次男の馬閃でございます。お見知りおきを」

  

  「高順殿も秀才の馬良殿にこんな勇ましい馬閃殿が

  

  居て大変な誉れでしょう」

  

  「とんでもございません。兄もわたしもまだまだ若輩ものでございます」

  

  たまたま通りかかった所を羅漢に声をかけられ断る事も出来ず今に至る。

  

  

  「時に北の診療所の近くに抜け穴があった事をご存じですか？」

  

  急に話題を変えて相手の顔色を窺っているようだ。

  

  「抜け穴？さあ、そのような話は一度も聞いた事はありませんな」

  

  「どうやら我が娘はその抜け穴を使って連れ出されたようで」

  

  「その不埒な輩は分かっているのですか？」

  

  「およその目星はついてますがまあそれはそれとして

  

  その抜け穴は誰が作ったのでしょう？」

  

  「さあ、見当もつきませんな」

  

  「そうですか」

  

  羅漢は注いだ果樹ジュースをもう一杯飲んだ。

  

  「これはあくまで噂ですからその心づもりで聞いて下さい。

  

  ある男が後宮から一人の女を連れ出そうと作ったらしいです」

  

  「そのような事をすれば大罪人ですな」

  

  「本当ならそれ程女への想いが強かったのでしょう」

  

  「そのような話を何故わたしに？」

  

  （そんな昔の話はもう忘れた。女は毒婦に変わってしまった）

  

  「いや、大した意味はありません。しかし、発見されてはもう使えない

  

  でしょうな」

  

  語尾が強調される。

  

  「面白い話をもっと聞きたいですが子北洲に帰らねばいけませんので」

  

  「それは残念です。また会った時を楽しみにしています」

  

  「それでは」

  

  

  子昌が行ってしまうと聞こえないような声で羅漢は言った。

  

  「頼みの抜け穴は使えないどうする？もう一度作戦を

  

  立て直さなければならんぞ」

  

  

  「それではわたしもこれで」

  

  馬閃は慌てた様子で立ち去った。

  

  

  （これでかの方の会わずとも内容は馬閃が伝えるだろう）

  

  「もう少し詰め寄ってやりたかったが、まあ牽制にはなるだろう」

  

  羅漢もゆっくり立ち上がると軍部に戻った。

  

  外廷壬氏邸

  

  「・・・・・と言う次第でございます」

  

  馬閃は先ほども羅漢と子昌のやり取りを細かく話した。

  

  「子昌はこれで安易には動けまい。軍師殿は最初から

  

  足止めするつもりだったのだろう」

  

  「これで時間が稼げますし、かの国の動きだけ気を付ければ

  

  良い事になりましたね」

  

  「雀から何か知らせは無いのか？」

  

  「西都からかなり離れた辺りに幻の城があると

  

  噂で聞いたそうですが、まだ裏は取れていません」

  

  「そうか。確かな位置が分かれば動きようもあるが

  

  まだ此方も動けぬな」

  

  「西都は玉葉妃の父上が治める都市でございます。

  

  慎重に動きませんと・・・」

  

  「もし、その方がかの国と関わりがあったとしたら

  

  国が揺らぐぞ。そのような愚かな真似はなさらないと思うが」

  

  「西都よりも砂欧も注意せねばなりません。国交があるとはいえ

  

  我が国から遠く離れた場所にあり目が届きませんし」

  

  「何処か一つでも揺らげばそれこそ蟻の一穴にもなりかねん。陸孫の方は

  

  どうなっている？」

  

  「うまく隠れているようでまだ見つかりません。ただ戌の一族を滅ぼしたのは

  

  玉葉妃の兄にあたる玉鶯様であるらしいのです。そしてこれは不確かな情報ですが

  

  逆賊とは濡れ衣であったかもしれないのです。」

  

  「陸孫の目的は復讐なのか？相手は勅命を出したこちら側か？

  

  濡れ衣を着せ一族を滅ぼした玉鶯か？」

  

  「分かりません」

  

  「わたしはあの男が私怨でこのような大それた事をしたとは

  

  思えないのだが」

  

  「主上にご報告は如何なさいますか？」

  

  「まだ話せる段階ではない」

  

  「御意」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（３９）

  羅漢邸

  

  「お帰りなさいませ」

  

  難しい顔をしている羅漢に声をかけた。

  

  「うむ」

  

  「本家の方にあった古い文献を幾つか見ましたが

  

  まだめぼしいものは見つかっていません」

  

  「そうか。無駄足になるかもしれんな」

  

  「ですが、かの国の皇帝が羅にこだわる理由が何かつかめるかも

  

  しれませんのでもう少し調べたいと思います」

  

  「子の足止めをしたがそう長くは持つまい。『月の君』のお出ましを

  

  願い所であるがまだ駒不足だ」

  

  「『月の君』は猫猫の為に動くでしょうか？」

  

  「花街にわざわざ出向いて大金を擲ってまで猫猫を連れ戻したのだ。

  

  有能な下女に対する行動だけとは思えんな」

  

  「あの方の方が熱を上げていると言われるのですか？」

  

  「猫猫にその気は無いようだが」

  

  「何と勿体ない」

  

  「東宮妃が幸せでであるとは限らん」

  

  「しかし、羅の立場が強くなるのですよ」

  

  「くだらん」

  

  羅漢は気に食わないようだった。

  

  「三番は春蘭と名乗り外邸を探っているようです」

  

  「大丈夫なのか？」

  

  「馬閃様が護衛をして下さってるようです」

  

  「なら問題はなさそうだな。後宮の方はあの方が調べて下さるはずだ。

  

  西都の事なら玉葉妃がご存じかもしれん」

  

  「陸孫殿もその辺りで関係してくるのでしょうか？」

  

  「西都出身であればかの国の事も知っていたのかも知れん。

  

  交渉を任され渡りに船だっただろう。あの男は銀など興味がない。

  

  何か猫猫を渡す事で手に入れたものがあった思う」

  

  「まんまと我々は計られたという事ですか」

  

  「癪だがそう言う事だ」

  

  「では戦の策を漏らしたのも？」

  

  「いや、あの男はそんな事するとは思えん。漏らしたのは例の武官二人だろう」

  

  「かの国と繋がっているのですか？」

  

  「いや、子と繋がっていると考えるべきだ。かの国と繋がっているのは

  

  子の方だろう」

  

  「では戦で弱っているこの時を狙って国家転覆を計ったと？」

  

  「子昌は妻の私怨に踊らされているだけだ。出来る事ならその妻を処罰して

  

  今回の事を終わらせたかったが・・・・、それも難しくなった」

  

  「温情などかける必要などありません」

  

  「名持ち一族がこれ以上無くなると国が平定を保てなくなる

  

  可能性も出てくる。根絶やしにしたと思っても何人かは生きて

  

  逃れて恨みを晴らそうとするかもしれない」

  

  「ですが到底見過ごせる状況ではありません」

  

  「分かっている。このようになっては処分は主上にお任せするしかない」

  

  羅漢は何とも言えない顔で下を向いた。

  

  

  後宮　翡翠宮　夜半

  

  「このような時間に申し訳ございません」

  

  壬氏と高順は不敬を詫びた。

  

  「それほど急を有する事という事なのね」

  

  いつものコロコロした笑顔はない。

  

  壬氏は無言で頷く。

  

  紅娘は他の侍女を外に出した。

  

  「玉葉妃は西都のご出身であったと思いますが

  

  かの国について知っている事はありませんか？」

  

  玉葉妃は暫く考えていた。

  

  古い記憶を辿っているようだ。

  

  「・・・・かの国、幼い頃におばあさまにその事で何か聞いた気がするのだけど」

  

  再び、考え込む。

  

  「その方に聞いて頂けませんか？」

  

  「少し時間がかかるかもしれないけれどそれで良いなら」

  

  「お願いします」

  

  

  翡翠宮を出ると高順が口を開いた。

  

  「壬氏様、砂欧にも聞いてみては如何でしょう？」

  

  「それは良いかもしれない。だが、特使殿に無理難題を

  

  押し付けられないだろうか？」

  

  「主上及び皇弟の寵愛を望まれては困りますが・・・・

  

  その時はそれで対策を講じましょう」

  

  「主上は兎も角皇弟はその要望は受け入れられぬ」

  

  「重々承知しております」

  

  猫猫を救うべくこんなに策を講じているのだから

  

  他の女性を寵愛する等有り得ない。

  

  

  子北洲

  

  「何ですって！？」

  

  神美の眉がこれ以上ない位吊り上がる。

  

  「抜け穴はもう使えない」

  

  子昌は少し戸惑いながら同じ言葉を繰り返した。

  

  「何の為に桜蘭を入内させ翆玲を潜ませたと思っているの！」

  

  神美の怒りは増幅していく。

  

  「その陸孫とかいう男を捕まえて此処に連れてきて！

  

  自分がどんな愚かな事をしたか思い知らせてやるから」

  

  「それは無理だ。陸孫と言う名も偽名のようだし」

  

  「あなたは本当に役立たずだわ！」

  

  手に持っていた扇を子昌にぶつけた。

  

  （元々気の強い女だったが・・・）

  

  「早く次の手を考えて！わたしを虚仮にしたあいつらに

  

  思い知らせてやるんだから」

  

  本当に手が付けられない。

  

  誰も止められない毒婦。

  

  そのせいで一族が滅ぶかもしれないのに

  

  そんなことなど全く気にしていない。

  

  娘二人を巻き込んで私怨を晴らそうとする恐ろしい女。

  

  それが分かっているのに逆らえない自分が情けない。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（４０）

  かの国

  

  「雲嵐様、如何なされました？」

  

  雲嵐の背中の汚れを拭っていた猫猫が何か

  

  異変に気づいた。

  

  顔を赤くして体を強張らせている。

  

  熱痙攣か？

  

  ここ数日は落ち着いてきたと思っていたのに。

  

  「何処か苦しいのですか？痛みがあるのですか？」

  

  「・・・・・・」

  

  答えずに小さく首を振る。

  

  「？」

  

  

  「猫猫様、雲嵐様は恥ずかしがっておられるのです」

  

  侍女頭が小さく笑った。

  

  「どういう意味でしょうか？」

  

  「年の近い女の方に裸を見られれば当然の事かと思いますが」

  

  「わたしは気にしませんが、男の方の裸など見慣れていますし」

  

  その言葉を聞いて雲嵐様も侍女たちも固まる。

  

  もしやとんでもない女を東宮妃に据えてしまったのではと思ったのだ。

  

  「何かおかしい事を言いましたか？」

  

  周りの反応の理由が分からない猫猫。

  

  「猫猫様は一度どちらかに嫁がれておられたのですか？」

  

  「いえ」

  

  「では何故、男の方の裸を見慣れておられるのですか？」

  

  「花街育ちですし」

  

  「花街！？もしや妓女をされていたのですか？」

  

  侍女頭の表情が険しくなる。

  

  （妓女に良い印象がなにのだろうか？世の中には必要な仕事だと

  

  思うのだけど）

  

  「知り合いに何度か勧められましたが性に合わないし、

  

  わたしは薬師になりたかったので断りました」

  

  「では何故見慣れているのですか？」

  

  「養父が医師でしたのでその手伝いをして介護をしたりしていたので」

  

  「そうですか。漸く合点がいきました」

  

  侍女達だけでなく何故か雲嵐様も安堵の表情をしている。

  

  やはり東宮妃ともなれば純潔を重んじるか。

  

  いや、待て。何の確認もしないでわたしを東宮妃に据えたのは何故だ？

  

  確かにわたしは誰かのお手付きではないが・・・。

  

  そんな細かい事まで周知しているのか、この国の主上は。

  

  雲嵐様の為だけにこんな面倒な事をして

  

  わたしを呼んだわけではないだろう？

  

  何かを試したいのか？

  

  情報が少ない・・・・。

  

  今は行動を起こすより流れを見据えよう。

  

  

  それより・・・・・

  

  あの男（羅漢）はこのまま黙ってはいないだろう。

  

  壬氏様もこの国の事を調べているはずだ。

  

  再び戦になるのだけは避けたい。

  

  自分の力で国を救えるなどとおこがましい事は

  

  考えていないが今は時を稼ぎたい。

  

  （わたしは何としても国に戻ってやる。逃げ出すのではなく

  

  堂々と帰ってみせる）

  

  茘（リー）

  

  「こんな所を女一人で歩くのは関心しないぞ」

  

  春蘭は体格のいい武官に声をかけられた。

  

  「ご心配ありがとうございます」

  

  （一見人のよさそうな男にみえるが）

  

  愛想笑いをする。

  

  「男ばかりで悪い事を考える奴もいるかもしれないぞ」

  

  「そう思われるのなら散歩にお付き合い下さいませんか？」

  

  「丁度休憩だから構わないが」

  

  「誰かに誤解されては迷惑でしょうか？」

  

  「俺の想い人は塀の外だ。此処で何を言われようと構わないが

  

  お嬢さんは困るんじゃないか？」

  

  「武官の方が相手と知ればそれだけで不埒な考えを抱く者も

  

  躊躇するかもしれません」

  

  「利用されても良いが・・・」

  

  「見返りをご所望でしょうか？」

  

  「見返りと言うより教えて欲しい事がある。さっき言った想い人の事だ。

  

  何か送りたいが、何を貰ったら喜ぶ？」

  

  「失礼ですが両想いでしょうか？」

  

  「う～ん。俺はそう思いたいが・・・」

  

  「華やかな方ですかおとなしい方ですか？」

  

  「花の様に華やかで美しい」

  

  「一般的には身に着ける者を差し上げたら良いと思いますが」

  

  「幅が広いな」

  

  「会って何が欲しいか聞いても良いかも？」

  

  「そうそう会える相手ではないのだ」

  

  （三姫の一人だからな）

  

  「では花を添えて文でも送ればよろしいかと」

  

  「そうだな。そうするか」

  

  男は頭を掻きながら言った。

  

  犬が蚤を掻くように。

  

  

  「もうすぐわたしも休憩が戻りますね、李白様」

  

  「えっ？俺名前言ったか？」

  

  それに答えずに春蘭は微笑んだ。

  

  

  「まあ、いいか。じゃあ、またな」

  

  「はい」

  

  義父から噂は聞いた事があった。

  

  体が人際大きく、それでいて犬の様に人なっこい有望な男が居ると。

  

  話しているうちイメージが合致した。

  

  塀の外の想い人とは緑青館の三姫の一人だと聞いている。

  

  

  「人が良すぎる」

  

  春蘭は同情するように言った。

  

  もう少し冷酷になれれば出世も早いだろうに。

  

  

  

  「只今戻りました」

  

  「お帰りなさい、小春」

  

  

  邸に着くのを見届けて馬閃は姿を消した。

  

  

  李白が居れば護衛は必要ない。

  

  それに伊達に長く男装して羅半に同伴しているわけではない。

  

  腕に多少は覚えもある。

  

  少なくとも羅半よりは強い。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（４１）

  「さてさてこれからどうしましょうか」

  

  癖っ毛で目が小さく低い鼻に褐色の肌のをした小柄な女が

  

  かの国の要塞の様な城を見つけて少し離れた場所からわくわくしたような顔で

  

  立っていた。

  

  「この肌の色なら違和感は持たれないでしょうし、

  

  言葉も大丈夫そうですね」

  

  

  

  翌日から雀は市井で得意の手品を披露して

  

  人の注意を集めた。

  

  

  正面突破は難しいだろう。

  

  人づてに自分の事が要塞の誰かに聞こえれば

  

  潜入の機会も得られるかもしれない。

  

  

  毎日のように人を集め、手品をやった。

  

  

  そんなある日、城の兵であると思われる数名に取り囲まれた。

  

  観客たちは蜘蛛の子を散らすように離れた。

  

  雀は焦る様子もなく冷静に言った。

  

  「何か御用でしょうか？」

  

  「梁権だ。少々顔を貸してもらおう」

  

  その中の上司らしき男が一歩前に出てきた。

  

  雀は広げていた物を急いで片付けて男たちに従った。

  

  この男は誰なのか？

  

  そう思ったが城の中に入ればそれも分かるだろう。

  

  思ったより早く思惑通りになった。

  

  かの国の頑丈そうな門の前まで歩いていく。

  

  「梁権様、お帰りなさいませ」

  

  門番の態度からして高官であろうことは察しが付く。

  

  「この者は？」

  

  「市井で噂になっていた者だ。退屈な後宮の慰めにでもなればと

  

  思ったのだ」

  

  （後宮？もしや猫猫様と接触できるかも？）

  

  「よそ者かもしれませんぞ」

  

  「このような繊弱な女に何が出来ると言うのだ？」

  

  そう、この容貌こそが相手を油断させて有利に事を運ばせる手なのだ。

  

  まさか誰も荒事に慣れた諜報員だと思わないのだ。

  

  「此処は素敵な所ですが少し殺風景ですね」

  

  布を何度かくにゃくにゃさせると突然花を取り出した。

  

  「「な、なんだ？」」

  

  「綺麗でしょう？」

  

  どうやら手品という物がある事も知らないらしい。

  

  「もしや、おまえは狐か？謀るきか！？」

  

  「とんでもない」

  

  雀はおどけたように笑う。

  

  「そういうわけだ。通せ」

  

  門番を驚かせた事で口で説明するより分かりやすかったようだ。

  

  「「了解いたしました」」

  

  二人の屈強な門番は重そうな扉を開けた。

  

  

  任務で何度も危ない橋を渡ってきた。

  

  此処で怯むような雀ではないが、この扉は頂けない。

  

  木のように脆くは無いし、火を使っても溶かすのに時間を要するだろう。

  

  

  「あのような場所で何故見世物をやっていた？」

  

  門の中に入ると梁権は聞いた。

  

  「食うに困る生活でしたがこれと言って当てもなく身売りしようにも

  

  この器量では安い客しか付かないでしょう。幼い頃より指先は

  

  器用でしたのでダメもとでやってみたらうまく行きました」

  

  「あれは何という物なのだ？」

  

  「奇術と言うのは目にも止まらぬ速さですり替えたり

  

  隠したりして人を驚かす代物です」

  

  「この国ではその様な物は聞いた事が無い。おまえは他所から来たのか？」

  

  「元は子昌様の地で暮らしておりましたが、暮らし向きが立たなくなり

  

  死を覚悟してこの界隈を流離って偶然この地に着いたのです」

  

  「子昌様と？」

  

  梁権は暫く考え込んでいた。

  

  「・・・・やはり神美殿のご乱行が原因だろうか？」

  

  「？」

  

  雀は訳が分からないと言う表情で立ち止まった。

  

  「ああ、気にする出ない。下々の者には分からぬ事情だ」

  

  （やはりこの国と子昌様は繋がっているのか？）

  

  「わたしは何をすれば宜しいのでしょうか？」

  

  「ある方々の前で先程の奇術とやらを披露して欲しい」

  

  「・・・・・それで給金は頂けるのでしょうか？」

  

  「ああ、当然だ」

  

  「ありがとうございます」

  

  

  梁権は貴人たちの御前で失礼にならないよう

  

  衣装を用意してくれた。

  

  これだけの品を用意してくれるという事は

  

  後宮でも上位の人物の御前に違いない。

  

  

  いつもは施さない化粧をして雀は少し興奮気味の気持ちを抑えつつ

  

  梁権に連れられて後宮の宴に向かった。

  

  

  後宮は何処も変わり映えしない。

  

  ただ、茘（リー）よりも湿度が高く暑い。

  

  砂漠の中だからこれが普通だろうが。

  

  

  宴には主上らしい人間は見当たらなかった。

  

  多分、主上の息子である東宮とその傍にはこの国には似合わない

  

  透けるような白い肌の痩せた娘と侍女達らしい者達が居た。

  

  それを護衛するように武官らしい男たちが周りを囲んでいた。

  

  この娘が『月の君』が恋焦がれている猫猫様だろうか？

  

  肌の色だけでこの娘が猫猫と決めつけるのは危険だ。

  

  この宴を終えるまでどちらであるかだけでも見極めたい。

  

  

  

  手品を続けていてもその娘はさほど驚く様子もなく

  

  東宮らしい男の様子ばかり気にかけていた。

  

  驚嘆の声を上げているのは侍女達や武官達だけだった。

  

  その東宮らしい男はその娘より痩せていて顔色も冴えなかった。

  

  何処か悪いのだろうか？

  

  「雲嵐様、じっと座っておられては辛いのではありませんか？」

  

  「いや、大丈夫・・・だ。折角、梁権が呼んでくれたのだ」

  

  「ですが・・・」

  

  「気にをするな、猫猫」

  

  

  雀が聞きたかった言葉が聞けて少しだけ口角が上がった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（４２）

  やはりこの方が猫猫様らしい。

  

  拷問などはされていないようだ。

  

  というより東宮妃と地位賜っているのか？

  

  雀は状況を頭の中で整理する。

  

  秘密裏に猫猫がこの国に連れてこられたのは間違いない。

  

  羅の一族を掌握する為なら既に漢大尉に何かしらの働きかけを

  

  しているはずだがそのような動きはないようだ。

  

  目的が読めない・・・・。

  

  卯純に取り合えず猫猫様を確認したと知らせよう。

  

  これでは阿多様に報告が出来ない。

  

  

  「雲嵐様、少しは心が晴れましたか？」

  

  梁権と雲嵐は同い年で竹馬の友とも言える存在だった。

  

  後宮から一歩も出ない雲嵐に会ったのは

  

  何年ぶりだろうか？

  

  主上にお願いして後宮を少し出た外邸で今日漸く再会できたのだ。

  

  「・・・・・・」

  

  無論、雲嵐がこんな状態になってしまった理由も知っている。

  

  だが、軍師の息子であっても差し出がましい事も出来ない。

  

  ましてや後宮内に立ち入る事も出来ず

  

  無下に扱われている事も知らされていなかった。

  

  知っていれば侍女や宦官にそれなりの処罰を受けさせていたはずだ。

  

  雲嵐の隣に居る娘を訝しげな眼で見ている。

  

  （茘の軍師の娘など何故主上は雲嵐様の傍に置かれるのか？）

  

  そんな気配を素早く感じ取る猫猫は梁権を見ていた。

  

  「失礼を、梁傑の息子の梁権でございます」

  

  言葉は丁寧だが明らかに棘がある。

  

  それも胸を抉るような大きな棘だ。

  

  敵国の軍師の娘など気に入らないのは当然だが

  

  文句あるなら主上に言ってくれ。

  

  猫猫は心の中でそう思った。

  

  「猫猫です。以後お見知りおきを」

  

  「此方こそ、よろしくお願いします」

  

  その間に居る雲嵐は気をもんでいるようで交互に梁権と猫猫の顔を

  

  見ている。

  

  「雲嵐様、お気遣いいたみいります」

  

  体も心も回復していない雲嵐に気を遣わせるのは気が引ける。

  

  「いや」

  

  短い言葉で否定する。

  

  「お加減は大丈夫ですか？」

  

  「‥‥少し疲れた」

  

  「では戻りましょう」

  

  雲嵐と猫猫は東宮宮に戻った。

  

  

  「フン！」

  

  梁権は気に入らないのか唾を吐き捨てた。

  

  猫猫が気に入らないのだ。

  

  「あの・・・」

  

  「ああ、給金か」

  

  雀が居た事を思い出し、懐から銀を出した。

  

  「あの方を気になさっているのですか？」

  

  雀はいつもの口調で話せない事に少し苦痛を感じていた。

  

  「何故、そう思う？」

  

  「まるで敵で見ておられたので」

  

  「・・・・父上に未熟者とお叱りを受けるな。そんなに顔に出ていたか？」

  

  「わたしは幼い頃より人の顔色を窺って生きて来ましたから

  

  そのような事には敏感なのです」

  

  「ふむ。顔を見れば相手の事が分かるのか？」

  

  「はい」

  

  「悪意やそれ以外の感情は？」

  

  「人はいくら隠しても態度や仕草に現れます」

  

  「あの娘はわたしをどう見ていたと思う？」

  

  「警戒なさっていたように見えました」

  

  「それが当たっているのならあの娘は何かしらの思惑があると

  

  考えて問題ないな？」

  

  「もしくは本当にあなた様を恐れているのかもしれません」

  

  「このまま帰っても良いが暫く此処に居る気はないか？」

  

  「と申されますと？」

  

  「わたしは後宮には入れぬ。あの娘が東宮に危害を加えないか

  

  気を配って欲しい」

  

  「・・・・・・・・・」

  

  雀は即答を避けて考え込んでいるフリをした。

  

  本当は渡りに船で二の句も継げずに引き受けたいが

  

  怪しまれるかもしれない。

  

  すこしじらした方が良い。

  

  「給金を踏み倒すつもりもないし、無理にとは言わんが」

  

  「・・・市井に出ても食うに困る生活が続くだけですので

  

  お引き受けしたいですが、わたしは役に立つでしょうか？」

  

  「証拠を掴めとは言わぬ。ただ怪しい行動があれば知らせてくれれば良い」

  

  軍師の息子と言うが人を信じすぎるのが欠点のようだ。

  

  人が良いと言うか。

  

  「分かりました。これからどのようにすれば宜しいでしょうか？」

  

  「後宮には妹の楊瑛が入内している。下女として暫く仕えて欲しい。

  

  妹には知らせて置く」

  

  「承知いたしました」

  

  まさかこんなに上手くいくとは思っていなかった。

  

  雀はほくそ笑んだ。

  

  茘の国

  

  「お呼びでしょうか、玉葉妃」

  

  玉葉妃は紅娘に合図して他の侍女たちを退室させた。

  

  「おばあ様からお返事が来ました。かの国について少しですが

  

  書かれています。今から読みますので」

  

  「ありがとうございます」

  

  壬氏は高順を伴って慌てたようでやってきた。

  

  「かの国とは砂嵐の隠されてはっきりした場所を知っている者は

  

  限られているが１００年に一度、その姿がはっきりと姿を現すと

  

  言われている。その１００年に一度がどうやら今年らしいのです」

  

  「その年にわざわざ我が国戦を仕掛けたと言うのですか？」

  

  「戦を起こした理由まで分からないけれどそうするしかない状況で

  

  あったのは間違いなさそうね」

  

  「猫猫を手に入れるその為だけに？」

  

  「かもしれないわね。後気になる事がもう一つ、名のある一族が

  

  何人か行く方知れずになっているらしいの」

  

  「それもかの国の仕業と言われるのか？」

  

  「戌の一族は滅んだとされているけれど本当にそうかしら？」

  

  玉葉妃は何か含んだように話した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（４３）

  「羅半、先日、名持ちの一族の会合に参加したのだが

  

  面白い事が分かったぞ」

  

  「面白い事？」

  

  「最初は面子が保てぬと思ったか中々口を開かなかったが

  

  他の一族の娘たちがここ何年かで行方知れずになっていると

  

  分かった。かの国がわたしの娘を指名してきたのは安易に

  

  我が『羅の一族』に手がさせぬと考えたからであろうと思う」

  

  「その為だけに戦を起こしたと言われるのですか？」

  

  「かの国が何かをする為に必要な駒であったのでは無いかと思う」

  

  「国をも揺るがすような何かがあると？」

  

  「猫猫を手に入れた途端、戦を放棄した。その可能性も否めまい」

  

  「猫猫の知識が必要なのでしょうか？それとも別の特性が？」

  

  「そこまでは分からんが、何にせよ、我が娘を何かに利用しようなど

  

  承服できるものか！」

  

  「他の一族も今回の事で動くと言っているのですか？」

  

  「あいつらのような腰抜けは何も出来ぬだろうが根回しの協力位は

  

  やってもらうつもりでいる」

  

  「西都の玉袁様が手を貸して下されば随分と此方に傾くとは思いますが」

  

  主上の后となった娘の玉葉后の父の協力を得ようとすれば

  

  主上に話を通す必要がある。

  

  「娘の立場を危うくするような父などおるまい」

  

  「では主上にご報告されるのですね」

  

  「かの国が関係しているのであれば主上も黙ってはおられまい」

  

  「ですが再び戦の火種に」

  

  「猫猫だけでなく他の一族の娘も拐わかされたのが事実であれば

  

  主上の面目を潰されたのも同じ事」

  

  羅漢は険しい顔付きで話す。

  

  外廷　　皇弟宮

  

  「ーーーーーーーー以上が義父が掴んだ情報でございます」

  

  「数年も前から準備されていたという事か」

  

  羅半は小さく頷いた。

  

  「我が義妹だけならこのままにしておくのも有りですが

  

  他の一族はどう思うでしょうか？」

  

  あくまでも猫猫の救出だけの為でなく他の一族の娘たちの為と

  

  強調する辺りは食えない奴だ。

  

  だが、自分にとってもそれは好都合とも言える。

  

  主上は決断する他なくなる。

  

  動く許可を出すしかない。

  

  これは好機だ。

  

  「『月の君』賢明なご判断を」

  

  「分かった。軍師殿に宜しく伝えてくれ」

  

  「御意」

  

  羅半は皇弟宮を出る時、春蘭に話しかけた。

  

  「生活は慣れたか？」

  

  「はい」

  

  春蘭は羅半に近づくと何か耳打ちした。

  

  「そうか。義父上にご報告しておく」

  

  

  「・・・・・思ったより子は内部を侵食しているようだ」

  

  羅半は気を引き締める様に眼鏡を触った。

  

  

  かの国

  

  「あなたが兄上から紹介された方？」

  

  中級妃である楊瑛が雀に声をかけた。

  

  「はい。香雨（雀の偽名）と申します」

  

  「丁度、手が足りてなくて良かったわ。詳しい事は侍女達に

  

  聞いてくれれば良いわ」

  

  容貌だけなら十分上級妃の資格はありそうだが。

  

  「香雨、ボーッとしていないで仕事は山積み何だから」

  

  先輩の侍女に早速お小言を頂く。

  

  雀はいたずらっぽく舌を少し出して愛想笑い。

  

  「すみません。田舎者でして」

  

  

  数日もすると明るく人なっこい雀は何人かと世間話をするようになった。

  

  仕事は普通にこなすし、真面目な事が分かればみんなの見る目も

  

  変わって来る。

  

  「香雨、少しくらい休憩しても良いわよ」

  

  一心不乱に仕事を続ける様子に見かねて声をかけるほどだった。

  

  

  「ありがとうございます。一区切りついたら休憩しますぅ」

  

  気が緩むと少し地が出そうになる。

  

  頭を軽く小突いて自分に気合を入れ直す。

  

  

  朝餉や昼餉を一緒に取るようになるといろんな話が聞こえてきた。

  

  

  「主上様はどなたも上級妃に召し上げるつもりはなさらないのかしら？」

  

  「楊瑛様は相応しいお方だと思うのだけど」

  

  「ダメダメ。主上様は亡くなられた麗羅様以外上級妃に

  

  なさるつもりはなさそうよ」

  

  「麗羅様？」

  

  「東宮であられる雲嵐様の母君よ」

  

  「お亡くなりになられたのですか？」

  

  「ええ」

  

  「病か何かでしょうか？」

  

  雀の問いに侍女たちは黙ってしまった。

  

  まずい事を聞いたらしい。

  

  「わたし、仕事に戻りますぅ」

  

  誤魔化すように席を立って仕事を再開する。

  

  侍女達は気まずそうに顔を見合わせる。

  

  麗羅の死の真相は知らない者はいない。

  

  だが誰も口にしない。

  

  それが身のためだと分かっているからだ。

  

  箝口令を引いているようなものだ。

  

  それでもこっそりと教えてくれる侍女も居た。

  

  『口外無用と』と付け加えて。

  

  

  それであの東宮はあのようになってしまったのか。

  

  簡単に予想は出来る。

  

  それより分からないのは猫猫が甲斐甲斐しく東宮の世話を

  

  している理由だ。

  

  愛情ではないはず。

  

  そんな感情が生まれるほどこの国にはまだいないはずだ。

  

  阿多から得た情報を思い浮かべる。

  

  （確か猫猫様は毒見をされていた。そして薬師でもあると聞いている

  

  そして養父は元医官。幼い頃より医学には慣れ親しんできたはず。

  

  病を患った人間を捨てておけなかったという所だろう）

  

  「優しいですぅ、猫猫様」

  

  雀は楽しそうに呟いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  死に物狂いの嘘　序章

  わたしはずっと嘘が得意だと思っていた。

  

  少なくともそう、あの時までは。

  

  

  この世界は真実だけでなく嘘も存在している。

  

  それは必要だから存在している。

  

  ―回想―

  

  あの方と関わるのは仕事の一環であると思っていた。

  

  時に難題を押し付けられ、時に過分な報酬を頂いた。

  

  上司と部下だと思っていたのは間違いだと気づいたのは

  

  何時だっただろう？

  

  

  あの狩りで滝つぼに落ちた時？

  

  子北洲で再会した時か？

  

  

  多分、どれかひとつが理由ではない。

  

  少しずつ遅効性の毒が体を巡るように

  

  心が浸食されていったのだろう。

  

  

  『俺の妻にする』

  

  それが何を意味するのか分かってるんだろうか？

  

  自分が何者であるか忘れたわけでもないだろうに。

  

  それなのに気圧されたように何も言えなかった。

  

  

  わたしは死に物狂いの嘘を付くしかなかった。

  

  何もかも捨てられるほどまだわたしの思いは深くなかった。

  

  同じ熱量では返せない後ろめたさと自分に対するもどかさが

  

  心の中で交差してた。

  

  

  それで納得してくれるとは思わない。

  

  でもその嘘を突き通すしかなかった。

  

  

  

  その時、二人の間に目が開けていられないほどの眩しい光が

  

  現れた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  犬は人に付き猫は家に付く（陰謀編）（４４）

  「主上、これだけ証拠が出ているのです」

  

  「しかし・・・」

  

  主上はこのごに及んでもまだ躊躇している。

  

  「朕は軍を引き前線に出るわけにはいかん。

  

  それがどういう意味か分かっておるのか？」

  

  「無論でございます」

  

  「薄々気づいている者も少なからずおるが白日の下に

  

  晒すという事なのだぞ。そうなれば東宮と言う立場から

  

  もう逃げる事が出来ぬ」

  

  「それでも捨ておけません」

  

  「その決断をさせたのは羅漢の娘か？」

  

  「きっかけはそうですが決めたのはわたしです」

  

  「・・・・・・かの国より先に子昌を抑えよ」

  

  「御意」

  

  後宮執務室に戻るとある中級妃から書簡が届いていた。

  

  その名を見て急いでそれに目を通す。

  

  そこにはかの国に付いて話したいと書かれている。

  

  侍っている高順に無言で渡す。

  

  「これは・・・・」

  

  高順は内容を見て眉を顰める。

  

  「確かにこの中級妃なら知っていても不思議ではない」

  

  「今になって何故？」

  

  「詮索よりまずは会いに行く」

  

  壬氏は休憩する間もなく差出人の元に向か付いて

  

  

  「失礼致します」

  

  その中級妃は異国の顔立ちで上級妃にも引きを取らないほど

  

  美しい容貌を持っているかつて特使として来訪した愛凛だった。

  

  

  「壬氏様、お呼びだてして申し訳ありません」

  

  「いえ、それより・・・」

  

  「知っている事をお話すべきだと判断いたしました」

  

  壬氏の話を遮るように毅然と言い放つ。

  

  「一つお伺いしたい。今になって何故？」

  

  「砂欧の近隣諸国では古より伝わる話がありますが

  

  誰もそれに触れようとはしません。それは災いを恐れているからです」

  

  愛凛はそこまで話すと大きく息をついた。

  

  まだすべて話すかどうか決めかねているように見える。

  

  「何があろうとあなたが話したとは口外しませんし、主上には

  

  良きように話します」

  

  折角、中級妃になったがお渡りがないと聞いている。

  

  国の為と言うよりは一つの取引と考えているようだ。

  

  勝手に話を進めて後で主上にお怒りを買うかもしれないが

  

  今は手がかりが欲しい。

  

  「分かりました」

  

  

  半刻ほど愛凛は話し続けた。

  

  

  「わたしの知っているのはこれだけです」

  

  「十分です。よくぞ、話して下さった」

  

  「この国になるのでしたらわたしは災いなど恐れませんわ」

  

  姶良は浅はかだったが愛凛は聡い。

  

  無駄な事を話さず相手に要求を悟らせるのだから。

  

  

  壬氏は愛凛の元を去り、執務室に戻る。

  

  「高順、今の話どう思う？」

  

  「あの方が自分の扱いを向上させるための話であれば

  

  随分と手が込んでいると思います」

  

  「そうだな。それが偽りと分かれば排斥される事くらい

  

  彼女なら分かってるはずだ。姶良と手を組み霍乱を狙ってる

  

  可能性はゼロではないが元々来訪も妃目的だった。

  

  そんな莫迦な事をするとは思えないが裏を取る必要がある」

  

  「はい。ところで雀は無事後宮に潜入したようでございます」

  

  「失礼いたします」

  

  話の途中で馬閃が戸を開ける。

  

  「壬氏様、卯純より報告が来ました。義姉が漢大尉の娘の姿を

  

  確認したとの事です。ただまだ接触は出来てないと」

  

  「そうか。猫猫は雀の存在を知らないな」

  

  雀を簡単に信用するだろうか？

  

  

  「雀は今まで多くの案件を片付けてきました。

  

  ご心配は無用かと。それに小猫は慎重ですが真偽を見極める事に

  

  長けています」

  

  壬氏は頷いた。

  

  かの国

  

  「あの愚帝は随分と手を焼いてるようだ」

  

  悪意に満ちた物言いの男は高笑いをしている。

  

  「声が大きいですぞ」

  

  もう一人高官らしい男が辺りを見回しながら諫める。

  

  「構うものか。あいつは失敗してこの世から消滅する。

  

  残りは腑抜けの雲嵐。簡単に片づけられる」

  

  「しかし、その雲嵐様が妃を迎えられたとか」

  

  「茘の軍師の娘などどうとでもなる。多分、儀式で必要となる駒

  

  だろう。ならば放っておいて消える存在だ」

  

  「なるほど」

  

  

  

  

  東宮宮

  

  「雲嵐様、随分と顔色が良くなって来られましたね」

  

  猫猫は嬉しそうに言った。

  

  雲嵐はもじもじとして何か言いたそうにしている。

  

  その微笑ましい様子に侍女たちは和やかな気持ちになっている。

  

  「喉が渇きましたか？お腹減りました？」

  

  それには答えず雲嵐は目をキョロキョロさせる。

  

  侍女たちは気を回して静かに出て行った。

  

  

  

  「雲嵐様？」

  

  何か侍女たちに聞かれたくない話があるのか。

  

  

  「・・・・・猫猫、此処に居ては・・・いけない」

  

  「それはどういう意味でょうか？」

  

  「・・・・命を・・・無くす事になる」

  

  それっきり雲嵐は黙ってしまう。

  

  

  「何か気になる事がおありなのですね。大丈夫です。

  

  そう簡単に命を奪われたりしませんから」

  

  とりわけ気にする様子もない猫猫。

  

  何かに怯える雲嵐。

  

  あまりに対照的な二人だった。
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